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上土遺跡（立石地区）は、静岡平野北部にある、麻機低地の東部に位置し、沼地と陸化を繰返す環境

変遷により、古代～近世の水田が4時期にわたり、3つの自然堆積層群を挟んで重複している遺跡であ

る。水田開発の初現は、弥生時代中期後葉であり、その後古墳時代前期の水田経営の後に埋没したが、

奈良時代には再開発されており、条里型水田として整備されたことが確認できた。また、この条里型水

田も奈良時代末～平安時代初頭には水没し、再び水田となるのは、遅くとも13世紀後半である。この中

世水田も水没し、最後の水田開発は近世のいわゆる「新田開発」の時期である。

当研究所では、昭和59年度より国道1号線静清バイパス建設に伴う発掘調査を実施し、平成5年度末

までに約10年、7遺跡にわたる現地調査が終了した。当遺跡の他、清水市能島遺跡・長崎遺跡・静岡市

瀬名遺跡・川合地区の遺跡群・岳美遺跡・池ケ谷遺跡などでも多くの貴重な発見や成果を得ている。

上土遺跡（立石地区）は、平成4年度に現地調査に着手し、平成5年度末に現地調査を終了し、引き

続き平成6年度より本格的な資料整理を始めた。

本報告書は、上土遺跡の調査報告書の第2冊目の遺物編として、弥生時代中期後葉から近代までの遺

物と自然科学的な分析結果を中心とし、それに加えて若干の考察を掲載している。遺物について、特徴

的なものをあげると、第1に、弥生時代中期後菓～古墳時代前期の水田の畦畔の護岸矢板数枚を接合復

元した結果、これまで発見されていなかった形式の棟持柱材の転用であったことがわかり、また、異な

る畦畔での接合が確認でき、複数の畦畔の同時存在が認定できたこと。第2に、律令期条里型水田の耕

作土の下面から枠型田下駄が出土したこと。これは、現在のところ、全国でも、最古の出土例である。

第3に、中世水田の小畦畔部分から多数の箸状木製品が出土し、その内、44％が、小畦畔に、垂直また

は、斜めに刺された状態で出土していた。これも、これまであまり報告されていないものである。第4

に、遺物の調査方法にかかわることであるが、律令期条里型水田から発見された枠型田下駄と曲物の部

材の内部に、それぞれ打込まれた木釘の状態を、Ⅹ線撮影によって明らかにすることができたこと。以

上であろう。

なお、本報告書作成にあたっては、建設省中部地方建設局静岡国道事務所、静岡県教育委員会及び静

岡市教育委員会を始めとする関係機関各位に多大な援助・協力を得ている。この場をかりて深くお礼を

申し上げる次第である。また、作業に関係した研究所職員や多くの方々に心から謝意を表したい。

平成8年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長　斎　藤　　忠
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1．本書は、静岡県静岡市立石に所在する上土遺跡（立石地区）の調査報告書の第2分冊である。

2．調査は、平成4年度から平成7年度まで、静清バイパス（上土地区）埋蔵文化財発掘調査業務とし

て建設省中部地方建設局から委託を受け、調査指導機関　静岡県教育委員会、調査実施機関　財団法

人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。このうち、現地発掘調査は平成4年4月1日から平成6

年3月．31日まで行い、整理作業は平成6年度から平成7年度まで実施した。

3．調査体制は次の通りである。

平成4年度　所長　斎藤忠、常務理事　鈴木勲、調査研究部長　山下晃、調査研究部第二課長　粟野

克巳、主任調査研究員　矢田勝、調査研究員　一杉高徳、鈴木正悟、池ケ谷清

平成5年度　所長　斎藤忠、常務理事　鈴木勲、調査研究部長　植松章八、調査研究部第二課長　粟

野克巳、主任調査研究員　矢田勝、調査研究員　佐藤浩、青野好身、池ケ谷清、中尾欣

司、加藤雅弘、池田将章、技術職員相木善治

平成6年度　所長　斎藤忠、常務理事　鈴木勲、調査研究部長　小崎章男、調査研究部次長兼調査研

究部第一課長　粟野克巳、主任調査研究員　矢田勝、調査研究員　池田将章

平成7年度　所長　斎藤忠、副所長　池谷和三、常務理事　三村田昌昭、調査研究部長　小崎章男、

調査研究部次長兼調査研究部第一課長　粟野克巳、主任調査研究員　矢田勝、調査研究

員　鈴木譲、技術職員　川渕由美子

4．本書の執筆は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所の職員が分担した。執筆分担は以下のとおり

である。

第I章、第Ⅱ章第1節、第Ⅲ章第1節・第2節1・5（枠型田下駄）・第6節、第Ⅳ章

第Ⅵ章、第Ⅶ章 矢田　勝

第Ⅱ章第2節～第6節、第Ⅲ章第2節2・3・4・5・6・第5節、第Ⅴ章……………………鈴木　譲

第Ⅲ章第3節・第4節 共同執筆

なお、本報告書で示した遣物の出土位置図及び出土状況については、矢田が担当した。

5．本書をまとめるにあたり次の諸氏、諸機関の御指導、御協力をいただいた。

地質関係は、静岡大学名誉教授　加藤芳朗先生。地震跡は、通産省工業技術院地質調査所　寒川旭先

生。建築部材の復原は、東京国立文化財研究所国際文化財保存修復協力センター長　宮本長二郎先生。

石製品の材質は、静岡大学名誉教授　伊藤通玄先生。動物遺存体は、早稲田大学講師　金子浩昌先生。

木製品・立木の樹種同定は、東北大学教授　鈴木三男先生。プラント・オ／幸一ル分析・火山灰分析・

寄生虫分析は㈱盾環境研究所。花粉分析・珪藻分析・土壌分析は、（株）／川ノ・サーヴェーである0

6．本書の遺物写真は、（4×5判）の撮影は楠華堂（楠本真紀子氏）に委託し、（6×7判）の撮影は当

研究所が行った。

7．本書の編集は、静岡県埋蔵文化財調査研究所が行い、調査、分析に関する資料は同研究所が保管し

ている。
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本書の記述については、以下の基準に従い、統一を図った。

1．調査区の座標軸は、平面直角座標Ⅷ系を用いた。

2．使用した方位は、上記の座標系の方位（座標北）である。

3．1辺10m方眼のグリッド配置は、池ケ谷遺跡1区南西端から南へ約15mにあるⅩ＝－110，950m軸

を調査区座標南北軸のAとした。また、池ケ谷遺跡1区南西端から西へ約60mにあるY＝－10，600m

軸を調査区座標東西軸の0とした。

4．東西軸は、通し番号（159～191）、南北軸はアルファベットを用いC～L（『上土遺跡I』第12図

を参照）設定した。なお上土遺跡（立石地区）で使用したA軸は調査区南西端付近から約30m南のⅩ

＝－110，430m軸とした。

5．グリッド杭とグリッドのそれぞれの名称については、下記のように設定した。

J119グリッド

10m

1。f正影

杭
房杉

Jl19グリッドと呼称する
（南西優位）

6．調査区の中の一部を限定する場合には、南北・東西のグリッド座標により、それぞれD列～E列、

160列～163列のように用いた。

7．実測図中の木製品の部分表記は、以下のとおりである。

8．木製品の年輪パターンは、断面に模式的に記入している。



9．遺構・遣物の標記は次の通りである。

例　　遺構番号　　　SR l O6　03

遺構記号　区　層位　遺構

遺　　　　　 構　　　　　 記　　　　　 号

sK　 畦 畔　 SR　 河 道　 SD　 溝　 ST　 田 面 I sx　 その他

遺　 物　 記　 号 遣　　　 物　　　 種　　 類　　 名

（登録番号） （遺物出土位置図の中の略号）

P　土器 ・土製晶 図 1 PY　 弥生土器 ・古式土師器、P　 その他の土器、D　 土錘

W　 木製品
農　 工　 具 図 3

N O　 農耕具 ・工具、 W A　 枠型田下駄、 IT　 板状田下駄、

（W K は

杭 ・矢板）

W T　 輪カンジキ型田下駄、 O A　大足部材

祭 祀 関 係 図 6 SA　 祭祀具、 H A　 箸状木製品

容　 器　 ・
図 10

K U　 到物、 M A　 曲物、 Y O　 その他の容器、

生 活 用 具 U R　 漆椀、 SE　 生活用具

建 築 材 等 図 13 K D　 建築材 ・土木材、 FU　 用途不明木製品

M　 金属製品

図 15

K I　 金属製品

S　石器 ・石製晶 S　　 石製品

N　 自然遺物 N　　 骨 ・貝、 n　種子等

＊上の表の遺物種類名の前に付したアルファベットは、種類の略号であるが、これらは本報告書でのみ

使用した略号である。

l

10．遺物観察表と遺物実測図について

報 登 調 査 区

器　 種

法量（cm ）

dニロ 録 グ リ ッ ド 縦

番 番 出 土 遺 構 横

Tヲ 7ヲ 出 土 層 位 最 大厚

7 3 W 5 7 6 2 区 C － 4 16．8

I17 3 N 4 8．7

S K 2 15 0 3

15－2 層

2．5

も 1 1 9

l （ 1 1 日 1　 ノ

）

l

Z3
1

報告番号

W2－576
1

登録番号

遺物観察表と遺物実測図の左下にある報告番号は、本報告書で遺物の種類別に通し番号を付したも

のである。

登録番号は、現地で調査区毎に取り上げた番号で、遺物に注記されている番号である。なお、遣物

実測図の右下にある登録番号は、W（遺物記号）の右へ調査区を追記してある。

なお、遺物観察表に記載した全体図番号は、遺構編に掲載した全体図の番号である。

11．遺物出土位置図の略号について

里ヱ　　　　　　　且

遺物の略記号　　　　報告番号
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第工章　　資料整理の概要

第1節　出土遺物の概要と本遺跡の層序・遺物分類

（1）出土遺物の概要

本遺跡の層序の詳細は遺構編で述べた。そこで、ここでは、その概要と出土遺物の状況を述べること

にする。遺物としては、木製品が圧倒的に多く、3，787点を数え、本書では、これらの中で、522点を紹

介した。それ以外のものは、杭・矢板類をはじめとした土木材や加工木片であり、それらの配列状況に

ついては、遺構編で述べ、本書では、その記述は行なっていない。また土器・土製品は現地での登録数

が602点であり、本書では、拓影33点を含め、遺物実測図として75点を紹介した。残りは、いずれも

破片であり、多くは1区の中世河道からの出土である。金属製晶は10点（内1点は鉄鎌として木製品の

項で紹介）、石器・石製品は11点であり、これらは全て本書で紹介した。本書では合計616点の遺物を、

実測図・観察表・写真で紹介した。また、自然遺物として貝・鹿の歯・桃の種・ヒシやオニバスの実等

の自然遺物の計測表をまた樹種鑑定の結果も併せて紹介した。なお、昆虫遺体については、現在、資料

整理中である。また、火山灰等については、例言でも述べたように、分析を委託し、本書に報告を掲載

している。なお、中層水田を被覆する泥炭層中から検出された火山灰については、現在、明治大学の杉

原重夫先生に分析を依頼中である。

（2）本遺跡の層序と遺物出土層位と出土位置・遺物分類

ここでは、出土遺物にかかわる層序について概説する。本遺跡の基本遺構面は4面を数え、いずれも

水田面である。下位から、下層水田（15層；弥生中期後菓～古墳前期）、中層水田（12層；奈良時代）、

上層水田（5層；中世）、最上層水田（1層；近世）の4両である。さらに中層水田下面から発見された

河道跡が1区にあり多くの遺物が出土しており、これも中世と考えられる。また、これらの遺構面以外

の自然堆積層から出土した遺物については、その層位の関連のある基本遺構面の項目に含めて述べた。

なお、遺物の年代観は、第Ⅱ章第1節（1）出土土器の年代観と、本遺跡の各遺構の年代観のところ

で述べるように、遺物の所属層位の年代を土器によって推定している。また、杭のように垂直移動する

遺物についても、そこで述べているとおりである。

遺物の出土位置であるが、これは、本書で紹介する全遺物の出土地点を1／800図で明らかにした。た

だし、上記のように基本遺構面以外の層で出土した遣物については、その層位名を付記した。また、こ

れらの遺物と遺構とのかかわりについては、それぞれの基本遺構面に所属する各層面の内で、最も遺構

の形状が良好に表示されている面の全体図を使用した。さらに、20種類に分類した遺物群を、便宜的に

6群にまとめて図示した（凡例参照）。

（3）本書での遺物番号の記述について

凡例で述べたように、本書で紹介する遺物は、原則として、整理作業の結果、本書に紹介した遺物に

新たに付した「報告番号」を使用する。その際、遣物の種類別に遺物記号を頭に付けた。なお、一部に、

現地での取り上げ番号（登録番号）を使うこともある。
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第I章　　土器・土製品

第1節　遺物の出土状況・概要

1　出土土器の年代観と、各遺構の年代観

上土遺跡の土器・土製晶は、弥生時代から近世にまで及んでおり、総数で602点である。この数字

は、発掘調査において出土した土器類・土製晶を袋単位で取り上げ、遺物台帳に登録した際の点数であ

り、出土遣物の個体数に直接結びつくものではない。なお、土製品は、1区の中世河道から出土した土

錘6点である。また、土器の出土状況の特色は、水田遺構を主体とする本遺跡では、水田遺構からの出

土点数はわずかであるが、水田遺構の年代を推定する根拠として重要であり、また出土場所も遺構の性

格を考える上で重要である。そこで、これらのほとんどは、この遺物編で紹介している。その他の大半

の土器は1区の中世河道からの出土である。

表1土器・土製晶一覧

遺構

層位

下　 層 中　 層 泥炭層 上層 上　 層 最上層
∠ゝ
ロ

計

15 層 10 ～ 12 層 7 ～ 9 層 河道 5 層 1 層

時代 弥生中期～古墳初頭 奈良　 ～　 平安 平安　 ～　 鎌倉 中世 中　　 世 近　　 世

区 5 区 2 区 1 区 3 区 2 区 1 区 3 区 2 区 1 区 1区 3 区 2 区 1 区 3 区 2 区 1 区

弥生土器 ・土雲互 1 4 1 6

小型壷 1 1

嚢 2 2

台付喪 1 1

土師器 坪 1 8 9

碗 1 1

皿 1 1

襲 3 3

須恵器 杯 1 1

襲 1 1

軟質須恵器 坪 5 5

灰粕陶器 碗 2 2

山茶椀 碗 ・1 1

嚢 ・壷 1 1

陶器 常滑壷 1 1

土製晶 土錘 6 ．6

合　　　　　　 計 2 7 1 3 27 1 1 42

以下では、各遺構の年代観について、出土土器の年代観と対応させて、下位から順次、述べていきたい。

（1）下層水田での土器の出土状況と遺構の年代観

下層水田の耕作土は15－2層であり、この層の中位に火山灰層があり、その上位が15－2－1層、下

位が15－2－2層である。

土器は、大畦畔またはその交点付近の上面または上部、大畦畔に挟まれた水路底から出土している。3

区のSK31501で出土したPYlOの壷以外は、いずれも、土庄で押し潰された状況で検出された。そこ

で、大畦畔又は水路に置かれた、または置き去られた土器と考えられる。なんらかの水田畦畔の上での

祭祀行為にかかわる可能性のある遣物であるかもしれない。また、これらの遺物の年代観は、その遺物

が位置していた遺構の機能していた年代の時期を示していると考えてよいだろう。

ここでの問題点は、これらの土器の年代幅が弥生中期後葉から古墳前期まで、約200～300年間もあ

ることである。大畦畔を含めて畦畔方向の変遷もうかがえる要素もあることは、遺構編でも指摘したが、
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図1土器・丑製品の出土位置図

1区上層河道跡・溝跡

酢二三′一一ノ二器
1区下層水田

●　PY　弥生土器・古式土師器

●　P　その他の土器

■　D　土錐



基本的には、杭列大畦畔に伴う土器群であり、杭列大畦畔については、大枠としては、変遷が認められ

ないことから、弥生中期後葉から古墳前期まで、ほとんど踏襲されていたといえるかもしれない0しか

し、問題点が2つある。第1は、3区の耕作土下面の擬似畦畔Bにより、この擬似畦畔Bの大畦畔は、

どうも杭列畦畔ではなく、盛土畦畔の可能性が高いことである0この盛土畦畔の畦畔下部が、撹拝を免

れて残存し、そこに板状田下駄が7枚も並んで発見されたのである0しかも後述のように古手の様相の

田下駄であった。そこで、やはり、麻機低地の初期水田は弥生中期の地下水位低下期に開田されたもの

と考えられる。第2は、2区に限って確認されたことであるが、弥生中期後葉の土器のみが3個体分出

土したSK21506と、これに直交するSK21503に対して、その北東側に約10m離れた位置に、これらの

畦畔と並行して築かれた、L字型の矢板列SK21501・21502の北東部に築かれた畦畔の裾部から発見さ

れた3点の土器は、弥生中期後半の有東式土器が1点あるものの、他の2点はいずれも弥生後期後半の

遺物であり、大畦畔の北東側への移設をうかがわせるものと考えられるのである0同じく、1区の水路

sD11502から出土した土器も弥生後期後半の遺物であり、この水路は、2区のSK21506と直交している

ので、同時期のものと考えられる。さらに、3区のSK31501出土の土器2点は、古式土師器の部類とみ

なしてよいものであり、正方位の方向性をもっており、2区のSK21506よりは、新しいと考えられる0

なお、弥生中期後葉の土器は、いずれも15－2層の下部もしくは16層上面での検出（初期の開発期の削

り出し畦畔の上面か？）であり、本遺跡の初期水田に属するものと推定できる。これらの中で、2区の

pY8とPY9の上面には、白っぽい火山灰が、厚さ約0．5cmも堆積していた0この火山灰は弥生中期後葉

と弥生後期初頭を分かつメルクマールともなりうる可能性がある。

以上のような出土土器の状態から、古い順にあげると、第1に、3区の盛土畦畔の時期、伴出土器が

確認できなかったが、弥生中期の寒冷期と考えられる。清水市長崎遺跡での弥生中期水田形成期とほぼ

一致すると考えられる。第2に、2区の杭列大畦畔のSK21506で、年代は弥生中期後葉0第3に、2区

のL字型矢板列大畦畔SK21501・21502で、年代は弥生中期後葉から弥生後期0第4に、1区の吠畝内

の水路SDl1502で、年代は弥生後期。第5に、3区の杭列大畦畔SK31501で、年代は弥生後期後葉か

ら古墳前期である。以上のことから、これらの大畦畔と水路の存続時期が、上記の年代観を持っている

といえよう。ただし、このような年代観が、それぞれの遺構に当て験められるからといって、それぞれ

の調査区の、その他の遺構の年代が自動的に決められるわけではない0むしろ上記の火山灰が検出され

た15－2－2層上面の、上か下かで考えた方がよいかもしれない0この火山灰の直下から発見されたの

が弥生中期後葉の土器であり、この層には弥生後期の土器は含まれていないことから、15－2－2層が弥

生中期後葉の土層といってよいだろう。そして、その上位の15－2－1層が弥生後期～古墳前期の土層

といえよう。すると、本遺跡の下層遺構は、これらの2層を共通して包含するので、どの区も、これら

の2時期が存在していたと考えてよいだろう。そこで、平面的に置かれた遺物は、この基準をもとに、2

時期に分割することにした。以下で紹介する諸遺物の年代観は、これに従っている0なお、平面的に置

かれた遺物は、土庄によって、土層が圧密され、沈降しても、所属層位を違えることは無いが、杭・矢

板のように垂直もしくは斜めに刺さった遺物は、下位の砂礫層などの堅緻な層の上面で、土圧に伴う沈

降がストップされ、まわりの土層は、なお圧密沈降を継続しても、杭・矢板だけは、所属土層の上面を

突き破り、被覆層のなかに頭部が位置することがよくある（矢田1993）0この下層水田の下部は泥炭層

であるが、その下位には砂礫層があり、杭先がそこまで刺さっていた事例が多くみられた0また、杭の

頭部が約70cm程、下層水田の作土上面を突き破って飛び出しているものが多くみられた0そこで、こ

れらの垂直もしくは斜めに刺さった遺物の年代観は、厳密には決定しがたく、弥生中期後菓～古墳前期

と大づかみにいうほかはない。なお、敷板や土器のように所属土層とともに圧密沈降する遺物も伴うの

で、これらから大畦畔の年代を推定することができ、その大畦畔に所属する杭・矢板の年代もそこから
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推定することも可能である。しかし、杭・矢板列の補修や微妙に方向がずれた打ち替えが行なわれてい

る可能性もあり、これらも考慮に入れなければならない。また、平面的に出土した遺物といっても、桐

密に打込まれた杭列の間から出土した田下駄なども、杭群とともに、所属土層から離れてしまっている

可能性も捨てきれない。そこで、これらの遺物の年代観は、幅をもって考えざるをえなかった。

（2）中層水田での土器の出土状況と遺構の年代観

中層水田は、12層を耕作土としている。ただし、3区では11層でも撹拝が確認され、イネのプラン

ト・オパ「ルの検出量も多いため、この層も耕作土として認定した。

この中層水田は、条里型水田の大畦畔が確認され、それが、これまで検出された静岡平野北部の埋没

条里坪界大畦畔の方向・間隔（N390W、約109m間隔）にほぼ合致しており、麻機低地にあっても、広

域統一条里が施工されていることがわかった。問題は、その施工年代がいつかということであるが、こ

の間題を解く鍵が2点検出できた。第1は、条里遺構から検出できた土器であり、第2は、この条里水

田の作土上面を覆う泥炭層中から検出された火山灰である。しかし、それぞれ、いくつかの問題点を抱

えている。第1の土器では、1区の西部中央の東西トレンチから出土した土器PlとP2である。これら

は、共に猿投窯K14号様式並行の駿東坪といわれる土師器である。年代観としては、Plが9世紀後半か

ら末、P2が9世紀後半である。いずれも中世河道のSRlO603西側流路の右岸部からの出土である。河

道内の覆土に紛れ込んだ遺物なのか、それとも12層の耕作土内からの出土であるのか、トレンチ掘削中

の出土であり、決め手にかけている。しかし、河道跡の岸部の位置を正確に復原すると、いずれの土器

も、数cm河道内に入り、河道覆土中であって、耕作土中とは断言できないことがわかった。そこで、

これらの土器は、やはり中世河道内の遺物とみなしてよいだろう。第2の火山灰についてであるが、本

書所収の加藤論文や古環境研究所の報告にあるように、838年に噴出した伊豆神津島天上山火山灰であ

るのか、それとも866年に噴出した伊豆新島向山火山灰であるのか不明な点があったが、前述のように、

この火山灰の分析を委託している杉原先生からの連絡では、やはり838年火山灰（Iz－Kt）である可能性

が濃厚とのことである。したがって、この火山灰の直下には6～7cmの泥炭層が堆積し、その直下に12

層水田の田面が位置する。そこで、泥炭層の堆積速度が100年で、10cmという尾瀬沼での事例（阪口

豊1984）よりは、暖地であるので、堆積速度が速いと考えられるので、838年よりも30～40年以前に

水没したと考えられる。このことは、前述のPlとP2の年代以前に、この水田が水没していることを意

味しており、やはり、これらの土器は、中世河道の覆土中の遺物とみなしてよいだろう。

それでは、この12層水田に年代にかかわる土器はないのだろうか。12層内での出土例はなかったが、

条里坪界大畦畔の方向性と平行する1区の水路SDl1205の覆土底から出土した土器P17の須恵器の転用

硯がそれである。年代観は奈良時代前半に遡る。これは、本遺跡の西隣の岳美遺跡11区の条里大畦畔上

部付近で発見された須恵器の年代観の8世紀第3四半期（『岳美遺跡Ⅱ（遺物編）』1996）よりも、さら

に遡るものである。静岡平野では、8世紀の前半には古代東海道が施工されていたことは、曲金北遺跡

の調査で明らかとなった（『曲金北遺跡I（遺構編）』1996）が、本遺跡のSDl1205覆土底から出土し

た土器からも、古代東海道駅路の設置と同時に、これを基準とした広域統一条里遺構が直ちに施工され

たことがうかがえよう。ただし、この水路の付近の12層は撹拝が認められ、イネのプラント・オパール

も多数検出されているが、これより東では、12層には撹拝の兆候が乏しく、イネのプラント・オパール

もほとんど検出されていない。

なお、この1区では、838年火山灰の直下の10層泥炭の上面から墨書が施された甲斐型坪P7が出土

している。見込みを上にした状態での出土であり、湿地に、正置された状態で838年の火山灰の降灰を

受けたものと考えられる。この遺物の年代観は、奈良時代未と考えられ、火山灰の降灰の40年以上前の
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遺物となる。また、同じく1区の10層中から8世紀前半の須恵器の嚢（P22）が発見されている。この

ことは、10層の堆積が8世紀末から9世紀初頭と考えられることからすれば、約半世紀以前の土器が紛

れ込んだことになる。また、この2区の中層水田耕作土の12層下面から約数cm下位の13層上部から

和泉期とも考えられる坪の破片が数点発見された。下層水田が湿地堆積物である14層の薄い粘土層（数

cm）によって被覆され、さらにその上位に約1mの厚い青灰色の粘土層が堆積し、その上面にこの土器

がのっていたのである。この厚い粘土層の堆積は、麻機低地の西端の静岡市池ケ谷遺跡のE層、巴川低

地の清水市長崎遺跡のC層に該当するものである。この13層の堆積年代は、下層水田が埋没した古墳

前期よりも後であり、この和泉期の土器（古墳中期：5世紀代）の時期を含めてそれ以前である。する

と、中層水田の耕作開始時期は6世紀代の可能性も考えられる。この古墳後期の水田が、奈良時代に

なって条里型に耕地整理されたと考えられる。

なお、1区の中世河道出土土器の最も古手は、7世紀末の土師器の坪（P8）であり、以後、11世紀代

まで、土器が少数ではあるが、継続して出土している。とりわけP8については、出土位置が、条里型水

田に伴う溝SDl1205の右岸部にあたり、出土標高が、条里型水田耕作土の標高とほぼ一致していること

から、この溝の覆土に含まれていた土器が、河道形成期に押し流された可能性もないわけではない。確

定的な証拠とはいいきれないが、7世紀末には、中層の非条里型水田が、条里型水田へ耕地整理された

可能性も考えてよいかもしれない。また、河道の形成は、後述するように。10世紀後半と仮定すれば、

河道内の約半数の土器は、河道形成以前のものであり、中層水田耕作土の侵食にともなって混入したも

のと考えてよいだろう。

（3）上層水田耕作土下面に刻まれた河道跡の土器・土製晶の出土状況と遺構の年代観

1区の上層水田耕作土（5層）の下面から河道跡SRlO603が検出されている。この河道跡は、中層遺

構、さらに下層遺構まで侵食しており、これらの遺構を破壊して流れている。そこで、この河遺跡に含

まれる遺物には、これらの時期のものが含まれている。下層水田の遺物としては土器は、含まれていな

かったが後述するように横型田下駄（IT66）があった。また中層水田にかかわる土器としては、7世紀

末が1点（P8）、8世紀が5点（P4、6、11、13、14）、9世紀前半が3点（PlO、12、16）である。中層

水田上面に堆積した泥炭層中から、9世紀後半が4点（Pl、2、3、9）、10世紀が4点（P23、24、25、

15）、11世紀が3点（5、18、19）、12世紀が2点、13世紀が1点（P20）である。13世紀の土器の時

期が、河道跡が埋積され沼地となった段階と思われる。12世紀後半の渥美・湖西系の土器片の破片が約

10m離れて接合したことからも、この時期には、流れが存在していたことを推測させる（北川1995で

も、12世紀後半は寒冷期とされており、湿地化して滞水状況にあるというより、河道形成期の可能性が

ある）。

河道跡の形成時期であるが、中層遺構上面を覆う泥炭層（11～7層）の厚さが、約30cmであり、

838年火山灰の上面からさらに約20cmの泥炭が堆積している。尾瀬沼での調査では、前述のように阪

口1984によると100年で10cmの生成といわれるが、上土遺跡の地域は、それよりも暖地と考えられる

ので、生成速度は、より速いと考えられるが、100年前後で生成したすれば、10世紀前半の寒冷期に、

6層の青灰色粘土の洪水堆積物が襲来し、約30cmほど堆積し、その後、約1．25mも下刻して河道が形

成されたと考えたい。なお、その後、10世紀中葉と11世紀前半、12世紀前半、13世紀前半の温暖期

に、5－3層の沼地堆積物が約80cmの厚さで生成されている。これらの気候変動の根拠は北川浩之

1995による。これらの、断続する温暖期に、ヒシの生息する水深1～2mの沼地となる（浜島繁隆

1979）が、13世紀後半の急速な気温の低下のため、沼地の地下水位は低下し、可耕地となり上層水田の

開発が始まったと考えられる。
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表21区河道跡出土土器一覧

年 代 観 土　 一師　 器 ． 軟質須恵器 ‾渥美・湖西系 灰粕陶器 山 茶 ‾椀 計

7 世紀末 ＿ 8 ．1

8 世紀前半 4 11 （助宗窯） 2
8 世紀中頃 6 14 ：（遠江系） 2

8 世紀末 13 1
9 世紀前半 10 12、16 3

9 ．世紀中頃 0

9 世紀後半 1、2（ともに駿東杯）、3 9 4

10世紀前半 23 、24∴25 3

10世紀中頃 0
10世紀後半 15 1 ‾

11世紀前半 5 1

11世紀中頃 18 ・19 2

11世紀後半 0

12 世紀前半 0

12 世紀中頃 0
12 世紀後半 2 点 2

13 世紀 20（覆土上部） 1

計 12 6 ． 2 2 ． 1 23

上層水田の耕作土の5層から3点の土器片が出土している。1区では、

なお、この河道跡から、土

錘が6点出土しており、沼沢

期に行なわれた漁労用の網の

錘と考えられる。また、この

河道跡は、遺構編で述べたよ

うに、西側流路は南西から北

東に流れ、東側流路は西北西

から南南東に流れていた。前

者は、古十二双川、後者は古

巴川ではないかと推測してい

る。

（4）上層水田での土器の出土

状況と遺構の年代観

5－2層から、2区では6層上

面からの出土であり、いずれも13世紀後半の年代観をもつ。そこで、上層水田の形成時期は13世紀後

半とみなしてよいだろう。

（5）最上層水田での土器の出土状況と遺構の年代観

最上層水田は3区でのみ調査を行なったが、耕作土の1層からは、土器片は全く検出されなかった。

遺構としては3本の水路と調査区北西端に河道跡（旧安東川）が検出されている。これらの遺構の多く

は、戦後の耕地整理以前の地割や水路・河道とほぼ一致していること。さらに明治期に作製された地籍

図にも合致していることから、近世の「新田開発」によって築かれた水田と考えられる。

2　出土遺物の概要

弥生土器・古式土師器は、第1図の1～第3図の10および第2図・第3図の拓影図に示した。器種は

壷、聾であり、嚢には平底と台付の両者がある（註1）。飛鳥時代・奈良時代の土器は、総数で9点あ

り、第4図の4・6・7・8・11・13・14・17・22に示した。器種は土師器4点、須恵器5点である。出土

位置も限定され、7、23を除いて1区のSRlO603（旧河道）である。平安時代の土器は、総数で14点

あり、第4図の1・2・3・5・9・10・12・15・16・18・19・23・24・25に示した。器種は土師器が10

点、須恵器が2点、灰粕陶器が2点である。飛鳥・奈良時代の土器と同じように、1区のSRlO603から

の出土が11点ある。鎌倉時代の土器は、総数で3点あり、第4図の20・21・26に示した。器種は須恵

器が1点、山茶碗が1点、常滑壷が1点である。出土位置はSRlO603と5層からである（註2）。土錘は

総数6点で、第3図の1～6に示した。すべて1区のSRlO603からの出土で、時期も中世と考えられ

る。以下個々の具体的な記述は観察表、一覧表に譲り、各時代の土器・土製晶の概略について述べる。

第2節　　弥生時代中期後菓～古墳時代前期の土器

1壷（第1図1～4、第2図8・9、拓影図、第3図10拓影図）

7点中ロ緑部が残存しているものは3点である。4は、口緑の開きが大きく、弧を呈し、長円ぎみの胴

部を有する。8は、口線の開きが弱く、弓状になっている。3は、小型壷で口線の開きは弱く、「く」の
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字を呈する。胴部形態は、無果実（1・2）と、

楕円形（3・4）である。胴部下半に、1は接

続をもつが、2は接続をもたない。前者はよ

り菊川的であり、後者は駿河的であるといえ

よう。8・9は、いわゆる有東式で、接合する

可能性がある。文様は、8において肩の部分

に磨消縄文で王字文が見られ、沼津市荒久上

遺跡出土土器（『静岡県史　資料編　考古

三』）と類似する。9では、胴部に静岡県中部

から関東地方に見られる磨消縄文の文様が見

られ、清水市天王山遺跡出土土器（『静岡県
挿写真12区弥生中期後葉土器（PY8・9）出土状況

史　資料編　考古三』）と類似する。第2図、

第3図の拓影図（8・9付近で出土した土器片）の中にも、上記の文様に類似する破片が認められる08・

9の時期は弥生中期後葉である。1・2・4の時期は弥生後期後半である。10は、□綾部に棒状浮文をも

っ壷である。細片のため断定しかねるが、弥生中期後葉から古墳前期のものと考えられる。なお、3

の小型壷は、球形胴にやや突出ぎみの底部を有し、天竜川以西からの搬入晶の模倣と考えられる。

2　蜜（第1図5～7）

3点とも口縁部は、パケ状工具による刻み目がつけられている。5・6は、口縁の開きが弱く、弓状に

なっている。7は、口線の開きが大きく弧状を呈し、口唇部直下に細い突帯を付け、そこに刻み目があ

る。遠江地方からの搬入品の模倣と考えられる。5は、台付嚢で、三島市鶴喰遺跡出土土器（『静岡県史

資料編　考古三』）と類似する。5～7の時期は弥生中期後葉と思われる。

第3節　　飛鳥・奈良時代の土器

1土師器（第4図の4・6・7・8）

図示した4点はすべて坪であり、体部が全

体的に丸く立ち上がり、口線は垂直に近くな

る平底で、一部に指頭痕が残る（6・8）。法

量は、大きいもので口径12．8cm、小さいも

ので10．2cmである。器高は3．0～4．6cmで

ある。7は、形態として体部が丸味をもち、

口径に対して底径が小さい甲斐型坪の特徴を

備えている。底部と側面の2ヶ所の墨書は異

体字もしくは記号とも考えられ、吉祥句の可

能性も考えられる。 挿写真21区甲斐型杯（墨書土器）（P7）出土状況

2　須恵器（第4図の11・13・14・17・22）

図示した5点は、軟質須恵器の坪が3点（11・13・14）、須恵器の坪が1点（17）、聾が1点（22）で

ある。杯は無高台坪が2点あり（13・14）、律令期に成立する箱師で、口径12～14cmの中型である0

有高台坪は2点あり、11は、底部は肥厚して、底部外面に成形時における糸切り痕をそのまま窪みとし
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て残し、底部にへラによる削り出しの低平な

高台をもつことから、志太地域の律令期須恵

器編年図（八木1996）の、Ⅲ期（715年～

730年）に分類された須恵器と類似し、ノ助宗

窯産と思われる。17は、底部を利用した転

用硯である。この土器の年代観は8世紀前半

であり、本遺跡の条里型水田の初現の時期

は、それ以前と考えられる。22は嚢である。

複合口線で、口線の開きが大きく、弧を呈

し、端部は斜めに収める。

挿写真31区助宗窯産須恵器（Pll）出土状況

第4節　　平安時代の土器

1　土師器（第4図の1・2・3・5・9・10・15・23・24・25）

図示した土師器は総数で10点である。坪が5点（1・2・3・9・15）、碗が1点（5）、皿が1点（10）、

賓が3点（23・24・25）である。1、2、9は『箱型の坪』と別称されるごとく、その器型が底部から体

部にかけて直線的な駿東坪である。3も上記3点と器型が類似している。以上4点はK14併行と思われ、

時期は9世紀後半である。15は、口径と底径の比が大きくなり、時期も11世紀後半で、H72併行と思

われる。5は、高台をもつ椀である。23、24、25は聾で、3点とも口綾部から体部の一部しか残存して

いない。口縁部は単純口縁で、口緑の開きが大きく、24、25は弧を呈し、23は「く」の字を示し、K90

併行と思われる。時期は3点ともに10世紀前半と考えられる。

2　須恵器（第4図の12・16）

軟質須恵器の坪が2点である。時期は9世紀前半と思われる。高台を持たない平底を呈する坪で、器

面調整としては、底部以外ナデを主体としている。

3　灰軸陶器（第4図の18・19）

碗が2点出土している。時期は2点とも11世紀と思われる。18は、日録の外反が大きく緩やかにな

り、高台も「ハ」の字で、外にふんばるような形態である。

第5節　　鎌倉時代の土器・土製品

1　山茶碗（第4図の20）

碗が1点出土している。20は、口線部から体部の上半が欠損しており、底部から体部の湾曲がなくな

り、直線化してくるとともに、高台も台形状の扁平で低い。時期は13世紀前半と思われる。

2　山茶碗期の灰軸系陶器（第4図の21）

聾が1点出土している。一部残存する口線部は、口綾部上半が直立する複合口線である。時期は、13

世紀後半と思われる。
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3　常滑壷（第4図の26）

壷の口縁の一部が出土している。口線は、折り返し口緑的な様相を呈しており、上芳池沼古窯群出土

の陶器（『「中世常滑焼をおって」資料集』1994）と類似する。時期は13世紀後半と思われる。

第6節　　土　　　錘

総数で6点出土し、第3図に図示した。すべて土師質で、土錘の中心に貫通孔を穿った管状土錘であ

り、溝を有するものはない。時期は、出土位置がすべてSRlO603なので、中世以前と思われる。形態

は、和田晴吾氏の分類（和田1985）に従い、AとBに分け、図2に示した。

A類は、軸断面が楕円形か隅丸長方形のずんぐりしたも

ので、1・2・3・5・6が属する。A類の中で、灰色がかっ

たものが2点（1・6）、褐色を帯びたものが3点（2・3・

5）である。重量に関しては、20g未満の小型が1点（5）。

50g未満の中軽型が3点（1・3・6）。200g未満の大型が1

点（2）である。B類は、A類を縦長にした形で、長さに対

して幅が1／2未満のもので4が属する。4は、胎土が砂粒

を多く含んで粗く、褐色を帯びて小型である。 図2　土錘タイプ別模式図

（註1）弥生土器全般について、三島北高校望月保宏教諭の御教示を賜った。

（註2）飛鳥～鎌倉時代の土器について、静岡県教育委員会文化課山田成洋指導主事、静岡県埋蔵文化財

調査研究所の河合修調査研究員の御教示を賜った。
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第Ⅲ章　　木　製　品

第1節　　遣物の出土状況・概要

1　木製品の出土状況

木製品は、第I章でも述べたように、大半が水田大畦畔の杭・矢板材であり、農具や生活具等のその

他の遺物も、その多くは杭・矢板材と共に畦畔の補強材として大畦畔内から出土している。しかし、検

表3　木製品一覧

遺構

層位

下　 層 中　 層 泥炭層 上層 上　 層 最 上層 ノゝEコ

計

1 5 層 1 0 ～ 12 層 7 ～ 9 層 河道 5 層 1 層

時代 弥生中期～古墳初頭 奈 良～平安 平安～鎌倉 中世 中　　 世 近　　 世

区 3 区 2 区 1 区 3 区 2 区 1 区 3 区 2 区 11区 1 区 3 区 2 区 1 区 3 区 2 区 1 区

農耕 具 鍬 1 1 1 3

鍬 o r鋤 2 1 3

泥除け 1 4 2 7

鎌 1 1

枠型田下駄 1 1

板状田下駄 3 5 2 9 18 5 3 1 2 93

輪カ ンジキ型 田下駄 17 13 1 3 2 1 3 7

輪カ ンジキ型 田下駄横木のみ 3 2 5

大足横枠 1 1 2

工具 掛矢 1 1

祭祀具 人形 1 1

斎串 1 2 3

舟形 1 1

箸状木製品 2 5 1字 5 5 1 7 5 1 14 2

その他 1 2 1 2 6

容器 別物 1 2 1 4

曲物 2 2 14 6 3 1 1 3 8

箱物 1 1 2

挽物 1 1 2

桶 1 1 2

漆椀 1 1 5 7 14

そ の他 1 1

生活用具 火蹟 臼 1 1 1 3

下駄 2 1 3

櫛 1 1 2

紡錘車 1 1

四ツ手網枠部材 1 1

弓 1 1

経 （布）巻具 1 1

その他 1 1 2

運搬具 擢状木製品 2 1 2

建築材 ・土木材 梯 子 1 1 1 3

柱 1 1 2

仕 口 1 1

杭 7 6 1 14

矢板 1 13 14

敷板 ・敷 材 9 10 3 12 7 5 1 4 7

加工材 2 2

楯 1 1

用途不 明木 製品 2 1 3 2 1 7 2 8 2 3 3 52

合　　　　　　　　 計 6 5 6 6 2 5 7 4 3 7 2 9 1 10 3 2 9 1 6 7 2 5 5 2 2
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出した4時期の水田面の大畦畔に均等に出土するのではなく、多くは下層水田であり、次いで、律令期

の中層水田であるが、ここでは畦畔補強材としては、杭・矢板はほとんど無く、もっぱら敷板が主であ

る。畦畔の杭・敷板の密度について、2区の大畦畔（交点部分は除く）で比較すると、下層水田では、

杭は1．3本ノ血、敷板は2．17枚血であるのに対して、中層水田では杭が0本／m、敷板は1．53枚血lであ

る（詳細は遺構編参照）。この傾向は、西隣の岳美遺跡東部の状況（『岳美遺跡I（遺構編）』1995）と

似ているが、麻機低地西端の池ケ谷遺跡のように、律令期の水田であっても、膨大な数の畦畔補強材を

出土したところ（『池ケ谷遺跡I（遺構編）』1994）とは、明瞭な差異が認められる。この要因について

は、遺構編で考察しているので参照されたい。なお、本遺跡で出土した杭・矢板材のほとんどが転用材

であり、横長田下駄が、杭に転用される例（IT29、57）を、除けば、その他は建築材としての柱・板・

梯子・鼠返し材等の転用であった。

また、本遺跡で、注目すべき木製品は、水田面の小畦畔に差し込まれたり、横たわったりして検出さ

れた、多数の箸状木製品である。従来、河道跡からは、多くの検出事例が報告されているが、水田面か

らの検出については、あまり報告されていない。本遺跡では、出土位置・出土状態を記録し、さらに遺

物分類した。追加事例の報告を待ちたい。

なお、種類ごとの出土状況については、各項ごとに述べる。

2　本書掲載の木製品の概要

上土遺跡における報告書掲載分の木製品を、器種別、調査区別、出土層位別の数を表3にまとめた。

農耕具と考えられる木製品が、152点ある。弥生時代中期後葉から中近世の輪カンジキ型田下駄まで、

各時代の農具がみられるが、そのうち田下駄類（大足部材を含む）が、91％を占める。祭祀具も153点

あり、そのうち箸状木製品が93％を占める。他は斎串、人形、舟形がある。容器は62点で、その多くは

曲物である。器種は弥生中期後葉の到物から近代の漆椀まで、一通りは出土している。建築材・土木材

は736点出土したが、形態に特徴のあるものを選び、84点掲載した。特に2区のSK21501（杭列畦畔）

で、土木材の接合関係が確認でき、柱材等の原型を復原することができた。なお、個々の具体的な記述

は観察表に譲り、概略を述べることにする。

第2節　　農耕具・工具

1　遺物の出土状況・概要

（1）遺物の出土状況

1）下層水田での遺物の出土状況

弥生中期後半から古墳前期に営まれた下層水田から出土した農耕具・工具の出土状況は下記の一覧表

（表4）にまとめた。ここからもわかるように弥生中期後葉の土器を被覆する火山灰検出面である15－2

－2層上面からの出土遺物よりも、むしろ耕作土下面の16層上面からの出土遺物が多い。敷板の出土数

も、同様であるので、下層水田の下位はより湿潤であり、上位は、それと比較すると湿潤の程度が少な

くなっていたのかもしれない。しかし、これは、3区での初期水田の痕跡である擬似畦畔Bの状態から

推測した、開発当初の状況は、杭列畦畔ではなく、盛土畦畔であったという推定と、食い違っている。

これは、同一の15－2－2層の中で、湿地化が進み、盛土畦畔に杭が補強されていく例が増え、次第に

杭列畦畔に変貌していったものと、現在のところ解釈している。

農耕具は、3区で鍬・鋤類が4点と泥除けが1点出土したのみである。鍬・鋤先のN03と泥除けの

N09は大畦畔ではなく、田面もしくは小畦畔からの出土である。また、掛矢として認定したN08は1
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区の吠畝内の水路SDl1502覆土から出土した。小型ではあるが、水田の護岸杭列の打込みに使われたも

のかもしれない。

農耕具で注目できるのは、田下駄である。表4・5でもわかるように全体としては横長型が大多数を占

める。また、下部の3面と中部の2面とを比較すると、A類の正方形型からB類の横長型へ、横長型で

もさらにC類の横長大型へ、また足台の隆起が明瞭な1類2類から、4類の平坦型へ移行していること

がわかる。これらの傾向は、瀬名遺跡の田下駄の整理を行なった中山1994の指摘にも、沿うものであ

る。なお、D類と分類した縦長型は、極めて希であり、2区のIT91と92のⅡ類の切欠型は、田下駄と

して認定できるが、1区のIT80は、3孔型のI類といえるかどうか、やや疑問が残る。いずれにせよ、

縦長型は、ほとんど出土していない。

また、ここで最も注目すべきは、3区の16層上面で確認できた擬似畦畔Bである。詳細は遺構編にゆ

ずるが、16層の泥炭の内、15層の耕作によって撹拝されていない部分が、平面精査の結果、ラインと

して明瞭に浮かび上がった。特に、調査区中央部の2列の南北大畦畔とそれに挟まれた水路が検出でき

た。これらの大畦畔には杭は1本もなく、敷板さえなかった。そこで、これらは盛土畦畔の下部構造と

考えてよいだろう。しかし、東側のSK31511からは2枚、西側のSK31510からは4枚、これらに挟ま

れた水路からは1枚、合計7枚の板状田下駄が検出された。A－4類が3枚、B－4類が5枚である。A類

が多いこと、さらにC類は1枚も検出されていないことからも、この大畦畔が下層水田の中でも古手で

あることを類推させる。中山1994では、このA類の時期を弥生中期後半～後期前半としており、同じ3

区の杭列畦畔が、出土土器から弥生後期後半～古墳前期に属すると考えられることからも、盛土畦畔の

時期の後に、杭列畦畔の時期がきたと考えても、やはりよいであろう。

なお、田下駄が大畦畔に点在するのは、下層水田全般にいえることである。しかも大畦畔に、まんべ

んなく点在するのではなく、集中的に出土しているところも確認できた。例えば、3区の杭列大畦畔の

SK31504とSK31506である。特に後者の集中箇所は、ヤナギ・ノイバラ・ヒョウタンボク等の立木の

表4　下層水田出土農耕具・工具一覧

農耕具 ・工具

下層水 田遺構 での

出土状 況

種類 ・

分類

・3　　　 区 2　　　 区 1　　 区

∠ゝ
ロ

計

1 面 2 面 3 両 1 両 2 両 3 面 1 両 2 面 3 面

1 5－1 1 5－2 1 6 層 15－1 15－2 1 6 層 15－1 15－2 1 6 層

層上面 －2星上面 上面 層上面 ・鳩 上面 上面 層上面 －2星上面 上面

鍬 ・鋤 1 2 1 4

泥除け 1 1

板

状

田

下

駄

正
方

形

A － 2 類 1 1

A － 4 類 5 4 9

横

長
方
形

B － 2 類 ．1 1 2

B － 4 類 5 1 1 5 4 2 6 3 3

‘横

長

大

方

形

C － 1 類 3 5 8

C － 2 類 1 1 1 3

C － 3 類 2 2

C － 4 類 4 5 3 4 箪 3 2 1

縦

長

D －．I 類 1 1

D － Ⅱ類 2 2

工具 ・掛矢 1 1

合　　　　　　 計 0 1 1 2 7 0 9 2 1 0 4 16 8 8

－14－

根元付近であり、田下駄を置いた場所と

関連があるかもしれない。

2）中層水田での農耕具の出土状況

中層水田は、遺構編でも述べたよう

に、奈良末から平安初頭に哩没した条里

型水田であるが、現地調査の段階で、3

区で畦畔起伏の中に、条里型ではなく、

むしろ正方位もしくはそれに近い方向性

の非条里型の畦畔がみられた。さらに3

区・2区で、条里型水田の方向をもつに

もかかわらず、埋没時の坪界大畦畔より

も、5～10m程、離れて大畦畔が存在し

ていたかのように、敷板や田下駄等の木

製品が直線的に並ぶところがあった。こ

れらの事実から、最終的に埋没した条里

坪界大畦畔（2期条里大畦畔）の構築以

前に、条里型の方向性をもった大畦畔

（1期条里大畦畔）が築かれていたこと、

さらに、それ以前に、条里型水田とは方



1区上層河道跡・溝跡
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窮‾十二二：ノ二道
1区下層水田

●　NO　農耕具・工具

★　WA枠型田下駄

■IT　板状田下駄

▲　WT　輪カンジキ型田下駄

□　OA　大足部材



表5　下層水田遺構出土板状田下駄類別一覧表

足台有無
足台あり 足台なし 3　＿

孔

切

欠 合計明瞭段差 漸次隆起 微 起 伏 平　 坦
壷面形

1類 2 類 ・3 類 4 類 I Ⅱ

A 類　 正方形 0 1 0 9 10

B類　 横長方形 0 2 0 33 35

C 類　 横長大方形 8 3 2 2 1 34

D 類　 縦長方形 － － － － 1 2 3

合　　 計 8 6 2 63 1 2 82

向を違える非条里型水田区画があったことが

うかがえる。この中層水田の農耕具も、この

ような3種類の大畦畔痕跡の一部を構成して

いる可能性が高い。

農耕具は、下層でも確認したように、大畦

畔の芯材であったり、大畦畔に置かれたりし

て、畦畔上部から出土することが多い。この

中層でも同様なことがいえそうである。ここ

では、耕作土上面で、確認された2期条里大

畦畔ではなく、それ以前に施工されていたと考えられる、1期条里大畦畔と非条里型大畦畔の位置を、

出土農耕具の分布等から考えていきたい。まず、非条里型大畦畔であるが、注目できるのは3区の調査

区中央北部で南北方向に連続する田下駄列（北からWT15・39・IT86）である。この列は、敷板列でも

あり、擬似畦畔Bの列でもある。そこで、畦畔痕跡としての可能性は高い（SK31203）。もうひとつは、

2区の調査区中央やや南東部の畦畔集中箇所である。ここで注目できるのは、IT89、WT12・5、OA43

が南北方向に、WT14・5、OA43、WT17が東西方向に直交する配列を示すことである。この直交配列

は、敷板や杭列でも確認でき、ここも3区同様畦畔痕跡とみなしてよいであろう（南北畦畔をSK21206・

21207、東西畦畔をSK21208・21209）。なお、この1期条里大畦畔交点は、2期条里大畦畔交点より、

約16m東に位置する。2期条里大畦畔交点にも、5点の田下駄が集中しており、1期大畦畔とよく似て

いる。

両者の相違点は、2期条里では、畦畔盛土がともなっていたが、1期条里では、畦畔盛土は確認できな

かったことである。このような状況は、2期条里施工時に、1期条里畦畔の盛土のみを、2期条里畦畔に

移動させたことをうかがわせるものである。これは、西隣の岳美遺跡9～11区の状況と、よく似ている

（『岳美遺跡I』1995、『岳美遺跡Ⅱ』1996）。

また、2区の13層上面で検出された枠型田下駄は、南北小畦畔と東西小畦畔の交点付近に位置してい

る。

なお、田下駄の種類では、この中層水田では、下層水田に存在していない輪カンジキ型田下駄が出現

し、下層水田に存在した正方形や横長の板状田下駄が姿を消している。また、縦長の板状田下駄では、4

箇所の切り欠きを持つ、DⅡ類も姿を消し、新しく3孔型のDI類が出現する。これらの問題について

は、まとめの章で述べたい。また、輪カンジキ型田下駄の形態上の変遷については、下層水田とは異な

り、ほぼ同一面での検出であったこと、さらに、畦畔変遷が3時期にわたって確認できたにもかかわら

ず、形態上での、きわだった変遷は、追えなかった。中山1994が瀬名遺跡で述べた、A類→B類→C

類、1類→2類→3類という特徴をつかむことはできなかった。今後の検討課題としたい。

鍬・鋤類であるが、2区のN04の身の装着部は、耕作土下面の13層上面から出土した。この遺物は、

その外の木製品とともに、条里大畦畔に、約20数度の角度で、斜めに交わっている非条里型の畦畔痕跡

（SK31202）から出土している。この農耕具だけから畦畔の推定はできないが、多くの敷板と擬似畦畔B

がともなっており、畦畔出土といってもよいだろう。また、1区のN05の鍬の反柄は、耕作土上面から

検出されているが、大畦畔の位置ではないようである。次に、泥除けであるが、3区で4点出土してい

る。2点が2期条里大畦畔上面に位置し、他の2点が、12層上面からの出土であるので、いずれも、泥

炭で埋没する直前の水田に属すとみなしてよいだろう。

3）1区上層河道跡での、農耕具の出土状況

この河道跡は、律令期の中層水田（条里型水田）が湿地化によって埋没し、中世の上層水田が再開発

－17－



表6　中層水田出土農耕具一覧

農耕具 ・工具

中層水田遺

構での 出

土状況

種類 ・分類

3　　　 区 2　　 区 1　　 区

∠ゝ
ロ

計

未 2 面 3 面 1 両 2 両 3 両 未 2 両 3 面

調
11 層 1 2 層 10 層 1 2 層 12 層

調
12 層 12 層

査 上面 下面 上 面 上面 下面 査 上面 下 面

鍬 ・鋤 1 1 2

泥 除け 2 2 4

枠型 田下駄 1 1

坂田
下駄

縦
長

D － 1 類 1 4 3 1 9

輪

カ

ン

ジ

キ

型

端

有

頭

A － 1．類 3 3 5 1 1

A － 2 類 1 1 2

舟形 B － 2 類 9 2 1 1

長

方

形

C － 2 類 1 1 2

C － 3 類 1 1 2

不
明

D　　 類 2 1 3

横　　 木 3 2 5

大 足 部 材 1 1 2

合　　 計 － 3 2 8 0 4 16 － 1 2 5 4

表7　中層水田遺構出土
輪カンジキ型田下駄類別一覧

枠 固定孔

の有無

孔 両端孔有 り

合計無 し 各 1 各 2

平面 形 1 類 2 類 3 類

A 類　 両端有頭 11 2 0 13

B 類　 舟　 形 0 11 0 11

C 類　 長方形 0 2 2 4

合　　 計 11 15 2 28

される間に、6層上面を下刻してできた

ものである。河道の生成から埋没まで

の時期は、前述のように13世紀後半と

考えているが、中層水田・下層水田の

それぞれの遺構面・遺物包含層を掘削

しており、これらの時期の遺物を河道

内に混入させている。

農耕具としては、泥除け2点、鉄鎌1

点、板状田下駄2点、輪カンジキ型田

下駄4点である。出土位置は西流路と

東流路の、それぞれの中央部に集中し

ている。これらの内、鉄鎌は、刃を垂

直に、地面に刺した状態での出土であ

り、身とスギ材でできた柄が、組み合

わされたまま、ほぼ完形で出土した。

中山1994の分類では、稲刈り鎌に該当

する。この鎌の出方は、5－3層という

沼地堆積物の上半部からの出土であり、

流水の存在する段階での堆積物ではない。むしろ、湿地から水田への

移行期の出土と考えられる。イネのプラント・オパールも数値は少な

いが検出されており、この段階から水田が営まれ、鍬が当時の田面に

差し込まれたのかも知れない。なお、河道断面の検討から、畦畔の高

まりなどは確認できなかった。なお、板状田下駄のIT66は、C－4類で

あり、中世河道の時期のものではない。

4）上層水田での農耕具・工具の出土状況

ここでの農耕具は、輪カンジキ型田下駄C－3類が1点、3区の北東

部で、南北と東西の中畦畔の交点付近から発見されている。中山1994

によれば、長方形足板で、しかも。輪カンジキとの緊縛孔が、両端各2個のものは、最も新しいとされ、

平安時代以降とされている。この上層水田では、どの区をみても、畦畔補強材はほとんど存在していな

い。そこで、農耕具もほとんど出土していないのである。

（2）出土農耕具・工具の概要

農耕具は総数152点を数え、内訳は鍬3点、鍬もしくは鋤が3点、鉄鎌1点、泥除け7点、田下駄類

138点である。工具としては掛矢が1点ある。掛矢は、農耕具として用いられた可能性もあるが、ここ

では一応工具として分類した。材質については鍬・鋤の多くはアカガシ亜属を用い、泥除けや田下駄は

スギが多い。

2　鍬・鋤（第5図の1～5、第7図の7）

黒崎直氏によれば（黒崎直1985）、弥生時代の木製農耕具は、着柄角度（身に対する柄の角度）が直

角ないし鋭角をなす「くわ」と、一直線もしくは鈍角をなす「すき」に大別される。しかし、上土遺跡

の場合完形に近いものはなく、欠損が多く残存状態がよくない。したがって、又鍬1点と広鍬1点、そ

－18－



して反柄鍬1点が鍬と確認できるが、他の3

点は、鍬か鋤か確認できない。第5図の1は、

又鍬の身と歯の一部分である。着柄部分が欠

損しているので、直柄か曲柄かは確認できな

い。2区SK21503（杭列畦畔）よりの出土

で、時期は弥生時代中期後葉から弥生後期と

思われる。第7図の7は、広鍬の身の一部で

ある。刃部等が欠損していて、平面形は確認

できないが、黒崎直氏の分類（黒崎直1985）

に従うと、上辺幅が狭く下辺（刃部）幅が広

い台形状のタイプか。また、細長い逆三角形

の舟型突起を作り、着柄角度は50度である。

3区15層水田からの出土で、時期は弥生後

期～古墳前期と思われる。

第5図の2は、歯の一部と思われる。第5

図の3は、身と歯の一部と思われる。2、3も

第7図の7と同一層からの出土なので、時期

は弥生後期と思われる。第5図の4は、鍬も

しくは鋤の着装軸か。軸の端部を有頭状に作

り、その下で緊縛したと思われる。第5図の

5は、刃部と逆方向に頭部が反りかえった反

柄と思われる。上部欠損し、装着面は確認で

きない。握り部には、突起が作られている。

4、5は、時期は奈良時代と思われる。

3　鉄鎌（第5図の6）

6は、木製の柄に鉄製の刃が装着した状態

のほぼ完形の鎌である。刃身は湾曲して、刃

先に達する。刃身は残存状態がよくない。柄

は棒状で、柄尻の腹両側に一般的なすべり止

めの山形の突起は作られていない。着装孔の

上下に釘孔をあけ、鉄釘が埋めこまれている

が、これは使用時の鎌身の上下運動によっ

て、柄頭に縦割れが生ずることをさけるため

（奈文研1984『木器集成図録、近畿古代篇』）

挿写真4　2区又鍬（NOl）出土状況

挿写真51区反柄鍬（NO5）出土状況

挿写真61区鉄鎌（N06）出土状況

という意見もある。1区SRlO603（旧河道）からの出土で、中世のものと思われる。鎌の刃部の現存長、

幅、厚、などから、中山正典氏の分類（中山1993）でいう稲刈り用鎌ではないかと思われる。

4　泥除け（第6図の9～15）

二枚式が6点（第6図の9・10・11・12・13・14）、一枚式が1点（第6図の15）ある。平面形は、

隅丸方形に近いものが2点（9・14）、長方形が3点（10・12・13）、台形が1点（11）。15は、上部三
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角形で下部方形である。緊縛用の小孔はすべて円孔である0時期は、9が弥生後期で、10～13が奈良時

代、14、15が中世である。

5　田下駄

（1）枠型田下駄（第8図）

奈良時代に施工されたと考えられる条里型水田の耕作土下面から検出された0近代まで使用された民

具としての枠型田下駄を分類した潮田鉄雄氏（潮田1988）によれば、枠型小型田下駄と枠型大型田下駄

に分類され、前者はカンジキ、後者はオオアシといわれているものである0また、中山正典氏（中山

1994）の民具分類では、潮田分類の前者を枠型田下駄、後者を枠型大足としている0今回、発見された

ものは潮田分類での枠型小型田下駄、中山分類では枠型田下駄である0名称としては中山分類にしたが

うことにする。

これまで、カンジキ型田下駄としては、民具例として、輪カンジキ型と枠型があったが・考古資料と

しては輪カンジキ型のみが知られ、枠型については管見ではこれが全国的にみても最初である0輪カン

ジキ型田下駄が出現するのは、瀬名遺跡での中山氏の所見では弥生時代後期から古墳時代前期とされる0

枠型は、上土遺跡での出土事例では奈良時代には遡ることが確実となった。

土であり、枠型田下駄の初現については、類

例の出土がない現段階では確実なことはいえ

ない。機能的には輪カンジキ型と枠型は類似

したものが考えられる。潮田氏は、輪カンジ

キ型・枠型のいずれも、「深田の稲刈りに使

われている」と報告している。

今回発見された枠型田下駄は、遺構編で紹

介したように部材が1m四方に散乱した状態

で出土した。耕作土下面からの出土であり、

放置された田下駄が、耕作の過程で各部材が

ばらばらになったのかもしれない。足板を支

しかし、ただ1点のみの出

挿写真7　2区枠型田下駄（WAl）出土状況

える横木以外のすべての部材が発見されてい

るが、調査区の外周トレンチからの発見であることから、調査区外に横木が存在している可能性は高い。

発見された田下駄は、スギ材であり、鼻緒の位置から右足用と考えられる0足板と横枠との接合には、

木釘と足板・横枠の両者の穿孔を通した紐による緊縛が併用されている0なお足板の後部は前部に比べ

幅が広く、木釘も後部5本、前部3本である0これは、人間の重心が後部にかかることと対応させたも

のと考えられる。横木は不明であるが足板裏側に圧痕があり、横木の幅が推定できた（実測図に横木の

推定位置を示した）。また横木の形状については枠型田下駄の模式図に示した0足板と横木の接する部分

には、緊縛痕跡は確認できず、ただ足板は横木の上に乗るだけであったようだ0横木と縦枠は目違柄差

の仕口で接続され、横木の両端の柄部分の中心から木釘が1本づつ打ち込まれている0なお、横木の厚

さは横枠の柄差の切り欠き部分の深さから6～7mmと推定できる0縦枠と横枠の接続は、横枠の両端

部に柄があり、それらが縦枠の両端にある柚穴に差し込まれている。ただし、横枠の柵ま、縦枠を貫通

し7～11mmほど外にはみ出している。いわゆる通柄の仕口である0しかし、このはみ出し部分には

木釘穴があり、通柄をさらに強く固定させるため、横枠の柄のはみ出し部分に貫通する木釘を打ち込ん

だと考えられる。縦枠には、この木釘の圧痕が観察できた0この圧痕は横枠から両側に約12mmはど直

線で、幅は2mm弱である。そこで、木釘の長さは約4cmであることがわかる0また圧痕の状態から木
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釘の先端は円錐状に尖ったものではなく、木釘の長軸方向に直角に木口面で切断されたものであること

が推定できる。なお、今回、木釘が部材の内部にどの角度で、どのくらいの長さで打ち込まれているか・

Ⅹ線撮影を行った。また、このⅩ線撮影ネガを、浜松ホトニクス社製のスーパーアイという画像処理装

置で撮影し、モニター受像機に映し出した映像を大型カメラ（6×7判）で写真撮影した。本報告書の

写真図版30に掲載したのがそれである。この作業の結果、木釘の打込みが垂直ではなかったり、打込ま

れた長さも均一ではないことがわかった。なお、この枠木の構造は、「臍抜きハナ栓がい」による、せい

ろ組である。

（2）板状田下駄（第9回～第20図）

弥生中期後葉から出現して、平安時代初頭まで確認できる（中世の遺物を含む1区SRlO603からの出

土があるが、古い時期の包含層を削り流して堆積したものと考えられる）。総数で93点に上る。形態的

には、（『瀬名遺跡Ⅲ（遺物編I）本文編』1994）に準じて分類し、改編した模式図を図4に示した。平

面形は．．方形、長方形、その他に分類した。また緒孔は、穿孔の仕方から円形、楕円形、方形、多面形

に4分類した。

A類……平面形が横の長さより縦の方が若干長いか、または正方形に近い形。

B類……平面形は横長の長方形か、またはそれに近い形をしていて、縦と横の比が1：2以内のもの。

C類……平面形は横長の長方形か、またはそれに近い形をしていて、縦と横の比が1：2以上のもの。

D類……平面形が縦長の長方形か、またはそれに近い形をし、表裏面ともに平坦で足台を削り出さな

い。

1類……足台は段差があり、足台を強調するように削り出す。

2類……足台は、左右両端から中央部に向って漸次隆起する。

3類……足台の部分がごくわずかに、隆起もしくは窪んでいる。

4類……表裏面ともに平坦で、足台を削り出さない。

I類……緒孔が3つ。

Ⅱ類……切り欠き（緒孔）が4つ。

第9図の1が、A－2類に属し、第9図の2

～8・第11図の14・第12図の26がA－4類

に属する田下駄である。平面形で分類する

と、長方形が2点（1・2）、方形が7点（3～

7・14・26）である。1、2、3、4、6が2区

杭列大畦畔の16層上面（弥生時代中期後葉

の有東式土器の出土した面）より出土してお

り、弥生時代中期後葉にさかのぼる資料と考

えられる。5、7、8も、3区16層上面より出

土している盛土畦畔からの出土であり、弥生

中期後薬にさかのぼる可能性がある。1、2 挿写真8　3区板状田下駄（lT17）出土状況
と6、7はそれぞれはぼ似た形状を示す。緒

孔は径も大きく、3cm以上のものもある。円形もしくは楕円形である。第10図の12と第15図の11
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板　　状　　田　　下　　駄 輪カンジキ型田下駄、枠型田下駄
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図4　田下駄の分類模式図
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は、B－2類に属する。足台を削り出しているが、左右両端より漸次隆起する。平面形で分類すると、2

点とも長方形である。緒孔は段差付近で穿たれており、小孔である。第11図～第14図（13・15～25・

27～47）は、B－4類に属する。平面形で分類すると、長方形に属するものが28点（15～23・28～

35・37～47）、その他が1点（36）、残存部分が少なく、分類不可能なものが4点（13・24・25・27）

である。15、30、33～37、39、40、44、46、47の緒孔は、楕円形である。そのうち36、37、39の径

は大きく、15、30の径は小さい。22、23、28、29、31、38、41、42、43、45の緒孔は、方形であ

る。そのうち38は径が大きく、28、29は径が小さい。17、24～27、32の緒孔は円形である。そのう

ち24、27は径が大きい。18～21の緒孔は、多面形で径も大きい。

第10図の9・10、第19図の51～54と第20図の55は、C－1類に属する。足台部の平坦面と、左右

の平坦面とは段差があり、区切られている。平面形で分類すると、長方形に属するものが7点（9・10・

51・52・53－1・53－2・54）その他が1点（55）である。緒孔は段差付近で穿たれており、小孔である。

10、51、52、54、55は、1区の15層水田（弥生時代後期の壷が出土した層）と3区の15層水田（弥生

時代後期の小型壷の出土した層）より出土している。53－1、53－2は2区SK21205（杭列畦畔）よりの出

土であり、9も2区出土である。第19図の48～50は、C－2類に属する。足台を削り出しているが、

左右両端より漸次隆起する。平面形で分類すると、3点とも長方形か。緒孔は段差付近で穿たれており、

方形もしくは円形孔である。第20図の56、57は、C－3類に属する。56は、足を置く部分がわずかに

窪んでおり、平面形は長方形である。緒孔は段差付近で穿たれており、孔は方形である。57は、足台の

部分がごくわずかに隆起し、左右の平坦面との段差はほとんどない。平面形は長方形である。緒孔は段

差付近で穿たれており、楕円形で、径が2．6cmある。2点とも3区15層水田の杭列畦畔からの出土で、

時期は弥生後期と思われる。第14図～第17図（58～79）は、C－4類に属する。平面形で分類すると、

長方形に属するものが21点（58～77・79）、その他が1点（78）である。58～62の緒孔は、楕円形

で、径が0．9～2．2cmの両面穿孔である。63～75、77～79の緒孔は、円形もしくは方形（方形に近い

もの）で、径が0．6～1．9cmで、比較的類似している。76の緒孔は、楕円形で、径が2．2cmと2．9cmで

やや大きい。

第17図～第18図（80～89）と第20図の90は、D－I類に属する。緒孔が3つあり、表裏面ともに

平坦で、足台を削り出していない。平面形で分類すると、長方形に属するものが7点（82～86・89～

90）。その他が4点（80～81・87～88）である。80～85の緒孔は、方形もしくは楕円形で、径は小さ

いもので1．5cm、大きいもので2．6cmある。86、89、90の緒孔は、方形孔で径は1．1～2．5cmである。

87、88の緒孔は、径が0．5～0．8cmと小さい。第18図の91、92は、D－Ⅱ類に属する。緒孔の代わり

に両側面に2ヶ所ずつ切り欠きを作り、対になる切り欠きはやや斜めになるように作る。平面形は、2

点とも長方形である。

（3）輪カンジキ型田下駄（第7図の1、第21図～26図の42）

構造は板状田下駄とは異なり、足を載せる縦長の足板と、この足板と十字に交わる横木（棒状のもの

もある）と、足板と横木を結合させる輪の3点が組み合わされる。上土遺跡では、3点が重なり合って

出土した例が1つある。その他足板36点、横木5点出土している。時期的には、奈良時代から中近世ま

で、確認できる。形態的には、板状田下駄同様に、『瀬名遺跡Ⅲ（遺物編I）本文編』1994に準じて分

類を試み、図4に改編した模式図を示した。平面形は、有頭状の方形、有頭状で四隅を長く切り欠く、

舟形、長方形に分類した。また緒孔は、穿孔の仕方から円形、楕円形、方形に3分類した。
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A類……両端を有頭状に削り出して、緒孔を3つ有する。

B類……平面形は舟形をしていて、緒孔を3つ有する。

C類……平面形は長方形をしていて、緒孔を3つ有するo

D類……欠損が多く、分類不能なもの。

1類……枠固定用の孔がない。

2類……上下端付近に、それぞれ枠固定用の孔が1つある。

3類……上下端付近に、それぞれ枠固定用の孔が2つある。

まず、組合せの実態が把握できる第7図の1は、3区12層下面（条里型水田で、西に隣接する岳美遺

跡の同一層位から奈良時代後半の須恵器が出土している）より出土しており、時期は奈良時代と思われ

る。出土状態は、いずれの部材も裏面を上にしていた。輪を一番下に、その上に横木、そして、足板と

いう順で重なり合って出土した。足板は板目材のスギ材を利用し、枠固定用の孔は方形である0緒孔は

4つ穿っており、前孔はやや左に寄っているので、右足用と考えられる。横木は板目材のスギ材を利用

し、左右両端に枠固定用の方形孔を1つずつ作る。輪はかなり傷んでおり、残存部分も少ないo B－2類

に属する。

第21図～第22図（2～12）がA－1類に属する。上下端の切り欠き状のところで、輪を緊縛して固

定したと思われる。緒孔は、方形もしくは楕円形の小孔である0時期はすべて奈良時代と思われる0第

22図の13、14がA－2類に属する。13は、

上下端付近に枠固定用の方形孔が1つずつあ

り、緒孔は楕円形で小孔である。2点とも時

期は奈良時代と思われる。

第23図～第24図（15～26）がB－2類に

属する。平面形は舟形をし、上下端付近に枠

固定用の孔がそれぞれ1つずつある。しか

し、孔が欠損しているものが多く、上下端と

もに残存している4点（17～20）は、方形

孔である。緒孔は3つあり、方形孔が多い。

時期は15、17～23、25、26が奈良時代で、

16と24が中世と思われる。

第25図の27、28がC－2類に属する。28

は、平面形は長方形をなし、上下端付近に枠

固定用の方形孔それぞれ1つずつある。緒孔

は方形で小孔である。2点とも時期は奈良時

代と思われる。第25図の29～34がC－3類

に属する。29は、平面形は長方形をなし、上

下端付近に枠固定用の孔がそれぞれ2つずつ

ある。枠固定用の孔と緒孔はともに円形で小

孔である。C－3類のものは欠損が多く、枠

固定用の孔と緒孔が完全に残存するものは

29のみである。

第25図の35～37は、欠損が多く、分類

挿写真9　2区B－2類の輪カンジキ型田下駄（肌汀17）
出土状況

挿写真101区C－3類の輪カンジキ型田下駄（WT29）
出土状況
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できなかったものである。35の緒孔は楕円形である。36、37の緒孔は方形である。3点ともに1区と3

区の条里型水田から出土しており、時期は奈良時代と考えられる。

第26図の38～42は横木である。38、39は残存部分が少ないが、板状であり、40、41、42は棒状

である。38は、左端に枠固定用の方形孔がある。39～42は端を有頭状に加工し輪と緊縛させたと思わ

れる。いずれも条里型水田からの出土で、時期は奈良時代と思われる。

（4）上土・池ケ谷・岳美・瀬名の各遺跡の輪カンジキ型田下駄の形態比較

上土遺跡と、他の近接する静清バイパス関係の遺跡である池ケ谷遺跡、岳美遺跡、瀬名遺跡の輪カン

ジキ型田下駄の形態分類を行い、それぞれの個体数の割合をグラフ化したものが図5である。4遺跡の

データを比較すると、池ケ谷遺跡と瀬名遺跡はA－1類が持出し、B－2類がそれに続いている。上土遺

跡は、B－2類が持出し、次いでA－1類、C－3類が続く。岳美遺跡は、A－1類、次いでC－3類が多

い。

これらの形態比較からわかることは、ここでも上土遺跡と瀬名遺跡の類似である。最も卓越するのは

上土がB－2類であり、瀬名がA－1類であるが、共に、A－1類・B－2類・C－3類の3種類が多い。中

山1993が、A→B→Cという順序での変遷が瀬名遺跡でみられたとされているが、弥生後期から平安

期までの時間幅で遺物がでている瀬名遺跡とは異なり、古墳後期から平安初頭の時期に限定される上土

遺跡では、B－2類の卓越は整合性があるのかもしれない。なお、池ケ谷遺跡と岳美遺跡西部は平安中期

には、条里型水田が、湿地化によって廃絶されている（『池ケ谷遺跡Ⅱ』1993の14頁では、「10世紀半
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図5　池ケ谷・岳美・上土・瀬名の4遺跡での
輪カンジキ型田駄形態比較図

ば」の時期としている）。そこ

で、時期をより限定しての形態

分類を再検討する必要がある。

（5）大足部材（第26図の43・44）

43、44は、大足の足板横枠

（装着部）である。大足の足板

をホゾ孔に差し込んで固定す

る。2点とも条里型水田からの

出土で、時期は奈良時代と思わ

れる。材質は、板目材のスギが

用いられている。

6　掛矢（第7図の8）

握りの部分が欠損し、身の部分のみ出土した。（奈文研『木器集成図録　近畿原始篇』1993）による

と、掛矢は全長が50cm以上で、身の断面が扁円形あるいは角ぼっている。特に杭を打ち込む時などに

っいた使用痕が、身の比較的広い面で顕著な窪みになっているとある。広い面の使用痕から、横槌では

なく掛矢と判断したが、他の面には横槌として使用したような浅い使用痕がみられる。1区SKl1502

（弥生後期の壷が出土）からの出土なので、時期は弥生後期と思われる。
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第3節　　祭　祀　具

1祭祀具の出土状況・概要

総数で153点を数え、細分すると人形木製品1点、斎串3点、舟形木製品1点、箸状木製品142点、

祭祀具に属すると思われるが、分類できなかったものが6点である。木製の祭祀具の基本形態は、実際

の器物や禽獣を抽象化したものであり、一般に形代と呼ばれているものである。概して1回限りの使用

の後、遺棄されるものが多いと考えられている（奈文研1985）。

出土した祭祀具の中で、最も特筆すべきは、水田跡から出土した箸状木製品である0とりわけ、1区

上層水田では、約46％が、小畦畔の盛土に垂直あるいは斜めに差し込まれた状態で検出されている。

本節では、遺物の出土状況を、以下の種類別の遺物説明と合わせて述べる。

2　人形木製品（第27図の2）

厚さ0．8cmの薄い板を切り欠いて、人の正面を形どって、ほぼ全身を作り出したものである。静文研

1990年によると、人形木製品は、7世紀末に開始された律令（的）祭祀の中でも重要だった大祓に用い

るため、新たに導入された道具と考えられている。人形に息を吹きかけ、体をなでた後に川や溝に流す

ことにより、自らの罪や積を祓い流すことができると考えられていたらしい。形態は、圭頭にかたどり、

頭部と肩部とを画するⅤ字形の切り欠きを入れ、手の表現はしていない。頚部のⅤ字形の切り欠きは、

2辺の長さがほぼ等しく、撫で肩の表現である。足を表現する部分は欠損していて、判別できにくいが、

両面線刻で表現されている。以上のことから『木器集成図録　近畿古代篇1985』の分類に従うと、大

型のBIa型式に属しているとみてよいだろう。なお、この人形木製品の出土地点は、東西方向の条里

溝のSD11205の北岸の堤の上部であり、この溝にまつわる祭祀に関連した遣物と考えられる。

3　斎串（第27図の3・6・8）

斎串は「神聖な木」という意味であり、結界をあらわし、外部の鬼気を遮断するとともに、人形が負

わされた罪積を外に漏らさぬ役割を果たした。その他、祭りの場など聖域を区画するために立てられた、

神への供え物にさした、などいくつかの考え方があるが（静文研1990）、はっきりとした使用方法はわ

かっていない。斎串は6世紀後半から出現するが、7世紀未を境に発見例が飛躍的に増えるので、律令

（的）祭祀との関連が深いものとされている。形態は、『木器集成図録　近畿古代篇1985』の分類に従

うと、BI型式（細長い板材の両端を圭頭状につくり、切り込みをいれないもの）に近いと思われるが、

3点ともに上端を三角形にしており、下端も欠損していて、全体像はわからない。3は3区12層の条里

型水田の小畦畔交点付近に位置し、耕作土下面からの出土であり、時期は奈良時代と思われる。6・8は

1区SRlO603からの出土（6は東流路、8は西流路）であり、時期は中世と思われる。なお、8の位置

は、河道によって破壊された条里方向の水路SDl1205の右岸付近であり、しかも標高は約4・18mであ

り、この溝の底部付近の高さに近いため、溝に伴うものであった可能性も考えられる。

4　舟形木製品（第27図の11）

静文研1990年によると舟形木製品は、罪や積を負った人形を乗せて川を下り、他界（死後の世界）

に運ぶ役割を担ったものと想像されている。角材もしくは半さいの丸木材を到りぬいて作られていて、

船首もしくは船尾と思われる部分をやや尖らせているタイプである。3区上層水田の南北方向の中畦畔

の脇から出土しており、2区の上層水田と連続する田面と考えられることから、13世紀後半から中世に

かけてのものと考えられる。なお、出土地点は、溝や河道ではないが、中畦畔の脇の北の古麻機沼に向
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かう、仮設の潅漑水路兼水田区画からの出土とも考えられる。沼の交通機関として重要であった舟に関

する祭祀が行われたと考えられる。

5　用途不明祭祀具（第27図の1・10）

1は、2区下層水田の東西方向大畦畔

SK21506の、やや南側の畦畔法面部分に、頭

頂部を上にして、垂直に立てられていた（挿

写真11参照）。10数cmの薄板であり、単な

る畦畔補強材とはいえまい。何らかの祭祀行

為を推定してよいだろう。なお、ここから西

に約10mの、同一大畦畔上部から、磨製と

打製の石鉄が発見され、土庄で潰されたよう

な出方をした弥生中期後葉の壷が3点出土し

ている。これらの遺物群も含めて、何らかの

水田祭祀の行われた空間の存在が想定できる

かもしれない。

10は、芯持材を亀頭形に加工していて、基

端（亀頭部と基部の境）に鉄輪がはめ込まれ

ている。なお、基部は竹である。2区中層水

田上面に、亀頭部を下にして垂直に突き刺

さった状態で出土したものである。形状から

陽物と見立てることができるかもしれない

が、断定はできない（註1）。ここで、注意し

たいのは、この10に近接して、3本の木が、

同じく垂直に小畦畔に突き刺されて検出され

たことである（図7参照）。これらの3本は、

ほぼ直線的に南北方向に並んでいた。10と3

本の木はセットの祭祀遺構と考えられ（挿写

真12参照）、13世紀後半に開田した中層水

田の祭祀の間達する遺構・遣物と推定した。

6　箸状木製品

上土遺跡で出土した箸状木製品は、折れて

いるものや欠損しているものが多く、総数で

142点にのぼるが、完形品は39点で27％で

ある。ただし、今回箸状木製品に分類したも

のの中に、大型のものが多数含まれている。

箸状木製品と呼ぶにはやや大きすぎる感があ

るが、一応箸状木製品に分類することにし

た。箸状木製品を祭祀具に分類した根拠は、

3点ある。第1は、142点中、先端に焼痕が

挿写真112区用途不明祭祀具（SAl）出土状況

挿写真12　2区用途不明祭祀具（SAlO）出土状況
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あるものが55点（39％）あったことである。日常に使う箸ならば、わざわざ先端部分を燃やすことは

しないはずである。第2に、上層水田の小畦畔に斜め、もしくは垂直に刺し込まれた状態で出土した遺

物が、1区上層水田出土50本中の23本であり、その焼痕部分が下に刺し込まれていたのである。第3

に、この焼痕部分が、面取り加工部分と一致する事例が多いのである。

形状は、片方だけを尖らせたもの、両端を尖らせたもの、両端が切断されているものがある。尖らせ

方の違いもあり、また太さや長さも様々で、一般的使用に耐えられないものが多い。そこでまず、形状

別の違いを考えてみる上で、図8に分類模式図を示した。形状から5種類に分類し、タイプ不明なもの

をD類とした。なお、幅12mm以上のものを大型品とし（図9参照）、一括して特徴を述べることにす

る。また『御殿川流域遺跡群I1993』の表を改編して、表8に断面形一覧表を、表9に計測値一覧表

を示し、断面形は角、丸、楕円、平の4種類に分けた。角が89点（62．6％）、丸が18点（12．6％）、楕

円が1点、平が34点（24％）である。

Al類一先端を削り尖らせたもの

A2類一先端に向かって徐々に細くな

るもの

A3類一両端を削り尖らせたもの

B　類一先端を切断もしくは加工した

もの

C　類一同じ太さのもので、両端が切

断もしくは欠損したもの

D　類一タイプ不明

各タイプ別の特色をみると、片側を

尖らせたAl・A2類は、47点（33

％）である。欠損品を含めて最長が

337mm、最短が43mmで、平均が

130．1mmである。断面形は角が26点

（55％）である。焼痕のあるものが12

点（26％）である。両端を尖らせたA

3は、15点（11％）である。Al・A

2類と比較するとやや長くなり、平均

は171．4mmである。断面形は角が9

図8　等状木製品分類模式図

◆

点と多いが、焼痕のあるものは1点と　長40
さ

少ない。両端が平もしくは平に近い（30

B・C類は、21点（15％）である0欠竺20
損晶を含めて最長が237mm、最短が

80mmで平均125．5mmである。断面

形は角が17点と多い。焼痕のあるも

のは4点と少ない。タイプ不明なD類

はすべて欠損しており、最長でも

102mmと短く、平均66．6mmである。
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断面形はやはり角が8点

と多く、焼痕のあるもの

はない。大型品は、47点

（33％）である。欠損晶

も含めて最長505mm、

最短102mm、平均

224mmで、201mm以上

のものが23点と半数近

くを占める。断面形は角

が29点と多い。大型品

は、焼痕のあるものが

38点（81％）と多いの

がきわだった特色であ

る。焼痕は、全面にある

ものはなく、加工部分と

同じというのが多かっ

た。焼痕は、下端に木の

枝の燃え残りのように残

存している。

全般的な特徴として、

第1に全面に丁寧な加工

が施されているものと、

割面が多いものとに分け

られる。第2に途中に折

れや割れがあるものが

28点ある。これは意図

的に折ったものか、それ

表8　箸状木製品断面形一覧 単位：本

タイプ

断面形
A l A 2 A 3 B C D

大　　　　　 型
計

A l A 2 A 3 B C

角 17 9 9 12 5 8 1 1 13 3 1 1 8 9

丸 6 3 2 2 3 1 1 18

楕　 円 1 1

平 7 5 4 1 1 1 5 6 1 3 3 4

合　 計 3 0 17 15 1 3 8 12 17 19 3 3 5 14 2

表9　箸状木製品計測値一覧
単位：mm・本

タイ プ

長 さ
A l A 2 A 3 B C ．D

大　　　　　 型
合 計

A l A 2 A 3 B C

2 6 0以 上 1 5 4 3 13

2 5 1～2 6 0 1 1

2 4 1～2 50 1 1

2 3 1～2 4 0 1 1 1 1 4

2 2 1～2 3 0 1 1 2

2 1 1～2 2 0 1 1 1 1 1 5

2 0 1～2 10 1 1 2 1 2 7

1 9 1～2 00 1 　 2 1 2 2 8

1 8 1～ 1 90 2 1 3 3 1 1 0

1 7 1～ 1 80 2 3 1 1 1 1 9

1 6 1～ 1 70 4 1 1 1 1 8

1 5 1～ 1 60 1 2 1 1 5

1 4 1～ 1 50 1 1 2

1 3 1～ 1 40 1 2 1 4

1 2 1～ 1 30 5 1 2 1 9

1 1 1～ 1 20 2 1 2 5

1 0 1～ 1 10 3 3 1 2 4 1 1 1 1 6

10 0未 満 8 7 1 4 2 1 1 3 3

合　　 計 3 0 本 1 7 本 1 5 本 13 本 8 本 12 本 1 7 本 19 本 3 本 3 本 5 本 14 2 本

最　　 長 3 3 7 m m 2 3 4 m m 2 3 4 m m 2 3 7m m 17 3 m m 1 0 2m m 5 0 5 m m 4 0 6 m m 4 8 0 m m 2 2 9 m m 2 3 7 m m

最　　 短 4 3 m m 7 4 m m 9 8 m m 8 0 m m 8 2 m m 3 8m m 10 9 m m 12 4 m m 3 1 3m m 16 9 m m 10 2 m m

平　　 均 130．4m m 123．1m m 171．4m m 133．2m m 113．0m m 66．6m m 233．0m m 219．1m m 388．3m m 205．3m m 165．8m m 1∝）．伽lm l

内 焼 痕 有 9 3 1 3 1 0 17 16 3 2 0 5 5

とも自然によるものかわからない。第3に焼痕は大型品に多く、意図的に燃やしたものと思われる。

次に遺構別の出土状況についてみると、最大の特色は水田遺構での出土である（図6参照）。中世の上

層水田に最も集中し、67点の出土を確認し、古墳後期から律令期の中層水田でも17点確認できた。下

層水田でも形状が箸状木製品に類似したものが2点出土しているが、他に類例もないので断定はできず、

今後の検討課題としたい。中世の河道跡や溝からの出土は、三島市の御殿川流域遺跡や静岡市南東部の

大谷川流域の神明川・元宮川遺跡で報告されているが、本遺跡では、水田遺構面での確認であり、ここ

でも中世に、際だって多い。なお、中世河道跡の1区SRlO603での出土も60点を数え、御殿川流域遺

跡同様の川辺の祭りにも使用されたと考えられる。また水田遺構出土品の中で、上層水田では、小畦畔

の盛土に突き刺された状態で多数検出された（註2）。これは、水田遺構での箸状木製品の遺棄された際

の状況をうかがわせる状態での出土であった。67点中22点（33％）が斜めまたは垂直に近い状態で突

き刺されており、斜立（角度は450～700）：直立（角度は710～900）＝16本：6本であった。また、

地面の下に刺さった部分には、削って尖らせたものが多く、さらに焼痕がある場合には、例外なくその

部分に存在することがわかった。田面に横たわった状態で出土した箸状木製品は、当初は突き刺さった

状態で遺棄されたものが、後に原位置を移動して田面に横たわった状態になったとも考えられる。
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挿写真131区箸状木製品（HA26・51）出土状況　　　挿写真141区箸状木製品（HA96）出土状況

箸状木製品の水田遺構における出土密度をみると、1区での出土密度は、3区を1とした場合、約2・9

倍にあたる。なぜ、このように偏在しているのか。遺構編でも述べたが、この1区上層水田の直下には、

中世河道跡SRlO603があり、ここは、麻機沼から流れ出る唯一の河道である巴川と安倍川扇状地から巴

川に注ぐ十二双川の、それぞれの古流路の可能性も考えられその点で重要な河川交通の要衝であった

かもしれない。そこでこれらが埋没し、河道が付近に移動したとしても、近くにあったとすれば、それ

らの河道にまつわる祭祀行為が、この水田で大規模に行なわれたと推定できるかもしれない。

（註1）陽物を、亀頭部を下にして、水田に垂直に突き刺すことが豊作を願う民間行事として存在する

と、宮田登『神の民俗誌』岩波書店1979で紹介されている事例もあり、10を陽物と見立てることも

可能かもしれない。さらに、大同2年（807年）に著された『古語拾遺』にも、蛙（あかむし）退治

の祭祀として、牛の肉とともに男根を形どったものを田の溝に置いたという話が収録されている。こ

れも10の遺物の性格を考える際に興味深い話である（阿部猛『万葉びとの生活』東京堂出版1995）。

（註2）棒状木製品を苗代田の水口に立てて祭りをする民俗事例がいくつかある。静岡県御殿場市では、

苗代田の種蒔きが終わった後に、ナエバの水口に神を祀るという「ミノグチ祭り」が報告されている

（『御殿場市史』別巻I考古・民俗編1982年）。この事例では、用いられる棒状木製品は、「二番正月

（小正月）に用いた粥かき棒と成木責（なりきぜ）めの祝い棒」であり、「粥かき棒」には先端に団子

がはさんである。「成木責めの棒」は、先端を割って神奈川県伊勢原市の阿夫利神社からうけた五穀豊

穣の祈繭札を、竹の皮か葉蘭に包んで刺したものだという。これらの「祝い棒」を立てるとともに、

「トリノクチ」といって、「ナエバにまいた余りの全種類を焼き米にして供える」。このように報告され

ているが、御殿場市史の挿写真を見ると、水口の畦の部分に2本の「祝い棒」が、数cm離れてはぼ

垂直に立てられ、地表から上の部分の棒の高さは、約30～40cmほどあり、棒の太さは数cmである

（静岡県史編さん室中村羊一郎氏の御教示による）。
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第4節　　容　　　器

1　遺物の出土状況・概要

容器は、到物、曲物、箱物、桶、挽物、漆椀に大別する。総数で62点を数え、内訳は、剖物4点、曲

物38点、箱物2点、桶2点、挽物2点、漆椀14点である。なお、曲物と桶の4点について、木釘が部

材にどの角度で、どのくらいの長さで打ち込まれているか、Ⅹ線撮影を行った。また、このⅩ線ネガを

枠型田下駄同様にスーパーアイで撮影し、モニター受像機に映しだした映像を大型カメラ（6×7判）

で写真撮影した。本報告書の写真図版29に掲載したものがそれである。これらの遺物の本遺跡での出土

状況を示すと以下のようになる。

表10　遺物別消長表

下層水田 中層水田
上　　 層
河 道 跡

上層水田
最 上 層
河道付近

剖物

曲物

箱物

桶

挽物 丑圭招吊

漆椀 演葦蕉ヨ黒鳥
※玉津・‘洋

この裏から、本遺跡での剖物・曲物・漆椀の消長の大要を知る

ことができる。しかし、箱物・桶・挽物については、出土点数

がそれぞれ1～2点であり、種類の消長というよりも、単に出

土した層位を示していると理解したい。

また、漆椀が、上層河道跡に含まれていなかったことに注意

したい。

なお、これらの容器の内、水田遺構出土のものは、大畦畔や

小畦畔付近から発見されている。

2　割物（第32図1～4）

到物はチョウナなどの道具を使って木を到

り抜き、形を整えた器である。ロクロの回転

を利用できない角形や楕円形の器が多い。4

点を平面形で分類すると、1～3が楕円形を

呈するものである。特に3は、現存長が

80．5cmと大型であり、田舟の可能性もある

が、もしそうならば、長辺の両端に突起があ

る例が通例である。しかし、欠損が多く、現

状では判別は困難である。4は、方形を呈す

るものである。木取りは、1が柾目材で、2
挿写真151区制物（KU4）出土状況

～4は、板目材である。1・3は、2区下層水

田の矢板列大畦畔SK21501の盛土上面からの出土である。付近から、弥生中期後葉から後期後葉の土器

が出土しており、その時期のものであろう。2も3区下層水田の杭列大畦畔SK31501の上部から出土し

た。この畦畔から出土した土器から、弥生後期後葉から古墳前期にかけてのものと考えられる。4は、1

区中層水田の溝SDl1205の左岸部付近からの出土で、時期は奈良時代末から平安時代前期と思われる。

3　曲物（第33図～第38図1～38、第24図26）

奈文研1985によると曲物とは、薄板を円筒状に曲げて、両端の重ね合わせの部分を樺や樺の皮で綴

じ合わせ、それに蓋板あるいは底板を接合させる容器とある。上土遺跡では39点出土している。細分す

ると楕円形曲物が4点（1・9・17、第24図26）、円形曲物が19点（2～8・10～16・25～27・31・

32）、方形曲物が9点（18～24・35・36）、形態がわからない側板が8点（28～30・33・34・37・38）

である。楕円形曲物は、長軸が14．1cm（1）、27．5cm（9）、28．3cm（17）、45．6cm（第24図26）である。
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円形曲物のうち、口径が復原できるものが全部で16点ある。5．1～8．0cm

が2点（3・4）、8．1～11．0cmが3点（2・5・6）、11．1～14．0cmが2点（7・

10）、14．1～17．0cmが2点（11・15）、17．1～20．0cmが4点（8・12・14・

16）、20．1～23．0cmが1点（25）、23．1～24cm以上が2点（26・27）であ

る。径が5．8cmと小型のものから、径が39．2cmの大型のものまである。方

形曲物は、大きさが復元できた35は、21．9×20．3cmである。底板と側板と

の接合方法は大別すると、底板を側板の内側に入れ、側板の外側から木釘を

打ち込んで接合する「クレゾコ」と、底板が側板の径よりも1cm前後長く、

底板が側板よりもはみ出している「カキゾコ」の2種類がある。また、「カ

キゾコ」曲物の製作技法には5種類があり、「クレゾコ」曲物を含め、静文

研『瀬名遺跡Ⅲ』1994の「曲物接合方法模式図」を改編して図11に示した。

一つは底板に2孔1対、側板に1孔の結合孔をあけ、樺紐で結合したもので、

樺紐結合曲物と呼ぶ。もう一つは、「クレゾコ」のように底板を側板の内側

にはめこみ、側板の上から木釘を打ち込んで結合したもので釘結合曲物と呼

ぶ（奈文研1985）。前者をA類、後者をB類とする。さらに木栓によって樺

紐が固定されたものをaとし、底板が有段のものをI、無段のものをⅡとし

た。図9を参照されたい。A類とした樺紐結合曲物はさらに、底板の内面の

周縁を一段低く作り、ここに側板をたてて樺紐、あるいは樺紐と木釘で結合

するA－I類・AB－I類と、低い段を作らずに樺紐のみで結合するA－Ⅱ

類に分けられる。さて、上土遺跡出土の曲物の中でカキゾコA－I類（樺紐

結合で有段）に分類されるものはない。カキゾコAa－I類（樺紐結合で樺

紐を木栓固定、有段）に分類されるものは、2点（12・WT26）ある。カキ

ゾコAB－I類（樺紐・木釘結合で有段）に分類されるものは1点（10）あ

る。カキゾコB－I類に分類されるものはない。カキゾコAa－Ⅱ類（樺紐

結合で樺紐を木栓固定、無段）に分類されるものは8点（11・14・17・18・

19・20・21・22）ある。クレゾコB類（木釘結合）に分類されるものは4点

（1・7・8・9）ある。楕円形曲物のうち、1は側板と底板がセットで存在す

る。底板は「クレゾコ」作りで、側板の外側から木釘を打ち込んで固定した

釘結合曲物と思われる。側板は、内面に斜平行のケビキ痕が残存する。綴じ

合わせは3ヶ所あるが、綴じ方はよくわからない。9は「クレゾコ」作りの

表11曲物一覧

層位・遺構 3　 区 2　 区 1　 区 合　 計

円 楕

円

方 円 楕

円

方 甲 楕

円

方 円 楕

円

方

最上層

河道付近

カキ底

クレ底

不明

1

5

2

1

1

1

5

2

1

1

上層水田

カキ底

クレ底

不明 2 0 3 1 0 1 3 0 4

上層河道

カキ底

クレ底

不明

2

2

1

0

1

1

1

3

1

0 2

中層水田

カキ底

クレ底

不明

1

2 0 ．3

1

1

0 0 1

1

1

0 0 1

3

2

2 0 5

カキゾコA－I類

カキゾコAa－I類

凶側

カキゾコAB－I類

カバ紐

カキゾコB－I類

カキゾコAa－Ⅱ類

クレゾコB類

底板で、上部と右部に一つず

っ木釘痕が残存する。Ⅹ線撮図11曲物接合方法模式図

影によって、それぞれ長さ1．4cm、1．0cmと確認でき

た。17は「カキゾコ」作りの底板である。第24図26

は、「カキゾコ」作りの底板が輪カンジキ型田下駄に転

用されたものである。木取りは、1・9が柾目取り、17・

第24図26は板目取りである。

円形曲物のうち、7、8が「クレゾコ」作りの底板であ

る。7は、木釘3ヶ所、木釘痕が3ヶ所残存する。8は、

長さ1．7cmと1．4cmの木釘痕が残存する。10～14は5

点とも、内周に段や刻線がある「カキゾコ」作りの底板
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である。周縁を低く削り、内周が段をなすも

のが2点（12、13）、内周を線刻したものが

1点（11）、段も刻線もなく内周相当部分に

樺紐が残存することにより「カキゾコ」とわ

かるものが1点（14）である。樺紐は、11・

12・14に残存する。底板の厚さは、0．5～

0．8cm、径は推定長で13．7～17．2cmである。

10は、左上部に長さ0．8cmの木釘が残存し

ているのが、Ⅹ線撮影によって確認できた。

3～6は、円板である。直径が5．7～8．8cm

なので、柄杓の底板ではないかと思われる。 挿写真16　3区楕円形曲物（MAl）出土状況
15・16は、有孔円板である。2、25、26、

27、31は側板である。厚さ0．4～0．6cmの板が用いられ、ケビキもしくはケピキ痕が残存するものが2

点（27・31）、底板と結合した痕跡を示す孔が残存しているものが27である。2は、側板が綴られてい

て径は10．7cmであるので、やや小型のものと思われる。綴じ合わせは2列で1ヶ所のみであり、綴じ方

はわからない。25の綴じ方は、2列前内外内綴じである。31の綴じ方は、1列で内側3段綴じと思われ

る。18～23は方形曲物の底板である。この内、21・22はカキ底曲物の側板である。これらは底板と緊

縛によって結合させる結合孔や樺紐が残存していた。また、24～38は曲物の側板である。樺紐を結合

孔に通す方法については、わかる範囲で図示した。35・36は、方形曲物の側板である。

なお、円形曲物の径で、3は5．7cm、4は5．8cm。2は10．7cm、6は10．8cm。12と14は17．2cmな

ど、はぼ同一径のものがそれぞれ複数あった。5．7cmを2寸として仮定すれば、3・4は2寸。2・6は4

寸弱。12・14は6寸となる。ここから2寸を単位とした規格品の製作が行われていた可能性が指摘でき

るかもしれない。これらの少数の事例から、平安～近世の度量衡について言及するのは資料不足は否め

ないが、今後、類例の調査をしていけば、時代と地域によって、径の大きさの特性の存在がうかがわれ

るようになろう。

4　箱物（第39回の1、第58図のYO7）

2点出土した。1は、約70。の角度で、側板が斜めに開くタイプであり、木釘によって、底板と側板

が接合されている。組み合わせ部分がなく、辺と辺が直線的に接している。これに対して、Y07は1枚

の側板であるが、側板同士の接合は組み合わせの仕口を施し、さらに木釘で丁寧に接合された様子がわ

かる。

5　桶（第40図の4・5）

5cm以上の厚さの板材であり、側面は、円の一部となっている。桶の底板の一部かもしれない。

6　挽物（第40図の2・3）

挽物とは、木材を判っておよその形を整え、ロクロによって整形した容器である（奈文研1985）。2

点とも器形は同心円形をしており、底面は平坦で、立ち上がり部は鈍角に直線的に立ち上がる、径

20cm、25cmの無高台の皿と思われる。2は、両面の体部の一部にロクロ目痕が残存する。木取りは、

横木取りの柾目材を使用している。1区SRlO603からの出土で、時期は中世と思われる。3は、底部の

器壁がやや厚く、口線部はそれほど外傾せず、口綾部に幅0．6cmの平坦面が作られている。木取りは、
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横木取りの板目材を使用している。3区12層下面（条里型水田）からの出土で、時期は奈良時代と思わ

れる。

7　漆器（第41図の1～14）

漆椀が破片も含めて14点出土した。器体は腐食が進んでもろくなったものが多く、残存状態は良くな

い（完形品はない）。形態は、高台があるものは9点（1～6・8・9・11）である。この高台の形状を静

岡県埋文研『大谷川Ⅳ』1989に基づいて分類してみる。

A類一厚い平高台をもつもの（8）

中型で器壁が厚く、腰部円弧形。

B類一高い輪高台をもつもの（4）

8と比べて小型で器壁は薄く、腰部円弧

形。

C類一低い輪高台をもつもの（6）

腰がやや張り、そのまま立ち上がる。中

型晶か。

D類一薄い平高台をもつもの（1・2・3・

5・9・11）

低い高台を削り出し（11はかなり高台

が低い）、体部は緩やかに立ち上がる。

口径が11～14cmの中型晶である。

内外面ともに黒漆塗りのものが5点（1・2・9・10・11）、内

外面ともに赤漆塗りのものが1点（7）、内面赤漆塗り、外面黒

漆塗りのものが8点（3・4・5・6・8・12・13・14）である。下

地塗りを施したと思われるものが9点（3・4・5・6・7・8・

12・13・14）で、黒漆もしくは黒色塗料を用いている。絵や文

様の内容は様々だが、樹木を題材にしたものや家紋らしきもの

が多い。

2・3・9・10・11・14は、1区と3区の5層水田からの出土

で、時期は中世と思われる。4・5・6・7は、3区SR30103（旧

安東川）からの出土で、時期は近世～近代と思われる。

中世の上層水田跡出土の漆椀と近世の最上層河道跡出土の漆　挿写真183区漆椀（UR4）出土状況

椀との違いは、右の表のように、

外面黒塗りの漆椀が、上層水田に

はあるのに対し、最上層河道に

は、それがなく、塗りが丁寧に

なっている。また、高台も、上層

水田では、D類の薄平型が卓越す

るが、最上層河道では、類型のバ

ラツキがみられ、多様な形態がみ

られることである。

下地塗りの施されていない内

表12　高台による分類

上 層 水 田 最 上層 河 道 他 遺 構

A 厚 高 8

B 高 輪 4

C 低 輪 6

D 薄 平 2 ・3 ・9 ・1 1 5 1

そ の 他 1 0、 1 4 7
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表13　塗り方による分類

内面 外面 上層水 田 最上層河道 他遺構

黒 黒 2 ・9 ・10 ・11 1

赤 赤 7

黒 赤 3 ・14 4 ・5 ・6 8 ・12 ・13

下地塗 り 3 ・14 4 ・5 ・6 7 ・8 ・1 2・13



第5節　　生活用具

1　遺物の出土状況と概要

出土状況の大要は、下記の表のとおりである。水田遺構からの出土よりも、河遺跡からの出土が多い

のが特色である。

表14　生活用具消長表

下層水田 中層水田 上層河道 上層水田 最上層河道

火宴費目

下駄 点在荘子

櫛

紡織具

漁労具

その他

弓

擢状

挿写真191区火錬臼（SEl）出土状況

2　発火具（第42図の1～3）

火横目が3点出土した。火錯白は、一般的には細い板材または棒材の側面に、間隔をおいて切り欠き

を入れ、火鐸棒を回転させた臼を上面にとどめるものである。3点とも容器や部材などからの転用と思

われ、2は完形品である。臼の断面は半球状を呈している。1は1区5層水田から、2は1区SRlO603

（旧流路）からの出土で、時期は2点とも中世と思われる。3は、3区13層上面（条里型水田耕作土下

面）からの出土で、時期は奈良時代と思われる。

3　服飾具

（1）下駄（第42図の4～6）

3点出土し、すべて台と歯を一木から作る連歯下駄である。対になるものはない。奈文研1985による

と、下駄は鼻緒孔の位置と歯の作り方、そして平面形で分類が行われているが、3点ともに欠損が多く、

分類できないものもある。4は、前緒孔が一つ残存するのみで、鼻緒孔の位置での分類はできない。歯

の作り方は、台と同じ幅で、縦断面が台形を

している。平面形は、幅広の小判形と思われ

る。5は、前垂を台の中央にあけ、後壷を歯

の内側にあけたものと思われるが、歯は痕跡

しか残っていないので断定できない。平面形

は、前部幅広の隅丸方形と思われる。6は、

残存部分が少ないので断定できないが、鼻緒

孔の位置は、5と同じで、歯の作り方は、台

と同じ幅で、縦断面が台形をしている。平面

形は、方形に近いと思われる。木取りは3点

とも板目取りで、5のみ木裏を上面にしてい

る。4、5は1区SRlO603（旧流路）からの
挿写真201区下駄（SE5）出土状況

ー39－



出土で、時期は中世と思われる。6は、3区

SR30103（旧安東川）からの出土で、時期は

近世～近代と思われる。

（2）櫛（第42図の7・8）

2点出土している。板片の一側線から細い

歯を挽きだし、表面を平滑に研ぎあげた横櫛

である。2点とも棟上部が直線を描き、切通

し線がほぼ直線で、全体の形状が長方形であ

る。また、肩部は丸味をもたせており、奈

文研1985の分類にしたがうと、AⅡ式に属

する。歯の本数は3cmあたり21～26枚と

粗い方である。7は、1区11層からの出土

で、時期は奈良時代と思われる。8は、1区

SRlO603（旧流路）からの出土で、時期は中

世と思われる。

4　紡織具（第42図の9、第56図の17）

9は、紡錘車である。奈文研1993による

と紡錘車は、回転運動によって素材の繊維に

撚りをかけて、丈夫な糸を作る道具であり、

円盤状をなして、糸を撚りかける時に回転に

惰性を与えるおもりとある。形状は、一方の

挿写真211区下駄（SE4）出土状況

挿写真221区横櫛（SE8）出土状況

面がわずかに隆起しており、断面形は、楕円形を呈している。奈文研1993の分類に従うとⅡ類に属す

る。3区13層上面（条里型水田耕作土下面）からの出土で、時期は奈良時代と思われる。17は、経

（布）巻具の片側残存部分である。3区の下層水田下部からの出土であり、弥生中期後葉から古墳前期の

遺物である。

5　漁拝具

四ツ手綱部材（第43図の10）

四ツ手綱とは、4本の竹骨を十字形木製品に交差させて結び

付け、4本の竹骨の下方部分を網で結ぶものである。小型の四

ツ手綱を図12（神野1983）に示した。上土遺跡で出土したも

のは、四ツ手綱の中央にあって枠木（竹骨）を結合する十字形

木製品の下部部材である。クモデとも呼ばれ、浜松市の伊場遺

跡や静岡市の神明原・元宮川遺跡からも類似品が出土してい

る。神野1983によると、四ツ手綱に十字形木製品を用いるこ

とによって生じた利点は3つあり、一つは網の大型化が実現で

きたこと。二つには網の構造を強化できた（4本の竹骨を直接

組み合わせた場合は、使用中に網の重量などで十字が直角に交

わった状態を保つことができない恐れがあるが、十字形木製品
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を使用することで安定性を高めることができる）。三つには組立てやすく、解体しやすくなるということ

である。1区7層（沼地もしくは水域であった）からの出土で、時期は層序から考えると平安時代であ

ろう。

6　武器（第43図の13）

形状等から弓と推定したが断定はできない。弓とするならば、弓幹が一木からなり、上部に粥と思わ

れる切り欠きがあるので、断面が丸い丸木弓と考える。弓身の中程で折損した、推定長は1m内外の短

弓と思われる。1区SRlO603（旧流路）からの出土で、時期は中世と思われる。

・7　運搬具（第44図の14～16）

擢状木製品が3点出土している。舟の推進具である権は、使用法によって、現代のカヌーで使用され

る「パドル」と、ボートで使用される「オール」に大別されるが、他の遺跡で「オール」と特定できた

例はなく、3点とも「パドル」と思われる。14・15は柄と身（水かき）が一木からなる一木式の樺であ

り、16は水かきの一部分しか残存しない。3点とも水かき部分は横断面が板状で表裏の区別がなく、周

辺が薄くなっている。14・16は、1区12層水田（条里型水田）からの出土で、時期は奈良時代と思われ

る。15は1区SRlO603（旧流路）からの出土で、時期は中世と思われる。

8　その他（第43図の11・12）

11は、当初輪カンジキ型田下駄の輪、あるいは網枠ではないかと推定したが、人為的な孔と思われる

ものが3ヶ所2つずつと、他にも自然による孔が数ヶ所ありどちらとも断定できなかった。3区13層上

面（条里型水田下面）からの出土で、時期は奈良時代と思われる。12は、形状等から網枠と推定してみ

たが、枠木が細い素木のままで、穿孔もされていないので断定できなかった。3区SR30103（旧安東川）

からの出土で、時期は近世～近代と思われる。

第6節　建築材・土木材及び用途不明木製品

1　遺物の出土状況・概要

前述したように、本遺跡の遺物の大部分が、この項目に帰属している。主に、水田遺構の杭・矢板列

で補強された畦畔からの出土である。土木材として、最終利用されたが、それらのほとんどが建築材の

転用材である。しかし、転用前の部材そのままでの転用は、ごく少なく、縦横に切断され、転用前の部

材の用途を特定できるものは、ごく少ない。

そこで、今回は、杭・矢板材の整理に際して、肉眼で接合できそうなものは、接合復原を試みること

にした。その結果についても、報告したい。また、建築材・土木材というよりも、なんらかの生活用具

とも考えられるが、やはり現段階では、用途を特定できなかったものについては、観察表に記述するに

とどめた。なお、以下で紹介する遺物は、建築材として種類が特定できたものである。また、敷板のみ

を残して盛土が確認されなかった、開発当初の畦畔痕跡が、多数推定できたが、これらについては、田

下駄等の農具の分布とも重なっており、特徴的なものは、そこに記述した。また、それらの詳細は遺構

編に述べた。また、地震動にともなう地盤の側方流動によって、矢板列が折れた事例も、紹介したい。

なお、本書所収の宮本論文で述べられているように、総柱型高床建築の部材である床上棟持柱の初出

の形式（7・8）が発見された。これは、畦畔に使用された矢板材を接合復原してはじめて明らかになっ
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たものであり、木製品の接合復原作業の重要

性を示すものである。

2　梯子・仕口（第44図1・2・3、

第45図4）

これらの梯子のうち1・3は、それぞれ杭・

矢板として転用されたものである。いずれも

下層水田畦畔にともなうものである。ただし

2は5－3層の撹乱部からの出土である。幅

は10cm前後であり、半分に割り裂かれたと

考えられる。さらに、足掛け部はどれも高ま

り部分が削り落とされていた。これらも転用

時の加工と考えられる。3については、2つ

の足掛け部が確認でき、その間隔は約40cm

であった。

4は、角材部に、直交する張り出し部をも

つ、T字型の仕口である。角材部の先端には

方形孔が張り出し部と直交する方向であけら

れている。用途としては、複数の重なった板

または柱等にあけられた方形の柄孔に、角材

部を差し込み、反対側に突き抜けた角材部の

先端丁方形孔に、さらに角材を差し込んで、

門のように、複数の材を固定させたものと考

えられる。また、T字型の張り出し部は、こ

の形状の凹がすでに作られていて、これには

めこまれるようにしたものかもしれない。今

後の検討課題としたい。

3　棟持柱（第45図5、6）

5は、矢板に転用される際に、接線方向で

立ち割られている。四分の一に割られたと想

定すると、復原される柱材の断面は正方形と

考えられる。また、現存部分の下半分は高床

建物の上層側柱に、細く加工された上半部は

挿写真231区梯子（KD2）出土状況

挿写真24　3区柱材（KD5）出土状況

挿写真25　2区杭列（SK21501西端部）出土状況

榛東（五平柱）と推定できる。さらにこの上

半部の下端から約40cmのところに、栓が打ち込まれていた。このことから、この木釘部分には、別の

部材が接していたことが推定できよう。6は、9面に面取り加工された芯持ち材の柱である。

4　接合復原建築材（第45図7・8、第47図14～19、第48図20～24）

これらの材は、どれも2区下層水田の矢板列（SK21501・21502）、杭列（SK21503・21506）を整理

していて、接合復原したものである。これらの作業の結果、建築部材（柱材）を切断して矢板に転用し
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たことがわかるだけでなく、接合部材が近接して矢板として打ち込まれていることがわかった。遺物分

布図をみてもわかるように、1～2m以内の、隣接した複数の矢板は接合するが・数mも離れると、ど

うも接合しないようである。そこで、家屋を解体してできた建築部材を、矢板列打込みの現場付近に

もってきて、ここで切断作業をおこないながら、順次、矢板として打込んでいったものと考えられる0

中には、KD19のように直交する矢板列SK21501・21502にそれぞれ属しながらも接合する場合もあっ

た。このことは、これらの矢板列の同時施工を証明するものである。と同時に、ここでも、交点を挟ん

で近接する位置にあったので、前述の仮定が、ここでも当てはまる。

なお、切断の方法は、7・8・14～16のように接線方向での立ち割りを示すものと、19～24のよう

に、放射組織の方向での立ち割り（ミカン割り）があり、さらに年輪面での切断の3種類が碓認できた0

特に、19の接合資料からは、同一接線での切断の後、ミカン割りを行い、最後に年輪面割りを行なった

結果、左右の矢板の年輪面割りの部分に不揃いが生じたものであろう。そこで、この事例から、①接線

割り→②ミカン割り→③年輪面割りという、一連の作業工程が推定できそうである0

次に、問題は、復原された材の、元の用途の推定である。本書所収の官本論文では、7・8は棟持柱の

上部にあたり、頭部は棟木を切込みの仕口で受けるとし、この形式の出土は初出という。また、7・8に

みられる7・8の材の角部分にL字型の小孔は横桟や算を結え付けるえつり穴である。なお、14・15は

角柱材を四分割したうちの中の2枚である。23には、半球形の挟り孔があり、ここで、なんらかの回転

運動が行なわれたのかもしれない。この部分は黒っぼくなっていた。

5　矢板列の地中切断と地盤の側方流動（第46図10～12）

打込まれた矢板列は、一定の高さのところで、一斉に切断されている。これは、地震にともなう地盤

の側方流動であり、流動面は泥炭層中の粘土の薄層である。ここが滑り面となって、上盤が約1～2cm

東北東方向へ滑ったようである。遺構編を参照されたい。

なお、11では、角材の角部を斜めに孔が貫通する事例がみられた。類例に9がある。これらは上述の

えつり穴である。

6　その他の建築材

孔が2つ以上ある板材を主に選んで収録した。これらの孔の間隔や機能について、言及できるだけの

資料は、現段階では揃え切れていないが、今後の検討課題としたい。

なお、56は方形の柄穴があり、その大きさから官本論文では台輪としている0

また、62は、1区の下層水田の水路から発見された、有頭棒である（ただし、半分に立ち割られてい

る）。池ケ谷遺跡や長崎遺跡で大量に出土したが、本遺跡では、この1本のみであった。なお、48は、

変則的な形態ではあるが、下層水田の時期に特有な、縦長の板状田下駄のDⅡ類の可能性がある067の

板材の角には、数10ヶ所の刻みが付けられている。73は両端に張り出しがあり、織機の部材かもしれ

ない。75は、長方形の板材であり、規則的な穿孔がみられるが、用途は不明である。82は角柱の先端

に丁寧な削りがみられる。これらはすべて、今後の検討課題である。

7　用途不明木製品（第55図～58図）

これらも、現在のところ用途が不明であるため、便宜的に、棒状の遺物について、有頭状のものを、

くびれ部の形状で以下の3種類に分けてみた。このことからは、全体としてC類→B・A類への変化が

みられるようである。なお、上層河道のC類については、下層遺構も侵食して流れていることに留意し

たい。また、C類には、A・B類よりも大型のものが多い。
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また、材のまわりに緊縛の痕跡を残す49・50もあるが、用途は不明である。さらに、51・52は、三

角の刻みが入ったものである。これらは、今後の検討課題である。

挿写真261区用途不明木製品（FU49）出土状況

図14　用途不明木製品
有頭棒状分類模式図

表15　くびれ部の形状による有頭状木製品の分類

分類 くびれ部の形状

下 層水 田 中 層水 田 上層河道 上層水 田

3 区 2 区 1 区 3 区 2 区 1 区 1 区 3 区 2 区 1 区

A 類 短 く、鋭角 0 0 0 4 3 1 0 0 0 1

B 類 短 く、なめらか 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0

C 類 長 い 0 1 2 0 1 0 2 0 0 0
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第Ⅳ章　　金　属　製　品

第1節　出土状況の概要

上土遺跡からは、鉄製品8点、鉛製晶1点の合わせて9点の金属製品が出土している。鉄製品では、

鉄鉱、小刀。鉛製晶では鉛玉などがある。

第2節　鉄　　製

1　鉄鋲（第59図の1～5）

鉄鉱は、飯塚武司氏の分類（飯塚1991）

によれば、長頚式、短頚式、無頚式に3分類

される。長頚式と無頚式は、平安時代には、

ほぼ消滅し、中世は短頚式が主流となる。長

頚式は、征矢として主に用いられたようであ

る。上土遺跡から出土した5点は、すべて短

頚雁股式である。1～3は、大型の雁股式で、

ほぼ完形である。木製の鳴鏑が装着された鏑

矢として用いられたと思われる。4は、刃先

の片方が欠損し、5は刃先がわずかしか残存

していない。4は上層河道跡に流れこむ溝状

遺構SDlO501から、それ以外は1区の上層

河遺跡（SRlO603）からの出土であり、ここ

が中世の戦場、もしくは、戦闘訓練の場所で

あったことをうかがわせる。麻機の土豪の岩

崎氏との関わりがあるかもしれない。

2　小刀（第59図の6～7）

2点出土している。6は、1区の上層河遺跡

からの出土であり、1尺ものの平造りの直刀

で、鉄刀身は、ほぼ完形であるが、柄の部分

は腐蝕が激しく、欠損も多い。7は、1区上

層水田からの出土で、鉄刀身は、ほぼ完形で

あるが、先端部分が折れ曲がっていて、柄

は、残存していない。

挿写真271区雁股（Kll）出土状況

挿写真281区小刀（K17）出土状況

3　鉄片（第59図の8）

1区の上層河道跡からの出土であり、小刀の一部と思われるが、残存部分が少なく、腐蝕が激しく

て、断定できない。
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第3節　鉛　　製

1鉛玉（第59図の9）

3区の上層水田からの出土である。半球状にできあがったものが合体してできあがっている。鉄砲の

玉とも考えられるが、鉄砲伝来が1543年であるとすると、この上層水田が13世紀後半に開田され、15

世紀もしくは16世紀の海進期に、湿地化し、この地が「新田開発」されるのが、江戸時代であるとすれ

ば、上層水田が湿地化して、水没する前後の時期に、ここに落ちたとも考えられる。
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第Ⅴ章　　石器・石製品

第1節　出土遺物の概要と出土状況

上土遺跡からは製品と認定した石器が11点出土した。弥生時代と思われる石器が5点、奈良時代と思

われる石器が3点、中世の石器と思われるものが3点である。出土位置は杭列畦畔から出土したものが

2点（石鉄）、水田耕作土中から出土したものが6点、旧流路から出土したものが3点である0西に隣接

した岳美遺跡や池ケ谷遺跡も、上土遺跡と同じ水田域なので、出土石製品は少なく、岳美遺跡、池ケ谷

遺跡ともに2点ずつの出土である。それに対して東に隣接した川合遺跡では、1262点の石製晶が出土し

ている（静岡埋文研『川合遺跡遺物編2』1992）。これは川合遺跡が集落域であったためと思われる0

第2節　　石　　　嫉

石鉄は弓が発明されて以来、矢の先につける鋭利な道具として使われてきた。使用する石は、割れ口

が鋭く、しかも細かい細工をして目的の形を作りあげることができる材質のものが選ばれたのだろう

（本川根町教委1994）。形態分類は、鈴木道之助1981に従っておこなった。

なお、本遺跡では、これらの2点の石鉄は、近接して出土しており、土圧で潰された壷類や鳥形木製

品も出土していることから、なんらかの祭祀的な意味合いがあるかもしれない。

1磨製石鋲（第60図の1）

1は、弥生中期後葉の有東式土器が出土した2区SK21506から出土した磨製石鉄である。素材は、板

状に剥離しやすく比較的容易に薄く平らな剥片を割り出せる千枚岩質粘板岩（註1）である。法量は、

身の幅1．9cm、重さ1．8gで小型の石鉄と思われる0形態は凹基式無茎鉄で、基端にかえりが削り出され

ている。中央部の孔は、真っすぐ穿孔された片側穿孔と思われる。

2　打製石鋲（第60図の2）

2も、2区SK21506から出土した打製石鉄である。素材は黒耀石（火山の働きによってできた天然の

ガラス）で、透明度が高く良質なものである。法量は、身の幅1．35cm、重さ0．7gで、1と同様小型の石

鉄である。形態は凹基式有茎鉄で、基部の内湾はやや弱く、側辺は剥離調整が施されている0

第3節　　敲　　　石

1点出土している（第60図の3）。敲石は自然礫をそのまま用い、溝状の打痕（使用痕）をもつ場合が

多く、凹痕のほか、打痕を合わせもつ例も多く認められる（江坂・芹沢・坂詰編1983）0しかし3は、

敲打した痕跡が不明瞭で、使用面もわからない。形状は、扁平で楕円形を呈している。弥生後期の小型

壷が出土した3区15層から出土した。

第4節　　砥　　　石

8点出土した砥石を、『川合遺跡　遺物編2』1992に基づいて「法量」から分類すると、500g未満の4
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～6が携帯型（持ち砥石）、500g以上の7～11が据え置き型（置き砥石）とした。使用石材は、静岡市

の川合遺跡や瀬名遺跡では、凝灰岩製や軽石製のものもあるが、上土遺跡では砂岩製のもののみで、長

尾川流域の礫を用いたと思われる（註2）。

1携帯型（（第60図の4～6）

直接手に持つことが可能もしくは携帯することのできる小型のものである。長さ7．7～13．9cm、重量

は129．9～481．7gとなっている。4は素材は粗粒砂岩が用いられ、砥面は1両で、同じ面に敲打痕もあ

る。5・6は素材は中粒砂岩を用いたもので、砥面は上下両面および側面1面の3面を使用している。

2　据え置き型（第60図の7、第61図の8～11）

大型で偏平な自然礫に人為的に磨かれた滑面をもつもの、またその痕跡が顕著なものである。5点あ

るうち最大長15．4～25．8cm、重量820．9～3189．7gと法量差に幅をもつ。素材は7が粗粒砂岩で、8～

11は中粒砂岩である。7・10は砥面が上下両面と側面1面の3面を使用しており、7には砥面として使

用されていない側面に、敲打痕がみられる。8・9は砥面は表面で、特に8はかなり使いこんでいるよう

である。11は、いちばん大型で、砥面は上下両面にみられ、かなり使いこんでいる。

（註1）石材の材質については、すべて静岡大学名誉教授伊藤通玄氏の御教示による。

（註2）静岡県埋蔵文化財調査研究所中川律子調査研究員の御教示による。
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第Ⅵ章　　自　然　遺　物

第1節　　遺物の出土状況と概要

概要は、一覧表のとおりである。また、出土地点は第49表～第53表・図15（主要遺物のみ）で示し

た。

なお、以下では、今回の調査で注目できるいくつかの問題を列挙したい。

11区上層河道跡沼地とオオオニバス・ヒシの実

1区の上層河道跡が沼地の堆積物で埋積されたとき、暗い灰色粘土の中に、多数のオオオニバスやヒ

シの実が発見された。これらの植物の生息深度は、水深1mから2mであり（浜島繁隆1979）、これから

当時の沼の深さを推定することができる。

2　3区下層水田出土のモモの種

3区下層水田の北東部では、67個もモモの種が集中して発見された。もしも、果肉があって、それが

腐ってなくなったとすれば、もっと拡散して発見されたと考えられる。そこで、これらは、ここにモモ

の種をまとめて置いたと考えたほうがよいだろう。静岡平野南東部の大谷川流域の発掘調査でも弥生～

古墳の河道跡から、約6，000個以上のモモの種が発見されたが、1ヶ所にまとまった出土はみられなかっ

た。悪霊の退散を願う道教的な祭祀としては、「中華民国になってからも、江蘇省では、1月16日に瓦

確を橋畔に棄てて病を穣った。樽は厄流しのまじないであったのかもしれない」という報告がある0こ

の曜（つぼ）には米と豆を詰めあわせて、桃符を川中へ投じたという。また、「桃には悪気や邪鬼を穣う

呪力があると信じられていた」（可児1984）とされる。このような桃にかかわる祭祀が川辺だけでなく、

水田でも行なわれたのかもしれない。
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第Ⅶ章　　ま　　と　　め

第1節　上土遺跡（立石地区）の遺物の特色

ここでは、今回の調査の成果の中で、遺物にかかわる部分を要約したい。

①　麻機低地の中でも、最も低い地域である上土遺跡（立石地区）の水田耕作が、弥生時代中期後葉に

は遡ることが、2区の大畦畔上面から発見された土器により明らかになった。また、開田期の水田は盛

土畦畔であることが、擬似畦畔Bの調査から明らかになったが、この畦畔痕跡の上に正方形型の板状田

下駄が多く出土し、比較的古い段階の畦畔であることを傍証した。また、この下層水田は、3区大畦畔

出土の土器から、古墳初頭までは、水田耕作が継続していたことがわかった。これは、麻機低地西部の

池ケ谷遺跡、さらに東の清水市域の巴川低地の長崎遺跡でも、同様にこの時期まで水田が継続されるが、

湿地化と洪水堆積物によって埋積されている。長崎遺跡と本遺跡の中間に位置する長尾川扇状地の末端

部にある瀬名遺跡では、湿地化が著しい時期となっている。

②　中層水田の条里方向の溝の底から出土した須恵器は、奈良時代の前半に遡るものであり、この時期

の条里型水田が開かれた可能性が認められた。上土遺跡の西隣の岳美遺跡の同一層位の条里坪界大畦畔

の上面から検出された土器が8世紀第3四半期のものであることからすると、この麻機低地での条里型

水田の開田は、遅くとも、奈良時代の半ばには行なわれていたことが明らかとなった。

③　この条里型水田を被覆する、約10cmの泥炭層の上面から、838年墳出の伊豆神津島天上山火山灰

が発見されていることから、平安初頭には、条里型水田は水没していたことが明らかになった。当地域

で、再び水田（上層水田）が開かれるのは、上層水田耕作土下面から発見された土器から、13世紀後半

と推定された。

④　木製品では、田下駄と箸状木製品が特筆できよう。まず、田下駄では、下層水田の時期から中層水

田の時期への移行に伴って、正方形や横長型の板状田下駄が一斉に姿を消し、変わって輪カンジキ型田

下駄や縦長型の板状田下駄が出現する。しかも、田下駄は、4孔型の足首の紐縛り用は無くなり、全て3

孔型の突っ掛け用に変化する。この劇的な変化の背景には、土壌条件の変貌を指摘できよう。この間題

について、より突っ込んだ検討は、別項で行ないたい。ただし、本遺跡で、このように「劇的」な変貌

を遂げたように見えるのは、湿原や洪水堆積物で埋積されるにまかされた荒野の時代である、古墳中期

が、「空白の時代として介在しているからである。瀬名遺跡のような、小刻みな洪水堆積→廃絶→直ちに

復旧または再開発というプロセスを経過することなく、より大きな振幅による、廃絶→復旧または再開

発というリズムであることによって、変貌が、一段と明瞭にわかりやすく現象するのである。このこと

に常に留意しておかないと、実際の画期と、調査面の断続による、「みかけの画期」とを錯覚しかねない。

⑤　水田遺構に伴って箸状木製品が、大量に出土し、しかも小畦畔やその付近に斜めまたは垂直に突き

刺された状態で発見されている。これは、従来のように流路跡での検出例とは別の様相である。

⑥　最後に、1区で検出された上層河道跡から、いくつかの雁股型の矢が発見され、この付近での戦闘

もしくはその訓練が行なわれたことを暗示していよう。記録では、鎌倉時代末期～南北朝に、安倍川右

岸の手越原の戦いに参加した麻機在住の岩崎家に脇屋義助が立ち寄ったとされる。すると、この付近で

も戦闘が行なわれていた可能性も否定できない。
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第2節　下層水田から中層水田への変化と田下駄組成の変化についての検討

－耕作土母材と地下水位の変化への対応－

田下駄と水田耕作土の土性について、1994年に行なわれた当研究所主催の農具シンポジウムで、静大

名誉教授の加藤芳朗氏は、輪カンジキ型田下駄の出現が、泥炭質の耕作土から、灰色低地土に変わるこ

とと関係があるのではないかと発言され、福島の佐々木長生氏も、輪カンジキ型田下駄での草の敷込み

の民俗事例が存在することを紹介され、加藤発言に賛意を表された。筆者もこれらの見解に賛成である0

そこで、ここでは、単に、輪カンジキ型田下駄の出現の問題だけでなく、同時に起こった板状田下駄の

組成の変化の問題にも拡げ、さらに、耕作土母材の変化だけでなく、地下水位の変化の議論をも組み込

んで、検討することにしたい。

この中層水田は、下層水田と比べて、田下駄の組成では、極めてドラステイクな変貌が2点、認めら

れる。第1に、板状田下駄では、下層水田で卓越していた横長型が、全く影を潜め、専ら縦長型に切り

変わる。第2に、突如、輪カンジキ型田下駄の出現となる。枠型田下駄も、カンジキ型田下駄の1種で

あり、カンジキ型田下駄の出現といってもよいかもしれない。この、第1と第2の変貌が、どうもセッ

トで生じている可能性があり、新たに出現したカンジキ型田下駄が、それまで、圧倒的多数を占めてい

た、B類とC類の横長田下駄の代用であるのかもしれない。後述するように、潮田1988は、民俗事例か

らカンジキ型田下駄が、「深田の稲刈に使われる」と報告され、同じく、静岡市麻機での民俗事例を調査

された大村1988は、「「横型」は専ら稲刈に用いられた例が多く、田面に留まる履き方をされている」

と述べている。このように、用途が同一ならば、横型板状田下駄を、カンジキ型田下駄に差し替えても

不都合はないだろう。では、なぜ、差し替えたのか。土壌条件の変貌に鍵があるのかもしれない0低地

での弥生から古墳初頭の水田は、多くは黒色系の泥炭のよく発達した土壌を耕作土母材としていること

が多い。ところが、古墳中期以降の耕作土母材は、灰色粘土であることが多い0これは、古墳中期に大

量の砂礫もしくは粘土が洪水によって、下流の三角州平野に運ばれ、再開発水田の基盤となったためと

考えられる。より湿地的な下層水田では横型板状田下駄を使っていたが、より地下水位が低下した、当

遺跡の中層水田では、より履きやすく、足を上げやすいカンジキ型田下駄に変遷していったと考えられ

る。また、加藤芳朗氏の前述の発言でもいわれているが、灰色低地土の栄養分の乏しさが、草の敷込み

を不可欠としていたという事態。これらの2要素が、複合してカンジキ型田下駄への全国的な転換を必

要としたと考えたい。この状況が全国的なのは、その伝播経路のいかんにかかわらず（これも重要な検

討課題であるのはまちがいないが）、この土壌条件が全国的に卓越していたことを間接的に物語るかもし

れない。

それでは、中層水田での縦長型の卓越については、どう考えたらよいのだろうか。前述の大村1988

は、同じく民俗事例の調査から、田面に留まる横型とは違って、「縦型」は、葦原での作業やアゼの上を

歩くときなどに用いた」と述べ、「スキーみたいに泥の上あるいは藻草の上をすべらせて、作業の動きを

確保した」とされる。それでは、下層水田では、なかったのかというと、前述のように、若干の検出例

がある。問題は、なぜ、こうまでも中層水田では、「縦型」が卓越するのであろうか。葦原での作業やア

ゼの上を歩くことが多くなったためだろうか。アゼが増えたとは、考えられないが、「葦原での作業」

は増えたと考えられる。それは、大足の出土でもわかるように、草の敷込みが頻繁に行なわれ、敷込む

草を刈る作業が増えたと考えるからだ。大足を、前述の潮田1988は、枠型大型田下駄とし、2区中層水

田出土のWAlの枠型田下駄に類するものを、枠型小型田下駄としている0つまり、大足も枠型田下駄も

構造はよく似ている。ところが、潮田氏は、大足を草の踏み込み用、枠型田下駄を前述のように、深田

の稲刈用と分けて、機能分類された。確かに、大足には草を踏み込む、歯が付けられてはいるが、枠型
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田下駄やカンジキ型田下駄には、歯がない。しかし、佐々木長生氏がいうように、カンジキ型田下駄で

も草の敷込みはできるのである。加藤芳朗氏が、灰色低地土には、養分が少ないため、草を敷込む、そ

れに輪カンジキ型田下駄を使用したのではないかという説は、まさに卓見といえよう。なお、静岡市麻

機の岩崎家に伝わる元治元年（1864年）の嘆願書には、「植付時節になっては、農大どもは大足と唱え

ております長さ1尺5寸くらいの板へ藤蔓をもって緒をつけ、履物にして藻草の上をすべらし掻きなら

し代を作り、ようやく稲草を植付けます」とある。（小澤1979）すなわち、ここでいう「大足」の大き

さは、上土遺跡のWAlとほぼ同じ大きさのものであり、文面からすると、板田下駄であっても、「大足」

と呼ばれていたようである。しかも、その機能としては、代掻きを兼ねた草の作土中への敷込みである。

そこで、いわゆる大足の他に、カンジキ型田下駄も、草の敷込みにも使われていたと考えてよいだろう。

また、A類の正方形型が、中層水田では見当らないことも検討したい。実は、3区のIT82や2区の

IT81などは、やや縦長の長方形であり、A－4類と近い形状であり、機能もA類の代わりをしていたと

考えられる。このA類を、大村1988は、「真四角型」と命名し、「潜る田下駄」とされ、動きの確保の

他に、下層に冷水が存在する水田での足の保護も機能の一つとしている。ただし、IT82やIT81などは、

下層水田でよくみられた4孔足首緊縛型ではなく、3孔の下駄式である。大村1988は、前者を「固定

式」、後者を「突っ掛け式」と命名している。この「突っ掛け式」は、中層水田での、あらゆる形状でも

採用されており、これも湿地化が、下層水田群よりも中層水田の方が弱いことを示しているのだろう。

ただし、下層水田に比べて、中層水田の湿地化が少ないといっても、土質は、前者が泥炭質で粘りが

少ないのに対して、後者は粘土質で、粘気が強い。これより、下層水田では、板状田下駄であっても、

足の上げ下げが楽にできるが、中層水田では、板状田下駄では、地面との接地面積が大きいため、足の

上げ下げは、より難渋することが予想される。そこで、この間題を克服するために、接地面の隙間が多

いカンジキ型田下駄の採用となったと考えたい。近代まで使用されていた、板状田下駄でも、その裏面

に桟状の細木を2本打ち付けたものが見られ、粘土との接地面での密着を避ける配慮と考えられる。こ

のような発想が、カンジキ型田下駄の出現の際にも働いた可能性は捨てきれないだろう。

第3節　　田下駄の面積と土質の検討

1　板状田下駄の面積と土質

板状田下駄は、他の静清バイパスに関係する池ケ谷遺跡、瀬名遺跡にも多数の出土例がみられる。そ

こで、弥生時代中期後葉から古墳時代初頭のものの表面積を計測し、面積の分布を図16に示した。残念

ながら上土遺跡は、完形晶が少なく、表面積が計測できたものは22点（表16参照）であった。このグ

ラフでは、200～1450cm2までを50cm2ごとに区切り、その中に各遺跡計測数の何％が分布しているか

を表している。表面積の平均は池ケ谷遺跡は977．9cm2、上土遺跡は745．8cm2、瀬名遺跡726。6cm2とな

る。表面積の分布は、上土遺跡では700～800cm2と1000cm2前後にピークがあり、池ケ谷遺跡や瀬名

遺跡のように1100cm2を超えるような大型品はない。池ケ谷遺跡では、950cm2以上にピークがあり、

瀬名遺跡では500～700cm2と900～11，050cm2にピークがある。

以上のことから、表面積の平均値においては、上土遺跡は、池ケ谷遺跡と瀬名遺跡の中間の極めて瀬

名寄りであることがわかる。また、分布の特色も、2つのピークを持つところなど、上土遺跡と瀬名遺

跡とは、よく似ていることがわかる。これに対して、池ケ谷遺跡では、他の2遺跡とは異なり、一つの

明瞭などークを持つ。

これらを、どのように理解したらよいのだろうか。現在の表層微地形分類では、池ケ谷遺跡付近は安

倍川扇状地の末端であり、標高は約10mである。また、瀬名遺跡は、長尾川の扇状地の末端にあり、標
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表16　下層水田出土の田下駄計測表

N O ．タ イ プ 登 録 番 号 区
縦 全 長

（c m ）

横 全 長

（c m ）

面　 積

（c m 2）

1 A － 2 W 7 3 9 2 2 4 ．3 1 7 ．3 3 7 5 ．6

2 A － 4 W 7 4 0 2 2 2 ．4 （1 7 ．3） 3 4 5 ．3

3 A － 4 W 8 7 3 2 （2 1 ．8） （1 9 ．6） 3 8 9 ．1

4 A － 4 W 1 5 6 0 3 2 8 ．2 2 8 ．0 7 3 7 ．9

5 A － 4 W 1 5 6 1 3 2 4 ．6 2 4 ．3 5 5 4 ．5

6 B － 4 W l 1 2 2 3 1 9 ．7 3 0 ．0 5 5 6 ．8

7 B － 4 W 14 5 3 3 2 0 ．5 3 2 ．6 6 3 9 ．0

8 B － 4 W 1 4 5 5 3 2 4 ．3 3 9 ．9 8 8 2 ．0

9 B － 4 W 1 6 6 8 3 2 0 ．0 2 4 ．0 4 5 2 ．7

1 0 C － 1 W 8 3 0 1 2 1 ．5 4 9 ．0 9 8 4 ．2

1 1 C － 3 W l 1 2 0 3 2 1 ．7 5 1．0 1 0 0 2 ．7

1 2 C － 4 W 59 9
W 64 3 1 1 7 ．0 4 2 ．3 6 7 5 ．4

1 3 C － 4 W 8 1 7 1 （1 6 ．6 ） 4 9 ．0 7 6 8 ．8

1 4 C － 4 W 5 7 6 2 1 6 ．8 4 8 ．7 7 9 0 ．4

1 5 C － 4 W 6 3 4
W 6 3 5

2 2 1．5 4 9 ．1 1 0 1 6 ．1

1 6 C － 4 W 7 0 1 2 1 7 ．4 4 8 ．6 8 2 9 ．4

1 7 C － 4 W l O 3 3 3 1 8 ．8 6 2 ．3 1 0 8 5 ．0

1 8 C － 4 W 14 33
W 14 34 3 1 7 ．1 4 8 ．0 7 9 3 ．9

1 9 C － 4 W 1 4 5 0 3 2 0 ．4 5 4 ．5 9 7 1．0

2 0 C － 4 W 1 4 5 4 3 2 1．9 5 3 ．3 1 0 9 8 ．3

2 1 D 一 Ⅲ W l O 2 8 2 4 2 ．9 1 8 ．6 7 3 5 ．1

2 2 D － Ⅲ W 7 3 0 2 4 4 ．8 1 7 ．9 7 2 5 ，3

射

　

飢

　

餓

　

曲

　

鍋

　

肌

　

鍋

　

鍋

　

肌

　

卸

　

鍋

（

　

　

　

l

 

l

 

l

 

l

 

l

高は約12mである。それに対して、上土遺跡（立

石地区）は、麻機低地の南東部であり、標高は約

7mである（以上の標高は、昭和33年測図都市計画

図より）。ところが、弥生中期後半から古墳前期の

土壌をみると、いずれも泥炭質の暗色粘土である。

問題は、ほぼ同質の土壌であっても、このように板

状田下駄の表面積が、池ケ谷が、瀬名・上土の約

1．3倍である理由、あるいは、瀬名と上土がなぜ似

ているのかという点である。その解答は、下層土に

あると考える。筆者の観察では、上土と瀬名では、

これらの水田耕作土の下層土はもっと泥炭質の粘土

であり、泥炭そのものであるが、池ケ谷は、泥炭質

の下層土が、約1mほどあり、その下位に砂礫が位

置していた。しかし、瀬名・上土の両遺跡の場合、

泥炭質の下層土は、50cmもなく、下位の砂礫と接

していた。ここに、最大の原因があろう。上土遺跡

の下層土下部の砂礫は、長尾川の西支流路の飛石川

が運んだ砂礫（加藤芳朗氏からの御教示による）で

あり、上土遺跡の下層水田の基盤を構成していたの

である。それにひきかえ、池ケ谷には、安倍川の砂

礫の供給が少なく、上土よりも、もっと湿潤な、後

背湿地となっていたのである。瀬名・上土がよく似

た基盤土層に立地す
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図16　池ヶ谷・上土・瀬名遺跡の弥生中期後葉～古墳前期水田出土の
板状田下駄面積分布比較図

るので、田下駄のパ

ターンも似てきたの

ではないだろうか。

なお、瀬名・上土

の両遺跡の類似点に

ついて述べたが、異

なる点を2つあげた

い。第1に、上述の

2つのピークは、い

ずれも上土は、瀬名

より、面積がやや大

きい数値を示すこ

と。第2に、瀬名で

は小面積のものは少

ないが、上土では、

比較的に大きな割合

を示すことである。第1の理由は、古墳時代前期の埋没遺構面の高さが、上土は瀬名より8mも低いな

ど、湿地化されやすい条件も備えていたためと考えられる。第2の理由は、上土遺跡の初期水田が杭列
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畦畔ではなく、盛土畦畔であり、大きな面積の田下駄を比較的必要としなかった点に求められるかもし

れない。

2　輪カンジキ型田下駄の面積と土質

さらに4遺跡で輪カンジキ型田下駄の面積を比較するために、緊縛間の距離を測定し、その個体数の

割合をグラフ化したのが図17である。上土遺跡の資料数は20点と少ないのが残念であるが、上土遺跡

の輪カンジキ型田下駄の総平均は40．28cmで、40～45cm未満に10点（50％）とピークがあり、岳美

遺跡とほぼ同じである。池ケ谷遺跡と瀬名遺跡は、30～35cm未満にピークがあり、上土遺跡よりも

10cm短く、小さかったといえる。

下層水田とは異なり、律令期以降の水田では、上土遺跡と瀬名遺跡の相違が目立つ。瀬名は小面積で

あり、上土はそれよりも広い面積となる。これは、瀬名が砂質土を基盤とする環境であるのに対して、

上土は粘土もしくは泥炭質粘土を基盤とするからである。この上土遺跡の傾向は、岳美遺跡とも共通し

ている。また、上土と岳美の共通点には、瀬名よりもなお、小面積の田下駄がやや多い点もある。これ

は、より乾田的な環境で中層水田の開発が行なわれたことの証拠かもしれない。また、大村1988のい

うように、女性や子供が使用したものかもしれない。なお、池ケ谷遺跡であるが、大きなピークが瀬名

と同じく小面積のところにあり、同時に上土よりも大きな面積のところにもピークがある。これは、遺

構編でも述べたように、上土遺跡よりも埋没標高が、約1．5m高く、下層土に砂礫が多い環境が瀬名と

共通しているが、平安海進の影響で、湿

（
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図17　4遺跡輪カンジキ型田下駄の緊縛部間距離
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地化が徐々に進行するなかで、畦畔の増

強と湿田耕作が行なわれたと考えられ

る。そこで、上土以上の湿地的な環境に

いたってもなおかつ耕作し続けた結果、

より大面積の輪カンジキ型田下駄が必要

となったものと考えられる。同様な傾向

は岳美遺跡西部でも見られるので（『岳

美遺跡I』1995、『岳美遺跡Ⅱ』1996）、

ここでもより大面積の輪カンジキ型田下

駄が出土していると考えられる。

このように、土壌環境が同一遺跡で

も、下層水田と中層水田では大きく異な

ることが明らかとなった。



【引用文献一覧（引用初出順）】

・矢田勝1993「泥炭・粘土の圧密化の問題」『研究紀要Ⅳ』静岡県埋蔵文化財調査研究所

・阪口豊1984「日本の先史・歴史時代の気候」『自然』5月号

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1996『岳美遺跡Ⅱ（遺物編）』

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1997『曲金北遺跡I（遺物編）』

・北川浩之1995「屋久杉に刻まれた歴史時代の気候変動」『講座文明と環境　第6巻　歴史と気候』朝

倉書店

・浜島繁隆1979『池沼植物の生態と観察』ニュー・サイエンス社

・静岡県1992『静岡県史　資料編　考古三』

・八木勝行1996「志太平野の律令社会」『静岡県考古学シンポジウムⅩ　古代駿河国律令社会考一資料

集－』静岡県考古学会シンポジウム実行委員会

・静岡県教育委員会1989『静岡県文化財調査報告集　第42集　静岡県の窯業遺跡本文編』

・和田晴悟1989「漁労具　土錘・石錘」『弥生文化の研究5　道具と技術I』雄山閣

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1995『岳美遺跡I（遺構編）』

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1992『池ケ谷遺跡I（遺構編）』

・中山正典1994「田下駄の形態変遷と機能」『瀬名遺跡Ⅲ（遺物編I）』静岡県埋蔵文化財調査研究所

・黒崎直1985「農具　くわとすき」『弥生文化の研究5　道具と技術I』雄山閣

・奈良国立文化財研究所1985『木器集成図録　近畿古代編』

・中山正典1993「農具と水稲農耕」『研究紀要Ⅳ　水田跡調査の方法と研究』静岡県埋蔵文化財調査研

究所

・潮田鉄雄1988「田下駄の変遷」『湿田農耕』岩崎美術社

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1994『瀬名遺跡Ⅲ（遺物編I）』

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1993『池ケ谷遺跡Ⅱ（自然科学編）』

・奈良国立文化財研究所1993『木器集成図録　近畿原始編』

・宮田登1979『神の民俗誌』岩波書店

・阿部猛1995『万葉びとの生活』東京堂出版

・御殿場市史編さん委員会1982『御殿場市史　別巻I　考古・民俗編』

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1993『御殿川流域遺跡群I』

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1989『大谷川Ⅳ』

・神野善治1983「四ツ手綱考一伊場遺跡出土の十字形木製品をめぐって」『物質文化』第41号　物質文

化研究会

・飯塚武司1991「鉄鉱－その時代性と地域性－」『研究論集Ⅹ』東京都埋蔵文化財センター

・静岡県埋蔵文化財調査研究所1992『川合遺跡遺物編2』

・本川根町教育委員会1994『大島遺跡の話　平成5年夏の調査記録』

・鈴木道之助1981『図録　石器の基礎知識Ⅲ　縄文』柏書房

・江坂輝禰・芹沢長介・坂詰秀一編1983『日本考古学小辞典』ニュー・サイエンス社

・可児弘明1984「伝統中国の祭り」『日本民俗文化大系　第9巻　暦と祭事一日本人の季節感覚－』小

学館

・大村和男1988「民具と出土農具の接点一低湿地農具にこめられた自然認識と動作－」『日本考古学協

会1988年度設立40周年記念静岡大会研究発表要旨』日本考古学協会

・小澤誠一1979「江戸時代の浅畑通り村々」『麻機誌』麻機誌をつくる編集委員会　　、

－59－



J



出土遺物観察表・一覧表



J



第1表　弥生土器・古式土師器観察表（PY）

報

出
口
番

号

登

窄

軍

号

一調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

種　 別

器　 種

法 量 （c m ）

口　 径

器　 高

底　 径

形　 態　 の　 特　 徴 製　　　　　　 作

焼　　　 成

胎　　　 土 ．

色　　　 調

年　 代　 観

．l’

備　　 考

実 測 図版

写 真 図 版

全 体 図

1 P 79 1 区 弥 生 土 器

士璽

口縁 部 ・底 部 欠 損 。 胴 頚 部 内 外 面 、 胴 部 下 半 良 好 ・ 弥 生 後 期 －（後 1－1

J 1 8 4N 部 残 存 。 胴 部 下 半 が か 内 面 パ ケ 目。 胴 部 外 面 密 、＿砂 粒 を 多 く 半 ）

∠　　　　　　　　　′

図版 ト 1

S D 1 1 5 0 2 な り張 っ た 下膨 れ 形 状 へ ラ ミガ 草 。 胴 部 内面 含 む 。 3～ 6m m 1－1 5C －0 8

15 －2 －2 層 を成 し 、 下 半 部 に 最 大

径 が く る 。

上 半 ナ デ 。 胴 部 内面 中

央 板 ナ デ 。

の 石 粒 を少 し含

聖 。

2 P 4 5 0 ＿ 2 区 弥 生 土 器

士宝E
6 ．1

胴 部 1／4 残 存 。l 底 部 残 外 面 は 、 全 体 的 に へ フ 良 好 ． 弥 生 後 期 （後 ト2

J 1 7 4 N 存 。 胴 部 は 最 大 径 を下 状 工 具 に よ る磨 き 。 内 や や粗 、 径 4m m 半 ）

」ヒ＿1■」

図 版 1－2

　S K 2 1 5 0 1 半 に も つ 、 下 膨 れ 型 を 面 は 、 頚 部 か ら肩 部 に 以 下 の 礫 を多 く 2－1 5 D －05

矢 板 列 北 側

1 5 －2 層

成 す 。 か け て 指 に よ ろ ナ デ 。

胴 部 は板 状 工 具 に．よ る

ナ デ 。．底 部 付 近 は横 方

向 のパ ケ 。

含 む 。 径 2m m

以 下 の 長 石 を含

む ，

内 面　 灰 寅 褐 色

外 面 ．灰 黄 褐 色

橙 色

3 P 3 8 3 区 弓牲 土器 ・ 1 2 ．9 口縁 部 は 「く」 字 状 に 外 面 は 、 口 線 部 か ら胴 良 好 古 墳 刑 期

．l．

1－3

G 16 1S 古 式 土 師

器

小 型 壷

1 2 ．8 5 開 く。 胴 部 は球 胴 形 を 部 上 半 に か け て 斜 め 方 密 、ヰ ラ キ ラ と 図 版 1－3

S K 3 1 5 0 1 ・

0 3 ・0 4 の 交

点

15 －2 層 下 面

7．1 成 す 。 向 の ナ デ 、 後 軽 く ナ

デ 。胴 部 下 半 部 縦 方 向

の へ ラ 磨 き 。 底 部 パ ケ

目 。 内 面 は 、 口縁 部 は

パ ケ 後 ナ デ 。

光 る透 明 の細 か

い砂 粒 を 少 し含

む 。 径 0．5 ～

2 m m ほ ど の 灰

白 色 、 灰 黒 色 の

砂 粒 を 多 く 含

む 。 中 に径3 m m

以 上 の 灰 色 の 小

石 を か な り多 く

含 む 。

に ぷ い橙 色

3－15 C －1 1

4 P 4 5 3 r ・立区 弥 生 土 器

・上空

10 ．4 5 口 縁 部 3／5 、 胴 部 一 部 外 面 は 、 口縁 部 縦 パ ケ 良 好 （や や 軟 ） 弥 生 後 期 （後 胴 部 の 所 々 1－4

P4 54 J 1 7 4 N 2 5 ．料 欠 損 。 口縁 部 外 反 して 後 ナ デ 。 肩 ～ 胴 邸 は縦 や や粗 、径 2m m 半 ）

′　・Tt－

に ス ス 付

着 。

図 版 ト4

S K 2 1 5 0 1 矢

板 列 北 側

1 5－2 層

6 ．9 開 く 。 胴 部 は 球 胴 。 か ら斜 め ハ ケ後 、縦 方

向 磨 き。 胴 下 部 ～ 底 部

は 斜 め パ ケ後 横 方 向 磨

き。 底 部 に 小石 の 痕 跡

あ り。 内面 はパ ケ 後 ナ

デ 。

以 下 の 礫 を多 く

含 む 。 径 1．5 m m

以 下 の長 石 を含

む 。

にぷ い橙 色

2－1 5 D －0 8

5 ．P 7 4 2 区 弥 生土 器 2 0 ．7 ほ ぼ 完 形 。 口縁 部 は 、外 面 は 、 口縁 部 は 横 か 良 好 弥 生 中期 後 葉

上■′1■◆一

有 東 式 1－5

I1 7 4 N 台 付 蛮 2 3 ．5 ． 緩 や か に外 傾 す る 。胴 ら 工 具 に よ り刻 み 目。 や や 疎 、 径 1 ～ 外 面 の 口縁 図 版 1－5

S K 2 15 0 6 8 ．3 ． 部 は 細 長 い球 胴 を呈 す 胴 部 上部 は右 上 か ら左 2 m m 位 の 赤 灰 部 か ら胴 部 2－15 B －19

1 5 －2 層 る 。 や や 低 いハ の字 型 下 に か け て 強 め に 斜 め 色 、 暗 赤 灰 色 、 にか けて ス

に 開 く台 部 が つ く 。 パ ケ 。胴 部 中 央 か ら下

部 に か け て 斜 め か ら縦

パ ケ 。 台 部 は 縦 パ ケ 。
内 面 は 口 綾 部 か ら胴 部

上 半 部 に か け て 横 パ

ケ 。 胴 部 下 半 部 ・底 部

は パ ケ 後 ナ デ 。

灰 白色 の粒 を 多

量 に含 む 。

に ぷ い 橙 色

ス 付 着 。

一タ．6 P 17 2 区 弥 生 土 器

襲

（2 8 ．0 ） 胴 部 1／6 残 存 。 口 縁 部 外 面 タ テ 方 向 と斜 め 方 普 通 弥 生 中 期 後 某

ノ亡

外 面 全 体 に 1－6

I17 4 N わ ず か に残 存 。 ロ 縁 部 向 の パ ケ 目。 口縁 部 外 や や 疎 、 1m m ス ス付 着 。 図版 2－6

S K 2 15 0 6 は、 短 く外 反 しな が ら 側 に木 製 工 具 によ る刻 大 の 白 色 、 灰 2－1 5 B －1 9

15 －2 ～ 16 層 直 線 的 に 立 ち 上 が る。 み 目、 籾 痕 あ り。 内面 色 、 赤 色 の 粒 子

上 面 胴 部 は ほ と ん ど丸 み を

．もた な い 。

は 輪 積 の 後 横 方 向 のパ

ケ で 調 整 。

．亡

を 多 く含 む 。

内 面 にぷ い 褐 色

外 面 黒 褐 色

7 P 4 5 2 2 区 弥 生 土 器

嚢

（2 0 ．0 ） 口縁 部 1／‘7 残 存 。 口縁 口縁 端 邸 は、 横 ハ ケ後 良 好 弥 生 中 期 後 葉

．′

1－7

J 1 74 N 部 は 緩 や か に 外 反 し 、横 か らパ ケ 状 工 具 に よ や や粗 、 径 3m m
2 －1 5 D －0 8S K 2 15 0 1 矢

板 列 北 側

15 －2 層

端 面 は 外 斜 。 り・刻 み 目 をつ く る 。r口

縁 部 か ら胴 上 部 は 、 斜

め に パ ケ 後 一 部 横 ナ

デ 。

＿＿轟

以 下 の 磯 を多 く

含 む 。

に ぷ い橙 色

8 P 2 5 1 2 区 弥 生 土 器 （17 ．6 ） 胴 部 1／4 残 存 。 ロ 縁 部 外 面 は 縦 パ ケ 後 ナ ァ 。 良 好 弥 生 中期 後 葉

一亡

車 東 式 2－8

I17 4 N 士空 1／2 残 存 。 ロ 綾 部 は 丸 頚 部 ～ 胴 部 に R l の 磨 や や 疎 、 1 ～ （9 と 同 一 図 版 1「8

S K 2 1 50 6 く大 き く外 反 し、 端 部 消 縄 文 。 内面 口 縁 部 ナ 2 m m 位 の 砂 粒 甲 体 か ） 2－15 C －2 0

1 6 層 上 面 を 幅 広 に 折 り返 す 。 頚

部 は 太 く、 短 い。

デ 。 内 面 胴 部 横 方 向 の

板 ナ デ 。 肩 の部 分 の 文

様 は王 字 文 。

中

を多 量 に含 む 。

にぷ い橙 色

9 P 16 2 区 弥 生 土 器 胴 部 1／9 残 存 。 胴 部 が 外 面 は 、斜 め 左 上 が り 良 好 弥 生 中期 後 葉

上■」

有 東 式 2－9

I1 74 N 士互E
丸 く膨 らむ 、 大 型 壷 の のパ ケ 後 ナデ ふ＿上 部 に 密 、 1～ 21m m 位 （8 と 同 一 図 版 1－9

S K 2 1 50 6 胴 部 か 。 推 定 器 高 5 0 磨 消 縄 文 。 内 面 埠 右 回 の 砂 粒 を多 量 に 個 体 か ）

J事F

2 －15 B －．1 9

1 6 層 上 面 ～ 6 0 cm ぐ ら い か 。 りの板 ナ デ 。 含 む 。

にぷ い黄 橙 色

にぷ い褐 色

10 P 4 7 3 区 弥 生 土 器 口 縁 部 わ ず に残 存 。 外 面 は全 体 的 に 縦 方 向 良 好 古 墳 刑 期 今 体 的 に赤 3－10

G 1 6 1 S

S K 3 1 50 1

士宝E
の ナ デ 。 端 部 は 横 ナ

デ 。 棒 状 浮 文 あ り。 内

面 は板 ナ デ 。

密 、 砂粒 を わ ず

か に含 む 。 に ぷ

い褐 色

色 顔 料 が 施

さ れ て い

る 。

3－1 5C －11

一63－



第2表　土　器　観　察　表（P）
報

月ニ
ロ
番

亡コ丁テ

登

．録警

1ヲ

調 査 区

グ リ ッ ド

出土 遺 構

出土 層 位

種　 別

器　 種

法 量 （c m ）

口　 径

器　 高

底　 径

形　 態　 の　 特　 徴 製　　　　　 作 ・

焼　　 成

胎　　　 土

色　　　 調

車　 代　 観 備　 壷 ・
実 測 図 版

写 真 図 版

全 ・体 図

1 P l 1 区 土 師 器 ‘ （1 1 ．5） 1／2 残 存 。 平 底 の 底 部 底 部 へ ラ削 り。 内 外 面 良好 9 世 紀 後 半 ～

、　　　　　 末

駿 東 型 杯 4 －1

J 1 8 5 S 坪 4 ．1 5 か ら外 傾 し 立 ち 上 が と も横 ナ デ 。・外 面 にわ 叡 灰褐 色 の 砂 K 1 4 併 行 ・ 図 版 2 ⊥1

S R lO 6 0 3 （6 ．2） り 、 口 綾 部 を 外 反 さ

せ 、 端 部 を 丸 く 収 め

る 。

ず か に 暗 文 あ り。 粒 を含 む 。

黒 褐 色

ト0 5 C －2 0

2 P 2 1 区 土 師 器 ・

坪

（12 ．0 ） 1／4 残 存 。 平 底 の 底 部 底 部 へ ラ 削 り。外 面 は 良好 9 世 紀 後 半 駿 東 型 坪 4 ⊥2

J 1 8 4 S 4 ．75　‾か ら直 線 的 に 立 ち 上 が 横 方 向 の へ ラ磨 き 。 横 密 、一灰 褐 色 の 砂 K 14 併 行 図 版 2 －2

S R l O 6 03 （7 ．3 ） る。‘胴 部 、 口 綾 部 は 内

側 が 肥 厚 し、 口縁 部 は

丸 く収 め る 。

方 向 に暗 文 あ り。 粒 をふ く む 。

黒 褐 色

1 －0 5 C －1 3

3 P 26 1 区 土 師 器

杯

1 1．3 ほ ぼ完 形 。平 底 の 底 部 底 部 糸 切 り 後 へ ラ 削 良 好 9 世 紀 後 半 K 14 併 行 4－3

K 18 5 S 3 ．6 か らや や 丸 み を 帯 び て り 。 内 外 面 と も 横 ナ 密 、 1m m 位 の 図 版 2 －3

S R l O 60 3 7 ．5 屈 曲 し 、 口綾 部 に 移 行

す る 。

デ 。 内 面 の一 部 に へ ラ

削 りの 痕 が み られ る 。

光 る 黒 色 砂 粒 が

目立 つ 。

黄 褐 色

1－0 5 C －2 2

4 P 18 1 区 土 師器

杯

（3 ．6 ） 平 底 気 味 の 底 部 か ら 、内 外 面 と も にナ デ 。 底 良 好 8 世 紀 前 半 4 －4

1－0 5 C ●3 5

ト0 5 C －4 4

P 3 7 J187N ・K188N 体 部 は 碗 状 に 内 湾 して 部 外 面 に木 葉 痕 。 密 、 2 m m 位 の （奈 良 時 代 初
P 4 豆 S R lO 6 0 3 立 ち 上 が り、 端 部 は 丸

く収 め る。

砂 粒 を 少 量 含

む 。

に ぷ い 橙 色

頭 ）

5 P 3 8 1 区 土 師 器

碗

高 台 径

7 ．5

底 部 封4 、 高 台 訂 5 、 体 外 面 は 体 部 か ら高 台 に 良 好 1 1 世 紀 前 半 4 －5

K 1 8 6 S 部 一 部 残 存 。 高 台 はハ か け て 横 ナ デ 、 底 部 へ 密 、 径0 ．5m m 以 図 版 2 －5

S R lO 6 0 3 の字 形 に 開 き 端 部 を丸

く収 め る 。

ラ ナ デ 。 内 面 は へ ラ磨

き。

下 の礫 、 細 か い

白 色粒 子 、 金 雲

母 を含 む 。

内 面黒 色 、外 面

灰 色

1－0 5 C －2 9

6 P 4 3 1 区 土 師 器

坪

（1 1 ．5 ） 1／4 残 存 。 平 底 の 底 部 内 外 面 とも に ナ デ 。 底 良 好 8 世 紀 中 頃 御 子 ケ 谷 遺 4 －6

P 44 J189S ・J190 S 3 ．9 か らや や 丸 み を 帯 び て 部 に指 で押 さ え た 痕 あ

り。

密 、 1 ～ 3m m 位 跡 出土 品 に 図 版 2 －6

S R l O 60 3 （6 ．0 ） 外 傾 し 、 立 ち 上 が る 。

口線 部 を丸 く収 め る。

の 砂 粒 を多 量 に

含 む 。

にぷ い橙 色

類 似 。 （1－0 5C 二4 8）

（1－0 5C －5 5）

7 P 4 9 1 区 土 師 器 10 ．‘3 2／3 残 存 。・平 底 の 底 部 底 部 板 ナ デ 。 墨 書 の 部 良 好 奈 良 時 代 末 底 面 を 下 に 4 －7

I18 7N

10 層 最 上

甲 斐 型 坪 3 ．9 か ら丸 み を 帯 び て 、 や 分 は 、 底 部 か ら体 部 に 密 、 キ ラキ ラ と 置 い た 状 況 図 版 2 －7

（墨 書 土 チ・9 や 内 湾 し て 立 ち 上 が か け て 斜 め 方 向 に へ ラ した 透 明 の 細 か で 出 土 。 1－1 2A －3 3

器 ） る 。 端 部 は 丸 く 収 め 削 り。 仕 部 か ら 口綾 部 い 砂 粒 を少 し含 土 器 中 の土

郡 で 8 3 8 年 る 。 底 部 と側 面 に 2 カ に か け て 横 ナ デ 。‾そ の む 。 径0 ．5m m は の 上 に あ っ

た 。－火 山 灰 直 下 所 墨 書 あ り。 他 ゐ 外 面 は 縦 方 向 に ヘ

ア 削 り。

どの 灰 白 色 砂 粒

を 含 む 。

橙 色

8 P 5 2 1 区 土 師 器

坪

12 ．8 ほ ぼ 完 形 。 平 底 の底 部 底 部 か ら体 部 は ナ デ 。 良好 7 世 紀 末 4 －8

P 5 3 J 1 8 4 S 4 ．6 か ら丸 み を帯 び て 、 内 口縁 部 は 内 外 面 と も に 密 、 1m m 以 下 図 版 2 －8

S R l O 6 0 3 5 ．8 湾 し て 立 ち 上 が る ふ　口

縁 部 を 外 反 させ 、 端 部

は丸 く収 め る‘。

横 ナ デ 。 底 部 に 木 葉

痕 、体 部 下 半 と内 面 の

底 部 か ら体 部 に か け て

指 頭 痕 あ り。

の砂 粒 を 多 く含

む 。 赤 褐 色 の砂

粒 が 少量 み られ

る。

にぷ い橙 色

1 －0 5 C －1 3

9 P 6 1 1 区 土 師 器

坪

（11 ．2 ） 底 部 欠 損 、 体 部 1／2 残 内 外 面 と も横 ナ デ 。 内 良 好 9 世 紀 後 半 駿 東 型 坪 4－9
P 6 7 K 1 9 0 S 3 ．6 存 。 底 部 か らや や 丸 み 面 の 底 部 か ら体 部 下 半 r密 、 2 m m 位 の K 14 併 行 図 版 2 －9

S R lO 6 03 覆

土 ② 下 部 層

（6 ．5 ） ‘を も って 外 傾 す る 口縁

部 に 移 行 す る 。

にか けて へ ラ ミ ガ キ 。 オ リー ブ黒 色 に

光 る 砂 粒 を少 量

含 む 。

黒 褐 色

1－0 5 C －5 7

1 0 P 1 9 1 区 土 師 器

皿

1 2 ．2 1／2 残 存 。 体 部 は 緩 や 底 部 は 外 面 へ ラ 削 り。 良 好 9 世 紀 前 半 4 －1 0

P 5 5 J 18 7 N 2 ．．7 か に 内 湾 して 立 ち 上 が 外 面 底 部 か ら体 部 下 半 密 、 1m m 位 の （平 安 前 期 ） 図版 2 －10

P 5 6

P 5 7

P 6 9

S R l O 6 0 3 4 ．1 り 、 口 綾 部 を 外 反 さ

亨 、 端 部 を 丸 く収 め

る。

に か け て 回 転 へ ラ 削

り。 体 部 か ら 口綾 部 に

か け て と 内 面 は 横 ナ

デ 。

砂 粒 を 多 く 含

む。 赤 褐 色 の 砂

粒 が 目立 つ 。

にぷ い＿橙 色 ～ 暗

赤 褐 色 、所 々褐

灰 色 ．

1－0 5 C －3 5

1‾1 P 8 1 区 軟質須恵器

坪
10 ．5 5 4／5 残 存 。 や や 丸 み を 底 部 糸 切 り痕 。 底 部 か 良 好 8 世 紀 前 半 助 宗 窯 4－11

P 3 0 J 18 7 N 3 ．‾9 持 つ 断 面 四 角 形 の 高 ら体 部 にか けて 回 転 へ 密 、 白色 の 砂 粒 図 版 2 －1 1

S R lO 6 0 3 河

床

高 台 径 台 。 体 部 は 直線 的 に上 ラ削 り。 体 部 か ら口縁 を含 む 。 1－0 5 C －3 5

6 ．7 方 に 立 ち 上 が る 。 部‘に か け て と 内面 は横

ナ デ 。

坪 色

12 P 9 － 1 区 軟質須恵器

坪

13 ．3 3 ／4 残 存 。・底 部 は 平 底 底 部 糸 切 り痕 。 良 好 9 世 紀 前 半 4 －1 2

J 18 9 S 4 ．15 を な す 。 体 部 は 内 湾 ぎ 外 内 面 と も横 ナ デ 。 密 、 1品 m 以 下 （平 安 前 期 ） 図版 2 －12

S R l O 6 0 3 5 ．1 み に外 上 方 へ 立 ち上 が

り 、 口 線 部 は 外 反 す

る。

体 部 に 接 合 痕 ？ の 砂 粒 を 含 む 。

灰 白 色 の 砂 粒 が

目 立 つ 。

内 面 は 灰 白 色 ～

暗 灰 色 、外 面 は

灰 黄 褐 色 ～黒 褐

色 ．

ト0 5 C －4 8

－64－



報

dヒ
ロ
番

口丁テ

登

録

番

ロ‾弓．

調査 区

グリッ ド

出土遺構 ．

出土層位

種　 別 －

器　 種

法 量 （cm ）

口　 径

器　 高

底 ．径

形　 態　 の　 特　 徴 琴　　　　 作

焼　　　 成

胎 ．　 土

色　　　 調

年　 代　 観 備　　 考

実測 図版

写 真図版

全 体 図

13 P 14 1 区 ・ 軟質須恵器

坪

（12 ．‘0） 1／3 残存 。平 底の 底部 底部糸切 り痕。内外面 不 良 8 世紀末 4－13

P 1 5 K 1 8 5 S 3 ．7 か ら体部 は緩やか に内 とも横 ナデ。 密 、 1m m 位 の‘ 図版 3－13

P 2 4 S R lO 6 0 3 （5 ．2） 湾 して立ち上が り、 口

綾部 を外 反させ、端部

を丸 く収める。

赤茶色 の砂 粒を

多 量に含 む。

にぷい黄 橙色 ‘・・

1－05 C －22

1 4 P 2 1 1 区 軟質須恵器

坪

13 ．4 日録 部 1／8 欠損 。底部 底部 へラ起 こし後へ ラ 良好 8 世紀中葉 遠江 系 ？ 4－14

P 2 8 K 187S ・K188 S 4 ．3 は平 底をなす。体部 は 削 り。内外面 とも横ナ 密 、 1m m 位 の （奈良時代） 図版 3－14

P 2 9 S R lO 6 0 3 6．8 やや 内湾 して立ち上が デ 。 内面 に ノ タ メ あ 白 ・黒白砂量が 1－05 C －36

り、口縁部 を外反 させ

端部 を丸 く収め る。．

り。 目立つ。砂粒を

少量含む。

灰色

ト05C －43

1 5 P 3 5 1 区 土 師器

坪

（10．6） 2／3 残存 。平 底 の底 部 底 部糸切 り痕。内外面 良好 10 世紀後半 H 72 併行 4－15

K 1 8 9 S 3．7 か ら外傾 しつつ立 ち上 とも横ナデ。底部 と体 密 、 1m m 位 の 図版 3－15

S R l O 60 3 5．6 が り、 日録部 を外 反さ

せ端部 を丸 く収 める。

部 の境 に指の痕多 数。 砂 粒 を 少 量 含

む。

にぷい黄褐色

1－05 C －50

16 P 6 5 1 区 軟質須恵器

球

（12．2） 1／2 残 存。 平底 の底 部 内外面 とも横 ナデ 。底 良好 9 世紀前 半 4－16

K 19 0 S 3．5 か ら直線的 に立 ち上が 部外面 に糸切 り底 。 密、 1～2m m 位 図版 3－16

S R lO 6 03 覆

土 上部

5－3 層

（4．85） る体部。 口縁部 は丸 く

収め る。

砂 粒 を 少 量 含

む。

灰色 ．

（1－05C－57）

17 P 3 9 ‘1 区 須恵器

坪

高台径

10．45

底部のみ残存。端 部の 内外面 とも横 ナデ。 良好 1 8 世紀 前半 l‾ 転用硯 4－17

J 1 8 5 N 丸い四角形 を呈 した高 密 、 1m m 以 下 （奈 良 時代 前 底部に墨付

着．

図版 3－17

S D 1 12 0 5 台。 の砂粒 を少 し含

む。

灰色 r

期） 1－12 B －2 1

18 P 12 1 区 灰粕陶器

碗
14．65 2／3 残存 。体部 は 内湾 内外面 とも横 ナデ。 口 良好 11 世紀 中葉 4－18

J 18 9 S 6．65 して立 ち上が り、 口縁 縁部 内外 面に自然粕あ 密 、3 ～5m m 以 （平安後期） 図版 3－18

S R l O 6 0 3 6 ．8 部 を外反 させ端部を丸

く収 める。高台は、ハ

の字形 に開 く方形式。

り。 下 の 小 石 を含

む。 白色砂粒 を

少 し含 む。

灰色

1－05 C －48

19 P l l 1 区 灰粕陶器

高台径

7．6

2／3 残存 。体 部は 内湾 底部 へラ削 り。内外面 良好 11 世紀 4－19

J 1 8 9 S

S R lO 6 0 3

碗 し‘て 立ち上がる。高台

はハ の字 形に開 く。

ともに横ナデ。 密 、2 ～3m m の

砂粒 を含 む。

灰 白色

図版 3－19

1－05 C －48

2 0 P 13 1 区 山茶碗

高台径

6一．5

底 部 3／4、体 部一 部残 内外 面と も横ナデ。 良好 13 世紀 4－20

I1 8 7 N

S R lO 6 0 3 覆
土上部

5 層

碗 存 。 高 台 は低 い台 形

状。

密、細 かい白色

粒 子を含 む。

灰白色

良好

1－05 C －33

2 1 P 3 1 区 山茶碗系陶器 口縁 部 1／4 残存 。 くの 内面 板ナデ。 密、1～3m m の 13 世紀後半

」】L

東遠 ・大井 4－2 1

J 1 8 3 N

5－2 層

喪 、壷類 字 に屈曲 し、内湾気 味

で ある。端部は丸 く収

める。

砂 粒を含む？

灰色

良好

川筋 ． 図版 3－21

1－05 B－08

2 2 P 50 1 区 須恵器 （23 ．8） 口縁 部 1／7 残存。 内外 面 とも横ナデ 。内 密、砂粒 ・細か 8 世紀 別半 4－22

I1 8 5 N

1 0 層 中

襲 外 面 とも自然粕付着 。 い白色粒子を含

む。 （1－12A－19）

23 P 60 1 区 土師器 （12 ．4） 口綾 部 1／4残存 。底部。外 面は、 口縁端部 は板 良好 10 世紀 前半 4－23

K 1 8 6 S 痙 （14 ．0） 口綾 部はやや外反 して ナデ と横ナデ、頸部ハ 密 、 1m m 以 下 図版3－23－1

S R lO 6 0 3 1 7・0 直 線 的 に立ち 上が り、ケ目、体部ナデ。 内面 の砂粒 を多 く含 図版3－23－2

端 部は丸 く収め る。 底

部 は平底。

は、 口綾部パケ 目、体

部板 ナデ。

む 。 3m m 位 の

砂 粒 を 少 し 含

む。

にぷい褐色

1－05 C－29

2 4 P 62 1 区 土 師器 （16．9） ・口縁 部、体部わずか に 外 面 は 、 口縁 部横 ナ 良好 10 世紀前半 県 中東部 4－24

J 19 0 N 蛮 残存 。 口縁部 は緩や か デ↓休部パケ 目。 内面 密 、 1m m 以 下 図版 3－24

S R lO 6 0 3 に外 反 し二端部 は丸 く

収 める。胴部 はあま り

膨 らまな い。

は口縁部か ら体部板 ナ

デ 、体 部 の．・一 部パ ケ

目。

の砂粒 を多 く含

む。

にぷ い橙色

赤色

1－05 C －56

2 5

2 6

P 74

P 5

1 区 土 師器 （19．3）

（11．0）

口縁 部 1／10 残 存 。 胴 外 面は、 目線部パ ケメ 良好 10 世紀前半

13 世紀

4－25

ト05 C －56

4－26

J 19 0 N 蛮

陶器

部 わずか に残存。 口縁 のち横ナデ。胴部 はハ 密、砂粒 ・細か

SR lO 16 0 3

2 区

部 は緩 や か に外 反 し、

端 部は丸 く収 める。

口綾部 1／6 残 存。 口縁

ケ メ の ち ナ デ 。 内面

は、‘口線部横ナデ 」胴

部板ナデ。

肩の部分 と口縁部 に自

い白色粒子 ・翠

色粒子 を含む。

にぷ い桂色

良好

I17 9 S

5 層水 田 ・

6 層 上面

・土宝E
常滑 壷

部 は緩 や か に外 反 し、

端 部を折 り返 し丸 く収

める。

然粕。内面 は板 ナデ占 密 、 1m m 位 の

砂 粒 を 多 く含

申。

灰 白色

．自然粕はオ リー
ブ牢色

（鎌 倉時代 ） 図版 3－26

2－05 C －29
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第3表　土　錘　計　測　表（D）

報告番号 登録番号 調査 区 グリ ッ ド 田土遺構 出土層位 分類 全長（cm）径 （cm ）孔径（cm）重量（g）年代観 備　 考 実測 図版 写真 図版 全体 図

1 P3 1 1°区 K 188 S SR lO 603②上層 A ・ 5．6 （3．6） （1．1） 20．2 中世 1／3 残存 3 － 1 図版－4－2－1 1－05C－43

2 P 3 2 1 区 J 188 N S料10603②上層 A 5．7 3．8 0．95 81．3
中‘世 完形 3 － 2 図版4－2－2 1－05C－42

3 P 6 6 1 区 K 190 N SR lO 60 3 ②層 A 4 ．7 5．4 1．4 40．3 中世 完形 3 － 3 図版4－2－3 1－05C－57

4 P 6 4 1 区 K 190 S 5－3 層 B 3 ．5 d．8 0．3 1．8 中世 一部欠損 3 － 4 図版4－2－4 （1－05C－58）

5 P77 1 区 J19 1 S S R lO 60 3 底部 A 4 ．0 ・2 ．3 0・．6 14 ．7 中世 一部欠損 3 － 5 図版4－2－5 1－05C－58

6 P 7 1 1 区 J19 1 S r　SR lO 6 0 3 A 5．6 2 ．5 0 ．6 28．8 中世 一部欠損 3 － 6 図版4－2－6 （ト05C－58）

第4表　木製農耕具・工具観察表（NO）
報

dニ
ロ
番

口可

登

録

番

口1亨

調 査 区

グ リッ ド

出土 遺 構

出土 層位

器

種

法量（cm ）

全 長

幅

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W 84 1 2 区 ．‾ 鍬 （4 3．8） 又 鍬 。 多 又 の 身 と 歯 の 一 部 分 残 存 。厚 さ 1．5 c m の 板 材 。 肩 は 丸 くな だ らか 。 柾

目

ア
カ
ガ
孟

属

弥 生 中 期 後 5－1
I1 73 N （9．2） 残 存 状 態 悪 く、 身 の 部 分 は 収 締 し、右 端 の 歯 は 3 cm と幅 が 広 い 。 長 い 歯 は 葉 ～ 弥 生 後

期

図 版 5－1

S K 2 15 0 3 1 ．5 歯 は木 目 と 垂 直 に 五 つ に割 れ る。 接 根 元 か ら歯 先 まで の 厚 さ に差 が あ る。 断 2－15 C －1 4
1 6 層 上 面 合 で きな い 部 分 もあ る 。 面 は長 方 形 で 作 り は丁 寧 。

2 W l ll l 3 区

H 16 7 N

S K 3 15 0 7

15－2－3 層上面

鋤

°
鍬

（9．7）

（2‾．7）

（0 ．7）

鍬 も し く は鋤 の 歯 の 一 部 、 残 存 状 態

悪 く、 収 賄 し 剥 離 して いる 。

先 端 が デ コ ボ コ して い る の は 使 用 の

た め か ？

厚 さ 0．7c m の 板 材 。 柾

目

ア
カ
ガ
羞

属

弥 生 後 期 5－2

図 師 5－2

3－15 B －5 3

3 W 13 17 3 区 鋤

°
鍬

（寧0 ．0） 鍬 も し く は 鋤 の 身 と 歯 の 一 部 分 残 肩 は 丸 く は っ て い る 。 前 面 に 肩 に 沿 って 柾

目

ア
カ
ガ
孟

属

弥 生後 期 5－3
H 16 5 S

1 5 －2－3 層

（4 ．9） 存 。 木 目 に直 交 し 2 つ に 折 損 。 腐 食 浅 い挟 りが 稜 と して で て い る 。 歯 の 厚 さ 図 版 5－3

（1．3） して い る 。 は つ け根 の部 分 1．0 cm 、 先 に い くに つ れ

や や 薄 くな る 。 断 面 は 長 楕 円 。

3－1 5 C －4 0

4 W 7 8 5 3 区 鋤

°
鍬

（17 ．1） 身 の 着 装 軸 。 木 目 と 直交 し 2 つ に 折 刃 の 付 け 根 に 向 か っ て や や 広 が り を 持 柾

目

ア
カ
ガ
シ
亜
属

奈 良時 代 5－4
F 1 66 S （4 ．5） 損 、 ひ び も入 る 。 表 面 は根 の 張 っ た

－■　　　　　　　　　　　　身

つ 。 軸 部 と刃 部 と の境 が 明 瞭 な 形 式 。 前 図版 5－4

1 3 層 上 面

2．3 よ っ な 跡 が 欠 損 と な る 。 残 存 状 態 面 は 丁 寧 な 加 工 。 上端 に 長 さ 2 ．3 c m の 軸 3－1 2 B －5 8
良 。 軸 頭 の 下 3 c m に わ た り ．、 幅 頭 を 作 る 。 裏 面 は平 坦 面 。 断面 は 上 方 半

0．2 cm の緊 縛 痕 残 存 。 月 形 で 、 下 方 は長 方 形 。 下 部 で両 側 を 一

段 落 と し、 緊 縛 部 と した と思 わ れ る 。

5 W 4 0 1 1 区 鍬 （6 1．7） 反 柄 。 装 着 部 分 欠 落 。 亀 裂 が 走 り、握 り部 に 突 起 を 作 る 。 柄 の 幅 は 2 ．9 cm 、斜
柾
目

サ
カ
キ

奈 良 時 代 5－5

I18 5 N （1 0 ．6） 残 存 状 態 は よ くな い 。 4 つ に 折 損 。

J↓ll

厚 さ 2．4 cm 、 断 面 形 は 楕 円。 丁 寧 に加 工 図 版 5－5

12 層 上 面
　 2．8 下 y両は細 か く割 れ る 。 され て お り握 りや す い。 1－12 A －19

6 W 9 5 1 1 区 鎌 （34 ．6） 木 製 の 柄 に鉄 製 の 刃 が 装 着 した 状 態 刃 部 は 湾 曲 し て い る 。 刃 先 は 表 面 柾

目

ス

ギ

中 世 5－6

J188N ・J189N （1 5 ．3） の 鎌 。 刃 身 は残 存 状 態 悪 く、 錆 び て 1．5 m m 、 裏 面 1m m 弱 研 ぎ だ す 。 柄 元 の 図 版 5－6

S R lO 6 0 3 1 ．7 ポ ロポ ロで あ るが 、 出 土 時 は は とん 側 面 を割 りさ き J 上 端 か ら 7．2c m に刃 の ト0 5 C －42
ど錆 び て いな か っ た 。柄 は 端 が 欠 損 基 部 を挿 入 し そ の 端 部 を 折 り曲 げ て 固 定 ト0 5 C －4 9
す る が 、 ほ ぼ完 形 と い え る 。 鎌 身 現 す る 。 そ の 上 下 、上 端 か ら3 cm と 10 ．5c m

存 長 1 5 ．3 cm 、 鎌 身 幅 3．9 cm 、 鎌 身 に 釘 孔 を あ け鉄 釘 を 打 つ 。 柄 は まっ す ぐ

厚 0 ．2 cm 、柄 長 3 1．7 C血 、柄 幅 2．0 cm 、で 下 方 にや や 先 細 る・。 面取 りを し、 両 端

重 量 6 6．4 g。 丸 み を もつ 。 断 面 形 は 楕 円 。

7 W 145 1 3 区 広

鍬

（2 3．2） 広 鍬 の 身 の 「 部 で 、 4 つ に 割 れ る 。柄 孔 の 舟 型 隆 起 は 、柄 孔 か ら急 に 細 くな 柾

目

ア
カ
ガ
孟

属

弥 生 後 期 7－7

E 1 6 3 N （1 3 ．9） 腐 食 し残 存 状 態 良 くな い。 想 定 幅 は り、 薄 くな り な が ら身 の 中 程 で 終 わ る 。 図版 5－7

S K 3 1 50 6

15 －2 －3 層

1．9 18 ．6 cm 。 使 用 者 に 対 す る 面 の柄 め角 度 は 5 0 0 。 3－1 5 C －2 1

8 W 8 6 2 1 区 掛

矢

（2 3．0）．身 の 部 分 の み 残 存 し、 残 存 状 態 良 。み か ん割 材 の 芯 の部 分 を落 と し 、 そ の ま 柾

目

ア
カ
ギ

ン′
亜
属

弥 生 後 期 7－8

J 1 84 N 1 2 ．6 広 い 面 に 9 c m 幅 、 中 心 0．9 cm の 深 ま の 形 を残 す 。 断 面 形 は 丸 み の あ る 台 図 版 5－8

S D 1 1 5 02 1 0 ．9 さの 圧 痕 、他 の 面 は 横 槌 の 使 用 痕 の 形 。 身 の 幅 は 変 わ らず 、 柄 の つ け根 に 向 1－15 C JO 8
1 5 －2－2 層 よ うな 浅 い圧 痕 残 存 。 焼 痕 が 、 身 か か っ て 削 る 。 柄 の 断 面 形 は や や 楕 円 形

ら柄 に削 った 部 分 と 頭 部 に残 存 。 か ？

9 W llO 4 3 区 泥
除
け

（2 1．7） 厚 さ 0．6c m の 板 材 で 、 二 枚 式 の 左 側 隅 を楕 円状 に 加 工 、 そ の 部 分 の面 取 りが 斜
柾

目

ス

ギ

弥 生 後 期 6－9
F 1 6 6 N （5 ．3） か ？ 封3 弱 残 存 し、 腐 食 が 激 しい 。 き れ い に残 存 。 柄 孔 の 角 度 は 腐 食 の た め

．ヽ

図 版 6－9

15 －2－3 層上面
（0 ．6） わ か らず 。 上 端 か ．ら 4 cm に 0．4 cm の 小

孔 の 痕 跡 が 残 存 。

3－15 C －4 4

10 W 1 93 3 区 泥
除
け

2 5．2 厚 さ 0 ．8 c m の 板 材 で 、 二 枚 式 。 木 目 長 方 形 で 四 隅 の 欠 き方 が 同 じ で は な い。 斜
柾
目

ス

ギ

奈 良 時代 6－1 0

G 1 6 5 N 15 ．7 に 沿 っ て 一 部 欠 損 す る が ほ ぼ 完 形 。 柄 孔 は や や 上 寄 り に 5．2 cm X 3 ．5 cm の 図版 6，10

0 ．8 残 存 状 態 良 。 丸 み を 帯 び た 菱 形 に作 る 。 そ の 角 度 は 両 3－1 2A －5 2

1 1 層 上 面

右 側 下 か ら二 番 目の 小 孔 の 内側 に 幅 側 と も 4 0 0 。 小 孔 は上 部 に一 組 、 下 部 に

0．3 cm の 緊 縛 痕 が 表 裏 に残 存 。 二 組 作 り、 上 部 の 小孔 間 は 3 ．5 c m と他 よ

り広 め に 作 る 。 横 の並 び はや や ず れ て い

る。

1 1 W 3 7 7 3 区 泥
除
け

2 4 ．2 厚 さ 0．6 cm の板 材 で 、 二 枚 式 。 木 目 縦 長 の 台 形 状 に作 る。 上 下 の両 端 に 切 断 板

目

ス

ギ

奈 良 時 代 6－1 1

H 16 3 S 15 ．4 と直 交 して 2 ヶ所 折 損 。 左 側 が 反 り 痕 残 存 。柄 孔 は や や 下 寄 り に丸 み を も っ 図 版 6－1 1

S K 3 12 0 1 0 ．6 あ が っ て い るが ほ ぼ完 形 。 残 存 状 態 た 菱 形 に作 る 。そ の 角度 は 手 前 側 が 6 3 0 3 －12 B －3 6
13 層 上 面 良 。 左 側 の 小 孔 た 紐 と 思 わ れ る 幅 向 側 が 6 8 ㌦　 小 孔 は 上 下 一 組 ず つ 作 る・。

0．2 c m の 木 の 皮 が 残 存 。 緊 縛 痕 は 見 ほ ぼ 同位 置 で 表 面 か ら角 度 を持 って 穿 た

られ ず 。 れ て い る。
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報

dヒロ
番

号

登

録

番

号

調査区

グリッ ド

出土遺構

出土 層位

器

種

法量（cm）

全長

幅

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

ヽ

実 測図版

写真図版

全 体 図

12 W 3 75 3 区 泥 24．9 厚 さ 0．8cm の板 材で 、二 枚 式 の左 長方形で隅丸 に欠 く。柄 孔はやや下寄 り 板 ス 奈 良時代

ヽ

6－12

H 1 6 3 S 除 7．7 側 。90 ％残存 するが腐食激 しく、特 に長 さ6．2c m の長楕 円に作る。その角度
目 ギ

図版 6－12

S K 3 1 2 0 1 け 0 ．8 に表面はポ ロポ ロの状 態。 は手前側が 71 0。 小孔 は上下に一組ずつ 3－12 B－36

1 3 層 上面 小孔の内側 に、幅 0．3 ～ 0．4cm の緊 作 り、下部 の小孔 間が上部よ り幅広 に作

縛痕が残存。裏面 には見 られず。 る。 きれ いな穿孔。

13 W 1 8 5 3 区 泥 25 ．9 厚 さ0．7c m の板材で 、二枚式の右側 長方形で隅 の長 軸を斜めに欠 く。柄孔は 板 ス 奈良時代 6－13

G 16 3 N

11 層上面

除 8 ．4 か ？上部左側 木 目と直交 して折損 。ほ ぼ中央 に作 る。長 さ7．3c m の丸み を帯
目 ギ

図版 6－13

け 0 ．7 少 し欠損す る。 びた菱形か ？角度は計測不能。径 0 ．5c m 3－12 A－35

表 面 に浅 く薄 い線状 刃 痕が 少 し残

存。

小孔 を上下 に 1 つず つ作る。

ヽ14 W 2 0 2 1 区 泥 2 1．9 厚 さ 0 ．9c m の板 材 で、 二枚 式 の右 上部 の隅 を大 き くカーブ を描 いて削 る。板 ス 中世 ？ 6－14

J 18 5 N 除 ・（8 ．3） 側。左側上下端部欠損す るが、90 ％ 柄孔 はやや 下寄 りに長 さ5．4c m の上部が
目 ギ

図版 6－14

S R lO 6 0 3 け 0 ．9 残存。表 面は腐食する。 長 い菱 形 に作 る。そ の角 度 は手前 側が ト05C －21

浅 く薄 い線状 刃痕が残存。 47 0向側 が 64 0。小孔 はキ リであ けた よ

う・にきれ い。上部の小孔間が下部よ りも

幅広。

15 W 3 4 7 1 区 泥 22．6 厚 さ 1c m の板 材で 、一枚 式 。ほ ぼ 上端 を大 き く圭頭状 に削 り、下端 は荒 く 中世 ？ 6－15

J 18 5 N 除 13．8 完 形。木 目 と直 交 して 4 つ に折 損。切 断す る。柄 孔はやや左寄 り、下寄 りに 図版 6－15

S R lO 6 0 3 け 1．1 右端が極 端に薄い。表面の残存状態 5 ．7cm X 5．4C叩 のカマボ コ状 に作 る。そ 1－05 C －21

は良。表 面上端に浅 く薄 い線状 刃痕 の角度 は手前側が 80 0、向側が 60 0。小

残 存。 裏面 上端 に約 2cm 幅 で斜 め 孔 は上部、柄孔の中央 に位置す る。表面

に細 かい刃痕が残存。裏 面に 0．7cm か らキ リのよ うな もので穿孔か ？径 が約

ほどの鋭い刃痕が横切 る。 0 ．8c m 。表 面に荒 い刃痕 残存。裏面 にも

わか りに くいが残存。

第5表　枠型田下駄観察表（WA）

報

』ヒロ
番

号

登

録

番

号

調 査区

グ リッ ド

出土遺構

出土層位

部

材

法量（cm ）

縦

横

最 大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測 図版

写真 図版

全 体 図

1 W O O 7 2 区 4 2 ．7 右足用 と思われ る。中央の横木 ス 奈良時代 8

W O O 8

W O O 9

W O lO

W O l l

J 1 73 S

1 3 層 上面

3 2 ．6

5 ．1 ‘

欠失。足板の両端 に乾燥の為亀

裂が入る。左側 の枠 と上側の枠

は上部欠損。足板 、上側の枠以

外は残存状態 良。

組合せ図 を作 る際に長方形 にな

るよ うに作 ったが、横木 を固定

す る切 り欠 き は 1c m のず れが

あ る。そ の為横 木は斜め に渡 る

ことにな る。枠 はやや歪んだ長
方形が考 え られる。

ギ
図版 7 ・8 ・3 0

2－1 2 C －2 0

W O lO （左） 縦 4 2．4 両端の柚孔 の内側に横枠の圧痕 厚さ約 2 ．0 c m の棒状、両側 を削 り丸 く 板

目

斜

ス 8

3．7 が残存。 又、外側 の柄 孔の上下 加工 。両 端 に約 1．8 cm X 1．3 cm の柚
ギ

図版 7 ・8 ・3 0

枠
1．8 には横枠 の柵 こ通 した木釘痕が

残存。左下側 は特には っき りと

孔 を作 る。鋭 利 な工 具で きれ い に作

る 。 ほ ぼ 中 央 に 幅 約 2．5 cm 、 深 さ

2－12 C －2 0

W O O 7 （右） 4 2．5

3．8 残存 し、長 さ4 ．1c m 、幅 0．3 cm 、 0．6c m の 切 り欠 き を 作 る 。 左 側 が

2．0 深 さ 0．1 cm と推定できる。横木

が あた る部 分の圧痕はみ られ な

い。

1．0 c m はど上方 にあり、横木 は斜めに

位置するか。その挟 りの内側寄 りに径

0．4 c m 、深 さ 1．0 cm の木釘孔残存 。切

り欠きの下 、土 にあたる部分 1 1c m 前

後は両側 をやや細 く削る。

W O O 9 （上） 横 3．2 地 に着 く部分が太 く厚 い。 地 に着 く下 側 をや や 太 く厚 く削 る。 ス 8

3 2．0 両 側の柄 には枠 の圧痕 が残 存。 （W O O 8）厚 さ 1．3 c m 、 1．5c m の 棒 状 。
柾 ギ

図版 7 ・8 ・3 0

枠
1．3 色が違 って黒 くなって いる部分 地 にあたる下 の部分 を丸 く加 工する。 2－12 C －2 0

W O O 8 （下） 4．1 が ある。 足板がかか る部分 は重 両側 に幅 1．5 cm 、長 さ 2．5 cm ～ 2 ．7 cm 目
3 2．6 み でたわんでいる。下側 のたわ の柄 を作 る。そ の端部 には縦枠を木釘

1．5 みが大 きい。足板 との緊縛孔 に

は紐 の圧 痕が残存。

Ⅹ線撮影 によ る木釘 痕は、上側

長 さ 3．1c m 、 2．2 cm 、 1．2 c m と

バ ラバ ラで、角度はやや斜 めに

入 る。下側 は長 さ 0．7 ～ 1．1 cm

と短 くほぼま っす ぐに入 る。

で 固定す る 径 0 ．3 c m ～ 0．4 cm の木 釘

孔が残存。上下 のほぼ中央に足板 を固

定 した木釘 孔が上側 に 3 ヶ所 、下側 に

5ヶ所残 存。 そ の うち の上側 2ヶ所 に

木釘が残存 。 1 つ はその下 にある緊縛

孔 を貫通 し先端 が外 側 に飛び 出て い

る 。長 さ 3 ．1c m 。 上端 の 1 cm 下 には

足板 緊縛用 の径 0 ．7c m の孔 を 2 つ作

る。

W O l l 足 3 9．7 裏 面の中央に横木の上端 の圧痕 厚 さ 1．3c m の板材 。四隅を長軸に沿 っ 斜

柾

ス

ギ

8

1 0．2 が うっす らと残存。縦枠 の切 り て欠 く。舟 形。径 0．7 cm の緒通孔 を 3 図版 7 ・8 ・3 0

板
1．3 欠き か ら横 木 の 幅 5．8 cm と想 つ作 る。両端 か ら2 ．1cm の部分に、径 2－12 C －2 0

定 。裏面の両端 に幅 1．0 cm の枠

の圧 痕残存 。裏面 に 2ヶ所斜 め

に深 い大きな傷 あ り。

0．7 cm の枠 と緊縛孔 を 2 つ作る。 この

孔は両面穿孔 と思 われる。両端か ら約

1．0 cm の 部 分 に 木 釘孔 を 上側 に 3 ヶ
所、下側 に5 ヶ所作 る。下側 の孔 には、

柔 らか くス ボスボと動 く残存物が入 っ

て いる。

目

－67－



第6表　板状田下駄観察表（汀）
報

』ヒ
口
番

ロ丁子

登

録

番

号

調 査 区

グ リ ッ ド

出土 遺 構

出 土 層 位

器　 種

法量（cm ）

縦

横

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

由

り

樹

種

年 代 観

実 測 図版

写 真 図版

全 体 図

1 W 7 3 9 2 区 A －2 2 4 ．3 四孔 縦 型 の 隅丸 長 方 形 で ほ ぼ 完 厚 さ 2．5 cm の 板 材 。 足 台 は左 右 両 端 板

目

ス

ギ

弥 生 中 期 後 菓 9－1

I17 4 N

S K 2 1 5 0 6

1 6 層 上 面

17 ．3

2 ．5

形 。 足 台 あ り。 か ら漸 次 隆 起 し、 7 ．0 ～ 8‾．O cm の 平

か な 面 を 作 る 。 左 右 に 調 整 痕 残 存 。

緒 通 し孔 は 大 き く楕 円形 で 縦 横 は ぼ

並 列 こ　両 面 穿 孔 。

～ 弥 生 後 期 図 版 9－1

2 －15 C －2 0

2 W 7 4 0 2 区 A －4 2 2 ．4 四孔 縦 型 の 隅丸 長 方 形 。 木 目 に 厚 さ 1．9 cm の 板 材 。 緒 通 し孔 は大 き 板

目

ス 弥 生 中 期 後 葉 9－2

I17 4 N

S K 2 1 5 0 6

1 6 層 上 面

（17 ．3 ）

1．9

直 交 し 3 つ に 折 損 。 左 側 欠 損 。

周 囲 の端 は摩 耗 し 、 表 面 は 剥 離

して い る。

く楕 円 形 で 両 面 穿 孔 。
ギ

～ 弥 生 後 期 図 版 9－2

2 －15 C －2 0

3 W 8 7 3 2 区 A －4 （2 1 ．8 ） 四孔 縦 型 のや や方 形 か ？ 木 目 に 厚 さ 2．5 cm の 板 材 。 緒 通 し孔 は大 き 板

目

ス 弥 生 中 期 後 葉 9－3

I17 3 N

S K 2 1 50 3

16 層 上 面

（19 ．6 ）

2．5

直 交 し 2 つ に折 損 。 右 側 欠 損 。 く楕 円 形 で 両 面 穿 孔 。
ギ

～ 弥 生 後 期 図 版 9－3

2 －15 C －14

4 W 7 3 8 2 区 A －4 （17 ．3 ） 四孔 縦 型 の方 形。 木 目 に 沿 っ て 厚 さ 1．6 cm の 板 材 。 前 緒 通 し孔 か ら 板

目

ス 弥 生 中 期 後 葉

．く

9－4

I17 4 N

S K 2 1 50 6

16 層 上 面

2 1．0

－1．6

割 れ る 。下 部 欠埠 。 上 端 に か け て 薄 くな る 。 緒 通 し孔 は

大 き く 円 形 で 両 面 穿 孔 。 ギ
～弥 生 後 期 図 版 9－4

2 －15 C －2 0

，5 W 15 58 3 区 A － 4 （9．2） 四孔 縦 型 の方 形 。 や や 腐 食 して 厚 さ 1．9 cm の 板 材 。 両 面 は切 断 面 で 斜 ス

ギ

弥 生後 期 9－5

G 16 5 S 2 1．2 い る 。 表 面 に 植 物 繊 維 付 着 。 2 下 端 は加 工 面 。 緒 通 し孔 は 円形 ？で 柾 図 版 9－5

S K 3 15 1 1

15 －2 －3 層

1．9 つ の 孔 の あ た りに窪 み が 残 存 。 両 面 穿 孔 。 目 3 －15 C －3 8

6 W 7 3 4 2 区 A － 4 （2 8 ．5 ） 四 孔 縦 型 の 方 形 で 4／5 残 存 。 木 厚 さ 2．4 cm の 板 材 。 緒 通 し孔 は 大 き 板 ス 弥 隼 中 期 後 葉

一々

9－6

I17 4 N l

S K 2 15 0 6

16 層 上 面

2 7 ．9

2 ．4

目 に直 交 し 2 つ に折 損 。 表 面 は

腐 食 し、 裏 面 の両 端 は炭 化 して

い る。

裏 面 に焼 痕 残 存 。

く楕 円形 で両 面 穿 孔 。
目 ギ

～ 弥 生後 期 図 版 9－6

2 －15 C －2 0

7 W 156 1 3 区 A － 4 ． 2 4 ．6 四 孔 縦 型 の 方 形 で完 形 。 厚 さ 2．7 cm の 板 材 。 両 側 は 切 断 面 ？ 柾 ス 弥 生後 期 9－7

G 16 5 S

S K 3 15 10

1 5 －2 －3 層

2 4 ．3

2 ．7

両 端 は 転 用 前 の 調 整 と思 わ れ き れ い

に 加 工 。 四孔 の 内 側 が 厚 く両 側 の 端

に 向 って 薄 く な る 。 緒 通 し孔 は 大 き

く楕 円形 で両 面 穿孔 。 四 角 に あ けよ

う と した 刃 痕 残存 。

目 ギ ＿
図 版 9－7

3 －15 C －3 8

8 W 156 0 3 区

G 16 5 S

S D 3 1 5 12

1 5 －2 －3 層

A － 4 2 8 ．2

2 8 ．0

2 ．2

四 孔 縦 型 の 方 形 で 完 形 。 厚 さ 2．2 cm ．の 板 材 。 両 側 は 切 断 面 で

下 側 は 割 面 。 上側 は 端 に 向 か っ て 薄

くな り、 端 は き れ い な 加 工 。 緒 通 し

孔 は 円 形 だ が 方 形 に あ け よ う と した

刃 痕 が 残 存 。 4 つ と もほ ぼ 同 じ大 き

さ で 両 面 穿 孔 。 表 面 に 調 整 痕 残 存 。

板

目

ス

ギ

弥 生後 期 9－8

図 版 9－8

3 －1 5 C －3 8

9 W lO3 0 2 区

16 層 上面 か ？

重 機 作 業 中

C － 1 2 0 ．8 四 孔 横 型 の 隅 丸 長 方 形 で 1／2 強 厚 さ 2 ．7 c m の 板 材 。 足 台 は 中 央 で 板

目

ス

ギ

弥 生 中期 後 葉 10 －9

（3 0 ．4）

1．2 ・2．7

残 存 。 足 台 あ り。 左 側 欠 損 。 0 ．5 c m 窪 み 、 加 工 と思 わ れ る 。 そ の

両 面 は 平 坦 で 端 で面 取 りす る 。 足 代

の 前 方 は 幅 広 く な り厚 い 段 差 は 直 に
切 り 落 と す 。 緒 通 し 孔 は 小 さ く 方

形 。 全 面 に調 整 痕 残 存 。

～ 弥 生 後 期 図版 9－9

2 －1 5C ※

10 W 83 0 1 区 C － 1 2 1 ．5 四 孔 横 型 の 隅 丸 長 方 形 で 完 形 。厚 さ 2 ．2 c m の 板 材 。 足 代 は 平坦 で 両 板 ．

目

ス

ギ

弥 生 後 期 10 －10

K 18 4 S 4 9 ．0 足 台 あ りム 側 は 端 か ら 1甘 あ た りか ら薄 く 削 り 図 版 9－1 0

S K l 1 5 0 4 1 ．8 ・2 ．2 裏 面 に 前 後 の 緒 通 し孔 を 結 ぶ 圧 周 辺 は き れ い に面 取 りす ろ 。 足台 の 1－1 5C －0 9

15 －2 －2 層 痕 残 存 。 前 方 は 幅 広 くな り殴 葦 は斜 釧 こ切 り

落 とす 。 緒 通 し孔 は小 さ く円形 で 両

面 穿孔 。

1 1 W lO 34 3 区 B － 2 （9 ．8） 四 孔 横 型 の 隅 丸 長 方 形 で 1／2 弱 厚 さ 2．6 c m の 板 材 。 足 台 は平 坦 で緒 板

目

ス

ギ

弥 生 後 期 1 5 －1 1

G 1 6 1 N

S K 3 1 5 0 1 ・

0 3 ・0 4 の交 点

15 －2 層 下 面 ．

4 2 ．3

1 ．7 ．・2．5

残 存 。 足 台 あ り。 通 し孔 の 外 側 か ら少 しず つ 高 く な

る。 そ の 両 側 は 端 に向 か って や や 薄

く削 る 。 緒 通 し孔 は 縦 長 の楕 円形 で

両 面 穿 孔 。 荒 い 刃 痕 が 残 存 。 上 端 の

2 つ の 方 形 の 孔 も両 面 穿 孔 。 周 辺 は

き れ い に 調 整 加 工 され て い る。

図 版 9－1 1

3 －15 C －1 1

12 W 6 8 3 2 区 B －2 2 2 ．9 ・四 孔 横 型 の 長 方 形 で 完 形 。 足 厚 さ 1．9 cm の．板 材 。 足 台 はや や 右 寄 板

目

ス

ギ

弥 生 中 期 後 葉 1 0 －12

W 7 0 8 I17 3 N 4 5 ．0 台 ？あ り。 木 目 に 直 交 し 2 つ に りで 高 さ 0．1 ～ 0．2 cm と低 い。 そ の ～弥 生 後 期 図 版 9－1 2

S K 2 15 0 3

16 層 上 面

1．9 折 損 。 両 面 は平 坦 で 端 は 面 取 りす る。 緒 通

．し孔 は 小 さ く方 形 。 両 面 に調 整 痕 残
存 。

2－15 C －14

13 W 130 9 3 区 B － 4 （6．5） 腐 食 が 進 ん で お り 、 田下 駄 か ど 厚 さ 1．5c m の 板 材 。 孔 は 4．0 cm 以 板

目

ス

ギ

弥 生後 期 1 1 －1 3

E 16 1N

1 5 －2 －3 層

（1 5 ．4）

（1．6）

うか 判 別 が 困 難 。 上 と大 き い。 図 版 9－13

3－15 C －0 8

14 W 12 10 3 区 A － 4 （9．6）‾四 孔 縦 型 の 隅 丸 方 形 で 1／2 残 厚 さ 2 ．9c m の板 材 。 両 側 切 断 面 、 上 斜 ス

ギ

弥 生後 期 1 1－1 4

H 16 5 N

1 5■2 －3 層 上 面

2 1 ．2

2 ．9

存 。 腐 食 が 激 し い。 側 の 側 面 は加 工 面 か ？緒 通 し孔 は 楕

円 形 で 両 面 穿 孔 。

柾
目

図 版 9－14

3 －1 5 C －4 1

1 5 W 16 68 3 区 B － 4 20 ．0 四 孔 横 型 の 長 方 形 で ほ ぼ 完 形 。厚 さ 2 ．8 c m の 板 材 。 右 側 は 切 断 面 。板

目

ス

ギ

弥 生 後 期 1 1－1 5

H 16 5 N

S K 3 1 5 1 0

15 －2 －3 層 下 面

2 4 ．0

2 ．8

全 体 に 風 化 して いる 。 緒 通 し孔 は 楕 円 形 で や や 右 側 に 作

る 。 両 面 穿 孔 。 四角 に あ け よ うと し

て い る 刃 痕 が 残 存 し て お り刃 の 性 能

の 無 さ に よ る と思 わ れ る 。

図 版 9－15

3 －1 5 C －4 1

ー68－
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．く

実測 図版

写 真図版

全 体 図

16 W 14 52 3 区 B－4 （13 ．3） 四孔 横型 の長 方形 で 2／3 残 存。厚 さ 1．7c m の板材 。右側 は切断面。柾

目

ス

ギ

弥 生後期

．く

11－16

E 16 3 N 2 9 ．2 腐食 して いる。 緒通 し孔 は縦長 の楕 円形で 両面 穿 図版 9－16

S K 3 15 0 6

1 5 層

1．7 W 1 4 5 3 と同一素材 と思われ る。孔。荒 い刃痕が残存 。転用以前 と思

われる孔が右側 に残存。四方に穿つ

が丸 い孔 となっている。左端上下 に

2 つずつ孔 の痕 跡が残存。 表面に調

整痕残存。

ヽ

3－15 C－21 ．

17 W l 122 3 区 B－4 1 9．7 四孔横型 の長方 形で完形。表面 厚 さ約 3．0cm の板材。中央が盛 り上 板

目

斜

ス

ギ

弥 生後 期

．く

11－17

F 1 6 5 S 3 0．0 に焼痕残存。そ の範囲内 に深 い が って いる。両側に切断痕残存。両 図版 9－17

S K 3 1 5 06 ・8 ・

9 ・11 の交点

15－2－3 層上面

3．3 刃痕残存。焼 けた後の刃痕か ？ 端加工面。緒 通 し孔は円形で両面穿

孔。荒 い刃痕残存。

↓

3－15 C －36

18 W 113 1 3 区 B －4 （9．6） 四 孔 横 型 の 長 方 形 で 1／2 弱残 厚 さ1．8cm の板材。下端加工面。蹄 ス

ギ

弥生後期

．く

11－18

‘H 1 6 5 S

S K 3 1 5 10

1 5－2－3 層上面

23．5

1．8

存。腐 食が激 しく木 目に沿 って

割れ る。

緒通 し孔 の上側に圧痕 らしきも

の残存 。

通 し孔 は大き く円形。 柾

目

斜

図版 9－18

3－15 B －39

19 W l13 5 3 区 B －4 1 1．0 四孔　 型 の長方 形 で 1／2 残 存。厚 さ 1．8cm の板材。両側切 断面 、上 ス

ギ

弥生後期

ノ亡

11－19

H 16 5 S 2 3．8 腐 食 している。 端加工 面。緒通 し孔 は大 きく円形 で 柾 図版 9－19

S K 3 1 5 10

1 5－2－3層上面

1．8 両 面穿孔 。裏面に穿孔の際 の段差 が

残存 。

目 3－15 B －39

2 0 W 6 1 9 2 区 B －4 （10 ．4） 四孔 横 型 の 長 方 形 で 1／2 弱 残 厚 さ2 ．7cm の板材。両側 に切 断痕 残 板

目

斜

ス

ギ

弥生 中期後葉 1ト20

J 1 7 5 S

S K 2 1 5 0 6

1 5－2 層

28．9

2 ．7

存 。木 目と直交 して折損 。 存 。緒 通 し孔は大 きく円形 で両 面穿

孔 。

～弥生後期

ノ！

図版 9－20

2－15 B －25

2 1 W 6 3 6 2 区 B 一一4 （14 ．6） 四孔 埴 型 の長 方 形 で 1／2 弱 残 厚さ 1．7c m の板材。両側 に切断痕 残 ス

ギ

弥生 中期後葉

．く

11－2 1

J 17 8 N

S K 2 15 1 5

1 5－2 層

29 ．8

1．7

存。木 目に沿 って割 れる。 存。緒通 し孔 は大 きく円形。上端 左

右に転用前 の孔 と思われ る縦長の楕

円形の孔が残存。 両面穿孔。

柾
目

斜

～弥生後期

ノ亡

図版 9－21

2－15B －44

2 2 W 6 9 0 2 区 B －4 （7 ．5） 四孔横型 の隅丸長方 形で 1／2 弱 厚さ2 ．1c m の板材 。周 囲はきれいに ス

ギ

弥生 中期後葉

ノ亡

11－22

I 17 3 N

S K 2 15 0 3

16 層上面

（28 ．8）

2 ．1

残存。木 目に直交 して折損。 面取 りする。緒通 し孔 は方形で両面

穿孔。

柾
目

板

目

～弥 生後期

．く

図版 9－22

2－15C －14

23 W 17 76 3 区 B－4 10 ．2 四孔横 型の隅丸長方 形で 封3 弱 厚 さ2．1c m の板材 。両 側切断面。下 ス

ギ

弥 生後 期

ノ亡

11－23

G 16 0 S 2 8．8 残存。腐食 して いる。木 目に直 端、側面は調整 されている。緒通 し 図版 9－23

S K 3 15 0 1

1 5－2－3 層

2 ．1 交 して折損。 孔は方形で両 面穿孔 。表面に調整痕

残存。

♪

3－15 C －05

24 W 15 64 3 区

G 16 5 N

S K 3 15 10

1 5－2－3 層

B－4 （4 ．0）

（18．5）

1．7

四孔横型 の一部分か ？ 厚 さ 1．7c m の板 材 。孔 の 間が厚 く

な って い る。 下端 は きれ いな調 整

面。孔 は大 きな円 と思われ、両面穿

孔。

板

目

ス

ギ

弥 生後 期

ノ亡

12「24

図版10－24

3－15 C －39

2 5 W 6 3 4 1 区 B－4 （4．4） 四孔横型 の一部分か ？腐食 して 厚 さ1．4cm の板材。孔は大き く楕 円 板

目

板

目

板

目

ス

ギ

弥 生後期

．く

12－25

J 1 87 N

15－2●2 層

（24．6）

（1．4）

いる。 形 と思われ るb 図版10－25

1－15 B －25

2 6 W 13 05 3 区 A－4 （11．2） 四孔縦 型のやや方 形か ？1／2 弱 厚 さ2．3cm の板材。両側切断面。上 ス 弥生後期

．く

12－26

F 16 0 N

15－2－3 層

21．6

2．3

残存。腐 食 している。 側 はきれいな加工面。緒通 し孔 は大き

く円形で両面か ら斜めに刃が入 る。前

緒通し孔から上端までが他に比べ長い。

ギ
図版10－26

3－15 C －04

2 7 W 13 0 1 3 区 B－4 （10．7 四孔横 型で 1／2 弱残存 。腐食 し 厚 さ 1．2cm の板材。・右側 はきれ いに ス

ギ

弥生後期

．く

12－27

G 16 7 S 12 7．6 て いる。 加工 されている。残存す る下側 2 つ 図版10－27

S K 3 15 0 7

15－2－3 層

1．2 孔 の内側 に焼痕残存。 の緒通 しは表面か らの穿 ちで一気 に

刃 をお ろ している と思われ る。

ヽ

3－15 C －5 1

2 8 W lO 19 2 区 B－4 5．2 四孔横 型の隅丸 長方形 で 1／3 残 厚 さ 1．5cm の板材。緒通 し孔 は小 さ 板

目

板

目

ス

ギ

弥生中期後葉 12－28

J 17 3 S

S K 2 15 0 3

15－2 層

（35．テ）

1．5

存。 く方形 。周 囲は丁寧 に加工する。両

面 に調 整痕 残存。

中

～弥生後期

ノ亡

図版10－28

2－15 D －04

2 9 W I6 9 1 1 区 B－4 （9．2） 四孔 横型の 隅丸 長方形 で 1／2 残 厚 さ 1．4cm の板材。上側 の側面が き ス

ギ

弥生後期

′

12－29

J 1 85 N

15－2－2 層

（35．8） 存。 れ いに調整。残存 して いる穿 ちは裏 図版10－29

1．4 （小畦 畔 に矢板状 に垂直 に差 さ

れて いた。）

か らで一面一刃。 1－15A －13

1－15 B －13

1－15 C －13

30 W 17 82 3 区 ・ B－4 （7．8） 四孔 横型の 隅丸 長方形 で 1／4 残 厚 さ 1．4cm の板材。側面 はきれ いに 板

目

ス

ギ

弥生後期

′t

12－30

G 16 0 S

S K 3 15 0 1

15－2－3 層

．（30．7）

1．4

存。腐 食 している。 調整。緒通 し孔は縦長 の楕 円形で両

面穿孔 。裏面には荒 い刃痕残存 。左

端 の欠損部分は孔 の生 きか ？

　ヽ　　　　　　愈

図版10－30

3－15 C －05

3 1

3 2

W lO 18

W 14 55

2 区 B－4

B－4

（14．9） 四孔横 型の 隅丸 長方形 で 2／3 強 厚 さ2．2cm の板材。’・周辺 は丁 半に加 板

目

板

目

ス

ギ

ス

ギ

弥生中期後葉 12－3 1

J 17 3 S

S K 2 15 0 6

3 9．6

2．2　°

・残存。 工 す る。 緒通 し孔 は方形 で両 面穿

孔。

～弥生後期 図版10－31

2－15 D －04

15－2 層

3 区 24．3 四孔横 型の隅丸長方形で ほぼ完 厚 さ2．4cm の板材。・板 目状 に中央 が 弥生後期 12－32

E 16 4 N 3 9．9 形。・腐 食 している。 盛 り上がる。緒通 し孔 は楕円形で両 図版10－32

S K 3 15 0 6 脇 2．7 表面 の左半分に うっす らと焼痕 面穿孔 。4 カ所の うち 3 ヶ所 が孔 の 3－15 C －28

1 5 層 残牢0． 右側 を表面か ら、左側 を裏 面か ら穿

孔 している と思われ る。

－69－
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全 体 図

33 W l13 4 3 区 B－4 （13．3） 四孔横 型の隅丸 長方形 で 討3 残 厚 さ 1．3c m の板材。．上側 の側 面丸 く 板

目

ス

ギ

弥生後期 12－33

F 16 6 S （39．2） 存。腐食 している。孔の左側 に 加 工。右側は端 にむ けて薄 い。緒 通 図版 10－33

S K 3 1 5 0 9

15－2 －3層上 面

1．3 植物繊維 付着。 し孔 は楕円で両面穿孔。 3－15 B－42

3 4 W 145 3 3 区 B－4 2 0．5 四孔横 型の隅丸 長方形 で 討6 残 厚さ 1．6cm の板材。孔が二種類ある為 斜 ス 弥生後期 12－34

E 16 3 N 3 2．6 存。腐食 している。 転用材と思われる。周辺は丁寧に加工 柾
ギ

図版 10－34

S K 3 1 5 0 6

15 層

1．6 W 14 5 2 と同一素材 と思われ る。する。緒通 し孔は縦長の楕円形で両面

穿孔。荒 い刃痕残存。外側の孔は転用

以前と思われ、方形で両面穿孔。

目 3－15C －28

3 5 W 144 9 3 区 B－4 （11．1） 四 孔横 型 の長方 形で 1／2 残存 。厚 さ 1．6cm の板材。両側切 断面 。緒 板

目

ス 弥生後期 12－35

E 16 2 N

S K 3 1 5 0 4

15 層

35．8

1．6

腐食 している。 通 し孔 は縦 長の楕 円形 で両面 穿孔。

荒 い刃痕 残存。先端の側面 にはうっ

す らと調整痕残存。

ギ
図版 10－35

3－15 C －15

3 6 W 5 16 2 区 B－4 （12．8） 四孔 横 型 の逆台 形で 訂3 残存 。厚 さ 1．0cm の板材。緒通 し孔 は大 き 板 ス 弥生 中期後葉

．く

13－36

I1 79 S

S K 2 1 5 14

1 5－2 層上面

（35．9）

1．0

木 目に平行 して折損。 く横長 の楕円形。
目 ギ

～弥生後期 図版 10－36

2－15 B －46

3 7 W lO8 2 3 区 B－4 （13．4） 四孔横 型の隅丸長 方形で 封3 残 厚 さ 1．0cm の板材。一左側面 の面取 り 板 ス 弥生後期 13－37

E 1 6 0 N

15－2 層下 面

34．9 存。腐食 している。木 目に直交 が広 い。緒通．し孔は縦長の楕 円形 で
目 ギ

図版 10－37

1．2 し四つ に折損 。 両面穿孔 。 3－15 B －02

3 8 W 8 94 1 区 B －4 （14．6） 四孔横 型の隅丸長 方形で 1／2 強 厚 さ0．8cm の板材。右側面 は生 きて 板 ス 弥生後期 13－38

K 18 5 S

S K 1 1 5 05

15－2－2 層

（32．4）

（0．8）

残存。 いる。足 ののる位置がやや厚 い。緒

通 し孔 は縦 長の楕 円形。 目 ギ
図版 10－38

1－15 C －14

3 9 W l 132 3 区 B －4 （15．1） 四孔 横 型の長 方 形で 2／3 残存 。厚 さ1．5cm の板材。両側 ともに切 断 斜 ス 弥生後期 13－39

F 16 7 N

1 5－2－3 層上面

33 ．4

1．4

腐食 して いる。 面。下方 は厚い。緒通 し孔は楕 円形

で 両面 穿孔 。 右端 に横 長 の孔 が残
存。転用 前の部材の一部。

柾
目 ギ

図版 10－39

3－15 B －4 9

4 0 W 7 7 7 2 区 B －4 13 ．5 四孔 横型 の長 方 形で 1／2 残存 。厚 さ1．7cm の板材。両側は きれ いに 柾 ス 弥生中期後葉

′

13「40

J 17 5 S

S K 2 1 50 6

15－2 層

36 ．8

1．7

腐食 して いる。 面取 りす る。下端は割面の為転用 材

と思われ る。緒通 し孔は細長 の楕 円

形で両面 穿孔 。両面調整痕残存。

目 ギ
～弥生後期 図版 10－40

2－15 B －2 5

4 1 W 5 5 8 2 区 B －4 （19 ．3） 四孔横型 の隅丸長方 形で 4／5 残 厚 さ1．6cm の板 材。周囲はきれ いに 柾 ス 弥生中期後葉

．く

13－41

I17 3 N 3 7．9 存 。木 目に沿 って 2 つ に割 れ 面取 りす る。緒 通 し孔は縦長の楕 円
目 ギ

～弥生後期 図版 10－41

S K 2 15 0 3

15－2 層

1．8 る。裏面腐食 している。 形で両面 穿孔 。・ 2－15 B －13

4 2 W 7 2 1 1 区 B －4 （8 ．9） 四孔横型 の隅丸長方 形で 1／2 残 厚 さ1．4cm の板 材。緒 通 し孔は方形 板 ス 弥生後期 13－42

K 18 4 S

S K l 15 0 5

1 5－2－2 層

（35 ．6）

1．4

存 。腐食 して いる。

裏 面に焼痕 2 ヶ所残存。

で両面穿孔。
目 ギ

図版 10－42

1－15 C －09

4 3 W 6 0 5 1 区 B －4 （9 ．8） 四孔横型 の隅丸長方 形で 1／2 残 厚 さ1．5cm の板材。▼緒 通 し孔は方形 板 ス 弥生後期 13－43

J 18 4 S

S K l 15 0 3

1 5－2－2 層

（36 ．4）

1．5

存 。木 目に直交 し折損 。腐 食 し

て いる。

で両面穿孔。表 面調整痕残存。
目 ギ

図版 11－43

1－15 B －07

4 4 W 6 8 9 2 区 B －4 （15．0） 四孔 横型 の隅丸長方 形で 訂3 残 厚 さ2 ：Oc n lの板材。1緒通 し孔は円形 斜 ス

ギ

弥 生中期後葉 13－44

I 17 3 N

S K 2 15 0 3

1 6 層上面

（37．7）

2．0

存。 裏面は腐食 して いる。表 面

右側 に焼痕残存。

で両面穿孔。

厚 さ 1＿．7c m の板 材。 左右 の 隅丸 の

柾

目

～弥 生後期 図版 10－44

2－15 C －14

4 5 W 8 4 0 1 区 B－ 4 （15．3）‾四孔 横型 の隅丸長方 形で 訂3 残 板

目

ス

ギ

弥 生後 期 13－45

K 1 8 3 S

S K l1 5 0 3

15－2－2 層

45．1‾

1．9

存。腐 食 している。 カーブはやや アンバ ランス。左側の

み面取 りされて いる。緒通 し孔は小

さ く方形 で裏 面 か らま っす ぐに穿

孔 。下端側面 に調整痕 残存 。

図版 10－45

1－15 C －04

4 6 W 83 1 1 区 B－4 （8．8） 四孔横 型の隅丸 長方形 で 1／2 弱 厚 さ2 ．1c m の板材。周辺 を丁 寧に加 板

目

ス

ギ

弥 生後 期 14－46

K 18 4 S （32．7） 残存。木 目に直交 して折損。裏 工。緒通 し孔は縦長 の楕 円形 で両面 図版 11－46

S K l 1 5 0 4

15－2－2 層

2．1 面 は腐傘 している。 穿孔 。荒 い刃痕残存。 1－15 C －09

4 7 W l l12 3 区 B－4 （13．1） 四孔横 型の隅丸長 方形で 1／2 強 厚 さ2．7cm の板材。緒通 し孔 は輝 長 板

目

ス

ギ

弥生後期 14－4 7

G 1 6 7 S

S K 3 1 50 7

15－2－3層上面

42．5

2．7

残存。 の楕 円形で、両面穿孔。荒 い刃痕 残

存。 表面に調整痕残存。

図版 11－47

3－15 C －5 1

4 8 W 6 4 1 2 区 C －2 （7．1） 四孔横型 の隅丸 長方形 ？で約 1／厚 さ2．6cm の板材。足台、そ の両 側 板

目

ス

ギ

弥生 中期後葉 19－48

H 1 7 6 S

1 5－2 層下面

（2 6．7） 4 残存。足 台あ り。 ともに平坦。r足台の段差 は斜 めに削 ～弥生後期 図版 12－48

1．2 ・2．6 足台 は周 りを残 しへ こん で い

る。使用 の為か ？

り落 とし、荒い刃痕が残存。緒通 し

孔 は方 形で荒い刃痕残存。

2－15 B－27

4 9

5 0

W 7 2 2

W 143 0

2 区 C －2

C －2

（7．7） 四孔横型の 隅丸長 方形 ？で約 1／厚 さ1．9cm の板 材。足台、そ の両側 板

目

板

目

ス

ギ

ス

ギ

弥生中期後葉 19－49

I 17 3 N （2 7．3） 4 残存。足台あり。腐食している。 ともに平坦 と思われるd 足台 の段差 ～弥生後期 図版 12－49

S K 2 15 0 3 0．9 ・1．9 足 台は周 りを残 してへ こんで い は斜め に切 り落 とす。緒通 し孔 はや 2－15 C －14

1 6 層上面

（8．7）

る。使用の為か ？ や大 きめの方 形。
弥生後期 15■50

3 区 四孔横型 の隅丸長方 形で 訂3 ‾残 厚さ 2．伽m の板材。足台は平坦で前方

F 16 1 N r4 7．2 存。 足台あ・り。 が幅広い。・段差は斜めに削 り落 とし荒 図版 12－50

S K 3 15 0 4 1．3 ・2 ．0 足 台 は周 りを 残 しへ こんで い い刃痕が残存。足台の両側は平坦だが 3－15 B －10

1 5－2－3層 上面 る。 使用の為か ？ 端に向かってやや薄 く削る。緒通し孔

は方形。右側に荒い調整痕残存。

－70－
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木

取

り

樹

種
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′

実測 図版

写真図版

全 ‾体 図

5 1 W 93 4 1 区 C － 1 （12 ．8） 四孔横 型の隅丸 長方形 ？で 1／4 厚さ 1．9c m の板材 。足台 は平坦で別 板

目

斜
柾

目

斜

ス

ギ

弥生後期

′

19－51

K 18 4 S

S K l 1 50 4

15－2－2 層

（3 1．9）

1．3 ・1．9

強残存。足台 あ り。 方が幅広 い。段差 は斜めに削 り落 と

しその際の 刃痕 が深．く残存する。足

台の両側 は端 に向かって少 しずつ薄

くな る。端 は面取 りする。緒通 し孔

は方形。

ム

図版 12－51

1－15 C －09

52 W 5 8 4 1 区 C － 1 9．3 三孔 縦型 の隅丸長方 形 ？で 2／3 厚 さ0．3cm の板材。足 口、その両側 ス

ギ

弥 生後 斯

′　・－l－●一

19－52

K 1 84 S （42．5）－残存。 足台あ り。 ともに平坦 で前方 にやや幅広。段差 図版 12－52

S K l 15 0 4 1．2 ・3 ．0 足 台 は周 りを残 しへ こん で い は斜 めに内側に削 り落 とす。下端 に 1－15 C －09

1 5こ2－2 層 る。使 用の為か ？ も斜 めに削 り落 とし段差 を作 って い

る。緒通 し孔は楕 円形で裏面か らの

穿孔。 両面に調整痕残存 。

ム　　　　　　　 ・・1ム
53 W 6 5 5 2 区 C －1 9．0 四孔横 型 の長方 形 で 2／3 残存 。厚 さ3．4cm の板材。足 口は平坦で 削 ス

ギ

弥生中期後某 19－53－1

－1 H 1 7 2 N

S K 2 15 0 5

15－2 層

・4 1．7

1．7 ・3．4

裏面は腐食 して いる。 方 はやや 幅広。段差 はほとん ど直 に

切 り落 とす。 足 台 の両側 は端 に 向

かってやや薄 く削 る。緒通 し孔 は楕

円形で両面穿孔。左右 の位置 のず れ

が大きい。

ム　　 ‾．‾　　　 や

柾
目

斜

～弥生後期

′　・・1トト－

図版12－53－1

2－15 C －07

5 3

－2

W 6 5 7 2 区 C － 1 6 ．6 四孔 横型 の長 方形 で 1ノ3 残存 。厚さ2 ．9cm の板材 。足 口は鼻面 が節 ス

ギ

ス

ギ

弥生 中期後某 19－53－2

図版12－53－2

2－15 C －07

H 17 2 N

S K 2 1 50 5

1 5，2 層

（40 ．0）

1．5 ・2．5

足台あ り。 の様な為盛 り上が っている。段差は

斜め に削 り落 とす 。端 部も段差を作

る。足台の両側 は端 に向かってやや

薄 く削る。

ム

柾
目

～弥生後期

ノ亡54 W 8 8 1 1 区 C － 1 （8．5） 四 孔 横 型 の長 方 形 で 2／3 弱 残 厚 さ3．4c m の板 材。足 ロ、その両側 板

目

板

目

板

目

斜
柾
目

板

目

斜
柾
目

弥 生後期 ．

．く

19－54

図版 12－54

1－15 C －08
J 1 8 4 N

S K 1 1 5 0 1 ・

04 ・0 5の交点

15－2－2 層

（56．3）

2 ．0 ・3．3

存。足台 あ り。 ともに平坦。段 差をやや斜め に削 り

落 とす。緒通 －し孔は小 さく方形。

ム　　 」一55 W 7 2 0 1 区 C －1 二 14．6 四孔　 型の　 台 形で 4／5 更　子。厚 さ2．7cm の　 。足 口の 址置、 ス

ギ

ス

ギ

ス

ギ

ス

ギ

弥 生後期

′

20－55

K 1 84 S （55．7） 足台 あ り。 向 はやや右寄 り。足台 とその両側 と 図版 12－55

S K l1 5 0 5 1．4 ・2 ．8 足 台 は周 りを残 しへ こん で い もに平坦 で前方に向か ってやや幅広 1－15 C －09

1 5－2－2 層 る。使用 の為か ？

′・－t，

にな る。段 差はほ とん ど直 に削 り落

とす。 緒 通 し孔 は小 さ く方形－。両

面 、側面に調整痕残存。

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉56 W 112 0 3 区 C －3 2 1．7 四孔横型 の隅丸 長方形 で元 形。厚 さ 1．8cm の板材。緒通 し孔 の間が 弥生後期

ノ亡

20－56

図版 13－56

3－15 C －36
F 1 6 5 S

S K 3 15 1 1

15－2 －3 層上面

5 1＿．．0

1．8

木 目に直交 し2 つに折損。 荒 く削 られ 0二2cm ～ 0．4cm の深 さ

の窪 みを作る。緒通 し孔 は楕 円形 で

両 面穿孔 。前緒通 し孔 の裏面は 2 フ

とも両側が剥がれて いる。両 面とも

周 辺をきれい に加工。 周辺に向かっ

て薄 くな るよ う削る。
ム l

57 W K 15汀 3 区 ・C －3 18 ．3 四孔　 型 の隅丸長方 形で 1／2 残 厚 さ 1．6c m の板材。 中央 に低 い 口状 弥生後期

．く　　－1Hトー

20－57

G 1 6 7N （32 ．8） 存。腐食 して いる。 部 を作 り右 側 は 1 ～ 2m m 、左側 は 図版 13－57

S K 3 15 0 7

15－2－3 層

1．6 （矢板 と して転用▼されて いた。） 7m m の段差 が ある。緒 通 し孔 は大

き く楕円形で裏 面か ら多 く穿つ。右

側に調整痕残存。裏 面に もうっす ら

と残存。

ヽ

3－15A －5 1

3－15 B－51

3－15 C －52

3－15 D －30

3－15 E－03

5 8 W 7 3 5 2 区 C －4 （8．7 四孔横 型の隅丸長方 形で 1／3 弓虫 厚 さ1．7c m の板 材。緒通 し孔は大き 弥生 中期後某 14－58

図版．1ト58

2－15 C －20

I1 74 N

S K 2 1 50 6

16 層上面

（43 ．1）

2 ．0

残存。木 目に直 交 して折損。 く楕 円形で両面 穿孔 。荒い刃痕が残

存。

一，

～弥生後 期

′59 W 17 86 3 区 C －4 （8．1） 四孔横 型の隅丸長方 形で 1／2 弱 厚 さ1．6cm の板 材。表面 に大小大 き ス

ギ

弥 生後期

．く

14－59

図版 11－59G 16 1 S 5 3．0 残存。腐食 が激 しい。 さの違 う調整痕 残存。緒通 し孔は縦

SK 3 1 5 0 1

1．5－2－3 層

1．6 孔 と孔 の間に圧痕 らしき．もの残

存。

長の楕 円形 で両面穿孔。

寸ヽ血

3－15 C －11

6 0 W 8 17 1 区 C －4 （16．6） 四孔横型 の隅丸 長方 形。左側上 厚 さ1．9cm の板材。左右の作 り．が連 板

目

ス

ギ

弥 生後 期

弥 生後期

一亡

14－60

図版 10－60K 18 4 S 4 9．0 部が焼 けこげて欠損 。腐食が激 う。左側 は切 断面。緒通 し孔は縦長

S D l 15 0 2 1．9 しい。木 目に直交 し3つ に折 損。の 楕 円形 で両 面穿 孔。 荒 い刃痕 残 1－15 C －09

15－2－2 層 裏面全体 に焼 痕残存。 存。

6 1 W 14 50 3 区

E 1 6 3 N

S K 3 1 5 0 6

1 5 層

C 一一4 2 0．4

5 4．5

1．8

四孔横型 の隅丸 長方形で完形。 厚 さ 1．8cm の板材。下側 の側面のみ

垂直で 、他 の面は丁寧 に面取 りされ

る。緒通 し孔 は楕 円形 で両面穿孔 。

荒 い 刃痕 残存 。．中央 部分 が浅 く窪

む。裏 面は調整痕残存。
寸ヽ血

板

目

斜

ス

ギ

14－6 1

図版 1ト61

3－15 C －21

6 2

6 3

W lO 33

Ⅵ76 2 4

3 区 C －4

C －4

1 8．8 四 孔横型 の隅丸 長方形 で完形 。厚 さ2．7cm の板材。左右 の作 りが連 ス

ギ

ス

ギ

弥生後期

弥生後期

14－62

G 1 6 1 S

S K 3 1 5 0 1 ・

03 ・04 の交点

15－2 層下面

1 区

由 ．3

2．7

（6．1）

腐食 している。

四孔 横型 の隅丸 長方形で 1／3 残

う。右側 が丸み を持つ。上側 に切 り

欠 きの様な部分が残存。緒通 し孔 は

縦長 の楕円形で両面穿孔。穿孔 の広

い斜 め の面 が 4 つ とも 内側 に当 た

る。荒い刃痕残存。表面に調整痕残存。

厚 さ 1．5c m の板材。緒通 し孔 は円形

柾

目

板

目

図版 1ト62

3－15C －11

15－63

I1 84 S

S K l 1 5 0 3

15－2－2 層

（40．9）

1．5

存。腐 食 している。 と思われる。左側面 は面取 りしてい

る。

図版 11－63

1－15 B－05

ー71－
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実 測図版

写真図版

全 体 図

64 W l17 3 3 区 C －4 （6 ．7） 四孔横 型の隅丸 長方形で 1／3 残 厚 さ 1．3cm の板材。緒通 し孔 は小さ 板

目

ス

ギ

弥生後期 15－64

H 16 7 N 4 1．4 存。木 目に直交 して折損。裏面 な 楕 円形 で裏 面 か らま っす ぐ に穿 図版 1ト64

S K 3 1 5 0 7

1 5－2－3層上面

1．2 に少 し焼痕残 存。 孔。右 側上端 に加工痕残存 。 3－15 B －53

6 5 W l13 3 3 区 C －4 （10 ．0） 四孔横 型の隅丸長 方形で 1／2 弱 厚 さ 1．7cm の板材。周囲 はきれ いに 板

目

ス

ギ

弥生後期 15－65

F 16 6 S

S K 3 1 5 09

1 5－2－3層上面

40 ．5

1．7

残存。腐食 している。 加工 してある。緒通 し孔 は小 さくき

れ いな 円形で両面穿孔。裏面 に穿孔

の際 の剥 がれ ？が残存。欠損 の切 断

面 は転用 の為か ？

図版 11－65

3－15 B －42

6 6 W 2 2 5 1 区 C －4 （6 ．7） 四孔横型 の隅丸長 方形で 1／3 残 厚 さ1．6cm の板材。両側 にきれ いな 板

目

ス

ギ

弥生後期 15－66

J 1 9 1N 4 9 ．6 存 。腐食 して いる。 カー ブを作 り出す。緒通 し孔 は小 さ （河川 侵 食 に 図版 11－66

S R l O 6 0 3 覆

土 A

1．6 く円形で両 面穿孔。表面 にわずか に

調整痕残存 。

よ り流入か） 1－05 C －59

6 7 W 8 4 3 1 区 C －4 （9 ．9） 四孔横型の隅丸長方 形で左下側 厚 さ1．0cm の板 材。右端に刃痕が残 斜
柾
目

ス

ギ

弥生後 期 15－67

K 18 3 S

S K l 15 0 3

15－2－2 層

（22．9）

（1・0）

1／4 残存。 存 し切断面 と思 われる。緒通 し孔 は

方 形。 表面 に調整 痕が うっす ら残

存。

図版 11－67

1－15 C －04

6 8 W 5 9 9 1 区 C －4 17．0 四孔横 型の 隅丸長方 形で完 形。厚 さ1．5c m の板材 。周辺をきれい に 板

目

ス

ギ

弥 生後 期 15－68

W 6 4 3 I1 8 5 S ・N

1 5－2－2 層

42．3

1．5

2 つ に切断か ？ 面取 りす る。緒通 し孔は方形で両面

穿孔。両面 に調 整痕 残存。

図版 11－68

1－15 B－10

1－15 B－11

6 9 W 14 54 3 区 C －4 2 1．9 四 孔横型 の隅丸 長方 形で完 形。厚 さ1．8c m の板材。緒通 し孔は小 さ 斜
柾
目

ス

ギ

弥 生後期 15－69

E 16 4 N

S K 3 1 5 0 6

15 層

53．3

1．8

木 目に沿って 3 つ に割れ る。腐

食が進 む。

前後 の緒 通 し孔 をつな ぐように

幅 1．0c m 弱の圧痕が残存 。

な円形で裏面か らの穿孔か ？ 図版 11－69

3－15 C －28

70 W 172 6 3 区 C －4 （8．7） 四孔横 型の隅丸 長方形 で 1／2 残 厚 さ1．7c m の板材。緒通 し孔 は方 形 板

目

ス

ギ

弥生後期 16－70

G 16 1 S

S K 3 1 5 0 1 ・

03 ・0 4の交点

15－2－3 層

41．7

1．9

存。表面 は腐食 して いる。 で両面穿孔。下端 と裏 面前面に調整

痕 残存。

図版 11－70

3－15 C －11

7 1 W l（X）5 2 区 C －4 （9 ．6） 四孔横 型の隅丸 長方形で 即3 残 厚 さ 1．7cm の板材。緒通 し孔 は小さ 板

目

不

明

弥生中期後葉 16－7 1

J 1 7 7 N

S K 2 1 50 6

3 8 ．9

1．7

存。木 目に直交 し折損。 く方 形で両面穿孔。 ～弥生後期 図版 11－71

2－15 D －14

7 2 W 72 9 1 区 C －4 （7 ．2）‘四孔横型 の長方形 で上部 1／3 残 厚 さ1．6cm の板材。両側面 は両面か 板

目

ス

ギ

弥生後期 16－72

K 18 4 S

S K l 15 0 5

15－2－2 層

50．1

1．6

存ム ら削 り面取 りする。緒通 し孔 は小 さ

く方形 で直 線 的な 穿孔 。 両面 に幅

1．0cm の調整痕残 存。

図版 11－72

ト15 C －09

7 3 W 5 7 6 2 区 C －4 16．8 四 孔 横 型 の 長 方 形 で 完 形 。厚 さ2．5cm の板 材。上端は割面。下 斜

柾
目

ス

ギ

弥 生中期後葉 16－73

I17 3 N

S K 2 15 0 3

15－2 層

48．7

2．5

W 7 0 1 と類似。 同一部材か ？ 端 と表面 に調整痕 残存。両側面は切

断痕残存。緒通 し孔 は小さ く方形で

裏面か らの 穿孔 が主と思われる。表

面に穿孔 の際の剥がれが残存。

～弥生後期 図版 11－73

2－15 B －13

74 W 7 0 1 2 区 C －4 1 7．4 四 孔 横 型 の 長 方 形 で 完 形 。厚さ 2．3c m の板材 。上端 と表面に調 斜
柾
目

ス

ギ

弥 生中期後 葉 16－74

I1 7 3 N

S K 2 15 0 3

1 6 層 上面

48．6

2．3

W 5 7 6 と類似。 同一部 材か ？ 整痕残存。下端 は割 面。両側面は切

断痕残存。緒通 し孔 は小さ く方形で

裏面か らの穿孔が主 と思 われる。表

面に穿孔の際の剥がれ が残存。

～弥 生後期 図版 1ト74

2－15 C －14

7 5 W 14 3 3 3 区 C －4 1 7．1 四孔横型の長方形で完形。木目に 厚 さ 1．6c m の板材。下側表 面のみ調 板

目

ス

ギ

弥生後期 16－75

W 14 3 4 F 1 6 1N 4 8．0 直交し折損。腐食が激しい。裏面 整痕残存 。両端 は丸 く加工 される。 図版 11－75

S K 3 1 5 04 1．6 右上に斜めに筋状の圧痕残存。ま 両側 切断面。緒通 し孔 は四方に穿つ 3－15 B－10

15－2－3 層 た、緒通し孔の上か ら上端にかけ

てわずかに筋状の圧痕残存。

が丸 い孔 となって いる。 両面穿孔。

76 W 5 3 4 2 区 C －4 （5 ．0） 四孔横 型の隅丸長 方形で 1／2 残 緒通 し孔 は大き く楕 円形。 板

目

ス

ギ

弥生中期後葉 17－76

I1 76 N

15－2 層 中間

（36 ．1）

0．8

存。木 目に直交 し折損。腐食が

激 し‘い。

～弥生後期 図版 12－76

2－15 B －30

7 7 W 14 39 3 区 C －4 ．（10．1） 四孔横型 の隅丸長方 形で 1／2 残 厚 さ2．0cm の板材。周辺は丁寧な調 板

目

ス

ギ

弥生後期 17－77

F 16 1 N （47．0） 存 。木 目に直交 し折損 。やや腐 整。緒通 し孔 は小さ く方形で両面穿 図版 12－77

S K 3 15 0 4

15 層

2．0 食 している。 孔。裏面 には右 の孔よ り0．7c m ずれ

て深 さ0．5c m の刃痕 が残存。穿ちの
痕跡 と思われ る。

3賀15 B －10

7 8 W 6 40 2 区 C －4 （10．7） 四孔横 型で 1／3 弱残 存。木 目に 厚さ 1．6c m の板材 。下端 の左右の形 板

目

ス

ギ

弥 生後 期 17－78

H 17 2 S

1 5－2 層

（53．5）

1．6

直交 し折 損。 が違 う為転用材 と思 われる。緒通 し

孔 は小 さく楕 円形 で両 面穿孔。裏面

に調整痕残存。

図版 12－78

2－15 C －06

7 9

8 0

W 6 3 4 2 区 C －4

D － Ir

2 1．5 四孔 横型 の隅丸 長方形 で完 形。厚 さ 1．5cm の板 材。 緒通 し孔 は方 板

目

板

目

ス

ギ

ス

ギ

弥生‘中期後葉 17－79

W 6 3 5

W 8 6 4

J 1 74 S

S K 2 15 0 6

15，2 層

1 区

49 ．1

1．5

2 7．7

木 目に直交 し折損。腐食 して い

る。‘

縦 型の田下駄か ？木 目に直交 し

形 。両 側の二対の孔 は補助孔 と思わ

れ 、大き く楕 円形で両 面穿孔。

厚 さ 1．7cm の板材。上方 を長 い弧状

～弥生後期

弥生後期

図版 12－79

2⊥15 B－20

17－80

J 1 84 N

S D l 15 0 2

1 5－2－2 層

（6．5）

1．7

折 損。 に削 り出す。緒通 し孔 は大 きぐ横 長

の楕 円形 で両面穿孔。

図版 12－80

1－15 C －08

－72－
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日
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号

登

録

番

号

調査 区

グ リッ ド

出土遺構

出土層位

器　 種

法量（cm）

縦

横

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 由　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測図版

写真図版

全 体 図

81 W 2 3 6 3 区 D － I （32．5） 三孔縦 型で 訂3 弱残存 。木 目に 厚 さ 2 ．6c m の板 材 。隅 を大き く欠 板 ス 奈良時代 17－81

G 16 4 N （14．3） 直交 し折損。裏面 は腐食が激 し く。緒通 し孔 は大き く方形で、直線
目 ギ

図版 1－2－81

S K 3 1 2 0 5

1 3 層 上面

2．6 い。 的な穿孔。 3－12 B －44

8 2 W 1 7 7 3 区 D － I 2 8．2 三孔縦型 の隅丸長 方形で ほぼ完 厚 さ2．7cm の板材。四隅の面取 りが 板 ス 奈良時代 17－82

H 16 7 S

1 1 層 上面

17．3 形。両面 ともに腐 食。 丁寧 。 緒通 し孔 は楕 円形 で両 面穿
目 ギ

図版 12－82

2．7 表面左側一 部にうっす らと焼痕

残存。

孔。 3－12 A－70

8 3 W 2 6 7 1 区 D － I 3 6．4 三孔縦型 の長方形で完形。木 目 厚 さ 1．4cm の板 材。両端 は切断 面。板 ス （中世 ？） 17－83

J 18 5 N

S R lO 6 0 3

1 2．8

1．4

に直交 して折損 。

後緒通 し孔 あた りの両側 に長 さ

6cm 前後 の圧痕 残存。

緒通 し孔 は楕 円形。
目 ギ

図版 12－83

1－05 C －21

8 4 W 1 9 9 2 区 D － I 4 4．9 三孔縦 型の長方 形か ？5／6 強残 厚 さ 1．5cm の 板材 。 四隅 を短 く欠 斜 ス 奈良時代 17－84

I1 7 6 N

S K 2 12 0 5

12 層

17．1

1．5

存。木 目に沿って割れる。腐食

が激 しい。

く。緒通 し孔は大 きく楕 円形 。 柾

目 ギ
図版 12－84

2－12 C －41

8 5 W 3 12 3 区 D － I （25．7） 三孔縦 型の隅丸 長方形 で 1／3 弱 厚 さ 1．5cm の 板材 。緒 通 し孔 は方 板 ス 奈良時代 17－85

I1 6 6 S

1 3 層上面

（4．5） 残存。腐 食 してい る。 形。 前緒通 し孔 が中心 よ り右寄 り、
目 ギ

図版 12－85

（1．7） 表面 の上方 に圧痕、上半分 に焼

痕残存 。

後緒通 し孔 か ら下端 まで が長 い。

周辺 は丁寧 に加工。

3－12 B －64

8 6 W 2 3 9 3 区 D － I （45．2） 三孔縦型 の隅丸長方形で ほぼ完 厚 さ 1．8cm の板材。上部 の生 きの部 板 ス 奈良時代 18－86

H 16 4 S 2 1．0 形。腐 食が進み木 目に沿 って剥 分 の面取 りが細か く丁寧。緒通 し孔
目 ギ

図版 13－86

S K 3 12 0 3

1 3 層上面

1．9 がれて いる。 は小 さく方 形。．穿孔の鋭 い刃痕 が明

瞭 に残存 。

3－12 B －4 5

8 7 W 2 6 5 1 区 D － I 5 8．7 三孔縦 型の舟形で完形。他 に比 厚 さ2．2cm の板材。長軸 に沿 って四 板 ス 奈良時代 18－87

J 18 5 N 18．6 ベ大型 。木 目に直交 し折損。下 ．隅を欠 く。下方が細 い。緒通 し孔 は
目 ギ

図版 13－87

S D l 12 0 5 2．2 方 は反 っている。 小さく方形で両面穿孔。‾．両端 に斜め

に削った幅約 1．0cm ．の加工あ り。

1－12 B －2 1

8 8 W l l l 2 区 D － I 6 2．8 三孔縦型 でほぼ完形。他 に比べ 厚 さ2．1cm の板材。先端 は細 かく刃 板 ス 奈良時代 18－88

H 1 7 5 N 16．8 大型 。下方 1／3 両面 ともに中央 を入 れ矢 板状 に加 工 。下 端 は加 工
目 ギ

図版 13－88

S K 2 12 0 5

1 1 層下面

2．4 が木 目に沿って剥がれ る。 面 。両 側 面 は割 りっぱな しの荒 い

面。緒 通 し孔 は 小 さ くきれ いな 円

形。表 面には穿孔の際 の剥がれ が残

存。後緒 通 し孔右側 には穿孔 の際の

取 り残 しのよ うに孔半分 ほどふさが

る。 この孔 は使用 された か ？板 は未

使用 か ？

2－12 C －32

8 9 W 3 8 0 2 区 D － I 6 0．3 三孔縦 型の長方形で完形 。他 に 厚 さ 1．8cm の板材。両固 、左 側面は 板 ス 奈 良時代 18－89

I1 7 7 S

12 層

16．2 比べ大 型。木 目に直交 して割 れ 切 断面 で右側面 のみ転 用前の 生き。
目 ギ

図版 13－89

1．8 る。表 面のみ色が黒 く変 色。 緒通 し孔 は方形．で穿孔 の仕方 が方向

によ り違 う。長軸 に直交 する穿ちは

垂 直に一刀、平行す る穿ちは丸 みを

持 ち一刀ではな い。

2－12 C －48

9 0 W 84 9 3 区 D － I （88．2） 三孔縦 型の長方形で完形 。木 目 厚 さ2．7cm の板材。転用 材と思 われ 板 ス 奈良時代

ノて　　　－こ．t‾

20－90 ．

W 8 53 F 1 6 5 N （15．4） に直交 して 2 つに折損。腐食が る。 下端 の み切 断面 。両 側 に長 さ
目 ギ

図版 13－90

F 1 6 5 S

1 3 層 上面

2．7 激 しい。． 4 ．0cm 、幅 1．2 ～ 1．8cm の切 り欠 き

が 2 つず つ残存。緒通 し孔 は前寄 り

に作 り．方形で表面か らの穿孔 。鋭 い

刃痕 が残存。

3－12 B －50

3－12 B －49

9 1 W lO2 8 2 区 D － Ⅱ 42．9 切 り欠 き状。完 形。 天地不 明。厚 さ2．2cm の板材。上端 は転用 以前 板 ス 弥生 中期後某

ノ亡

18－9 1

J 1 7 5 S

1 5－2 層

18．6

2．7

表面 に線 状刃痕残存。 の加 工。下端 は切断面。 雨側面 に2

つず つ切 り欠き を作 る。 四つ の切 り
欠 きは両 側 ともに7．5cm 間隔で、右

側 を上 に斜め に位置す る。

目 ギ
～弥生後期 図版 13－91

2－15 D －11

9 2 W 73 0 2 区 D － Ⅱ 44．8 切 り欠 き状 。右側一部欠損。天 厚 さ 2．2cm の板材。両 端 は切 断面。板 ス 弥生 中期後葉

．く

18－92

J 1 7 3 S

S K 2 15 0 6

1 6 層 上面

17．9

2．4

地不 明。 両 側面 に 2 つず つ切 り欠き を作 る。

四つ の切 り欠 き は左 側 8．6cm 右 側

6．5cm 間 隔で右側 をやや上 に斜 めに
位置す る。転用以前の孔が下方 左側

に残存。右 側に孔の痕跡が残存 。両

面 とも調 整痕残存。

目 ギ
～弥生後期 図版 13－92

2－15 C －13

－73－
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登

録

番

ロ巧
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グ リッ ド

出土遺 構

出土層位

器　 種
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縦

横

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測 図版

写真 図版
全 体 図

1 W O 4 0 3 区 B－ 2 4 4．4 右 足用 で完形 。舟形 。孔止 め。

ヽ

厚 さ 1．5 cm の 板材 。長 軸 に沿 っ て

，ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　中．，h

板 ス 奈良時代 7－1

E 16 0 N

12 層下面

足板

15．5 裏 面両端 には 、．輪の圧痕 が 0．7 カー フを描 きなが ら四隅 を欠 く。 両
目 ギ

図版 14－1

1．5 ～ 0．9 cm の幅で残存。緒通 し孔

の間には、幅 8．0 c m の横木 の圧

痕が 残存。

端 を斜 めに削る。枠固定用孔 は方 形

で両端 に穿 つ。緒通 し孔 はほぼ同 じ

大 き さだが 、形 はバ ラバ ラで多 角

形。前孔 は 2 つ並んで穿つ。枠 固定

用孔 、緒通 し孔 ともに両面穿孔 。両

面 に調整痕 残存。

3－12 B －0 6

横木 8．8 完 形で 、使用 時の左右 も明確 。厚 さ 1．3 cm の板材。両端 を斜 めに削

ヽ
板 ス

4 4．9 表 面 に幅 1 4．1 cm の、 白 く変色 る。枠 固定 用孔は五角形 に近 く両 面
目 ギ1．3 した足板の圧痕が残存。わずか

で ある が、 重 みで た わん で い

る。表面、両端の孔の横が 白く

変色 しているの は、輪 との緊縛

の痕 跡か ？

穿孔。両 面に調整痕残存。

輪 幅 1．5 枝 材で 封5 強残存 するが、ポ ロ 下 にあた る面を平 らに加工 し、丸 い 芯 ヤ

厚 1．2 ポロで割れる。 部分 にも加 工の痕跡 あり。 持
材

ナ
ギ
属

寧 W 4 95 2 区

13 層上面

A － 1 6 1．5 三 孔 縦 形 の有 頭状 の 方形 で完 厚 さ 1．9 cm の板材。両面、両 側面 と 板 ス 奈良時代 2 1－2

10．5

1．9

形 。挟れ止め。 もに割面。 緒通 し孔 は丸 く小 さい。

数 回 の穿孔 によ り、 さ さ くれ て い

る。両端 の挟れ と頭部 を作 る際の加

工痕が きれいに残存。

目 ギ
図版 15－2

2－12 C ※
（13層除去中）

3 W 5 33 3 区 A － 1 5 6．8 三孔 縦形の有頭状で四隅 を長 く 厚 さ 1．7 cm の板材。湾 曲 して いる。板 ス 奈良時代 2ト3

F 16 5 S 9．6 切 り欠 く。完形。挟れ止め。表 長軸 に沿 って四隅 を欠 く。 上方の挟
目 ギ

図版 15－3

S K 3 12 0 5 1．8 面は腐食 して いる。使用 の圧痕 りは深 く、有頭が大き い。下方 の挟 3－12 B ，4 9

13 層上面 はわか らず。 りは浅 く、有頭は小 さい。緒通 し孔

は丸 く小 さい。両面穿孔。裏 面の調

整加工 は丁 寧。輪のあた る部分 の面

の調整か ？

4 W O 70 2 区 A － 1 5 2．9 三孔 縦形の有頭状で四隅 を長 く 厚 さ 1．4 cm の板材。長軸 に沿 って四 板 不 奈良時代 2 1－4

I 17 6 S 1 1．3 切 り欠 く。 ほ ぼ完 形 。挟 れ止 隅 を欠 く。 緒通 し孔は方形 で小さ く
目 明

図版 15－4

S K 2 1 2 0 2 ・

0 3 ・0 4 ・0 5 の

交点

1 2 層

1－．4 め。 下 1／3 両 面 と もに 木 目 に

沿 って中央が剥がれ る。残存状

態 はよ くない。

裏 面、緒通 し孔 の間に幅 5．6 cm

の圧 痕、挟 りの部分 に幅 1．5 cm

の圧 痕が残存。

ほぼ同じ大 きさ。両面 穿孔 。 2－12 B －4 0

5 W 3 2 0 2 区 A － 1 4 8．3 三孔縦 形の有頭状の方形で ほぼ 厚 さ 1．7 cm の板材。両端 に枠 固定 用 板 ス 奈良時代 2 1－5

H 17 7 N

1 2 層

11．6 完形 。木 目と直交 して亀裂が入 の挟 りを入 れ、圭頭型 に近 い形 を作
目 ギ

図版 15－5

1．8 る。使 用の圧痕 はわか らず。 る。緒通 し孔は、小 さな楕 円形。 2－12 C －4 7

6 W 8 4 6 3 区 A－ 1 （9．0） 足板 か ？端部のみ残存 し、腐食 厚 さ 1．2 cm の板材。両端 をカーブを 斜 ス 奈良時代 2 1－6

F 16 4 N （1 7．0） して い る。 表 面 に線状 刃 痕残 描 いて欠 く？縦方 向 に挟 り、 2 つ の 柾
ギ

図版 15－6

S K 3 12 0 1

13 層上面

（1．3） 存。 左側にのみ、斜め に圧痕が

残存 。裏面には、 くびれの部分

に幅 0．9 cm の うっ す ら と した

圧痕 がみ られる。

突起状 を作 る。 目 3－12 B －4 2

7 W O 6 3 2 区 A － 1 （3 0．8） 三孔縦 形 ？の有頭状の方形。挟 厚 さ 1．5 cm の板材。下部両側 に他 と 板 ス 奈良時代 2ト7

H 17 6 N 1 1．2 れ止 め。木 目に直交 し折損。下 比べて細 い挟 りを入れ る。孔 と思 わ
目 ギ

図版 15－7

S K 2 1 2 0 2 ・

0 3 ・0 4 ・0 5 の
交点

1．5 方約 1／2 残＿存 。

決 りの部 分 に 幅一0．7 cm の輪 の

圧痕 ？が残存。

れ る痕跡 が 2 つ残 存。 2－12 B －3 9

8 W O 6 2 2 区 A － 1 6 2．7 三孔縦形 の有頭状の方形。挟れ 厚 さ 1．5c m の板 材。下部の頭部 の形 板 ス 奈良時代 2 1－8

H 1 7 6N （9．0） 止 め 。 中央 で木 目に直 交 し折 が他 とは違 う。挟 りの刃の入れ方 も
目 ギ

図版 15－8

S K 2 1 2 0 2 ・ 1．5 損。上 部右 側欠損。両端の形が 上部 とは異 なる。緒通 し孔 は丸 く小 2－1 2 B －3 9

0 3 ・04 ・0 5 の
交点

異な る。 さ い。穿孔 はきれいではな く、ささ

くれが残存。

9 W 2 11 2 区 A － 1 （4 3．0） 三孔縦形 の有頭状の方形で ほぼ 厚 さ 3．8c m の板 材。長軸 に沿 って 四 斜 ス 奈良時代 22－9

I1 7 7 N

12 層

7．8 完形。挟 れ止め。 隅 を欠 く。上方 の頭部は圭頭型 に近 柾
ギ

図版 15－9

3．8 裏 面 上方 に幅 1．5 cm の 圧痕 残

存。

いが、下方 は直線 的。緒通 し孔 は方

形で小 さい。両 面穿孔。表面、両側

面に調整痕残存 。

目 2－1 2 C －4 9

10 W 7 7 4 3 区 A － 1 （4 2．8） 三孔縦形 の有 頭状の方形。挟れ 厚 さが一様で はな く外側が厚 い。長 斜 ス 奈良時代 2 2－1 0

G 16 7 N

1 3 層上 面

12 ．9 止め。上端 は欠損 ？裏面は少 し 軸に沿 って 四隅を欠き、その まま挟 柾
ギ

図版 15－1 0

1．8 腐 食。 両 端部 、 側面 に焼痕 残

存。使用 の圧痕 はみ られず。

りを作る。有頭 の頭 は平 ら。緒通 し

孔は方形で 、ほぼ同 じ大き さ。両面

穿孔。

目 3－1 2 B －6 9

1 1 W 1 8 1 2 区 A － 1 （5 2 ．9） 一孔縦形 の有頭 状で四隅を長 く 厚さ 2 ．2 c m の板材 。長 軸に沿 って 四 板 ス 奈良時代 2 2－1 1

I17 5 S 12 ．9 切 り欠 く形 でほぼ完形 ？挟れ止 隅を欠き、下方 はそ のまま挟 りを作
目 ギ

図版 15－1 1

S K 2 1 20 4

1 2 層

2 ．2 め。 る。上方 には挟 りは見 られな い。緒

通 し孔 は前 のみ で 、表 面か らの穿

孔。後ろは、孔 の代 わ りに両側面 に

切 り欠き を作 る。

2－1 2 C －3 3

－74－
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12 W 2 8 6 2 区 A － 1 4 8 ．8 三 孔 縦 型 の有 頭状 の 方 形で 完 厚さ2 ．6c m の板材 。上部のみ両側を 板 ス 奈良時代 22－12

H 1 77 N

12 層

16 ．8 形。前方のみ決れ 止め。腐 食 し 長軸に沿って欠 き、．浅 く短い挟 りを
目 ギ

図版 15－12

2 ．6 ている。裏面後孔 の前 に横 木の

圧痕 と思 われ る幅 4．7cm の 変

色部分あ り。

作る。下端 は切 断面。緒 通 し孔は方

形で両面穿孔。

2－12 C －47

13 W 6 5 4 3 区 A －2 5 2 ．6 三孔縦型の舟形。孔止 め。下部 厚 さ 1．5c m の板 材 。長 軸 に沿 って 板 ス 奈 良時代 22－13

F 16 4 S・

13 層 上面

11．7

1．8

右側欠損。 カ＿－ブを描 きなが ら四隅を欠 く。上

部のみ大 きく丸 い頭を作る。両端 と

もきれ いに面取 りが してある。緒通

し孔は小 さく多 角形。枠固定用孔は

倍の大き さで方 形。

目 ギ
図版 15－13

3－12 B－41

14 W 3 7 1 2 区 A －2 （3 7．5） 三孔縦型の舟形。孔 止め と挟れ 厚さ 1．8c m の板 材。長軸に沿って四 板 不 奈 良時代

ヽ

22－14

H 1 7 7N

12 層

14 ．0 止 め併 用。 下 方 と上 方 右側 欠 隅を欠 く。 上部 左側に浅い決 りがあ
目 明

図版 15－14

1．8 損。表面腐食が著 しい。 り、そ の上 に頭 を作 る。枠 固定 用

孔 、緒通 し孔 とも 1cm 前後 の方 形

で表面か らの穿孔 。

2－12 C －47

1 5 W 2 3 5 3 区 B－2 3 2．8 三孔縦型 の舟形 でほぼ完形。孔 厚 さ1．3c m の板 材。長軸に沿って四 板

目

ス

ギ

奈 良時代 23－15

H 1 64 N

13 層上面

12．5 止め。表面 は風化 していて残存 隅 を欠 く。枠 固定 用孔は緒通 し孔よ 図版 16－15

1．3 状態 は良 くない。 りやや 大 き く、 ともに方形 に近 い。

左右側面 に加工痕残存。

3－12 B－46

1 6 W 3 0 9 1 区 B－2 4 9．6 三孔縦型 の舟形 でほぼ完形。孔 厚 さ 1．5c m の板 材 。長 軸 に沿 って 板 ス 中世 23－16

K 1 8 8 S 1 1．2 止め。木 目に直交 して 2 つの折 カープ を描 きなが ら欠 く。上端に枠
目 ギ

図版 16－16

S R lO 6 0 3 ① 1．5 損、腐食が進 んでいる。 固定 用の孔 を作 る。下端 にはな し。 1－05 C－43

上層 使用 の圧痕 はわか らず。 緒通 し孔 は方形で枠固定用孔よ りや

や大 きく両 面穿孔。

17 W 2 6 8 2 区 B－2 5 0．5 三 孔縦 型 の舟 形 で完 形 。孔 止 厚 さ1．8cm の板材。長軸 に沿 って四 板 ス 奈 良時代 23－17

H 1 7 7 N

12 層

14．5

1．8

め。 隅 を欠 く。枠 固定用孔の横幅は緒通

し孔の倍 の大きさで、 ともに横長の

は っきりした方形。鋭利な刃物での

裏面か らの穿孔か ？上部、下部の側

面 に加工痕 が残存。

目 ギ
図版 16－17

2－12 C －47

1 8 W 2 0 6 2 区 B－ 2 6 3．3 三 孔縦 型 の舟 形 で 完形 。孔 止 厚 さ2．0cm の板材。長軸 に沿 って四 板 ス 奈良時代 23－18

J1 78 S ・I17 8 N

S K 2 12 0 5

12 層

11．0

2．3

め。 隅 を欠 く。枠 固定用孔は緒通 し孔の

約 2 倍の大 きさで、 ともに方形。両

面穿孔。両 側面の直線部分 にも刃痕

が残存。

目 ギ
図版 16－18

2－12 C －57

2－12 C －58

1 9 W 8 5 0 3 区 B －2 4 4．7 三 孔縦 型 の舟 形 で 完形 。孔 止 厚 さ2．2cm の板材。長軸 に沿 って四 板 不 奈良時代 23－19

F 1 6 5 S

13 層上面

13．0 め。全体 に腐食が激 しい。W 85・1 隅 を欠 く。 枠 固定 用孔 、緒 通 し孔
目 明

図版 16－19

2．2 とセ ッ ト関係か ？ は 、 ともに方形 でほぼ 同 じ大 きさ。

両 面穿孔。 上下端の両側面 に加工痕

残存。両 面に調整痕残存。

3－12 B－49

2 0 W 8 5 1 3 区 B－ 2 4 5．5 三 孔縦 型 の舟 形 で 完形 。孔 止 厚 さ2．0cm の板材。長軸 に沿 って四 板

目

不

明

奈良時代

ヽ

23－20

E 16 5N ・F 165 S 1 4．0 め。裏 面は割面。W 85 0 とセ ッ 隅 を欠 く。 枠固定用孔 、緒通 し孔 と 図版 16－20

S K 3 1 2 0 5 脇

13 層上面

2．0 ト関係か ？ もに方形 でほぼ同 じ大 きさ。鋭利な

刃物 による両面穿孔。側面 に加工痕

残存。表 面に調整痕残存。

3－12 B－48

3－12 B－49

2 1 W 5 9 9 3 区 B－ 2 4 3．7 三孔縦 型の舟形 で約 90 ％残存 。厚 さ1．1cm の板材。長軸 に沿 って四 板 ス 奈良時代 24－2 1

W 6 0 0 F 1 6 5 N （10．0） 孔止 め。6 つ に折損 し、腐食が 隅 を欠 く。 両面 に調整痕残存。枠固
目 ギ

図版 16－21

S K 3 12 0 2 1．1 激 しい。 定用孔 は五 角形。緒通 し孔 は方形で 3－12 B－50

13 層上面 裏 面 上端 に 幅 1．0cm の 輪 の圧

痕 ？残存 。

や や小 さい。 左側 面 中央 に孔 が残

存。

22 W 8 4 7 3 区 B－ 2 （46．0） 三孔縦型 の舟 形。孔止め。両端 厚 さ1．6cm の板材。長軸 に沿 って四

　ヽ　　　1さ
板

目

ス

ギ

奈良時代

ヽ

24－22

F 1 6 5 N

13 層上面

15．5 が欠落 し、裏 面が少 し腐食。使 隅 を欠 く。 表面上端左側のみ 、溝が 図版 16－22

1．9 用痕 はわ か らず 。 作 られて いる。上部は左右の形が異

な る。枠 固定用孔は両端 とも欠落 し

て いるが 、三角形 と思われる。緒通

し孔 は五角 、六角の刃痕が残存。両

面穿孔。

3－12 B－49

2 3 W 3 4 8 3 区 B－2 3 7．2 三孔縦型 の舟形 。孔止め。上方 厚 さ1．3cm の板材。長軸 に沿 って四 斜 ス 奈良時代 24－23

G 16 8 N

1 3 層上面

（8．4） は生 きか否 かわか らず。木 目に 隅 を欠 く。 緒通 し孔は楕 円形。枠固 柾
ギ

図版 16－23

1．3 沿 って折損。腐 食が進み残存状

態は 良くない。

使用 の圧痕 はわか らず。

定用孔 は方 形で両面穿孔。 目 3－12 B－78

2 4 W 3 0 7 1 区 甲‾2 （47．6） 三孔縦 型の舟形 で 4／5 残存。孔 厚 さ1．0cm の板材。長軸 に沿 って四 板 ス 中世 ？ 24－24

J 18 8N ・K 188 S （10．1） 止め。腐食が進 み、残存状態 は 隅 を欠 く。 上端には枠固定用孔 と思
目 ギ

図版 16●24

S R l O 6 0 3 ② 1．0 良 くな い。 われ る痕跡 が残存。下端 は緊縛 L や 1－05 C －42

上 層 使用 の圧痕 はわか らず。 す いよ うに角度を変え る。緒通 し孔

は楕 円形 で両面穿孔。

1－05 C －43

2 5 W 2 3 7 3 区 B－2 （28．9） 三孔 縦型 の舟 型 で約 1／2 残存 。厚 さ1．6cm の板材。長軸 に沿 って両 板 ス 奈良時代 24－25

G 16 4 N （11．0） 孔止め。 側 をな だ らかに欠 く。両面、調整痕
目 ギ

図版 16－25

S K 3 1 2 0 5

1 3 層 上面

1．6 使用の圧痕 はわ か らず。 が薄 く残存 。枠固定用孔 は円形 と思

わ れる 。緒 通 し孔 は方 形 で両 面穿

孔。

3－12 B －44

ー75－
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26 W 2 6 1 3 区 B －2 4 5．6 三孔縦型 でほぼ完形。カキ底 の 楕 円形 曲物の長軸 を縦 として 1／3 強 板 ス 奈良時代 24－26

F 16 0 N

13 層上面

12．8 曲物転用 。孔 止め。腐食 ぎみ。 を割 り、端 を落 して使用。上下 左側
目 ギ

図版 16－26

1．7 使用 の圧痕 はわか らず。 にカキ底 の段差 を取 る為 の刃痕 が残

存。枠固定用孔が両端 にやや 小さ く

残存。上端 の欠損部 に孔 の痕跡 が残

存。緒通 し孔 は多 角形 で両面穿孔。

3－12 B－08

2 7 W O 9 3 2 区 C －2 （49．6） 三孔縦 型の長方 形で 90 ％残存 。厚 さ1．8cm の板材。上方 に向って狭

ヽ

板 ス 奈良時代 25－27

H 1 8 0 N

12 層

（7．2） 孔 止め。腐 食が 激 しく、下部 、くな る。枠 固定用孔 は楕 円形 ・緒通
目 ギ

図版 17－27

2．3 孔 の周 囲も欠損。

下端部 の孔 の内側 と、裏面の一

部 に焼痕残存 。

し孔 は円形。 2－12 B－69

2 8 W 6 3 1 3 区 C －2 4 1．4 三孔縦型 の長方形で完形。孔止 厚 さ1．0cm の板材。枠 固定用孔 、緒 斜 ス 奈良時代 25－28

F 16 4 N 7．9 め。裏面 は腐 食 して いる。 通 し孔 ともに方形 で両面 穿孔 。上部 柾
ギ

図版 17－28

S K 3 12 0 5

13 層上面

1．2 下方 封5 に焼痕残存 。 左側 に小 さな切 り欠き残 存。 目 3－12 B－42

2 9 W 2 4 6 1 区 C －3 3 2．7 三孔 縦型 の長方 形で ほぼ完形 。厚 さ1．5c m の板材。下端 の隅を切 り 板 ス 中世 25－29

I1 8 4 S

5 層水田下部

9．1 孔 止 め。 両 面 と も風 化 して い 欠 きの よ うに加 工。 紐 をか ける為
目 ギ

図版 17－29

1．5 る。裏面下端 部に、輪による圧

痕残存か ？。

か ？。枠固定用孔 、緒通 し孔 ともに

楕 円形で両面穿孔。両側 面に加 工痕

残存。

1－05C －11

3 0 W 3 0 8 1 区 C －3 4 7．2 三孔 縦型 の長方 形で ほぼ完形 。厚 さ1．2c m の板材。枠 固定用孔 、緒 板 ス 中世 ？ 25－30

W 3 10 K 1 8 8 S 1 7．1 木 目に直交 して 2 つに折損。下 通 し孔 ともに方 形で ほ ぼ同 じ大 き
目 ギ

図版 17－30

S R l O 6 0 3 ②

下面

1．2 端左側 の一部が欠損。 さ。両面穿孔。 1－05 C －43

3 1 W 2 4 0 3 区 C －3 4 4．0 三孔縦 型の長方 形で 90 ％残存 。厚 さ2．0c m の板材。上部 、下 部にわ 板 ス 奈良時代 25－3 1

G 16 4 S

S K 3 12 0 5

13 層上面

10．8

2．0

孔止 め。 ずか に調整痕残存。下方 、右側 面に

刃痕が残存。枠 固定用孔 、緒通 し孔

ともに方形で、 ほぼ同じ大 きさ。両

面穿孔。

目 ギ
図版 17－31

3－12 B－43

3 2 W 4 2 6 2 区 C －3 ． 57．5 三孔縦型 の長 方形。孔止め、挟 厚 さ1．8c m の板材。上下端 の右 側に 板 ス 奈良時代 25－32

H 1 7 6 N （10．4） れ 止め 併用 ？。 左側 1／3 欠損 。挟 りが残存。枠 固定用孔 は挟 りと並
目 ギ

図版 41－32

S K 2 12 0 3 1．8 木 目に直交 して 2 つに折損。． 列 して残存 し、緒通 し孔 はやや 小さ 2－12 C －39

12 層 下端挟 りの裏側に圧痕残存。 くともに方形。

33 W O O 9 3 区 C －3 （28．6） 三孔 縦 型の 長方 形で 3／5 残存 。厚 さ 1．1cm の板材。2 つ一組 の枠 固 板 カ 中世～近世 25－33

G 1 6 6 S

（5 層上面）

（9．3） 孔止 め。下 方右側 部分 を欠損 。定用孔 は五角形 で 0．3 ～ 0．4cm と小
目 ヤ

図版 17－33

1．5 表面約半分 と裏面が全体的 に剥

離 して いる。

さく、鋭 い刃痕が残存。緒通 し孔 は

楕 円形で両面穿孔。

3－05 a－50

3 4 W O O 6 3 区 C ニー3 （27．7） 三 孔 縦 型 の 長 方 形 で 1／2 強 残 厚 さ1．8c m の板材。周囲 の面取 りを 板 ス 中世～近世 25－34

H 1 6 8 N

3 層下面

（10．4） 存。孔止 め。腐食 している。 する。枠固定用孔 は緒通 し孔 よ りや
目 ギ

図版 17－34

1．8 左 側 に焼痕 が少 し残存。使用の

圧痕 はわか らず 。

や小 さく、 ともに五角形が変形 した

形。両面穿孔。下部 に緒通 し孔 の痕

跡あ り。

3－05 a－66

3 5 W 4 3 3 1 区 D （7．2） 四孔横型 ？で 2／3 残存。 決れ止 厚 さ1．1c m の板材。長軸 に沿 って少 板 ス 奈良時代 25－35

I1 8 6 S

12 層

（27．5） め 。腐 食 がす す ん で いて も ろ し湾曲に欠 く。緒通 し孔 は、下端す
目 ギ

図版 17－35

1．1 く、木 目に直交 して2つ に折損 。

使用 の圧痕 はわか らず。

れすれに大 きな楕 円の孔 を作 る。両

面穿孔左右突起部分 に枠 固定用 の挟

れ止めを作 る。

ト12 B－25

3 6 W 7 7 0 3 区 D （28．8） 三孔縦型。孔止 め。右 下部分残 厚 さ 0 ．8c m の板材 。緒 通 し孔 は方 板 ス 奈良時代 25－36

H 16 6 S

1 3 層 上面

（5．4）

（0 ．8）・

存。腐食が激 し く薄い。 形。枠固定用孔の痕跡残存 。
目 ギ

図版 17－36

3－12 B －62

3 7 W 3 2 0 3 区 D （2 8．5） 三孔縦型 で、右 1／2 弱残存 。木 厚 さ 1．4c m の板材 。長 軸 に沿 って

ヽ

板

目

ス

ギ

奈良時代 25－37

G 16 9 N

1 3 層 上面

（5 ．5） 目に沿 って欠落 し、裏 面は腐食 カーブを描きなが ら欠 く。緒通 し孔 図版 17－37

1．4 が進む。

表面 に焼痕残存 。

は方形で両面穿孔。 3－12 B －86

3 8 W 2 4 7． 2 区 横木 5 ．8 長方形 。孔止 め。 1／2 残存。 木 厚さ0 ．8cm の板材。枠固定用孔 は方 板 ス 奈良時代 26－38

I1 7 8N

12 層

（17 ．8）

0 ．9

目に直交 して折損 。 形で両面穿孔。左端には加工の刃が

何度か入れ られている。 目 ギ
図版 17－38

2－12 C －57

3 9 W 2 3 1 3 区 横不 6 ．6 有頭。挟 り止め。木 目に直交 し 厚さ 1．3cm の板材。左端 に挟 りが入 板 ス 奈良時代 26－39

H 1 6 4 S

S K 3 12 0 3

13 層上面

（22 ．5）

1．3

折損。約 1／2 残存 。左端 は両 側

を切 り欠いて有頭状 に加 工。

挟 り部 分 に幅 0 ．6c m の圧 痕 残

存。

る。両面に細 く薄 い線状刃痕 あ り。
目 ギ

図版 17－39

3－12 B －45

4 0

4 1

W 8 82

W 6 8 7

3 区 横木

横木

3．9 有頭 。挟 り止め。完形だが亀 裂 厚さ 1．7cm の板材。左右 に挟 りを入 板 ス 奈良時’代 26－40

F 16 5 N 4 3．3 が多 く、腐食が進む。 中心か ら れる。有頭 部はきれいに加工。片側
目 ギ

ス

図版 17－40

S K 3 12 0 2 1．7 右 側 にか けて 、わ ず か にた わ ほぼ中心に長 さ 13cm 、深さ 1cm の 3－12 B －50

13 層上面

3 区

む。 切 り欠きがあ り、その部分はやや厚

い。表 面調整痕残存。

3二9 挟 り止 め。中央 に亀裂が あ り腐 厚 さ 1．8cm の板材。左右 片側のみ浅

J■▲I　　　　　　　　　　　　　　　　．ヽ
板 奈良時代 26－41

F 1 6 6 S 4 4．9 食が進 む。表面 に数カ所刃物 に い挟 りを入れ る。 左埼而のみ両面か ら
目 ギ 1

図版 17－41

S K 3 12 0 2

13 層上面

2．3． よる傷 あ り。中央 を中心 にゆる

やか にたわむ。

裏面右側 、挟 り部分 に幅 0．7c m

のかすか な圧痕残存。

刃が入 り薄 くなる。 3－12 B －58

－76－
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』ヒロ
番

ロ1ヲ

登

録

番

号

調査 区

グ リッ ド

出土遺構

出土層位

器　 種

豆量（。m ）

縦

横

最大 厚

形 ・態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測図版

写真図版

全 体 図

42 Ⅵ叫46 2 区 横木 3 ．6 有 頭。挟 り止 め。完形 。 厚 さ 2 ．4cm の板材。両側 面は割 面。柾 ス 奈良時代 26－42

I1 76 S 5 0 ．9 中心よ り左側の部分がわずか に 両側 は決 りを入れ有頭 を作 る。表面
目 ギ

図版 17－42

S K 2 1 2 05

12 層

2 ．4 たわみ、そ の一部分 は変色 して

いる。足板 の部分か ？裏面左側

に圧痕残存。

には調整痕残存。 2－12 C －40

第8表　大　足　横　枠　観　察　表（OA）
報

月ニロ
番

号

登

録

番 ．

号

調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

器　 種

法量（cm ）

縦

横

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図版

写 真 図版

全 体 図

4 3 W 4 5 7 2 区 大 足 4 6 ．2 柄 孔 横 枠 。 下 端 は 欠損 し、 木 目 厚 さ 2 ．1c m の板 状 で 、上 部 は台 形 に 板 ス 奈 良時 代 2 6 －4 3

H 1 7 7N

12 層

部 材 （8 ．0） と直 交 して 折 損 。 8 0 ％ 残 存 。 挟 加 工 。 そ の 平 坦 な 部 分 を両 面 か ら削
目 ギ

図版 1 7－4 3

2 ．1 りの 部 分 か ら下 端 に か け て 、 緊

縛 痕 と思 わ れ る 薄 い 圧 痕 が み ら

れ る。 枠 の 圧 痕 は み られ な い。

り薄 くす る 。 中 央 に 2 ．4 × 12 ．1cm

の 柄 孔 を作 る。 調 整痕 が 残存 。 高 さ

の 猿 ぼ 中 央 に 、 幅 1 ・O cm 、 深 さ

0 ．5c m の 挟 り・を左 右 に入 れ る 。

2 －12 C －4 7

4 4 W 2 3 8 3 区 大 足 4 7 ．1 柄 孔 横 枠 。 下 端 は 欠損 し 、 7 0 ％ 上 部 を台 形 に加 工 し 、 傾 斜 部 分 に 刃 板 ス 奈 良 時代 2 6 －4 4

G 16 4 N

13 層 上 面

部 材 （7 ．1 ） 残 存 。 残 存 状 態 は 良 。 痕 残 存 。 ほ ぼ 中央 に長 さ 7 ．9 cm の柄
目 ギ

図版 1 7－4 4

1 ．5 柄 孔 の 両 側 に 幅 2 ．1cm の 圧 痕

が 残 存 。 足 板 の 圧 痕 と思 わ れ

る 。 両 端 に 2 cm 幅 で わ ず か に

圧 さ れ た 痕 跡 が あ る 。

孔 を作 る 。 調 整 痕 が 残 存 。桶 孔 の 上

2 cm く ら いか ら裏 面 を 薄 く削 る 。

3 －12 B －4 4

第9表　祭　祀　具　等　観　察　表（SA）
報

』ヒ
口
番

号

登

録

番

号

調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

種

別

法 皇（cm ）

全 長

幅

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W 5 0 4 2 区

？

（1 6 ．6） 胴 部 で 木 目 と 直 交 し て 折 損 。 残 存 状 厚 さ 0 ．7 cm の 板 材 。 頭 部 は 数 回 の 刃 に よ 板 ス 弥 生 後 期

ヽ

2 7 －1

J 17 5 S （4 ．3） 態 良 。 （頭 部 を 上 に し て 地 面 に 垂 直 り 圭 頭 状 を 作 る 。 屑 部 は 上 方 、 下 方 か ら
目 ギ

図 版 1 8 －1

S K 2 1 50 6

1 5 層 上 面

0 ．7 に 差 さ れ て い た ） 斜 め に 刃 を 入 れ 、 2 cm の 平 行 な く び れ を

作 る 。

2 －1 5 B －2 5

2 W 3 79 1 区 人 （6 2 ．5） 下 端 欠 損 。 木 目 と 直 交 し 3 つ に 折

－Fp

厚 さ 0 ．8 cm の 板 材 ？ 頭 部 は 数 回 の 刃 に よ

を 廿　 やた 圭 頭 状 を 作 る　 肩 部　 腰

板 ス 奈 良 時 代

～ 平 安 前 期

2 7 －2

図 版 1 8 －2J 18 4 S

1 1 層 上 面

形
4 ．7

0 ．8

損 。 裏 面 の 下 方 1／2 に 焼 痕 残 存 。 り 丸 み　 帯 び た 圭 頭　　　 。 日日 、

部 と も に 上 方 と 下 方 か ら 斜 め に 切 り 欠

く 。 脚 は 両 面 に 三 角 形 の 線 刻 で 現 す 。 頭

部 1 1．4 c m 、 胴 部 3 5 ．8 cm 、 脚 間 ま で

1 1．4 cm 。

目 ギ F川
1－12 A －13

3 W 7 0 3 3 区 斎 （1 9 ．7） 両 端 欠 損 。 木 目 に 沿 っ て 2 つ に 割 れ 厚 さ 0 ．5 cm の 板 材 。 両 端 部 に 向 け 両 側 か

一 斗　 に 削 り 尖 －す　 上 方 の 削 り 部 分

柾 ス 奈 良 時 代 2 7 －3

図 版 1 8 －3G 1 6 8N

1 3 層 上 面

串
3 ．6

0 ．5

る 。 ら 余 め L　　　 b 。　　　　　 ロ

7 ．8 cm 、 中 央 の 削 り の な い 部 分 1 0 ．4 cm 。
目 ギ 3 －1 2 B －7 8

4 W O O l 1 区

？

3 9 ．0 木 目 と 直 交 し 折 損 。 右 側 下 部 欠 損 。 厚 さ 0 ．8 c m の 板 材 。 上 端 か ら 2 ．2 cm に 板 ヒ 中　 世 2 7 －4

I18 8N （3 ．8） 左 側 剥 離 し 薄 く な っ て い る 。 切 り 欠 き を 作 る 。 頭 部 は ほ ぼ 平 ら に 作
目

ノ 図 版 1 8 －4

S D l O 5 0 8

5 層 上 面

0 ．8 中 央 右 側 に わ ず か に 焼 痕 残 存 。 る 。 キ 1－0 5A －4 1

5 W 18 8 1 区

？

（2 0 ．5） 木 目 と 直 交 し 両 端 折 損 。 裏 面 は 剥 離 厚 さ 0 ．6 cm の 板 材 。 右 側 上 部 に 7 ．3 c m 板 ス 中　 世 2 7 －5

I18 4 N

S R l O 60 3

5 －2 層

（3 ．6）

0 ．7

し て い る 。 の 大 き な 切 り 欠 き を 作 る 。
目 ギ

図 版 1 8 －5

1－0 5 C －12

6 W 2 1 1 1 区 斎 （1 5 ．6） 木 目 と 直 交 し 下 部 折 損 。 厚 さ 0 ．5 c m の 板 材 。 上 端 か ら 2 ．8 cm を

側 か － 削 り 圭 頭 状 を 作 る　 先 億 は

板 ス 中　 世 2 7 －6

図 版 1 8 －6
J 18 7 S

S R lO 60 3

5 層 覆 土

串
4 ．0

0 ．5

両　　 b　　　　 塀　　　　 。　 メ而

0 ．4 cm 、 両 側 は 0 ．1cm と 先 端 が わ ず か だ

が 厚 い 。

目 ギ ト 0 5 C －3 4

7 W 2 4 3 1 区

？

（3 6 ．3 ） 木 目 と 直 交 し 3 つ に 折 損 。 下 部 右 側 厚 さ 0 ．5 cm の 板 材 。 片 側 に 3 つ の 切 り 欠 板 ス 中　 世 2 7 －7

K 18 9 3 ．3 欠 損 。 裏 面 に 薄 く 細 か い 刃 痕 が 2 ケ き が 残 存 。 上 端 か ら 6 ．3 c m に 下 は ほ ぼ 水
目 ギ

図 版 1 8 －7

S R lO 60 3 0 ．5 所 に 残 存 ？ 平 に 、 上 は 斜 釧 こ大 き く 切 り 欠 く 。 下 2

つ は 約 1 0 cm 間 隔 で 上 は ほ ぼ 水 平 に 、 下

は 斜 め に 小 さ く 切 り 欠 く 。．

1－0 5 C ※

8 W 2 8 9 1 区 斎 （15 ．4 ） 下 部 折 損 。 厚 さ 0 ．3 c m の 板 材 。 上 端 か ら 1 ．7 cm を

、l 圭 頭 状 を 作 る　 左 側 は 表 面 か ら　 右

板 ス 中　 世 2 7 「8

図 版 1 8 －8K 1 8 5 S

S R lO 6 0 3 串
2 ．4

0 ．3

削 り　 堺　　　 。　 、　　　　 、

側 は 裏 面 か ら 削 る 。 そ の ＿部 分 は 調 整 痕 が

残 存 。 先 端 は 0 ．1 cm と 特 に 薄 い 。

目 ギ 1－0 5 C －2 2

－77－
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番

ロ1亨

登

録

番

号

調査区

グ リッ ド

出土遺構

出土層位

種

別

法量（cm ）

全長

幅

最 大厚

形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測図版

写真図版

全 体 図

9 W 5 4 4 1 区

？

20 ．3 完形で残存 状態 良。 厚 さ 1．0cm の板材 。下方 に向 うにつれ幅 板 ヒ 中　 世 27－9

2 7 下端 に焼痕残存　 その部分か らやや 広 くやや厚 くなる。下端は丸 い。ほぼ 中 ノ 図版 18－9

5－3 層
1．0

0
細 くな り、先端 は丸い。 央 に 2 つの孔が残存 。中が黒 く焦げて い 目 キ 1－05 C ※

全面 に幅 0．3cm の緊縛痕残存。特 に る‘。焼火箸 で穿孔 か ？。上の孔は四方向

左側面裏面 にはっき りと残存。孔 に か ら両面 と 8 回の穿 ちの痕跡が残存。下

影響 して いない為、穿孔以前の緊縛 の孔 は裏面 か ら4 回、表面か ら3 回の穿

ちか ？と思われ る。

10 W O 2 8 2 区

？

2 7．9 ほ ぼ完 形。 亀頭 部 を木 製 、茎部 を 亀頭 は全周 を削 り丸 くす る。径 約 4cm 。芯 夕 中　 世 27－10

H 17 9 N

6 層上面

4 ．5 竹、その 間に鉄 の輪をはめる。残存 基部 は荒 い削 り、径4 ．5c m の竹の筒 に節 持
ケ

図版 18－10

4 ．5 状態良。 の 長 さに合 う基 部 を入 れ る。釘 孔 をあ 材 2－05A －27

田面 にさして使わ れたため、頭部 に け、鉄釘 を両側 か ら打って固定。鉄の輪 2－05 B－07

砂が入 り込 んでいる。また、 これ を は厚 さ 0．4cm 、釘は長 さ 2cm の平釘 で、

囲むよ うにして 3 本 の竹 が垂直 に田 頭は欠損。両方 ともに錆 びて腐食 して い

面に差 され ていた。 る。

11 W 14 9 3 区 舟 （11．6） 上部のみ残存。全体 の形は不明。残

’能

角 材 または 半裁 の丸木 を削 り、．形づ く

先山 を細 く削　 が　 左 右の形が異尤

板 ヒ
ノ

中　 世 27－11

図版 18 11
H 16 8 S

5－2－2 層

形
（4 ．2）

（1．6）

存状悪やや 良。 る。　 糊i　　　　 る 、　　　　 ノ　　 よ

る。内面 は丸 く到 る。外側 は柔 らか く丸

み を帯びなが ら中央 に稜 を作る。また先

端 に向 け徐々 に反 り上がる。

目 キ 3－05 C －79

第10表1区中層等状木製品観察表（中HA）
報

』ヒ
ロ
番

ロ1亨

登

録

番

ロ丁テ

調査 区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

分 ． ‾類

該 量 （c m ）

全　 長

幅

最大厚

断 面 形 形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕

樹

種

年・代 観 備　　 考

実測 図版

写真 図版

全 体 図

1 W 3 7 2 1 区 大 型 （C ） （12．6） 丸 棒状 に作 り、同 じ太さ。下端 を両 ス

ギ

奈 良時代 上端欠損 2 8－1

I18 9 S

l l 層下面

1．3

1．3

側か ら斜 めに切断。 図版 1 9－1

ト12 A －4 6

2 W 4 13 1 区 A l 1 8．0 角 上部 に加工痕残存 。先端に向け細 ス

ギ

奈 良時代 完　　 形 2 8－2

I18 5 N

12 層

1．0

0．7

く削 るが 、下端 でさ らに尖 らす。 図版 19－2

1－12 B－1 9

3 W 3 6 9 1 区 A 3 1 3．4 平 上方 は先端 に向け徐 々に削る。下 ス

ギ

平安 前期 完　　 形 2 8－3

I18 8 N

10 層

1．0

0．4

方は下端 のみ削 る。両端 の折れは

自然の ものか ？

図版 19－3

（1－12 A－4 0）

4 W 3 7 7 1 区 A 3 2 0．4 平 両端 に向 けやや細 く削る。下端先 ス

ギ

平安前期 完　 形 ？ 2 8－4

K 18 3 S

l l 層

0 ．9

0 ．4

端で斜め に刃 を入 れる。 図版 19－4

1－12 A－0 8

5 W 3 8 4 1 区 大 型 仏 1） 19 ．3 角 両面割面で、全体 に下端 に向かう ス

ギ

平安前期 完　　 形 2 8－5

J 18 4 N

1 1 層下部

1．3

0 ．8

につれわずかだが細 くなる。下 端

は斜めに切断。上端 に焼痕残存 。

図版 19－5

1－12 A－1 4

7 W 2 6 9 1 区 大 型 （A 2） 19 ．8 題 下方 に向か って細 く削 るが、削 り ヒ 奈良時代 完　　 形 2 8－7

J 18 5 N

1 2 層下面

1．5

0 ．8

方 は荒い。下部 に焼痕残存。 ノ
キ

図版 19－7

1－12 B －2 1

9 W 3 74 1 区 大 型 仏 2） （14 ．8） 平 全面割 面、下端に向か い細 く薄 く ス 平安前期 両端欠損 2 8－9

J 18 3 N

1 0 層下 面

1．4

0．7

作 る。
ギ

図版 19－9

（1－1 2A －0 7）

1 0 W 3 75 1 区 大型 仏 2） 18．3 角 先端 に向けて削 り、尖 らす。裏面 ス

ギ

平安 前期 完　　 形 2 8－1 0

J 1 8 3 N

10 層下面

1．8

0．9

の上端 を斜 めに削る。下部 に焼痕

残存 し、加 工とほぼ一致す る。

図版 1 9－10

1－12 A －0 7

1 1 W 3 6 7 1 区 大 型 仏 2） 1 9．0 角 先端が割れ る。表 、裏 ともに調整 ス

ギ

平安 前期 完　　 形 2 8－1 1

J 1 84 N

10 層

1．4

0．7

痕残存。 中位 よ り下か ら先端 に向

け、徐 々．に細 く薄 く削る。

図版 1 9－1 1

（1■12 A －14）

12 W 3 5 4 1 区 大 型 仏 1） 1 9．8 平 裏面のみ調整面で 、他 は割 面。上 ヒ 奈良時代 ほぼ完形 2 8－12

K 1 8 5 S 1．8 端 を斜 め に切 断 し、下 端 のみ 削 ノ
キ

図版 2 2－1 2

S D 1 12 0 5

12 層

0．9 る。下端 に焼痕残存 し、加 工とほ

ぼ一致。

1－12 B －2 2

13 W 4 3 5 1 区 大 型 （A l） 5 0 ．5 平 ほ ぼ完形 だ が腐 食 が激 しい。 長 ヒ 奈良時代 完　　 形 2 8－13

J 18 5 N

12 層

1．8

1．2

く、下端に向か って幅が広 く厚 く

なる。下端は加工 され、焼痕 とほ

ぼ一致。

ノ
キ

図版 19－13

1－12 B ※

1 4 W 3 70 1 区 大 型 （C ） （2 3 ．7） 平 腐 食が激 しい。 ほぼ 同 じ太 さか。ス

ギ

平安前期 両端欠損 2 8－1 4

H 18 8 N

1 0 層

1．7　＿

0．5

下端 の丸いカ ーブは生 きか 。 図版 19－14

1－1 2A －3 8

－78－



第11表1区上層等状木製品観察表（HA）
報

月ニロ
番

にコ丁ヲ

登

録

番

号

調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

分　 類

法 量 （cm ）

全　 長

幅

最 大 厚

断 面 形 形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕

樹

種

年 代 観 備　　 考

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W 2 9 1 区 A l （12．7） 角 全 面 割 面 、 下 端 に 向 か っ て 尖 らせ ス 中　 世 上 端 欠 損 2 9－1

J 1 8 6 S

5－1 層 ．

0．8

0．8

る。 下 端 か ら3 ．2 c m 焼 痕 。
ギ

図 版 2 0－1

1－0 5 B－2 8

2 W 3 1 1 区 A l 19．8 角 下 端 に 向 け 、 徐 々 に 細 く加 工 し、 ス 中　 世 完　　 形 2 9－2

K 1 8 6 S

5－1 層

1．0

0 ．7

尖 らす 。 上 方 にひ び 2ヶ 所 。 下 端

か ら 3 ヶ所 折 り曲 が る 。
ギ

図 版 2 0－2

1－0 5 B －3 0

3 W 3 2 1 区 A l （12 ．4） 角 下 端 に 向 か っ て 尖 らせ る 。 下 端 ス 中　 世 上 端 欠損 29－3

K 18 6 S

5－1 層

0 ．8

0 ．7

3．2 cm 焼 痕 あ り。 加 工 と 焼 痕 ほ ぼ

一 致 。
ギ

図 版 2 0－3

1－0 5 B －3 0

4 W 3 3 1 区 A l （13 ．3） 角 先 端 か ら 1 0 cm で 割 れ る 。 一 面 が ス 中　 世 上 端 欠損 2 9－4

K 1 84 N

5－1 層

0 ．8

0 ．7

割 面 。 下 端 に 向 か っ て 細 く加 工 し

尖 らせ る 。 下 端 か ら3 ．4 c m 焼 痕 残

存 。

ギ
図 版 2 0－4

1－0 5 B －17

5 W 5 5 1 区 A l （7．9） 丸 下 端 に 向 か い や や 細 くな る。 下 端 ス 中　 世 上 端 欠損 2 9－5

J 1 8 3 N

5－2 層

0 ．6

0 ．6

よ り 1c m に 折 れ 。
ギ

図 版 2 0－5

1－0 5 B －0 8

6 W 5 7 1 区 A l （1 1．5） 丸 全 面 を 削 り、 特 に 下 端 4 c m か ら ス 中　 世 上 端 欠 損 2 9－6

K 18 3 S

5－2 層

0．7

0．6

シ ャ ー プ に 削 り、 細 くす る。
ギ

図 版 2 0－6

1－0 5 B －0 9

7 W 75 1 区 A l 1 0．7 角 下 端 2 cm を 削 り 、 尖 ら せ る 。 丁 ス 中　 世 完　　 形

上山

2 9－7 ・

K 18 4 S

6 層 上 面

0．6

0．5

寧 な 加 工 。 刃 痕 残 存 、 上 端 は切 断

か ？ ギ
図 版 2 0－7

ト0 5 B －1 6

8 W 77 1 区 A l （6．8） 丸 下 端 に 向 か っ て 細 く加 工 。 下 端 か ス 中　 世 上 埼而欠 損 2 9－8

H 19 0 N

．5－2 層

0．6

0．5

ら3 ．3 cm で 折 れ 。 き れ い に面 を と

る 。 ギ
図版 2 0－8

1－05 B－5 6

9 W l lO 1 区 A l （2 0．1） 平 下 端 か ら 14 cm に 折 れ あ り。 両 端 ス

ギ

中　 世 上 端 欠 損

J山

2 9－9

I1 84 S 0．7 に 向 か っ て 、 徐 々 に削 り、下 端 は 図版 2 0－9

S R l O 6 0 3

5－2 層

0．5 2c m を シ ャ ープ に削 る。 1－0 5 C －1 1

10 W l 16 1 区 A l （9．6） 丸 下 端 に 向 け細 く加 工 、 先端 に 向 け ス

ギ

中　 世 上 埼而欠 損 2 9－10

I1 8 5 N 0．8 特 に 薄 く 削 る 。 面 を き れ い に と 図版 2 0－10

S R l O 6 0 3

5－2 層

0．4 る 。 1－0 5 C －19

1 1 W l 18 1 区 A l （8．5） 平 下 端 に 向 け細 く加 工 。 よ く 刃 が 入 ス 中　 世 上 端 欠 損

．．Ll⊥l

2 9－1 1

I1 8 4 N

S R lO 6 0 3

5－2 層

0．8

0．4

り、 き れ いな 面 を作 る 。
ギ

図 版 2 0－1 1

1－0 5 C －12

12 W 13 2 1 区 A l （5．4） 角 下 端 に向 か い細 く加 工 。腐 食 して ス 中　 世 上 メ而欠 損

⊥4．U

2 9－12

K 1 8 6 S

5－2 層

0．7

0．4

い る 。
ギ

図 版 2 0－12

ト0 5 B －3 0

13 W 14 1 1 区 A l （1 1．0） 丸 全 面 に加 工 、 下 端 に 向 か っ て 細 く ス 中　 世 上 少雨欠 損

⊥山．1

2 9－1 3

K 1 8 6 S

5－2 層

0．7

0．6

削 る 。
ギ

図 版 2 0－13

（1－0 5 B－3 0）

14 W 15 8 1 区

I1 8 4 N

S R lO 6 0 3

5－2 層

A l （12．8）

0．8

0．6

角 ． 下 端 に向 か って 細 く加 工 。

J↓U

ス

ギ

中　 世 両 柄 欠 損

JJ⊥l

2 9－1 4

図 版 2 0－14

1－0 5 C －12

15 W 16 7 1 区 A l 12．3 角 下 端 に向 か って 細 く加 工 。 最 先 珊 ス

ギ

中　 世 上 柄 欠 損

．▲．lU

2 9－1 5

K 1 8 5 N

5－2 層

0．6

0．4

は 尖 らす 。

」．IU

図 版 2 0－15

1－0 5 B －2 4

16 W 18 1 1 区 A l （8．1） 平 下 端 に向 か って 細 く加 工 。 上 柄 は ス 中　 世 下 少雨欠 損 2 9－1 6

I1 8 4 N

S R l O 6 0 3

5－2－2 層

0．8

0．6

折 り割 れ か ？

ー　　　　　　　　　　　⊥．tU

ギ
図 版 2 0－16

1－0 5 C －12

17 W 19 4 1 区 A l 16．7 角 下 方 を削 り、 先 端 を 尖 らす 。 下 痢 ス

ギ

中　 世 上 端 欠 損

⊥▲■I

2 9－1 7

J 1 8 7 N

5－2 層

0．8

0．6

に焼 痕 残 存 し 、加 工 と ほ ぼ 一 致 。 図 版 2 0－17

1－0 5 B －3 6

18 W 19 6 1 区

K 18 7 S

S K l O 5 0 3

5－2 層

A l （8．2）

0．6

0．6

角 下 端 を尖 らせ る。 焼 痕 残 存 。 ス

ギ

中　 世 上 y両欠 損

○

2 9－1 8

図 版 2 0－18

1－0 5 B －3 7

1 9 W 19 7 1 区

K 18 7 S

5－2 層

A l （12．2）

0．6

0．5

丸 下 端 に向 か って 細 く 加 工 。 ス

ギ

中　 世 接 点 はな いが

2 点 は 同 一 体

か 。 上 端 欠 損

2 9－1 9

図 版 2 0－19

1－0 5 B －3 7
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報

月ヒ
口
番

にコ1亨

登

録

’番

号

調査 区

グ リッ ド

出土遺構

出土層位

分　 類

法 皇 （cm ）

全　 長

幅

最大厚

断面形 形 態 の 特 徴 ・使 用 痕

樹

種

年 代 観 備　　 考

実測図版

写真図版

全 体 図

20 W 2 4 1 1 区 A l 18 ．2 平 折れが 4 ヶ所あ る。下端 に削 りが ヒ
ノ
キ

中　 世 ほ ぼ完形 ？ 29－20

J 18 8 0 ．8 入 り、面取 りは きれ いにされてい 図版 20－20

S R l O 6 0 3 覆土 A 0 ．4 る。 1－05 C ※

21 W 2 7 4 1 区

J18 6

S R l O 6 0 3 覆土 A

A l （16 ．9）

0 ．7

0．4

平 下端 を尖 らせる。 ス

ギ

中　 世 上端欠損 29－21

図版 20－21

1－05 C ※

22 W 2 7 5 1 区

K 18 6

S R l O 6 0 3 覆土 A

A l （10 ．3）

0．6

0．5

角 下端 を細 く削る。2つは接合せず。ス

ギ

中．世 上端欠損 29－22

図版 20－22

1－05 C ※

23 W 2 7 6 1 区 A l （12．0） 角 下端 に向け、徐々に細 く削 り、先 ス

ギ

中　 世 上端欠損 29－23

不明

SR l O 6 03 覆土 A

0．6

0．4

端 は尖 らす。丁寧に加工 されて い

る。

図版 20－23

1－05 C ※

24 W 2 7 7② 1 区 A l （4．3） 平 下端 に向か い細 く加工。3 つに割 ス

ギ

中　 世 上端寒損 29－24

不 明

S R lO 6 0 3 覆土 A

0．5

0．2

れ る。 図版 20－24

1－05 C ※

25 W 2 3 1 区

H 18 7N

5－2 層

A 2 （14．6）

1．1

0．8

平 下端 に向か って細 く加工。 ス

ギ

中　 世 両端欠損 29－25

図版 20－25

1－05 B －32

2 6 W 3 4 1 区 A2 （20．4） 角 2ヶ所 に割れあ り。先端 を尖らす。ス

ギ

中　 世 上端 欠損 29－26

J 1 8 5 N

5－1 層

0．8

0．8

先端の焼痕 と加 工ほぼ一致。 図版 20－26

1－05 B －22

2 7 r　W 5 6 1 区 A 2 （9．9） 丸 下端に向 けやや細 くなる。全面に ス

ギ

中　 世 両端 欠損 29－27

K 18 3 S

5－2 層

0 ．7

0 ．6

刃を入れ、棒状 に作 る。 図版 ．20－27

1－05 B －09

2 8 W 5 8 1 区 A 3 （9 ．8） 角 両端 に向か いわずか に細 くなる。ス

ギ

中　 世 両端欠損 29－28

J 18 5 S

5－2－2 層

0 ．5

0．4

ひび 1ヶ所 あ り、上端 にわずかな

焼痕 残存。

図版 20－28

ト05 B－21

2 9 W l O l① 1．区

I18 4 N ’

S R lO 6 0 3

5－2 層

A 2 （8 ．0）

0．7

0．4

平 下端 に向かって細 く削 る。 ス

ギ

中　 世 上端欠損 29－2 9

図版 20－29

1－05 C －12

3 0 W l O2 1 区 A 2 （7．4） 丸 全面 の加工が丁寧。下端 に向か っ ス

ギ

中　 世 両端欠損 29－30

I18 4 N 0．8 て や や 細 くな る。 先端 は丸 い。 図版 20－30

S R lO 6 0 3

5－2 層

0．6 1ヶ所折れ あ り。 1－05 C－12

3 1 W lO 9 1 区

I1 84 S

S R lO 6 0 3

5－2 層

A 3 （10．8）

0．6

0．4

丸 両端 に向かって細 く加工。 ス

ギ

中　 世 上端欠損 29－3 1

．図版 20－31
1－05 C －11

3 2 W 15 4 1 区 A2 （12．8） 角 上下 端 か らそ れぞ れ 6cm にひび ス

ギ

中　 世 下端欠損 29－32

H 18 8 N

5－2 層

0．8

0．6

が入 る。下端 に向かってやや細 く

なる。上端 は丁寧 に加工。

図版 20－32

1－05 B －40

33 W 17 0 1 区 A 2 1 0．2 平 両側面 とも腐食で ボコボコ してい ス

ギ

中　 世 完　　 形 29－33

J 1 8 5N 1．0 る。下方での割れ は自然の穴によ 図版 20－33

S R l O 60 3

5－2 層

0 ．4 る割れか ？上端か ら下方 に向かっ

て細 く削る。上端 に刃痕 残存 。

1－05 C －2 1

3 4 W 1 8 9 1 区 A 2 （8 ．0） 平 上端にひびあ り。下端 はささくれ ス

ギ

中　 世 両端欠損 29－34

I1 8 4 S

S R lO 6 0 3

0 ．9

0 ．6

だつ。下端 に向か ってやや細 くな

る 。

図版 20－34

1－05 C －11

3 5 W 2 17 Q ） 1 区 A 2 （10．4） 角 下端 を細 く削・る。刃が何度か入 っ ス

ギ

中　 世 上端欠損 29－35

K 1 8 5 S

S R lO 6 0 3

0．6

0．5

ている。 図版 20－35

（1－05C －22）

36 W 2 17 ③ 1 区

K 18 5 S

S R l O 6 0 3

A 2 （7．5）

0．5

0．5

丸 下端 に向け細 く削 り、先端 を尖 ら

す。
ス

ギ

中　 世 上端欠損 29－36

図版 20－36

（1－05 C －22）

3 7 W 2 6 0 1 区 A 2 2 3．4 角 下端か ら13cm で折れ る。 下端を ス

ギ

中　 世 完　　 形 29－37

J 18 8 S 0 ．6 削 り、尖 らせ る。幾 面かに面取 り 図版 20－37

S R l O 6 0 3 覆土 B 0 ．6 して あるが、そ の際 0．15 c m ほ ど

の幅で細か く削った刃痕が残存。

（ト05C －41）

38 W 2 7 7 Q ） 1 区

不明

S R lO 6 0 3

A 2 （9 ．8）

0．5

0．4

角 下端に向か い細 く加 工。 ス

ギ

中　 世 両端 欠損 29－38

図版 20－38

ト05 C ※

一80－
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実測図版

写真図版

全 体 図

39 W 2 7 8 1 区 A 2 （15 ．7） 角 下 半分 2 つに裂ける。先端 に向か ス 中　 世 両端欠損 29－39

不明

SR l O 60 3

0 ．5

0 ．5

い細 く加 工 。面 取 り し丁 寧 に加

工。
ギ

図版 20－39

1－05 C ※

40 W 4 5 1 1 区 A 3 15 ．4 平 下方で折れあ り。両端 に向 かい細 ス 中　 世 完　　 形 30－40

J 1 8 7 N

S R l O 6 0 3

5－2 層

0 ．7

0 ．6

く削る。丁寧 に面 を取 っている。
ギ

図版 20－40

（1－05 C －35）

41 W 2 6 1 区 A 3 （19 ．9） 丸 両端に向か い徐 々に細 く削る。下 ス 中　 世 上端 欠損

′±チ

29－41

H 18 7 N

5－2 層

0 ．7

0 ．5

端 か ら 11cm に折れ 、下 端 か ら

6cm 内に穴が両面 に残存 、自然に

よる ものか。

ギ
図版 2 1－4 1

1－05 B －32

4 2 W 5 0 1 区 A 3 1 9．1 角 両端 に向か って細 く加 工。下端か ス 中　 世 元　　 形

J山

29－42

I1 8 8N

5－2 層

0．7

0．6

ら4 ．4cm に折 れ。
ギ

図版 2 1－42

ト05 B －42

4 3 W 78 1 区 A 3 （17．8） 平 上端か ら9cm にひび、12．8cm に

ヽ
ス 中　 世 上欄 欠損

．▲■U

29－43

I1 9 0 S

5－2 層

0．8

0．5

割れ あり。下端 に向かって少 しず

つ細 く加 工 し、上 端部 は 丸 く加

工。裏面 は刃を入れ、薄 くす る。

ギ
図版 2 1－43

ト05 B －57

4 4 W 8 7 ① 1 区 B （18：2） 角 全面割面、 上端が広 く薄い。下端 ヒ 中　 世 上塙欠損 30－44

J 1 8 7 S

5－2 層

0．8

0．7

の加工が丁寧 。 ノ
キ

図版 21－44

1－05 B－35

4 5 W 13 6 1 区 A3 （15．5） 角 両端 に向か って細 く加工。 3ヶ所 ス 中 ＿世 上端欠損 29－45

J 18 6 N

5－2 層

0．7

0．5

で折れ てお り、そ のため曲がって

いる。
ギ

図版 21－45

1－05 B－29

4 6 W 1 59 1 区 A3 （17．1） 角 両端 に向かって細 く加工。下方 は ス 中　 世 上端欠損

ノ＝±ナ

29－46

J 18 5 N

5－2 層

0．8

0．6

平 らに、 上方 は三 角 に丁 寧 に削

る。 下端よ り9cm で割れ あ り。
ギ

図版 21－46

1－05 B－22

4 7 W 1 75 1 区 A 3 2 1．9 角 両 端 を削 り、尖 らせ る。 面取 り ス

ギ

中　 世 元　　 形 30－47

J 18 6 S 0．6 し、きれいに加工。下端か ら7cm 図版 21－47

S R lO 6 0 3

5－2－2 層

0．4 に割 れあ り。 1－05 C －27

4 8 W 1 7 7 1 区

J18 6 N

5－2－2 層

A 3 （13 ．7）

0 ．8

0 ．4

角 両端 に向って、細 く丁寧 に加工 。 ス

ギ

中　 世 両端欠損

．▲山

30－48

図版 21－48

1－05 B－29

4 9 W 2 18 （り 1 区 A 3 （17 ．9） 角 両端 に向かって細 く削 る。全面 に ス 中　 世 両所欠損

．亡±ナ

30－49

J 18 5

S R l O 6 0 3 覆土

0 ．7

0 ．6

刃を入れ 、丁寧 に加工。下 方 1／3

に折 れあ り。
ギ 1－05 C ※

50 W 2 1 8（診 1 区 A 3 2 3 ．4 角 両端 に向かって細 く削 る。全 面に

．LllI　　　　ヽ．

ス 中　 世 元　　 形

＿1．111

30－50

J 18 5

S R l O 6 0 3 覆土

0 ．8

0 ．6

刃を入れ、丁寧 に加工。下柄か ら

13 ．7c m に折れあ り。
ギ ト05C ※

5 1 W 3 5 1 区 B （15 ．1） 角 下端に向か いやや細 く加工。 先端 ス 中　 世 上y而欠損 30－51

J 1 8 5N

5－1 層

1．0

0 ．9

はまっす ぐ止め る。
ギ

図版 21－5 1

1－05 B－22

5 2 W 5 2 1 区 C （10 ．6） 角 ほぼ同 じ幅。下端 を斜め にお とし ス 中　 世 上端欠損 30－52

H 18 9 N

5－2－2 層

0 ．7

0 ．6

ている。
ギ

図版 21－52

1－05 B－48

5 3 W 6 3 1 区 B （8 ．0） 角 下端 に向か って細 く加工 、先端 を ス 中　 世 上端欠損

．1．▲l∫

30－53

K 1 84 N

5－2 層

0 ．7

0 ．5

斜めに止める。下端 よ り1．4cm に

横に刃痕あ り。 ギ
図版 21－53

1－05 B－17

5 4 W 12 8 1 区 B （11．9） 角 全面割面、下端 に向か ってやや細 ス 中　 世 上メ両欠損

′±ナ

30－54

K 18 6 S

5－2 層

0 ．8

0 ．7

くな り、先端は平。下端 か ら2cm

焼痕残存。 ギ
図版 21－54

（1－05 B－30）

55 W 13 4 1 区 B 19 ．4 角 全面割面、下端 に向か って細 く加 ス 中　 世 元　　 形

′一・コ′

30－55

K 18 6 S

5－2 層

0 ．8

0 ．8

工。両面 を斜め に切断。
ギ

図版 21－55

1－05 B －30

5 6 W l14 5 1 区 B 16．5 平 全面割面、下端 に向か って薄 く細 ス 中　 世 元　　 形 30－56

J 18 6 S

S R lO 6 0 3

5－2 層

1．0

0 ．6

くなる。両先端 を切断。
ギ

図版 21－56

1－05 C －27

5 7 W 16 3・ 1 区 B （9 ．5） 角 下端 に向 かってやや細 くな り、先 ス 中　 世 上端欠損 30－57

J 18 5 S 0 ．7 端 は丸 く加工 。下端 か ら 5cm 焼
ギ

図版 2 1－57

S R lO 6 0 3

5－2 層

0 ．5 痕あ り。 1－05 C －20

－81－
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全 体 図

58 W 1 9 2 1 区 B 9 ．9 角 下端 に向か って細 く加工 、最 先端 ス

ギ

中　 世 完　　 形 30－58

J 18 6 S

5－2－2 層水 田下部

0 ．7

0 ．5

は斜 めに切 断。両端 に焼痕 あ り。

腐食 して いる。

図版 2 1－58

1－05 C －27

59 W 1 93 1 区 A 3 2 1．0 角 両 端 を削 り尖 らせ る。裏面 は平 ら ス

ギ

中　 世 完　　 形 30－59

J 1 8 6 S

5－2 層

1．0

0 ．6

で、他 は細か く刃 を入れ る。 刃痕

が明瞭 に残存。下方 よ り訂5 ほど

の ところで折れ あ り。

図版 2 ト59

1－05 B －28

60 W 2 8 1 区 C （10．1）’ 角 ほぼ同 じ幅で、表面 は平 らに調整 ス

ギ

中　 世 上端欠損 3 0－60

J 1 8 7 S

5－2－2 層

1．0

0．8

し、裏面は丸み を帯び る。下端 は

切断か ？

下端のみ焼痕残存。

図版 2 1－60

1－05 B －35

6 1 W 5 1 1 区 D （10．2） 丸 面 を取 り加工 してあ る。1ヶ所割 ス

ギ

中　 世 両端欠損 30－61

H 18 8 N

5－2 層

0．7

0．6

れあ り。 図版 2 1－6 1

1－05 B－40

6 2 W 13 7 1 区

J1 8 6 N

5－2 層

D （9‘2）

0．6

0．6

角 同 じ幅、厚 さ。 ス

ギ

中　 世 両端欠損 30－62

図版 2ト62

1－05 B－29

6 3 W 14 4 1 区 r D （7．1） 角 同 じ幅、厚さで面取 りが されて い ス

ギ

中　 世 両端欠損 30－63

J 18 6 S

5－2 層水 田下部

0．5

0．5

る。穴 が全面にあ り、 自然の もの

と思われるが、上端 はその穴が半

分 に割 れている。

図版 21－63

1－05C －27

6 4 W 17 8 1 区

J18 4 S

5－2－2 層

C （9．3）

0．6

0．5

角 同 じ幅、厚さで上端は切断加工。 ス

ギ

中　 世 下端 欠損 30－64
図版 2 1－64

1－05 B－14

6 5 W 2 1 7 ② 1 区

K 18 5 S

S R lO 6 0 3

D （6．9）

0 ．6

0 ．5

角 同じ幅 、厚さ。 ス

ギ

中　 世 両端 欠損 30－65

図版 2 1－65

（1－05 C －22）

66 W l O 5 1 区 大型（A l） （16 ．9） 楕円 ほ ぼ同 じ幅 、厚 さで先端 を削る。

⊥山
ス

ギ

中　 世 上端欠損 30－66

I1 8 7 S

5－2 層水田下部

1．9

0 ．7

下明両の表裏 に焼痕残存 し、加 工 と

一致。 1－05 C －32

6 7 W l O 1 区 大型（A l） （17 ．1） 角 下方 に向か いやや細 くな り、下端 ス

ギ

中　 世 上端欠損 30－67

J 1 8 4 S 1．2 を丸 く削 る。左側面 に少 し挟 った 図版 2 1－67

S R lO 6 0 3

東西中央 トレンチ内
0．8 刃痕残存。下端 に焼痕残存 し、加

工 とほ ぼ一致。腐食 している。

1－05 C －13

6 8 W 8 6 1 区 A l （33．7） 角 下方か ら22．4cm で割れ 。全面割 ス

ギ

中　 世 上端欠損 30－68

K 18 7S ’

5－2 層

0．9

0．8

面．、下端か ら5cm 削 り、 尖 らせ

る。下端 に焼痕残存 し、加工 とは

ぼ一致。

図版 21－68

1－05 B－38

6 9 W lO 3 1 区 A l （16．2） 角 下端の 1．6c m のみ尖 らす。先端 の ス

ギ

中　 世 上端欠損 30－69

K 18 5 S

5－2 層

1．1

0．8

焼 痕 と加工ほぼ一致。 図版 21－69

1－05 B－23

7 0 W 14 3 1 区 大型 仏1） 21．1 角 全 面割 面 、下 端 に向 け細 く加 工 ス

ギ

中　 世 完　　 形 30－70

J 18 6 S

5－2 層

1．5

1．6

し、尖 らす。下端の上面、裏面全

体 に焼痕 残存。

図版 21－70

（1－05 B －28）

71 W 1 8 6 1 区 大型 （Al） （27．0） 題 下 端 のみ 削 る。下 端 に焼 痕残 存 ス

ギ

中　 世 上端 欠損 30－7 1

I 18 4 S

S R lO 6 0 3

5－2 層下面

1．8

1．3

し、加 工とほぼ一致 。 図版 2 1－71

ト05 C －11

7 2 W 23 0 1 区 大型（A 3） 3 7．2 角 全 面割面 、上端 に向か って細 い。ス

ギ

中　 世 上端少 し欠損 31－72

I1 9 0 S 1．8 下端 3c m か ら先端 に向か って 尖 図版 2 1－72

S R lO 6 0 3 1．1 らせ る。下端か ら5 cm 焼痕残 存。 ト05C －53

7 3 W 2 3 1 1 区 大型（A l） 28．2 平 同 じ幅、厚 さで、下方で削 りを入 ス

ギ

中　 世 完　　 形 30－73

I1 8 4N 2．5 れ丸 くす る。下 端 に焼痕 残存 し、 図版 2 ト73

S R l O 6 0 3 1．1 加工 とほぼ一致。 ト05C －12

7 4 W 2 4 9 1 区

SR l O 6 03

大型（A3） 3 1．3

1．2

0．8

角 下端 は表面、上端 は裏 面で削 る。

下端 に焼痕残存 し、加工 とはぼ一

致 。

ス

ギ

中　 世 完　　 形 3 1－74

図版 22－74

1－05C ※

75 W 2 5 9 1 区 大型 （A l） 18．8 角 全 面割 面で、下端 のみ削る。下端 ス

ギ

中　 世 完　 形 ？ 3 1－75

J 18 7 S

S R lO 6 0 3

1．4

1．1

に焼痕 残存 し、加工 とほぼ一致。 図版 22－75

1－05 C －34

7 6 W 2 8 8 1 区 大型（A l） 33．0 角 割材 を荒 く調整し、下端 で削 りを ス

ギ

中　 世 完　　 形 3 1－76

K 1 8 5 S 1．5 入れ る。下端 に焼痕 残存 し、裏面 図版 22－76

S R lO 6 0 3 1．2 は表面 の倍以 上の範 囲に残存。 ト05C －22

－82－
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実測 図版

．写 真図版全 体 図

77 W 3 8 6 1 区 大型 仏2） 17．4 平 両面割面で、側面加工。 半分 よ り ス チ　 世 完 ．形 3 1－77

J 18 4 S 1．8 下か ら下端 に向か い、細 く薄 く削
ギ

図版 19－77

S R l O 60 3 0．3 る。先端部が非常 に薄 く、右 側面

下方に切 り込みの ようにみえる痕

跡が残存。上端 は斜 めに切 断。下

端両面 ともに焼痕残存 。

1－05 C －13

7 8 W 3 5 9 1 区 A l （16．6） 平 下方に向かいやや細 く削る。下端 ス 中　 世 上端欠損 3 1－78

K 1 9 0 N 1．1 でさ らに削 りを入れ る。下端 に焼
ギ

図版 22－78

S R l O 6 0 3 0．7 痕残存。 （1－05 C －57）

79．W 4 5 0 1 区 大型 （A l） （20．8） 角－ 両面 割 面で 、上 端 か ら下方 に向 ヒ 中　 世 上端欠損 3 1－79

J 18 7 S 1．6 かって少 しずつ太 くな る。下端を ノ 図版 22－79

S R l O 6 0 3

5－a 層

0．8 削る。下方に焼痕残存。左側 面全

面に焼痕残存。

キ 1－05 C －34 ・

80 W 4 2 1 区 大型仏2） （40．6） 平 表面 は 9cm 、裏 面は 12 ．6c m 、先 中　 世 上端 欠損 3 1－80

J 18 6 S

5－1 層

1．6

0．8

端に向か って細 く加工 。下端 に焼

痕残存 し、加工 とほぼ一致 。

図版 22－80

1－05 B－28

8 1 W 12 4 1 区 大型（A2） （13．0） 角 下方に向かって細 く削 る。下端か ス 中　 世 上端欠損 3 1■81

J 18 5 S

S R l O 6 0 3

1．4

1．0

ら 10 cm 両面 に焼痕 あ り。
ギ

図版 22－8 1

1－05 C －20

8 2 W K 2 3 2 1 区 大型（A2） （20．6） 角 全面が割面で、下方 に向かって細 ス

ギ

中　 世 上端欠損 3 1－82

I1 84 N 2．1 く加工 。先端 で さらに細 く加 工。 図版 22－82

S R l O 6 0 3 2．0 下端か ら3．4cm に焼痕残存 し、加

工 と一致。

ト05C －12

8 3 W 2 4 2 1 区 大型（A2） ．29．7 角 上端か ら徐々 に細 く削 り、先端を ス 中　 世 ほぼ完形 3 1－83

K 18 8 S 1．8 薄 くする。表面全面 に焼痕 残存す
ギ

図版 22－83

S R l O 6 0 3 0．9 るが、裏面はな し。‘折損二 ヶ所あ

り。

（1－05 C －43）

84 W 2 5 7 （丑 1 区 大型（A l） 18．9 角 上端は斜め に切断 し、下方は少 し ヒ 中　 世 完　　 形 3 1－84

J 18 7 S 1．3 ずつ削 り薄 くし、先端 でさ らに削 ノ 図版 22－84

S R l O 60 3 1．2 る。下端 に焼痕残存 し、加 工と樟

ぼ一致。

キ （1TO 5 C －34）

85 W 2 5 7 （診 1 区 大型 仏2） 12．4 平 全面割面で、上端 は裏 面で斜めに ヒ 中　 世 完　　 形 3 1－85

J 18 7 S 1．2 切断 し、下方は先端 に向かって削 ノ 図版 22－85

S R l O 60 3 0．6 る。下方 た焼痕残存 し、加 工とほ

ぼ一致。

キ （1－05 C －34）

86 W 2 9 9 1 区 大型 仏2） 22．5 角 上端か ら下方 に向 か って少 しずつ ス

ギ

．中　 世 完　　 形 3 1－86

K 18 5 S 1．7 太 くな り、下 端近 くで再び 削 り、 図版 22－86

S R l O 60 3 0．9 細 くする。下方 に主 に焼痕 が残存

し、裏 面 には中位 にも強 く残存。

腐食 して いる。

（1－05 C－22）

87 W 3 0 4 1 区 大型 仏2） （34．5） 角 全面割面で、下方で先端 に向かい ヒ 中　 世 上部欠損、亀 3 1－8 7

I19 0 S

S R l O 60 3

2．2

1．4

細 く削る。下端 に焼痕 残存。 ノ
キ

裂多 し。 図版 22－87

1－05 C －53

8 8 W 3 2 7 1 区 大型 （A2） 30．8 角 上部にキ レツあ り。下部 は先卿 こ ス

ギ

中　 世 完　　 形 3 1－88

K 18 9 S 1．．4 向か うて 削 りを入れ る。両側 面、 図版 22－88

S R lO 60 3 1．3 上端調整 されて いる。下端 に焼痕

残存 し、加工 とほぼ一致 。

1－05C －50

8 9 W 3 3 3 1 区 大型 （A2） 18．5 角 全面 割 面で 、下 方 を削 り紺 くす ヒ 中　 世 ほ ぼ完形 3 1－89

J 18 7 N

S R lO 6 0 3

2．0

1．7

る。下端 に焼痕残存。 ノ
キ

図版 22－89

1－05C －35

9 0 W 3 4 6 1 区 大型 （A2） ．（19．4） 角 全面割 面で、下 方先端 に向か い、・ス

ギ

中　 世 上端欠損 3 1－90

K 1 8 6 S 1．5 細 く削る。下方 に焼痕残存 し、加 図版 22－90

S R lO 6 0 3 0．9 工 とはぼ一致。 1－05 C －29

9 1 W 5 00 1 区 A l （17．2） 角 表面のみ、中位か ら加工。 刃痕残 ス

ギ

中　 世 上端欠損 31－9 1

K 1 9 0 S 1．1 存。下端2 ．2cm を細 く削 る。 下端 図版 2．2 －9 1

S R lO 6 0 3 覆土② 1．0 ， に焼痕残存 し、加工 とほぼ一致 。 1－05 C －57

9 2 W 2 7 1 区 B （23．7） 角 全面割 面、下方に向か ってやや細 ス 中　 世 上端欠損 31－92

H 1 8 7 N

5－2 層

1．0

1．4

くなる。
ギ

図版 22 －92

1－05 B－32

9 3 W 4 3 1 区 大 型 （B） （16．9） 角 下方 に向かい太 くなり、下端を丸く ス 中　 世 上端欠損 31－93

不 明

5－1 層

1．4

0 ．9

加工。下端から9血 Tl焼痕残存。
ギ

図版 22 －93

1－05 B ※

94 W 3 14 1 区 － 大 型 （B）． 2 2．9 平 全 面割面 でi 上端 を斜 めに切 断。 ヒ 中　 世 完　　 形 31－94

K 18 8 S 1．7 幅 が広 い上部に刃痕残存。 ほぼ同 ノ 図版 22 －94

S R l O 60 3 覆土②

上部

0 ．9 じ太 さのまま下端に至 る。下端 に

焼痕残存 。

キ 1－05 C －43

9 5 W 3 3 5 1 区 大型仏2） （25 ．6） 平 全面割面 で上端 斜めに加工。下方 ヒ 中　 世 下端欠損 31－95

J 1 8 7 N 1．6 に向か い細 く加 工。下端か ら5cm ノ 図版 22 －95

S R l O 6 0 3 0 ．8 をさらに細 く加 工。下端の加工 と

焼痕 ほぼ一致 。

キ 1－05 C －35

一83－
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調査 区

グ リッ ド

出土遺構

出土層位

分　 類

法 量 （cm ）

全　 長

幅

最大厚

断面形 形 態 の 特 徴 ・使 用 痕

樹

種

年 代 観 備　　 考

実測図版

写 真図版

全 体 図 －

96 W 2 4 1 区 C 1 7．．3 丸 両端 に刃痕残存、折 り割 り？面 を 不 中　 世 完　　 形 3 ト96

H 18 7 N

5－2 層

1．0

1．0

きれ いに調整。
明

図版 22－96

1－05 B－32

9 7 W 8 7 ② 1 区

J1 87 S

5－2 層

D （5．6）

0．7

0．4

角 同じ幅、厚さで、1ヶ所折 損あ り。ス

ギ

中　 世 両端欠損 30－97

図版 21－97

1－05 B－35

9 8 W lO l② 1 区

I1 84 N

S R l O 6 0 3

5－2 層

D （6．3）

0．6

0．6

角 全面割 面 ？表面 に削 り痕残存。 ス

ギ

中　 世 両端欠損 30－98

図版 21－98

ト05C －12

9 9 W l 17 1 区 B （8．3） 角 全 面割 面。下端 0．8cm を薄 く削 っ ス 中　 世 上端欠損 30－99

I1 8 5N

S R l O 6 0 3

5－2 層

0．6

0．6

たか．？
ギ

図版 21－99

1－05C －19

10 W 12 1 1 区

J1 8 5 N

5－2 層

D （7．5）

0．9

0．5

平 面 を丁寧に作る。ひび1ヶ所あ り。ス

ギ

中　 世 両端欠損 30－10 0

図版2 1－10 0

1－0 5 B－22

10 1 W 15 6 1 区 B （11．6） 角 下 方 に向か いわ ずか に細 くな る。ス 中　 世 下端欠損 30－10 1

K 1 8 5 N

5 層

1．0

0．6

上端 は止めるっ
ギ

図版2 1－10 1

1－0 5 B－24

10 W 17 1 1 区

J18 4 S

5－2－2 層

D （3．8）

0．5

0．5

角 全 面加 工が丁寧。 ス

ギ

中　 世 両 端欠損 30－10 2

図版2 1－102

1－0 5 B●14

10 W 17 9 1 区

J18 4 S

5－2－2 層

D （7．3）

0．6

0 ．5

角 折れ あ り。 ス

ギ

中　 世 両 端欠損 30－10 3

図版2 1－103

1－05 B －14

10 W 19 0 1 区

J1 8 5 N

S R l O 6 03

5－2 層

大 型 （C ） （10 ．2）

1．2

0 ．6

平 腐食 して もろ く、折れ あり。 ス

ギ

中　 世 両端 欠損 30－10 4

図版 21－104

1－05 C －21

10 W 3 5 8 1 区 ‾ 大型（A l） 18．2 角 下端折 り割 りか ？下方で亀裂が入 ヒ 中　 世 完　　 形 30－10 5

K 18 9 S 1．9 る。全 面割 面で、上端は鋭 く斜め ノ 図版 19－105

S R l O 60 3

5－2 層

0 ．9 に切断 。下 端約 5cm か ら削 りを

入れ る。そ の加工部分 とほぼ一致

して焼痕 残存。

キ 1－05 C －50

10 W 2 7 2 1 区 大型 （A2） 2 1．6 角 上 部 か ら下部 に 向 って細 く削 る ヒ 中　 世 完　　 形 28－10 6

J 1 8 7N 1．9 が、削 り方 は荒 い。下端に焼痕残 ノ 図版 19－106

S R lO 6 0 3 河床 1．0 存。 キ ト05C －3 5

第12表　3区等状木製品観察表（HA）
下　　　層
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』ヒ口
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ロ丁テ

登
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ロ丁テ

調査区

グリッド

出土遺構

出土層位

分　 類

法量（cm ）．

全一　長

幅

最大厚

断面形 形 態 の 特 徴 ・使 用 痕

樹

種

年 代 観 備　　 考

実測図版

写真図版

全 体 図

（彰 W 1207 3 区 C （13 ．9）． 平 中位で折れ、下半分は両面剥離。ス 弥生後期 両端欠損 28－（丑

G 164S

15－2－3 層上面

1．0

0 ．6

下方に向ってやや細くなる。

上端裏面に切断のような刃痕？

り。

ギ
図版 19－①

3－15C －31

② W 1203 3 区 大型（Al） 24 ．3 角 全面割面で、下端は先端を細く肖l ス 弥生後期 完　　 形 28－②

G 163N

15－2－3 層上面

2 ．3

竿．4

る。上端も加工か？両端の加工と

ほぼ向じに焼痕残存。
ギ

図版 19－②

3－15C －25

中　　　層
③ W 210 3 区 A 2 （2 1．2） 平 先端か ら4．2cm と 9cm で折れ、ス 奈良時代 上端欠損 28－③

H 164S

13 層上面

1．1

0．6

腐食が進んでいる。先端に向っ

徐々に細く加工。焼痕残存。 ギ
図版 19－③

3－12B －45

④ W 768 3 区 大型（B ） （2 1．8） 丸 右側面に丸みをもつ。下半分に焼 ス 奈良時代 上端欠損 28－④

G 163N

13 層上面

2．4

1．1

痕残存。
ギ

図版 19－④

3 －12B －35

⑤ W 83 3 区 大型（A l） 15．3 平 全面割面で、下端は刃を数回 ヒ 奈良時代 完　　 形 2 8－⑤

E 165N 1．7 れ、丸みをもつ。上端は刃を斜め ノ 図版 19－⑤

SK 31201

12 層上面

1．0 に入れ切断。．下端の加工部分に

痕残存。

キ 3－12B －48

ー84－
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調査 区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

分　 類

法 量 （cm ）

全　 長

幅

最大厚

断面形 形 態 の 特 徴 ・使 用 痕

樹

種

年 代 観 備　　 考

実 測図版

写真図版

全 体 図

⑥ W 78 7 3 区 大型（A l） 36．0 角 全面割 面で 、両 端 を削 り尖 らす 。ス 奈 良時代 完　　 形 28－⑥

G 1 6 6 S

l l層下 面

2．2

1．6

下端のみ焼痕残存。
ギ

図版 19－⑥

3－12A －60

⑦ W 3 79 3 区 大型（A3） 48．0 角 全面割 面で 、荒 い面 がその まま。ス 奈 良時代 完　　 形 28－⑦

H 16 3 S 1．3 両端 を加工 し、細 くす る。上端 は
ギ

図版 19－⑦

SK 3 1 2 0 1

13 層上面

1．台 尖る。下端 に焼痕残存 し、加工 と

ほぼ一致す る。

3－12 B－36

上　　　 層

亡ゴ⑧ W 25 3 区 A l （18．6） 角 両側 は割面で、先端 を加工。焼痕

◆
ス 中世 ～近世 上端欠損 29－⑧

F 1 64 S

l ～ 5 層上面

0．7

0．8

は加工の部分 とほほ一致 。
ギ

図版 20－⑧

3－05A －2 1

⑨ W 2 0 3 区 A2 （10．1） 角 裏面 は割れた面そ のまま。 先端 は ス 中世 ～近世 上端欠損

【：1

29－⑨

E 1 62 S

5 層上面

0．7

0．6

細 く、丸 く加工。割れ 面以外 は焼

痕。 ギ
図版 20－⑨

3－05A －2 1

⑩ W 1 3 4 3 区 A2 （8 ．5） 角 断 面形 が三 角 形 を呈す よ う に加 ス 中　 世 上端欠損

．上山　　　　　。

29－⑩

F 1 6 1 S

5－2－2 層上面

0 ．7

0 ．4

工。先端 に向か い細 く加工。丁 寧

な作 り。 ギ
図版 20－⑩

3－05 C －15

⑪ W 1 3 5 3 区 D （4 ．9） 丸 両端 に向か って細 く削る。腐食 し ス 中　 世 両柄欠損

⊥．山　　　　　口

30－⑪

E 16 1N

5－2－2 層上面

0 ．4

0 ．5

丸 くな って いる。
ギ

図版 20－⑪

3－05 C －14

⑫ W 1 3 6 3 区

E 1 6 1 S

5－2－2 層上面

D （5 ．5）

0 ．5

0 ．4

角 棒状。腐食 している。 ス

ギ

中　 世 両塙 欠損

＿⊥↓山　　　　　口

30－⑫

図版 20－⑫

3－05 C －14

⑬ W 1 3 7 3 区 D （5 ．6） 丸 先端 に向か い細 く加 工。腐 食 し、ス 中　 世 両柄 欠損

．▲．1．日　　　　　ロ

30－⑱

E 1 6 1 S

5－2－2 層上面

0 ．5

0 ．5

丸 くな っている。
ギ

図版 20－⑱

3－05 B －13

⑭ W 1 4 4 3 区 A 2 （11．3） 角 先端 に向か い細 く、断面形が二角 ス 中　 世 上埼而欠損

⊥↓U　　　　　ロ

29－⑭

G 16 5 N

5－2－2 層下面

0 ．7

0 ．5

形 を呈 す よ うに加 工。 丁 寧な 作

り。 先端 か ら0．5c m に 1 枚はがれ

る よ うに 刃 痕 残 存 。 先 端 か ら

2．6cm 、4．9c m に折れ。

ギ
図版 20－⑭

3－05 C －52

⑮ W 1 6 1 3 区 B （10 ．6） 角 断面 形は四角 を呈す 。2 面 は割 面

tヽ
ス 中　 世 上メ両欠損

．Ll．lJ　　　　□

30－⑮

H 1 64 N

5－2－2 層下面

0 ．8

0 ．7

で、そ のまま加 工せず 。先端に向

か い、やや細 くなる。先端は丸い。
ギ

図版 20－⑮

3＿05 B ’－46

⑯ W 7 4 3 区 B （10 ．5） 角 先端 に向って細 く加工。下端 は切 ス 中　 世 上哺 欠損

⊥J⊥l　　　　ロ

30－⑱

G 16 9 N

5－2－1 層上面

0 ．7

0 ．7

断。
ギ

図版 2 1－⑯

3－05A －53

⑰ W l 1 6 3 区 C （10 ．7） 丸 先端 に向 ってやや細 くなる。最先 ス 中　 世 上荊 欠損 30－⑰

F 1 63 S

5－2－2 層上面

0 ．8

0 ．7

端 は し っか りと した加 工 で はな

い。
ギ

図版 2 1－⑰

3－05A －16

⑱ W 1 5 7 3 区 C （10 ．3） 角 同 じ幅、厚 さ。上方 で刃 を入れ 、 中　 世 両端 欠損 ？ 30－⑱

F 15 9 S ・F1 6 0 S

5－2－2 層下面

0 ．8

0 ．6

段 落 ち して いる。 下端 は 折 り割

り ？

図版 2 1－⑱

3－05C －01，07

⑩ W 1 64 3 区 C 8 ．2 角 両 端折 り割 り ？ほぼ 同 じ幅、 厚 ス 中　 世 完　 形 ？ 30－⑩

F1 6 3 N

5－2－2 層下面

0．7

0．5

さ。
ギ

図版 2 1－⑩

3－05 C －33

⑳ W 1 54 3 区 大型（A2） （17 ．0） 角 全面割面 ？下端 を斜めに削 り、尖

◆
ス 中　 世 上端 欠損 31－⑳

F 16 0 S

5－2－2 層 下面

1．7

1．2

らす。先端 加工と焼痕ほほ一致。
ギ

図版 22－⑳

3－05 C －07

㊧ W 16 8 3 区 大型（A l） （10 ．9） 平 同 じ幅、厚 さで 、先端 を削 り尖 ら ス 中　 世 上端欠損 31－㊥

F 16 3 S

5－2－2 層下面

1．6

1．5

す。先端 に焼痕残存 し、加 工とほ

ぼ一致。 ギ 3＿05 B ’－32

⑳ W 12 0 3 区 大型（A2） 20．7 平 腐食 し、裏面欠落。下方 に向って ス 中　 世 完　　 形 ≡1⑳

F 16 3 S

5－2－2 層上面

2．2

1．6

削 り、折 れ 1ヶ所 あ り。先端 を尖

らす。 ギ
図版 22－⑳

（3－05A －16）

⑳ W 14 1 3 区

G 1 6 4 N

5－2－2 層下面

大 型 （C ） 18．4

1．2

1．0

角 同 じ幅、厚 さで両端 は丸 く加工。 ス

ギ

中　 世 完　　 形 3 1⑳

図版 22 19

3－05 C －44

⑳ W 16 7 3 区 大 型 （C ） 18．0 平 ほぼ同 じ幅、厚 さで、両端 を丸 く ス 中　 世 完　　 形 ≡1⑳

F 16 3 S

5－2－2 層下 面

1．8

1．0

加工。
ギ

図版 22⑳

3＿05 B ’一32

－85－



第13表　割　物　観　察　表（KU）
報

』ヒ
ロ
番

号

登

録

番

‡号

調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

器

種

法量（cm ）

長　 軸

短　 軸

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・ 使 用 痕 製　　　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W 5 17 2 区 楕 （1 6 ．8 ） 楕 円 形 剖 物 。 木 目 に直 交 、平 行 し 底 部 平 坦 面 は 作 らず 、 口 縁 部 は 、横 柾 不

明

弥 生 中期 後 菓 3 2 －1

J 1 73 S 円 （8 ．0 ） て 割 れ る が 、 残 存 状 態 良 。 内面 は 1．5 ～ 2 ．0 cm の 平 坦 な 面 を作 る 。 外 木 ～弥 生 後 期 図版 2 3 －1

形 4 ．3 弱や か な カ ー ・を　 いて　 口 に至 は　 ロ と　 ロ が 日　 に　 む　られ 、 2 －15 B －14

1 6 層 上 面 剖
物

る。 体 部 の 厚 さ 1 ．4 cm 。 底 部 の厚

さ 0 ．8c m 。

3 0 0 の 角 度 に立 ち 上 が る 。 全面 に 調

整 痕 が 残 存 し 、丁 寧 な作 りで あ る 。

り

2 W 165 6 3 区 楕 （3 4 ．2 ） 楕 円 形 剖 物 。 木 目 に 直 交 し て 割 木 表 面 を 口綾 部 に 当て る 。 外 面 底 部 横 板 不

明

弥 隼 後 期 3 2 －2

G 1 6 0 S 円 （1 2 ．4 ） れ 、板 目 状 に 欠 落 す る。 残 存 状 態 は平 坦 面 を作 るが 、長 軸 は そ の ま ま 木 図版 23－2

S K 3 1 5 0 1 形 （5 ．8） や や 悪 い 。 内 面 の 黒 い色 は、 塗 布 緩 や か に立 ち上 が る。 短 軸 は 、 平 坦 取 目 図版 23－2－2

1 5 層 剖
物

か 焼 い た も の か ？内 面 は 緩 や か な

カ ー ブ を描 い て そ の ま ま緩 や か な

底 部 にな る 。

面 か ら斜 め に直 に立 ち上 が る 。 り 3 －15 C －05

3 W 8 5 4 2 区 楕 （8 0 ．5） 大 型 の楕 円 形 剖 物 。 木 目 に直 交 し 木 表 面 を 口縁 部 に 当 て る 。 内 面 で 横 板 ス 弥 生 中期 後 葉

′
3 2 －3

J 1 74 8 円 （1 5 ，9） て 割 れ 、板 目状 に 欠 落 す る 。 腐 食 は 、 短 軸 は 直 な 斜 面 を作 り、底 面 に 木
ギ

～ 弥 生後 期 図 版 2 3 －3

形 （4 ．5） が ’ し く残 存 状 態 悪 い　 両 面 と も 至 る　 長　 は　 や か な カ ー ブ と思 わ 取 目 2 －15 C －2 1

1 5－2 層 剖
物

JChヽ lユ1　　　0
に 焼 痕 残 存 し 、 外 側 は 1β 弓負。

0
れ る 。 外 面 は 広 く底 面 を作 り、立 ち

上 が りは 長 短 軸 と も内 面 と 同 じ。

り

4 W 3 8 5 1 区 ． 方 （2 1 ．2 ） 方 形 到 物 。 木 目 に 直 交 し て 割 れ 、木 表 面 を 口縁 部 に 当て る。 長 軸 の側

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿■．＿
横 板 ス 奈 良 時 代 ～

JJL

3 2－4

J 18 3N

l l 層 上 面

形 （7 ．3 ） 板 目状 に欠 落 す る 。 残 存 状 態 良 く 面 は 底 面 と 同 じ厚 さ 1 cm で 並 ち 上 木
ギ

平 安 刑 期 図 版 2 3 －4

到
物

5 ．5 な い 。 が り、 口線 に 近 くな る につ れ 薄 く な

る 。 口縁 は 平 坦 面 を もた な い。 短 軸

の 側 面 は 厚 く 、 立 ち 上 が り で 4 c m
徐 々 に 薄 くな り、 口縁 の 平 坦 面 は

2 ．1c m 。

取 目
り

ト1 2A －0 7

第14表　曲　物　観　察　表（MA）
報

』ヒ口
番

口丁テ

壷

録

番

号 ．

調 査 区

グ リ ッ ド

出土 遺 構

出土 層 位

器

種

法 量 （c m ）

長　 軸

短　 軸

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W O O3 3 区 楕
円
形
曲
物

長 軸 14 ．1 楕 円 形 曲 物 の ク レ底 で 、 1／2 底 板 は 、 孔 の 幅 0 ．2 5 c m 、 長 さ 柾

目

rト 近　 世 33 －1

E 16 0 N

3 層

側 板 高 3 ．3 強 残 存 す る が 、 残 存 状 態 よ く・1．3 cm の 木 釘 痕 残 存 。 釘 結 合 は 、 ウ 図 版 2 4 －1

底 板 厚 0 ．7 な い 。 底 板 は 、．変 形 な 楕 円 周 辺 を 等 分 す る 4 ヶ 所 と 思 わ れ ヒ
属

3 －0 1 －0 6

側 板 厚 0 ．5 で 、 周 辺 は や や 斜 め に削 り落

と す 。 側 板 は 、 下 端 0 ．5 cm 、

上 端 0 ．3 c m で 上 方 に 向 か い

薄 く作 る 。

る。 側 板 は、 ケ ビキ 痕 が 内側 内 面

に斜 平 行 線 に 3 本 残 存 。 綴 じ合 わ

せ は 3 ヶ 所 残 存 す るが 、 綴 じ方 が

は っき りわ か らな い。 底 板 と 同 位

置 の 木 釘 痕 が 2 つ 残 存 。 う ち 1 つ

は 0 ．3 × 0 ．2 の木 釘 残 存 。

2 W O 3 7 3 区 円
形
曲
物

径　 10 ．7 円形 曲物 の 側 板 で 、 3／4 残 存 。下 端 は 厚 さ 0 ．4 cm で 外 側 を丸 く加 柾

目

ヒ 近　 世 3 3 －2

G 1 6 0 N 高　　 3 ．6 腐 食 し 、 木 目 に 沿 って 割 れ 、工 。 上 端 は 0 ．2 5 cm で 、 上 方 に 向 ノ 図版 2 4－2

S R 3 0 1 03

（旧 安 東 川 ）

3 層

厚　　 0 ．4 圧 に よ り変 形 して い ろ 。 か い 薄 く作 る 。 内 側 、 外 側 と も端

は 薄 く加 工 す る が 、 内 側 は特 に薄

い 。 綴 じ合 わ せ は 、 2 列 で 1 ヶ 所

の み で 、 綴 じ方 は わ か らな い。 カ

バ 紐 幅 0 ．6 c m 、反 対 側 に 2 ヶ 所 カ

バ紐 残 存 。 両 面 に 黒 く塗 布 され た

か ？

キ 3 －0 1－1 0 ．

3 W O 5 7 3 区 円

形
曲
物

径　　 5 ＿．7 円 板 の 完 形 で 、 木 目 に 沿 っ て 正 円 で 、 周 辺 は細 か く加 工 され 、柾

目

ヒ 近　 世 3 3 －3

G 16 0 S

S R 3 0 10 3

（旧安 東 川 ）1

4 層 上 面

厚　　 0 ．4 割 れ る。 残 存 状 態 良 。 斜 め に 削 り落 と す 。 ノ
キ

図 版 2 4 －3

3 －0 ト10

4 W OO 5 3 区 円
形
曲
物

径　　 5 ．8 円 板 の 完 形 で 、 木 目 に沿 っ て 正 円で 、 周 辺 はわ ず か に 斜 め に 削 板

目

ヒ 中　 世 3 3－4

E 1 65 S

5 層 上 面

厚　　 0 ．3 割 れ る 。 残 存 状 態 良 。 り落 とす 。 中央 に小 さ な貫 通 孔 あ

り。

ノ
キ

図 版 2 4 －4

（3 －0 5A －2 4 ）

5 W 13 5 1 区 円
形
曲
物

径　　 8 ．8 円板 で 、 腐 食 し割 れ が 多 いが 正 円 で は な い 。 周 辺 は 面 取 り し、 柾

目

ヒ
ノ
キ

中　 世 33 －5

K 18 6 S

5 －2 層

厚　　 0 ．7 ほ ぼ完 形 。 斜 め に削 り落 とす 。 図 版 2 4 －5

1－0 5 B －3 0

6 W O O 2 3 区 ． 円

形
曲

物

径　 1 0 ・．9 円板 で 、9 0 ％ 残 存 し、 残 存 状 正 円 で は な い 。 両 面 と も に きれ い 柾

目

ヒ
ノ
キ

近 世 ～ 近 代 3 3 －6

F 1 6 0 S

l 層 ．

厚　　 0 ．8 態 良 。 な 面 を持 つ が 、 厚 さ は 一 定 し な

い 。 周 辺 は わ ず か に斜 釧 こ削 り落

とす 。

図版 2 4－6

3 －0 1－0 7

7 W 4 8 7 1 区 円
形
曲
物

径　 1 1 ．8 円 形 曲 物 の ク レ 底 ・底 板 で 、 い び つ な 円 で 、 厚 さ も 一 定 しな 板

目

ス

ギ

奈 良 時 代 3 3 ■7

K 18 6 N

12 層

厚　　 0 ．8 完 形 。 残 存 状 態 良 。 い 。 表 面 の 周 囲 に 幅 0 ．1c m 強 の刻 図版 2 4－7

Ⅹ 線 に よ る木 釘Lは 、 隙 間 な く 線 残 存 。 周 辺 を 荒 く、 ほ ぼ 直 に削 図 版 2 9－7

入 っ て いる と写 らな い 。 り落 とす 。 木 釘 と 木 釘 孔 は 、 そ れ

ぞ れ 3 ヶ 所 残 存 。 位 置 は均 等 で は

な く 、 左側 下 部 分 に な し。

ト12 B －3 0

－86－



報

月ニロ
番

号

登

録

番

ロ巧

調査区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

器

種

法 量（cm ）

長　 軸

短　 軸

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測 図版

写真 図版

全 体 図

8 W 4 6 6 2 区 円 径　 （20 ．0） 円形曲物の クレ底 、底板。 周辺はほぼ直 に削 り落 とす。ニ ケ 斜 ス

ギ

奈良時代 33－8

I1 7 9 N

12 層

形 厚　　 0 ．9 1／2 残存 で、残 存状 態やや 悪 所に径 0．2cm 、長さ 1．7c m 木釘痕 柾 図版 24－8

曲
物

い。Ⅹ線 による木釘痕 は、幅

0 2c m 、長 さ 1．4cm 。

残存。端 に径 0 ．6c m の孔が残存。 目 図版 2 9－8

2－12 C 6 4

9 W O 4 6 3 区 楕 （27．5） 楕 円形 曲物 のク レ底、 底板。周辺は丁寧 に加工 され 、あま り角 柾 ヒ 近　 世 33－9

G 1 6 0 S 円 （7．2） 1／3 残存 す るが、木 目に沿 っ 度 を もたず 、 ほぼ 直 に削 り落 と
目

ノ
キ

図版 2 5－9

S R 3 0 1 0 3

（旧安東 川）

覆土

形
曲

物

0 ．9 て 2 つに割れ、残存状 態やや

悪 い。Ⅹ線 に よる木 釘痕 は 、

幅 0．2cm 、長 さ 1．4c m 。

す。2ヶ所 に木釘痕が残存。 図版 2 9－9

3－0 1－09

10 W O 6 4 3 区 円 径　 13．7 円形曲物のカキ底で 、95 ％残 周辺 をほ ぼ直 に削 り落 とす。周辺 柾 ヒ 近　 世 34－10

G 16 0 N

S R 3 0 1 0 3

（旧安東 川）

形
曲
物

厚　　 0 ．7 存するが 、木 目に沿 って 5 つ

に割れ、残存状 態やや悪 い。

内側 に木釘 1 本残存。
目

ノ
キ

．図版 24－10

3－01－10

1 1 W 2 6 4 1 区 円 径　 15．5 円形曲物 のカキ底で、完形だ 周辺はやや斜 めに削 り落 とす。 内 斜 ス 中　 世 34－11

J 18 5 N 形 厚　　 0．7 が、木 目に沿 って 2 つに割れ 面周 辺か ら約 1cm に線書 き刻線 柾
ギ

図版 25－11

S R lO 6 0 3 曲
物

る。残存状態 良。裏面に線状

刃痕が残存 。

が まわる。そ の線 をはさみ、結合

した幅 0 ．5 ～ 0 ．6cm のカバ紐が残

存。木 目をず らしてほぼ四等分 に

位置す る。

目 1－05 C －2 1

12 W O 12 1 区 円 径　 17．2 円形 曲物 のカキ底 で 、1／2 強 周辺 は斜 めに削 り落とす。内面周 板 ス 平安初頭

ヽ

34－12

J 18 4 S ・J18 5 S

東西中央

トレンチ 内

10 層

形
曲
物

厚　　 0．8 残存す るが、残存状態悪 い。 辺 に 1cm 幅の 斜め の低 い段 を作

る。鋭角 に切 り込 む。二孔 「対 の

径 0 ．3cm の孔が 2 ヶ所 に残存 。カ

バ紐 と木釘 残存 。結合孔 は、円周

を均分す る 4ヶ所 と思われ る。

目 ギ
図版 25－12

1－12A －06

1－12A －13

13 W 14 0 2 区 円 （19．9） 円形曲物 のカキ底で、一部分 内面周辺 に2 ．2cm 幅の鋭 角に切 り 板 不 奈良時代 3 4－13

I17 2 N

12 層

形
曲
物

（5．5）

0．5 ‘

腐食 し、残存 状態悪 い。径 は

でな いが大きな器か ？

込ん だ低 い段を作る。

寸

目

斜

明
図版 24－13

2 －12 C －12

14 W O 6 4 1 区 円 径　 17．2 円形 曲物 のカ キ底 の一 部分 周辺 に刃痕残存 。カバ紐が 1ヶ所 ス 中　 世 3 4－14

J 1 84 N

S R l O6 0 3

5－2 層

形
曲
物

厚　　 0．8 で 、木 目に沿って 割れ る。腐

食 し。 残存状態やや悪 い。

残存。 柾

目 ギ
図版 24－14

1－05 B －15

15 W 2 15 1 区 円 径　 （15．0） 有孔 円板で、1／2残 存するが、正 円で、中央に長 さ1．9c m の孔の

ヽ
柾 ス 中　 世 35－15

I18 8 N 形 厚　　 0．8 やや腐 食 して いる。 中央 の孔 跡 が残存 。その並びの端の近 くに
目 ギ

図版 25－15

S R l O6 0 3 曲
物

の「方 向がす り減 った ように

薄 くなっている。そ の反対面

に焼痕 残存。

0．7cm の孔 が残存。周辺はやや斜

めに削 り落 とす。

（1－05 C －40）

16 W O6 9 3 区 円 径　 （19 ．4） 有孔 円板で、1／2 残存するが、正 円で、中央に裏面か らの穿孔で 柾 ヒ 中　 世 35－16

G 1 6 8N 形 厚　　 0．9 木 目 と平 行 して 2 つ に割 れ 3 ．7cm の孔 を作る。その孔の周 り
目

ノ 図版 25－16

S D 3 0 5 1 2

5－2－1 層

曲
物

る。残存状態良。 に放射状に径 0 ．7 ～ 0．8cm の両面

穿孔 の 2 つの孔 を鋭利な刃 を使用

して作る。周辺は斜めに削り落とす。

キ 3－05 A－47

1 7 W 29 7 1 区 楕 （28 ．3） 楕 円形 曲物の底板で、95％残 細 かい節があ り、表皮 に近 い部分 板 ス 中　 世 35－17

W 2 84 王q 8 5S ・K l圧S 円 （23 ．0） 存 するが 、木 目と直交 ‘して 2 を使 用。横長の変形八角形で、周
自 ギ

図版 25－17

S R l O 6 0 3 形 1．2 つに割 れる。乾燥 し、残存状 りに孔が 8 つ残存。ほぼ対象に位 1－05 C －22

曲
物

態悪 い。 置す るが、r 大き さや穿孔の仕方は

バ ラバラ。孔を境 にわずか に色が

異なる。

1－05 C －29

1 8 W O 7 1 3 区 方 （14 ．1） 方 形曲物の底板で 、右部 、下 厚 さはほぼ一定で、側板 との結合 柾 ス 中　 世 36－18

I16 6 S

5－2－1 層

形
曲
物

（6 ．9）

・0 ．6

部 欠損。 のカバ紐 1ヶ所残存。 側板の近 く

に径 0．3 ～ 0．4c m のキ リで穿った

よ うな小孔が 3 つ残存。

目 ギ
図版 25－18

（3－05 a－54）

19 W 1 83 3 区 方 （14 ．0） 方 形曲 物 の底板で、W 18 4 と 端 が厚 く、少 しずつ薄 くな る。周 柾 ス 中　 世 36■1．9

G 1 6 6 N

5 層上面

形 （5 ．8） 同一 体 と思 わ れ る が接 合 せ 辺に鋭 角に切 り込んだ低 い段 を作
目 ギ

図版 2 5－19

曲

物
0 ．6 ず 、残存状態良。 る。1 つ は隅 をやや丸 く加工。側

板 の位置近 くに0 ．2cm の小孔 3 つ

残存。

3－05 B ’－6 1

2 0

2 1

2 2

W 18 4

W O 12

W O 14

3 区 方 （14 ．0） 方 形曲物 の底板で、W 18 3 と 端 が厚 く、．少 しずつ薄 くな る。周 柾 ス 中　 世

近世～近代

中　 世

？6－20

G 1 6 7 N

5 層上面

3 区

形 （3 ．4） 同一 体 と思 わ れ る が接 合 せ 辺に鋭角に切 り込んだ低 い段 を作
目

板

ギ

ヒー

図版 2 5－20

曲
物

方

0 ．6

2 9 ．4

ず 、残存状態良。

方 形曲物 の底板で 、3 つ に割

る。1 つは隅 をやや丸 く加工。一側

板の位置近 くに0 ．2cm の小孔 3 つ

残存。

厚 さはほぼ一定で 、側板 との結合

3－05 B ’－69

3 6－2 1

F 16 0 N 形 （9 ．4） れ る。残存状態悪 い。

方 形曲物の底板で 、残存 状態

の幅 0．6 ～ 0．7cm のカバ紐が微妙
目

柾

ノ 図版 2 5－21

S R 3 0 10 3

（旧安東川）

1 層

1 区

曲
物

方

0 ．5

2 9 ．7

に位置 をず らして 3 ヶ所残存。短

軸に 1ヶ所 2 つの メサ シ痕残存。

厚 さはほぼ一定で、長軸 をやや斜

キ

ス

3－0 1－08

3 6－22

K 18 8 S

5 層上面

形
曲
物

（4 ．5）

0．7

良。 めに 2 辺 とする。隅 を斜め に落 と

す。長軸 のほぼ中央 に 1ヶ所、側

板 との結合の、幅 0．5cm のカバ紐

残存 。両 面 ともき れ いに調 整 さ

れ、 うっす らと刃痕残存 。

目 ギ・
図版 2 5－22

1－0 5A －44

－87二



報

dニ
ロ
番

l＝コ1亨

登

録

番

ロ了テ

調査区

グ リッ ド

出土遺構

出土層位

器

種

法 皇 （cm ）

長　 軸

短　 軸

最大厚

形 態 の特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測図版

写真図版

全 体 図

23 W 1 72 1 区 方

形
曲

物

（19．0 ） 方形曲物 の底板 、側 板少 し残 厚 さは ほぼ一定 で、隅を斜めに落 斜
柾
目

ス

ギ

中　 世 36－23

J 1 84 S （2．6 ） 存。残存状態 良。 とす。側板 との結 合の幅0 ．6cm の 図版 25－23

S R l O 6 03

5－2－2 層

0 ．8 カバ紐 1ヶ所 残存。 1－0 5C －13

2 4 、w o 33 3 区 方

形
曲
物

（27．6） 方形曲物 の側板 で、重ね合わ 厚さはほぼ一定で 、重ね 合う両側 柾

目

ヒ

ノ
キ

近世～近代 36－24

F 15 9 N 2 ．7 せの部分が腐食 し、残存状態 の端 に向か って薄 く作 る。幅 0 ．7 図版 26－24

S R 3 0 10 3

（旧安東川）

1．0 悪 い。 ～0 ．8c m のカバ紐 によ る綴 じ合 わ

せは 2 ヶ所 で、外側 、端 に近 い部

分が 2 段 、内側が 1 段。左側に切

り込 みを入れ、幅 3．4c m の部分 を

作 る。その中 に幅 0．2cm の 2 本 の

溝を作 る。深さは上端浅 く、下端

は深 い。

3－0 1－02

2 5 W O 15 3 区 円
形
曲
物

径　 （23．0） 円形曲物 の側板 で 、1／3 残存 上方 に向かい薄 く作る。左側 に幅 柾

目

ヒ

ノ
キ

近 世～近代 37－25

G 16 0 S 高　　 7．5 し、数個 に割れる。 0．55 cm のカバ 紐 残存 。2 列 前内 図版 26－25

S R 3 0 10 3

（旧安東 川）

1 層

早　 0・5 外 内綴 じ。 3－0ト09

2 6 W O 4 2 3 区 円
形
曲
物

径　 （27．2） 円形 曲物 の側板 で、 1／4 残存 上方 に向か い薄く作 る。下端は外 板

目

ヒ
ノ
キ

近世 ～近代 3 7－2 6

G 16 1 N 高　　 7．3 し、数個 に割 れる。 面 を丸 く丁 寧 に加 工。 左 側 に幅 図版 26－26

S R 3 0 1 03
（旧安東川）

厚　　 0．5 0．7cm のカバ紐残存。下側 は内綴

じ。

（3－0 ト18）

27 W 2 8 3 1 区 円

形
曲

物

径　 （39．2） 円形 曲物 の側板で 、1／5 残存 外面を丸 く丁寧 に加工 し、上方 に 板

目

ズ

ギ

近世～近代 37－27

J 1 8 5N 高　　 5 ．0 し、3 つに割れ る。残存 状態 向かい薄 く作 る。 内面全体 に黒 く 図版 26－27

S R l O 60 3 厚　　 0．5 やや悪い。 塗布 し、縦平行 のケ ビキ痕残 存。

重ね合わす部分 には斜平行 のケビ

キが入る。カバ紐 を通すエサ シ痕

が離れて 2 列、計 5 つ残存。下端

に底板 との結合孔 3 つ。 メサ シ痕

3 つ残存。

1－05 C －21

2 8 W l O 6 1 区 側

板

（9．0） 側 板の重 ね合 わせ の部分 で、側板 の厚 さはほぼ一定で 、また 2 柾

目

ス

ギ

中　 世 38－28

I18 5 N （2．5） 残存状態悪 い。 枚 の厚 さも同 じ。幅 1．0c m のカバ 図版 26－28

SR lO 6 0 3

6 層上面

0．5 紐 によ る綴 じ合わ せは 、2 ヶ所残

存 し、 各 1 列で 、2 段以上。
1－05 C －19

2 9 W 2 8 1 1 区 側

板

（12．0） 側板 の重ね 合わ せの 部分 で、側板の厚 さはほぼ一定 で、内側に 板

目

ス

ギ

中　 世 38－29

K 18 5 S 1．9 残存状態悪 い。 比べて 外側がやや 薄い。幅 0 ．6 ～ 図版 26－29

S R l O 6 0 3 0．6 1．0cm のカバ紐 による綴 じ合わせ

は、外側の側板 の端 に近い部 分は

2 列 前外 2 段後 内 1 段 綴 じ。 中側

は、 1 列内 1 段綴 じ。 内側の端近

くに、径 0．3cm の横並び の3 つの

小孔を穿つ。

1－05 C －22

3 0 W 3 8 2 1 区 側

板

（7 ．0） 側板 の一部分で、 ケビキ痕 に 厚 さは一定で、ケ ビキ は縦、斜め 板

目

ス

ギ

中　 世 38－30

J 18 5 N （2 ．4） 沿 って割 れ るが 、残 存 状 態

良。

方向に深 く入る。左端 に孔 の痕跡 図版 26－30

S R lO 6 0 3 0．5 残存 。 1－05 C －2 1

3 1 W 4 93 1 区 円
形
曲
物

（12．8） 円形 曲物 の側板の重ね合わ せ 側板 の厚 さはほぼ一定で、内側 に 斜
柾

目

ス

ギ

中　 世 38●31

K 1 90 S （6．1） 部分 で、残存 状態良。外側が 比 べて外側がやや 薄 い。幅 0．6 ～ 図版 26－3 1

S R lO 6 0 3

覆土②

（0．6） うっす らと黒 いのは焼痕か ？ 0．8cm のカバ紐 による綴 じ合わせ

は、1 列内側 3 段綴 じか ？カバ紐

の 中に刃痕残存 し、中側内面は黒

く塗布 され る。 内側 、外 側ともに

内面 にケ ビキ痕残存。 内側は斜格

子状。

（1－05 C －57）

32 W 4 9 5 1 区 側

板

（3 7．0） 側板の一部分で 、腐 食 し残存 厚 さは上方 に向か い薄 くなる。内 斜
柾

目

ス

ギ

中　 世 38－32

K 19 0 S 6．4 状 態悪 く、数個 に割 れる。 面にやや斜方向 のケビキ痕 が、間 図版 26－32

S R lO 6 0 3

覆土②

0．4 隔をおいて一面 に残存。角度 がや

や違 うため、上下 に分 けて入れ た

と思われる。

1－05 C －57

3 3 W O 72 3 区 側

板

（17．8） 側 板 の一 部 分 で 、残 存 状態

良。

厚 さは一定ではな く、上方 に向か 柾

目

ス

ギ

中　 世 38－33

G 1 6 6 S

5－2■1 層

（3．6）

0．4

い薄 くなる。幅 0．8c m のメサ シ痕

残存。 その0 ．3cm 上の痕跡 もメサ

シ痕 と思 われる。

図版 26－33

（3－05A －33）

34 W O 4 5 3 区 側

板

（19．6） 木 目が太 く、荒 い板材で、木 1ヶ所 ケ ビキ痕 ？と思 われ る線が 斜
柾

目

ス

ギ

近世 ～近代 38－34

S R 3 0 10 3 （5．2） 目と直交 して折れが入 る。 残存。幅 1．5cm のカバ紐 が同一地 図版 26－34

（旧安東川）

西壁

覆土 b－4 下面

0 ．5 点で出土。 3－01 ※

35 W 2 4 0 （彰 1 区 方

形
曲
物

復元21．9×20．3 方 形 曲物 の側 板で 、1／2 残存 一辺 15c m 、 15．8cm で、そ の間の 板

目

ス

ギ

中　 世 38－35

J 18 8 2．6 す るが 、残存 状態 やや悪 い。屈曲部分 を3．5cm とる。 内面か ら 図版 26－35

S R lO 6 0 3 0．4 （D と② は 1辺 の長 さが違 うの 平行の鋭 い刃 を入れ る。 （ケ ビキ 図版26－35－2

で 同一体 とみな さな い。 痕 ）両端 はその刃の部分で欠損す

る。

1－05 C

－88－



報
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番

号

調査区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

器

種

法 量 （cm ）

長　 軸

短　 軸

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測 図版

写真 図版

全 体 図

36 W 2 4 0 （診 1 区 方 （22．0） 方形 曲物 の側 板で 、1／2 残 存 一辺が 22cm と W 2 4 0 ① と比べ る 板 ス 中　 世 38－36

J 1 8 8 形 2．6 す るが、残 存状態 やや悪 い。 と長い。両端が鋭 い深 い刃 （ケビ
目 ギ

図版 26－36

S R l O 6 0 3 曲

物
0．4 ① と② は 1 辺の長 さが違 うの

で同一体 とみ なさない。

キ痕 ）で欠損。 1－05 C

3 7 W 34 1 1 区 側 （32．5） 側板 で、3 つ に割 れ、残存 状

能亜

左側 にケ ビキ痕 、メサシ痕 1 つず

曳存　 また　 ケビキの部分 を残

板 ス 中　 世 38－37

図版 2 6－37
J 18 6 N

S R lO 6 0 3
板

2．7

0．3

一浩一色、い。 つ至　子。　 、＿、　　　　 P

L 、内面 は黒 く塗 られている。
目 ギ 1－05 C －28

3 8 W O 1 7 1 区 側 （25．4） 木 目に沿 って割 れ、腐食 して 左端のみイ キと思われる。その端

？1石Tナn　 ・ く　　　 やや内湾

板 ス 中　 世 38－38

図版 26－38
H 1 8 7 N

5－2－2 層上面

板
（3．9）

0．7

いる。 部 に向カ って 薄　 加工。

す る。下部 が厚 くて上部が薄 い。
目 ギ （ト05B－32）

第15表　容　器　観　察　表（YO）
報

』ヒ
ロ
番

ロ丁テ

登

録

番

ロ7テ

調 査 区

グ リ ッ ド

出土 遺 構

出土 層 位

器

種

法 量 （cm ）

長　 軸

＿短　 軸最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W 1 60 2 区 箱 2 7 ．0 穿 孔 紐 結 合 に よ る 箱 物 で 、4 ／7

一　　　 、能 亜 い

底 板 （2 5 ．4 × 2 4 ．3 ）、 厚 さ 1 ．0 c m

の 板 材　 四 方 を幅 0 5 ～ 0 6　 で

底 側
板 板

ス 奈 良 時 代 3 9 －1

図 版 2 7 －1
W 1 6 1

W 4 83

J 17 3 S

1 2 層

物
2 6 ．8

6 ．9

残 存 す る が 、 残 存 状 仙、一山、 。 0　　　　　　　　　　　 ．c m　 、
0 ．2 c m 段 落 す る 。 各 辺 に 3 ヶ 所 の

木 釘 孔 が 残 存 。 また 5 個 の木 釘 残

存 。 残 存 す る 2 枚 の 側 板 は 、木 目

も違 い 、 同 じ材 で は な い と思 わ れ

る 。 両 側 を斜 め に落 と し 、そ の側

に 沿 っ て 3 ヶ 所 の 径 0 ．5 cm の木 釘

孔 が 残 存 。

板 柾

日 日

ギ 2 －1 2 C －2 0

2 W 3 3 8 1 区 挽 復 元 径 2 0 ．0 皿 で 、 1／5 残 存 。 乾 燥 も し くは 底 面 は 平 坦 で 、立 ち上 が りは 鈍 角 横 柾 ヒ 中　 世

ヽ

4 0－2

K 1 86 S 現 存 径 1 7 ．1 土 庄 の た めか 変 形 して い る 。 底 に や や 丸 み を も つか 。 両 面 の 体 部 木 ノ 図 版 2 7 －2

S R lO 6 0 3 物 厚　 （1 ．6 ） 部 両 面 に 無数 の 浅 い 線 状 刃 痕 残

存 。

の 一 部 に ロ ク ロ 目痕 残 存 。

倉

取 目
り

キ 1 －0 5 C －2 9

3 W 2 3 4 3 区 挽 復 元 径 2 5 ．2 皿 で 、 3 ／5 弱 残 存 。 腐 食 が 進 み 、底 面 は 平 坦 で 、 外 面 に 節 が あ り 、横 板 奈 良 時 代

　ヽ　　　　　　　　　　ヽ　　　　ヽ

4 0 －3

G 16 4 N

1 2 層 下 面

現 存 径 2 3 ．0 残 存 状 態 悪 い。 底 面 は 腐 食 が 激 浮 いた 感 じ に な る 。 立 ち 上 が りは 木 図 版 2 7 －3

物 厚　 （2 ．4 ） し く 、 ロ ク ロ の 爪痕 の 有 数 は わ

か らず 。

鈍 角 にや や 丸 み を も つ 。 口縁 部 は

0 ．6 cm の 平 坦 面 を作 る 。

取 目

り
3 －12 B －4 4

4 W O 2 8 3 区 桶 復 元 径 3 0 ．1 木 釘 結 合 に よ る 円 板 で 、 1／3 弱 2 枚 の 異 な る 板 材 を 、 2 本 の 木 釘 板 ヒ 近 世 ～ 近 代 4 0 －4

G 15 9 N 厚　　 1 ．3 残 存 し 、残 存 状 態 良 。 面 取 り さ で 結 合 。 端 に 薄 い 材 を 使 用 し、 片
目

ノ 図 版 2 7 －4

S R 3 0 10 3 れ て い る 面 に 焼 痕 残 存 。 径 面 を 面 取 りす る 。 両 端 を 細 く 加 キ 図 版 2 9 －4

（旧安 東 川 ） 0 ．3 5 cm の 金 属 釘 が 打 た れ て い

る 。 Ⅹ線 に よ る 木 釘 は 、 幅

0 ．3 c m ・0 ．5 cm 、 長 さ 4 ．2 cm ・

5 ．8 c m 。

工 。 3 －0 1－0 3 の上

5 W 5 3 9 1 区 桶 復 元 径 5 8 ．4 円 板 の 一 部 で 厚 さ 3 ．9 c m の 板 側 面 は斜 め に 加 工 し、 0 ．3 cm の 差 板 ス 中　 世

ヽ

4 0 －5

S R lO 6 0 3

重 機 作 業 中

5 －3 層

？ 厚　　 3 ．9 材 。残 存 状態 良 。 広 い 面 に線 状

刃痕 残 存 。

が あ る。 荒 い 調 整 痕 残 存 。
目 ギ

図 版 2 7－5

1－0 5 C ※

6 W 3 9 3 区

E 16 8 N

2 層

た

が

復 元 径

1 13 ．5 ×12 9 ．7

ザ ル 由 縁 の 部 分 の み が 残 っ た と

考 え られ る 。 内 部 に シ ジ ミ片 が

数 点 含 ま れ て い た 。

夕

ケ

近 世 ～ 近 代

3 －0 1

7 W 2 1 0 1 区 箱 12 ．7 組 合 せ 箱 の 側 板 か ？は ぼ 完 形 。

、’能

厚 さ 1 月c m の板 材 。両 端 に L 字 形

き を　 れ　 約 2 0　 の 柄

板 ス 中　 世 ＿ 5 8 －7

図版 4 5－7J 1 8 7 S

S R lO 6 0 3 物
4 ．1

1．0

残 存 状 ．山、良 。

表 面 に 焼 痕 残 存 。 線 状 刃 痕 と と

の切 り欠　　 入 、 、 ．c m

を作 る 。 そ の 柄 に 0 ．3c m の 孔 が あ
目 ギ （1－0 5 C －3 4）

5 層 も に わ ず か に 挟 れ た よ う に も

な っ て い る 。

り上端 に は 木 釘 残 存 。 切 り欠 き の

部 分 に も 2 つ の 木 釘 孔 が 残 存 。 う

ち 1 つ に は木 釘 残 存 。 右 側 面 に は

不 均 等 に 5 つ の 木 釘 孔 が あ り、 う

つ 2 つ に は 0 ．2 5 cm の 木 釘 が 残 存 。
左 側 面 は 面 取 り され 丸 み を持 つ 。

－89－



第16表　漆　椀　観　察　表（UR）
報

d ニ
ロ
番

号

登

録

警

丁テ

調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

法 量 （cm ）

口　 径

底　 径

’器　 高

残 存 率 色 （内 外 ） 加 飾 法 、 形 態 等

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W O 3 0 1 区 1 4 ．6 口縁 1／3 内 外 黒 漆 、 朱 絵 横 木 取 り、 上 線 部 底 部 に対 し垂 直 、 腰 部 や や 横
木

取
り

ト

ネ
リ

コ

中世 ～ 近 世 4 1－1

I18 4 N

3 層

（6 ．8 ）

3 ．8

高 台 1／2 平 、 素 地 普 通 （底 部 や や 厚 い ）、 内 面 全 体 に

笹 の 葉 の よ うな 文 様 。 外 面 に 一 部 分 残 存 、 達

筆 。 底 部 に 細 い 線 状 痕 残 存 、 漆 の は け塗 りあ

と か ？

図版 2 8 －1

1－0 5A －13

2 W 2 0 7 1 区

7 ．6
（ま 8 ）

腰 底 部 、 高 内 外 黒 漆 、 朱 絵 横 木 取 り、 上 線 部 普 通 、 腰 部 円弧 形 、 素地 普 横
木

取
り

ケ
ヤ

キ

中　 世 4 1－2

I1 9 0 S

5 層

台 訂3 通 。 内 面 に 花 と実 の 文 様 あ り、外 面 の 上線 部

に も 同文 様 あ り、 達 筆 。

図版 2 8 －2

1－0 5 B －5 7

3 W 1 89 3 区 （1 1 ．0 ） 贋 底 部 1／8 、内 赤 、 外 黒 漆 、横 木 取 り 、 上 線 部 開 き 、 腰 部 や や 張 りぎ み 。横

木
取
り

ブ

ナ
属

中　 世 4 1－3

H l伍 ・16 7N

I1 6 6 ・1 6 7 S

5 層 上 面

5 ．8

（2 ．4 ）

高台 1／10 内 面 下 地 に黒 漆

を 塗 布 。

素 地 普 通 、 外 面 に朱 絵 、葉 の よ う な 紋様 。 図版 2 8－3

3 －0 5 B ’－6 3 、

6 4 、7 1 、72

4 W O3 5 3 区 （1 1 ．0 ） ほ ぼ 完 形 だ 内 赤 、 外 黒 漆 、横 木 取 り、 上 線 部 普 通 、 腰 部 円弧 形 、 高 台 部 横
木
取
り

ブ

ナ
属

近 世 ～ 近 代 4 1－4

G 1 5 9 S 5 ．6 が 、 口 縁 を 内 面 下 地 に 黒 漆 台 形 、素 地 普 通 。 内 面 腰 底 部 塗 布 され た 赤 漆 図 版 2 8－4

S R 3 0 1 0 3
（旧安 東 川）

3 層

7 ．1 欠 く 。 を 塗 布 。 が は げ 、下 地 の 黒 が 見 え る。 3 －0 1－0 3

5 W O 2 7 3 区 （13 ．6 ）・ 腰 底 部 1／4 、 内 赤 、 外 黒 漆 、横 木 取 り、 上 線 部 普 通 、 腰 部 や や 開 き ぎ み 。横
木

取
り

ト 近 世 ～ 近 代 4 1 －5

G 16 0 N 6 ．6 高 台 1／3 内 面 下 地 に 黒 漆 素 地 普 通 。 外 面 に 家 紋 の よ うな 紋 様 が うす く チ
ノ
キ

図 版 2 8 －5

S R 3 0 1 0 3

覆 土④

（旧安 東 川 ）

（2 ．8 ） を 塗 布 。 残 存 す る 、蒔 絵 か ？ 3 －0 1－10

6 W O 5 6 3 区 （14 ．4 ） 腰 底 部 1／3 、 内 赤 、 外 黒 漆 、横 木 取 り、 上 線 部 普 通 、 腰 部 や や 張 り ぎみ 。横
木
取
り

ブ
ナ
属

近 世 ～ 近 代 4 1－6

G 16 0 N

S R 3 0 10 3

覆土 ④

（旧 安 東 川 ）

7 ．8

（6 ．2 ）

高 台 1／6 、

口縁 欠 。

内面 下 地 に 黒 漆

を塗 布 。

素 地 普 通 。 図 版 2 8 －6

3 －0 1 －10

7 W O 5 5 3 区 （1 3 ．6 ） 腰 底 部 1／2 、 内外 赤 漆 、 内 外 横 木 取 り、 上 線 部 開 き ぎ み 。 腰 部 平 、 高 台 は 横
木
取

り

ブ
ナ
属

近 世 ～ 近 代 4 1－7

G 1 6 0N

S R 3 0 10 3

・覆 土 ④
（旧 安 東 川 ）

8 ．8

（3 ．4 ）

口縁 欠 。． 共 に 下 地 に 黒

漆 。

欠損 の 可 能 性 も あ り、 素 地 普 通 。 図 版 2 8 －7

3 －0 1 －10

8 W O O O 3 区 （13 ．6 ） 腰 部 1／4 、 内 赤 、 外 黒 漆 、横 木 取 り、 上 線 部 普 通 、腰 部 円弧 形 、 高 台 部 横
木

取
り

ブ

ナ
属

近　 世 4 1－8

F 1 6 0 S

3 層 下 面

6 ．0 高 台 1β。 内 面 下 地 に黒 漆 台形 、 内 面 は 削 り 出 さず 。 素地 、腰 底 部重 厚 図 版 2 8 －8

（7 ．9 ） を塗 布 。 な つ く り。 高 台 に うす い線 状 刃 痕 残 存 。 3 －0 ト0 7

9 W O6 0 1 区 （1 1 ．2 ） 高 台 射5 、 内 外 黒 漆 、 内 外 横 木 取 り、 上 琢 部 普 通 、 素 地 普 通 。．内外 に朱 横
木
取

り

ケ ’
ヤ
キ

中　 世 4 1－9

I18 7 N

5 －2 －2 層

7 ．5 口 縁 破 片 朱 絵 。 絵 で 渦 拳 き 状 の 文 様 、 内 面 は縁 に か か る構 図 図版 2 8 －9

（1 ．9 ） 腰 部 破 片 か ？高 台 裏 に 線 刻 、 刃 痕 残 存 。 1－0 5 B －3 4

10 W 13 0 ° 1 区

8 ．0

（1 ．4 ）

底 部 7 侶 腰 内 外 黒 漆 、 朱 絵 横 木 取 り、 底 部 高 台 な し、 素 地 、腰 部 や や 厚 横
木
取
り

ケ
ヤ
キ

中　 世 4 1－10

K 1 86 S

5 －1 層

部 ・口 縁 欠

6 個 の 破 片

に割 れ る 。

い。 内 面 に 流 れ を 表 現 し た よ う な 文 様 あ り。 図版 2 8－1 0

1－0 5 B －3 0

1 1 W 2 0 8 1 区

6 ．9

（3 ．4 ）

腰 部 1／4 、 内外 黒 漆 、 朱 の 横 木 取 り、腰 部 円 弧 形 、 素 地 厚 手 （底 部 や や 横
木
取
り

ト 中　 世 4 1 －1 1

I1 90 N

S R l O 60 3

覆 土 上 部

5 層

高 台 1／7

4 つ の 破 片

に割 れ る 。

点 あ り ？ 厚 ） ネ
リ

コ

図 版 2 8 －1 1

（1 －0 5 C －5 4 ）

12 W O 4 1 3 区

不 明

S D 3 0 1 0 1

（旧 安 東 川 ）

破 片 内 赤 、 外 黒 漆 、

内面 下 地 に黒 漆

を塗 布 。

外 面 に 朱 絵 、 意 味 不 明 。 ブ
ナ
属

近 世 ～ 近 代 4 1 －12

図 版 2 8 －12

3－0 1 ※

1 3 W O O l 3 区 腰 部 破 片 内 赤 、 外 黒 漆 。横 木 取 り、 外 面 に丸 の松 紋 、・松 の 輪 郭 、 葉 は 横
木
取

り

ブ
ナ
属

近　 世 4 1－1 3

E 16 0 N

3 層 下 面

内 面 下 地 に黒 漆

を塗 布 。

引 っ か き か ？絵 の残 存 が 漆 とは 違 う。 図 版 2 8 －13

3 －0 1 －0 6

14 W O 74 1 区 腰 底 部 、 高 内 赤 F、 外 黒 漆 。横 木 取 り 、 上 線 部 普 通 、 腰 部 や や 開 き ぎ み 、横
木

取
り

ク
リ

中　 世 4 1－1 4

1－0 5 B －16

K 1 84 S

6 層 上 面

台 一 部 。 口 内面 下 地 に黒 漆 素 地 普 通 。外 面 に 家 紋 の よ う な 紋 様 が う す く

縁 欠 。 を 塗 布 。 残 存 、 蒔 絵 か ？

ー90－



第17表　生　活　用　具　観　察　表（SE）
報

dヒロ
番

ロ丁子

登

録

番

口巧

調 査 区

グ リッ ド

出土 遺 構

出 土 層位

種

別

法 量 （cm ）

縦

横

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W O 9 6 1 区 火 （13 ．3 ） 4／5 弱 残 存 し 、 下 端 部 は焼 損 。曲 物 の 底 板 か ら の 転 用 と思 わ れ 柾 中　 世 4 2－1

I1 8 8 S

5 －2 層

頒 3 ．0 使 用 した 3 つ の 臼 が 残 存 。 る 。 左 側 側 面 が 割 面 で 、火 錆 臼 は
目

図 版 3 1－1

白 1 ．1 中央 の 臼 は 大 き く て 楕 円 形 で

焦 げ て い る 割 合 が 他 よ り 多

い 。 断 面 は 少 し深 い 半 球 状 。

左 側 の 臼 は 切 り込 み を 少 し突

き ぬ け る 。

両 側 と中 央 部 に 3 つ 残 存 。 一 番 上

の 臼 に 幅 0 ．6 cm 、 長 さ 0 ．5 cm の 切

り込 み 残 存 。 そ の 下 の 刃痕 は切 り

込 み を 入 れ よ う と し た痕 跡 か 。

1 －0 5 B －4 1

2 W 2 8 2 1 区 火 2 2 ．3 火 鏡 板 と して は完 形 で 、 残 存 部 材 か らの 転 用 で 、 上 面 、左 側 面 板 中　 世 4 2 －2

K 1 8 5 S 錆 2 ．7 状 態 良 。 3 つ の 臼 の う ち 、 上 以 外 は 切 断 面 。 上 部 の 刃痕 は 、切
目

図 版 3 1－2

S R lO 6 0 3
覆 土② 中

臼 1．4 2 つ は使 用 済 。 一 番 上 の 臼 は

深 さ 0 ．7c m で 、 断 面 は 半 球

状 。 中 央 の 臼 は 突 き 抜 け て い

て 、 断 面 は 円筒 形 に 近 い 半 球

状 で 、 黒 く焦 げ て い る 。 一 番

下 の 臼 は 未 使 用 。

り込 み を 入 れ よ う と し た 痕 跡 か 。 1 －0 5 C －2 2

3 W 7 5 7 2 区 火 （10 ．9 ） 下 端 が 欠 損 し 、腐 食 ぎ み 。 使 部 材 か らの 転 用 で 、 上 端 を切 断 。 板 奈 良 時 代 4 2 －3

E 16 4 N

13 層 上 面

錆 2 ．6 用 した 2 つ の 臼 が 残 存 。 1 つ 裏 面 は 平 らで はな い。 切 り込 み が
目

図 版 3 1－3

臼 1 ．5 は 欠 損 。 完 形 の 白 は 径 1 ．1cm 、

深 さ 0 ．9 cm と 大 き く し っ か

り し て お り 、 黒 く 焦 げ た 状

態 。 断 面 は 円筒 形 に 近 い 半 球

状 。

大 き く し っか りし て い る 。 3 －12 B －4 0

4 W 7 0 1 区 下 （17 ．3 ） 連 歯 下 駄 。 前 後 欠 損 。 5 つ に 板 目 材 の 木 表 を 台 の 上 面 に あ て

平　 形 は後 歯 か 一機 に 向 け て

板 ケ
ヤ

中　 世 4 2 －4
図 版 3 ト 4

J 18 4 S

S R lO 6 0 3

5－2 層

駄
1 1 ．6

3 ．6

折 損 。 腐 食 し て い る 。 る 。　 面 ／ 饗　　　 b y而 L P

狭 くな る。 前 も 同 じ か 。 歯 は 立 ち

上 が りが 幅 3 ．6 cm で 、 四 隅 の 角 を

落 と して 丸 く し 幅 1 ．8 c m 前 後 にす

る 。 緒 孔 は 前 後 と も 歯 の 前 に 作

る。 後 緒 孔 が 1 つ 残 存 。 径 1 ．2 cm 。

きれ い に穿 たれ 、 中 は 黒 い 。 中 央

部 分 が 上 面 で は窪 み 、 下 面 で は 厚

くす る。

目 キ 1－0 5C －1 3

5 W 2 2 3 － 1 区 下 2 3 ．1 歯 を 作 ら な い 下 駄 か 。 ほ ぼ完

．・・一　　　　一7．　　　　。

右 足 用 。 平 面形 は 隅 丸 長 方 形 。 厚

板 材　 板 目材 の 木 裏 を
板 ス 中　 世 4 2 －5

図版 3 1－5
J 18 8 S

S R lO 6 0 3 駄
1 1 ．6

2 ．5

形 。 二 つ に折 損 。 腐 食 して い

る 。 表 面 に右 足 の 親 指 と思 わ

れ る 圧 痕 が 残 存 。

さ 2 ．5 cm の　 。

台 の上 面 に あ て る 。 前 緒 孔 は ほ ぼ

中央 に 穿 つ 。 3 つ と も方 形孔 。 両

面 穿 孔 。

目 ギ 1－0 5C －4 1

6 W O 6 2 3 区 下 （1 1 ．6 ） 連 歯 下 駄 。 1／3 弱 残 存 。 腐 食 板 目材 の 木 裏 を 台 の 上 面 に あ て

ム　　 さ　　　 歯 の ⊥ さ

板 カ

＼ヽ

近 世 ～ 近 代 4 2 －6

図版 3 1－6G 16 0 N

S R 3 0 10 3 駄
（9 ．1 ）

3 ．4

して い る 。

表 面 に黒 く へ こん で い る部 分

る 。 口 の 厚　 1c m 、　　 尚

2 ．4 cm 。 表 面 か らわ ず か だ が 歯 が
目

ツ
ラ 3 －0 ト 1 0

（旧 安 東 川 ） あ り。 見 え る 。 四 隅 を 落 と して 丸 く す

る 。 歯 を作 る 際 の 線 状 の 刃 痕 残

存 。 前 緒 孔 は 台 の ほ ぼ 中 央 に歯 に

切 り込 ん で 穿 つ 。 大 きな 円孔 。

7 W 3 8 8 1 区 櫛 （2 ．3 ） 長 方 形 の横 櫛 で 、 上 端 と片 側 切 通 し線 は 背 の 上 線 に 平 行 して い 柾 イ 奈 良 時 代 ～

JL上＿

4 2 －7

I18 6 N

1 1 層

（8 ．0 ） の 肩 の 部 分 が 残 存 。 肩 部 にや る 。 3c m あ た り 2 1 本 の 歯 を 引 き
目

ス 平 安 刑 期 図版 3 1 －7

0 ．8 や 丸 み を も つ 。 出す 。 そ の 根元 は 斜 め に両 側 か ら

挽 く。 断 面 上端 は き れ いな 丸 み を

もつ 。

ノ
キ

1－1 2A －2 6

8 W 2 6 8 1 区 櫛 3 ．9 長 方 形 の横 櫛 で 、 歯 は欠 損 が 切 通 し線 は 背 の 上 線 に 平 行 して い 板 イ 中　 世 4 2 －8

J 18 5 N 1 1 ．3 多 いが 、原 形 を と どめ る。 肩 る 。 3c m あ た り 2 6 本 の 歯 を 引 き
目

ス 図版 3 1 －8

S R lO 6 0 3 0 ．7 部 に丸 み を も つ 。 出す 。 そ の 根元 は 斜 め に両 側 か ら

挽 く。 断面 上端 は き れ いな 丸 み を

もつ 。 丁 寧 な つ く りで あ る。

ノ
キ

1－0 5 C －2 1

9 W 8 9 5 3 区 紡 表 面 径　 4 ．0 ほ ぼ 完 形 で 残 存 状 態 良 。 や や 板 材 を加 工 し 、 両 面 と も に表 面 を 柾 ヒ 奈 良 時 代

ヽ

4 2 －9

E 16 5 N

13 層 上 面

錘 表 面 孔 径 0 ．7 楕 円形 。 上 面 が わ ず か に隆 起 細 か く調 整 、孔 の 周 辺 をや や 厚 く
目

ノ 図版 3 3 －9

車

状
裏 面 径　 4 ．4

裏 面 孔 径 0 ．6

高 さ　　 1 ．0

す る 。 す る 。 孔 は ほ ぼ 中 心 に位 置 す る 。

周 辺 を 角 々 す る よ う に荒 く削 り、

そ の後 磨 い て 滑 らか に した 痕 跡 あ

り。

キ 3 －1 2 B －4 8

1 0 W 3 8 7 1 区 四 3 2 ．7 四 ツ 手 綱 の 部 材 と 見 る な ら 上 面 は 平 ら に 加 工 。 中 央 に 約

ヽ
板 ス 平 安 時 代 ～

ヽ

4 3 －10

K 1 8 4 S

7 層

ツ 6 ．7 ば 、 上 部 部 品 に あ た る。 木 目 10 c m に わ た りや や く び れ を 作
目 ギ

鎌 倉 時 代 図 版 3 2 －10

手
網
枠
部

材

4 ．3 と直 交 し て 2 つ に 折 損 。 ほ ぼ

完 形 。 残 存 状 態 良 。‘

両 端 の 挟 りの 部 分 に緊 縛 痕 と

思 わ れ る圧 痕 が 残 存 。 上 面 の

中 央 部 分 も他 の 面 と違 い圧 を

受 け て い る と 思 わ れ る。 焼 痕

が 残 存 。 2 ヶ 所 挟 っ た よ う に

あ り、 片 側 の 側 面 に は火 を受

け た 部 分 が 明 白 に 残 存 。

る。 下 面 も 平 らに 加 工 し、 両 端 か

ら 幅 3 ．0 c m 、 長 さ 13 ．0 c m 、 深 さ

2 ．0 cm 程 の桶 状 に 到 り込 む 。 そ の

両 端 はや や 広 く、 や や 深 く加 工 す

る 。 桶 状 の 一 片 に 木 釘 が 1 ヶ 所 、

木 釘 痕 と み ら れ る 径 0 ．2 5 cm 、 深

さ 1 ．5 c m 程 の 孔 が 2 ヶ 所 残 存 。 中

央 に幅 7 ．0 c m 、 深 さ 0 ．5 c m の 切 り

欠 き を作 る 。 表 面 の 両 端 に滑 り止

め の よ う な 挟 りを 両 側 面 か ら刃 を

入 れ 作 る。 だ が 上 面 に は 作 られ ず

廻 って は い な い 。 作 りは 丁 寧 と は

い え な い が 、 粗 雑 と も いえ な い。

1－0 5 C －15
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dヒ
ロ
番

ロ巧

登

録

番

ロ丁子

調査区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

種

別

法 量 （cm ）

縦

横

最大厚

形 態 の特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測図版

写真図版

全 体 図

11 W 8 9 7 3 区

？

73．0 両端が欠損 。腐食 しポ ロポ ロ 径 2 ．5 ～ 3．0cm の芯 持材 を使用。芯 マ 奈良時代 43－11

H 1 6 4 S 5 1．6 で ある。 一端 には、斜め に削った痕 が少 し 持 夕 図版 32－11

S K 3 12 0 5

13 層上面

3．0 残存。穴が多 く開いている。中に

植物繊維が付着 している。Ⅹ線 に

よる撮影で直線的 な広 が りをもつ

穴が 2 つず つ 3ヶ所 に残存。人 為

‘的な穴か ？

材 夕
ビ

3－12 B－45

12 W O 6 5 3 区

？

（35．0） 右側残存。 残存状態良。 枝材をその まま用 いず 、丁寧 に加 ヒ 近世～近代 43－12

F 15 9 N （14．0） 工。半回転ひねれた ような状態 で ノ 図版 32－12

・SR 3 0 10 3

（旧安東川）

1．4 下方断面形が横長。柾 目か ら上方

‘断面形縦長の板 目に変わ る。 上端

の接 合部 分 は 3cm 薄 く斜 め に削

るニ

キ
科 r

3－01－02

13 W 3 9 2 1 区 弓 （50．0 ） 丸木。直 弓。下 部欠損 。残存 残存する弓身は湾 曲せず 、断面 は 芯 イ 中　 世 43－13

I 18 4 S 2 ．6 状態良。 樹枝を加工せず に円形。粥 は先端 持 ヌ 図版 32－13

S R lO 6 0 3 ？ 1．8 か ら 6．1 ～ 6．6cm に両 側 とも に

1．5cm くの字形 に切 り欠 くd そ の

裏面は削った と思われ 、先端 にい

くにつれ薄 くな る。側面やや外側

の両 端 た 3cm ほ ど の刃 痕残 存 。

材 マ
キ

属

図版 42－13 ．

1－05 C －11

14 W 4 8 8 1 区 擢

状

（98．1） 柄の部分欠損 。残存 状態良。 水かきは両側に稜 を作 り、中央 を 板

目

ス

ギ

奈良時代 44－14

K 18 6 N

12 層

10 ．1 水か きの部分 が 72．2cm と長 平 らにする。裏面 も同 じ加工の為 図版 33－14

（3 ．3） い。 周辺 は 0．1cm ～ 0．4cm と薄 い 。

断面紡 錘形。下方 に向 って両面か

ら蒔 く削 る。＿先 端か ら30cm は、

両面か らさ らに薄 く削 る。先端 の

厚 さ1．1cm 。柄への移行は削 りが

明瞭 に残 存。両 側に稜線 があ り、

断面 はきれいなカマボコ状。想定

厚 3．2c m 。両 面に調整刃痕残存。

1－12 B－30

1 5 W 4 9 4 1 区 擢 （70・7） 柄 の部分欠損。腐食 し両面 剥 中央 の厚 さはほぼ一定か。両側 に

を　　　 1た と田われ　　 ’
柾 ス 中　 世 44－15

図版 33 1・5K 19 0 N

S R lO 6 0 3

覆土⑦

状
11．4
（1．4）

落 している。

水 かきの部分 53 ．2cm 。

稜　 作 っていた と思　　 る。周辺

は 0．3cm ～ 0．5cm と薄 い。柄 へ

の移行 は両 側面の削 りが明瞭 に残

存。

目 ギ 1 －0 5 C －5 7

の上

16 W 4 6 1 1 区 擢 （5 1．9） 水 か きの部分 か。両 端欠損 。厚 さ2．2cm の板材。両側に稜を作 板 奈 良時代 44－16 ．

J1 8 5 S

12 層

7 9 残存 状態良。 り中央 を平 らにする。裏面 も同 じ 図版 33－1’6

状 2．2

ノ

ノuヽ
両端 に切断痕残存。裏面下部

にも荒い刃痕が残存。

加工 の為 、周辺は0．4cm ～0 ．9c m

と薄 い。断 面形は紡錘形。下方に

向 って両面 か ら薄 く削る。両面 に

調整刃痕が 明瞭に残存。

目 1－12 B －20

1 7 W 13 5 8 3 区 織

機

（17．3） 経 （布）巻 具。片側残存。 厚 さ 4 ．．0c m の棒状 材 。先 端か ら 柾

目

ス

ギ

弥生 中期後菓 56－17

G 1 6 1 S ．4．0 2．6cm の所 を深 さ1．3c m の切 り欠 ～弥生後期 図版 45－17

S K 3 1 5 04

15－2－3 層

4．0 き状 に削 る。そ のままなだ らかに

立 ち上 が り、 やや 平 らな 部分 を

もって一段深 く掘 り下げる。その

部分の厚 さ1．8cm 。 左側 面に調 整

刃痕残存。

3－15 C －11

第18表　建築材・土木材等観察表（KD）
報

dニロ
番

ロ可

登

録

番

ロ丁テ

調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

種

別

法量（cm ）

全 長

幅

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

．り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W K 9 0 9 2 区 梯

子

（3 3 ．7 ）矢 板 と し て 二 次 転 用 さ れ る 。 下 下 端 を ア ーチ 状 に到 る。 そ の ま ま足 板

目

ス

ギ

弥 生 中 期 後 4 4 －1

J 1 7 4 S （1 3 ．1 ）端 、 上 面 の み 生 き で 上 方 は欠 損 。 か け 部 に つ な が る と思 わ れ る。 葉 ～ 弥 生 後 図版 3 4－1

S K 2 1 5 0 1 （苧・4 ）

（52 ．1 ）

両 側 面 と裏 面 は 割 面 。 期 2－1 5 D －0 7

2 W 53 0 1 区 梯

子

（9 ．6 ）二 次 転 用 さ れ る 。 左 側 面 は割 面 で 下 端 か ら 3 2 c m に 足 か け 部 を 作 る 。板

目

ス

ギ

中　 世 4 4 －2

J 1 9 0

5 －3 層

（4 ．8）

足か け部

1 1 ．6 C 料

（10 3 ．4 ）

下 端 は 生 き か ？ そ の 際 に 垂 直 に あ て た 鋭 利 な 刃 痕 が

残 存 。 足 か け 部 に 至 る ま で は 大 き く

カ ーブ を描 くよ うに 立 ち 上 が る 。 幅

広 の調 整 痕 残 存 。 裏 面 は 平 滑 。 二 次

転 用 の際 の 足 か け 部 の 削 りが 縦 に剥

ぎ取 っ た よ うに 残 存 。

図 版 3 4－2

1－0 5 C

3 W K l 1 6 7 3 区 梯 （8．8） 矢 板 と し て 二 次 転 用 さ れ る 。 上 足 か け 部 を 上 端 か ら 3 9 cm に 一 段 、板 ス 弥 生後 期 4 4 －3

H 1 6 7 S （5 ．0 ）

足 か け部

10 ．2 cm

5 3 ．3

端　 左　 吋面 生 き　 木 目に 直 交 して 3 7 cm あけ て二　 目を　 る。 二段 目 に 図 版 3 4 －3

S K 3 15 0 7

1 6 層 上 面

子 　ヽ　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　0
二 つ に折 損 。一腐 食 して いる 。 は そ の際 の垂 直 に当 てた 鋭 利な 刃痕 が

残 存。 足 か け部 に至 る まで はな だ らか

な 立 ち上が りを作 る 。裏 面 、側面 にわ

ず か に調整 痕 残存 。 左端 に比 べ 中央 が

厚 い。 二次 転 用 の際 の足 か け部 の削 り

が縦 に剥 ぎ取 った よ う に残存 。下 端 の

裏面 は削 られ薄 くな ってい る。

自 ギ 3－15 A －5 2

3 －15 B －5 2

3 －15 C －53

3 －15 D －3 1

3 －15 E －0 3
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dヒロ
番

ロ丁子

登

録

番

ロ7テ

調査区

グ リッ ド

出土遺 構

出土層位

種

別

法量（cm）

全長

幅

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測 図版

写真 図版

全 体 図

4 W 12 0 0 3 区 仕 19 ．2 仕 口 ？T 字 型 。厚 さ 4．6cm の板

．・．・．＿一　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥1日

厚 さ 4．6cm の板 材 。 幅 8．0c m の 角

t、　　　　JJlI っ．

板 ス 弥生後期 45－4

図版 34 4
G 16 2 S

1 5－2－3 層上面

口
4 ．6 材 。 ＿次 転用 され る。下 柄 は切

断。 残存状態良。

材状 の先柄 に 7．5c m X 19 ．2cm の張

り出し部 を作る。その張 り出 し部 よ
目 ギ 3－15 C －18

（12 8 ．8）

柄孔 の周 りに圧痕残存 。 り37c m 下 に 5．4c m X 4 ．0c m の方 形

孔 を穿つ。両面穿孔。

5 W K 1 72 5 3 区 柱 22 ．3 幅 22．3cm の柱 材。接線 方向 に切 現 存 長 の ほぼ 中央 で 幅 を 1／2 弱 の 板 ス 弥 生後期

ノ亡

45－5

G 16 1 S （6 ．0）断 し杭 に転用。両端欠損 。 9cm に細 く加工する。そ のつけ根 か
目 ギ

図版 34－5

S K 3 15 0 1 ※面取 角柱 の上部 と五平柱 の下部 ら37c m 上 に径 1c m の栓が残 存。表 3－15C －11

15－2－2 層

（13 9．6 ）

（宮本論文） 面 、両側 面 には刃 幅約 ．3cm の調 整

痕 が明瞭に残存。

6 W K lO lO 2 区 柱 7．4 径 7．5cm の芯持ち材。上端近 くは 全 面 に加 工 し九 両 の角 を持 つ。 幅 芯 ス 弥生 中期後

・・■■一　　　　　　　　　　　　一く

45－6

K 1 7 8 S 7．5

（13 4．8 ）

腐食 し欠損 して いる。杭 と して転 3cm ～ 6c m の刃痕 が残 存 。間隔 は 持
ギ

某～弥生後 図版 34－6

S K 2 15 0 6 用 される。 一定 ではない。下部 は杭状 加工が施

されている。

ち 期

∠

2－15D －17

7 W K 93 3 2 区 矢 15．1 厚 さ 9．2cm 、幅 15．1cm の部材 を 下 端は 7．6cm X 1 0．4cm の方 形の柄 柾 ス 弥 生中期後

ノ亡

45－7

W K 93 0 J 17 4 N ・S 板 9 ．2 軸方 向に直交 して切断 し、さ らに 孔 と想 定す る。柄孔 か ら 50cm 上 に
目 ギ

葉 ～弥生後 図版 35－7

W K 9 12 S K 2 15 0 1 接線 方向に 4 つに切断 し矢板 に転 右 側面か ら裏面 にか けてえつ り孔 を 期

一く

2－15 D －0 7

W K 9 13 用 。矢板の上部 は腐食 し欠損。

腐 食の位 置か ら地 中部分 は 90cm

～ 114 cm 。W 9 3 0 ・93 3 の折損 は
地震 に寄る ものか ？

※上平柱上半部。頭部 の棟木 への

仕 口は切込み。 （宮本論文）

作 る。 又、柄孔 か ら 20c m 上 にも表

面か ら左側面 にか けて えつ り孔を作

る。ともに双方か らやや 斜めに直 に

穿つ。全面 に調整痕残存 。

2－15 D －08

8 W K 9 40 2 区 矢 （13 2．2）厚 さ 8 ．7cm 幅 16．0cm の部材 を軸 下端は 7．9c m X 11．6cm の方 形の柚 柾 ス 弥 生中期後

ノ亡

45－8

W K 9 4 1 J 1 75 N 板 16．0 方 向に直交 して切 断 し、さ らに接 孔 と想 定す る。柄孔 か ら4 1c m 上 に
目 ギ

葉 ～弥生後 図版 35－8

W K 9 43 S K 2 15 0 1 8．7 線 方 向 に四 つ に切 断 し矢 板 に転 表面左側か ら左側面 にかけてえつ り 期

．′

2－15 D －11

W K 9 42 用 。矢板の上部 は腐食 し欠損。

腐 食 の位 置 か ら地 中 部 は 83 ～

10 2 c m 。

※ 7 と同 じ

孔 を作 る。 双方 の面 か ら垂 直 に穿

つ。 又 、柄 孔か ら 25．6cm 上 に右側

面か ら裏面 にか けて斜 めに通 したえ

つ り孔を作る。全 面に調整痕残存。

9 W K 9 4 8 2 区 矢 （10 1．1）厚 さ8．8c m の部材 を軸 方向に直交

、 す　 ■　　　 に切

下 端 を柄孔 と 想 定 す る 。柄孔 か ら

上 に表 面左側 か －左側 面にか

柾 ス 弥 生中期後

菓 ～弥 生後

46－9

図版 35－9W K 9 49 J 1 7 5N

S K 2 15 0 1 板
（7．0）

8．8

して切断 し、 さらに接 線方向 し

断 して矢板 に転用。2 枚 の矢板が

接 合。上部欠損 。

※五平柱の分割材 （宮本論文）

4 5c m　　 」　　　　　　　 ら友淵椚田に

けて斜 めに通 した えつ り孔 を作 る。

両面、左側面 に調整痕残存。

目 ギ 期

ノ亡

2－15 D －11

10 W K 9 10 2 区 失 （10 8．0）厚 さ 8．7c m の部材 を軸方向 に直交

ー　サ　 d　　　 に切

下端を柚 孔 と想定す る。折損 して い

明瞭 だが柚 孔か ゝ39　 上に ’

柾 ス 弥 生中期後

菓 ～弥 生後

4 6－10

図版 35－10J 17 4 S

S K 2 15 0 1 板
（4．7）

8．7

して切断 し、 さ・らに接 線方向 し

断 して矢板 に転用 。上部欠損。え

つ り孔の所で 2 つ に折損 。
折 損は地震 によるものか ？

※ 9 と同 じ

て不　 、L　　　　　 b　 cm　 こス＿

つ り孔 と思 われ る痕 跡 が ある。 両
面、．左側面 に調 整痕 残存。

目 ギ 期

．亡

2－15 D －07

1 1 W K 9 2 1 2 区 矢 （10 1．8）厚 さ 9．0c m の部材 を軸方向 に直交

ー　ヶ ‘　　 に切

下 端 を桶 孔 と想 定 す る 。柄孔 か ら

上 に表 面か －左側面 にかけて

柾 ス 弥 生中期後

葉 ～弥生後

46－11

図版 35－11J 17 4 S

S K 2 15 0 1 板
（5．5）

9．0

して切断 し、 さらに接 線方向 」

断 して矢板 に転用・。上部欠損。下

方で 2 つに折損。

折損は地震 によるものか ？

※ 9 と同 じ

75c m　　 L　　　　 b　 、　 し

えつ り孔 を作 る。切 断されて いるが

斜めに通 した孔 と思 われる。又、折

損していて不明瞭だが柄 FLか ら20 c m

上に孔か もしれ ない と思われる痕跡

がある。両面、左側面に調整痕残存。

目 ギ 期

′

2 －15 D －07

12 W K 9 23 2 区 矢 （11 5．3）厚 さ 9．3c m の部材 を軸方向 に直交

ー　す　 d　　　 に切

下端か ら4 7c m にえつ り孔 と思われ

痕跡残存　 表面　 両側面 に調整痕

柾 ス 弥 生中期 後

葉 ～弥生後

46－12

図版 35－12
J 1 74 N

S K 2 15 0 1
板

（4．4）

9．3

して切断 し、 さらに接 線方向 し

断 して矢板 に転用 。孔 と思われる

部分で折損。上部欠損 。下端に切

断痕残存。

折 損は地震 によるものか ？

※ 9 と同 じ

る 艮　　 子。　 、　 、　 」 P　 艮

残存。
目 ギ 期 2－15 D －08

13 W K 92 7 2 区 矢 （80．8）厚 さ 10 ．3c m の部材 を軸方 向に直

方　　　　　　　　 －　す　 d　　　 に

両側面 に調整痕 残存 。 板 ス 弥 生中期後

葉 ～弥生後

46－13

図版 35－13
J 1 74 N

S K 2 15 0 1
板

（4．2）

10．3

っC して切断 し、 さらに接線方向 し

切 断 して矢板 に転用 。上 部欠損 。

下端に切断痕残存 。

※五平柱の分割材 （宮本論文）

目 ギ 期

ノ亡

2－15 D －08

1 4

1 5

W K 8 79

W K 8 8 0

2 区 矢 （11 6．0）部 材 を軸方 向に直交 して 切断 し、

す　　　　 さ 一に接線方

接線方向 に切断す る際の楔の刃痕が

W K　 9 の表 面 と W K8 8 0 の 裏面 に

板 ス 弥生中期後

菓 ～弥生後

47－14

図版 36－14
J 17 3 S

S K 2 15 0 1
板

（21．1）

（10．6）

放 射方向 にも切断。　 らに

向 に楔 を を入れ 切 断 し矢 板 に転

用 。下端の切断 は木裏 面か らのみ

刃が入 る。 2 枚 の矢 板は 上下 に接

合 。上部は腐食 し欠損 。木 目か ら

87　　　　　　　　　　　　　　　　 」

3ヶ所、同位置 に明確 に残存。W K8 8 0

の表面は割面 だが色 が黒 く細か くひ

び割れた状態で部 材での生きの部分

と想定する。右側 面 も同 じ痕跡が あ

目 ギ 期 2－15 D －05

4 7＿15

想定 して元の材 の 封3 く らいか ？ り生 きと想定す る。下端 か ら20c m 図版 36－15

※角 柱 の 4 分 割 材 の 内 の 中 2 枚

（宮本論文 ）。

を矢板状 に加工す る。 2－15 D －05

1 6 W K 8 8 1 2 区 矢 （82．3 ）部 材 を軸 方向 に直交 して 切断 し、

す　　　　　 、す　 線方

接線方向 に切断す る際の楔の刃痕が

の表面　 W K 8 82 の一面 に残

板 ス 弥 生中期後

葉 ～弥 生後

47－16－37

図版 37－16
W K 8 8 2 J 17 3 N

S K 2 15 0 2
板

（18．0 ）

（7．8 ）

放射 方向に も切断。 さ らに接

向に楔 を入れ 切断 し矢板 に転用。

下端 の切断は木裏面か らのみ刃が

入 る。 2 枚 の矢 板－は上下 に接 合。

上部 は腐食 し欠損。

W K8 8 1　　　 、　　　　　　 具　 し

存す るが 同位 置 にはな い。．W K8 8 2

の裏面には楔の刃 がず れた と思われ

る 1cm 幅 の痕 跡が残 存。 下部 は切

断面 としては丁寧 な為、部材の生 き

かも しれな い。

目 ギ 期 2 －15 D －05

－93－
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全 体 図

17 W K 9 0 2 2 区 矢

板

（59 ．5）厚 さ2．3cm の板材。部材 を矢板 に 下端 は切断面で両側面 は割 面。下端 板

目

ス 弥 生中期後

一く

4 7「17－37

J 1 73 S （23 ．5）二次転 用する。上部は欠損。腐食 よ り 16c m 上 か ら矢 板 状 に加 工 す
ギ

菓 ～弥 生後 図版 37－17

S K 2 1 50 1 （2 ．8） して いる。W K 9 0 3 と同一 材 と思

われ る。

る。 下端の幅 4．6cm の方形孔 は転用

前 の加工。

期 2 －15 D －04

1 8 W K 9 0 3 2 区 矢

板

（56 ．4）厚 さ 1．9cm の板材。部材 を矢板 に 下端 は切断面で両側面 は割 面。 板

目

ス

ギ

弥 生中期後

ー●轟一　　　　　　　　　　　′

4 7－18－37

J 1 74 S （16 ．9）二次転 用する。木 目に直交 し2 つ 業 ～弥 生後 図版 37－18

S K 2 1 50 1 （2 ．6） に折損 。 腐食 して いる。 上 部欠

損。W K9 0 2 と同一体 と思われる。

期 2 」15 D －07

1 9 W K 8 8 4 2 区 杭 （10 0 ．6）厚 さ 4．6c m の板材。2 枚の矢板が 木取 りの際の割面 のまま使 用。裏面 板

目

ス 弥 生中期後

′

4 7－19－37

W K 9 0 1 J 1 73 S 2 8．9 接合 。部 材を放 射方 向に切断 し、は 自然 面。W K 9 0 1 の右側 下方 の刃
ギ

菓 ～弥 生後 図版 37－19 ・

SK 2 1 50 1

S K 2 1 50 2

4．6 さらに軸方向に直交 して木裏か ら

切断 し矢板に転用。上部腐食 し欠

損。 田面検 出面 と腐食の位置がず

れ る。

痕 は板状 にする時の切 断の楔痕 か ？ 期 2 －15 D －04

2 0 W K 9 6 6 2 区 杭 （10 0．0）厚 さ 7．4c m の板材。2 本の杭が接 右側 面に深さ 4．2 cm のな だ らかな挟 板

目

ス 弥 生中期後

≠　　　　　　　　　　　　′

4 8－20－38

W K 9 6 7 I1 73 N ・I17 4 N 12．2 合。部材 を軸方向 に直交 して切 断 りを入れ る。下端 は W K 9 6 7 の右 側
ギ

菓～弥 生後 図版 38－20

S K 2 15 0 6 7．4 し、 さ らに放 射方向 に切断 し杭 に 面 に刃痕 残存の為、柄 孔 と思われる。 期 2－15A －13

転用。上部腐 食 し欠損。残存状態

良。

腐食の位置か ら地 中部分はW K9 6 6

が67 c m 、W K 9 6 7が 78c m と想定。

表面右側 面に丁寧な調整痕 残存。 2－15B－13、19

2－15C－14、20

2－15D －03、鵬

2 1 W K l O O O 2 区 杭 （85．2）厚 さ 5．4c m の板材。2 本 の杭が接 両側面 に調整痕残存。下端 に切断痕 板

目

ス 弥生 中期後

ヰトー　　　　　　　　　　　∠

4 8－21－38

W K l O O l J 1 7 7N 1 9．9 合。部材 を接線方 向、放射方向 に 残存 。両面割 面の為 、6 つ また はそ
ギ

業～弥生後 図版 38－2 1

S K 2 15 0 6 （5．4）切断 し、さ らに軸方向に直交 して

木裏か ら切 断 し杭 に転用 した と思

われ る。上部腐 食 し欠損。

田面検 出面 と腐食の位置がずれる。

れ以上 の切断か ？ 期 ． 2－15 D －14

2 2 W K 9 6 8 2 区 杭 （11 7．6）厚 さ 7．1c m の板材。2 本 の杭が接 両端に挟 りを入れる。上部 は知Jh m 、板 ス 弥生 中期後

ノ

48－22－38

W K 9 6 5 I1 73 N ・I17 4 N （10．7）合。部材 を軸方 向に直交 して切断 下部 は 2 1．6cm 残 存。下部 の裏面 に
目 ギ

葉～弥生後 図版 38－22

S K 2 15 0 6 7．1 し、 さらに放射方 向に切断 して杭 も 9．6cm の挟 りが 残存。W K9 6 5 の 期 2－15A－13、19

に転向 した と思わ れる。上部腐食

し欠損。残存状態 良。腐食の位置

か ら地 中部分は W K 9 6 5 が 93 cm 、

W K 9 6 8 が 98 c m と想定。

下部、両側 面のみ杭状加工 される。 2－15B－13、19

2－15C－14、20

2－15D－03、（裕

23 W K 9 9 6 2 区 杭 （14 8．6）厚さ 4．5c m の板材 。部材を杭 に転 木取 りの 際の割 面の まま使用。下部 板 ス 弥生中期後

－●■一　　　　　　　　　　　　ノ

48－23－38

W K 9 9 7 J 176 N ・J1 77 N （14．6）用。2 本の杭が接 合。上部 腐食 し に縦8 ．4c m 、横 10．0c m 、深 さ2．8c m
目 ギ

某～弥生後 図版 38－23

S K 2 15 0 6 5．4 欠損。 の挟 りを作 る。 荒い刃痕残存。下端 期 2■15D －13

田面検出面と腐食の位置がずれる。 両方 ともに杭状 加工。 2－15D －14

2 4 W K 9 8 6 2 区 杭 （77．0）厚 さ 5．3c m の板材 。部材を杭に転 右側面は生 きか ？他は割面の為、部 板 ス 弥生中期後

－●・◆一　　　　　　　　　　　　′

48－24－37

W K 9 8 7 J 17 5 S （16．9）用 。2 本 の杭が接 合。上部 腐食 し 材か らは 12 以 上に切 断 され た と思
目 ギ

某～弥生後

期

図版 3 7－24

S K 2 15 0 6 5．8 欠損。2 本の杭 は 1．5cm 離 れて打 われ る。 下端 か ら25 ～ 2 6c m を矢 2－15A －25

ち込まれて いた為 、まず矢板に加

工 してか ら接線方 向に切断 し杭 と
して使用 した と思 われる。

田面検出面と腐食の位置がずれる。

板状 に加工す る。 2－15B －25

2－15C －26

2－15D －10

2 5 W 4 6 2 2 区 敷

板

（153．1）厚 さ6．7c m の板材。 上部 欠損。全 表面右側半分 をゆるやかに丸み を持

．＿．．よ．．．・．h

板 ス 奈良時代 48－25

I1 76 S

12 層

15 ．1 体 的に腐食 して いる。 ち2 ．6c m 尚 く作 る。その部分の裏面
目 ギ 2－12 C －406 ．7 裏 面に 2 ヶ所大 き く焼痕残存。 上部 は幅 1．4c m 、深 さ 2．2cm 判 る。

焼痕部分 に浅 い挟 りが入る。下端の

焼痕部分 はきれ いに削る。

26 W K 4 1 2 1 区 杭 （13 2 ．8）厚 さ4 ．8c m の割材。部材 を杭 に転 木取 りの際の割面 のまま使用。下端 板

目

ス

ギ

中　 世 48－26

I 18 5N

S R l O 6 0 3

8 ．8

4 ．8

用。 上部欠損。

表 面中央に約 20c m の焼痕残存。

か ら2 1cm 上 よ り杭状加工 をす る。

1－05 C －19

2 7 W 54 3 2 区 敷

板

27 7．4 厚 さ2．2cm の板材。下部欠損。 木 右 側 面 上 端 か ら 16cm 下 に長 さ 板

目

ス

ギ

弥 生中期 後 49－27

J 17 8 S 13．8 目に直 交 し3 つに割 れる。残存状 10d m 、深 さ 2c m の浅い挟 りを入れ 葉 ～弥生後

期

図版 39－27

S K 2 15 15

1 5－2 層 中位

2．2 態 良くない。 る。大 小の孔 が不 均等 に 5 つ残存。

うち 2 つの孔 は大 きさ、位置 ともに

類似。 四方孔 4．5cm X 6．0cm 、心々

間 175．6cm 。

2－15 B －43

2 8 W 5 4 9 2 区 敷

板

31 7．2 厚 さ3．4cm の板 材。両端 は生 きか 左側面 上部に長 さ5cm 、深 さ5．8cm 板

目

ス

ギ

弥 生中期後 4 9－28

I172 S ・H 172 N 1 5．6 否か不 明。両 面と もに風化 して い

る。

の切 り欠きを作る。下部 にもその痕 菓～弥 生後

期

図版 39－28

S K 2 15 0 5

15－2 層

3．4 跡 と思 われる深 さ6．4cm の刃痕 が残

存 。 2 つ が 対応 す る もの と して の

心 々間は238．4cm 。切 り欠 きよ り左

側 は薄 く削 られて いる。

2 －15 B －06

2 －15 B －07

2 9

3 0

W 5 5 0

W 5 5 1

2 区 敷

板

敷

板

（349．0）厚 さ 6．8cm の板 材。両端 は欠損 。木取 りの際の割面の まま使用。稜 を 板

目

板

目

ス

ギ

ス

ギ

弥生 中期後 4 9－29

I17 3 S ・I17 2 S 1 3．6 腐 食が激 しい。

厚 さ 7．4c m の板材。右側 面欠損だ

持ち断面 形は不定四角形。下端 よ り 葉～弥生後

期

弥生 中期後

図版 39－29

SK 2 15 0 5

15－2 層

2 区

6．8

3 0 8．4

6 0 cm 上 に 5．4c m X 6．0cm の方 形孔

を作 る。上側 と左側は直 に、下側 は

裏面か ら斜 めに穿孔。

木取 りの際の割 面のま ま使用。 断面

2 ■15 B －07

2－15 B－12

4 9－30

I1 7 3 S ・I1 7 2 S （16．6 ）が ほぼ完 形 。全 体 に腐 食 が激 し 形 は不 定 四角 形。 上端 に切断 痕残 葉～弥生後

期

図版 39－30

S K 2 1 5 0 5

1 5二2 層

7 ．4 い。 存 。 上端 か ら 23c m 下 に 5．4cm X

7．3cm 、下端 か ら 38cm 上に 5 ．7c m

× 7．0cm の四方 孔 を作 る 。両 面穿
孔 。心々間 24 7．4c m 。

2－15 B－07

2－15 B－12

ー94－
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dニ口
番
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登
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グ リッ ド

出土遺構

出土層位

種

如

法量（cm）

全長

幅
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形 態 の特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測図版

写真図版

全 体 図

3 1 W 7 12 2 区 敷 2 74 ．0 厚 さ4．8cm の板材。両端 の幅の差 下端よ り26c m 上に 8．6cm X 6．2cm 板

目

ス

ギ

弥生 中期後 49－31 ．

I1 73 N （19．2）が 9c m あ り辺材 を使 用 した と思 の四方孔 を作 る。両面穿孔。上端 の 葉～弥生後

期

′

図版 39－3 1

S K 2 15 0 3

1 5 層

板 4 ．8 わ れる。残存状態 良 くない。 刃痕は孔の一部 と思われ る。心 々間

は想定 252 c m 。

2－15 C －14

3 2 W 14 0 1 3 区 敷 （25 4．8）厚 さ 5こ3cm の板材 。下端は欠損。 木取 りの際 の割面 のまま使用 。断面 板

目

ス

ギ

弥 生後期

ヽ

49－32

G 1 6 1 S 1 6．5 形不定 四角形 。上端 は切断痕残 存。 図版 39－32

S K 3 15 0 1 ・03 ・

04 の交点

15 虐

板 5．3 上 端 か ら 14 ．8cm 下 に 7．7c m X

6．2c m 、下部に 5．6cm X 6．8c m の四
方孔 を作 る。 上部の孔 は左側 か らの

穿孔 。下部 の孔 は右 側か らの穿孔。

心々間 185 cm 。上端の 57cm 下か ら

中央 に縦 に幅4 ．6c m ～ 7．8cm 、深さ

2．0cm の溝 を作 る。

3－15 C －11

3 3 W 4 92 3 区 敷 （26 2．6）厚さ 7．2c m のみか ん割材。上部右

、、能　　 ま

木取 りの際 の割 面のまま使用。下端

ま力　 面　 小上端 は切断面　 大きな刃

板 ス 奈 良時代 49－33

図版 39－33
E 16 5 S ・N

S K 3 1 2 0 1

12 層下 面

板
16．4

7．2

側欠損。残存状 忠良 く まい。 は加工　 で　 y両　　　　 。

痕が残存。
目 ギ 3－12 B －47

3－12 B －48

3 4 W 5 02 1 区 敷 26 9．2 厚さ 1．5cm の棒材。完形。

一L一　　　　　⊥山　　　一　　　　　　　　　　　1．　日

上 端 は両 側 か ら刃 を入 れ 先 端 を

尖 －す　 下意は片側か ら刃 を

柾 ス 中　 世

ヽ

49－34

図版 39－34J 19 0 N

S R lO 6 0 3
材

2．4

1．5

具面上埼両か ら9 1c m 下 に幅 3c m の

焼痕残存。

2．2cm　 b　 。　 y両　　 、

入 れ斜 め に 1cm 尖 らす。 上部 は太

く厚 く、下 部は細 く薄い。丁寧に面

取 りす る。

．ヽ

目 ギ （ト05C －56）

35 W 2 02 2 区 敷 28 5．0 厚 さ4 ．4c m の板材。 ほぼ完 形。 上方 は幅が広 く厚 く、上か b l／3 強

ま稜 を作 り平 －ではた い　 下方は狭

板 ス 奈 良時代 49－35

図版 3 9－35I1 7 7 S ・N

S K 2 1 2 0 5

12 層

板
14．6

4．4

l　　　　　　 b　　　 ま 。

く薄 い。両 端部は両面 ともに薄 く削

る。右側 面には調整痕が残存。左側

面下 か ら2／3 は割 面のままか ？

目 ギ 2－12 C －48

2－12 C －49

3 6 W 2 0 9 2 区 敷 28 5．8 厚 さ3．0cm の板材。ほぼ完形。 上

口許杏 して窯l

上方 は幅が狭 く厚 く、下方は幅が広

よ　い　　 山の左側面か 、中央 にか

板 ス 奈良時代

′

49－36

図版 39－36I17 7 N

12 層

板
9．0

°　3．0

方 で 2 ヶ所 木 目に 胆X して 割 れ

る。腐食 している。

く薄 。 両少雨　 、　 b　　 し

けて削 り大きな稜を作 る。上端か ら

6cm は両 面を削る。裏面はその調整
痕 がはっき りと残存。

目 ギ 2－12 C －49

3 7 W 5 4 6 2 区 敷 30 8．4 厚 さ2．4cm の板材。ほ ぼ完形。腐

倉、　　　　　　　　　　　 サ　ロ　　　　　　　　 廿

左 側面 の上端 か ら下 に 4 1．2cm 、下

山 か　 －　上 に 23　 の 所 に 長 さ

板 ス 弥生中期後

葉～弥生後

49－37

図版 39－37
H 1 72N ・11 72 S

S K 2 15 0 5
板

10．2

2．4

食が激 しい。上部 に幅 0．8cm の冊

状 の圧 痕が 3 本残存。下 2 本 は左

メ而　　 bl 」二に　　 cm　　 だ　 し

257．2cm 、 深 さ上 部 2cm 下部 1c m
目 ギ 期

ノ！

2－15 B－06

15 層 側面 までまわる。右側面 、中央 よ

り下 に 47cm にわ た り圧 痕残存。

の切 り欠きを作 る。 2－15 B－07

3 8 W 5 7 2 2 区 敷 （20 2 ．4）厚 さ6．2cm の板材。上部 欠損 。腐

ナヽ

全 面に調整 した と思われ る。下端か

、　　 上に　 6　 ×8 4　 の方形

板 ス 弥生中期後

葉～弥生後

50－38
図版 39－38

I17 3 N

S K 2 1 50 3 ・05 ・

06 の交点

15－2眉

板
18．0

6 ．2

食が激 しい。 b 60 c m　 、＿9．cm　 ．cm　　　 ノ

孔 を作る。両面穿孔。
目 ギ 期

ノ：

2－15 B－13

3 9 W l lO 3 3 区 敷 2 19 ．2 厚 さ 5．6c m の板材 。左側面 欠損。

－ヾヽ

木 取 りの際の割面 のまま使用。断面

角形　 表 面 の両瑞 を 5

板 ス 弥生後期 50－39

図版 39－39F 1 6 5 S

S K 3 15 0 9

1 5－2－3 層上面

板
（15 ．6）

5 ．6

腐食 が激 しい。 形不 定四　 ノ。　　　　 哺　　 cm

～ 7c m 薄 く削る。下端 か ら74 ．7c m
上に、7cm X 7c m の方形孔 を作る。

その上に同 じような大 きさの孔 の痕

跡が残存 。心 々間 51cm 。ほぼ中央

に 4．4cm X 3．8c m の四方孔を作る。

目 ギ 3－15 B－35

4 0 W 5 7 3 2 区 敷 （2 15 ．0）芯持 ち材の 封3 の割 材。 ほぼ均一

J．山　　　　　　　口

木取 りの際の割面 のまま使用。上端

ま切断　 枝 は払われて いるが　 2 ～

芯
持

ス 弥生 中期後・

葉～弥生後

50－40

図版 39－40
I17 3 S N

S K 2 1 50 3 ・05 ・

06 の交点

15－2 層

材
13 ．8

8 ．0

した太 さの直材。下埼両は欠損 。表

面 に焼 痕残存。

を　　 。　　　　　　　　　　 、

3cm 残されて いる部分 も数カ所見 ら

れる。

箇 ギ 期 2－15 B －12

2－15 B －13

4 1 W 14 9 7 3 区 敷 19 2 ．2 厚 さ4．8cm の割材。完形 。右側面

・中ヽ

両端 は加 工 されて いる。下端 51cm

1 －やや細 くた る

柾 ス 弥生後期 50－41

図版 39－4 1
E 16 2 N

S K 3 15 0 4

15－2－3 層

材
6 ．4

4 ．8

の腐食 が激 しい。 か らやや細 くな 。 目 ギ 3－15 C －15

4 2 W 5 8 9 3 区 敷 （20 7．8）厚 さ4．7cm の割材。上端 欠損。腐

やヽ

木取 りの際の割面 のまま使用。 自然

ま　 側面の枝 のみ残す　 下韻 の枝

柾 ス 奈良時代 50－42

図版 39－42
F 1 6 5 N

F 1 6 6 N

S K 3 12 0 2

13 層上面

材
（15 ．6）

（4 ．7）

食が激 しい。 面を右 、　　　　　　 。　 柄

の長 さは 5．4c m 、そ の上 は 3cm で

その心 々間 は 66．4cm 。上端 は杭状

加工。

目 ギ 3－12 B －50

3－12 B －59

4 3

4 4

4 5

W l 1 3

W 2 7 9

W 4 6 8

2 区 敷

材

敷

（168 ．6）径 9cm の芯 持材 。上 端欠 損。 枝 下端か ら4cm 上か ら杭状加工。

木取 りの際 の割 面のまま使用。両端

す　 方 向に斜めに切断する

芯 イ 奈良時代

奈良時代

奈良時代

50－43

H 1 7 6 N

S K 2 12 0 2 0 3 ・

04 ・05 の交点

11 層下面

3 区

10 ．2

9 ．1

18 0 ．0

を払 う。表面中央 に焼 痕残存。

厚 さ7．4cm の割材。下方両側 面欠

・中ヽ

持

材

柾

ヌ

マ
キ
属

ス

図版 39－43

2－12 C －39

5 0－44

図版 39－44
E 1 6 0 S ・N

13 層上面

材
18．6

7 ．4

損。腐 食が激 しい。

裏面 に焼痕残存。

を相反　 る　 P　L′　 」　　　 。

上端は柔 らか いカーブを作 る。下端

一部 も生 きか と田われる　 表 面上

目

板

目

ギ 3－12 B －05

3－12 B －14

1 区 敷 2 18．4 厚 さ 2．4cm の板 材 。下 端右 側 欠 ス 50－45

図版 39－4 5
J 1 8 5 S

12 層 下面

材
（8 ．9）

2．4

損。表 面は黒 い。 の　 ロ　　　　　　 心　　　 。

方に浅 く挟 った痕跡 あ り。そ のあた

りの右側面 に調 整痕 残存。

ギ 1－12 B －20

－95－
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46 W 8 0 9 3 区 敷

板

（211．6）厚 さ 5．0c m の割 材。ほぼ完形。腐 木取 りの際の割 面のまま使用。 自然 柾

目

ス

ギ

奈良時代 50－46

F 1 6 6 S ・N （8．6）食が激 しい。 面 は枝 を払 う。下端 部左側には加工 図版 39－46

S K 3 12 0 2

13 層上面

（5．0）下端 部 に焼痕残存 。 の痕跡が ある。上端 部は杭状に加工

す る。

3－12 B －58

3－12 B －59

4 7 W 9 13 3 区 敷

板

（220．0）厚 さ 6 ．6c m の割 材 。 曲が っ て い 木取 りの 際の割面 のまま使用。下端 板

目

ス

ギ

奈 良時代 50－47

H 16 8 N

13 層上面

（12 ．8）

（6．6 ）

る。腐食 して いる。 18cm 上か ら杭状 に加 工する。 図版 39－4 7

3－12 B －80

4 8 W l 19 3 3 区 敷

板

38 ．9 厚 さ2 ．0c m の板材 。形状 は切 り欠 両面割面。両側面加 工面。 上端は緩 板

目

ス

ギ

弥 生後 期 51－48

E 16 3 N

1 5－2－3 層上面

19 ．3

2 ．0

き板状 田下駄 に類似 。 やかなカー ブを作 るが切 断の刃痕残

存。下端 は切断面。左側面 には上端

か ら 16cm 下 に 長 さ 1．7c m 深 さ

1．5c m 、下端 か ら上に長 さ2 ．0c m 深

さ 1．5cm の 2 つの切 り欠き を作 る。

心 々間 8．1c m 右側 面 に は上端 か ら

19c m 下 に 2．8cm X 7 ．1cm の耳状の

突起 を作る。

図版 40－48

3－15 C －2 1

4 9 W 1 7 62 3 区 敷

板

（82．5）厚 さ4．9cm の板材。左側 、下 部切

断。

木取 りの際の割面の まま使用。 上端 板

目

ス

ギ

弥生後期 5 1－49

G 16 1 N （17．7） はカー ブを作 る。上端 か ら 23．5cm 図版 40－49

S K 3 1 50 3

15－2－3 層

4．9 に長 さ 19 ．2cm 、想定幅 14．0cm の柄

孔 を作 る。表面か ら大き く斜 めにせ

ん孔 。右側 面の上端 か ら33．7cm に

長 さ 3．8c m c 深 さ、2．0cm の 切 り欠

きを柄孔 の下端 とほぼ同 じ位置 に作

る。K D 5 0 ・3 区 W K 17 12 と大 き さ

は違 うが 同 じタイプ。

3－15 C －12

5 0 W K 1 7 12 3 区 矢

板

（119．4）厚 さ 6．5cm の板 材。‘下部欠損。 木取 りの 際の割 面のまま使用。上端 板

目

ス

ギ

弥 生後期 51－50

G 16 1S 1 7．4 か ら 24．5cm 下 に 21．6cm X 9．4cm 図版 40－50

S K 3 15 0 1

15－2－3 層

6 ．5 の方形孔 を作 る。 上部は垂直 に、下

部は大き く斜 めに表 面か ら穿つ。右

側 面 の 上 端 か ら 14 ．4cm に 長 さ

2．6c m 、深 さ 2．6c m の切 り欠 きを 、

孔 の上 端 とほ ぼ 同 じ位 置 に 作 る。

KD 49 ・3 区 W 17 6 2 と大 きさは違 う

が同 じタイ プ

3－15 C －11

5 1 W K 17 0 7 3 区 杭 （12 6．1）厚 さ5．0cm の角材。部材 を杭 に転 木取 りの際の割面の まま使用 。左側 板

目

ス

ギ

弥生後期 51－51

G 1 6 1 S 1 0．4 用。上 端か ら 10c m くらいの腐 食 面の 下端 か ら 48cm に長 さ 1．6cm 、 図版 40－5 1

S K 3 1 5 0 1

1 5－2－3 層

5．0 が激 しい。 幅 3cm の刻 みを入 れ る。そ こか ら

下の表 面、左側面を削 り薄 く細 くす

る。下端か ら 11c m を杭 状 に加工す

る。 上端 は切断面。

3－15 C －11

5 2 W K 1 6 84 3 区 杭 （12 7．9）厚 さ6．6cm の板 材。部材 を杭 に転 放射方 向に切断。左側面 は生 きか ？ 柾

目

ス

ギ

弥生後期 5 1－52

G 16 0 S （7．8）用。下部欠損 。 両 面、 右 側面 は割 面 で上端 は切断 図版 40－52

S K 3 15 0 1 6．6 切 り欠 き の す ぐ上 の 裏 面 に幅 面。上端 か ら50cm 下 に長さ4．2cm 、 3－15 B－05

15－2－3 層 7．4c m の擦れた ようなあた りが残

存 。

深 さ 1．2c m 切 り欠きを作る。 3－15C －05

5 3 W K lO 7 9 3 区 杭 （11 5．0 ）厚 さ6 ．0c m の角 材。部材を杭 に転 先端 を表面 と両側面 か ら削 り出 し、柾

目

ス

ギ

弥生後 期 51－53

G 16 1S 7 ．3 用。 表面下部 に焼痕残存。 ． 長 さ8．8cm 幅 3．8cm の柄 を作る。表 図版 40－53

S K 3 1 50 1・03 ・

04 の交点

15 層 下面

6 ．0 面 の右側 3 ～ 4c m と左 側面 が調 整

面。他 は割 面。下端よ り21c m 上か

ら杭状 に加工。K D 6 9 ・2 区 W 7 1 3 と

厚さが違 うタイ プ。

3－15 C －11

54 W K l O 7 6 3 区 杭 ．（115．7）厚 さ 11．8c m の板材。 上部欠損。 全面に調整痕残存。下端よ り28．0cm 斜
柾

目

ス

ギ

弥生後期 51－54

G 1 6 1 S 1 4．5 上 に 7．4cm X 9．0cm の四 方孔 を作 図版 40－54

S K 3 15 0 1 ・03 ・

04 の交点

15 層上面

11．8 る。下 部は垂直に、上部 は大 きく斜

糾 こ表面か ら穿つ。下端よ り16 ．6cm

上 か ら杭 状に加工す る。

3－15 C －11

5 5 W K lO 73 3 区 杭 （13 4 ．8 ）厚 さ 7．6cm の板 材。上 端部欠 損。木取 りの際か、転用の際の割面 のま 板

目

ス

ギ

弥生後期 52－55

G 16 1S 13 ．4 残存状態良。 ま使用 。下端 か ら34 ．3c m を杭状 に 図版 40－55

S K 3 1 5 0 1・03 ・

04 の交点

15 層下面

7．6 加工す る。 3－15 C －1・1

5 6 W l O 7 2 3 区 敷

板

（113 ．5）厚 さ5．0cm の板材 。下 部欠損。裏 木取 りの際 の割面 のまま使用。下端 板

目

ス

ギ

弥 生後 期 52－56

G 1 6 1 S 2 0．6 面 の上端か ら 27cm は黒 く変色 し か ら35cm に 10．8c m X 12 ．8c m の方 図版 40－56

S K 3 15 0 1・03・ 5．0 て いる。 形孔を作 る。表面か ら穿つ。そのす 3－15 C －11

0 4 の交 点

15 層下面

※台輪 材 （宮本論文 ）。 ぐ上側に貫通 はしな いが深 く到った

方形 孔 の荒 い刃 痕残 存。 下端 か ら

3 5c m を矢板状に加工す る。

57 W 17 6 3 3 区 敷

板

（104．1）厚さ 3．8cm の板材。部材 か らの転 木 取 りの際 の割 面 のま ま使用 。 幅 板

目

ス

ギ

弥生後期 52－57

G 1 6 1N （11．8）用。両端切 断。 7 ．3cm の板 状の上部がやや幅広 にな 図版 40－57

S K 3 15 0 3 3．8 り、そ の 部分 の両 側 に挟 りを入れ

る。右側 は長 さ14cm 、左 側は欠損。

両側面 に荒 い刃痕残存。

3 －15 C －12

5 8 W 1 3 9 7 3 区 敷

板

（105 ．0）厚 さ9 ．0c m の板材 。下部欠損。腐 幅 5cm の板状 に、上端 か ら2 6c m 下 板

目

ス

ギ

弥生後期 52－58

F 1 6 1 N 10．0 食 が激 しい。 に 7cm X lO c m の方 形 の突 起 部 を 図版 40－58

S K 3 1 5 04

1 5－2■3 層

9．0 削 り出す。突起部 よ り上は調整痕が

残存。突起部 より下は腐食 して いる。

3－15 B－10

－96－
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実測 図版

写 真図版

全 体 図

59 W 6 7 4 1 区 敷 98．5 挟 りと切 り欠 きを伴 う直交 接 合

⊥山

表 面上端か ら6cm に長 さ7．6cm 、深

浅い挟 りを作 る　 その挟
板 ス 弥生後期 52－59

図版 40 5 9I 18 4 N

S D 1 15 0 2

1 5－2－2 層

板
3．8

3．9

材。厚 さ3．9c m の角材。下埼両は欠

損。腐 食 して いる。

さ0．7cm の7　　　　　　　 。

りの下 端 とほ ぼ同じ位置 の裏面にも

長さ 3．7c m 、深さ 0．3cm の浅い決 り

を作 る。又、裏面 の上端 か ら 1．8cm

を斜め に削 る。 両面 に調整痕残 存。

両側面割面。

目 ギ 1－15 B－05

6 0 W 5 7 6 1 区 敷 70．2 有孔棒 状。径 約 5cm の芯持ち材。約 訂3 弱を下方 に向か って削 り、細 芯 イ 古墳 中期～ 52－60

4 9 ほぼ完 形か ？ く薄 くして いる。 上部も両面よ り削 持 ヌ 古墳後期 図版 40－60

13 層除去 中

板 4 ．7 りⅤ字 に して い る。 上端 よ り 5cm

下 に 2．2c m X 1．7c m の方 形孔 を穿

つ。両面穿孔。

材 マ
キ

属

．1－12 B ※

61 W 12 1 9 3 区 敷 （42 ．8）厚 さ6．3cm の板材。両端切 断。上

ロ

厚さ6 ．3c m の上方か ら斜めの削 り部

厚 さ　　　 に薄 くやや
板 ス 弥 生後期 52－61

図版 40 6 1
E 16 2 N

S K 3 1 50 2 ・04 ・

05 ・06 の交点

15－2－3 層

板
（7．3）

6 ．3

部右 側欠損。 分を持って、 早　 4．5cm L Y

細 く加工 。平 らな部分 15．4c m を持

ち、 さ らに斜 め に削 り厚 さ 3cm に

薄 くす草。裏面 、左側 はきれいな調

整痕残存。

目 ギ 3－15 C －15

6 2 W 9 3 7 1 区 敷 （74 ．2 ）決 りと切 り欠 き を伴 う直交 接 合 左側 面上 端 か ら 5cm に長 さ 6．5cm

さ　　　 の の挟 りを作 る　 その挟

板 ス 弥 生後期 52－62

図版 40－62
I 18 4 N ・J18 4 S

S D l 15 0 2

15－2－2 層

板
（7．2 ）

4 ．3 ・

材 。 厚 さ 4 ．3c m の 角材 。．下 部 欠

損。 接線方向 に切 断。

深　 0 ．9c m　　　　　　　 。

りの下端 とほ ぼ同 じ位 置 の右側 面

に、L長 さ 2 ．2c m 深 さ 0．5c m の切 り

欠 き を作 る 。 同 じ面 の 上 端 か ら

4．7c m を斜め に削 る。

目 ギ ト15C －06

1－15 C －0 7

6 3 W 5 2 2 1 区 敷 （4 6．4 ）有孔 板状。厚 さ3．4cm の板材。左 上部の辺は隅丸 に加 工 し、その まま

弁　　 ちたが い卯さ　　　 まで
板 ス 弥 生後 期 52－63

図版 40 6 3
K 1 8 4 S

15層 トレンチ内

板
（12 ．3 ）

3 ．4

側 切断。下部欠損 。

上部 のカーブの 中央 に緊縛痕が残

存 。

カーフ を持　 ま　 ら深　 11cm

判る。 上端 か ら22．3cm に 3．4cm X

5．9c m の方形孔 を作 る。両面穿孔。

目 ギ 1－15 C －09

6 4 W 5 7 5 1 区 敷 （78・．9 ）有 孔板 状。 厚 さ 2 cm の 板材 。下

J411　　　　　　　　　　　　　　　　　一タ．　　　　　　　中

上部 は丸 く加 工。左側 面の上部 2／5

、′l　 上山か －　　　 下 に孔

柾 ス 古埴 中期 ～

古墳後期

52－64

図版 40 6 4

1 3 層除去 中 板
17．7

2 ．0

埼而切断。孔の上 に圧 痕が残存。 を薄 く削 る。　 y而　 b 44 cm　 」

を穿 つ。 中央 よ りが 4．1cm X 4 c m

の方形孔で、表面か ら直に穿孔。その
左に縦 3cm の楕 円孔 を斜め に穿孔。

その 2 つがつなが ったと思われる。

目 ギ †
1け12 B ※

65 W 6 4 2 3 区 敷 （10 8．1）厚 さ 3．2cm の棒状 。下端切断。 全面を面取 りし棒 状に加工。・上端か

ー　　　　 を斜め に削 り先遣 を尖 －

板 ス 奈 良時代 53－65

図版 4 1－6 5
F 1 6 4 N

S K 3 12 0 1

13 層上面

板
3 ．3

3 ．2

ら 13 ．7c m　 ′　　 」　　　 y而　 ・b

せる。
目 ギ 3－12 B －42

6 6 W 8 5 2 3 区 敷 79 ．2 有 孔 板状。厚 さ2．4cm の板材。上

⊥山　　　　　口

両端部を斜めに削る。上端 は11．7c m

宿題振向に　　 ⊥山は　　　　 を
板 ス 奈 良時代 53－66

図版 4 1 6 6
F 1 6 5 N

13 層上面

板
8 ．9

2 ．4

y而欠損。 をやや 匝線的 に、下メ而　 10．2cm

やや カー ブを持 って削る。 両端部 、

左端が薄 い。 中央よ りやや上よ りに

1cm 強の縦長 の楕 円孔 を穿つ。表面
は調整面。裏 面は割面。

目 ギ 3－12 B －50

6 7 W 4 4 9 1 区 敷 （96．2 ）厚 さ4 ．8c m の板材。下 部欠損。右

一戸　　　　　　ヽ　　　　　　卓

幅 9 ．2c m の板状の上部 に 18．3cm X

L　 そ の 中 に

板 ス 奈 良時代 53－67

図版 4 1－6 7
I18 3 N

S D l 12 0 5
板

9 ．2

4 ．8

側 面裏側 に切 り込 みが残存。切 り

込みの長さは0．7cm ～ 1．6cm 、間隔

5．0cm の柚 を作 り出 、　　　 」

2．2c m X 4 ．0c m の方 形孔を穿つ。下
目 ギ 1－12 B －05

12 層 は 2．伽m ～ 4．2cm と規則性 は見 ら

れ ない。圧痕 も残存 。下部に焼痕

残存 。

部は少 しずつ カーブを描 くよ うに削

り、幅3bm 長 さ22 c m の棒状 に作 る。

68 W 8 94 3 区 敷 （10 5 ．0）決 りと切 rり欠 き を伴 う直交 接 合 表面上端か ら12．5cm に長 さ8．0cm 、

を　　　 裏面

柾 ス 奈 良時代 53－68

図版 4 1 6 8
F 16 6 S ・N

S K 3 1 2 0 2

13 層 上面

板
4 ，7

3 ．1

材 。 厚 さ 3 ．1c m の 角材 。下 部 欠

損。 腐食が激 しい。

深さ 1．2c m の切 り欠き　 作る。

に もそ の切 り欠 き のす ぐ上 に長 さ

1．5c m 、深 さ 0．2cm の浅 い挟 りを作

る。また表面 の上端 か ら3．6c m を斜

めに削 る。

目 ギ 3－12 B －58

3－12 B －59

6 9 W 7 13 2 区 敷 112 ．0 厚 さ 2．9cm の板材 。下端欠損。 先端に長 さ7．2cm 、幅 4．4cm の柚 を

1 、仁、′l　　　 表　 の右側 と

板 ス 弥生 中期後

腑～弥生後

53－69

図版 41－69
I1 7 3 N

S K 2 1 5 0 3

1 6 層 上面

板
7 ．9

2 ．9

両側面か ら削 り出す 。　 面　 、

裏 面 が 調 整 面 。 両 側 面 は割 面 。

KD 53 ・3 区 W K lO 7 9 と厚 さが違 う

がタイプは 同じ。

目 ギ 菓　 ′、 ず

期 2－15 C －14

7 0 W 9 4 2 区 敷 113．0 厚 さ 1．7c m の板材 。左側欠損。 両端をやや斜 めに切 断す る。上端か

ー　　　　 サ ・　　　　　　　　 を磨

板 ス 奈良時代 53－70

図版 41 7 0
I1 76 S

12 層

板
14．5

1．7

b 8 ．8c m に 1．1cm の 横長 の 孔　 牙

つ。完全な孔で はな いが、上端 か ら

2 ．5c m に小さな穴が貫通 している。

目 ギ 2－12 B－40

7 1

7 2

W K 8 69

W lO 2 1

2 区 杭

敷

（93．3）圧 密杭 。厚 さ 3cm の角材 。上 部 全面割 面。下端部 に加工痕残存。

表 面 上 端 か ら 4．3c m 下 に 、 長 さ

浅 い挟 りを作 る　 そ の 下

柾

目

板

ス

ギ

ス

弥生 中期後

斗　　　　　　　　　　　　′

53－71

J 1 75 S 4．0 欠損 し三 カ所で折損。腐食 が激 し 某～弥生後 図版 41－7 1

S K 2 1 50 6

2 区

3．1

8 5．0

い。

挟 りと切 り欠き を伴 う直交接 合材

、　 自　　　　　　　 室l

期

弥生 中期後

葉～弥生後

2－15A －25

2－15 B－25

2－15 C －26

5 3－72

図版 41－72
J 17 3 S

S K 2 15 0 3

1 5－2 層

板
3．8

2．7

と類似。厚 さ 2．7cm の訓材。 5 ．7c m の 7　　　　　　　　 。

1．5cm の左側 に、長 さ2．9cm の切 り

欠きを作る。挟 りのす ぐ上は上端に

向か って斜め に削 る。

目 ギ
＼

期 2－15 D －04

－97－
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全 体 図

73 W 1 8 3 2 区 敷

板

42 ．3 有頭状 。厚さ2 ．8c m の板材。両端 上 端 に 2cm 、下端 に 1．3cm の 切 り 板

目

ス

ギ

奈 良時代 53－73

J 17 5 S ・J17 6 S

12 層

5 ．7

2 ．8

一部欠損 。 欠 き を両 端 部よ り　2 cm の所 に作

る。 心 々間 38．2cm 。両 側面 に調整
痕残存。

図版 4 1－73

2－12 C －35

2－12 C －42

7 4 W 9 1 2 区 敷

板

15 3 ．9 厚 さ2．5cm の棒状。中央で二つ に 上部 2／5 は断 面形が 方形 、下部 3／5 板

目

ス

ギ

奈 良時代 53－74．

W 9 2 I17 6 S ・N

12 層

3 ．9

2 ．5 ・

折損。 は半 円形 に丁寧 に加工する。裏面は

割面。上端 に幅 0．5cm 、深 さ0．9cm

の 溝の 部分 が あ るが孔 か清 か は不

明。下端 も丸 く丁寧な加工。

図版 4 1－74

2－12 C －40

2－12 C －41

7 5 W 8 4 8 3 区 敷

板

33．1 厚 さ 1．9c m の板 状。 上 端 か ら約 5 ．5c m 下 に 2 ．5c m X 板

目

ス

ギ

奈 良時代 53－75

F 1 6 5N

13 層上面

18．0

1．9

2．1cm の 方 形孔 を二 つ両 面 か ら穿

つ。そ の心 々間 10cm 。 中央 よ りや

や下 よ りに 0．5cm 以下 の孔 を 3 つ 、

逆三角形 の位置 に穿 つ。3 づ とも木

釘が残存。両側面 は丸 みを持ち、き

れい に調整。裏面 にも調整刃痕が残

存。

図版 4 1－75

3－12 B －50

76 W 3 3 9 1 区 敷

板

12 9．8 厚 さ2．8cm の板材 。左側 面、下部 右側 面 はゆ る い大 きな カー ブ を描 板

目

ス

ギ

奈良時代 54 －76

K 18 6 S （13．8）欠損。 く。表面右側 に幅 1 cm ～ 1，4cm の 図版 4 1－76

S D l 1 2 0 5 2．75 調整痕残 存。上端 よ り3 7．5c m 下 か

ら75 cm にか けて浅 く窪む。窪 みの

中に、右下斜め方向 にほぼ同間隔で

5ヶ所刃痕が残 る。両端約 7cm を端
部に向けて薄 く削る。両側面は書け面。

1－12 B －29

7 7 W 3 0 2 1 区 加
工
材

81．5 厚さ 2．0cm の棒状 。 表面は平坦 に近 く、裏面 は半円形に 柾

目

ス

ギ

中　 世 54－77

I18 9 N 3．1 近 い形 に 削 る。 上 部か ら 1／3 よ り 図版 41－77

S R lO 6 0 3 2．0 徐々に薄 く削る。上端 は 6．4 cm 、下

端 は2．5cm を先端 に向 けて両 面か ら

斜 めに削 り先端 を尖 らす。

1－05 C －47

7 8 W K 1 7 19 3 区 杭 （11 4．9）厚 さ 10 ．5cm の板材。 部材 を杭 に 上端 に4 cm X 8 c m の短 い柄 を作 り 板

目

ス

ギ

弥生後期 54－78

G 16 0 S 1 6．4 転 用。表面剥離。下部 欠損 。 出す 。その 19cm 下に 6cm X 7．4cm 図版 41－78

S K 3 15 0 1

15 層下部

10 ．5 の方 形孔 を両面か ら穿つ。表面 、側

面 に調 整痕 残存。裏面 は割面 。

3－15 A －05

3－15 B－05

3－15 C －05

7 9 W 4 0 1 3 区 敷

板

（99．4）厚 さ 14．7cm の芯 持材。 部材 を敷 材 の 1／2 を面を持 って 平 らに加 工。芯
持
ち

ス

ギ

奈良時代 54－79

F 16 6 S ・N 2 0 ．4 板 に転 用。両端欠損。 そ の際 の大 き く荒い刃痕残存。節 は 図版 4ト79

S K 3 1 2 0 2

12 層上面

14 ．7 きれ いに払 ってある部分 と2 ～3c m

残 して ある部分 とがある。

3－12 B－58

3－12 B－59

80 W 8 1 6 3 区 敷

板

14 5 ．0 厚 さ4．0cm の板材。部材か ら杭 に 上方の u 5 ・58 cm は幅6 ．4c m で、下 板

目

ス

ギ

奈良時代 54－80

F 1 6 6N

13 層上面

6 ．8 転用。残存状 態良 くない。やや上 方の 3／5 ・87 cm は幅 3cm か ら3 ヶ所 図版 4 ト80

3．9 寄 りに焼痕残存 。 の段差で徐 々に細 くな り、下端 は幅

2．1cm にな る。 左 側 面 の上 端か ら

12cm は カーブ を描 く。裏 面、下端

部は丸 く加 工。上端か ら22cm 下に

3．1cm X 1．4c m の四方孔 を穿つ。孔

の中 に幅 1．8cm の樺紐 が残存。樺紐

は孔の右側 に0．7cm 幅で材の中に入

れ込む。

3－12 B－59

8 1 W 4 0 9 3 区 敷

板

（102．8）厚 さ5 ．1cm の芯持 材。下部欠損。 上 端 か ら 4．5cm に 幅 6cm 、 深 さ 板

月

イ 奈良時代 54 －8 1

H 16 3 ・16 4 S 5．9 1．2c m の切 り欠 きを作 る。 切 り欠き ヌ 図版 4 1－81

S K 3 12 0 5

13 層上面

5．1 の裏面 を平 らに削 る。 マ
キ
属

3－12 B －36

3－12 B －45

8 2 W 2 2 2 1 区 加
工
材

4 1．7 厚 さ4 ．8c m の角材。上端 の四角柱 上端に向けてやや細 くな る。上端か 柾

目

ス

ギ

中　 世 54－82

J 18 8 S 5．4 の部分に幅 0 ．4c m の圧 痕が廻る。 ら4．5cm を四角柱の ような形に加 工 図版 4 1－82

S R lO 6 0 3 4 ．8 し、・下端か ら10cm を杭状加工す る。 ト05C －4 1

8 3 W 9 9 8 2 区 楯 （13 0 ．5）片側 欠損。上部切断。残存す る突 高さ2．7cm の突起部分 を作 る。転用 板

目

弥生 中期後 54－83

2－15 D －14

J 17 7 N 9 ．3 起部分 の側面に ×印の ような 浅い の際 に 1／2 に切 断 した と想 定 す る 葉～弥生後

期SK 2 1 5 0 6 7．3 刃 痕 が並 ぶ 。杭 として 転用 され

る。

と、突 起部 分幅 は 7cm にな るふ　上

端 は長 さ 10．5cm 、想定 幅 6．8cm の

切 り欠 きと思われる。裏面 は平 らに

調整。側 面に調整痕残存。

84 W K 1 5 7 5 3 区 杭 （4 1．9）挟 りと切 り欠き を伴 う直 交 接合 表面上端 か ら6cm に長 さ8．0c m 、深 板

目

弥生後期

3－15 B－09F 16 1S 3．7 材 。厚 さ 3．8cm の角 材。 下 部欠 さ0．9c m の挟 りを作 る。そ の挟 りの

3．8 損。腐食 が激 しい。 下 端 とほ ぼ同 じ位 置 の裏 面 に長 さ

1．3cm 、深 さ 0．5c m の挟 りを作 る。

裏面上端か ら2．2cm を斜 めに削る。

3－15 C－09

3－15 D －06

3－15 E －14
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第19表　用途不明木製品観察表（FU）

郵

dヒロ
番

号

登

録

番

ロ丁子

調査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

分　 類

法量（cm ）

全 長

幅

最 大 厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測 図 版

写 真 図 版

全 体 図

1 W 2 2 9 1 区 有 頭 棒 状 4 7．2 有 頭 棒 状 で ほ ぼ 完 形 。 腐 食 し 厚 さ 2．9 c m の 棒 状 で 、 両 端 か ら約 柾 ス 奈 良 時代 5 5－1

K 19 1 S

東 トレ ンチ 内

1 3 層 上 面

A 4．0

2．9

て い る。 W 2 3 8 と 同 一 材 か ？ 1．7 cm に 表 面 、両 側 面 を 通 して 浅

い挟 り を入 れ る 。 上 部 の 挟 りは 左

右 ほ ぼ 同 じ で 、裏 面 に も決 りが 少

し入 る。 下 部 は右 側 の 切 り欠 き が

長 く 、裏 面 に挟 りは な い 。 表 面 の

下 1／3 は 平 坦 に加 工 。

目 ギ
図 版 4 2－1

1－12 B ※

2 W 4 79 2 区 有 頭 棒 状 （5 0 ．0） 有 頭 棒 状 で 下 端 部 欠 損 。 上 部 厚 さ 2．1 cm の 棒 状 で 、 上 端 か ら 斜 ス 奈 良 時 代 5 5－2

I17 5 S A 3 ．5 裏 面 と側 面 の 一 部 欠 損 。 上 端 3．1 cm に切 り欠 き を 入 れ る 。 左 右 柾
ギ

図 版 4 2－2

・S K 2 12 0 4

12 層

2 ．1 は 、 磨 滅 し て い る 。 は ほ ぼ 同 じ 。下 端 に 切 り欠 き の 痕

跡 残 存 。 裏 面 は割 面 で 断 面 カ マ ボ

コ状 。

目 2－12 C －33

3 W 73 6 3 区 有 頭 棒 状 4 0 ．8 有 頭 棒 状 で 完 形 だ が 、 裏 面 は 厚 さ 1．0 cm の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 奈 良 時 代

ヽ

5 5－3

G 1 6 4 N

S K 3 1 2 0 5

1 3 層 上 面

A 2 ．7

1．1

剥 離 して い る 。 2．6 cm に 、 下 端 か ら 3 ．5 c m に両 側

か ら挟 りを 入 れ る 。 挟 りは 両 端 と

も に右 側 が や や 上 に位 置 す る。 表

面 の右 側 に 調 整 痕 残 存 。

目 ギ
図版 4 2－3

3－12 B －44

4 W 7 83 3 区 有 頭 棒 状 3 6 ．0 有 頭 棒 状 で 完 形 だ が 、 中央 よ 厚 さ 1．3 cm の 棒 状 で 、 左 右 の切 り 板 ス 奈 良 時 代 5 5－4

F 16 6 S

S K 3 1 2 0 2

13 層 上 面

A 3 ．0

1．3

りや や 下 で 折 損 して い る 。 欠 き の位 置 と形 が 違 う。 左 側 は両

端 か ら 1．0 c m に 切 り 欠 き を 入 れ

る。 右 側 は 上 端 か ら 3 ．2 c m 、 下 端

か ら 2．2 cm に 浅 い 挟 りを 入 れ る 。

両 面 とも に 調 整 痕 残 存 。

目 ギ
図 版 4 2－4

3－12 B －58

5 W 3 7 3 2 区 有 頭 棒 状 （2 3．6）有 頭 棒 状 で 上 部 左 側 と下 部 欠 厚 さ 1．6 cm の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 奈 良 時 代 5 5－5

H 1 7 7N

12 層

A ．3．0 損 。 表 面 の 中 心 部 が 剥 離 して 2 ．6 cm に両 側 か らほ ぼ 同 じ位 置 に
目 ギ

図版 42－5

1．6 い る 。 切 り欠 き を 入 れ る。 2－12 C －4 7

6 W 1 2 1 2 区 有 頭 棒 状 （2 2．8）有 頭 棒 状 で 下 部 欠 損 。 厚 さ 1．9 cm の 棒 状 で 、 上 端 か ら 柾 ス 奈 良 時 代 5 5－6

J 1 7 4 S

12 層

A 3 ．7

1．9

3 ．1c m に約 2．0 cm 幅 で 両 側 面 通 し

て 挟 りを 入 れ る 。 上 端 部 は薄 く加

工 。

目 ギ
図版 4 2－6

2－1 2 C －2 8

7 W 2 3 8 1 区 有 頭 棒 状 （2 2．5）有 頭 棒 状 で 上 部 左 側 と 下 部 欠 厚 さ 2．3 c m の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 不　 明 5 5－7

挽 乱 中 A 4．1 損 。 表 面 は 風 化 し、 全 体 的 に 2 ．1c m の両 側 に 、 深 さ 0．4 cm の 切
目 ギ

図版 4 2－7

上 層 か 2．3 腐 食 が 激 し い 。 W 2 2 9 と 同 一

材 か ？

り欠 き を 入 れ る 。 左 右 の位 置 は ほ

ぼ 同 じ。

1－0 5 ？※

8 W 6 8 6 3 区 有 頭 棒 状 2 5．8 有 頭 棒 状 で 完 形 。 全 体 に 腐 食 厚 さ 1．6 c m の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 奈 良 時 代 55－8

lH 16 5 S

13 層 上 面

A 2．8 が 激 しい 。 上 部 か ら下 部 に 向 3．6c m 、 下 端 か ら 2．6 cm に浅 い挟
目 ギ

図版 4 2－8

1．6 か っ て 細 くな っ て い る 。 りを 入 れ る 。 3－1 2 B －5 3

9 W 5 2 5 3 区 有 頭 棒 状 （2 1．8）有 頭 棒 状 で 下 部 欠損 。 有 頭 部 厚 さ 2 ．0 c m の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 奈 良 時 代 55－9

E 16 5 N A 2 ．5 が 、 先 端 及 び 左 側 に 向 か っ て 4．4c m に 表 面 、 両 側 面 通 し て 切 り
目 ギ

図版 4 2－9

S K 3 12 0 5

13 層 上 面

1．8 5 徐 々 に 薄 くな る。 欠 き を入 れ る。 裏 面 に 切 り欠 き は

な い 。 両 側 面 に調 整痕 残 存 。

3－1 2 B －4 8

1 0 W 1 7 3 3 区 有 頭 棒 状 （18．3）有 頭 棒 状 で 下 部 欠損 。 厚 さ 1．0 c m の 棒 状 で 、 上 端 か ら 柾 ス 奈 良 時 代 55－1 0

H 16 5 S

12 層 下 面

B 2．5

0．9

4．1c m に 浅 く長 い 挟 り を 入 れ る 。

右 側 が や や 上 に位 置 す る 。 目 ギ
図 版 4 2－10

（3－1 2 B －5 3）

1 1 W 2 8 0 3 区 有 頭 棒 状 （13．9）有 頭 棒 状 で 下 部 欠損 。 腐 食 が 厚 さ 1．2 c m の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 奈 良 時 代 55－1 1

排 土 中

13 層 上 部

B 4，1

1．2

激 しい 。 3．0c m に 下 側 が 長 い切 り欠 き を 入

れ る 。 左 右 の位 置 は ほ ぼ 同 じ。 目 ギ
図 版 4 2－1 1

3－1 2 B

1 2 W 7 1 0 3 区 有 頭 棒 状 （16．7）有 頭 棒 状 で 下 部 欠損 。 表 面 は 厚 さ 1．1c m の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 奈 良 時 代 5 5－1 2

F 1 6 1 S

13 層 上 面

B 2．2

1．1

腐 食 して い る。 1．8c m に 挟 り を入 れ る 。 右 側 に 比

べ 左 側 は挟 りが 大 き い 。 目 ギ
図 版 4 2－12

3－1 2 B －15

1 3 W 7 4 4 3 区 有 頭 棒 状 （16．8）有 頭 棒 状 で 下 部 欠損 。 厚 さ 1．0 c m の 棒 状 で 、 上 端 か ら 板 ス 奈 良 時 代

ヽ

5 5－1 3

G 16 4 N

S K 3 12 0 5

13 層 上 面

B 2．4

1．0

4．0c m に 浅 い挟 りを入 れ る 。 細 か

い 加 工 痕 残 存 。 左 側 の 挟 りが や や

上 に位 置 す る 。

目 ギ
図 版 4 2－13

3 －12 B －4 4

1 4 W 9 7 5 3 区 有 頭 棒 状 （2 9．4）有 頭 棒 状 で 下 部 欠 損 。 厚 さ 1．6c m の棒 状 で 、 上 端 か ら右 板 イ 奈 良 時 代

ヽ

5 5－1 4

H 16 6 S

13 層 上 面

B 2．9 5 1 区 W K 5 2 1 と 大 き さ が 違 う 側 は 3．7 cm 、 左 側 は 3．1cm に 切 り
目

ヌ 図 版 4 2－14

1 ．6 が 類 似 。 欠 き を入 れ る。 切 り欠 き は 右 側 が

深 く大 き く ア ン バ ラ ンス 。

マ
キ
属

3－12 B －6 2

1 5

1 6

W 44 2

W K 5 2 1

3 区 有 頭 棒 状 （3 5．2）有 頭 棒 状 で 下 部 欠損 。 腐 食 が 厚 さ 1．2 c m の棒 状 で 、 上 端 か ら右 板 ス 奈 良時 代

弥 生 中 期後

一亡

5 5－15

G 16 4 N

S K 3 1 2 0 5

B 4 ．2

1．2

激 しい 。 側 は 3．8 cm 、 左 は 3．2 cm に 浅 く挟

り を 入 れ る 。 挟 りは 右 が 長 く 浅 目 ギ
図 版 4 2－15

3 －12 B －4 4

13 層 上 面

1 区 有 頭 棒 状 （4 9．0）有 頭 棒 状 で 右 上 端 と 下 部 欠
い 。

厚 さ 3．0 c m の棒 状 で 、 上 端 か ら右 板 ス 5 5－16

J1 8 7 N

15 層

C 4．2 損 。 3 区 W 9 7 5 と大 き さ が 違 側 は 6．6 cm 、 左 側 は 6．2 cm に切 り
目 ギ

葉 ～ 弥 生後 図 版 4 2－16

3 ．0 う が 類 似 。 欠 き を入 れ る。 切 り欠 き は 右 が や

や 上 に深 く入 る。 表 面 、 両 側 面 に

調 整 痕 残 存 。 裏 面 は 面 取 り して あ

る が 調 整 痕 は な い 。

期 1－15 B －2 5
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報

月ヒロ
番

ロ丁テ

登

録

番

日下テ

調査区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

分　 類

法量（cm）

全長

幅

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

＿樹

種

年 代 観

実測図版

写真図版

全 体 図

17 W O 6 9 2 区 有 頭棒状 （4 7．7）有頭棒状で下部欠損 。腐 食 し 厚 さ1．6c m の棒状 で、上端か ら約 板

目

ス

ギ

平安前期 55－17‘

H 1 7 2 S

10 層上面

C ．4．8 変 形 して い る。 上方 に幅 約 5．5c m に左右平行 な長 い切 り欠き 図版 42－17

1．9 0．．2cm の圧 痕 現 存 。 緊 縛 痕

か ？

を入 れる。上端 か ら20 ．0c m の両

側に 4．0c m の くびれが残存。加工

か否か不明。

2－12 A －09

18 W 3 0 3 1 区 有 頭棒状 （52．4）有頭棒状で下部欠損 。下方 に 厚 さ 2 ．2c m の棒 状 で 、上端 か ら 板

目

ス

ギ

中世 ？ 56－18

I18 9 N

S R l O 60 3

C 2．4

2．2

向か って細 くな る。 4 ．3c m に挟 りを入れ る。右側 が下

に位 置 し挟 りが深 い 。両側 面 に

うっす ら加工痕残 存。

図版 43－18

1－05 C－47

19 W 8 19 2 区 有頭 棒状 47．1 有頭棒状で完形。上端 は磨耗 厚 さ2 ．1c m の棒状 で⊥　左側は上端 板

目

ス

ギ

弥生中期後 56－19

I 17 2 S

16 層下面

C 3．3

2．1

して いる。 か ら6 ．6cm に挟 りを入れ る。右側

はや や下 に くびれ を作 る。 下端

17c m か ら削る。裏面 は平坦 。

葉～弥生後

期

図版 43－19

2－15 C －09

2 0 W 3 2 2 1 区 有頭 棒状 （36．4）有頭棒状で下部欠損。上端 は 厚 さ 3．0c m の棒 状 で、 上端 か ら 芯
持
材

イ
ヌ
マ
キ
属

中世 ？ 56－20

J 1 8 9N C 3．3 腐食 して いる。W 包2 3 と同一 7．2cm に両側か ら浅 い決 りを入 れ 図版 43－20

SR lO 6 0 3 2．4 材 と思われる。 る。右 側はやや上方 た位 置す る。 1－05 C －49

2 1 W 3 2 3 1 区 有頭 棒状 （3 1．8）有 頭 棒状 で 下 部 二 部 欠 損 。厚 さ 3．0cm の棒 状 で、 上端 か ら 芯
持
材

イ

ヌ
マ
キ
属

中世 ？ 56－2 1

J 18 9 N

S R lO 6 0 3

C 3．4

3．0

W 3 2 2 と同一材 と思われ る。 6．8cm に切 り欠き を入れ る。右 の

切 り欠きはやや短 い。

図版 43－21

1－05 C －49

2 2 W 7 3 6 1 区 棒状 （34．1）棒 状で下端 欠損。表面の腐食 厚 さ 1．5cm の棒状。上端部が丸み 板

目

ス

ギ

弥 生中期 後 56－22

K 1 8 4 S

S K l 15 0 4

1 5－2－2 層

3．4

1．5

が激 しい。 を持 つ。両 側面 も丸 く加 工す る。

裏面 は割 面。

葉～弥 生後

期

図版 43－22

1－15 C －09

2 3 W 7 8 4 3 区

E 16 6 N

13 層上面

棒状 45．5

2 ．2

1．8

棒状 で完 形。 厚 さ1．8cm の棒状で周囲 を面取 り

す る。断面 は上部は円形、下部 は

長方形 。

柾

目

ス

ギ

奈良時代 56－23

図版 43－23

3－12 B －57

2 4 W 3 95 1 区 棒状 2 1．2 棒状 で上端 欠損 。下 方は木 目 厚 さ1．3cm の棒 状。下端 を丸 く加 板

目

ス

ギ

奈良時代 ～ 5 6－24

I1 8 3 N

1 0 層下 面

1．5

1．3

に沿 って亀裂 が走る。 工。下端か ら2 ．1cm に横に刃痕残

存 し一段低 くなる。

平安前期 図版 43－24

（ト12A －5）

2 5 W 4 4 8 2 区 棒状 （30 ．7）棒状 で下端欠損。発掘 時のキ 厚 さ 2 ．4c m の棒 状 で 、上 端か ら 板

目

ス

ギ

奈良時代 56－25

H 17 6 N

S K 2 1 20 3

1 1 層

2 ．9

2 ．4

ズが多数残存。 8．0cm 表面 に挟 りを入れる。裏面

は平坦 に調整 。

図版 43－25

2－12 C －39

2 6 W O 19 1 区 棒 状 27．4 棒 状 でほ ぼ完 形 。下 方 に 向 厚 さ 1．2c m の棒 状 で 、上端 か ら 柾

目

イ

ヌ
マ
キ
属

中　 世 56－26

I 18 7 S

5－2－2 層上面

2．7

1．2

か って少 しずつ細 くなる。 1．4 cm の 表 面 に切 り欠 き を入 れ

る。 上端 部 の 面 を丁寧 に加 工す

る。．

図版 43－26

（1－05 B－33）

27 W 17 9 7 3 区 棒 状 42．1 棒状で完形。腐食が激 しい。 厚 さ2 ．0c m の棒状で 、上端 か ら約 板

目

ス

ギ

弥生中期後 56－27

G 16 1S

15－2－3 層

2．3

2．0

2 ．0c m の表 面 に切 り欠 き を入れ

る。

葉～弥生後

期

図版 43－27

（3－15 C －11）

29 W 7 7 5 1 区 有孔板 状 （40．2）両端欠損。木 目に直交 して折 厚 さ 0．7cm の 板 材 で 、 両 側 は 板

．目

ス

ギ

弥 生後期 56－29

J 18 4 N

S D l 15 0 2

1 5－2－2 層

（7．0）

0．7

損。 シャープなカーブ を描 く。 ほぼ中

央 に縦 長の楕 円の孔が残存 。

図版 43－29

1－15 C －08

3 0 W 3 7 8 2 区 切 り欠 き

状

（95．9）長 方形板 に左右 3 ヶ所 ずつ切 厚 さ 1．5cm の板材。切 り欠 きは左 板

目

ス

ギ

奈 良時代 57－30

W 4 89 H l刀N ・I174 N

12 層

5．8 り欠 き を作 る 。両 端 欠損 。側 の上端 に 1ケ＿所、 中央の 2 つが 図版 44－30

W 3 7 7 1．5 3 ヶ所で折 損。裏 面は腐 食 し 左右 に対応 し、右 側の下端 に 1ケ 2－12 C －4 7

て いる。 所 入 れ る 。 心 々 間 は 左 側 が

35．7cm 、12．2cm 右側 が 12．5cm 、

33．2cm とほ ぼ対応 している。

2－12 C －2 7

3 1 W 8 5 4 3 区 切 り欠 き （70 ．5）長方形板 に左右対応 する切 り 厚 さ 1．6cm の板 材で、4 ヶ所 の切 板

目

ス

ギ

奈良時代 5 7－31

W 8 5 5 F 16 5 S ・N

13 層上面

状 4 ．7 欠 きを作 る。下部欠損 。切 り り欠きを入れる。心々間が14．0cm 図版 44－3 1

1．6 欠きでな い部分で折損 。左側 ～ 16 ．0c m の左右対応 す る切 り欠 3－12 B－49

面の 中央 に刃痕が残存 。緊縛

の為か ？

きを両側 に2 つずつ作 る。中心は

25 ．0c m の長 い心 々間 にな った と

思 われる。

3－12 B－50

3 2

3 3

3 4

W 2 9 1

W 7 2 6

1 区 切 り欠 き 58．5 長方形板 に 4 ヶ所切 り欠 きを 厚 さ 1．4c m の板材で 、切 り欠きは 板

目

柾

目

板

目

ス

ギ

ス

ギ

ス

ギ

中　 世

奈良時代

奈 良時代

57－32

K 1 8 5 S

S R lO 6 0 3

3 区

状

切 り欠 き

状

付 札状

（2．4）

1．4

（57．9）

入れる。右側欠損。

片側に多数の切 り欠 きを入れ

両 端に 1ヶ所ずつ 、中央 に心 々間

を短 く2 ヶ所入 れる。

厚 さ 1．8cm の板材で 、上端 は丸 み

図版 44 －32

1－05 C －22

5 7－33

W 7 7 5

W l．03 4

F 16 7S ・G l槌N

S K 3 12 0 2

1 3 層 上面

2 区

西側法面

12 層

2．7

ノ　 1．8

（16．0）

3 ．1

1．3

る。右 側と下端欠損。

下部 欠損。裏面は平坦。

を持 ち斜め。細かな間 隔で変則的

に切 り欠きを入れ る。

厚 さ 1．3C甲 の板 材で 、 上端 か ら

1．6cm に両側 か ら切 り欠 きを入れ

る。切 り欠きは左側がやや上 に位

置す る。

図版 44－33

3－12 B －66

3－12 B －78

5 7－34

図版 44－34

2－12 B ※
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ロ巧

登
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番

号

調査区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

分　 類

法量（cm ）

全長

幅

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実測 図版

写 真図版

全 体 図

35 W O 3 2 3 区 付札状 （11．5）下部欠損。 中央 部で割 れ。全 厚 さ 0．4c m の板 材 で、 上 端か ら 板

目

ス

ギ

近世～近代 57－35

F 15 9 S 2．7 体 に薄 い作 りで ある。切 り欠 0．9c m に切 り欠 きを右側 をやや上 図版 44－35

S R 3 0 1 0 3

（旧安東 川）

0．4 き の部 分 に幅 2．0cm の緊 縛

痕が うっす ら残存。

に入れる。 3－01－01

3 6 W 1 5 0 3 区 付札状 （10．4）下部欠損。腐食 している。全 厚 さ 0 ．5c m の板 材 で 、上 端か ら 板 ス 中　 世 57－36

E 16 5 N

S K 3 0 5 0 1

5－2－2 層下面

3．1

、0．5

体 に薄 い作 りである。 1．5cm に切 り欠 きを入 れる。切 り

欠きは右側がやや 上に位置す る。 目 ギ
図版 44－36

3－05 B－48

3 7 W l O O O 3 区 付札状 （8 ．5）左側面 と下部 欠損 。裏面腐食 厚 さ 0 ．9c m の板 材 で 、上 端か ら 柾 ス 奈良時代 57－37

E 16 5 N 2 ．0 が激 しい。上部 は圧 縮された 1．6cm に切 り欠 きを入 れる。下か
目 ギ

図版 44－37

S K 3 12 0 1

13 層上面

0 ．9 ようにへ こんでいる。 ら切 り欠 きが長 い。下部に も同 じ

よ うな切 り欠 きの痕跡が残存。

2－12 B－48

3 8 W 3 2 8 1 区 付札 状 （4 6．9）下部 欠損 。 厚 さ0．7c m で、上端か ら1．4c m に 柾 ス 中　 世 57－38

J 189 N ・K 189 S 1．8 中央 に何 か重 なったよ うな痕 両側か らほぼ同位 置に切 り欠 きを
目 ギ

図版 44－38

S R lO 6 0 3 0 ．7 跡 が残存。裏 面にもかすか に

み える。

入れ る。 1－05 C －49

1－05 C －50

3 9 W 4 9 8 1 区 付 札状 （36．7）下部 欠損 。 厚 さ 1．0 cm の棒 状 で 、下 方 に向 板 ス 中　 世

ヽ

57－39

K 1 9 0 S

S R lO 6 0 3

覆土

2 ．0

1．0

か って細 くなる。上端か ら 1．7c m

に両側か らほぼ同位置 に切 り欠 き

を入れ る。

目 ギ
図版 44－39

（ト05 C －57）

40 W 3 0 0 3 区 用途不 明 （28．5r）片側 に切 り欠きを入れる。下 厚 さ2．5cm の棒 状で、左側面 に上 柾 ス 奈 良時代

ヽ

57－40

E 16 5 S

1 3 層上面

3．5

2 ．5

部 欠損 。腐食が激 しい。 端 か ら6 ．6c m に 長 さ 7 ．0c m の切

り欠 きを入 れる。裏面の上端 は斜

めに切 り落 とす。
ー

目 ギ
図版 44－40

3－12 B －47

4 1 W 7 4 7 3 区 用途不 明 45．8 両端 に切 り欠きを入れ る。下 厚 さ 2．3cm の棒状 で 、上 端 か ら 板 ス 奈良時代

ヽ

57－41

G 16 4 S

S K 3 1 2 0 2 ・03

の交点

13 層上面

3．0

2．3

部 欠損 。 2．0cm に切 り欠きを入れる。下端

にも同じよ うな切 り欠 きの痕跡 が

残存。下方 に向かって太 く平たく

なる。裏面 は面取 りされ、両端 は

丸 く加 工される。

目 ギ
図版 44－4 1

3－12 B －43

4 2 W 4 3 6 3 区 用途不 明 （17．0）有柚 板状。下部欠損。腐食 が 厚 さ 1．0cm の板状 で先端 に 1．9 × 板 ス 奈良時代 57－42

G 1 64 N

S K 3 12 0 5

1 3 層上面

3．8
（0．9）

激 しい。 1．3cm の柚 を作る。下方 には孔 の

痕 跡が残存。 目 ギ
図版 44－42

3－12 B －44

4 3 W 14 8 3 区 用途不 明 22．7 孔 、、。　 端。　 ロ。 ほぼ 径 、、1．6cm 。　 口 1／3 を　　 に ロ
一ヽ－

中　 世 58－43

H 1 6 7 S

5－2－2 層下 面

．1．8

1．5

完形。2ヶ所折損。 か っ て 細 く す る 。 先 端 か ら約

2 ．0cm を両 面か ら削 り厚 さ 0．7cm

にする。その中央 に0．2cm の小さ

な孔 を穿つ。両面 ともに調整痕残

存 。

．ph

シ
キ
ギ

属

図版 4 5－43

3－05 C －71

4 4 W 5 0 1 1 区 用途不 明 （10．1）先端を斜め に削 った板状 。下 厚 さ 1．6cm の板状で、先端 か ら約 板 ス 中　 世

ヽ

58－44

K 19 0 S

S R l O 60 3

覆土②

1．9

1．6

部欠損？ 3 ．0c m を斜 めに削 る。下端 の欠損

部分に0 ．5cm の孔 と思われ る痕 跡

が残存。

目 ギ
図版 4 3－44

（1－05 C －57）

45 W 5 16 3 区 用途不 明 （14．8）先端を尖 らせた板状。下部 欠 厚 さ0．6cm の板材で 、上端 か ら右 板 ス 奈良時代 58－45

E 1 6 5N

S K 3 12 0 1

1 3 層上面

（3．1）

（0．6）

損。腐食 して いる。 側は 7．0c m 、左側は 4．3cm に刃を

入れ先端を尖 らす。 目 ギ
図版 43－45

3－12 B－48

4 6 W 2 3 4 1 区 用途不 明 （12．5）凹状 を有 して い る。 両 端 欠 厚 い 部 分 は 厚 さ 1．6c m 、 長 さ 柾 ス 中　 世

ヽ

58－46

I18 9 S

5－2－2 層

2．8

1．6

損。 4 ．3c m 。 薄 い部 分 は厚 さ 0．7c m 、

長さ 2．8cm 。垂直 に刃 を入 れた痕

跡残存。

．ヽ

目 ギ
図版 45－46

ト05 B－49

4 7 W 4 0 4 3 区 用途不 明 （17．5）有柄板状。下部欠損。腐食 が 厚 さ 1．1cm の 板 状 で 先 端 か ら 板 ス 奈良時代

　ヽ　　　　　　　　　　　ヽ　　　　ヽ

58－4 7

G 1 6 4 N

S K 3 12 0 5

1 3 層上面

（4．2）

（1．1）

激 しい。 4 ．0c m を削 り柚 状を作 る。

．ヽ

目 ギ
図版 43－47

3－12 B－44

4 8 W O 2 6 3 区 用途不 明 42．1 舟の作 りに似て いる。右側 欠 厚 さ 1．4cm の板 状 で、 先端 か ら 柾 ヒ 近世～近代 58－48

G 1 5 9N 3．3 損。 3．7c m を平 らに し左側 面と ともに
目

ノ 図版 45－48

S R 3 0 10 3

（旧安東川）

1．4 斜めに削 り底部 に至 る。底 部は内

外 とも平坦で厚 さは 0．6cm 。下端

は平 らに切る。丁寧 な加工。

キ 3－0 ト03 の

上

49

5 0

W 3 9 1

W 4 8 2

1 区 用途不 明

用途不 明

（52．0）丁寧な加工の棒状。上部 は二 厚さ2 ．5c m の板材。下端 3 ．3cm か 柾 不 中　 世

奈良時代

58－49

I 18 4 S ・N （4．7）次加 工され 、上端 は切 断面。 ら 32 ．0c m の大 きな決 りを作 る。
目

板

明

ス

図版 45－49

S R l O 60 3 2．5

（55．4）

上部に螺旋状 に巻いた と思わ 挟 りの下 2／3 は両 面 とも平坦 に削 ト05C －11

河床

1 区

れる圧痕が残存。螺旋 は上 方

に続 くと思われ ることか ら上

端の切断は三次加工 か ？

突起のある半 円棒状。下端 欠

る。上端 よ り 12 ．0c m の左側 面に

幅 1．8c m 、疎 さ 0．7c m の切 り欠き

を作る。また右側面 には削 った荒

い刃痕が残存。下端部 は周 囲か ら

刃が入っている。全体 に加 工が丁

寧。

厚さ2 ．9cm の半 円状。 下方 に向か

1－05 C －12

5 8－50

J 1 84 N 5．0 損 。腐食 して いる。 い わ ず か に 広 が る 。 上 端 に 幅
目 ギ

図版 45－50

2．9 3 ～ 4c m 間隔で 0．5 ～ 0．9cm 4 ．3c m 、長 さ 1．2 cm 、厚 さ 0．9cm 1－12 B－14

12 層下面 幅の圧痕残存。緊縛痕 か ？ の半円状の突起 を作 る。

－101－



報

』ヒ
ロ
番

口7テ

登

録

番

ロ丁子

調査区

グリッ ド

出土遺構

出土層位

分　 類

法量（cm）

全 長

幅

最大厚

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 製　　　　　　　　 作

木

取

り

樹

種

年 代 観

実 測図版

写 真図版

全 体 図

51 W 3 82 3 区 用途不 明 （13 ．4）片 側 に切 り欠 き を有す る板 厚 さ2．2cm の板材。右側 面に上端 板 ス 奈良時代 58－5．1

G 1 6 3 S （4 ．3）材。下部欠損。腐食 している。か ら3 ．4c m 、続 いて 4．8cm に切 り
目 ギ

図版 43－5 1

S K 3 12 0 1 ・03

の交点

13 層上面

（2 ．2）W 3 8 6 と同一材か ？ 欠 きを入れる。 3－12 B－34

5 2 W 3 86 3 区 用途不 明 30 ．9 片 側 に切 り欠 き を有す る板 厚 さ2．4cm の板材。右側面 に上端 板 ス 奈良時代 58－52

G 1 64 S 5 ．8 材。下部右側欠損 。腐 食が激 か ら8 ．5cm 、続 いて 4．5c m に切 り
目 ギ

図版 43－52

S K 3 1 2 02 0 3

の交点

13 層上面

2 ．4 しい。

W 38 2 と同一材か ？

欠 きを入 れる。 3－12 B－43

5 4 W O 3 0 3 区 用途不明 12 ．0 円板 。・ほぼ完形 。2 つ に割 れ 厚 さ 1．8c m の 板 材 。 中 央 に 径

．ヽ

斜 不 近世～近代 58－54

F 15 9 N 12 ．1 る。残存状態 良。 1．8cm の孔 を穿つ。中 に栓 のよっ 柾
明

図版 45－54

S R 3 0 1 03

（旧安東川）

1．8 に円柱 が入 る。 目 3－0 1－02

第20表　金属製品観察表（KI）
報

月ヒロ
番

号

登

録

番

ロ1ヲ

調 査 区

グ リッ ド

出土 遺 構

出土 層 位

器

種

法 量 （cm ） 形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 素　 材 年 代 観

実 測 図版

写 真 図版

全 体 図

1 M －0 0 4 1 区 鉄　 鉱 茎 部 残 存 長　 （7．9） ほ ぼ 完 形 。 刃 先 は Ⅴ字 形 に 直 線 的 に広 鉄 中　 世 5 9－1

J 18 8 N

S R lO 6 0 3

（雁 股 ） 全　 長　　 （13 ．9 5 ） が り、端 部 を 尖 らせ る。 茎 部 の 断 面 形

は 四 角 形 。 刃 先 の な す 角 度 は 約 6 8 0。

図 版 4 6 －1

（1－0 5 C 車4 2 ）

2 M －0 0 6 1 区 鉄　 鉱 茎部 残 存 長　 （9．1） ほ ぼ完 形 。 刃 先 は Ⅴ字 形 に 直 線 的 に 広 鉄 中　 世 5 9－2

J 18 9 N

S R lO 60 3 覆 土

（雁 股 ） 全　 長　　 （15 ．3 ） が り、端 部 を 尖 らせ る。 茎 部 の 断 面 形

は 四 角 形 。 刃 先 の な す 角 度 は 約 6 5 0。

図 版 4 6 －2

（1－0 5 C －4 9 ）

3 M －0 12 1 区 鉄　 鉱 茎 部 残 存 長　 （7．4） ほ ぼ完 形 。 刃 先 は 緩 や か な Ⅴ字 形 に直 鉄 中　 世 59 －3

排 土 置 場

S R l O6 0 3 ？

（雁 股 ）1 全　 長　　 （1 6 ．1 ） 線 的 に広 が り、 端 部 を尖 らせ る 。 茎 部

の 断 面 形 は 四 角 形 。 刃 先 の な す 角 度 は

約 4 6 0。

図 版 4 6 －3

ト0 5 C ※

4 M －00 3

4

1 区 鉄　 鉱 茎 部 残 存 長　 （1．9） 茎 部 一 部 残 存 。 刃 先 片 方 は 1／2 残 存 、 鉄 中　 世 5 9 －4

J1 8 3 N

S D lO 5 0 1

（雁 股 ） 残 存 長　　　 （9．9 5 ） 他 方 は 中 ほ どで 折 れ 、 刃 先 の な す 角 度

は 約 8 0 0。 茎 部 の 断 面 形 は 四 角 形 。 刃

先 は U 字 形 に 緩 や か に 内 湾 す る 。 全

体 に腐 蝕 が 激 しい 。

図 版 4 6 －4

ト0 5 C －0 7

5 M －0 0 9 1 区 鉄　 鉱 茎 部 残 存 長　 （4．1） 茎 部 先 端 欠 損 。 刃 先 は わ ず か に 残 存 鉄 中　 世 5 9 －5

K 18 6 S

S R lO 6 0 3 覆 土 5－3

（雁 股 ） 残 存 長　　　 （8．9） し 、 刃 先 の な す 角 度 は 約 14 5 0。 茎 部

の 断 面 形 は 四 角 形 。 や や 腐 蝕 す る 。

図版 4 6 －5

ト0 5 C －2 9

6 M －0 0 8 1 区 小　 刀 全　 長　　 （32 ．2 ） 鉄 刀 身 は ほ ぼ 完 形 。 2 つ に 割 れ る柄 は 鉄 中　 世 5 9 －6

J 19 1 S 横　　　　　 3 ．0 欠 損 多 く、 柄 頭 を 欠 く。 刀 身 は平 造 り 図版 4 6 －6

S R l O 6 0 3

ノ

最 大 厚　　　　 2 ．0

刀 身 最 大 長　 2 3 ．5

刀 身 横　　　　 2 ．6

刀 身 最 大 厚　　 0 ．4 5

で 、 刀 部 は 鋭 利 、 茎 は 両 側 と も に わず

か に 落 と し、 関 とす る 。 下 端 に 向 け細

くな る 。 柄 は 2 枚 合 わ せ 、 材 を 2 つ 割

りに し、 片 側 の 内 面 の み 0．2 cm 弱 の深

さ で 茎 の 形 に到 る 。 断 面 形 は 半 円 。

（1●0 5 C －5 8）

7 M －0 0 2 1 区 小　 刀 全　 長　　　 2 7 ．0 先 端 部 は 刺 突 し た 際 の 衝 撃 で 折 れ 曲 鉄 中　 世 5 9 －7

I18 7 N

5 －1 層

最 大 厚　　　　 0 ．4 5 が っ た と考 え られ る が 、 鉄 刀 身 は ほ ぼ 図 版 4 6－7

柄　 長　　　　 8．9 完 形 。 1－0 5 B －3 4

8 M －0 1 0 1 区 鉄　 片 残 存 長　　　　 4．6 5 小 刀 の 刃 の 一 部 か ？全 体 に 錆 が ひ ど く

一　　　　　　　　　　　▼【

鉄 中　 世 5 9 －8

・K 19 0 N 残 存 幅　　　　 2．5 ． 腐 蝕 が 激 し い。 左 部 か ら右 部 に い く に

ト0 5 C ※S R l O 6 0 3 覆 土 ② 最 大 厚　　　　 0．5 つ れ て 徐 々 に 薄 くな る 。 右 端 が 曲 が っ

て い る の は 、 把 っ手 部 分 に つ な が る と

思 わ れ る・。 刃 を研 ぎ だ した 跡 が 一 部 残

存 。

9 M －0 0 1 3 区 鉛　 玉 径　 長　　　 1．1 5 や や 楕 円 。 真 ん 中 に型 合 せ 目が 2m m

l　　　　　　　　　　　　　　　　　．ヽ

鉛 中　 世 59 －9

D 1 6 1 S

5－2 －2 層 上 面

径　 幅　　　 1．22

径　 厚　　　 1．2 1

重　 量　　　 9．．63 4 g

の 幅 で盛 り上 が る 。 削 っ た よ っ に全 体

が デ コ ボ コ した 面 。 3－0 5 B ’一1 1
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第21表　石器・石製晶観察表（S）
報

』ヒ
ロ
番

ロ丁テ

登

録

番

ロ7了

調 査 区

グ リ ッ ド

出 土 遺 構

出 土 層 位

器

種

法　　 長 さ

量　　 幅

（cm ） 厚 さ

（g ）　 重 量

形 態 の 特 徴 ・使 用 痕 石　　　 材 年 代 観

実 測 図版

写 真 図 版

全 体 図

1 S －5 2 区 磨 3 ．9 磨 製 石 鉄 の 無 茎 で 、 凹 基 で あ る 。 千 枚 岩 質 粘 板岩 弥 生 中 期 後 葉 ～ 6 0 －1

I1 7 4 N 製 1．9 基 端 に か え りが あ る め ず ら しい 夕 弥 生 後 期

・TIHL．

図版 4 7 －1

S K 2 1 5 0 6

15 －2 層

石
鉄

0 ．19

1．8

イ ブ で あ る。 2 －1 5 B －19

2 S －83 2 区 打 2 ．0 6 打 製 石 鉄 の 有 茎 で 、 小 型 で あ る 。 黒 輝 石 弥 生 中 期 後 某 ～ 6 0 －2

J 1 7 4 S 製 1 ．3 5 ま じ りけ が な く 、質 の い い タ イ プ 弥 生 後 期 図 版 4 7 －2

S K 2 15 0 6

16 層 上 面

石
鍍

0 ．4 3

0 ．7

で あ る 。 2 －1 5 C －2 1

3 S －2 5 3 区 敲 8 ．6 自 然 礫 を使 用 し て い る 。 敲 打 した 中粒 砂 岩 弥 生 後 期 6 0 －3

E 16 2 N 5 ．6 5 痕 跡 が 不 明 瞭 な の で 、 使 用 面 は わ 図 版 4 7 －3

S K 3 15 0 6

1 5 －2 －3 層

石 2 ．5

1 5 5 ．5

か らず 、 使 用 頻 度 も 少 な い と思 わ

れ る 。

3 －1 5 C －15

4 S －8 6 2 区 砥 13 ．9 小 型 で 携 帯 型 か ？自 然 礫 の 平 面 に 粗 粒 砂 岩 弥 生 中期 後 葉 ～ 60 －4

J 17 8 S 6 ．6 敲 打 した 痕 跡 と 、研 い だ 痕 跡 が 見 弥 生 後 期 図 版 4 7 －4

S K 2 15 16

15 －2 層

石 3 ．5

4 8 1 ．7

え る 。 研 磨 した 面 の 上 か ら敲 打 し

た 痕 跡 も あ る の で 、 敲 石 と砥 石 を

交 互 に利 用 し た か 。

2 －15 C －4 4

5 S －4 1 区 砥 7 ．7 小 型 で 携 帯 型 か ？砥 面 は 、 両 面 と 中粒 砂 岩 中　 世 6 0－5

J 18 5 N 7 ．6 片 側 側 面 に あ り。 基 端 部 に 敲 打 痕 図 版 4 7 －5

S R lO 6 0 3

覆 土 B 層

石 3 ．0

2 9 4 ．0

あ り。 器 面 の 一 部 に 炭 吸 着 。 （1－0 5 C －2 1）

6 S －1 7 3 区 砥 9 ．7 小 型 で 携 帯 型 か ？砥 面 は 、 両 面 と 中 粒砂 岩 弥 生後 期 6 0－6

E 16 4 N

15 －2 －3 層

3 ．4 片 側 側 面 に あ る が 、 砥 面 と礫 の 区 図 版 4 7 －6

石 2 ．5

1 2 9 ．9

別 が 判 然 と し な い 。 3 －15 B －2 8

7 S －1 4 1 区 砥 1 5 ．4 据 え 置 き型 。砥 面 は 、 両 面 と片 側 粗 粒 砂 岩 中　 世 6 0－7

J 1 8 5N 1 0 ．0 側 面 に明 瞭 に 見 え る 。 側 面 の 一 部 図 版 4 7 －7

S R l O6 0 3 石 4 ．5

8 2 0 ．9

に は 敲 打 痕 も 見 られ る。 1 －0 5 C －2 1

8 S －7 3 区 砥

石

1 6 ．5 据 え 置 き型 。砥 面 は 上 面 で 、 使 用 中 粒 砂 岩 奈 良時 代

ヽ

6 1－8

I16 7 S

1 3 層 上 面

8 ．1

5 ．0

9 3 4 ．7

頻 度 は高 い 。 図 版 4 7 －8

3 －12 B －72

9 S －1 0 3 区 砥

石

2 0 ．2 据 え 置 き 型 。砥 面 は 上 面 の 下 半 分 中 粒 砂 岩 奈 良 時 代 6 1－9

G 16 4 S

S K 3 12 0 2

1 3 層 上 面

1 4 ．1

4 ．5

15 8 7 ．4

で あ る。 他 に 複 数 の 擦 痕 あ り。 図 版 4 7 －9

3 －12 B －4 3

10 S －5 1 区 砥

石

1 8 ．6 据 え 置 き 型 。砥 面 は 、 両 面 と片 側 中 粒 砂 岩 中　 世

ヽ

6 1－1 0

J 1 85 N

S R l O 6 03

1 2 ．2

8 ．1

2 4 2 3 ．5

側 面 に 明 瞭 に 見 え る 。 図 版 4 7 －1 0

1 －0 5 C －2 1

1 1 S －1 2 3 区 砥

石

2 5 ．8 据 え 置 き 型 。 砥 面 は 、 両 面 に見 ら 中 粒 砂 岩 奈 良 時 代 6 1 －1 1

F 16 4 S

S K 3 12 0 1

1 3 層 上 面

1 4 ．8

6 ．3

3 18 9 ．7

れ 、 使 用 頻 度 も高 い 。 図 版 4 7－1 1

3 －12 B －4 1
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第22表　自然遺物一覧表
骨・貝

分　　 類 登 録 番 号 調 査 区 グ リ ッ ド 出 土 遺 構 出土 層 位 遺　　　 物　　　 名 年 代 観 全 体 図

1 N O 14 2 I1 79 S 1 5 層 鹿 の 歯　　 右 下 あ ご骨 古 墳 初 頭 2 －15 A －4 6

2 N O 1 5 2 I17 9 S 1 5 層 鹿 の 歯　　 上 が く骨 古 墳 初 頭 2 －15 A －4 6

3 N O 1 6 2 I17 9 S 1 5 層 鹿 の 歯　　 右 上 が く 骨 古 墳 初 頭 2 －15A －4 6

4 N O O 4 1 ． K 18 7 S S R lO 6 0 3 貝　　　 ドブ ガ イ 中 世 1－0 5 C －3 6

5 N O O6 1 J 18 7N 〝 貝 中 世 （1－0 5 C －3 5 ）

6 N O O 7 1 J 18 8 N 〝 貝 示 世
（ト0 5 C －4 2 ）

7 N O O8 1 J 18 7 N 〝 貝　　　 マ ツ カ サ ガ イ 中世 （ト0 5C －3 5 ）

8 N O 17 1 J 18 8 N 〝 貝　　　 イ シ ガ イ o rマ ツ カ サ ガ イ 中 世 （1－05 C －4 2）

9 N O 19 1 K 1 8 9 S S R lO 6 0 3 覆 土 A 貝　　　 ドブ ガ イ 中世 （1－0 5 C －5 0）

1 0 N O 2 1 1 I 19 0 N 〝 貝　　　 イ シ ガ イ o rマ ツ カ サ ガ イ 中 世 （1■0 5 C －54 ）

1 1 N O 3 3 1 J 1 8 6 S S R lO 6 0 3 覆 土 B 貝　　　 イ シ ガ イ o rマ ツ カ サ ガ イ 中 世 （1 －0 5 C －2 7）

12 N O 3 4 1 K 18 6 S 〝 貝　　　 ドブ ガイ 中 世 （1 －0 5 C －2 9 ）

13 N O 3 5 1 J 18 7 N 〝 貝　　　 イ シガ イ or マ ツ カ サ ガ イ 中 世 1 －0 5 C －3 5

14 N O 3 7 1 J 18 8 S S R lO 6 0 3 ‘貝　　　 イ シガ イ o r マ ツ カ サ ガ イ 中 世 （1－0 5 C －4 1）

15 N O 3 8 1 J 1 88 N 〝 貝 中 世 （1－0 5 C －4 2 ）

16 N O 39 1 K 18 9 S 〝 貝　　　 ドブ ガ イ 中世 （I－0 5 C －5 0 ）

17 N O 4 0 1 J 18 9 N 〝 貝　　　 ドブ ガ イ 中世 （1－0 5C －4 9）

1 8 N O 4 1 1 J 18 5 N 〝 貝　　　 ドブ ガ イ 中世 1－0 5C －2 1

1 9 N O 4 3 1 K 1 9 0 S S R lO 6 0 3 覆 土 B 貞　　 イ シ ガ イ o rマ ツ カ サ ガ イ 中世 1－05 C －5 7

2 0 N O 4 4 1 I 19 0 N S R lO 60 3 貝　　　 ドブ ガ イ 中 世 1－0 5 C －5 4

2 1 N O 4 5 1 I1 9 0 N 〝 貝　　　 イ シ ガ イ 中 世 1－0 5 C －54

2 2 N O 4 6 1 J 18 8 S 〝 貝　　　 ドブ ガ イ 中 世 1 －0 5 C －4 1

2 3 N O 4 7 1 I19 0 N 〝 貝　　　 イ シガ イ or マ ツ カ サ ガ イ 中 世 1 －0 5 C －5 4

2 4 N O 48 1 I18 9 N 〝 貝　　　 イ シガ イ o rマ ツ カサ ガ イ 中 世 1 －0 5 C －4 7

2 5 N O4 9 1 I18 9 N 〝 貝　　　 ドブ ガ イ 中 世 1－0 5 C －4 7

2 6 N O 5 0 1 I18 9 N 〝 貝　　　 ドブ ガ イ 中 世 1－0 5 C －4 7

2 7 N O 5 1 1 I 18 9 N 〝 貝　　　 イ シ ガ イ o rマ ツ カ サ ガ イ 中世 1－0 5 C －4 7

2 8 N O 5 2 1 J 1 9 0 S 〝 貝　　　 イ シ ガ イ o rマ ツ カ サ ガ イ 中世 1－0 5C －5 5

2 9 N O 5 8 1 J 1 8 5 S 〝 5 －3 層 貝　　　 イ シ ガ イ or マ ツ カ サ ガ イ 中 世 1－0 5C －2 0

3 0 N O 5 9 1 J 1 9 1 N 〝 〝 貝　　　 ドブ ガ イ 中 世 1 －0 5 C －5 9

3 1 N O 60 1 J 19 1S 〝 〝 貝　　　 ドブガ イ 中 世 （1 －0 5 C －5 8 ）

3 2 N O 63 1 J 19 1S 〝 〝 貝　　　 ドブガ イ 中 世 （ト0 5 C －5 8 ）

3 3 N O 6 4 1 J 19 1S 〝 〝 貝　　　 イ シガ イ o rマ ツ カサ ガ イ 中 世 （1－0 5 C －5 8 ）

3 4 N O O l 3 F 1 6 7 S 1 層 貝　　　 マ シジ ミ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

3 5 N O O 2 3 F 1 6 7 N 〝 貝　　　 マ シ ジ ミ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

3 6 N O O 3 3 F 1 6 7 N 〝 貝　　　 マ シ ジ ミ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

3 7 N O O 6 3 E 1 6 7 N 〝 貝　　　 タ ニ シ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

3 8 N O O 7 3 F 16 6 S 〝 貝　　　 タニ シ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

3 9 N O l l 3 H 16 6 N S D 3 0 10 1 貝　　　 マ シ ジ ミ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1 ）

4 0 N O 14 3 H 1 6 6 N 〝 貝　　　 イ シガ イ o rマ ツ カサ ガ イ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

4 1 N O 1 6 3 S X 3 0 1 02 2 層 貝　　　 マ シ ジ ミ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

4 2 N O 2 0 3 F 1 59 S S R 3 0 1 0 3 貝　　　 タ ニ シ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

4 3 N O2 4 3 G 16 0 N 〝 貝　　　 タ ニ シ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）

4 4 N O2 9 3 H 1 6 8 S S D 3 0 1 0 9 貝　　　 イ シ ガ イ 近 世 ～ 近 代 （3 －0 1）
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第23表　自然遺物種子等計測表（n）

1区
番

ロ
7亨

遺 物 N o グ リ ッ ド
層　 位

遺　 構

法　 量 （cm ） 遺　 物　 名

残 存 状 況高　 さ　 幅 ：厚　 さ

1 n －0 0 1 I －18 5 N 5 －2 層 3 ．2 14 ・2 ．00 8 ・1 ．4 4 4 モ　 モ

2 n －0 0 2 J －18 5 N 〝 3 ．5 17　 2 ．14 4　 1 ．5 8 4
°

〝

3 n －0 0 3 J －18 5 N 〝 2 ．5 3 1 ．2 ．1 5 9 °1 ．5 7 5

°

〝

4 n －0 0 5 I －19 0 S 4 ．4 2 6 ．2 ．5 5 3 ．（1 ．7 9 7 ）マツポックリ 号

5 n －0 0 9 －1 I －18 7 N 5 －2 層 ．0 ．9 9 6 °0 ．8 7 4 °（0 ．7 19 ） 一 部 欠 損

6 n －0 0 9 －2 〝 〝 1 ．19 6 ・1 ．2 2 2 ・（1 ．0 5 8 ） 〝

7 n －0 0 9 －3 〝 〝
1 ．0 9 9 ：0 ．9 5 8 ．（0 ．8 1 1） 〝

8 n －0 0 9 －4 〝 〝 0 ．9 3 4 ．1 ．1 1 6 ．0 ．9 8 3

9 n －0 0 9 －5 〝 〝 （1 ．0 8 1 ）．1 ．1 5 3 ．1 ・13 9 二 部 欠 損

10 n －0 0 9 －6 〝 〝 （0 ．9 9 7 ）‘1 ．2 3 8 °1 ．30 7 〝

1 1 n －0 0 9 －7 〝 〝 1 ．1 10 ．0 ．9 2 7 ．0 ．8 7 7

12 n －0 0 9 －8 〝 〝
°0 ．9 3 6　 0 ．8 3 3　 0 ．8 04

13 n －0 0 9 －9 〝 〝 （0 ．9 0 2 ）．1 ．2 1 3 °1 ・1 0 1 一 部 欠 損

14 n －0 0 9 －10 〝 〝 0 ．75 4 ．0 ．9 2 2 ．0 ．7 80

15 n －0 0 9 －1 1 〝 〝 0 ．72 9 ．1 ．0 3 5 °0 ．8 63 一 部 欠 損

16 n －0 10 J －18 7 SR lO 603
覆土 A

3 ．1b 9 ．2 ．3 0 3 ・（1．14 9 ）モ モ　　 半 欠

17 n －0 1 1－1 J －18 7 S 5 －2 層 （0 ．9 6 7 ）．1・2 9 5 ：1 ・1 44 一 部 欠 損

18 n －0 1 1－2 〝 〝 0 ．9 0 8 ・0 ．9 0 6 ・（0 ．6 38 ） 1
す

19 n －0 1 1－3 〝 〝 1 ．0 96 ．0 ．9 2 1 ．0 ．9 1 4

2 0 n －0 1 1－4 〝 〝 1 ．0 1 7 ’0 ．8 6 1 °0 ．9 0 1

2 1 n －0 1 1－5 〝 〝 0 ．8 83 ・0 ．7 3 6 ・（0 ．5 74 ） 一 部 欠損

2 2 n －0 1 1－6 〝 〝 （0 ・60 6 ）：0 ・8 0 7 ：0 ・7 7 9 1
す

2 3 n －0 1 1－7 〝 〝 （1 ．0 84 ）・0 ．9 6 8 ・0 ・9 5 6

12 4 n －0 12 －1 J －1 8 6 〝 2 ．0 30　 2 ．2 8 2　 0 ．9 7 4 ヒ シ の実　 号

2 5 n －0 12 －2 〝 〝 1 ．1 12 °1．0 7 8　°1．0 3 8

2 6 n －0 13 I －1 84 S R lO603
覆土

2 ．7 83 ．1．8 7 1 ．1．3 4 2 モ　 モ

2 7 n －0 14 H －18 7 N 5 －2 －1 層 3 ．12 0 °2 ．19 7 °1．6 5 2 〝

2 8 n －0 15 J －1 84 S 2 ．9 80 ・2 ．3 15 ・1．6 6 0 〝

2 9 n －0 16 I －1 9 0N 5 層 2 ．12 3 ．3 ．0 0 0 ．2 ．6 4 2 ヒ シ の実

3 0 n －0 2 2 K ’一1 8 4 5 －2 層
多量
計　 測　 不　 能

3 1 n －0 2 3 －1 I －1 8 7 S 〝 （0 ．7 59 ）・（0 ．7 0 9 ）・（0 ．3 02 ） 1 片

3 2 n －0 2 3 －2 〝 〝
1 ．2 9 7 ：1・19 7 ．（0 ・9 8 1） 2

す

3 3 n －0 2 3 －3 〝 〝 0 ．9 60 「0 ．7 6 2 ．0 ．7 4 8

3 4 n －0 2 3 －4 〝 〝 1 ．04 0 ．0 ．8 6 1 ．（0 ．6 3 7）

3 5 n －0 2 3 －5 〝 〝 0 ．93 5 °0 ．9 4 3 °0 ．5 0 3 1
す

3 6 n －0 2 3 －6 〝 〝 0 ．8 84 ・0 ．7 0 5 ・0 ．6 9 1
1
す

3 7 n －0 2 3 －7 〝 〝
°

（1 ．0 12 ）．（0 ．8 0 5 ）．（0 ．4 3 1） 1 片

3 8 n －0 2 3 －8 〝 〝 （0 ．8 9 0 ）‘（0 ．8 8 8 ）’（0 ．3 49 ）
1
す

3 9 n －0 2 3 －9 、〝 〝 （1 ．17 7 ）・（1 ．0 3 6）・（0 ．3 89 ） 1 片

4 0 n －0 2 4 K －18 4 〝
°

多量
計　 測　 不　 能

4 1 n －0 2 5 K －18 4 〝 － ．一・・　　　　　°　　　　　－　　　　　　°　　　　．－．・．・．・．・．・．・．・．
多量
計　 測　 不　 能

4 2 n －0 2 6 －1 H －18 8 N 〝 1 ．0 5 9 ．0 ．9 8 5 ．0 ．9 23

4 3 n －0 2 6 －2 〝 〝 0 ．9 4 3　°0 ．8 1 7　°0 ．7 63

4 4 n －0 2 6 －3 ． 〝 〝 0 ．9 6 7 ．0 ．8 2 8 ．0 ．8 0 1

4 6 n －0 2 8 H －18 3 S 5 －1 層 °　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

°

多量
計　 測　 不　 能

4 7 n －0 2 9 J －18 6 S 5 －2 層 ＿・．・．・．・．・．・．・．・．・．－．・．・．・．．．　　　°　　　　－．・．・．・．＿・．・．・．・．・．・．－　　　　°　　　　・．・．・．・．・．・．・．・．・・．・．・．・・．＿＿．
多量
計　 測　 不　 能

4 8 n －0 3 0 S D －1
°

1 ．0 6 9 ．0 ．8 9 6 ．0 ．8 94

5 0 n －0 3 1 K －18 8 S
SR lO60 3
覆土 A

計　 測　 不　 能

5 1 n －0 32 J －18 6 S
SR lO6 03
覆土 B 2 ．6 5 8 ・3 ．7 1 8 ・3 ．66 6

5 2 n －03 6 J －18 7 N 〝 2 ．7 8 9　 2 ．2 7 1 1 ．73 2
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

モ　 モ

番

号

遺 物 N o グ リ ッ ド
層　 位

遺　 構

法　 量 （cm ） 遺　 物　 名

残 存 状 況高　 さ　 幅 ：厚　 さ

5 3 n －04 2 K －18 4 3 層 N OlO 0 ．99 2 ・0 ．8 3 1 ・0 ．7 8 0

5 4 n －0 53 －1 I－18 4 S 1 1 層 1 ．9 5 5　 0 ．7 3 7　 0 ．7 3 2

5 5 n －0 53 －2 〝 〝 1 ．8 50 ．0 ．7 5 3 °0 ．7 2 8

5 6 n －0 53 －3 〝 〝 1 ．9 9 7 ．0 ．7 7 5 ．0 ．7 6 7

5 7 n －0 54 －1 I－18 4 S S R lO603
底

2 ．4 5 4 °2 ．0 6 6 °1 ．7 18

°

モ　 モ

5 8 n －0 54 －2 〝 〝 2 ．3 0 4 ・2 ．0 8 3 ・1 ．5 2 6 〝

5 9 n －0 54 －3 〝 〝
°

2 ．3 6 7　 2 ．15 7　 1 ．5 79
°

〝

6 0 n －0 54 －4 〝 〝 2 ．3 5 9 ・2 ．0 9 6 ．1 ．66 8 〝

6 1 n －0 54 －5 〝 〝 2 ．5 7 3 ．2 ．15 8 ．1 ．56 2 〝

6 2 n －0 54 －6 〝 〝 2 ．1 9 4 °1．9 3 5 °1 ．72 9

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

6 3 n －0 5 5 申達風 田 （2 ．2 3 5）・（1 ．8 9 4）・（0 ・92 6 ） 2 片

6 4 n －0 5 6 〝
°1 ．7 5 4　 1 ．9 8 0　 2 ．0 5 7

°

6 5 n －0 5 7 －1 〝 1 ．1 7 4 ・1 ．0 5 4 ・1 ．1 16

6 6 n －0 5 7 －2 〝 1．1 0 9 ．0 ．9 8 4 ．0 ．9 9 0

6 7 n －0 6 1 5 －3 層 2 ．3 4 4 °1 ．9 10 ‘1 ．6 3 6

°

モ　 モ

6 8 n －0 6 2 －1 1．0 3 9 ．0 ．8 4 9 ．0 ．8 3 3

6 9 n －0 6 2 －2 1．0 5 7　 0 ．9 6 0　 0 ．7 8 8
°

2
す

7 0 n －0 6 5 16 層 上面 2 ．4 6 1 ・2 ．0 2 3 ・1 ．7 4 3 モ　 モ

7 1 n －0 0 1 SR lO 603
覆土 °

㌢ 偏 管 憲

7 2 n －0 0 2 －1 〝 1．4 8 0 °1 ．3 2 1 °1 ．3 7 8 オニバスの実

7 3 n －0 0 2 －2 〝 1 ．3 8 9 ．1 ．3 2 9 ．1 ．2 7 0 〝

7 4 n －0 0 2 －3 〝
1・3 3 1 ：1 ・4 3 7 ：（1 ・15 1） 〝　　 号

7 5 n －0 0 2 －4 〝 1．4 10 ・1 ．2 5 7 ・（0 ．7 7 1） 〝　　 ÷

7 6 n －0 0 2 －5 〝 1 ．15 7 ．1 ．0 5 0 ．1 ．0 4 5 〝

7 7 n －0 0 2 －6 〝 1 ．2 0 3 °1 ．16 2 °（0 ．9 3 9）
〝　　 号

7 8 n －0 0 2 －7 〝 1 ．2 8 2 ．1 ．18 4 ．1 ．1 8 4 〝

7 9 n －0 0 2 －8 〝 1 ．18 7 °1 ．0 3 8 °1 ．0 6 7 〝

8 0 n －0 0 2 －9 〝 1 ．3 11 ・1 ．2 2 3 ・（0 ．7 7 6）
〝　　 喜

8 1 n －0 0 2 －10 〝
°

1 ．3 5 3 ．1 ．2 2 8 ．1 ．2 0 6 〝

8 2 n －0 0 2 －1 1． 〝 1 ．3 6 3 °・1 ．2 5 3 °1 ．3 4 2 〝

8 3 n －0 0 2 －12 〝 1．3 6 4 ．1 ．3 0 2 ．1．2 7 0 〝

8 4 n －0 0 2 －13 〝 °1 ．2 5 6　 1 ．10 4　 1．1 1 8
°

〝

8 5 n －0 0 2 －14 〝 1 ．16 3 ・1 ．0 9 5 ．（0 ．8 6 7）
〝　　 号

8 6 n －0 0 2 －15 〝 1 ．17 4 ．1 ．0 6 9 ．1 ．0 7 9 〝

8 7 n －0 0 2 －16 〝 ・1 ．2 2 7 °1 ．12 0 °1 ．0 5 0 〝

8 8 n －0 0 2 －17 〝 1．3 4 7 ・1 ．2 10 ・（0 ．8 6 0）
1

〝　　　 言

8 9 n －0 0 2 －18 〝
°

1 ．2 5 1 ：1 ．17 2 ．（0 ．8 0 4）
1

〝　　　 す

9 0 n －0 0 2 －19 〝 1 ．3 0 6 °1 ．2 2 5 ‘（0 ．6 8 3）
1

〝　　　 盲

9 1 n －0 0 2 －2 0 〝 1 ．2 5 9 ．1 ．2 3 4 ．（0 ．9 8 0）
2

〝　　　 盲

9 2 n －0 0 2 －2 1 〝 1 ・2 7 7 ：1 ・2 6 1 °（0 ・7 42 ）
1

〝　　　 盲

9 3 n －0 0 2 －2 2 〝 1．16 2 ・1 ．0 8 6 ・（0 ．8 0 3）
1

〝　　　 す

9 4 n －0 0 2 －2 3 〝
°

1．3 3 0 ．1 ．2 7 5 ．1 ．2 6 5 〝

9 5 n －0 0 2 －2 4 〝 0 ．9 2 9 °0 ．9 0 8 °0 ．5 1 9
1

〝　　　　 す

9 6 n －0 0 3 －1 〝 1．3 2 4 ．1 ．2 4 3 ．1 ．1 7 0 〝

9 7 n －0 0 3 －2 〝
°1．3 3 1 1 ．2 4 4　 1 ．2 7 5
°　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

9 8 n －0 0 3 －3 〝 1．2 8 5 ・1 ．16 6 ．（1．0 2 5） 〝　 一部欠損

9 9 n －0 0 3 －4 〝
°

1．2 2 4 ．1 ．1 13 ．1 ．0 7 4 〝

10 0 n －0 0 3 －5 〝 1．15 6 ’1 ．0 7 2 °1 ．0 1 7 〝

10 1 n －0 0 3 －6 〝 1．2 2 1 ・1 ．12 1 ・1 ．0 6 2 〝

102 n －0 0 3 －7 〝
1．2 7 1 ：1 ．2 3 9 ．（1．0 0 9） 2

〝　　　　 了

一105－



番

号

遺 物 N o グ リッ ド
膚　 位

遺　 構

法　 量 （cm ） 遺　 物　 名

残 存 状 況°高　 さ　 幅　　 厚　 さ
°

103 n －0 03 －8 SR lO60 3
覆土

1 ．2 7 2 ・1 ．2 6 7 ・（0 ．9 39 ）オニバスの実 ÷

104 n －0 03 －9 〝
1 ・1 5 0 ：1・0 3 7 ．（0 ・9 18 ）

〝

105 n －0 03 －1 0 〝 1 ．2 8 6 ・1 ．16 6 ・1 ．0 5 6 〝　 一部欠損

106 n －0 03 －1 1 〝
1 ．1 8 7 つ ．18 8 ．（0 ．8 95 ） 〝　　 号

107 n －0 03 －1 2 〝 1 ．34 4 ．1．2 9 1 ．の．96 5 ） 〝　　 ÷

108 n －0 0 3 －1 3 〝 1 ．2 0 1 ．1．0 5 6 ．（0 ．76 1） 〝　　 ÷

109 n －0 0 3 －1 4 〝 1 ．3 12 °1．2 2 4 °（0 ．89 9 ） 〝　　 喜

110 n 二0 0 3 －1 5 〝 1 ．2 9 4 ．1．1 9 9 ．（0 ．9 6 5 ） 〝　　 号

11 1 n －0 0 3 －1 6 〝 1 ．2 8 1 °1 ．1 6 5 °（0 ．75 0 ）

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

〝　　 ÷

112 n －0 0 3 －1 7 〝 1 ．3 13 ・1．2 5 0 ・（0 ．8 6 1） 〝　　 喜

113 n －0 0 3 －18 〝 1 ．2 8 4 ‘1 ．1 8 9 °（0 ．7 5 3 ）

°

〝　　 ÷

番

号

遺 物 N o グ リ ッ ド
層　 位

遺　 構

法　 量 （c m ） 遺　 物　 名

残 存 状 況°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°高　 さ　 幅　 厚　 さ

1 14 n －0 0 4 H －1 7 9 S 6 層 上 面 2 ．9 8 9 ・2 ．0 04 ・1 ．4 2 6 モ　 モ

1 15 n －0 0 5 H －1 7 9 N 6 層 2 ．5 3 7　 1 ．7 86　 1．3 17 〝

1 16 n －0 0 6 I －17 9 S 6 層 水 田 （2 ．0 9 4）・（1．8 13 ）・1．5 9 9 〝　　　　　 2
す

1 17 n －0 0 7 H －1 7 9 N 〝 3 ．2 1 6　 2 ．1 14　 1．5 8 9
°

〝

1 18 n －0 0 9 I －1 7 7 N 12 層上 面 1 ．3 3 6 ．1 ．3 3 0 ．1．16 0 オニバスの実

119 n －0 1 0 H －1 7 8 1 2 層 2 ．3 9 0 ．2 ．0 4 1 ．1 ．6 6 1 モ　 モ

120 n －0 1 1 H －1 7 7 〝 2 ．5 6 1 °2 ．0 14　°1 ．6 4 3 〝

12 1 n －0 12 H －1 79 〝 2 ．7 4 1 ．2 ．3 6 8 ．1 ．7 0 5 〝

122 n －0 13 H －1 75 N 〝 2 ．1 7 3 °2 ．0 2 9 °1 ．6 9 2 〝

123 n －0 18 I －1 76 152 層中面南 2 ．2 9 5 ．2 ．0 6 6 ．1 ．72 9 〝

124 n －0 19 H －1 73 S 15－2層中面 0 ．55 3 °0 ．5 6 8 °0 ．5 5 7 〝

番

ロ
丁テ

遺 物 N o グ リ ッ ド
層　 位

遺　 構

法　 量 （c m ） 遺　 物　 名

残 存 状 況高　 さ ． 幅 ：厚　 さ

12 5 N －0 0 5 F －1 6 7 1 層 3 ．0 8 5 ・2 ．1 8 4 ・1 ．4 2 3 モ モ　 一部欠損

12 6 N －0 0 8 F －1 6 6 S 1 層 2 ．2 5 4　 1 ．6 8 6　 1 ．3 5 5
°

〝

12 7 N －0 12 －1 2 ．6 6 9　°1 ．6 6 0　°1 ．19 1 〝

12 8 N －0 12 －2 1 ．2 5 3 ．1 ．2 7 9 ．（1 ．17 1） 1
す

12 9 N －0 18 D －16 1 S 髭 は 上面 1．8 0 4 ．1 ．0 9 9 °1．10 4 ドン グ リ

130 N －0 2 1 E －16 4 S 5 層 上 面 3 ．10 4 ・1 ．78 2 ・1．3 0 3 モ　 モ

13 1 N －0 2 2 E －1 6 4 S 〝 3 ．0 1 6　 1 ．76 4　 1．2 5 4
°

〝

132 N －0 2 3 G －16 0 N S R 3 0 10 3 2 ．8 5 5 ．1 ．7 6 7 ．1 ．2 9 3 〝

133 N －0 2 5 F －16 2 N 5 層 上 面 2 ．8 8 0 ．1 ．9 3 1 ．1 ．4 0 0 〝

134 N －0 2 6 F －15 9 N S R 30103
覆土 B

（2 ．2 58 ）’（2 ．0 3 0）’1 ．4 2 5

°

〝　　 喜

135 N －0 2 8 〝 S R 3 0 10 3 6 ．4 7 7 ・4 ．2 5 6 ・3 ．3 10 マツポックリ

13 6 N －0 3 0 G －1 6 7 N 5 －2 －1 層 2 ．9 06　 2 ．2 2 3　 1 ．6 55
°

モ　 モ

13 7 N －0 3 1 G －16 9 N 小 畦 畔 上 2 ．69 6 ．2 ．2 3 7 ．1 ．7 14 〝

13 8 N －0 3 2 〝 5 －2 －1 層 3 ．2 8 0 ．2 ．1 7 6 ．1 ．4 4 4 〝

13 9 N －0 3 3 E －16 1 S 5 2 受上面 2 ．9 0 5 °1 ．9 9 6 °1 ．3 6 6

°

〝

140 N －0 3 4 〝 〝 3 ．0 0 9 ．1 ．94 4 ．1 ．3 5 7 〝

14 1 N －0 3 5 F －16 2 N 〝 °　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°2 ．7 8 8　 1 ．9 12　 1 ．4 5 8

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
〝

142 N －0 3 6 〝 〝 2 ．6 14 ・1 ．80 6 ・1 ．3 8 0 〝

143 N －0 3 7 〝 〝 2 ．8 7 4 ．1 ．89 3 ．1．4 3 7 〝

14 4 N －0 3 8 G －16 2 S 〝 2 ．9 1 8　°1 ．9 9 0　°1 ．4 5 3 〝

14 5 N －03 9 G －16 2 N 〝 2 ．8 9 9 ．1 ．9 5 6 ．1 ．4 7 2 〝

14 6 n －0 4 0 F －16 1 N 〝 °2 ．5 4 0　 1 ．9 3 6　 1 ．4 8 5

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
〝

番

号

遺 物 N o グ リ ッ ド
層　 位

遺　 構

法　 量 （c m ） 遺　 物　 名

残 存 状 況°高　 さ　 幅　　 厚　 さ

°

1 4 7 n －0 4 1 F －1 6 1 N 5 －2 －2 層 2 ．8 6 7 ・ 1 ．8 4 0 ・ 1 ．4 1 7 モ　 モ

1 4 8 n －0 4 2 〝 〝 2 ．6 8 5　 1 ．7 5 8　 1 ．2 8 3
°

〝

1 4 9 n －0 4 3 F －1 6 2 N 〝 2 ．8 2 9 °1 ．6 9 6 ° 1 ．4 4 9 〝

1 5 0 n －0 4 4 E －1 6 2 S 〝 （2 ．3 5 5 ）．（1．4 3 6 ）．（1 ．2 6 9 ） 〝　　 与

1 5 1 n －0 4 5 E －1 6 4 S 5 旦2 上 面 2 ．5 2 2 °1 ．6 3 2 ° 1 ．2 6 6

ヽ

〝

1 5 2 n －0 4 6 F －1 6 2 N 5 －2 －2 層 2 。9 6 4 ・1 ．8 2 1 ・ 1 ．3 1 1 〝

1 5 3 n －0 4 7 F －1 6 3 S 5 旦受 上 面 2 ．8 5 1　 2 ．1 8 1 1 ．6 1 3
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

1 5 4 n －0 4 8 F －1 6 4 N 〝 3 ．5 3 9 ．1 ．9 2 7 ． 1 ．3 8 5 〝

1 5 5 n －0 4 9 H －1 6 6 S 〝 3 ．4 1 2 ．1 ．9 8 9 ． 1 ．4 0 4 〝

1 5 6 n －0 5 0 E －1 6 4 S 5 「2 －2 層 2 ．8 0 7 °1 ．7 7 2 ° 1 ．3 0 5

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

1 5 7 n －0 5 1 G －1 6 4 N 5 3 －2 上 面 3 ．0 9 8 ．1 ．8 9 6 ． 1 ．4 2 1 〝

1 5 8 n －0 5 2 F －1 6 3 N 親 下 面 °2 ．6 3 8　 1 ．9 3 4　 1 ．5 1 8

°
〝

1 5 9 n －0 5 3 E －1 6 2 N 〝 3 ．1 1 8 ・ 1 ．9 7 3 ・ 1 ．4 1 1 〝

1 6 0 n －0 5 4 E －1 6 1 S 〝 2 ．6 5 8 ． 1 ．9 1 5 ． 1 ．3 7 1 〝

1 6 1 n －0 5 5 E －1 6 2 S 〝 2 ．8 7 4　°2 ．0 8 4　 ° 1．5 1 3

°

〝

1 6 2 n －0 5 7 F －1 6 0 S 1 3 層 上 面 2 ．5 9 3 ．2 ．0 6 9 ．1 ．6 3 5 〝

1 6 3 n －0 5 8 D －1 6 1 N 〝
°2 ．5 0 9　 1 ．8 0 8　 1 ．4 2 2

°
〝

16 4 n －0 5 9 〝 〝 2 ．5 6 1 ・2 ．0 4 5 ・1 ．6 0 3 〝　 一部 欠損

16 5 n －0 6 0 E －1 6 1 S 〝 2 ．1 2 5 ． 1 ．8 1 0 ．1 ．4 7 7 〝

16 6 n －0 6 1 E －1 6 1 N 〝 2 ．2 9 1 ° 1 ．9 9 1 °1 ．6 3 1 〝

1 6 7 n －0 6 2 〝 〝 2 ．0 7 4 ． 1 ．6 8 3 ． 1 ．3 2 3 〝

1 6 8 n －0 6 3 E －1 6 2 S 〝 2 ．1 4 9　 1 ．9 1 1 1 ．5 8 0

°

〝

1 6 9 n －0 6 4 〝 〝 2 ．6 4 7 ・2 ．0 5 9 ・ 1 ．5 6 8 〝

1 7 0 n －0 6 5 〝 〝 2 ．9 7 1 ．2 ．2 1 2 ． 1 ．6 2 8 〝

1 7 1 n －0 6 6 F －1 6 3 S 〝 2 ．4 3 8 ’2 ．2 7 6　° 1 ．8 5 7 〝

1 7 2 n －0 6 8 H －1 6 6 N 〝
シ ュ ロの一 部 ？

計　 測　 不　 能

1 7 3 n －0 6 9 F －1 6 0 S 〝 0 ．0 0 5 °0 ．4 6 0 ．0 ．3 5 5

°

1 7 4 n －0 7 0 謡 厚 薄 2 ．2 6 9 ・1 ．8 2 4 ・ 1 ．4 3 3 モ　 モ

1 7 6 n －0 7 2 －1 H －1 6 6 S 1 5 －2 －2 層 °
2 ．0 2 0 ．1 ．9 8 3 ． 1 ．6 2 6 〝

1 7 7 n －0 7 2 －2 〝 〝 1 ．9 4 7 °1 ．8 6 2 ° 1 ．6 4 2 〝

1 7 8 n －0 7 2 －3 〝 〝 2 ．3 5 7 ．2 ．0 7 4 ． 1 ．7 0 2 〝

1 7 9 n －0 7 2 －4 〝 〝
°2 ．3 4 6　 2 ．0 0 5　 1 ．5 6 1

°
〝

1 8 0 n －0 7 2 －5 〝 〝 2 ．2 1 9 ． 1 ．7 9 7 ． 1 ．4 3 7 〝

1 8 1 n 車0 7 2 －6 〝 〝 2 ．3 3 4 ．2 ．1 1 7 ． 1 ．6 4 4 〝

18 2 n －0 7 2 －7 〝 〝 1．8 9 8 ° 1 ．8 8 5 °1 ．6 5 1 〝

1 8 3 n －0 7 2 －8 〝 〝 2 ．0 9 2 ・ 1 ．9 8 8 ・1 ．7 3 5 〝

1 8 4 n －0 7 2 －9 〝 〝
°2 ．2 6 5　 2 ．1 0 0　 1 ．6 2 2

°
〝

1 8 5 n －0 7 2 －1 0 〝 〝 2 ．1 4 9　°2 ．0 6 3 ．1 ．7 1 3 〝

1 8 6 n －0 7 2 －1 1 〝 〝 2 ．3 0 4 ．2 ．1 0 8 ． 1 ．6 8 1 〝

1 8 7 n －0 7 2 －1 2 〝 〝 ・2 ．4 3 1 ° 1 ．9 5 4 ° 1 ．5 7 4 〝

1 8 8 n －0 7 2 －1 3 〝 〝 2 ．3 5 8 ・ 1 ．9 1 7 ・ 1 ．5 7 8 〝

1 8 9 n －0 7 2 －1 4 〝 〝
°2 ．5 1 3 ．2 ．1 4 2 ． 1 ．7 1 2 〝

1 9 0 n －0 7 2 －1 5 〝 〝 1 ．8 3 0 °1 ．7 9 2　 ° 1 ．4 7 2 〝

1 9 1 n －0 7 2 －1 6 〝 〝 1 ．9 4 0 ．1 ．8 4 0 ． 1 ．7 3 0 〝

1 9 2 n －0 7 2 －1 7 〝 〝 °　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°2 ．3 4 9　 2 ．0 6 0　 1 ．6 4 3 〝

1 9 3 n －0 7 2 ■1 8 〝 〝 2 ．0 5 2 ． 2 ．0 0 7 ． 1 ．5 8 1 〝

19 4 n －0 7 2 －1 9 〝 〝 2 ．0 3 5 ． 1 ．8 2 5 ． 1 ．5 9 6 〝

1 9 5 n －0 7 2 －2 0 〝 〝 1．9 6 2 ° 1 ．8 6 9 °1 ．6 2 7 〝

1 9 6 n －0 7 2 －2 1 〝 〝 2 ．3 3 8 ・2 ．1 7 2 ・1 ．8 5 2 〝

1 9 7 n －0 7 2 －2 2 〝 〝
°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°2 ．7 2 5　 2 ．4 2 9　 1 ．8 9 0

．
〝
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番

号

遺 物 N o グ リ ッ ド
層　 位

遺　 構

法　 量 （c m ） ．遺　 物　 名

残 存 状 況高 さ ： 幅 ：厚 さ

1 9 8 n －0 7 2 －2 3 H －1 6 6 S 1 m 層 2 ．5 5 0 ・2 ．3 9 1 ・2 ．0 5 0 モ　 モ

1 9 9 n －0 7 2 －2 4 〝 〝 2 ．4 5 3　 2 ．3 1 3　 2 ．0 5 1

°　　　　　　　　　　　　　　　　°
〝

0 0 n －0 7 2 －2 5 〝 〝 2 ．4 6 0 ．2 ．2 1 4 ° 1 ．8 1 8

°

〝

0 1 n －0 7 2 －2 6 〝 〝 2 ．1 0 4 ．2 ．1 0 9 ． 1 ．8 4 4 〝

0 2 n －0 7 2 －2 7 〝 〝 2 ．8 1 9 °2 ．4 0 9 ° 1 ．9 1 5

°　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

0 3 n －0 7 2 －2 8 〝 〝 2 ．0 8 0 ・2 ．0 0 3 ・ 1 ．6 1 7 ・〝

0 4 n －0 7 2 －2 9 〝 〝 2 ．7 0 2　 2 ．4 3 0　 1 ．9 2 7

°　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

0 5 n －0 7 2 －3 0 〝 〝 2 ．3 8 5 ．2 ．1 4 7 ° 1 ．7 9 2 〝

0 6 n －0 7 2 －3 1 〝 〝 2 ．4 1 4 ．2 ．0 4 7 ． 1 ．7 0 1 〝

0 7 n －0 7 2 －3 2 〝 〝
2 ．4 7 5 °2 ．2 1 1 °1 ．7 9 9

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

0 8 n －0 7 2 －3 3 〝 〝 2 ．3 1 9 ・2 ．0 9 3 ・1 ．9 3 4 〝

0 9 n －0 7 2 －3 4 〝 〝 2 ．4 6 9 ．2 ．2 9 1 ．1 ．8 7 3 〝

1 0 n －0 7 2 －3 5 〝 〝 2 ．2 2 5 °2 ．1 0 8 ．1 ．9 5 5

°　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

1 1 n －0 7 2 ■3 6 〝 〝 2 ．1 8 3 ．2 ‘2 1 0 ．1 ．8 7 0 〝

1 2 n －0 7 2 －3 7 〝 〝
°2 ．1 5 6　 2 ．0 5 1 1 ．7 6 0

°

〝

1 3 n －0 7 2 －3 8 〝 〝 2 ．5 3 1 ・2 ．3 6 1 ．1 ．8 4 4 〝

1 4 n －0 7 2 －3 9 〝 〝 2 ．1 8 4 ．2 ．1 5 6 ．1 ．9 2 5 〝

1 5 n －0 7 2 －4 0 〝 〝 2 ．2 2 9 °2 ．0 6 6 ° 1 ．7 1 9

°

〝

1 6 n －0 7 2 －4 1 〝 〝 2 ．0 9 1 ・1 ．9 8 8 ・ 1 ．8 2 0 〝

1 7 n －0 7 2 －4 2 〝 〝 2 ．3 9 2　 2 ．0 7 1 1 ．5 9 2

°　　　　　　　　　　　　　　　　°
〝

1 8 n －0 7 2 －4 3 〝 〝 2 ．2 5 2 °1 ．9 4 4 ° 1 ．5 8 5 〝

1 9 n －0 7 2 －4 4 〝 〝 2 ．4 3 6 ．1 ．9 4 7 ． 1 ．6 0 5 〝

2 0 n －0 7 2 －4 5 〝 〝
2 ．0 6 6 °2 ．0 4 8 ° 1 ．7 0 5

4

〝

番

号

遺 物 N o グ リ ッ ド
層　 位

遺　 構

法　 皇 （cm ） 遺　 物　 名 ‘

残 存 状 況高 さ ： 幅 ：厚 さ

2 1 n －0 7 2 －4 6 H －16 6 S 1 5 3 受 層 2 ．14 8 ・2 ．13 2 ・（0 ．8 8 8）モ　 モ　 半 欠

2 2 n －0 7 2 －4 7 〝 〝 2 ．4 7 9　 2 ．26 2　 1．8 4 5
°　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

2 3 n －0 7 2 －4 8 〝 〝 2 ．1 14 ．2 ．0 8 7 °1．7 1 2 〝

24 n －0 7 2 －4 9 〝 〝 2 ．2 6 2 ．2 ．1 2 9 ．2 ．0 8 8 〝

25 n －0 7 2 －5 0 〝 〝 2 ．19 5 °2 ．1 5 1 °（0 ．8 8 8）

°　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝　　 半 欠

26 n －0 72 －5 1 〝 〝 2 ．1 54 ・2 ．0 4 7 ・1．7 3 6 〝

27 n －0 72 －5 2 〝 〝 2 ．2 00　 2 ．1 1 6　 1 ．8 4 5
▼

〝

28 n －0 72 －5 3 〝 〝 2 ．8 83 ・2 ．2 7 1 ．1 ．9 2 1 〝

29 n －0 7 2 －5 4 〝 〝 2 ．5 1 1 ．2 ．2 5 3 ．1 ．7 7 6 〝

30 n －0 7 2 －5 5 〝 〝 2 ．3 0 8 °2 ．0 5 4 °1 ．8 3 1

°

〝

3 1 n －0 7 2 －5 6 〝 〝 2 ．2 7 9 ・2 ．0 0 5 ・1 ．6 9 8 〝

3 2 n －0 7 2 －5 7 〝 〝
°　　　　　　　　　　　　　　　　°

2 ．1 8 3　 2 ．1 15　 1 ．72 1
°　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

3 3 n －0 7 2 －5 8 〝 〝 2 ．0 8 8 ・1 ．9 8 0 ・1 ．6 8 7 〝

3 4 n －0 7 2 －5 9 〝 〝 2 ．7 0 5 ．2 ．3 0 9 ．1 ．82 8 〝

3 5 n －0 7 2 －6 0 〝 〝 2 ．3 9 3 °2 ．15 5 °1 ．7 5 7

°　　　　　　　　　　　　　　　　°

〝

3 6 n －0 7 2 －6 1 〝 〝 2 ．16 3 ．2 ．14 0 ．1 ．8 76 〝

3 7 n －0 7 2 －6 2 〝 〝 °　　　　　　　　　　　　　　　　°2 ．2 5 0　 2 ．0 8 3　 1 ．7 9 9
°

〝

3 8 n －0 7 2 －6 3 〝 〝 2 ．1 13 ・1 ．9 8 2 ・1 ．7 0 7 〝

39 n －0 7 2 －6 4 〝 〝 2 ．0 2 3 ．1 ．85 8 ．－1．6 7 6 〝

40 n －0 7 2 －6 5 〝 〝 2 ．6 8 0 °2 ．36 4 °1．8 9 9 〝

41 n －0 7 2 －6 6 〝 15鋸 屑‾簡 1 ．8 4 7 ．1 ．85 5 ．1．5 6 0 〝

42 n －0 74 G －16 1S 弥生中瓶 列内 1 ．9 0 4 1 ．0 1 9 °0 ．4 6 9

°　　　　　　　　　　　　　　　　°

ドン グ リ　 与

第24表　自然遺物立木根株樹種同定一覧表

番

号

遺 物 N o 区 グ リ ッ ド 出 土 層 位 遺 埴 樹　　 種

1 W －5 3 5 2 I－1 7 6 N 1 5受層 ヤ ナ ギ 属

2 W 一甲 9 ① 2 I－1 7 7N 〝 〝

3 W －8 3 9 ② 2 〝 〝 〝

4 W －10 7 2 J－1 7 8 N 〝

5 W －17 9 9 3 E －16 2 N ブ ドウ属 の 根

6 W －18 0 0 3 E －1 6 2 N 1 5 －2 －2 層 下 面 ヤ ナ ギ属

7 W －18 0 1 3 E －1 6 2 〝 ノイ バ ラ

8 W －18 0 2 3 E －16 2 N 〝 ヤ ナ ギ属

9 W －18 0 3 3 E －16 3 N 〝 〝

1 0 W －18 0 4 3 〝 〝 〝

1 1 W －18 0 5 3 E －16 2 N 〝 ノイ バ ラ 根

12 W －18 0 6 3 〝 〝 ノ イ バ ラ

13 W －18 0 7 3 E －16 3 N 〝
ヒョウタンボク類の根

14 W －18 0 8 3 E －16 3 〝 〝

1 5 W －18 0 9 3 E －16 3 N 〝 ヤ ナ ギ 属

1 6 W －18 1 0 3 〝 〝 〝

番

号

遺 物 N o 区 グ リ ッ ド 出 土 層 位 遺 構 樹　　 種

1 7 W －18 1 1 3 E －16 3 N 1 5－2 －2 層 下 面 ヤ ナ ギ 属

1 8 W －18 12 3 〝 〝 〝

1 9 W －18 13 3 〝 〝 〝

2 0 W －1 8 14 3 〝 〝 ノイ バ ラ

2 1 W －1 8 15 3 〝 〝
ヤ ナ ギ 属

2 2 W －1 8 16 3 F －1 6 3N 〝 〝

2 3 W －1 8 17 3 〝 〝 〝

2 4 W －1 8 18 3 E －16 3 N 〝 〝

2 5 W －1 8 19 3 F －1 6 3 N 〝 〝

2 6 W －1 82 0 3 〝 〝 ノイ バ ラ

2 7 W －1 82 1 3 〝 〝 ヤ ナ ギ 属

2 8 W －1 82 2 3 〝 〝 ノイ バ ラ

2 9 W －1 82 3 3 〝 〝
ヒョウタンボク類の根

3 0 W －1 82 4 3 〝 〝
ヤ ナ ギ 属

3 1 W －1 82 5 3 〝 〝 ノイ バ ラ
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第1図　弥生土器・古式土師器実測図1（PY）

－111－



l

l

l

］

′‘■■■t．一

軒、

7
9

5
5

一

－

3

1
凸
＝
＝
叫
‖
け

＼

一一．－‥

11

－、・．：．

P2－202

日p2－168
11

、も、、。2＿283

2

P

＼
爪
〓
皆

、、も、、P2＿2。8響

、＼も、、
P2－220

＼
竹
日
伊
1
1
1

P2－352－1

－1！、
P2－352－2

－攣I

・嘘．
響

I

磯野

、、皐、、
P2－439

、、車、、

姦触　、、J

P2－143　　I

、仁、、
P2－165

、も
P2－178

、ご・．
、II

P2－221

二
P2－224

第2図　弥生土器実測図2，弥生土器拓影図1（PY）
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第3図　弥生土器拓影図2（PY），土錘実測図（D）
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第5図　農耕具実測図1（鍬・鋤・鎌）（NO）
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第10図　農耕具実測図6（板状田下駄2）（汀）
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第11図　農耕具実測図7（板状田下駄3）（汀）
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第12図　農耕具実測図8（板状田下駄4）（汀）
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第13図　農耕具実測図9（板状田下駄5）（汀）
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第14図　農耕具実測図10（板状田下駄6）（汀）
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第61図　石器・石製晶実測図2（S）
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持論1上土遺跡立石地区の地学的環境と火山灰の検討
静岡大学名誉教授　加　藤　芳　朗

1．まえがき
この地区は、静清バイパスぞいの最後の発掘区で、西の岳美、池ケ谷遺跡、東の上土遺跡加藤島地区、

内荒・川合・宮下遺跡（以下川合他2遺跡）の間に挟まれる0これらの発掘成果と比較しながら、本地

区の特性を考えていきたい。関係遺跡の発掘調査報告書は以下の略称で引用することとする0

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1990）川合遺跡（遺構編）本文編……「川合遺跡」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1993）瀬名遺跡Ⅱ（遺構編Ⅱ）………「瀬名遺跡」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1993）池ケ谷遺跡Ⅱ（自然科学編）‥・「池ケ谷遺跡」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1994）長崎遺跡Ⅲ（遺構編）…………「長崎遺跡」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1995）岳美遺跡I（遺構編）…………「岳美遺跡」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1995）川合遺跡八反田地区Ⅱ（本文編）「八反田地区」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1992・10）上土遺跡発掘調査概要……「発掘調査概要」

2．遺跡の地学的環境
（1）地形

本地区は瀬名川以西の静清バイパス区間でもっとも低い部分にあたる0加藤（1993a）の城北平野の地

形図では、閉曲した標高7mの等高線の内側にあり、北方に展開する麻機低地（加藤、1990b）でもっと
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も低湿である。巴川はこの低湿地に集まった水を排水する役目をになっている。この凹地は、北方山地

の裾まで迫っていた縄文海進時の入江が西南方からの安倍川、東方からの長尾川のつくる扇状地によっ

て囲まれて生じたものである。

（2）地下地質

a．本地区　　この低湿地の地下はどんな土層でできているだろうか。建設省の資料（中央開発址、址

東京ソイルリサーチ調査）によって作製したのが図1である。下から第三紀層、洪積層、沖積層からな

る。第三紀層は北方山地を構成する静岡層群の砂岩で、これらの山並が平野の地下にまでのびているこ

とを示す。洪積層は礫と粘土（泥炭をはさむ）との互層（厚さ約20m）からなる。これが、有度山丘陵

の洪積層と関係があるか否かは不明である。沖積層は粘土と砂を主とし少しの礫を挟む下部層（厚さ約

20m）と粘土と礫が主で、砂と泥炭を挟む上部層（厚さ約15m）からなる。下部層には貝殻まじりの粘

土や砂が見られ、縄文海進時の入江の底にたまったことを暗示する。

b．隣接地区との沖積層の比較　隣接地区の地下地質は、すでに、上と同様な資料と方法で報告され

ている（加藤、1990b，1993a、「岳美遺跡」）。これらの沖積層の土層構成を通覧すると、岳美、上土

（加藤島地区を含む）両遺跡で粘土・砂の割合いが、池ケ谷、川合他2遺跡で礫の割合いが、それぞれ、

多い傾向にある。これをはっきり数字で表すために、原資料のボーリング地質柱状図（いずれも建設省

資料）に当たりなおして、ボーリング地点における沖積層の粘土（含泥炭）・砂・礫の厚さの総計を求

め、それぞれの百分率を計算した。全ボーリングについて検討するのは繁雑なので、STANo．の10の倍
％

数番地点（400～590、長尾川から池ケ　100‾

谷まで）の最寄りのボーリングで代表さ

せることにした。図2はその結果であ

る。上記の傾向が明瞭にグラフに反映し

ている。また、池ケ谷遺跡から岳美遺跡

にかけてと川合他2遺跡から上土遺跡に

かけて、礫、砂層が薄くなり、数が減る

のが認められる。これから、安倍川、長

尾川が礫、砂を搬入して、縄文海進時の
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図2　沖積層の粘土・砂・礫の厚さの割合
（下端は遺跡名、建設省資料より作製）

入江を岳美・上土遺跡（から北方）一帯に狭めていったことがしのばれる。このほか、各遺跡とも沖積

上部層が同下部層に比べて礫層が多い（図1でもそうであるが）。これは入江の埋め立てが進み、両河川

からの礫の侵入が直接、入江の残存部にまでおよぶ機会が多くなったことを示す。この時期を縄文中～

後期と推定したが（加藤、1993a）、今回、それ以上の知見は得られなかった。

（3）遺跡の土層

a．本地区の土層　1区のA地点で26層に区分されている（「発掘調査概要」）。これは、イ・1～7

層（厚さ1．2m）の粘土、シルト層、ロ．8～13層（厚さ0．4m）の泥炭（腐植土）層、ハ．14層（厚

さ0．85m）の粘土・シルト互層、ニ．15～25層（厚さ0．75m）の泥炭層、ホ．26層以下（厚さ1m以

上）のシルト、細砂層に大別される。イ～ニの厚さが約3・2m。このうち、泥炭層の厚さが36％を占める。

b．池ケ谷遺跡の土層との比較　A～H層に大別されている。このうち、B，E，Hが砂礫層、A，C

が粘土・シルト層、D，F，Gが泥炭、粘土、シルト層である。1／2区におけるG層までの厚さが約

5m、泥炭層の厚さは12％しかない（「池ケ谷遺跡」、p．9）。上土遺跡本地区の土層構成はこれに比べて泥

炭が多く、砂礫がない点で、河川から離れた低湿地での堆積を思わせる。にもかかわらず、土層の上下

変化の状態は相互によく似ている。イがA～C層、ロがD層、ハがE層、二がF，G層、ホがH層に対

応することは疑う余地がない。H層は多分、縄文中期までさかのぼるだろうから、この時期以降、両遺
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跡は共通した環境変化をへてきたとみなすことができよう0その変化についてはすでに私見をのべたの

でここでは繰り返さない（加藤、1993a、1995）。

C．川合遺跡の土層　川合遺跡他2遺跡は池ケ谷遺跡と同様に河川氾濫（長尾川）の影響が強い地域

である（加藤、1990b）。その例として、川合遺跡12・13区の土層断面を見ると、池ケ谷遺跡のA～F

に相当する層は砂、シルト、粘土が卓越して、泥炭が少ない（泥炭の占める率は15％）0その厚さは約

4mである（「川合遺跡」、P．33）。池ケ谷遺跡のGに相当する層までだと、未確認ながら、厚さは約5m

に達する見込みである。池ケ谷遺跡とちがって礫がほとんどないのに、同遺跡のそれに匹敵する厚さで

ぁる。これは泥炭のかわりに砂、シルト、粘土が卓越するためであろう0ここでも、池ケ谷遺跡のEに

相当するⅨ層が発達するなど、他遺跡と同様な環境変化の兆候が認められる0

3．火山灰の検討
（1）弥生期火山灰の産状と時代

2区の①、②地点において、15－2層の上、中、下位、16層、17層の5層準から火山灰の薄層が発見

された（発掘スタフと筆者）。いずれも、褐色細砂のレンズ層である015－2層の上、中位火山灰はと

くに連続性が悪く、少量の試料しか採取できなかった。

15－1層の上面の水田が弥生後期から古墳初期

と推定され、15－2下位層から弥生中期後半の有

・・・、・二

東式土器が産出したので、これら火山灰は弥生期

のものであることは間違いないであろう（後述

（2）f参照）。巴川流域の弥生期火山灰は、長崎、瀬

名、川合（八反田）、上土（加藤島）、池ケ谷の各

遺跡から、14試料が発見され、分析されている

（加藤、1993b，1995）。八反田での3層準以外は　　　　　図3　火山灰試料採取地点

単独層準としての産出である。いずれもスコリア質の純粋な火山灰であるが、岩石学・鉱物学的特性が

微妙に違うので、同一と断定できたものが一つもなかった0今回識別された5層準の火山灰がそれらの

どれに対比されるか、興味がもたれるわけである。

（2）岩石学・鉱物学的分析

a．方法　前報（加藤、1993b）に準じて砂画分を分離し、粗砂（CS，2～0・2mm）、細砂（FS，0・2

～0．05mm）について、前者は反射光、後者は透過光（偏光顕微鏡）による分析を行った0スコリア粒

子の区分も前報と同じである。その結果を表1、2に示した0いずれもスコリア質の純粋な火山灰である

（一部に泥炭破片が混在するが）。

表1弥生期火山灰の細砂粒子の岩石・鉱物学的特徴（粒数％）

試　　 料

スコリア粒子 単結晶
粒 ‘子

単結晶粒子の内訳

不透明 半透明
長石　 オリーブ石　 普通輝石　 上皇輝石　 その他

黒色　 赤色 晶子型　期抱ガラス 長石　 苦鉄鉱物

15－2 層上位 50　　　 4 25　　　　 4 15　　　 3 87（77）　 0 ．　 5　　　 的 ） 1

15－2 層中位 6 ．＜1 75　　　 ＿6 12　　 ＜1 97（67）　 0　　　 0　　　 4　　　 0

15－2 層下位 40　　　 6 26　　　　 7 20　　　 2 88（83）　 0　　　 4　　　 6（＜1）． 1

16 層 8　　　 2 12　　　 48 3 1　　 0 lb d（79）　 0　　　 0　　　 0　　　 0

17 層 34　　 0 3 3　　 13 2‾1　　 0 98（75） ＜1　　 1　　 0　　　 0

晶子型は微小晶子にとむガラス、長石は灰長石分にとむ種類、カッコ内はスコリアを表面
に付着したものの内数％
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表2　弥生期火山灰の粗砂粒子の岩石・鉱物学的特徴（粒数％）

試　　 料
ス　 コ　 リ　 ア　 粒　 子

白色粒子
スコリアの発泡状態 C S／F S

（粗砂／細砂）黒～暗灰色．黄灰～灰白　同左透明　 こはく色 赤色 泡の大きさ　 度合

15－2 層上位 4 7　　　　 4 5　　　　 0　　　　 0　　　 4 4 ごく微細　　 良 2．18

1 5■立層中位 3 4　　　　 5 2　　　　 9　　　　 2　　　 3 ＜1 中～細　 やや良 1．40

15－2 層下位 6 6　　　　 2 9　　　　 0　　　　 0　　　 4 ＜1 ごく微細　　 良 4．’拘

16 層 2 9　　　　　 9　　　 1　　　 5 3　　　 3 4 中～細　　　 良 1．∈氾

17 層 5 4　　　　 15　　　　 0　　　 2 9　　 ＜1 1 ごく微細　　 良 0．40

b．16師胡斗と八反田のH2－2　まず、注目されるのが16層試料である0粗砂に光沢のある三越土

色スコリア、細砂に黄緑色ガラス（屈折率がカナダバルサムのそれより大きい）を主体とする半透明ス

コリアを多量に含む点で、八反田の3層準のスコリアのうち真ん中のもの（H2－2、加藤、1993b、

1995）に酷似する。呈堪i色スコリアや黄緑色ガラスを多く含むものはこれ（と直下のスコリア、H2

－2，）しかない。さらに、赤色スコリアが目立ち、粗砂対細砂の重量比（CS／FS）が1．50（H2－2

は2．27）というのもH2－2に似ている。細砂で、長石がやや多く、苦鉄鉱物がほとんどないといった

違いもあるが、両者が同一である可能性はかなり高いと見られる。

C．17層試料と八反田のH2－2，17層試料は、粗砂に50％以上の黒色スコリアがあるものの、三堪土

色スコリアが30％もあり、また、細砂の半透明スコリア中に黄緑色ガラスが30％近くふくまれている

点でH2－2下のH2－2，に似ている（加藤、1995）。さらに、赤色スコリアが少なく、CS／FSが0．40

（H2－2，は0．48）ということも類似点である。他方、細砂で黒色スコリアや苦鉄鉱物がすくないという

相違点がある。しかし、上記の類似点および同じ層位関係にあるのを重視して、17層試料がH2－2’と

対比される可能性は低くないと考える。

d．15－2層下位試料と八反田のH2－1　上の2つの試料の上に重なる15－2層下位試料は、粗

砂・細砂で黒色スコリアが優勢、赤色スコリア、苦鉄鉱物も目立ち、CS／FSが4．78と大きいことで、

八反田の3層準のスコリアの最上位火山灰H2－1（CS／FS9．08）と共通する。細砂で長石がやや少

ないことなど多少の違いがあるが、両者が同一である可能性は高い。

なお、念のため、両者のスコリアの色調、形、含まれる気泡の量と形などをチェックした。16層試料

とH2－2の三堪i色スコ．リアや黄緑色ガラスには、ともに、やや細長い形のものがあり、発泡度のよ

い気泡は大きめで、楕円体状のものがまじるのに対して、17層試料とH2－2’のそれは丸い形で、発泡

度のよい、細かい丸い気泡を含むことがわかった。また、15－2下位試料、H2－1ともこれと同じ形、

発泡のスコリアを主体とする。

e．15－2層上、中位試料　15－2層上位試料は、粗砂で黒～暗灰色スコリアが灰白色スコリアより

多く、赤色スコリアがやや目立つこと、細砂で黒色スコリアが半透明スコリアより多く、長石が少なく、

上皇輝石が普通輝石＋オリーブ石より多いなど、長崎遺跡7区のN7－1（加藤、1993b）と共通すると

ころが多い。ただ、違いとして、CS／FSが2．18と小さく（N7－1では5．88）、細砂で赤色スコリアが

やや目立つ（N7－1ではほとんどなし）のが指摘される。

15－2中位試料は、粗砂で黒～暗灰色スコリアより灰白色スコリア（やや透明のものが多い）が大幅

に上まわり、赤色スコリアがやや目立ち、また、細砂で半透明スコリアが黒色スコリアより大幅に多く、

長石と苦鉄鉱物が少ない点で、池ケ谷遺跡の1／2区のFⅢ層の火山灰（Ik－2、加藤、1993b）および

瀬名遺跡9区の39層の火山灰（S、加藤、1993b）に近似する。しかし、CS／FSが1．40と小さく（Ik

－2、Sではそれぞれ、5．62，4．64）、細砂で上皇輝石が優勢（Ik－2、Sでは普通輝石が優勢）といった

不一致がある。

以上、可能性として、15－2層上位試料がN7－1に、また、15－2層中位試料がIk－2、Sに対比
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されそうだが、亘はi色スコリアや黄緑色ガラスのような決定的ポイントがなく、さらに、いくつかの

相違点がある現状では、断定を下しにくい。

f．弥生期火山灰の層序と関連遺物・遺構との時代関係　本地区では、上の5つの火山灰は弥生後期

から古墳期初めの面（15－1層上面）より下位にあり、また、15－2下位層から弥生中期後半の有東式

土器が検出され、17，18層境界から押切石川火山灰（OsI、縄文晩期後半＜加藤、1990a＞、旧大沢類

似火山灰、Os，）が産出する（発掘スタフ矢田氏による）0したがって、それぞれの時代は、15－2層下

位火山灰が弥生中期後半、15－2層上、中位火山灰がそれより後、弥生後期後半より前、16，17層火

山灰は弥生中期前半から縄文晩期までの間、と予測される0しかし、これらの火山灰と対比が期待され

る他遺跡の火山灰の時代を調べると、①明るい見通しのたつ点と②検討を要する問題点とがあることが

分かった。

①明るい見通し　15－2層中位火山灰（弥生中期後半より新しい）とおなじかもしれない池ケ谷遺

跡1／2区のIk－2火山灰と瀬名遺跡9区の39層火山灰（S）の年代は、現段階の考古学的資料から見

る限り、弥生中期後半より新し－いとしてもよいだろう。

Ik－2火山灰を含むFⅢ層が弥生後期から古墳初期の面（FⅡ層上面）より下位にあるのはよいが

（「池ケ谷遺跡」、p．227）、それ以外に時代を特定する考古学的資料がない。もっとも、FⅢ層の上にある

FⅡ層中の炭化杭、炭化木材の放射性炭素同位元素年代は、それぞれ、2330±140・2180±150年BP

（BPは1950年以前の年数）で（中村、1993）、この平均の2270年前は弥生前期に相当し、Ik－2・火山

灰（FⅢ層）の期待年代（弥生中期後半以降）よりもかなり古めの値である0しかし、中村は年代測定

の誤差の範囲で一致するとしている。

S火山灰を含む39層は弥生中期後半の方形周溝墓の溝の直上に位置するので（「瀬名遺跡」、p・15）、

同周溝墓よりもやや新しく、15－2層中位火山灰の年代観との間に矛盾はない0

従って、これら3つの火山灰が同一で、弥生中期後半より新しく、．弥生後期後半より古い時期（弥生

後期前半？）を示す可能性がさらに高まった。

②検討を要する問題点　ィ．本地区の5つの火山灰の下3枚に対比される川合遺跡八反田地区の3

火山灰（H2－1，H2－2，H2－2，）は弥生中期後半から古墳初期にかけての集落遺構面の下からでる

（2期A工区、加藤1995）。15－2層下位火山灰（弥生中期後半）に相当するとされるH2－1火山灰は

弥生中期後半より古いのだろうか。

ロ．15－2層上位火山灰（弥生中期後半より新しい）にあたるかもしれない長崎遺跡7区のN7‾1

火山灰を含むB3層に弥生中期後半の土器が共存する（「長崎遺跡」、p・12－17）0

これらが、火山灰間の比較に問題があるのか、あるいは、遺構、遺物の時代に許容幅があるのか、火

山灰という時間尺度をからめた、より精細な時代論議が必要なようにおもわれる0

（2）弥生期以外の時代の火山灰

1区9層に平安期の白色微粒火山灰（神津島天上山噴火、AD838年、Iz－Ktらしい、現在検討中）・

また、2区で、17／18層に押切石川火山灰（OsI、縄文晩期後半、旧称大沢類似スコリア、Os’）、21

層に大沢スコリア（Os、縄文晩期初期）、22層にカワゴ平軽石（Kgp、縄文晩期初期）の産出が、それ

ぞれ、確認されたが、既報（加藤、1993b）以外に、目新しい事実はないので省略する0

ただ、1区の白色火山灰が2層準にでてきたところがあったが、ごく低角の衝上断層状の望むが9，10

層にわたって生じたためとわかり、両者は同一火山灰層ということで解決した。宣塾は両者を構成する

泥炭層の一部が浮き島状になり、隣の泥炭層の上にのりあげたものと解釈される0
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4．まとめ
本地区は麻機低地の中心部（標高7m以下）の南端を占める。土層解析によれば、これは、縄文海進

の入江のうちで、それを埋め立てた安倍川、長尾川の影響からもっとも遠い位置にあったことに起因す

る。

縄文晩期3、弥生期5、平安期1の計9層準の火山灰を認めた。弥生期の下の3火山灰は川合遺跡八反

田地区の弥生期の3火山灰と一致した。この中で下の2つは、反射光で光沢ある三堪i色のスコリア、

透過光で黄緑色ガラスを多く含む特異なもので、弥生中期前半ないし同前期の時代指示に役立つことが

より明確になった。

＜文献＞

加藤芳朗（1990a）静岡市蛭田遺跡の土層の地学的検討。「蛭田遺跡（自然科学分析編）」、付載p．Ⅲ～1－6、静

岡市教育委員会

加藤芳朗（1990b）川合遺跡の立地に関する地学的検討。「川合遺跡（遺構編）」、p．257－267、静岡県埋蔵文化

財調査研究所

加藤芳朗（1993a）静岡県・池ケ谷遺跡をめぐる地形・地質的背景。「池ケ谷遺跡Ⅱ（自然科学編）」、p．39－45、

静岡県埋蔵文化財調査研究所

加藤芳朗（1993b）巴川流域からの火山灰－とくに弥生期火山灰群の検討－。「池ケ谷遺跡Ⅱ（自然科学編）」、

p．227－234、静岡県埋蔵文化財調査研究所

加藤芳朗（1994）長崎遺跡7区の土層の地学的検討。「長崎遺跡Ⅳ（遺物・考察編）」、p．178－182、静岡県埋蔵

文化財調査研究所

加藤芳朗（1995）川合遺跡八反田地区Ⅱ期調査区土層の地学・土壌学的検討。「川合遺跡八反田地区Ⅱ（本文

編）」、p．317－325、静岡県埋蔵文化財調査研究所

中村俊夫（1993）加速器質量分析法による静岡県・池ケ谷遺跡堆積物の14C年代。「池ケ谷遺跡Ⅱ（自然科学

編）」、p．235－240、静岡県埋蔵文化財調査研究所
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持論2　静岡市上土遺跡立石地区の地震跡につPて
通産省工業技術院地質調査所　寒　川　　旭

1995年1月17日の午前5時46分に発生した兵庫県南部地震は、主に淡路島の北西部に位置する野島

断層の活動によって引き起こされた。そして、野島断層に沿う地面が右横ずれ方向に2・1m、垂直方向に

1．2mもの食い違い（平林地域の例）を示した。また、淡路島や、六甲山地の南麓地域では激しい地震動

に伴う地変（地滑り・液状化）が生じた。

海岸の埋立て地や人工島では地盤の液状化に伴う地変が著しく、この現象のシンボルとも言える噴砂

がいたるところに流出した（写真1）。また、海や河川に隣接した地域では、海岸や河岸に平行する多く

の地割れを生じながら地盤が大きくはらみ出した（写真2）。これらの地割れのうち、幅が比較的狭いも

のからは大量の噴砂が流出した。

1．上土遺跡の地震跡
激しい地震動によって生じた噴砂や、地割れの痕跡。これらは、過去の地震の折にも勿論生じており、

古文書の中にも「大地を揺り割り」「砂水を吹き出し、鯨の潮吹くごとく」という記載がよく見られる0

上土遺跡の発掘調査においても激しい地震動に伴うと考えられる地変の痕跡が検出された0

図1に示した地層（SAT－1区）は粘土とシルトの互層で、6層上面から13世紀に作られた常滑製の

壷が出土している。また、9および10層の境界には厚さ数cmのIzkt火山灰層（838年に噴出）が堆積

している。その他、12層の最上部では平安時代初期の土器が、中部では奈良時代後半から平安時代初期

の土器が見出されている。

図では、400前後の傾斜角を持つ正断層によって断層の南側の地層が10数cm低下している0変位は

8層およびそれより下位の地層に及んでいる。7層は8層の上面に生じた段差を埋めるように推移してい

るので、このような変位は8層堆積後から7層堆積前（7層の下部堆積中も含む）に生じたことがわか

る。少なくとも西暦838年より新しく、13世紀よりは古い時期に生じた地変であるo

SAT－3区では東西方向にのびる多くの地割れ群が検出された（写真3）。

図2は最も典型的な断面形である。450前後の傾斜角をもつ正断層によって、断層の南側の地層がひ

きずりを受けながら下降している。このため断層の北側（幅40cmの部分）が沈下して、見かけ上、地

割れの形態を示している。ここでは、6および7～11層に相当する腐植土層が切断され約10cmの変位

をうけている。また、5－2－2層も、断層に沿って幅40cmの範囲で沈下している0この層の場合、層

厚が全く変わらないままで変形しているので、この地層の堆積が完了した後に地変が生じたことがわか

る。5－2－1層は、5－2－2層上面のくぼみを埋めるように堆積している。このため、地変の生じた

時期は5－2－2層推移直後であることがわかる。

5－2層は鎌倉時代の水田なので、このような地変が生じた時期は鎌倉時代に限定される05－2－2

層上面に地割れ状の変形が集中していることより、地変発生後に当時水田が廃絶され新たに5－2－1

層面で水田耕作が開始されたことも考えられる。

このように規則的に配列する地割れ群は、下位の地層の急激な流動などによって一定方向に強い引張

力が加わって生じるもので、激しい地震動が原因となることが多い。

地層の側方への移動は砂層の液状化によって生じる事例が多いが、粘土層中でも生じる事例も大阪府

の志紀遺跡などで認められている（写真4）。本遺跡では、どの地層で流動が生じたかは不明であるが、

図のように断層に沿って最下部に図示した暗灰色の粘土層が上昇していることなどから、粘土層中で流

－181－



動が生じた可能性が強い。

2．東海地震との関係
当遺跡周辺地域は東海地震によって著しい被害を蒙っている。図3は南海トラフに沿って発生する東

海地震と南海地震について、発生時期を図示したものである。西暦で示したものは史料からわかる両地

震の発生時期。そして、黒丸印で示したものは、遺跡で検出された地震の痕跡のうち東海地震と南海地

震に伴う激しい地震動に由来する可能性が強いものである。

静岡県内では、磐田市の御殿二之官遺跡、袋井市の袋井宿本陣跡、および坂尻遺跡、静岡市の川合遺

跡で東海地震の可能性の強い地震の痕跡が検出されている。

上土遺跡で検出された地割れ群も東海地震に伴う可能性が強い。少なくとも一つの時期は鎌倉時代に

限定されており、図3の星印の位置に相当する可能性がある。

今後、県内の遺跡で次々に地震の痕跡が見出されるはずである。これらは東海地震をはじめ、県内に

発生する大きな地震の予知において大変重要な資料となる。この意味で遺跡の発掘が、大地震の時期や

被害の予知に大きく貢献する可能性を秘めている。

＜文献＞

静岡県袋井市教育委員会（1994）「袋井宿I一束（田代）本陣－」

加藤芳朗（1987）「駿府城三の丸遺跡における脈状砂について」「駿府城三の丸発掘調査報告書　静岡県文化財

調査報告書38」など。

大阪府教育委員会（1993）「志紀遺跡発掘調査概要Ⅲ」

寒川旭（1992）「地震考古学一遺跡が語る地震の歴史－」中公新書

静岡県袋井市教育委員会（1991）「さかじり遺跡」

静岡県磐田市教育委員会（1994）「御殿・二之官遺跡　第8次発掘調査のあらまし」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1992）「坂尻遺跡　静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告29」

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1993）「川合遺跡　八反田地区　平成3・4年度県営住宅南沼上団地建替工事に

伴う埋蔵文化財発掘調査概報」

田中琢・佐原真編（1994）「発掘を科学する」岩波新書

宇佐美龍夫（1987）「新編　日本被害地震総覧」東京大学出版会
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図1SAT－1区の正断層跡
（矢印の位置まで堆積した段階で地震が発生）

壁面の走向はN14ew

図2　SAT－3区の正断層跡

（矢印の位置まで堆積が進んだ段階で地震が発生）
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持論、3　上土遺跡出土部材による高床建築の復原
東京国立文化財研究所国際文化財保存修復センター長　宮　本　長二郎

上土遺跡出土木材のうち弥生時代中期後葉から同後期にかけて、杭や矢板に転用された建築部材につ

いて、部材としての復原および部材から想定される建築様式の復原を試みる。本稿の記述は、第44図か

ら第54図までの建築材・土木材等実測図の番号1～83を使用して進める。

柱の分割（5・7～13）
材5の現状は長さ128．8cm、下半部幅21～22．3cm、同厚さ4．5～6cm、上半部幅8～9cm、同厚さ

3cmの板目板材。表面と両側面は手斧仕上げとして約3cm幅の面取りを施す。背面は割面、上端切断、

下端は切断後に腐食している。

このような形状からみて、当初の形式は面取角柱の上部に五平材を造り出したもので、板材の厚さか

ら角柱を年輪沿いに4分割して板目板材を取り、また、上下端の切断は角柱と五平材の分かれ目が中央

にあることから、全長を3等分したものと考えられる。したがって、腐食や切断による欠損部分を加え

て復原部材の全長は約4cm程となる。

この柱材の五平材の短辺径に注目すると材7～13と同寸法であり、手斧仕上げの状態や木目も同じ

で、かつ材7・8が4分割されていることからみて、材7～13は材5の五平材部の上半部の形態を示す

ものであることが明らかであろう。また、材5が全長を3等分したものとすれば、材5に近い長さを示

すのは材7（134．8cm）、または材8（132．2cm）で、ともに材5よりやや長い程度で、これら2材のうち

いずれかが材5と組合う可能性がある。

したがって、材7・8の長辺径15cmが材5の五平材部（五平柱）の長辺径であると仮定して、材5の

下半部（角柱）の柾目径を求めると、角柱から五平柱への切込幅（胴付部）は五平柱の短径側で約1cm

強であるから、その2倍を五平柱の長径に加えた17～18cmが角柱の柾目径となる。この寸法は角柱板

目径より狭いが、角柱切断面として妥当であろう。

五平柱の頭部には幅8cm、深さ5～7cmの欠込みがあり、上方部の2ヶ所にえつり穴と、下方部の短

辺側中央に円孔（径1cm）を穿ち、円孔内に栓が遺存する。

五平柱
以上のような形状から材5は、切妻造高床建築の上層妻側中央柱と想定される。角柱は上層側柱、五

平柱は棟束としての機能を持ち、両材を一木で造ることによって切妻屋根を構造的に安定させているこ

とから、壁心棟持柱の一種として、五平桁・梁と組合せた形で弥生・古墳時代に普及したものと考えら

れる。

当遺跡と同時代の静岡市瀬名遺跡出土の建築部材から復原される高床建築と同形式または類似の形式

と推定される。瀬名遺跡からは材5のような棟持柱は出土しておらず、また、このような棟持柱は材5

が初めての出土例であるが、筆者は当材の存在を予測して、瀬名遺跡出土建築部材による切妻造屋根の

側立面図を発表している（註1）。但し、瀬名遺跡では棟木材の形式から五平柱頭部の棟木への仕口を柄

造出Lとしたが、上土遺跡出土の五平柱頭部仕口は柄ではなく切込みである。瀬名遺跡の棟木材はその

断面形が三角形に近いことから、奈良県桜井市纏向遺跡（4世紀）の棟木材を類例として用いたが、同

棟木材には柱との仕口を示す柄穴はなく、先端部2ヶ所に両側面を切欠いた仕口がある。この仕口は上

土遺跡の材7～12にある欠込仕口と組合う形式であり、2ヶ所のうち先端に近いものは独立棟持柱の、
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もう一つは妻柱の仕口と認定し得る。

したがって、棟木と棟持柱の仕口は柄と欠込みの2種類が同時期に静岡県内に存在していたことにな

る。このことの是非は類例の増加を待って問うことにし、現状では両形式が存在した可能性を指摘して

おく。

桟

付

角柱（14・15・56）
角柱部の復原長さを約2mとすると、瀬名遺跡出土鼠返材で復原したように、高床上層角柱の下端に

は下層円柱と組合せる角柄を造り出していたと考えられる。この角柄の長さを20cm程と仮定すると、

残りの180cmが角柱高さとなる。

材14・15は材5の角柱部とほぼ同幅、同厚の板材で、同一材を2枚に割ったものであり、手斧仕上げ

が認められないことから、角柱柱を4分割したうちの中2枚とも考えられる。材5と同一材ではないと

思われるが、材の長さは116cmあり、両端は切断面と腐食面になっており、腐食端部で約20cmの柄が

腐食欠失したものとすれば、材5と同種妻柱の角柱に見合うものとすることができる。

なお、角柱下端柄径に相当する柄穴を持つ板材がある。材56は、幅20．6cm、厚さ7．6cmの割材で、

12．8×10．8cmの柄穴がある。上部の角柱復原断面と相似形をなし、板幅も角柱長径と同寸であること

から、この板材は台輪材であった可能性がある。

－185－



切妻壁
五平柱の側面（短辺側）には壁材料を示す痕跡はない。瀬名遺跡での妻壁復原は五平柱側面に板溝を

設けて横板壁を固定する形式を想定したが、本例の場合は五平柱の表側と裏側（長辺径）の各1ヶ所の

えつり穴が妻壁のための仕口と考えられる。これら2ヶ所のえつり穴は、表裏に分かれるのみならず、

左右側面に分かれていることから、瀬名遺跡出土のような五平桁とは異なることは明らかである。

五平柱上半部のえつり穴の機能は、柱と直交して横木を柱の上段表側と下段裏側に結び付けたものと

考えられる。上段・下段の位置は、柱頭部欠込仕口の底面から下方に測って材7は20cm・50cm、材8

は30cm・．41cmである。材9～12のえつり穴の位置は、材順に記すと45cm・40cm・75cm・40cmで

あり、材11以外は材7・8の下段と同じ値を示すことから、いずれも五平柱の左側面が遺存したことを

示している。

上段表側の横木は、棟木に近い位置にあることからみて、草茸屋根の棟覆材を固定するための算と想

定し、下段裏側の横木は妻壁材の上方部を結え付けるため横桟と想定する。壁材としては堅板壁か草壁

が考えられるが、いずれにしても、切妻壁上方の狭い場所に横桟を設けるだけでは壁を造ることはでき

ない。少なくとも妻壁の下半部に1本を固定する必要があり、そのためのえつり穴は五平柱の切断部に

設けていたものと思われる。

堅板壁の場合は、五平桁上面で壁板の下端部を固定するため、上記2本の横桟で充分であるが、草壁

の場合は五平柱に固定しない横桟を縦桟と組み合わせて20～30cm間隔に加えれば、草壁を葺くことが

可能である。但し、五平型壁心棟持柱や五平桁を用いた丁寧な造りの場合には板壁が妥当であろう。

戸口構え
次に、五平柱下方部側面の円孔と栓の機能については、その形状から板壁とは無関係に一方の側面に

のみ設けた栓と考えられる。五平柱に落し込み角柱上端で受ける五平桁断面を瀬名遺跡出土桁材と同じ

18×8cmとすると、栓の位置は桁上端から切断部の間の中央にある。この切断部には上記のように横

桟を設けていたとすると、この横桟から下方に開口部を設け、栓は五平柱側面に戸口材の辺付を固定す

るための込栓と考えられる。辺付は幅が桁と同寸かやや狭い板材で、上端で辺付と同断面の楯材を受け

る。楯材は横桟と辺付間に挟む形で固定され、内開き板蔀を辺付に建込んだ形式が想定される。この場合

の戸口の内法径は高さ、幅ともに55cm程となり、人の出入り可能な広さや切妻壁面に設けていること

から、上記の戸口の想定が正しければ、この建物は穀倉となる。

以上のように、上土遺跡出土建築部材には高床建築の床上棟持柱と台輪材があり、床上棟持柱は新形

式の造出柱型壁心棟持柱であることが判明した。また、この棟持柱の痕跡からは草茸屋根で妻壁を堅板

壁として小さな開口部を設けていること、側柱は現存しないが棟持柱と同形式の面取角柱であり、台輪

を介して下層円柱と柄差しとすることが想定され、瀬名遺跡の高床建築とは同時代ながら異なる軸部形

式をもつことが明らかとなった。棟木と棟持柱の仕口の差にもみられるように、同時代、同地域で異な

る形式技法が混在することや、復原考察にやや疑問の余地は残るが、両遺跡から得ることのできた弥生

時代後期の高床建築の構造技法は、これまでに明らかになった総柱型高床建築構造の一端を明確にし得

た意義は極めて大きい。

註1）拙著1996年「瀬名遺跡出土建築部材の復原」『瀬名遺跡Ⅴ』静岡県埋蔵文化財調査研究所
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持論4　静岡県、上土遺跡の自然科学分析
古環境研究所

工．上土遺跡のテフラ分析

1．はじめに
上土遺跡の発掘調査では、良好な土層の断面が作成された0そこで地質調査を行い地質層序の記載を行

ぅとともに、テフラ検出分析さらに屈折率測定を合わせて行って噴出年代が明かな示標テフラの層位を

把握し、土層の堆積年代さらに水田などの遺構の構築年代に関する資料を得ることになった0地質調査

の対象となった地点は1区～3区の合計12の地点である。

2．地質層序
（1）代表的な土層断面の記載

1）1区南トレンチ南壁H184グリッド（Tl地点）

本地点では、下位より灰色シルト層（層厚18cm以上）、暗灰色シルト層（層厚29cm，12層）、暗

褐色泥炭層（層厚0．7cm）、灰色シルト層（層厚1cm，以上11層）、成層した褐灰色腐植質シルト層

（層厚3．5cm）、暗褐色泥炭層（層厚1．3cm）、黄白色細粒火山灰層（層厚0・6cm）、暗褐色泥炭層（層

厚0．8cm）、褐灰色腐植質シルト層（層厚1．5cm）、暗褐色泥炭層（層厚1・3cm）、黄白色細粒火山灰層

（層厚0．4cm）、黒褐色泥炭層（層厚7cm）の連続が認められた（図1）0これらの土層のうち、2層の

黄白色細粒火山灰層の間、厳密には暗褐色泥炭層と褐灰色腐植質シルト層の間に、明瞭ではないもの

の低角のずれに伴うすべり面が考えられる。

2）1区東西中央トレンチ北壁J185グリッド（T2地点）

ここでは、下位より褐色泥炭層（層厚0．3cm）、灰色シルト層（層厚1cm，以上11層）、成層した褐

灰色腐植質シルト層（層厚4cm）、白色細粒′火山灰層（層厚0・6cm）、褐灰色腐植質シルト層（層厚

3cm）、白色細粒火山灰層（層厚0．8cm）、暗褐色泥炭層（層厚3cm）、黒褐色泥炭層（層厚2cm）、灰

色シルト層（層厚0．3cm）、暗褐色泥炭層（層厚1cm）の連続が認められた（図2）0ここでは、2層の

白色細粒火山灰層の間にすべり面は認められなかった。

3）1区南トレンチ南壁H186グリッド（T。地点）

ここでは、下位より褐色泥炭層（層厚0．3cm）、灰色シルト層（層厚1・3cm，以上11層）、成層した

褐灰色腐植質シルト層（層厚5cm）、暗褐色泥炭層（層厚0・8cm，11層）、黄白色細粒火山灰層（層厚

0．4cm）、黒褐色泥炭層（層厚7cm，9層）、黄灰色シルト層（層厚0・3cm）、灰褐色泥炭層（層厚3cm，

以上8層）、成層した暗褐色泥炭層（層厚9cm，7層）、かすかな平行層理が認められる灰色シルト層

（層厚27cm，6層）、褐灰色シルト層（層厚25cm，5層）、灰色シルト層（層厚7cm，4－2層）、灰色シ

ルト層（層厚7cm，4－1層）、成層した褐色シルト質泥炭層（層厚8cm，3層）、灰色シルト層（層厚

18cm）の連続が認められた（図3）。

4）1区中央部西隅携乱部南壁I183グリッド（T4地点）

本地点では、下位より暗褐色泥炭層（層厚5cm）、暗褐色泥炭層（層厚2cm，以上10層）、黄白色細

粒火山灰層（層厚0．5cm）、黒褐色泥炭層（層厚6cm，9層）、灰白色シルト層（層厚0・3cm）、灰褐色

シルト層・（層厚3cm，．8層）、灰色シルト層（層厚0・2cm）、成層した暗褐色泥炭層（層厚7cm，7層）、

灰色シルト層（層厚26cm，6層）が認められた（図4）。
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5）1区西トレンチ西壁H183グリッド（T5地点）

ここでは、ノ下位より青灰色シルト層（層厚10cm以上）、暗褐色腐植質シルト層（層厚30cm）、灰色

シルト層（層厚8cm）、暗褐色泥炭層（層厚4cm）、白色細粒火山灰層（層厚0．5cm）、黒褐色泥炭層

（層厚5cm）、暗褐色泥炭層（層厚5cm）、黒褐色泥炭層（層厚5cm）、白色細粒火山灰層（層厚

0．3cm）、黒褐色泥炭層（層厚4cm）、灰色シルト層（層厚13cm）の連続が認められた（図5）。

6）2区北トレンチ北壁K178グリッド（T6地点）

ここでは、下位より青灰色シルト層（層厚10cm以上）、青灰色シルト層ブロック混じり灰色シルト

層（層厚15cm）、成層した灰褐色泥炭層（層厚3cm）、白色細粒火山灰層（層厚0．3cm）、成層した暗

褐色泥炭層（層厚6cm）、灰白色シルト層（層厚0．2cm）、黒褐色泥炭層（層厚2cm）、暗褐色泥炭層

（層厚3cm）、黒褐色泥炭層（層厚5cm）が認められた（図6）。

7）2区下層北トレンチ北壁J176グリッド（T7地点）

本地点では、下位より亜円礫層（層厚2cm以上，礫の最大径57mm）、灰色砂混じりシルト層（層

厚7cm）、暗灰色腐植質シルト層（層厚3cm，20層）、白色粗粒火山灰に富む黄色細粒火山灰層（層厚

2cm）、黒灰色腐植質シルト層（層厚5cm，19層）、褐色粗粒火山灰層（層厚2cm）、黒灰色泥炭層

（層厚10cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚1．6cm）、成層した黒褐色泥炭層（層厚7cm，以上18層）、褐

色粗粒火山灰層（層厚0．9cm）、成層した黒褐色泥炭層（層厚3cm，17層）、成層した暗褐色泥炭層

（層厚7cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．8cm）、成層した暗褐色泥炭層（層厚5cm，以上16層）、褐色

粗粒火山灰層（層厚0．6cm）、黒褐色泥炭層（層厚8cm，15－2－2層）、暗褐色泥炭層（層厚0．8cm，15－

2－1－2層）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．8cm）混じり黒褐色泥炭層（層厚11cm，15－1層）、黒褐色泥炭

層（層厚1cm）、暗褐色泥炭層（層厚4cm，14層）、細かく成層した灰色粘土層（層厚11cm，13層）

の連続が認められた（図7）。

8）2区下層西トレンチ東壁H172グリッド（T8地点）

ここでは、下位より暗褐色泥炭層（層厚4cm以上，16層）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．6cm）、黒

褐色泥炭層（層厚3cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．8cm）、黒褐色泥炭層（層厚16cm，以上15－2－2

層）が認められた（図8）。

9）2区下層西トレンチ西壁′G172グリッド（T9地点）

本地点では、下位より暗褐色泥炭層（層厚9cm，16層）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．6cm）、黒褐色

泥炭層（層厚5cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．8cm）、黒褐色泥炭層（層厚9cm，以上15－2層）、暗

褐色泥炭層（層厚1．5cm，15－1層）、黒褐色泥炭層（層厚4cm，14層）が認められた。これらの土層

のうち、2層の粗粒火山灰層の直下からは各々畦畔が検出されている（図9）。

10）1区下層南トレンチ南壁I185グリッド（Tl。地点）

本地点では、下位より黒泥層（層厚5cm以上）、暗褐色泥炭層（層厚19cm）、黒泥層（層厚8cm）、

白色粗粒火山灰に富む黄色細粒火山灰層（層厚2cm）、黒泥層（層厚3cm，19層）、褐色粗粒火山灰層

（層厚2cm）、成層した黒褐色泥炭層（層厚6cm）、灰色粘土層（層厚0．3cm）、暗灰色粘土層（層厚

2cm）、黒泥層（層厚4cm）、成層した黒褐色泥炭層（層厚5cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．8cm）、

黒褐色泥炭層（層厚5cm）、黒褐色泥炭層（層厚4cm）、暗褐色泥炭層（層厚11cm，16層）、褐色粗

粒火山灰層（層厚1．1．cm）、黒褐色泥炭層（層厚3cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．6cm）、黒褐色泥

炭層（層厚2cm，以上15－2－2層）、黒褐色泥炭層（層厚6cm，15－2－1層）、暗褐色泥炭層（層厚0．8cm，

15－1層）、黒褐色泥炭層（層厚6cm，14層）、成層した灰色粘土層（層厚7cm以上，13層）が認めら

れた（図10）。

11）1区下層南トレンチ南壁I185グリッド（Tll地点）
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ここでは、暗褐色泥炭層（層厚9cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚0．6cm）、暗褐色泥炭層（層厚4cm，

以上16層）が認められた。

12）3区南トレンチ南壁E165グリッド（T12地点）

ここでは、下位より灰色粘土層（層厚15cm以上，12層）、成層した暗灰色、灰色シルト層（層厚

7cm，11層）、かすかに成層した暗褐色泥炭層（層厚3cm，10層）、白色細粒火山灰層（層厚0・3cm）、

成層した黒褐色泥炭層（層厚16cm，8，9層）、灰白色粘土層（6層）のブロック混じり灰色粘土層（層

厚37cm，5層）、成層した灰色粘土層（層厚4cm，3－2層）、暗褐色泥炭層（層厚4cm，3－1層）、灰色粘

土層（層厚4cm）、黄色粘土層（層厚2cm）、灰色粘土層（層厚21cm）が認められた（図11）0これら

の土層のうち、最下位の灰色粘土層の上面には、条里制の区画に相当する大畦畔が検出されている0

13）3区下層南トレンチ南壁F167グリッド（Tl。地点）

本地点では、下位より黒泥層（層厚5cm以上，20層）、白色粗粒火山灰に富む黄色細粒火山灰層

（層厚0．8cm）、黒泥層（層厚1cm，19層）、褐色粗粒火山灰層（層厚2cm）、黒褐色泥炭層（層厚

5cm）、成層した黒褐色泥炭層（層厚12cm，以上18層）、褐色粗粒火山灰層（層厚0・8cm）、黒褐色泥

炭層（層厚8cm，17層）、暗褐色泥炭層（層厚14cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚0・7cm）、黒褐色泥炭

層（層厚2cm）、褐色粗粒火山灰層（層厚1cm）、黒褐色泥炭層（層厚8cm，以上15－2－3層）、黒泥層

（層厚5cm，15－2－2層）、黒褐色泥炭層（層厚4cm，15－2層）、暗褐色泥炭層（層厚2cm，15－1層）、

黒褐色泥炭層（層厚7cm，14層）、灰色粘土層（層厚3cm以上，13層）が認められた（図12）0

（2）テフラの層位について

地質調査では、8層準にテフラの層位が認められた。ここでは、仮に下位より上土第1テフラ（Ag－1）

～上土第9テフラ（Ag－9）と呼ぶことにする0各テフラの層位と野外での特徴を整理すると、次のよう

になる。

上土第1テフラ（Ag－1）‥20層と19層の間に降灰層準のある、層厚2cm程度の白色粗粒火山灰に富む

黄色細粒火山灰層。

上土第2テフラ

上土第3テフラ

上土第4テフラ

上土第5テフラ

上土第6テフラ

上土第7テフラ

上土第8テフラ

上土第9テフラ

（Ag－2）：19層と18層の間に降灰層準のある、層厚2cm程度の褐色粗粒火山灰層0

（Ag－3）：18層のほぼ中位に降灰層準のある、層厚2cm程度の褐色粗粒火山灰層0

（Ag－4）‥18層と17層の間に降灰層準のある、層厚1cm程度の褐色粗粒火山灰層0

（Ag－5）：16層のほぼ中位に降灰層準のある、層厚1cm程度の褐色粗粒火山灰層0

（Ag－6）：16層と15－2－2層の間に降灰層準のある、層厚1cm程度の褐色粗粒火山灰層0

（Ag－7）：15－2－2層中に降灰層準のある、層厚1cm程度の褐色粗粒火山灰層0

（Ag－8）：15－2－1層中に降灰層準のある、層厚1cm程度の褐色粗粒火山灰層0

（Ag－9）：10層と9層の間に降灰層準のある、層厚数mm程度の白色細粒火山灰層0な

お1区では同様なテフラが2層認められたところもあるが、後述するように屈折率測定の結果からは、

同一テフラの可能性が大きいと考えられた。

3．テフラ検出分析
（1）分析試料と分析方法

上土遺跡における地質調査の結果、確認されたテフラ層およびテフラ粒子の混在の可能性が考えられ

た土壌試料合計53点についてテフラ検出分析を行い、テフラ粒子の特徴を記載するとともに、すでに噴

出年代が明らかにされている示標テフラとの同定を行うことになった0テフラ検出分析の手順は次の通

りである。

1）試料5～10gを超音波洗浄。
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2）80℃で恒温乾燥。

3）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の特徴を観察。

（2）分析結果

テフラ検出分析結果を表1a～1bに示す。1区Tl地点と3区Tl。を除いて、同じ層位にあるテフラに

は共通した特徴が認められ、同定の妥当性が確かめられた。一方、野外においてテフラ層が認められな

かった土壌試料中には、特徴的なテフラ粒子などは検出されなかった。以下、地質調査で認められたテ

フラ層に含まれるテフラ粒子の特徴を記載する。

上土第1テフラ（Ag－1）：スポンジ状または繊維束状に発泡した最大径2．0mmの白色軽石がとくに多く

含まれている。重鉱物としては角閃石、斜方輝石が含まれている。このテフラは、その特徴から

2，800～2，900年前に天城火山カワゴ平火口から噴出した天城カワゴ平テフラ（Kg，町田ほか，

1984，町田・新井，1992）に同定される。

上土第2テフラ（Ag－2）：黄灰色、灰、暗灰色のほか赤褐色のスコリアが認められる。灰色、暗灰色のス

コリアの発泡の程度はよくない。スコリアは全体的に円みを帯びた特徴をもち、最大径は1．2mm程

度である。このテフラは、その特徴から2，500～2，800年前に富士火山から噴出した富士大沢スコ

リア（F－Os，町田ほか，1984，町田・新井，1992）に同定される。

上土第3テフラ（Ag－3）：光沢のある褐色のスコリアのほかに、暗灰色のスコリアが含まれている。スコ

リアの最大径は0．8mm程度で、全体として円みを帯びた特徴をもつ。発泡の程度はあまりよくな

い。このスコリアは、層位からいわゆる大沢類似スコリア（パリノ・サーヴェイ株式会社，1991）

に同定される可能性がある。

上土第4テフラ（Ag－4）：光沢のある褐色のスコリアのほかに暗灰色のスコリアが含まれる。スコリアの

最大径は0．7mm程度で、全体として円みを帯びた特徴をもつ。発泡の程度はあまりよくない。この

スコリアは、Ag－3に非常によく似た特徴をもつ。したがってこのスコリアも、いわゆる大沢類似ス

コリアに同定される可能性がある。

上土第5テフラ（Ag－5）：光沢のある褐色のスコリアのほかに、暗灰色や赤褐色のスコリアが含まれる0

スコリアの最大径は1．6mm程度と比較的粗粒である。とくに褐色のスコリアは細長い形状をもち特

徴的である。発泡の程度は比較的よい。

上土第6テフラ（Ag－6）：暗灰、褐灰色、赤褐色のスコリアが含まれる。スコリアの最大径は1・1mmで、

全体として円みを帯びた特徴をもつ。発泡の程度はあまりよくない。

上土第7テフラ（Ag－7）：暗灰色、褐灰色、赤褐色のスコリアが含まれる。スコリアの最大径は1・0mm

で、全体として円みを帯びた特徴をもつ。発泡の程度はあまりよくない。Ag－6によく似た特徴をも

つ。

上土第8テフラ（Ag－8）：光沢のある暗褐色、暗灰色、赤褐色、灰色のスコリアが認められる。スコリア

の最大径は1．1mmで、発泡の程度はあまりよくない。

上土第9テフラ（Ag－10）：火山ガラスを多く含む。火山ガラスは透明で、繊維束状に発泡した軽石型、あ

るいは分厚い中間型ガラスで特徴づけられる。重鉱物としては黒雲母が認められる。

4．屈折率測定
（1）測定試料と測定方法

発揮調査の際に異なるテフラか否か不明であった1区排水溝試料番号1と2の火山灰層（Ag－9）につい

ては、屈折率測定を行って両者の比較検討を行うことになった。測定方法は新井（1972）の位相差法に

よる。
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（2）測定結果

屈折率の測定結果を表2に示す。試料番号1と2のテフラに含まれる火山ガラスの屈折率（n）は、

各々1．495－1．497（mode：1．496）と1．496－1・498であった0下位にある試料番号2の方が1よりも粗粒

で黒雲母が多く含まれる傾向にあるが、明瞭に両者を識別できる結果は得られなかった0このことから、

屈折率測定のレベルにおいて両者は同一のテフラの可能性が考えられる0

火山ガラスの特徴や屈折率さらに黒雲母が含まれていることから、このAg－9は838年に神津島天上山

から噴出した神津島天上山テフラ（Iz－Kt，町田・新井，1992）、または886年に伊豆新島向山から噴出

した伊豆新島向山テフラ（Iz－Nm，町田・新井，1992）に同定される可能性が考えられるoIz－KtとIz－

Nmの火山ガラスの屈折率をみると、mOdeにおいて同一値（1．495－1．496）を持っているものの、range

では前者が1．494－1．497、後者が1．490－1．497と記載されている（町田・新井，1992）0これらの値をみ

ると、上土遺跡で検出されたAg－9は前者の可能性がより大きいと考えられるのかも知れない0これらの

点については、EPMAによる火山ガラスの主成分分析や放射化分析などにより、さらに詳細な検討を行

う必要がある。

5．考察
上土遺跡における地質調査とテフラ検出分析さらに屈折率測定の結果、下位よりAg－1～Ag－9の9層

のテフラが検出された。これらのうち、Ag－1は2，800～2，900年前のKg、Ag－2は2，500～2，800年前の

F－Osに同定された。またAg－9は838年のIz－Ktに同定される可能性が考えられた0発掘調査の成果から

は、Ag－7の噴出年代は弥生時代中期ころ、Ag－8の噴出年代は弥生時代後期ころと推定されている0

発掘調査によりAg－7の直下で16層上面、またAg－8の直下で15－2層中位で検出された2層準の水田

遺構は、すでに噴出年代が明らかにされている大沢スコリアより上位にあることから約2，800年前より

新しい。またIz－Ktらしいテフラより下位にあることから、838年よりも古いと思われる。これらの資料

は、発掘調査によって得られている15層の堆積年代、つまり同層が弥生時代中期～後期に堆積したこと

をも裏付けている。また条里制の区画に相当すると考えられている大畦畔の上位には、Iz－Ktらしいテフ

ラが認められたことから、本遺跡付近における条里制の区画は838年以前に構築された可能性が示唆さ

れる。この大畦畔は、Iz－Ktらしいテフラの降灰後も継続して利用されていることから、838年以降も機

能していたと推定される。

なお発掘調査の段階で16層と認定されている1区Tll地点I185グリッドの土層中位に認められたテフ

ラ層は、他の同層準で認められるAg－5ではなくAg－6に同定される可能性が非常に大きい0したがって

本地点ゐ16層は15－2－3層および15－2－2層に相当している可能性が指摘される〇

一方今回の調査では、池ケ谷遺跡において、光沢のある褐色や、黒色のスコリアで特徴づけられる

「弥生時代中期後葉の火山灰（パリノ・サーヴェイ株式会社，1991）」は検出されなかった0層位から

15層付近にその降灰層準があるものと推定されるが、今後他のよりこの層準の堆積状況がよい地点にお

いて、この土層付近を詳細に観察分析する必要がある。

6．小結
上土遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、さらに屈折率測定を行った0その結果、下位より

Ag－1～Ag－9（いずれも仮称）の9層もの降下テフラ層を検出することができた0これらのうちAg－1は

天城カワゴ平テフラ（Kg，2，800～2，900年前）に、Ag－2は富士大沢スコリア（F－Os，2，500～2，800年

前）に同定された。またAg－9については、神津島天上山テフラ（Iz－Kt，838年）に同定される可能性が

大きいと考えられた。さらに従来大沢類似スコリアと呼ばれてきたスコリアが2層（上土遺跡ではAg－3
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とAg－4）あるらしいこともわかった。

今回の調査により従来知られているテフラよりもさらに多くのテフラが静岡市や清水市周辺に分布し

ていることが明らかになった。静岡県域における編年研究のさらなる進展のために、テフラに関する詳

細な調査が継続され、テフラの層序や噴出（堆積）年代に関する資料の蓄積が行われる必要がある。
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表1テフラ検出分析結果

地点　　　試料　　　　　スコリア　　　　　　　　　　　軽石　　　　　　火山ガラス　　　その他

量　最大径　発泡　色調　　　　量　　色調　　最大径　量　　色調　形態
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1区T2地点　芸：：：∴二＋：：：：：告認鵠昔語崇
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pm＞md　黒雲母含む

pm＞md　黒雲母含む

DB，DG，RB，G

DB，DG，RB，G

DG，BG，蛸

丑，DG，RB

B，DG

B，DG

G，DG，RB　　　＋　　　自　　1．1

G，DG，RB　　　＋　　　自　　1．O

G，DG，RB　　　＋　　　自　　1．0

＋＋＋　自　　　2．0
，，－－－．．－一細－－－一一一，－一一車－－－－－－－－一一一一－一一一一一一一一－－－－－一一一－－－‥－－一一一一－，一一一－一一一一－一一一一－一一，－－一一一，．－－－－－一一－－一一一一．－．－－，●一一－．－，－●－．－

2区T8地点　　1　＋＋＋1・0　やや悪　DG，BG，RB
2　　　＋＋＋　1．1　やや悪　DG，BG，RB

．．－，－．．．日．．，－－－一一－，－－－－－－－－－－－－一一一一一一－－－－－－－－－－－一一一－－，－－－－－－－－－－－一一‥－－，－－－－－－一一一一一－一一一－，－T－一，．一一－－－－一一－一一．－－－－～－－－．－，細－

2区T9地点　　1　十十＋1・2　やや悪　DG，BG，RB
2　　　＋＋＋　1．1　やや惑　DG，BG，RB

1区Tl。地点

3区T12地点　　1

．
In

n

 

B

B
　
　
，
　
　
　
R

n
n
 
G

，
　
B
 
G
 
G

，
　
，
　
D
 
D

B
G
 
p
G
勘
も
一

悪

燕

二

恩

や

や

や

悪

一

や

や

や

5
　
1
　
7
　
0

臣
．
L
 
n
い
　
L
一

十
　
＋
　
＋

＋
　
十
　
十

＋
　
＋
　
＋
　
＋
一

＋　　　自　　　0．7

＋＋＋　自　　　1．8

＋＋＋　透明　pm＞md　黒雲母含む

3区T13地点
一

一

一

一

一

一

一

一

7

2

0
2

一

一

一

自

白＋＋

一

一

一

＋

　

＋

■

＝

H

U

 

B

R

 

R

 

n

n

l

，

　

l

 

R

G

 

G

u

p

　

■

日

月

　

G

 

G

，
　
　
l
 
D
 
D

D
G
 
D
G
勘
勘
一

恵
蒸
二
恩

や

や

や

悪

一

や

や

や

0
　
1
　
0
0
　
2

L
 
L
∵
仇
∵
L
一

＋
　
＋
　
＋
　
＋

＋
　
＋
　
＋
　
＋

＋
　
＋
　
十
　
十
一

l

　

1

　

2

　

3

　

4

＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多い，＋＋：中程度，＋：少ない，一：認められない．最大径の単位は，mm・B‥黒色，DB：暗褐色，

DG：暗灰色，BG：褐灰色，G：灰色，B：褐色，RB：赤褐色．bw：バブル型ガラス，md‥中間型ガラス，pm‥軽石型ガラス・

表2　屈折率分析結果

地点　　　　試料　　　火山ガラスの屈折率（n）

1区排水溝　1　1．495－1．497（mode：1．496）

1区排水溝　　2　　1．496－1．498

測定は位相差法（新井，1972）による。
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図1Tl地点
1区南トレンチ南壁
（H184グリッド）

－　遺構確認面

1　Ag－9

図5　T5地点
1区西トレンチ西壁
（H183グリッド）

－　遺構確認面

15－2－2層
l Ag－7

2　A旦ゴ

図8　T8地点
2区西トレンチ東壁
（H172グリッド）

cm

遺構確認面
13層
14層

＝　15－1層
15－2－1層

Ag－715－2－2層
A百二1

16層

図10　Tl。，Tll地点
1区南トレンチ南壁
（Il85グリッド）

層11

9
　
9浩

二
1　2

図2　T2地点
1区中央トレンチ北壁

0185グリッド）

享■
■
■

図6　T6地点
2区北トレンチ北壁
（K178グリッド）

3層

4－1層

4－2層

5層

6層

1　7層
8層

5－浣Ag－9
＝　11層

図3　T3地点
1区南トレンチ南壁
（H186グリッド）

遺構確認面
13層
14層

＝15－1層

一畦畔A詐2層
－　Ag－6

畔　16層

図9　T9地点
2区西トレンチ西壁
（G172グリッド）

－　遺構確認面

5層

7～9層

Ag－9－10層
11層
条里区画大畦畔

12層

図4　T4地点
1区中央部西トレンチ東壁
（I183グリッド）

ー　遺構確認面

13層

－　14層
＝15－1層

l Ag－815－2－1層
2　＝15－2－1－2層

3　A旦ゴ15－2－2層

4　Ag－516層

5　A邑ゴ17層

6Ag－318層

7　Ag－2

8　Ad19層

20層

図7　T7地点
2区北トレンチ北壁
0176グリッド）

13層

14層
15－1層
15－2層
15－2－2層

15－2－3層　　凡例

1′蘭1帽　口　粗拉火山灰

［∃ 細粒火山灰

2前　　　巨］礫

18層　　田　砂

昌呂19層　［ヨ　シルト
20層　［≡］粘土

17層

図12　T13地点
3区南トレンチ南壁
（F167グリッド）

図11T12地点
3区南トレンチ南壁

（E165グリッド）

図1～12　土層柱状図（数字はテフラ分析の試料番号）
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Ⅱ．上土遺跡のプラント・オパール分析

1．はじめに
植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸（SiO2）が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が枯

死した後も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は植物

によりそれぞれ固有の形態的特徴を持っていることから、これを土壌中より検出してその組成や量を明

らかにすることで過去の植生環境の復原に役立てることができる。プラント・オパール（植物珪酸体）

分析と呼ばれるこの方法は、とくにイネのプラント・オ／トルの消長を検討することによって、埋蔵水

田跡の確認や探査において極めて有効であり、これまでに多くの実績をあげている。

上土遺跡では、発掘調査において複数の層準に稲作跡の可能性が推定され、そのうちの数層で水田遺

構が検出された。ここでは、プラント・オ／幸一ル分析を用いて、検出された水田遺構における稲作の検

証ならびにその分布、また、その他の層準における稲作跡の探査を試みた。

2．試料
調査地点および試料は、以下のとおりである。

（1）1区

本調査区では、試掘調査でのA地点（調査区北東隅）とB地点（同北西隅）、本調査のC地点（南ト

レンチ中央部南壁）、D－1・D－2地点（いずれもNo．1断面）、E地点（No．2断面）、F－1～F－6地

点（南北中央トレンチ土層帯東壁）、G地点（南トレンチ東側南壁）、I地点（西壁北側）、J－1地点（東

壁北側）、J－2地点（東壁南側）、K地点・L地点・M地点・N地点（いずれも東西中央トレンチ北壁）、

0地点・P地点・Q地点（いずれも北壁）、R地点（西壁南側）、E22地点・W6地点・WlO地点・W13

地点（いずれも南トレンチ南壁）、E27N5地点（調査区南東部）、N5地点・NlO地点・N15地点（いず

れも南北中央トレンチ東壁）の計31地点において調査を行った。

試料は、A地点とB地点では現表土の下層から地下3．0mまでの層準について、各層ごとに採取され

た。C地点、D－1地点、F－1地点については13層より上層について、F－2～F－6地点について

は5層を中心に、D－2地点、E地点、0地点、P地点、Q地点、R地点、E27N5地点、E22地点、N5

地点、NlO地点、N15地点、W6地点、WlO地点、W13地点については12層について、G地点、I地

点、J－1地点、J－2地点、K地点、L地点、M地点、N地点については13層より下層について採取さ

れた。

図1に試料採取地点を、図2には各地点の土層断面図と分析試料の採取箇所を示した。

（2）2区

本調査区では、A地点（北トレンチ西隅北壁）、B地点（南トレンチ東側南壁）、C地点（12層大畦断

面、12層田面）、D地点（北トレンチ西側南壁）、E地点（西トレンチ南側東壁）の5地点において調査

を行った。

試料は、A地点とB地点については13層以上の層準について、C地点では12層について、D地点と

E地点では13層より下層について採取された。

図3に試料採取地点を、図4には各地点の土層断面図と分析試料の採取箇所を示した。

（3）3区

本調査区では、A－1地点（南トレンチ東側南壁）、B地点（北トレンチ西側北壁）、C地点（B地点の
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西側）、D地点（A－1地点の北側）の4地点におい調査を行った。

試料は、A－1地点とB地点については13層以上の層準について、C地点とD地点では13層より下

層について採取された。

図5に試料採取地点を、図6には各地点の土層断面図と分析試料の採取箇所を示した。

3．分析法
プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）」をもとに、次

の手順で行った。

1）試料土の絶乾（105℃・24時間）、仮比重測定

2）試料土約1gを秤量、ガラスビーズ添加（直径約40′⊥m，約0．02g）

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量

3）電気炉灰化法による脱有機物処理

4）超音波による分散（300W・42KHz・10分間）

5）沈底法による微粒子（20〝m以下）除去、乾燥

6）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成

7）検鏡・計数

検鏡は、おもに機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール（以下、プラント・オパールと略す）

を同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。なお、稲作跡の探査が主目的であるため、同定お

よび定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含まれる）、キビ族（ヒ工な

どが含まれる）の主要な5分類群に限定した。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。

これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料1g中のプラント・オ／幸一ル個数（試料1gあたりのガラスビーズ個数に、

計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める）に換算して示した。また、

この値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重，単位：10－5g）を

乗じて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出し図示した。換算係数は、イネは赤米、ヨシ

属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2．94（種実重は1．03）、6．31、0．48

である（杉山・藤原，19871。

4．各調査区における稲作跡の可能性
プラント・オパール分析の結果を表1に示す。一また、イネの検出状況をダイアグラムにして図7に、

各植物の推定生産量と変遷について図8に示した。巻末に主な分類群の顕微鏡写真を示した。

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、通常、イネのプラント・オパールが試料1gあたりおよそ

3，000個以上と高い密度で検出された場合に1そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。

また、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入した危険

性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。

以下では、上記判断基準をもとに稲作跡の可能性について検討を行った結果を各調査区ごとに述べる。

（1）試掘調査

試掘調査において分析を行ったのは、1区のA地点とB地点である。

A地点では、5－2層～21層について分析を行った。その結果、5－3層、覆土①、D層、15－1層、16層

よりイネのプラント・オパールが検出された。このうち、15－1層ではプラント・オパール密度が3，500

個／gと高い値であり、明瞭などークが認められる。したがって、同層において稲作が行われていた可能
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性が高いと考えられる。5－3層では密度が3，000個／g弱と比較的高い値である。また、直上の5－2層から

はイネのプラント・オ／トルがまったく検出されていないことから、上層から後代のプラント・オ／ト

ルが混入した危険性は考えにくい。したがって、同層においても稲作が行われていた可能性が考えられ

る。D層、15＿2層、16層については、密度が1，000個／g未満と低い値であることから、稲作が行われて

いた可能性は考えられるものの、他所からの混入の危険性も否定できない。

B地点では、2層～18層について分析を行った。その結果、2層、5層、10層、12層、14層、15a層、

15b層、16層の各層においてイネのプラント・オ′幸一ルが検出された0このうち、15b層では密度が

2，600個／gと比較的高い値であり、ピークが認められる0したがって、同層において稲作が行われてい

た可能性が考えられる。これ以外の2層、5層、10層、12層、14層、15a層、16層については、密度が

低いことから、稲作が行われていた可能性は考えられるものの、他所からの混入の危険性も否定できない0

（2）本調査

本調査の各区については、稲作の可能性を3段階に区分して表2に示した。

1）1区

当調査区では、合計29地点において試料が採取された。分析の結果、稲作跡の可能性が考えられる

のは、5■2層、5－3層、5－4層、6層、12層、12，層、15－2層の各層である。このうち、12層について

は一部で水田遺構が検出されていたことから、同遺構の分布を把握するために計16地点で試料を採取

し、分析を行った。その結果、N5地点とF－3地点を除く各地点からイネのプラント・オ／トルが検

出された。このうち、調査区の北側に位置する0地点、P地点、Q地点およびF－1地点については、

いずれもプラント・オパール密度が1，000個／g未満と低い値である。このことから、12層においては

調査区の南側の範囲で稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

2）2区

当調査区では、2層～20層について計5地点において試料が採取された。このうち、C地点につい

ては12層水田遺構の大畦畔とその南西隣の水田面において試料が採取された。分析の結果、2層、3

層、5＿2●1層、5－2－2層、6層、11層、12層、15－1層、15－2層、16層の各層において稲作が行われて

いた可能性が考えられる。このうち、5－2－2層、12層、15－2層についてはプラント・オパール密度が

いずれも高い値であることから、その可能性が高いと考えられる。

C地点では、12層内を上位より5cm単位で細かく採取し、分析を行った0その結果、大畦畔の一点

を除く各試料からイネのプラント・オパールが検出された0このことから、12層では同層の堆積時か

ら稲作が行われていた可能性が考えられる。なお、大畦畔においてもイネのプラント・オルールが検

出されていることから、畦畔の構築に水田土壌が利用されていたか、稲藁が補強材として使用されて

いた可能性が考えられる。

3）3区

当調査区では、1層～22層について計4地点において試料が採取された。分析の結果、1層、ト2

層、2層、5－1層、5－2－1層、5－2－2層、7～11層下部、15－1層、15－2－1層、15－2－2層、15－2－3層にお

いて稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、5－1層、7～11層下部、15－2－2層について

はプラント・オパール密度が3，000個／g以上と高い値であることから、これら各層ではその可能性が

高いと考えられる。

なお、1区での12層水田遺構の推定範囲におけるイネのプラント・オパール密度の平均値はおよそ

1，700個／gと低い値である0また、その他の地区の水田跡と考えられる層でもプラント・オパール密

度は比較的低い値である。その原因としては、①稲作が行われていた期間が短かったこと、②土層の

堆積速度が速かったこと、③稲藁の大部分が水田外に持ち出されていたこと、④稲の生産性が低かっ
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たこと、などが考えられるが、ここでの原因は不明である。

5．まとめ
上土遺跡においてプラント・オパール分析を行い、稲作の検証ならびに探査を試みた。その結果、水

田遺構が検出されていた12層ではいずれの調査区からもイネのプラント・オパールが高い密度で検出さ

れた。したがって、同遺構で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、1区では同遺構は

調査区の南側に広がっていたことが推定された。12層以外では、1区の5－2層、5－3層、5－4層、6層、

12層、12，層、15－2層、2区の2層、3層、5－2－1層、5－2－2層、6層、11層、12層、15－1層、15－2層、

16層、3区の1層、ト2層、2層、5－1層、5－2－1層、5－2－2層、7～11層下部、15－1層、15－2－1層、15－

2－2層、15－2－3層において稲作が行われていた可能性が推定された。とくに、2区の5－2－2層、15－2層

と3区の5－1層、7～11層の下部、15－2－2層においてはその可能性が高いと判断された。
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プラント・オパール分析結果
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N5地点

圭…：圭芸　圭圭313　圭：33　　3　3：33　　3　3・233　　3　　3

NlO地点
12－14　123　12　　1．00　　　　　0　　0．00　　2，400　　　　　0　　　　　0　　　　　0
12－15　135　　9　　1．00　　　700　　0．70　　2，200　　　　　0　　　　　0　　　　　0
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表2　各層位におけるイネのプラント・オパール密度と稲作の可能性

F－1地点　　　　　F－2地点　　　　　F－3地点　　　　　F－4地点
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5－3　　　△

5－4　　　△

×

　

△

　

×

　

×

　

×

2
　
　
　
3
　
　
　
4

■

　

－

　

一

5

　

5

　

5

　

②

　

1

2

性能可

点
　
位

地
　
層

I

性能可

×

　

×

　

△

　

×

　

×

　

×

1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
2

1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
1

4
　
　
5
　
　
5
　
　
　
6
　
　
7
　
　
7

1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1

5－3　　△

5－4　　　△

△

　

△

　

△

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

△

2
　
　
3
　
　
　
4

輸

　

　

車

　

　

－

5

　

5

　

5

　

7

　

8

　

9

　

1

0

　

1

1

　

1

2

F－5地点　　　　　　F－6地点　　　　　　G地点

層位　　可能性　　　　層位　　可能性　　　　層位

△

　

×

　

×

　

△

1
　
　
　
2
　
　
　
3

－

　

　

　

■

　

　

　

－

4

　

5

　

5

　

5

性能可点

暦
　
地

21

性能可

点
　
位

地
　
層

N

性能可

点
　
位

地
　
層

M

△
△
△
△
△
○
×
△
△
△
○
△

5

N

7
2
0
5
ハ
U
3

。
P
Q
R
m
曇
梢
N
I
N
l
鵬
W
I
W
l

5－3　　　△

5－4　　　△

△

点
　
位

地
　
層

E

性能可

点
　
位

地
　
層

D

性能可

点
　
位

区

用

層

l

12’△

　

X

 

X

　

×

　

×

　

△

5

　

①

　

②

　

③

　

④

　

1

2

J－2地点　　　　　　K地点　　　　　　　　L地点

層位　　可能性　　　居位　　可能性　　　　官位　　可能性

15－2　　△　　　　　　15－2　　△　　　　　　15－2　　△　　　　　15－2　　△

16　　　　　×

17　　　　　×

性能可

点
　
位

地
　
層

E

性能可

点
　
位

地
．
層

D

×

　

×

　

○

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

　

×

1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
2

■

　

　

　

－

　

　

　

　

・

　

　

l

 

l

×

　

△

　

△

　

△

　

×

　

×

1
　
　
　
2

【

　

　

　

一

4

　

　

5

　

　

5

　

　

亡

U

　

　

7

　

　

0

0

1

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

1

＜記号説明＞

○印　‥・3，000個／g以上（稲作の可能性大）

△印　‥・3．000個／g未満（稲作の可能性有）

×印　‥・検出されず
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SAT－1区　C地点

図2－1土層断面図と分析試料の採取箇所
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SDl1205（奈良時代条里溝）
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図2－2　土層断面図と分析試料の採取箇所
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姐

図2－3　土層断面図と分析試料の採取箇所
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SAT－3区　A地点

SAT－3区　C地点

l

SAT－3区　B地点

SAT－3区　D地点

図6　土層断面図と分析試料の採取箇所
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図7－2　イネのプラント・オパールの検出状況
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図8－1おもな植物の推定生産量と変遷
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図8－3　おもな植物の推定生産量と変遷
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図8－4　おもな植物の推定生産量と変遷

上土遺跡から検出されたプラント・オパールの顕微鏡写真

※倍率はすべて400倍

No．　　　　分　　類　　群 区　　　　地点　　　試料名

1　　　　　イネ

2　　　　　イネ

3　　　　　ヨシ属

4　　　　　タケ亜科

1

1

1

1

5　　　　　ウシクサ族（ススキ属など）1

6　　　　　イネ科の茎部起源　　　　　1

B　　　　　　15b

A　　　　　　　5

B　　　　　　14

B　　　　　　15b

B　　　　　　14

A　　　　　　16
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Ⅲ．上土遺跡の寄生虫卵分析

1．はじめに

寄生虫卵分析では、便所遺構の検出や食生活の復原のみならず、農耕における施肥の技術などの検証

も課題となる。また寄生虫の種類によっては寄生する動物の特定ができ、家畜の存在を検証することも

可能である。なお、土壌生成作用で著しく分解された堆積土では、寄生虫卵は残存していない場合がある0

ここでは、集落域の確認および施肥の検証を目的に寄生虫卵分析を行った。

2．試料
試料は、3区南壁E－165グリッド（T12地点）の3－1層（暗灰色粘土，試料1）、5層（灰色粘土，試料

2）、7層（黒褐色泥炭，試料3）、10層（暗褐色泥炭，試料4）、11層（暗灰色泥炭，試料5）、3区F－167

グリッド（T13地点）の14層（黒褐色泥炭，試料6）、15－1層（暗褐色泥炭，試料7）、15－2層（黒褐色

泥炭，試料8）、15－2－2層（黒泥，試料9）、15－2－3層（黒褐色泥炭，試料10）、16層（暗褐色泥炭，試料

11）、17層（黒褐色泥炭，試料12）、18－1層（黒褐色泥炭，試料13）、18－2層（黒褐色泥炭，試料14）、

19層（褐色泥炭，試料15）、20層（黒色泥炭，試料16）の計16点である。

3．方法
分析は、微化石分析法を基本に下記のように行った。

1）サンプルをそれぞれ1cm3ずつ採量する。

2）DW（脱イオン水）を加え揖拝する。

3）節別により大きな砂粒や木片等を除去し、沈澱法を施す。

4）25％フツ化水素酸を加え30分静置。（2・3度混和）

5）水洗後サンプルを2分する。

6）片方にアセトリシス処理を施す。

7）両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8）検鏡・計数し密度を算出する。

4．結果と所見
分析の結果、寄生虫卵はいずれの試料からも検出されなかった。試料が採取された層はいずれも泥炭

質であることから、分解や堆積速度が速いとは考えにくい。また、顕微鏡観察においては花粉などの植

物遺体が良好に残っている（写真参照）ことなどから、寄生虫卵のみが分解作用を受けたとは考えられ

ない。したがって、寄生虫卵は従来から含まれていないか極めて密度が低いとみなされる。

以上のことから、本調査地点については、各層とも人工の密集する集落のような生活域ではなかった

ものと推定される。また、各層とも人糞施肥が行われていた形跡は認められなかった。
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はじめに

上土遺跡（静岡市加藤島所在）が位置する静岡平野は、北部を賎機丘陵・麻機丘陵・沼上丘陵により

区切られ、南部が駿河湾に接する沖積平野である。平野内部には谷津山・八幡山・有東山・有度丘陵と

いった独立丘陵が分布する。また、平野内には安倍川・巴川・長尾川などの河川が流れる。静岡平野は、

安倍川の現河道に沿って礫層が分布し、この礫層が賎機丘陵の南端を頂点とする扇状地的な地形を形成

するとされている（土，1976）。本遺跡は、静岡平野の北部（城北平野；加藤，1993）の中でも最も標

高の低い場所（現標高約6m）にあり、浅畑沼の南側に位置する。

これまでの発掘調査の結果、本遺跡では、縄文時代晩期以降に堆積した厚い粘土・シルト層や泥炭層

が確認され、弥生時代以降の水田層が検出された。また、縄文時代晩期以前の旧河道、中世の旧河道、

旧安東川なども確認され、城北平野において浅畑沼の拡大・縮小や河川の氾濫は、本地域で生活してい

た人々に多大な影響を与えていたことが明らかにされつつある（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究

所，1993）。したがって、浅畑沼の南側に位置する本遺跡の古環境変遷を明らかにすることは、この土

地を当時利用していた人々の生活環境を考える上で重要な意義を持つ。

今回は本遺跡周辺の古環境や稲作の様態などの検討を調査課題として、テフラ分析・珪藻分析・花粉

分析・種実遺体同定・土壌化学分析を実施した。

工．調査区内部の層序

1．遺跡内部の基本層序

下位から22層～1層に分層される。22層・21層は灰色粘土～シルトである。本層の上限は標高約3・5

～3m付近であるが、遺跡東側に向かい傾斜する。なお、21層は場所により砂礫あるいは黒色粘土が混

じる。20層は黒色泥炭質粘土～シルトである。本層には、白色の軽石質テフラが点在する。19層～14

層は、黒色～黒褐色泥炭である。この内、19層および17層でスコリア質テフラが点在する013層は、

灰色粘土～シルトであり、水平ラミナが形成されている。12層は褐灰色粘土～シルトで、下部が乱れ

る。11層は黄褐色泥炭混じり粘土～シルト、10層～7層は黒色～オリーブ褐色泥炭である。この内、

10層および9層で白色火山ガラス質テフラが点在する。6層は灰色粘土～シルトで、腐植がラミナ状に

入る。5層は、灰色～灰褐色シルト～粘土である。3層・4層は褐色腐植混じり泥炭である。2層は灰色

砂質シルト、1層は灰色～灰褐色を呈する砂～シルトである。この上位が盛土となる（図2）0

2．テフラ分析

静岡県など東海地域における完新世堆積物中のテフラの産状は、関東地方などに比べると記載例が少

ない。しかし、最近は静岡・清水平野の低地に位置する遺跡の発掘調査などが増加することで、新たに

指標テフラが確認され、静清平野の沖積層の層序対比の鍵層となっている。これらの指標テフラは、下

位よりカワゴ平軽石（Kg）、富士一大沢スコリア（F－Os）、押切石川火山灰（OsI）、弥生期火山灰群（加

藤，1993）、最上位に伊豆神津島天上山テフラ（Iz－Kt）と呼ばれている。この内、弥生期火山灰群につ

いては、噴出年代・給源地や対比などに不明な部分が多い。これは、これらのテフラの検出例が少な

いことによる。しかし、弥生期火山灰群と呼ばれるテフラの中でも、池ケ谷遺跡のFⅢ層で検出された

テフラ（Ik＿2）や瀬名遺跡9区で検出されたテフラは、弥生時代中期の遺構を被覆する堆積物中に認め

られることから、静岡平野において非常に重要な鍵層となる。そこで、本遺跡では、土層断面中に点在

するテフラの種類を確認すること、および弥生時代中期テフラ群の検出とその層位関係について検討す

ることを試みた。
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（1）試料

1区B－2地点の10層・9層で検出された2種類のテフラと、3区A地点の14層～20層から連続的

に採取した24点の中より選択した11点（図1）の合計13点である。

（2）分析方法

試料は、小型超音波洗浄装置により分散し、適宜上澄みを流して泥分を除去する。残った砂分を実体

顕微鏡下で観察し、テフラの指標となる軽石・スコリア・火山ガラスの産状とそれらの特徴を調べる。

（3）結果

＜1区Br2地点＞

・9層のテフラ

処理後の試料中には火山ガラスが微量認められるのみであるため、降下堆積したテフラ層ではない

可能性がある。火山ガラスの特徴は、下記の10層のテフラと同様であるから、10層のテフラの2次

堆積物かもしれない。

・10層のテフラ

ほとんど細粒の火山ガラスからなる火山ガラス質テフラ。火山ガラスは、無色透明でスポンジ状に

細かく発泡した軽石型と気泡の伸びた繊維束状の軽石型および気泡の少ない破砕片状の中間型が混在

する。また、黒雲母の細片も微量認められる。ここでは、このテフラをA（上土の意）－1とする。

＜3区A地点＞

11点の試料のうち、テフラが検出されたのは、試料番号5・7・11・15・20・22の6点である。他の

試料については、砂分中に軽石・スコリア・火山ガラスのいずれも全く認められなかった。以下にテフ

ラの認められた試料についてその特徴を記載する。

・試料番号5

スコリアが少量しか認められず、そのスコリアの特徴も下記の試料番号7と同様であるため、試料

番号7のテフラの拡散したものである可能性がある。

・試料番号7

試料中にはスコリアが中量含まれる。スコリアは、最大径約0．7mm、粒径の淘汰は良好である。黒

～灰黒色を呈し、発泡のやや不良なスコリアと褐色で発泡のやや不良なスコリアが混在し、少量の赤

色で発泡の不良なスコリアも含まれる。前述のように下位の16層の試料番号9にはスコリアが全く認

められないことから、本試料採取層準である15－2－3層中にこのスコリアの由来するテフラの降灰層準

があると考えられる。このテフラをA－2とする。

・試料番号11

試料中にはスコリアが少量含まれる。スコリアは、最大径約0．5mm、褐色を呈し発泡のやや不良な

ものと黒～灰黒色で発泡の不良なものが混在する。褐色のスコリアは、気泡の長く伸びたものも認め

られ、この点で上記の試料番号7のスコリアと区別できる。スコリアが少量であるため、このスコリ

アの由来するテフラの降灰層準を詳細に推定することはできないが、上位と下位の試料に全くスコリ

アが含まれていないことから、17層上部付近に降灰層準があるとしてよい。このテフラをA－3とする。

・試料番号15

試料中にはスコリアが多量に含まれる。スコリアは、最大径約1．0mm、粒径の淘汰は良好である。

黒色で発泡のやや不良なスコリアと褐色で発泡のやや良好なスコリアが混在する。土層断面中でもブ

ロックとして認められることおよびスコリアの産状から、本試料採取層準がこのスコリアの由来する

テフラの降灰層準であると考えられる。このテフラをA－4とする。
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・試料番号20

試料中にはスコリアが多量に含まれる。スコリアは、最大径約1．0mm、粒径の淘汰は良好である。

灰黒色～灰色で発泡の良好～やや良好なスコリアが多く、これに灰褐色で発泡のやや良好なスコリア

が混在する。他に微量の赤色で発泡の不良なスコリアも混在する。土層断面中でもブロックとして認

められることおよびスコリアの産状から、本試料採取層準がこのスコリアの由来するテフラの降灰層

準であると考えられる。このテフラをA－5とする。

・試料番号22

試料中には多量の軽石と少量の火山ガラスが含まれる。軽石は最大径約1．8mm、白色を呈し発泡は

良好である。中には角閃石の斑晶を包有するものも認められる。火山ガラスは、細砂～極細砂径で無

色透明、スポンジ状および繊維束状の軽石型と中間型が混在する。土層断面中でもブロックとして認

められることおよび軽石の産状から、本試料採取層準がこの軽石や火山ガラスの由来するテフラの降

灰層準であると考えられる。このテフラをA－6とする。

（3）テフラの対比

各テフラの記載と層位関係および当社においてこれまでの静清平野の調査により得られたテフラ試料

との比較から、A－1、A－5、A－6については、それぞれIz－Kt、F－Os、Kgに対比される。A－2については、

当社調査時に採取された池ケ谷遺跡の弥生期火山灰（Ik－2）の試料とスコリアの特徴が類似し、また層

位的にも適当なため、Ik－2に対比される可能性が高い。同様にA－4についてもスコリアの特徴および他

のテフラとの層位関係から、OsIに対比される。　一方、A－3は、池ケ谷遺跡のOsIとはスコリアの特徴

から区別されるため、池ケ谷遺跡のテフラに対比されるものはない。一方、本遺跡に隣接する川合八反

田遺跡では、F－Osの上位に弥生期火山灰群と考えられるテフラが2枚確認されている。これら2枚のう

ち下位のテフラのスコリアの特徴がA－3と同様であることから、これらは対比される可能性がある。以

上のテフラの対比関係をまとめると表1のように示すことができる。なお、表中における上下関係は層

序関係を示す。ただし、川合遺跡八反田地区の火山灰1とIk－2およびA－2との層序関係はまだ確認され

ていない。

表1　テフラの対比

指標テフラ　　　池ケ谷遺跡　川合遺跡　本遺跡

Iz－Kt

弥生期火山灰群

（加藤，1993）八反田地区

I k－1　　火山灰O A－1

火山灰1

弥生期火山灰群　　　I k－2

弥生期火山灰群　　　　　　　　　火山灰2

I k－3　　　火山灰2’
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I k－5　　　火山灰4
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A 図1－2　テフラ分析位置
3．堆積物の年代観

発掘調査の結果、15層で弥生時代～古墳時代初頭の水田、12層下面および上面で平安時代の条里型

水田、5－2層で中世（鎌倉時代）の水田、3層上面で中世以降の水田がそれぞれ検出されている。

最下部の22層・21層は、その上位にKgおよびF－Osを挟む泥炭層がみられることから、池ケ谷遺跡

のGⅢ層に相当する可能性がある。GⅢ層が堆積した年代は、約3，800年前の放射性炭素年代値が得ら
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れている（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所，1993）。また、池ケ谷遺跡・川合遺跡・同遺跡八反

田地区などの発掘調査例からみて、古墳時代中期～後期の頃に、安倍川や長尾川などから砂礫が供給さ

れており、城北平野一帯に洪水性堆積物が堆積していることが明らかにされている。本遺跡の場合、13

層がこれに相当すると考えられる。

以上の結果から、22層・21層が縄文時代後期、20層～19層が縄文時代晩期まで、18層～14層が弥

生時代～古墳時代初頭、13層が古墳時代中期～後期、12層～7層が奈良・平安時代、6層・5層が中世、

3層以浅が中・近世以降と考えられる。

Ⅱ．遺跡周辺の古環境

1．試料

本遺跡では、1区～3区が設定されており、それぞれの調査区で試料を採取した0以下に各調査区ご

とに試料について述べる。図2・3に珪藻分析・花粉分析・土壌化学分析の分析層位を示す0種実遺体同

定試料は、発掘調査時に採取された1区B地点5層（I－183，J－183）と3層上位の3試料（単体試料）、

および1区B地点4層・5層・10層・12層・15－a層・15－b層から採取した土壌試料6試料（土壌水洗

選別試料）、合計9試料である。土壌化学分析は、各調査区で検出された水田層とその上下層中心に分析

した。

（1）1区

調査区北東側の基本土層でA地点を、調査区北西側の基本土層でB地点（B－1地点・B－2地点）

を、調査区南壁の基本土層でC地点を、中世の旧河道でD地点・E地点（E－1地点・E－2地点）・F

地点（F－1地点・F－2地点）を、縄文時代後期の旧河道でS地点を設けた。

A地点では、2層～21層を対象に試料を採取した。B－1地点では、1層～6層および13層下部～21

層を対象に試料を採取した。B－2地点では、5層～16層を対象に試料を採取したo C地点では、2層

～13層を対象に試料を採取した。D地点では、13層・12層および河道理積物を対象に試料を採取したo

E地点では、河道理積物を中心に試料を採取した。F地点では、河道理積物を中心に試料を採取した0

本河道は、下部より灰色シルト（①層）、灰褐色砂混じりシルト層、灰色シルト（①層）、灰白色粘土～

シルト（5＿4層）、灰白色シルト～粘土（5－3層）により哩積される。S地点では、河道理積物および21

層～17層を対象として試料を採取した。本河道は、下部より暗褐色粘土（C層・B層）、褐色粘土（A

層）の順埋積される。

珪藻分析・花粉分析・土壌化学分析は、B－1地点・B－2地点・F－1地点・F－2地点・S地点か

ら採取した土壌試料から抽出して分析した。

（2）2区

調査区北壁の基本土層でA地点、調査区南壁の基本土層でB地点を設定した。A地点では3層～20層

を対象に試料を採取した。B地点では、5層～20層を対象に試料を採取した。珪藻分析・花粉分析・土

壌化学分析は、両地点から採取した土壌試料から抽出して分析した。

（3）3区

調査区南壁の基本土層でA地点調査区西壁でC地点、調査区北壁でB地点およびD地点、旧安東川で

E地点、縄文時代後期の旧河道でF地点を設定した。

A地点では、1層～21層を対象に試料を採取した。B地点では、5層～13層を対象に試料を採取し

た。C地点では、13層～22層を対象に試料を採取した。D地点では、5層～13層を対象に試料を採取

した。E地点では、7層および遺構覆土・遺構埋土を対象に試料を採取した。旧安東川の埋積物は、下

部が灰色シルト～粘土（覆土5，b－4）、上部が灰色砂～シルト（覆土3，2）であり、この上位が埋土、
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耕作土である。F地点では、遺構埋積物および20層～17層を対象に試料を採取した。本河道は、下部

より灰色粘土（G層）、暗褐色粘土（F層・E層）、黒灰色粘土（D層）、黒褐色植物遺体混じり粘土（C

層）、灰白色粘土（B層）、褐色泥炭（A層）により埋積される。

2．分析方法

仕）珪藻分析

湿重約10gについて、過酸化水素水と塩酸により試料の泥化と有機物の分解・漂白を行う。分散剤を

加えた後、＿蒸留水を満たし放置する。その後、上澄み液中に浮遊した粘土分を除去したうえで、珪藻殻

の濃縮を行う。この操作を4～5回繰り返す。次に、L字形管分離で砂質分の除去を行い、検鏡し易い

濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを

滴下し、スライドガラスに貼り付け、永久プレパラートを作製する。

検鏡は、油浸600倍または1000倍で行い、メカニカルステージを用いて任意に出現する珪藻化石が

200個体以上になるまで同定・計数した。なお、珪藻殻が半分以上破損したものについては、同定・計数

していない。珪藻の同定については、K．Krammer＆Lange－Bertalot（1986～1991）などを参考にする。

群集解析にあたり個々の産出化石は、まず塩分濃度に対する適応性により、海水生、海水～汽水生、

汽水生、淡水生に生態分類し、さらにその中の淡水生種は、塩分、pH、水の流動性の3適応性について

も生態分類する。

堆積環境の変遷を考察するために珪藻化石が100個体以上検出された試料について珪藻化石群集変遷

図を作成した。出現率は、化石総数を基数とした百分率で表し、2％以上の出現率を示す分類群について

のみ表示した（図中の●印は、総数が100個体以上産出した試料のうち1％以下の種を、○印は総数

100個体未満の場合の産出を示す）。図中には、海水生・汽水生・淡水生種の相対頻度と淡水生種を基数

とした塩分・pH・流水の相対頻度について図示した。また、産出した珪藻化石が現地性かあるいは他の

場所から運搬堆積した異地性の化石であるか否かを判断する基準の一つとして殻の破損していないもの

を完形殻、破損したものを非完形殻として表示する。

（2）花粉分析

花粉・胞子化石は、湿重約10gの試料について水酸化カリウム処理、重液分離（臭化亜鉛，比重2．2）、

フツ化水素酸処理、アセトリシス処理（無水酢酸：濃硫酸＝9：1）の順に物理・化学的な処理を施し

て、試料から分離・濃集する。処理後の残漆をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、光学

顕微鏡下でプレパラート全面を走査しながら、出現する全ての種類について同定・計数を行う。また、

検出されるイネ科について、ノマルスキー微分干渉装置を用いて、表面微細構造・発芽孔の肥厚状況・

粒径から、イネ属と他のイネ科に区分する（イネ属同定）。

結果は同定・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の変遷図として表示する。図中の出現率は、

木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総花粉・胞子数より不明花粉を除いた数をそれぞ

れ基数とした百分率で算出した。なお、図表中で複数の種類をハイフォン（－）で結んだものは、種類

間の区別が困難なものである。また、イネ属同定の結果は、鈴木・中村（1977）にしたがい、イネ科の

中にイネ属が占める割合（イネ属比率）として表示する。また、3区A地点については、試料1g中に含

まれる化石総数を求めた。

（3）種実遺体同定

試料約250ccを5％の水酸化ナトリウム水溶液に1昼夜浸し、試料の泥化を行う。0．5mmのふるいを

通して残瘡を集め、それを双眼実体鏡下で観察し、種実遺体を抽出する。種実遺体はその形態的特徴か

ら種類を同定し、試料・種類にエタノール中に保存する。
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魯）土壌化学分析

風乾紳士試料または微粉砕試料（風乾紳士試料の一部を微粉砕し、0．5mm節を全通させた試料）につ

いて、腐植（有機炭素）はチューリン法、可給態窒素は希硫酸抽出法、CECはショーレンベルガー法、

全リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸法、有効リン酸はトルオーグ法、可給態ケイ酸は

1N酢酸ナトリウム（pH4．0）浸出法、遊離酸化鉄は浅見・熊田法（Na2S204－EDTA法）によりそれぞれ

測定した（農林水産省農蚕園芸局農産課編，1979；土壌標準分析・測定法委員会編，1986；京大農化

教室編，1957；浅海，1990；藤井など，1990）。以下に分析項目毎の具体的な操作工程を示す0

＜腐　植（有機炭素）＞

①微粉砕試料0．100～0．500gを100ml三角フラスコに正確に秤りとる0

②0．4Nクロム酸・硫酸混液10mlを正確に加え、約200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する0

③冷却後、0．2％フェニルアントラニル酸液を指示薬に0．2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定し、試料

中の有機炭素量（Org－C乾土％）を求める。

④この有機炭素量に係数1．724を乗じて腐植量（乾土％）を算出する。

＜可給態窒素＞

①風乾紳士試料10．00gを100ml三角フラスコに秤りとる0

②0．5M硫酸溶液50mlを加え、室温で1時間振とうし、ろ過する。

③ろ液をケルダール分解し、水蒸気蒸留法によってろ液の窒素を定量する。

④この定量値から、試料中の可給態窒素量（Nmg／乾土100g）を求める。

＜陽イオン交換容量（CEC）＞

①風乾紳士試料5．00gを浸透管に秤りとる。

②これをCEC測定用の土壌浸出装置に装着し、1N酢酸アンモニウム溶液（pH7・0）100mlを加え、4～

20時間で置換洗浄する。

③置換洗浄させた試料に80％エタノール（pH7．0）50mlを加え、余剰な酢酸アンモニウム液を4～20

時間で洗浄する。

④洗浄した試料に10％塩化カリウム（pH7．0）を加え、4～20時間で再び置換洗浄する0

⑤置換洗浄された液すべてを200mlメスフラスコに入れ、水で定容する。

⑥定容液の40mlを100ml三角フラスコに正確に採取し、フォルモール法によってアンモニア態窒素を

定量する。

⑦この定量値から、試料のCEC（me／乾土100g）を求める（me：mg当量）。

＜全リン酸＞

①風乾紳士試料1．00gを200mlケルダールフラスコに秤りとる0

②はじめに硝酸5mlを加えて加熱分解し、放冷後、過塩素酸10mlを加えて再び加熱分解を行う0

③分解液を水で100mlに定容し、直ちにろ過する。

④ろ液一定量を試験管に採り、リン酸発色a液を加えて分光光度計でリン酸濃度を定量する0

⑤この定量値から、試料中の全リン酸量（P205mg／乾土100g）を求める0

＜有効リン酸＞

①風乾紳士試料1．00gを300ml三角フラスコに秤りとる。

②0．002N硫酸溶液（pH3．0）200mlを加え、室温で1時間振とうし、ろ過する0

③ろ液一定量を試験管に採り、混合発色試薬を加えて分光光度計によりリン酸濃度を定量する0

④この定量値から、試料中の有効リン酸量（P205mg／乾土100g）を求める0
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＜可給態ケイ酸＞

①風乾細土10．00gを200ml三角フラスコに秤りとる。

②1N酢酸ナトリウム溶液（pH4．0）100mlを加え、時々振とうしながら40℃低温水槽に5時間保ち、

ろ過する。

③ろ液一定量を試験管に採り、0．6N塩酸及びモリブデン酸アンモニウム溶液を加えて約3分間放置する。

④これに亜硫酸ナトリウム溶液を加えて分光光度計によりケイ酸濃度を定量する。

⑤この定量値から、試料中の可給態ケイ酸量（SiO2mg／乾土100g）を求める。

＜遊離酸化鉄＞

①風乾紳士試料1．00gを200ml三角フラスコに秤りとる。

②ハイドロサルファイトナトリウム3．0gと0．02MのEDTA溶液100mlを加え、沸騰した湯せん上で

時々携拝しながら、70℃に15分間保つ。

③この処理液の上澄み部分を250mlメスフラスコにろ別し、残漆をろ紙上に移して1％塩化ナトリウム

溶液で3回洗浄して、定容する。

④定容液の一定量を試験管に採り、5％塩酸ヒドロキシルアミン溶液、0．1％0－フェナントロリン溶液、

酢酸緩衝液をそれぞれ加えて分光光度計により鉄濃度を定量する。

⑤この定量値から、試料中の遊離酸化鉄量（Fe乾土％）を求める。

3．結果

3－1．珪藻化石

結果を、表2～13・図4～13に示す。

（2）1区

＜B－1地点＞

珪藻分析を行った16試料のうち、水域環境の推定について銃計的に考えられる量が産出した試料は

10試料であり、他の試料は極めて少ないかあるいは皆無であった。

産出した珪藻化石は、ほとんどが淡水生種であるが、海水～汽水生種および汽水生種もそれぞれ1個

体ずつ認められる。産出種群は、27属・116種・16変種・3品種・種不明（属レベルまでしか同定でき

ないもの）8の計143分類群である。

珪藻の塩分・pH・流水（以下、珪藻の3適応性）に対する適応性別にみると以下のような傾向が認め

られる。

塩分濃度については、試料番号8・10で貧好塩生種の産出率が高い。その他の試料では貧塩一不定性

種あるいは貧塩一嫌塩性種が卓越した傾向が認められる。pHについては好アルカリ性種の産出率が高

く、35～80％を占めており、次いでpH不定性種が15～40％程度でこの両者が大半を占めている。好

酸性種は最も高率な試料でも38％（試料番号10）であり、大半が20％以下と低率である。流水につい

ては流水不定性種が7～76％程度産出しており、平均的に卓越した産出率を示している。流水不定性種

についで卓越するのが好止水性種であるが、試料番号4・12でとくに高い（75％および90％）以外は、

概ね25～35％である。好流水性種は極めて少なく、試料番号1で25％産出しているほかはほとんど皆

無に等しい。

なお、珪藻は一般に水域に生育しているが、中には水域以外にも生育する一群が認められる。これら

は「陸生珪藻」と呼ばれるが、本分析ではこの陸生珪藻と一般の水生珪藻を正確に区分し、その割合も

グラフに示した。なお、陸生珪藻はさらに乾燥の程度でA群・B群および「その他」の3つに区分して

いる（伊藤・堀内，1991）。A群は陸域の中でも乾燥している場所に生育している種群であるが、B群
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は乾いた場所にも水域にも生育が確認されている種である。「その他」としたものは、陸生珪藻のA群・

B群のいずれの種群に属するかの詳細は不明とされるが、生態的にみてほとんどがB群に属する可能性

が高い種とされている。本地点の珪藻化石は、下位の試料番号13～15で陸生珪藻が比較的高率に産出

しているのがわかる。

＜B－2地点＞

12試料について分析を行ったが、100個体以上の産出した試料は6試料である。他の6試料は皆無で

はないが、産出が極めて少ない。

産出し車種群は淡水生種のみであり、21属・65種・13変種・種不明6の計84分類群である。

塩分濃度については試料番号10で貧塩一好塩性種が47％と卓越するが、他は貧塩一不定性種が50～

80％程度と高率に産出している。pHについては好アルカリ性種が35～80％と多産しており、次いで

pH不定性種が5～50％の産出率を示している。好酸性種はいずれの試料にも10％前後であり、産出率

は低い傾向にある。流水については下位で好止水性種が卓越しており、全体の60％程度を占めている

が、上位では流水不定性種が多産する傾向にあり、45～76％程度の産出率を示す。好流水性種は試料

番号3で13％産出した以外は、ほとんど認められない。

陸生／水生比率は試料番号2・11で陸生珪藻がそれぞれ35％および40％産出している他は、10％未

満と低率である。

＜F－1地点＞

上位の試料番号1～3は比較的多くの珪藻化石が認められた。試料番号4～7は産出率が低く、100

個体以上産出しない。

産出した珪藻化石は淡水生種を主体として汽水生種を伴う種群で構成され、26属・97種・15変種・3

品種・種不明3の計118分類群である。

塩分濃度については貧塩一不定性種が卓越し、試料番号1～3では90％以上を占めている。pHにつ

いては好アルカリ性種が70～75％と卓越しており、pH不定性種および好酸性種はそれぞれ6～20％

程度である。流水については好止水性種が卓越する傾向にあり、40～60％程度の産出率を示す。流水

不定性種および好流水性種の産出率は、流水不定性種が35～45％、好流水性種が5％前後である。

陸生／水生比率は陸生珪藻がいずれも5％未満であり、ほとんどが水生珪藻ということになる。

＜F－2地点＞

珪藻化石は分析を行った8試料の中で試料番号4～6が少ないものの、他の試料で水域環境の推定に

ついて統計的に考えられる量の珪藻化石が産出する。

産出した珪藻化石は淡水生種を主体として汽水生種を含む群集で構成され、26属・101種・15変種・

3品種・種不明4の計123分類群である。

塩分濃度については貧塩一不定性種が95％以上を占めており、貧塩一好塩性種等は極めて低率あるい

は皆無である。pHについては好アルカリ性種が最も高率であり、50～80％を占めている。pH不定性

種と好酸性種は、試料番号8で27％と比較的卓越する以外は、それぞれ7～20％程度である。流水につ

いては好止水性種が約45～80％と卓越しており、次いで流水不定性種が15～45％程度の産出率を示

している。好流水性種はいずれの試料でも低率で、5％未満である。

陸生／水生比率は、95％以上が水生珪藻であり、陸生珪藻は極めて少ない。

＜S地点＞

上位の試料番号1～3で比較的多くの珪藻化石が認められたが試料番号4～7は皆無である。

産出した珪藻化石は淡水生種群で構成され、14属・38種・10変種・種不明3の計51分類群である。

塩分濃度については試料番号1で貧塩一好塩性種が5％程度産出したほかは、貧塩一不定性種が65～
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表41区F－1地点の珪藻分析結果（1）

種　　　　　 類 生　 態　 性 環 境 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7

塩分　　 pH 流 水 指標種

Calone is pernagna （Bailey）Cleve Meh

aトbi 1－ph T

1
Nav icu la peregrina （Ehr．）Kuetzing Meh 1　　 2
Nav icula peregrina var．hankens is SkvortzoY Meh 2
Achnanthes crenu lata GrunoY Ogh－hil 1

Achnanthes ex igua GrunoY Ogh－ind al－il ind S 1

Achnanthes inflata （Kuetz．）GrunoY Ogh－ind allil r－ph T 1

Achnanthes japon ica H．Kobayasi Ogh－ind aトil r－b i J．T 1
Achnanthes lanceolata （Breb．）GrunoY Ogh－ind ind r－ph K．T 1
Achnan thes m inutissi皿a Kuetzing Ogh－ind a トil ind U 1

Amphora ova lis var．affin is （Kuetz．）V．Heurck Ogh－ind a l－il ind U 13　 15　 12　　　　　　　 1　 3

Aulacoseira a皿bigua （Gru n．）Si皿OnSen Ogh－ind a l－il トbi Ⅳ 2　　 5
Aulacose ira distans （Ehr．）SimOnSen Ogh－hob ac－il 1－bi Ⅳ．U 1．
Aulacose ira granu lata （Ehr．）SimOnSen Ogh－ind aト il トbi 軋 U

U

U

T

U

T

軋U

6　 19　　 9　　　　　　　　 1
Aulacose ira i．talica （Ehr．）S imOnSen Ogh－ind aト il トph 10　 24　 83　　　　　 3　　　　 1
Au lacose ira italica var．va lida （Gru n．）SiJnOnSen Ogh－ind aト il 1－ph 1
Ca loneis bacillun （Grun．）C leve Ogh－ind aトil ・r－ph 1　　 2

Ca loneis s ilicu la （Ehr．）Cleve Ogh－ind aトil ind 1　　　　　 3

Coccone is pediculus Ehrenberg Ogh－ind aトbi ind 1

Cocconeis placentu la （Ehr．）Cleve Ogh－ind a llil ind 25　　 5　　　　　　　　　　　　　 12
Cocconeis p lacentu la var．eug lyp ta （Ehr．）Cleve Ogh－ind a llil r－ph 1　 1
Cyc lotella co皿ta （Ehr．）Kuetzing Ogh－ind a トil トb i 1

Cyc lotella menegh iniana Kuetz ing Ogh－hil a トil トph L．S

0 ．T

0

T

K，T

0

T

0．T

T

K．T

T

0

0，T

0

RB．0

U

T

U

S

S

K，T

U

P

0

U

T

J

T

U

RA，U

RA

K．U

1　　 2

Cy皿atOpleura solea （Breb．）V ．S皿ith Ogh－ind a トil ind 2　　 1

Cynbe lla aspera （Ehr．）Cleve Ogh－ind a トil ind 1　　　　 1
Cy皿be lla ehrenbergii Kuetzing Ogh－ind ind 卜ph 1　　　　　 3

Cymbe lla heterop leura var．m inor Cleve Ogh－hob ac－il トph 1

Cy皿be lla leptoceros （Ehr．）Kuetz ing Ogh－ind allbi トph 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Cymbella m inuta Iilse ex Rabh ． Ogh－ind ind r－ph 1

Cy皿bella nav icu liform is AuersYald OgIr ind ind ind 1　 1

Cymbella silesiaca Bleisch Ogh－ind ind ind 2　　 4　　 2
Cymbella subaequa lis GrunoY Ogh－ind a トil トph 1　 －1
Cy皿bella tum ida （Breb．ex Kuetz．）V．Heurck Ogh－ind a l－il ind 1　　 3

Cy皿bella turgidula GrunoY Ogh－ind a トil r－ph 1
Dip loneis ovalis （I ilse）C leve Ogh－ind a トil ind 1　 1　　　　　　　　　　 1

Diploneis parna Cleve Ogh－ind ind ind 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
Ep ithem ia adnata （Kuetz．）Brebisson Ogh－ind aトbi ind 1　　 3　　 6
Ep ithem ia turgida （Ehr．）Kue tzing Ogh－ind aト il トph 2　　　　　 2　　 1　　　　 1

Ep ithem is spp． Ogh－unk unk unk 1　　　　　 2

Eunotia incisa Y．SJnith ex Gregory Ogh－hob ac－il ind 3

Eunotia pectina lis （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 2　　 1

Eunotia pectina lis var．皿inor （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 1　　　　　 2　　　　　　　　　　　 1
Eunotia praerupta var．bidens GrunoY Ogh－hob ac－il トph 1　 1
Fragilaria brev istriata Gru nOY Ogh－ind a トil トph 1　　 2 ・

Fragilaria construens （Ehr．）GrunoY Ogh－ind a トil 1－ph 24　 13　　 2　　　　　 1

Fragilar ia construens fo．binodis （Ehr．）GrunoY Ogh－ind a トil 1－ph 9　　 5　　 1

Fragilar ia construens ．fo．venter （Ehr．）GrunoY Ogh－ind aト il トph 7　 12　　 1
Fragilaria in ter皿ed ia GrunoY Ogh－ind ac－il トph 1　 1

Fragilaria p innata Ehrenberg Ogh－ind aト il ind 3

Frag ilaria vaucheriae （Kuetz．）Petersen Ogh－ind all il r－ph 3　　 3　　 2

Frag ilaria v irescens Ra lfs OghTind ac－il 1－ph 13　　 23　　 5　　 1　　　　 1

Frustu lia rho皿boides・（Ehr．）De Ton i Ogh－hob ac－il トph 2
Go皿phonema aCum inatu皿Ehrenberg Ogh－ind ind トph 3　　 1
Gomphone皿a anguStu皿Agardh Ogh－ind a トil ind 1

Go皿Phone皿a augur Ehrenberg Ogh－－ind ind ind 2　　 2　　 6　　　　　　　　　　　 1

Gomphone皿a pa rVulu皿 Kuetzing Ogh－ind ・ind ind 12　　 3　　 3

Gomphonema Sphaerophoru 皿 Ehrenberg Ogh－ind a トil ind 2　　 1°

Gomphonema Su皿atOrenSe Fricke Ogh－ind ind r－bi 1
Go皿phonema trunCatu皿Ehrenberg Ogh－ind ind トph 1　　 2
Gyrosigma aCu皿inatum （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－ind a1－il ind 1　　　　 1

Gyrosig皿a SPenCerii （V．S皿ith）C leve Ogh－ind al－il トph 1　　　　　 2　　 2　　　　 11

Hantzschia aJnPh ioxys （Ehr．）GrunoY Ogh－ind al－il ind 1
Hantzschia amph ioxys var．vivax （Hantz．）GrunoY Ogh－ind al－il ind 1　　　　　　　　　　 1
Melosira roeseana Rabenhorst Ogh－ind a トil ind 1
Melos ira varians Agardh Ogh－h il a トbi r－ph 1　　　　 1

Merid ion c ircu lae var．constr ictum （Ra lfs）V．Heurck Ogh－ind a 主il r－b i K，T

U

U

RB，S

1

Navicula americana Ehrenberg Ogh－ind a l－il トph 1

Navicula baci11un Ehrenberg Ogh－ind a トil ind 1　　 2
Pavicula cap itata Ehrenberg Ogh－hil aト il r－ph 2
Navicula confervacea （Kuetz．）Grunow Ogh－ind aトbi ind 3　　 1
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表41区F－1地点の珪藻分析結果（2）

種　　　　　　 類 生　 態　 性 環 境

指標種

1　 2　 3　 4＿　 5　 6　 7

塩分 pH 流水

Navicula cryptocephala Kuetzing Ogh－ind al－il ind U 1

Navicula cryptotenella Lange－Bertalot Ogh－ind ind ind T l

Navicula cuspidata Kuetzing Ogh－ind al－bi ind RI

0．U

U

RA，S

T

1

Navicula dig itorad ia ta （Greg．）A．Schmidt Ogh－ind al－il ind 1

Navicu la elg inensis （Greg．）Ra lfs Ogh－ind aト・il ind 2　　　　　 3

Navicu la elg inensis var．cuneata H．Kobayasi Ogh－ind aト il ind 2

Navicu la elg inensis var．neglecta （Krass．）Patr ick ‘ Ogh－ind a卜 il r－ph 3

Navicula gastru皿 （Ehr．）Kuetzing Ogh－ind al－il 1－ph 1

Navicula glo皿uS Carter ＆Bailey－Ya tts Ogh－unk unk unk 1

Navicu la kotschyi Gru nOY Ogh－ind aト il ind 1

Navicu la laevissima Kuetzi’ng Ogh－ind ind ind 1

Navicu la la terostrata Ius ted t Ogh－ind aト il トbi 1

Navicu la menisculus Schu皿ann Ogh－ind all il r－ph 1

Navicu la mu tica Kuetzing Ogh－ind al－il ind 1　 1

Navicu la notanda Pantocsek Ogh－ind aト il ind 1

Navicu la oppugnata Hustedt Ogh－ind al－il ind 1

Navicu la pupula Kuetzing Ogh－ind ind ind S 10　　 20　　 2　　　　　　　　 1　 1

Navicu la radiosa Kuetzing Ogh－ind ind ind U 1　 2　　 3　　　　　　　　 1

Navicu la rhynchocephala Kuetzing Ogh－ind aトil i．nd U

K．U

1　 1

Nav icu la schadei Krasske Ogh－unk unk unk 1

Nav icu la viridula （Kuetz．）Kuetzing Ogh－ind aトil r－ph 2　　　　　 1

Nav icu la viridula var．roste llata （Kuetz．）Cleve Ogh－ind allil r－ph K．U

0

1　　　　　 5

Neidi皿 a皿p liatum （Ehr．）Krammer Ogh－ind ind トph 5　　　　　 2

Neidium iridis （Ehr．）C leve Ogh－hob ac－il 1－bi 1　　　　　　　 1

Ⅳitzschia anph ibia GrunoY Ogh－i叫 al－bi ind S 1　　 3　　 3

N itzschia breviss ima GrunoY Ogh－hil al－il ind RB．U

S

1

N itzschia heiden i Me ister Ogh－ind aトil ind 1

Nitzschia obtusa var．sca lpe lliformis GrunoY Ogh－hil aトil ind 1

Nitzschia palea （Kuetz．）Y．Sm ith Ogh－ind ind ind S 1

Nitzschia s inuata var．de lognei （Grun．）Lange－Berta lot Ogh－ind al－il トph U

U

1

Nitzschia subacicularis Iustedt Ogh－unk unk unk 1

Nitzschia tryblione lla var．victor iae GrunoY Ogh－h il al－il ind l

Nitzschia spp ． Ogh－unk unk unk

0

2　　　　　 4

Pinnu lar ia gibba Ehrenberg Ogh－ind ac－il ind 2　　 1　　 3
Pinnu lar ia microstauron （Ehr．）Cleve Ogh－ind ind ind S 1

Pinnu lar ia nodosa Ehrenberg Ogh－hob ac－il トph 0

0

T

0

U

1

Pinnu lar ia rupestilis Iantzsch Ogh－ind ind ind l

Pinnu laria virid is （N it‾Z．）Ehrenberg Ogh－ind ind ind 1　　　　　 2

Pinnu laria spp． Ogh－unk unk unk 1

Rhopa lodia gibba （Ehr．）0．Mu ller Ogh－ind a トil ind 2　　 6　　 4

Rhopa lodia gibberu la （Ehr．）0．Muller Ogh－h il a トil ind 2　　　　　 1　　　　　　　 1

Stauroneis　acuta Y ．S皿ith Ogh－ind a トil トph 1

Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh－ind ind ind 1

Stauroneis nobilis Schu皿ann Ogh－hob ac－il ind 1

Stauroneis phoen icenteron （Nitz．）Ehren．berg Ogh－ind ind トph 1　　　　　 3　　 1

Surirella robus ta Ehrenberg Ogh細hob ind トb i 1

Synedra ulna （Kuetz．）Ehrenberg Ogh－ind a トil ind 1　 1　　 4　　 2　　　　　 4　　 2

Tabe llaria fenestrata （Lyngb．）Kuetzing Ogh－ind ac－il 1－b i 0，T 1

一

　

－

0
　
0
　
0
　
0
　
0

1
　
1

0
　
0
　
0
　
8
　
0
0

0
　
0

2
　
2

0
　
0
　
4
　
0
　
4

0
　
0

2
　
2

0

　

0

　

2

　

n

h

U

 

O

O

3

　

3

2

　

2

海水生種合計
海水一汽水生種合計
汽水生種合計
淡水生種合計
珪藻化石総数

凡例
H．R．：塩分濃度に対する適応性
Euh　：海水生種
Euh－Meh：海水生種一汽水生種
Meh　：汽水生種

Ogh－hil：貧塩好塩性種
Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種

pH：水素イオン濃度に対する適応性
aトbi：真アルかJ性種
aトil：好アルかJ性種
ind：pH不定性種
ac－il：好酸性種
ac－bi：真酸性種

unk：pH不明種

C．R．：流水に対する適応性
トbi：真止水性種

トph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－ph：好流水性種
r－bi：其流水性種
unk：流水不明種

Ogh－unk：貧塩不明種
環境指標種

J：上流性河川指標種　K：中～下流性河川指標種　L：最下流性河川指標種　M：湖沼浮遊性種
N：湖沼沼沢湿地指標種　0：沼沢湿地付着生種　P：高層湿原指標種（以上は安藤．1990）
S：好汚濁性種　U：広適応性種　T：好清水性種（以上はAsai，K．＆Watanabe．T．1995）
RI：陸生珪藻（RA：A群，RB：B群、伊藤・堀内．1991）
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表51区F－2地点の珪藻分析結果（1）

種　　　　　 類 牛　 態　 性 環境
指標種

1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8
塩分 pII 流水

Caloneis permagna （Ba iley）Cleve 冨eh　＿

a ll il ind

El

1

Navicula crucicu la （Y．Snith）Donkin Meh 1

Navicula peregrina （Ehr．）Kuetzing Meh

S

1

Achnanthes ex igua GrunoY Ogh一一ind 2　　　　　　　　　　　 2　 1

Achnanthes hungarica GrunoY Ogh－hil a トil ind U 3

Achnanthes in flata （Kuetz．）GrunoY Ogh－ind a l－il r－ph T l

Achnanthes japon ica H．Kobayasi Ogh－ind aト il r－bi J．T 2

Achnanthes minutiss ina Kuetz ing Ogh－ind a トil ind U 1

Achnanthes rostrata Oestru p OgIP ind a トil r－ph U 1

Amphora inariens is Krammer Ogh－unk unk unk
U

．l　　　　　　　　　　　　　　　 l

Anphora ova lis var．affinis （Kuetz．）V．Ieurck Ogh－ind a 卜il ind 6　 10　 18　　　　　 2　　 2　　 2　　 2

Asterione lla formOSa Iassa11 Ogh－ind ac－il トbi 軋T 1

Au lacoseira ambigua （Grun．）S i皿OnSen Ogh－ind a トil 1－bi N 1

Au lacoseira distans （Ehr．）Si皿OnSen Ogh－hob ac－il トbi 打．U 3

Au lacoseira granulata （Ehr．）S imOnSen Ogh－indL a トil トbi 軋U 1 16　 15　　 2　　 3　　　　　 4　　 7

Au lacoseira granulata var．angustiss ima （Mu ll．）S i皿OnSen Ogh－ind a トil トbi 軋U 2

Au lacoseira italica （Ehr．）Si皿OnSen Ogh－ind a トil トph U 1 12　 42　　 2　 1　　　　 6 ・11

Ca loneis bacillun （Grun．）C leve Ogh－ind a トil r－ph U 1　 5　 1　 1

Ca loneis leptosoma Krammer ＆ Lange－Bertalot Ogh－ind ind 卜ph RB

U

1

Ca loneis silicula （Ehr．）Cleve　　　 、 Ogh－ind a トil ind 8　　 2　 1　　　 1　 1

Cocconeis p lacentu la （Ehr．）C leve Ogh－ind a トil ind 36　 15　　 4　 1　　　 1　 1

Cocconeis p lacentu la var．eug lypta （Ehr．）Cleve Ogh－ind a l－il r－ph T l

Cyclotella co皿ta （Ehr．）Kuetzihg Ogh－ind ・a 1－il 卜bi 軋U 1　 1

Cyclotella 皿eneghiniana Kuetz ing Ogh－h il・a l－il トph L．S 1　　　　 1

Cyclotella ste lligera Cleve ＆GrunoY Ogh－ind a llbi 卜bi 軋U

‘T

0．T

1

Cyclotella spp． Ogh－unk unk unk l

Cymatopleura solea （Breb．）Y．Snith Ogh－i．nd a ll il ind 1

Cymbella affin is Kuetzing Ogh－ind a 1－il ・ind l　　　　　　　　　　 l

Cymbella anph ioxys （Kuetz．）GrunoY Ogh－ind ind 1－ph l

Cymbella aspera （Ehr．）Cleve Ogh－ind a l－il ind 1　　　　 1　 2

Cymbella cistu la （Ehi．）Kirchner Ogh－ind a トil トph 0．T l

Cy皿bella ehrenbergii Kuetz ing Ogh－ind ind トph 0

T

1　 2　　　　　 3　 1　　　 1　 1

Cy皿bella heterop leura var．皿inor C leve Ogh－hob ac－il トph ▼‘
・1

Cymbella leptoceros （Ehr．）Kuetzing Ogh－ind a l－bi トph l・

Cymbella 皿inu ta Iilse ex Rabh． OgIP ind ind r－ph K，T l

Cymbella naviculiform is AuersYa ld Ogh－ind ind ind 0 1　 2　　　　　　　　　　　　　　　 1

Cy皿bella siles iaca Bleisch Ogh－ind ind ind T 2　　 3　　 5　 1　　　　　　 1　 1

Cymbella subaequalis GrunoY Ogh－ind a トil トph 0．T 1　 1

Cymbella tumida （Breb．ex Kuetz．）V．Ieurck Ogh－ind a l－il ind T 3　　　　　　　　　　　　 1

Cy皿bella turg idu la GrunoY Ogh－ind a l－il r－ph K．T 1　　　　 1

Cy皿bella turg idu la var．nipponica Skvortz‾OY Ogh－ind a l－il トph T

T

0

0，T

1

Diploneis oblongella （Naegeli）C leve－Eu ler Ogh－ind a トil トph 1

Diploneis ova lis （Iilse）Cleve Ogh－ind a トil ind l

Epithe皿ia adnata （Kuetz．）Breb isson Ogh－ind a l－bi ind 1　 2　　 3　　 2　　 2　　　　　 4　　 4

Epithemia turgida （Ehr：）Kuetzing Ogh－ind a トil 1－ph 3　 1　 1　 1　　　　　 11

Epithemis spp． Ogh－u‘nk unk unk 3

Eunotia fornica Ehrenberg Ogh－hob ac－il トbi 1

Eunotia gracialis Meister Ogh－hob ind 1－bi 1

Eunotia incisa Y．Smith ex Gregory Ogh－hob ac細il ind 7　　　　　　　　　　　　　　　 2

Eunotia lunar is （Ehr．）GrunoY Ogh－hob ac－il 1－ph 1　　　　　　　　　　　　　　　 2

Eunotia lunar is var・．Subarcuata （Naeg．）GrunoY Ogh－hob ac－il トph 1

Eunotia pectinalis （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 1　　　 1　　　　　　　　　　　 1

Eunotia pectinalis var．m inor （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 0 1　 1　　　 1　　　　　　　 2

Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh－hob ac－il トph RB，0．T l

Eunotia praerup ta var．bidens GrunoY Ogh－hob ac－il トph RB．0 2　 1　　　　　　　 1

Fragilar ia bicapitata A．Mayer Ogh－hob ind トbi

U

3　 1

Fragilar ia brevistriata GrunoY Ogh－ind aト il 卜ph． 11 ・5　 1　　　　　　　　 1　 1

Fragilar ia construens （Ehr．）GrunoY Ogh－ind aト il トph T 40　 24　 24　　　　 6　　 －　 49　 1

Fragilar ia constru enS fo．binodis （Ehr・．）GrunoY Ogh細ind aト il トph U

S

1　 6　　 3　 1　 1　 1　 37

Fragilaria construens fo．tr iundu lata Reichelt Ogh－ind aト il 1－ph 2

Fragilaria construens fo．venter （Ehr．）GrunoY Ogh－ind aト il 主ph 33　　 2　　 4　　　　　　 1　 48

Fragilaria inter皿edia GrunoY Ogh－ind ac－il トph
S

2

Fragilaria p innata Ehrenberg Ogh－ind aト il ind 3　 1

Fragilaria vaucheriae （Kuetz．）Pretersen Ogh－ind al－il r－ph K，T 3　　 2　 1　 1　　　　　　　 2

Fragilatia v irescens Ralfs Ogh－ind ac－il トph U 6　　 9　 11　 5　　 5　　 4　 19　 21

Fru Stulia rhomboides （Ehr．）De Ton i Ogh－hob ac－il 1－ph P 1

Go皿phone皿a aCum inatun Ehrenberg Ogh－ind ind 卜ph 0

T

4　　　　　　　　　　　　　　　 1　 3

Go皿phone皿a anguStum Agardh Ogh－ind al－il ind 4

Go皿phonema augur Ehrenberg Ogh－ind ind ind 2　　 3　　 5　 1　 1　　　　 2　　 4

Go皿phonema C levei Fr icke Ogh－ind a卜bi r－ph 2　　　　　　　　　　　　　　　 1

Gomphonema graC ile Ehrenberg Ogh－ind a卜 il 1－ph 0，U 2　　　　　　　　　　 3

Gomphonema parvulum Kuetz ing Ogh－ind ind ind U 4　　 3　　 8　　　　　　　　　　 3　 1
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表51区F－2地点の珪藻分析結果（2）

種　　　　　 類 生　 態　 性 環痩 1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8
塩分 pH 流水 指標種

Gomphonema Sphaerophoru皿Ehrenberg Ogh－ind aトil． ind T 1　　　　 1　　　　　　　　　　　　　 1

Gomphonema Su皿atOrenSe Fr icke Ogh－ind ind r－bi J 1

Gomphonema truncatum Ehrenberg Ogh－ind ind 1－ph T

U

2　　 3　　　　　　　　　　　　　　　 2

Gyrosigma aCu皿inatum （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－ind aトil ind 1　　　　 1　　　　　　　 1

Gyrosigma SpenCerii （Y ．Sm ith）C leve Ogh－ind a l－il トph 1　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　 1

Hantzsch ia amphioxys （Ehr・．）GrunoY Ogh－ind al－il ind RA．U

U

1　 1　　　　　 2　　　　　　　　 1

Navicu la abso luta Hustedt 10gh－ind a トil トph 1

Navicu la bacillum Ehrenberg Ogh－ind a トil ind 1　　 3 ．　　　　　　　　　　　　　　　 1
Navicu la confervacea （Kuetz．）GrunoY Ogh－ind a トbi ind RB．S 3　　　　　　　　　 、

Navicula cryptotenella Lange－Bertalot Ogh－ind ind ind T 2　 1　　　　　　　　　　 1　 1
Nav icula cuspidata Kuet去ing ．Ogh－ind ・a トbi ind RI 1　　 2

Nav icula e lg inens is （Greg．）Ra lfs Ogh－ind a トil ind 0．U

U

RA，S

1　 1　 3

Navicula elg inensis var．cuneata H．Kobayas i Ogh－ind a 卜il ihd 1　 1

Navicula elg inensis var．negl▼ecta （Krass．）Patrick Ogh－ind a1－il r－ph 1　　 2 ・ 1　　　　 1

Navicula gastru皿 （Ehr．）Kuetz ing Ogh－ind aトil トph 1　　　　　　　 1　　　　 1　 1

Navicula kotschy i GrunoY Ogh－ind allil ind l

Navicula laeviss ima Kuetzing Ogh－ind ind ind 1

Navicula laterostrata Husted t Ogh－ind allil トbi 1
Navicula 皿eniscu lus SchuJnann Ogh－ind aトil r－ph ・l

Navicu la mutica Kuetzing ・ Ogh－ind aトil ind 1
Ⅳavicu la placentula （Ehr．）Kuetzing Ogh－ind al－il 1－bi T 1　 1　 1

Navicu la pupu la Kuetzing Ogh－ind ind ind S 5　 14　 12　 1　 1　　　　 5　 1

Navicu la radiosa Kuetzing Ogh－ind ind ind U 1　 1　　 2　　 2　　　　　　　　 1　 2

Navicu la rhynchocephala Kuetzing Ogh－ind a トil ind U

K．U

S

S

1　　　　　　　 1

Navicu la schadei Krasske Ogh－unk unk unk 1

Nav icula v iridula （Kuetz．）Kuetzing ・Ogh－ind a トil r－ph 1

Nav icula spp． Ogh－unk unk unk 3

Neidiu皿 a皿pliatu皿 （Ehr．）Kra皿mer Ogh－ind ind トph 1　　　　 1

Ⅳitzsch ia amphibia GrunoY Ogh－ind a l－bi ind 5　　 2　　 2

Nitzsch ia fru S tu lu皿 （Kuetz．）GrunoY Ogh－h il a 卜bi ind l

Nitzsch ia heiden i Meister Ogh－ind a1－il ind 3

Ⅳitzsch ia obtusa var．scalpe lliformis GrunoY Ogh－hil a1－il ind 2
Nitz－SCh ia palea （Kuetz．）Y ．Sm ith Ogh－ind ind ’ ind S

0

l

Ⅳitzsch ia spp ． Ogh二unk unk unk 2

Pinnularia divergens Y．Sm ith Ogh－hob aclil トph 1

Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh－ind ac－il ind 1
Pinnularia nicrostauron L（Ehr．）Cleve Ogh－ind ind ind S

R I

0

0

軋U

U

0．T

l

Pinnularia miCrostauron var． brev isson ii （Kue tz．）Hustedt Ogh－ind ．ind ind l

Pinnularia schroeder ii （Hust．）Kranner Ogh－ind ind ind 1　 1

Pinnularia sto皿atOphora （Gru n ．）Cleve Ogh－ind ac－il トph 1

P innularia viridis （Nitz．）Ehrenberg Ogh－ind ind ind 1　 1　　　　　　　 1　　　　　 3

Rhopalod ia gibba （Ehr．）0．Muller Ogh－ind a l－il ind 4　　 1　 1　　　　　　　　　　　 7

Rhopa lodia gibberula （Ehr．）0．Muller Ogh－h il a 1－il ind 1　　　　　 2
Stauroneis phoenicenteron （Nitz．）Ehrenberg Ogh－ind ind 1－ph 5　　 1
Stauroneis phoenicenteron var．signata Meister Ogh－ind ind ind 1
Stephanodiscus hantzschii （Gru n ．）C leve Ogh－・ind a1－il 1－bi 1
Synedra u lna （Kuetz．・）Ehrenberg Ogh－ind al－il ind 1　　 2　　　　　 1　 1　 1
Synedra u lna var．arcus （Kuetz．）Lange－Bertalot Ogh－ind a1－il ind 1

Synedra u lna var．biceps （Kuetz．）von Schoenfeldt Ogh－ind a卜il r－ph －
」車軸 亘a fenestrata （Lyngb．）Kuetzing Ogh－ind ac－il トbi 1　　　　　　　　　　 1　 ⊥
海水生種合計
海水一汽水生種合計
汽水生種合計
淡水生種合計
珪藻化石総数

一一一一一一一一一一一一一

凡例

H．R．：塩分濃度に対する適応性
Euh　：海水生種
Euh－Meh：海水生種一汽水生種
Meh　：汽水生種
Ogh－hil：貧塩好塩性種
Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種

pH：水素イオン濃度に対する適応性

aトbi：真アルカリ性種

a上il：好アルカリ性種

ind：pH不定性種

ac一日：好酸性種

ac－bi：真酸性種

unk：pH不明種

C．R．：流水に対する適応性
トbi：真止水性種
トph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－ph：好流水性種
r－bi：真流水性種
unk：流水不明種

Oglrunk：貧塩不明種
環境指標種

El：海水泥質干潟指標種（小杉．1988）
J：上流性河川指標種　K：中～下流性河川指標種　L：最下流性河川指標種　村：湖沼浮遊性種
Ⅳ：湖沼沼沢湿地指標種　0：沼沢湿地付着生種　P：高層湿原指標種（以上は安藤．1990）
S：好汚濁性種　U：広適応性種　T：好清水性種（以上はAsai．K．＆Watanabe．T．1995）
RI：陸生珪藻（RA：A群．RB：B群、伊藤・堀軋1991）
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表61区S地点の珪藻分析結果

種　　　　　 類 生　 態　 性 環境
指標種

1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7
塩分 pH 流水

Amphora ova lis var．affin is （Kuetz．）V．Ieurck Ogh－ind・∴aトil ind U l
Aulacose ira italica （Ehr．）S iznonsen Ogh－ind aトil 1－ph U 1　 1
Cymbella aspera （Ehr．）Cleve l Ogh－ind aトil ind 0，T 6　　 3． 13
Cymbella naviculiform is AuersYa ld Ogh－ind ind ind 0 5

Cy皿bella silesiaca Bleisch Ogh－ind ind ind T

RI

．0

1
Dip loneis DVa lis （Iilse）Cleve Ogh－ind a卜il ind ‘2

Dip loneis ya tukaensis IorikaYa et Okuno Ogh－ind ind トph 52

Eunotia grac ialis Meister Ogh－hob ind ・十bi 1　 1

Eunotia mOnOdon var．tropica lusted t Ogh－hob ac－il 1－ph 1　　 2
Eunotia pectina lis var．皿inor （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 0 －　　 47　 10

Eunotia pectina lis var．undulata （Ralfs）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind ・0 2

Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh－hob ac－il トph RB．0．T 3

Eunotia praerupta var．bidens GrunoY Ogh－hob ac－il トph RB．0 10　　 3

Eunotia serra Ehrenberg Ogh－hob ．ac－bi トbi P

0，U

3
Eunotia spp． Ogh－unk unk unk 1
Gonphonema anguStum Agardh Ogh－ind a1－il ind 2
Gomphonema graCile Ehrenberg Ogh－ind all il トph 1
GomphoneJna parvu lu皿Kuetz ing Ogh－ind ind ind U

RA．U

0．U

－　　48　　 2

Gomphonena spp． Ogh－unk unk unk 2
Hantzsch ia amphioxys （Ehr．）GrunoY Ogh－ind aトil ind ‘ 7　 12
Hantzsch ia a皿ph ioxys var．v ivax （Iantz．）GrunoY Ogh－ind allil ind 1

Nav icula e lginensis （Greg．）Ralfs Ogh－ind aトil ind －　　 28　　 3

Nav icula e lginensis var．neglecta （Krass．）Patrick ． Ogh－ind a卜il r－ph U 22　　 6　　 20

Navicula mutica Kuetz ing Ogh－ind aトil ind RA．S 2

Ⅳavicula p lacenta Ehrenberg OglP ind aトil ind RI 2

Navicula pupula Kuetzing Ogh－ind ind ind S 2
Navicula tokyoens is H．Kobayas i Ogh－ind ind トph R I

RB．U

0

0

0

ーRB．S

0

0

U

1　 1
Neid ium ampliatu皿 （Ehr．）Kranmer Ogh－ind ind トph 4　　 7
N itzschia brev iss ima Gru nOY Ogh－‾hil‘al－il ind 2　　 1　 1
P innularia acrosphaeria Y．S皿ith Ogh－ind al－il トph 1　 1
P innularia brevicos tata C leve Ogh－ind ac－il ind 1
P innularia brevicostata var．sumatrana Hustedt Ogh－ind acl il トph 2　　 2
P innularia divergens Y．Sn ith Ogh－hob ac－il トph 1

P innu・1ar ia gibba Ehrenberg Ogh－ind ac－il ind 6　　 3
Pinnu lar ia heniptera （Kuetz．）Cleve Ogh－hob ind トph 1

Pinnu laria i皿peratr i．x Mills Ogh－hob ac－il トph 6　　　　　 3
Pinnu laria 皿icrostaurdn Yar．brev issonii （Kuetz．）Hustedt Ogh－ind ind ind 1　　 2

Pinnu laria nodosa Ehtenberg Ogh－hob ac－il トph 2　　 2

1

Pinnu laria orna ta I．．Kobayas i Ogh－hob ac－il トph
Pinnu laria r ivu lar is Hustedt Ogh－hob ac－il 1－ph
Pinnularia s i皿ilis Hdstedt Ogh－ind ind ind 1
Pinnularia stomatophora （Grun．）C leve Ogh－ind ac－il トph 1
P innularia subcap itata Gregory Ogh－ind ac－il ind 2
P innularia sudetica （H ilse）M．Peraga llo Ogh－hob ac－il トph 1　 1
P innularia viridis （Nitz．）Ehrenber畠 Ogh－ind ind ind 8　　 6　 19

P innularia spp． Ogh－unk unk unk 4　　 6
Rhopalod ia gibberula （Ehr．）0．Mu ller Ogh⊥h il a1－il ind 6　　 2

Staurone is acuta Y．S皿ith Ogh－ind ・aトil 1－ph 2　　 1
Staurone is phoen icenteron （Nitz．）Ehrenberg Ogh－ind ind トph 1　　 4
Staurone i云phoen icenteron var．si’gna ta Meister Ogh－ind ind ．ind・ ・2　　 6
Surirella angus ta Kuetzing Ogh－ind a 1－il r－b i 1
海水生種合計
海水一汽水生種合計
汽水生種合計
淡水生種合計

珪藻化石総数

一一一一一一一l一一一一一一

凡例

H．R．：塩分濃度に対する適応性
Euh　：海水生種
Euh－Meh：海水生種車汽水生種
Meh　：汽水生種
Ogh－hil：貧塩好塩性種
Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種

pH：水素イオン濃度に対する適応性
al－bi：其アルカリ性種
aトil：好アルカリ性種
ind：pH不定性種
ac－il：好酸性種
ac－bi：真酸性種

unk：pH不明種

C．R．：流水に対する適応性
トbi：真止水性種
1－ph：好止水性種

ind：流水不定性種
r－ph：好流水性種
r－bi：真流水性種
unk：流水不明種

Ogh－unk：貧塩不明種
環境指標種

J：上流性河川指標種　K：中～下流性河川指標種　L：最下流性河川指標種　M：湖沼浮遊性種
Ⅳ：湖沼沼沢湿地指標種　0：沼沢湿地付着生種　P：高層湿原指標種（以上は安藤，1990）
S：好汚濁性種　U：広適応性種　T：好清水性種（以上はAsai．K．＆Yatanabe．T．1995）
RI：陸生珪藻（RA：A群．RB：B群、伊藤・堀内，1991）
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75％、貧塩一嫌塩性種が10～30％をこの両者で占めている。PHについてはpH不定性種の産出率が高

いが、好酸性種あるいは好アルカリ性種も13～40％程度産出しており、比較的ばらついた傾向が認め

られる。流水については試料番号2・3で流水不定性種が57～80％を占めるが、試料番号1では好止水

性種が約60％産出している。好流水性種はいずれの試料でも低率であり、3～18％である。

陸生／水生比は試料番号1で陸生珪藻が57％と高率であるが、試料番号2・3では6～13％と低率で

あり、水生珪藻優位の傾向が認められる。ただし、試料番号1に多産している陸生珪藻の大半は、水域

にも認められることの多い種群である。

（8　2区

＜A地点＞

上位の試料では、珪藻化石の産出量が少ないが、下位の試料からは多産した。産出した種類はすべて

淡水生種であり、19属・64種・14変種・2品種・種不明5の計85分類群である。

塩分濃度については下位の試料番号15～17で貧塩一好塩性種が30～35％産出しているが、他の試料

は低率であり、その代わりに貧塩一不定性種および貧塩一嫌塩性種が高率に認められる。貧塩一不定性

種と貧塩一棟塩性種を合わせると80％以上を占めている。pHについては全体的に好アルカリ性種の産

出率が高く、30～65％の産出率を示している。しかし、下位の試料番号15～17の3試料では好酸性種

も卓越した傾向にあり、20～30％の産出率である。流水については流水不定性種の割合が高く、37～

75％程度を占めており、次いで好止水性種が20～50％程度産出している。好流水性種はいずれの試料

にも少なく5％未満である。

陸生／水生比は水生珪藻が優勢であり80％以上を占めている。陸生珪藻の比較的多く産出した下位の

層準でも25％程度である。

＜B地点＞

本地点も上位の4試料で少ないが、下位の3試料から多産する。産出した種類はすべて淡水生種であ

り、18属・45種・12変種・1品種・種不明5の計63分類群である。

塩分濃度については試料番号6で貧塩一好塩性種が25％認められるほかは貧塩一不定性種および貧塩

一嫌塩性種が多産している。pHについては全体的に好アルカリ性種の産出率が高く、45～65％産出し

ているのに対して、好酸性種の産出率は相対的に低く、13～25％程度である。流水については試料番

号6・7で流水不定性種が高率であり、全体の70％を占めているが、試料番号8では好止水性種が最も

多く、．55％の産出率を示している。

陸生／水生比は水生珪藻が高率であり、85％を占めている。

（3）3区

＜A地点＞

16試料について珪藻分析が行ったが、珪藻化石が多産したのは3試料であり、他の試料には極めて少

ない量しか検出されない。

産出した種群はすべて淡水生種であり、21属・54種・12変種・種不明5の計71分類群である。

塩分濃度については試料番号15・17で貧塩一好塩性種の産出率が高く、25～50％程度産出してい

る。しかし、試料番号28では貧塩一好塩性種の産出率は低く、貧塩一不定性種および貧塩一焼塩性種の

産出率が高い傾向が認められる。pHについては試料番号15・17では好アルカリ性種の産出率が高く、

55～70％産出しているのに対して、試料番号28では好酸性種が45％程度産出している。流水について

は流水不定性種が優勢であり、70％前後の産出率である。好止水性種は15～25％程度認められるが、

好流水性種は低率で10％未満である。

陸生／水生比は水生珪藻が優勢であり、陸生珪藻の産出率が最も高い試料番号28でも27％である。
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表8　2区B地点の珪藻分析結果

種　　　　　 類 生‾　態　 性 環境
指標種

1　　 2　　 3　　 4　　 6 ・　7　　 8
塩分 pH 流水

A皿phora ova lis var．affinis （Kuetz．）V．Heurck Ogh－ind aトil ind U 9　　 4　　20
Aulacose ira d istans （Ehr．）S imohsen Ogh－hob ac－il トbi N，U 1　　 2
Aulacose ira italica （Ehr．）S imOnSen Ogh－ind aトil トph U

RB

1　 65
Aulacose ira italica var．va lida （Grun．）SimOnSen Ogh－ind a上il トph 6
Caloneis leptoso皿a Kra皿mer ＆Lange－Bertalot Ogh－ind ind 「ph 2
Cyc lotella meneghiniana Kuetzing Ogh－hil a1－il トph L，S 2
Cy皿bella aspera （Ehr．）C leve Ogh－ind aトil ind 0．T 2　 18　　21
LCymbella ehrenberg ii Kuetzing Ogh－ind ind トph 0 l　　　　 l
Cymbella navicu liformis AuersYald Ogh－ind ind ind 0 2
Cymbe lla s ilesiaca Bleisch Ogh－ind ind ind T 5　　 3　　 2
Cymbe lla subaequalis GrunoY Oghq ind aトil トph 0．T

R I

T

P

3
Cymbe lla spp． Ogh－unk unk unk 2
Diplone is ob longella （Naegeli）Cleve－Eu ler Ogh－ind a1－il 1－ph 1
Diplone is oValis （Hilse）Cleve Ogh－ind aトil ind 10
Diplone is par皿a Cleve Ogh－ind ind ind 5　　 4　　 2
Diplone is yatukaensis HorikaYa et Okuno Ogh－ind ind 上ph 1　　 8　 10
Diploneis spp． Ogh－unk unk unk 6
Ep ithemia turgida （Ehr．）Kuetz ing Ogh－ind aトil トph 1
Eunotia d iodon Ehrenberg Ogh－hob ac－bi ind 1　 1
Eunotia exigua （Breb．）GrunoY Ogh－hob ac－bi トph 1
Eunotia　fallax A．Cleve Ogh－hob ac－bi ind RA 1
Eunotia mOnOdon Ehrenberg Ogh－hob ac－il 1－ph 0 l
Eunotia mOnOdon var．trop ica Hustedt Ogh－hob ac－il トph 0

0．T

3　　 3　 1
Eunotia paludosa GrunoY Ogh－・hob ac－il トph 1
Eunotia pectinalis （Kuetz．）Rabenhors t Ogh－hob ac－il ind 1　 1
Eunotia pectinalis var．n inor （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 0 14　　　　　 1
Eunotia pectinalis var．undu la ta （Ra lfs）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 0 1　 26　　 2
Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh－hob ac－il 1－ph RB．0．T 1　　　　　　　　 3　　 5　 15
Eunotia praerupta var．b idens GrunoY Ogh－hob ac－il トph RB．0 11　　 3　　 1
Eunotia serra Ehrenberg Ogh－hob ac－b i 卜b i P

U

1
Eunotia spp． Ogh－unk unk unk 4　　 3
Fragilaria brevistriata Gruno Ogh－ind aトil トph 1
Fragilar・ia construens fo．venter （Ehr．）GrunoY Ogh－ind aトil トph S 1
Fragilaria v irescens Ralfs Ogh－ind ac－il トph U 2
Gomphone皿a aCum ihatum Ehrenberg ・ Ogh－ind ind 1－ph 0 1　 1　 1
Go皿phonena grac ile Ehrenberg Ogh－ind aトil トph 0．U 1　　　　　 2　　 1
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh－ind ind ind U 12　　　　　　 2
Hantzschia amph ioxys （Ehr．）GrunoY Ogh－ind allil ind RA．U

R I

2　　 5
Hantzschia a皿ph ioxys var．vivax （Iantz．）GrunoY OghT ind aトil ind 1
Navicula cuspidata Kuetzing Ogh－ind aトbi ind 1
Ⅳavicula elg inens is （Greg．）Ra lfs Ogh－ind all il ind 0．U

U

7
Navicula elg inens is var．cuneata H．Kobayasi Ogh－ind allil ind 1　 53
Navicula elg inens is var．neg lecta （Krass．）Patrick Ogh－ind aトil r－ph 1　　　　 17
Navicula placentu la （Ehr．）Kuetzing Ogh－ind aトil トbi T 4
Navicula tokyoens is H．Kobayas i Ogh－ind ind トph R I

RB，U

1　　　　　　　　 8　　　　　 2
Ne id iu皿a皿p liatu皿（Ehr．）Kra皿皿er Ogh－ind ind トph 2　　　　　 1
N itzschia brev iss ima GrunoY Ogh－h il aトil ind 2
P innularia acrosphaeria Y．Sm ith Ogh－ind aトil トph 0 3　　　　　 3
P innularia brevicostata var．sumatrana Hus tedt Ogh－ind ac－il トph l
P innularia divergens W．Snith Ogh－hob ac－il‘ トph

0

S

3
P innularia gibba Ehrenberg Ogh－ind ac－il ind 1　　　　 1
P innularia imperatr ix Mills Ogh細hob ac－il トph 1　　 7　　 1
P innular ia microstauron （Ehr．）Cleve Ogh－ind ind ind 1
Pinnular ia niCrostauron var．brev issonii （Kuetz．）Hustedt Ogh－ind ind ind ’ 1
Pinnular ia rupestris Hantzsch Ogh－ind ind ind

0

T

2
Pinnular ia virid is （N itz．）Ehrenberg Ogh－ind ind ind 14　　20　　 9
Pinnu laria spp． Ogh－unk unk unk 2　　 5
Rhopa lodia gibberu la （Ehr．）0．Muller Ogh－hil aトil ind －　 57　 19　　 4
Stauroneis　acuta Y．Sm ith Ogh－ind a l－il トph 1　　 2
Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh－ind ind ind l　 l
Stauroneis phoenicenteron （Ⅳitz．）Ehrenberg 0由一ind ind トph 0

RB

U

5　　 1
Stauroneis phoenicenteron va r．s ignata Me ister Ogh－ind ind ind 1
Stauroneis　tenera Iustedt Ogh－ind ind・ ind 1
Stauroneis spp． Ogh－unk unk unk 1　　 2
Synedra u lna （Kuetz．）Ehrenbeilg 0由一ind aトil ind l

一一一一一一一…一…一一一…‥…一

掛澗肌

生
一
生
生

水
水
水
水

海
海
汽
淡
珪藻化

凡例
臥R．：塩分濃度に対する適応性
Euh

Euh－Meh

Meh

Ogh－hil

種
種
種
塩

生
生
生
好

水
水
水
塩

海
海
汽
貧

汽水生種

種性
Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種
Ogh－unk：貧塩不明種

環境指標種

pH：水素イオン濃度に対する適応性
aトbi：其アルカリ性種
aトil：好アル別性種
ind：pH不定性種
ac－il：好酸性種
ac－bi：真酸性種
unk：pH不明種

C．R．：流水に対する適応性
トbi：真止水性種
トph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－ph：好流水性種
r－bi：真流水性種
unk：流水不明種

J：上流性河川指標種　K：中～下流性河川指標種　L：最下流性河川指標種　M：湖沼浮遊性種
Ⅳ：湖沼沼沢湿地指標種

0

S：好汚濁性種　U：広適応性
種
種

生
性

着
水

付
清

地
好

湿
㌣

沢沼
種

P：高層湿原指標種（以上は安藤．1990）
（以上はAsai．K．＆Tathabe．T．1995）

Rl：陸生珪藻（RA：A群．RB：B群、伊藤・堀内．1991）
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＜B地点＞

本地点は分析試料のいずれにも珪藻化石が少なく、100個体以上産出しない。

産出した種群はすべて淡水生種であり、7属・4種・2変種・種不明3の計9分類群である0

産出個体数が最も多かった試料番号14の珪藻化石の産状の特徴は、貧塩一不定性種、好アルカリ性種

および好止水性種の産出率が高い。しかし、他の試料については珪藻化石の産状の特徴を捉えることは

困難である。

＜C地点＞

本地点では全体に珪藻化石の産出率が高く、最下位の2試料（試料番号13・14）を除いて、多くの珪

藻化石が認められる。

産出した種群はすべて淡水生種で構成され、23属・106種・17変種・3品種・種不明7の計133分類

群である。

塩分濃度については貧塩一不定性種が高率に産出しているが、試料番号3・4・9・10・11で貧塩一好

塩性種が15～60％と比較的高率に認められる。pHについては全体に好アルカリ性種の産出率が高く、

次いでpH不定性種が卓越する傾向にあり、この両者で80％以上を占めている0好酸性種は低率であり、

最も多い試料番号4で20％である。流水についてはほとんどの試料で流水不定性種あるいは好止水性種

が多産している。好止水性種がとくに多い試料は、試料番号1・2・8であり、60～80％程度の産出率を

示す。その他の試料は流水不定性種が50～87％を占めている。好流水性種は試料番号6・7で産出する

が、20％に満たない。

陸生／水生比は全体に水生珪藻の比率が高いが、下部の試料番号9～11では陸生珪藻が25～35％産

出している。

＜E地点＞

分析を行った6試料のうち試料番号2および試料番号22で産出率が低い他は、比較的多くの珪藻化石

が産出する。

認められた種群は淡水生種であり、21属・78種・14変種・1品種・種不明6の計99分類群である0

塩分濃度については多産した4試料すべて貧塩一不定性種が90％以上を占めており、貧塩一好塩性

種あるいは貧塩一嫌塩性種は極めて少ない傾向にある。pHについては全体に好アルカリ性種の産出率が

高く、80％以上を占めている。好酸性種は極めて低率である0流水については試料番号4・25で好流水

性種および好止水性種がそれぞれ15～20％程度産出しているが、大半が流水不定性種で構成される0

陸生／水生比はすべての試料で95％以上が水生珪藻であり、陸生珪藻は極めて少ない傾向が認められ

る。

＜F地点＞

本地点では、6試料（試料番号7～12）の分析試料の中で1試料（試料番号7）のみ珪藻化石が産出

したが、他の5試料中には皆無であった。

産出した珪藻化石は淡水生種を主として若干の汽水生種を含む群集であり、19属・36種・7変種・種

不明2の計45分類群である。

塩分濃度については貧塩一不定性種、pHについては好アルカリ性種、流水については流水不定性種お

よび好止水性種が多産している。

陸生／水生比はほとんどが水生珪藻であり、陸生珪藻は少ない傾向にある。
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表12　3区E地点の珪藻分析結果（1）

種　　　　　 類 生　 態　 性 環境

指 標種

2　　　 4　 11　 17　　 22　　 25

塩分 pH 流 水

Achnahthes lanceolata （Breb．）GrunoY Ogh－ind ind r－ph K．T 2　　　　　　 3

Achnanthes m inutissima Kuetzing Ogh－ind a トil ind U 1

Achnanthes 皿Ontana Krasske Ogh－ind ind i．nd RI．T 1

Achnanthes rostrata Oestrup Ogh－ind a 上il r－ph U 2

Amphora inariensis Kranmer Ogh－unk unk unk

RA

1

Anphora mOntana Krasske Ogh－ind ind ind l

Amphora ovalis var．affinis （Kuetz．）V．Heurck Ogh－ind a トil ind U

U

2 ‾　 10　　　　　　　　　　　　　 9

A皿phora spp． Ogh－unk unk unk 1

AnomOeOneis sphaerophora （Kuetz．）Pf itzer Ogh－hil a l－bi ind l

Bacillaria paradoxa Gme lin Ogh－hil a 上bi トph 1　 1　　　　　 1

Ca loneis bac illu皿 （Grun ．）C leve Ogh－ind a トil r－ph U

U

1　　　　　　 3

Ca loneis s ilicula （Ehr．）Cleve Ogh－ind a 上il ind 1　　 3　　　 2　　　　　　　　　　 2

Ca loneis s ilicula var． inter皿edia Mayer Ogh－ind a l－il ind 1

Ca loneis spp ． Ogh－unk unk unk 1　　　　　 1

Coccone is placentu la （Ehr．）Cleve Ogh－ind a 上il ind 4　　　 9　 126　 154　　 1　 51

Coccone is placentu la var．eug lypta （Ehr．‘）Cleve Ogh－ind a lJ l r－ph T 4　　　 7　　　 3　　　　　　 6

Cy皿bella aspera （Ehr．）C leve Ogh－ind a トil ind 0．T 3

Cy皿bella ehrenberg ii Kuetzing Ogh－ind ind トph 0 3

Cy皿bella heteropleura var．minor Cleve Ogh－hob ac－il トph

0

1

Cymbella 皿eS iana Cholnoky Ogh－ind a トbi トbi 1

Cymbella nav iculifor皿is AuersYald Ogh－ind ind ind 0 3　　　　　　　　　 1　 1

Cy皿bella silesiaca Bleisch Ogh－ind ind ind T 2　　　 3　　　 3　　　 4　　　 2　　　 7

Cy皿bella sinuata Gregory Ogh－ind ind r－ph K．T 1　　　　　 1

Cymbella subaequalis GrunoY Ogh－ind a トil トph 0．T 2　　　　　　　　　　 2　　　 2

Cy皿bella tu皿ida （Breb．ex Kuetz．）V．Heurck Ogh－ind a l－il ind T 1　　　　　　　　　 2

Cymbella turg idula GrunoY Ogh－ind a トil r－ph K．T 14　　　 4　　　 4　　 1　 ．9

Cy皿bella turg idula var、 n・ipponica SkvortzoY Ogh－ind a トil r－ph T

RI

0 ，T

1　 1　　　　　 1

Cymbella spp． Ogh－unk unk unk 2

Diplone－is finnica （Ehr．）Cleve Ogh－ind ind ト叫 1

Diplone is ovalis （Hilse）Cleve Ogh－ind a トil ind 1

Diplone is par皿a Cleve Ogh－ind ind ind 2

Diplone is yatukaens‘is uorikaYa et Okuno Ogh－ind ind トph 1

Diplone is spp． Ogh－unk unk unk 2

Eunotia lunaris （Ehr．）GrunoY Ogh－hob ac－il 1－ph 2

Eunotia pectinalis （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 1　 1　 1　 1

Eunotia pectinalis var．皿inor （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 0 1

Eunotia pectina lis var．undulata （Ralfs）Rabenhorst Ogh－hob ac－il ind 0 2

Eunotia praeru Pta Var．bidens GrunoY Ogh－hob ac－il トph RB，0 3

Eunotia spp． Ogh－unk unk unk

U

1

Frag ilaria brev istriata GrunoY Ogh－ind al－il 1－ph 1　　　　　　　　　　　　　 9

Frag ilaria construens （Ehr．）GrunoY Ogh－ind a l－il トph T 3

Frag ilaria consItru enS－fo．venter （Ehr．）GrunoY Ogh－ind a1－il トph S 3

Frag ilaria vaucher iae （Kuetz．）Petersen Ogh－ind aト il r－ph K ．T 2　　　　　　 1　 1

Frag ilaria v irescens Ra lfs Ogh－ind ac－il トph U

U

2　　 1　　 1

Frag ilaria v irescens var．cap itata Oestru p Ogh－ind ac－il トph 1

Frustu lia vu lgaris （ThYait．）De Ton i Ogh－ind al－il ind 1　　　　　 1　　　　　　　　　 4

Go皿phone皿a aCu皿inatu皿Ehrenberg Ogh－ind ind トph 0

U

0，U

1　　 2

Go皿phonema anguStu皿Agardh Ogh－ind a1－il ind 1　　 5　　 1

Gomphone皿a anguStatu皿 （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－ind aト il ind 1　　　　　　　　　　　　 1

Gomphone皿a augur Ehrenberg Ogh－ind ind ind 2　　 1

Gomphonena Clavatu皿Ehrenberg Ogh－ind aト i・1 ind l

Gomphonema graCile Ehrenberg Ogh－ind aト il 1－ph 1　　　　　　　　　　　　　 4

Go皿phonema parvu 1um Kuetzing Ogh－ind ind ind U ． 4　　　 4　　 1　　 6

Gomphonema Subclavatu皿 （Grun．）GrunoY Ogh－ind aト il ind U 1

Gomphone皿a Su皿atOrenSe・Fricke Ogh－ind ind r－bi J 1　　 1

Gomphonema trunCatum Ehrenberg Ogh－ind ind トph T

U

1　 1　　　　　　 3

Go皿phone皿a Spp ． Ogh－unk unk unk 2

Gyrosig皿a aCu皿inatum （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－ind aト il ind ・1　　　　　 1　　　　　　 2

Gyros ig皿a SCa lpro ides （Rabh．）Cleve Ogh－ind al－i－1 r－ph 1　　　　　　　　　 3

Gyros igma spencer ii （Y．S皿ith）Cleve Ogh－ind a1－il トph 3　　 9　　 1　　 3　　　　　　 9

Gyros igma Spp ． Ogh－unk unk unk

RA，U

l

Hantzsch ia amphioxys （Ehr．）GrunoY Ogh－ind a1－il ind 2　　　　　　 3　　　 3　　　　　　 1
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表12　3区E地点の珪藻分析結果　②

種　　　　　　 類 生　 態　 性 環境

指標種

2　　　 4　　 11　 17・　 22　　 25

塩分 pH 流水

Melosira var ians．Agardh Ogh－h il a llb i r－ph K．U 2

Nav icu la bryophila Boye－Petersen Ogh－ind a llil ind RI 1

Ⅳav icu la confervacea （Kuetz．）GrunoY Ogh－ind a トb i ind RB．S． 1

Nav icula cryptocephala Kuetzing Ogh－ind a llil ind U 3　　 1　　　　　 1

Nav icula cryptotene lla Lange－Berta lot Ogh－ind ind ind T 1

Nav icula cuspidata Kuetzing Ogh－ind aトbi ind R I

0．U

U

RA．S

S

1　　 1

Nav icula d igitoradiata （Greg．）A．Schmidt Ogh－ind aト il ind 1

Navicula e lginensis （Greg．）Ralfs Ogh－ind al－il ind 2　　　 2

Ⅳavicula e lginensis var．cunea ta l．Kobayas i Ogh－ind aト il ind 1　　　　　　　　　　　　　　 2

Navicula e lg inensis var．neglecta （Kra・SS．）Patrick Ogh－ind aト il r－ph 3　　　 3　　 1　　　　　 1

Navicula kotschyi GrunoY Ogh－ind al－il ind 3　　　 2　　　 2　　　　　　　 8

Navicula laevissima Kue tzing Ogh－ind ind ind l

Navicula 皿utica Kuetzing Ogh－ind aトil ind 1　　 1　　　　　　　　　　　　　 1

Navicula notanda Pantocsek Ogh「ind a1－il ind 1

Navicu la pupula Kuetzing Ogh－ind ind ind 1　　　　　　　　　 1

Nav icu la rad iosa Kuetzing Ogh－ind ind ind U 1

Nav icu la rhynchocephala Kuetz ing Ogh－ind a トil ind U 2

Nav icu la vir idula （Kuetz．）Kuetzing Ogh－ind a l－il r－ph K．U l

Nav icula viridula var．rostella ta （Kuetz．）C leve Ogh－ind a トil r－ph K，U

S

2　　　 2　　 1　　　　　 1

Neidiu皿a皿PliatuJn （Ehr．）Kra皿mer Ogh－ind ind トph 1　　 1　　 1　　 1　　 2

Nitzschia a皿phibia GrunoY Ogh－ind al－b i．ind 5　　　 3

Nitzschia brevissi皿a Gru nOY Ogh－hil aト il ind RB，U

U

0

RB．S

1

Ⅳitzschia heiden i Meister Ogh－ind aト il ind 1　　 5　　　 2　　　　　　　　　　 6

Nitzsch ia tryblione lla var．victor iae GrunoY Ogh－hil al－il ind 1　　　　　　 1　　 1　　　　　 1

Pinnularia brev icostata var ．suna trana Hustedt Ogh－ind ac－il 1－ph 1　　 1

Pinnularia d ivergens Y．S皿ith Ogh－hob ac－il トph 1

P innularia g ibba Ehrenberg Ogh－ind ac－il ind 1

P innularia imperatrix M ills Ogh－hob ac－il 1－ph l

P innularia rupestr is Hantzsch Ogh－ind ind ind l

P innularia subcap itata Gregory Ogh－ind ac－il ind 1

P innularia v iridis （Nitz．）Ehrenberg Ogh－ind ind ind 0

0

U

1　　　　　　　　　　 2　　 1

P innularia spp． Ogh－unk unk unk 2　　　　　　　 2

Rhopa lodia gibba （Ehr．）0．Huller Ogh－ind a トil ind 2　　　 2　　　 2

Rhopa lod ia gibberula （Ehr．）0．Muller Ogh－h il a l－il ind 1　 1　　 2　　　 2　　　 9　　　 2

Staurone is phoen icenteron （N itz．）Ehrenberg Ogh－ind ind 1－ph 1　　 1　　　　　　　　　 1

Staurone is phoen icenteron var．s ignata Meister Ogh－ind ind ind 1

Staurone is sm ith ii Grunov Ogh－ind a トil r－ph 1

Surirella angusta Kuetzing Ogh－ind aト il r－bi U

U

1　　 1

Surirella robus ta Ehrenberg Ogh－hob ind トbi 1

Surirella tenera Gregory Ogh－hob ind 1－bi 1

Synedra ulna （Kuetz．）Ehrenberg Ogh－ind aト il ind 6　　　 7　　　 2　　　 5　　　　　　 4

海水生種合計

海水一汽水生種合計

汽水生種合計

淡水生種合計

0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

35　109　200　213　　41　205

珪藻化石総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35　109　200　213　　41　205

凡例

H．R．：塩分濃度に対する適応性　　p斑：水素イオン濃度に対する適応性　　C．R．：流水に対する適応性

Euh　：海水生種　　　　　　　　aトbi：真アルカリ性種

Euh－Meh：海水生種一汽水生種　　　a1－il：好アルカリ性種

Meh　：汽水生種　　　　　　　ind：pH不定性種

Ogh－hil：貧塩好塩性種　　　　　　ac－il：好酸性種

Ogh－ind：貧塩不定性種　　　　　　ac－bi：真酸性種

Ogh－hob：貧塩嫌塩性種　　　　　　unk：pH不明種
Ogh－unk：貧塩不明種

環境指標種

1－bi：真止水性種

トph：好止水性種

ind：流水不定性種

r－ph：好流水性種
r－bi：真流水性種

unk：流水不明種

J：上流性河川指標種　K：中～下流性河川指標種　L：最下流性河川指標種　M：湖沼浮遊性種

N：湖沼沼沢湿地指標種　0：沼沢湿地付着生種　P：高層湿原指標種（以上は安藤．1990）
S：好汚濁性種　U：広適応性種　T：好清水性種（以上はAsai．K．＆Yatanabe．T．1995）

RI：陸生珪藻（RA：A群．RB：B群、伊藤・堀内，1991）
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表13　3区F地点の珪藻分析結果

種　　　　 ’類 生　 態　 性 環境
指標種 7　　　 8　　　 9　　 10　　 11　 12塩分 pH 流水

Gyrosigma distortu皿Var．parkeri Harrison Meh

ind r－ph

E2

K，T

1

Nitzschia lorenziana var．subtilis GrunoY 甚eh 2・

Synedra fasciculata （Ag．）Kue tzing Meh 9

Achnanthes lanceo la ta （Breb．）Gru nOY Ogh－ind l

A皿phora ova lis var．affinis （Kuetz．）V．Ieurck Ogh－ind aトil ind U 20

Aulacose ira italica （Ehr．）S i皿OnSen Ogh－ind a1－il 卜ph U l

Caloneis bacillun （Gru n．）Cleve Ogh－ind al－il r－ph U

U

・1
Ca loneis s ilicula （Ehr．）Cleve Ogh－ind aトil ind 5

Ca loneis s ilicula var．intermed ia Mayer Ogh－ind all il ind 1

Ca loneis spp． Ogh－unk unk unk 1
Cocconeis pladentu la （Ehr．）Cleve Ogh－ind a1－il ind 41

Coccone is placentu la var．euglypta （Ehr．）Cleve Ogh－ind a卜il r－ph T

0

3

Cy皿atOp leura solea （Breb．）Y．Sm ith Ogh－ind allil ind 1

Cymbella nav icu lifor皿is ・AuersYald Ogh－ind ind ind 3

Cy皿bella silesiaca Bleisch Ogh－ind ind ind T ．8

Cymbella subaequalis Gru nOY Ogh－ind ・aトil 1－ph 0．T 3

CyJnbella turgidula GrunoY Ogh－ind a トil r－ph K．T

0，T

11

D ip loneis parma Cleve Ogh－i‘nd ind ind 3

Eunotia pectinalis （Kuetz．）Rabenhorst ’ Ogh－hob ac－il ind l

Fragilaria brevistriata GrunoY Ogh－i‘nd a llil 1－ph U 2

Fragilaria construens （Ehr．）Gru nOY Ogh－ind a卜il 卜ph T

K ．T

U

U

5

Fragilaria in terⅢed ia GrunoY Ogh－ind ac－il トph 1
Fragilar ia vaucheriae （Kuetz．）P．etersen Oglr ind aトil r－ph 2

GoJnphonema augur Ehrenberg Ogh－ind ind ind 1

Gomphone皿a parVu lu皿Kuetzing Ogh－ind ind ind 6

Gyros ig皿a aCu皿inatum （Kuetz．）Rabenhorst Ogh－ind a上il ind 2

Gyros igma SCa lproides （Rabh．）C leYe Ogh－ind aトil r－ph 2

Gyrosig皿a SpenCerii （Y．SJnith）C leve Ogh－ind al－il トph 32

Melosira var ians Agardh Ogh－hil aトbi r－ph K．U 1

Nav阜Cula confervacea （Kuetz．）GrunoY Ogh－ind aトbi ind RB．S 1

Navicu la cryptotenel．la Lange－Bertalot Ogh－indt ind ind T 2

Nav icu la elg inensis （Greg．）Ra lfs Ogh－ind a トil ind 0．U

S

K，U

1

Nav icu la kotschyi GrunoY Ogh－ind a 卜il ind 1

Nav icu la pupula Kuetzing Ogh－ind ind ind 2

Nav icu la rhynChocephala var．elongata Mayer Ogh－ind a トil ind 2

Nav icu la viridula var．roste lla ta （Kuetz．）C leve Ogh－ind a トil r－ph 7

Nitzschia anph ib ia GrunoY Ogh－ind a トbi ind S 1

Nitzschia brev iss i皿a Gru nOY Ogh－hil aトil ind RB．U

0

0

U

1

Nitzsch ia heiden i Meister Ogh－ind aトil ind 2

Nitzsch ia spp． Ogh－unk unk unk 2

Pinnularia divergens Y．Smith Ogh－hob ac－il トph 1

Pinnularia v irid is （N itz．）Ehrenberg 0岳h－ind ind ind 2

Rhopalodia g ibba （Ehr．）0．Mu ller Ogh－ind allil ind 3

Rhopalodia g ibberu la （Ehr．）0．Muller Ogh－hil aトil ind 2

Stauroneis phoenicenteron （Ⅳitz．）Ehrehberg Ogh－ind ind トph 1
Synedra u lna （Kuetz．）Ehrenberg Ogh－ind al－il ind 4
海水生種合計
海水一汽水生種合計
汽水生種合計
淡水生種合計

珪藻化石総数

一一一一一一阻…l一

凡例
H．R．：塩分濃度に対する適応性
Euh　：海水生種
Euh－Meh：海水生種一汽水生種
Meh　：汽水生種
Ogh－hil：貧塩好塩性種

Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種

pH：水素イオン濃度に対する適応性

aトbi：真アルカリ性種

al一日：好アルカリ性種

ind：pH不定性種
ac－il：好酸性種
ac－bi：真酸性種

unk：pH不明種

C．R．：流水に対する適応性
トbi：真止水性種
トph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－ph：好流水性種
r－bi：真流水性種
unk：流水不明種

Ogh－unk：貧塩不明種
環境指標種

E2：汽水泥質干潟指標種（小杉，1988）
J：上流性河川指標種　K：中～下流性河川指標種　L：最下流性河川指標種　M：湖沼浮遊性種
Ⅳ：湖沼沼沢湿地指標種　0：沼沢湿地付着生種　P：高層湿原指標種（以上は安藤，1990）
S：好汚濁性種　U：広適応性種　T：好清水性種（以上はAsai．K．＆Yatanabe，T．1995）

RI：陸生珪藻（RA：A群．RB：B群、伊藤・堀内，1991）
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3－2．花粉化石

分析結果を表14～25・図14～23に示し、イネ属比率を表26に示す。以下に各地点毎の結果を記す0

（1）1区

＜B－1地点＞

花粉化石の保存状態は下位で悪く、上位で良好である。花粉化石は試料番号16～14・7・6を除く10

試料で検出される。木本花粉の出現傾向は試料番号13～8と試料番号4～1で異なる。試料番号13～

8ではスギ属が最も高率に出現し、次いでコナラ属アカガシ亜属が多産する。これに対して、試料番号4

～1ではスギ属の出現率が低率となり、マツ属が増加・多産し、次いでアカガシ亜属が検出される。こ

の他、モミ属・ツガ属が上位に向かい減少する。

草本花粉の出現傾向も試料番号13～8と試料番号4～1で異なる。試料番号13～8では、イネ科が

上位に向いやや増加し、カヤツリグサ科が減少する。また、試料番号12～10にかけて水生植物のガマ

属・サジオモダカ属・オモダカ属・ミズワラビ属・サンショウモなどが検出される。試料番号4～1に

なるとイネ科が多産する。この他、カヤツリグサ科・サナエタデ節－ウナギツカミ節、水生植物のガマ

属・オモダカ属・ミズアオイ属・ミズワラビ属・サンショウモなどが検出される。

栽培種のイネ属は試料番号4～1で検出される。それ以外の試料では、花粉化石の保存状態が悪く、

イネ科花粉の表面微細構造が観察できないため、イネ属の同定が不可能である。

＜B－2地点＞

花粉化石の保存状態は下位悪く、上位で良好である。花粉化石は試料番号9・1を除く10試料で検出

される。花粉化石群集は基本的にスギ属が最も高率に出現し、次いでアカガシ亜属が多産する。この他、

モミ属・ツガ属・マツ属・クマシデ属－アサダ属などを伴う。

草本花粉ではイネ科・カヤツリグサ科などが検出され、イネ科が試料番号8～6で増加する。また、

ガマ属・ミクリ属・オモダカ属・ミズアオイ属・サンショウモなどが検出され、ガマ属・ミクリ属・オ

モダカ属が試料番号8～6で比較的多く検出される。

イネ属は試料番号11・8～6で検出される。それ以外の試料では、花粉化石の保存状態が悪いため、

イネ科の中にイネ属が含まれているか確認できない。

＜F－1地点＞

花粉化石は全体的に保存状態がやや悪い。とくに試料番号7では検出個体数も少ない。木本花粉の出

現傾向は、試料番号7と試料番号6～1で異なる。試料番号7ではマツ属が多産する。これに対して、

試料番号6～1になるとマツ属に加えて、モミ属・ツガ属が多産するようになる。

草本花粉ではガマ属・イネ科・カヤツリグサ科・サナエタデ節－ウナギツカミ節・ヒシ属・サンショ

ウモなどが検出される。この内、ヒシ属・サンショウモは試料番号5より上位で比較的多く検出される0

また、試料番号3でマメ科が多産する。

＜F－2地点＞

試料番号8を除く7試料で花粉化石が検出される。木本花粉の出現傾向は、試料番号7と試料番号6

～1で異なる。試料番号7ではスギ属・アカガシ亜属が多産する。これに対して、試料番号6～1では

スギ属の出現率が著しく低下し、モミ属・ツガ属・マツ属・アカガシ亜属が多産する。

草本花粉ではガマ属・オモダカ属・イネ科・カヤツリグサ科・ミズアオイ属・サナエタデ節－ウナギ

ツカミ節・ヒツジグサ属・ヒシ属・ミズワラビ属・サンショウモなどが検出される。このうち、イネ科

が試料番号6で多産する。また、ヒシ属・サンショウモが試料番号3～1で比較的多く検出される。

＜S地点＞

花粉化石は全体的に保存状態が悪い。とくに試料番号7では検出個体数も少ない。試料番号6～1の
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表141区B－1地点の花粉分析結果

試料番号

㌶
種類
木　本花粉

マキ属
モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管束亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属（不明）
コウヤマキ属
スギ属
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科
ヤナギ属
ヤマモモ属
サワグルミ‾属
クルミ属
クマシデ属－アサダ属
バンノキ属
ブナ属

クリ属－シイノキ属
ニレ属－ケヤキ属
エノキ属－ムクノキ属
フサザタラ属
シキミ属
シラキ属
トチノキ属
クロウメモドキ科
シナノキ属
グミ属
カキ属
イボタノキ属
トネリコ属
スイカズラ属

－
－
－
－
－
－
－
－
－
一
－
－
細
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
一
一
一
一
一
一
一
－
一
e
U
一
一
一

2細
－
－
－
－
－
－
車
－
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
l
一
一
2
一

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

こ
こ
ニ
ー
1
8
6
5
－
－
－
一
4
3
－
－
－
－
－
－
－
2
－
－
1
－
－
－
－
－
－
2
－
－
－

3
1
－
－
2
－
－
2
5
7
8
－
－
－
－
1
1
6
－
－
－
－
1
－
2
2
－
－
－
－
2
－
－
－
一
3
－
1
－

7
－
－
1
－
－
－
43
7
2
－
－
－
－
3
2
－
－
－
－
－
－
1
－
－
一
1
1
1
1
車
－
1
8
1
－
－

6
－
1
－
－
－
－
4
6
4
0
－
－
－
1
5
2
－
－
－
－
－
－
1
1
1
－
1
－
2
－
－
－
－
5
－
1
－

－
－
－
－
－
－
－
4
1
3
7
一
ニ
ー
1
1
－
－
－
－
一
－
1
1
1
－
－
－
－
－
－
1
－
4
－
1
－

－
－
－
－
－
－
－
3
8
3
5
－
－
－
－
一
1
0
こ
こ
ニ
ー
1
－
－
－
－
2
－
－
－
－
2
－
3
－

1
一
－
－
－
－
－
5
1
－
－
－
－
－
2
U
－
－
－
－
－
－
－
－
－
一
一
一
一
－
－
一
－
一
一
一
一

－
－
－
－
－
－
－
7
A
l
－
－
－
－
－
1
一
－
－
－
－
－
－
－
一
－
一
一
一
－
一
一
－
1
一
一
一

6
1
4
2
1
1
3
3
9
4
4
3
－
1
3
－
1
3
7
－
2
1
－
1
1
－
－
1
－
1
－
4
－
＝
1
1
4
－
1
1

3
－
－
4
－
－
2
9
0
4
3
3
1
－
7
－
1
1
9
1
－
－
一
4
－
－
＝
1
－
2
4
－
1
－
－
1
7
1
＝

l二
二
－
－
1
5
9
7
4
〇
二
二
3
2
1
－
－
1
1
－
1
－
＝
＝
＝
－
＝
1
0
＝
－

3
1
－
2
二
〇
2
4
2
3
6
－
－
2
－
8
1
1
－
3
＝
1
1
－
1
＝
－
2
－
－
＝
1
3
－
2
－

1
1

草　本花粉
ガマ属
ミクリ属
サジオモダカ属
オモダカ属
クロモ属
ミズオオバコ属
イネ属
地のイネ科
カヤツリグサ科
ホシクサ属
イボクサ属
ミズアオイ属
ユリ科
クワ科
サナエタデ節－ウナギツカミ節

属り
科

料
属
ソ
ゲ

コ
ネ
ツ
ウ

属サグ

属
属
シ
ホ
マ
ポ
科
料
シ

デ
バ
デ
オ
ラ
ン
ラ
メ
カ

タ
ソ
ナ
コ
カ
キ
ハ
マ
キ
ヒシ属
アカバナ属－ミズユキノシタ属
アリノトウグサ属
セリ科
アカネ属－ヤエムグラ属
オミナエシ属
ゴキヅル属
ホタルブクロ属－ツリガネニンジン属
ヨモギ属
オナモミ属
他のキク亜科
タンポポ亜科

不明花粉．
不明花粉

シ　ダ類胞子
ミズワラビ属
サンショウモ
他のシダ類胞子

合計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総花粉・胞子数

その他
シャジクモ科卵胞子
タンショウモ属

0
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h
V
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－
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－
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0
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0
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1
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0

0
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表151区B－2地点の花粉分析結果

21110190
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l種類　　　　　　　　　　　試料番号

1

4

1

一

一

一

一

0

4

1

一

一

5

一

一

q

乙

1

4

4

5

一

一

一

一

一

一

1
　
5
1

一

1

3

一

一

1

一

9

4

2

1

一

5

一

一

3

5

3

3

1

1

一

一

一

一

2
　
4
　
1

一

4

1

一

一

2

一
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、
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7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
5
1

0

亡

U

5

一

O

O

 

l

一

e

U

一

3

1

一

4

3

9

5

2

2

4

一

一

一

一

一

一

1

　

　

　

2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

1

0
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クルミ属
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表161区F－1地点の花粉分析結果
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表171区F－2地点の花粉分析結果
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表181区S地点の花粉分析結果
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木本花粉の出現傾向は著しい変化がなく、スギ属が最も高率に出現し、次いでアカガシ亜属が検出され

る。この他、コナラ亜属・クリ属－シイノキ属が検出される。また、試料番号6でヤナギ属・ブドウ属

が比較して多く検出される。

草本花粉ではイネ科・カヤツリグサ科が検出される。これらの種類は下位で多産するが、上位に向か

い減少する。ただし、カヤツリグサ科は試料番号1で再び多産するようになる。また、水生植物のガマ

属・ミクリ属・コウホネ属・ヒシ属・アカウキクサ属がわずかながら検出される。

（2）2区

＜A地点＞

花粉化石は試料番号14・7を除く10試料で花粉化石が検出される。木本花粉の出現傾向は、試料番号

18～11と試料番号6～1で異なる。試料番号18～11ではスギ属が最も高率に出現し、次いでアカガ

シ亜属が多産する。この他、モミ属・ツガ属・マツ属・クマシデ属－アサダ属・コナラ亜属・クリ属－

シイノキ属などが検出される。また、試料番号12・11では下位と比較してスギ属が減少し、モミ属・ツ

ガ属・マツ属が増加する。試料番号6～1になると、モミ属・ツガ属・スギ属・アカガシ亜属が減少し、

マツ属が多産する。

草本花粉は試料番号18～3と試料番号1で出現傾向が異なる。試料番号18～3では、上位に向かい

イネ科が増加する。カヤツリグサ科はほぼ一定の割合で検出される。また、上位では水生植物に由来す

る花粉化石の種類数が増加する。試料番号1になるとイネ科が低率となり、カヤツリグサ科が多産する。

イネ属は試料番号17・16・12・11・6～1で検出される。試料番号18・15ではイネ属は検出されない。

試料番号14・7では花粉化石の保存状態が悪いため、イネ科の中にイネ属が含まれているか確認できない。

＜B地点＞

試料番号4を除く6試料で花粉化石が検出される。・花粉化石群集は基本的にスギ属・アカガシ亜属が

多産するが、上位に向かいスギ属がやや減少し、モミ属・ツガ属・マツ属が増加する。

草本花粉ではイネ科・カヤツリグサ科が検出され、上位に向かいイネ科が増加する。また、ガマ属・

ミクリ属・オモダカ属・ホシクサ属・ミズアオイ属・サンショウモなどが検出される。この内、ガマ

属・オモダカ属・サンショウモが試料番号3で多産し、ホシクサ属が試料番号2で多産する。

イネ属は試料番号8・4を除く試料で検出され、その出現率も上位に向かい増加する。試料番号8・4

では、花粉化石の保存状態が悪いため、イネ科の中にイネ属が含まれているか確認できない。

（3）3区

＜A地点＞

花粉化石の保存状態は下位で悪い。花粉化石は試料番号28・7を除く15試料で検出される。花粉化石

群集は試料番号30～15、試料番号14～12、試料番号5rlで異なる。試料番号30～15ではスギ属が

多産し、次いでアカガシ亜属が検出される。試料番号14～12ではスギ属の出現率が減少し、アカガシ

亜属が多産する。試料番号5～1ではアカガシ亜属の出現率が減少し、マツ属が増加する。なお、1g当

たり含まれる化石総数で見ると、試料番号30～27が10万個以下、試料番号26～20が10万～35万

個、試料番号14～1が2万個以下であり、下位では化石数が層位ごとに大きく変化し、上位では化石数

が極端に少なくなる。

草本花粉の出現傾向は、試料番号30～15と試料番号14～1で異なる。試料番号30～15ではカヤツ

リグサ科が多産し、イネ科が検出される。また、ガマ属・オモダカ属・サナエタデ節－ウナギツカミ節

などが低率ながら検出される。試料番号14～1になるとカヤツリグサ科が減少し、イネ科が多産する。

また、ガマ属・サジオモダカ属・オモダカ属・ミズアオイ属などが検出される。この内、ガマ属・ミズ

アオイ属は、試料番号13・12で比較的多く検出される。
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表19　2区Å地点の花粉分析結果
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表20　2区B地点の花粉分析結果
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イネ属は試料番号17・14～12・5・3～1で検出される0試料番号30～20・7では花粉化石の保存状

態が悪いため、イネ属同定が不可能である。

＜B地点＞

花粉化石は試料番号1を除く6試料で検出される。木本花粉の出現傾向は、下位でスギ属・アカガシ

亜属が多産する。この他、ツガ属・マツ属・クマシデ属－アサダ属・コナラ亜属などを伴う0これらの

種類の中でマツ属・スギ属の産状は層位的に変化しており、上位に向かいスギ属が減少し、マツ属が増

加・多産する。

草本花粉ではイネ科が多産し、ガマ属・サジオモダカ属・オモダカ属・カヤツリグサ科・ミズアオイ

属・ミズワラビ属・サンショウモなどを伴う。

イネ属は試料番号5・1を除く試料で検出され、その比率も上位に向かい増加する0試料番号5・1で

は花粉化石の保存状態が悪いため、イネ科の中にイネ属が含まれているか確認できない0

＜C地点＞

花粉化石は全体的に保存状態が悪い。また、試料番号14～9・1では花粉化石の検出個体数も少ない0

試料番号8～2の木本花粉の出現傾向は著しい変化はなく、スギ属が最も高率に出現し、次いでアカガ

シ亜属が多産する。

草本花粉ではカヤツリグサ科が多産する。この他、ガマ属・イネ科・サナエタデ節・ヨモギ属などを

伴う。

イネ属は試料番号6・5でイネ属がわずかに検出される。それ以外の試料では花粉化石の保存状態が悪

いため、イネ科の中にイネ属が含まれているか確認できない。

＜E地点＞

試料番号25を除く5試料では花粉化石の保存状態が悪く、しかも検出個体数が少ない0試料番号25

における木本花粉の出現傾向はスギ属が多産し、次いでマツ属・アカガシ亜属が出現する0草本花粉で

はカヤツリグサ科が多産し、イネ科・サナエタデ節－ウナギツカミ節・ヨモギ属などが検出される0試

料番号17・11ではサンショウモが検出される。

＜F地点＞

試料番号7を除く5試料では花粉化石の保存状態が悪く、検出個体数も少ない0試料番号7の木本花

粉の出現傾向はスギ属が多産し、次いでコナラ亜属・アカガシ亜属・クリ属－シイノキ属が出現する0

草本花粉ではイネ科・カヤツリグサ科・セリ科などが検出される。

表21イネ属同定結果（％）

調 査 区 地 点 試 料 番 号 イ ネ 属 他 の イ ネ 科 調 査 区 地 点 試 料 番 号 イ ネ 属 他 の イ ネ 科

1 B ‾1 一寸 一一一… 甘 … －… 一昔「 … －

… ’富‾‾’‾… －2言‥■… ‾「 閥 ‾‾‾■‥‾

車‾‾‾首… ‥… 2す‾… … ‾‾7 4… ‾…

‾甘 2‾… … ‾首‾… ‾て 柑　「　 千 田 ）‾一‾…

… ‾7 ‾‾… ‾一°●27 ‾… 二 二二軍 二二：二二：‾

2　 B　 … 一昔－… －て 鮎 … 丁 書芸）一一… 一

一一一一甘 … －Å・一… 二 子二 コ 新 二 欄 工 二7

2　　　 4 3　　　　 5 7

… ‾苫… ‾… ‾2甘－■‾‾… ‾‾7 2‾… ‾‾

… l百一一… … 27 ■… … …与昌一… 一一一5　　　 4 9

‾‾‾‾甘‾ ■‾… 5百日…　 4 5

… iT … ‾■て iT 「 ‾－て ‾甘9 ）… ‥

2　 A　　　 1　　　 5　　　 ＿旦5＿… … ー‾●持 … ‾‾　4 5　　　　 5 5

… 1 … … …軒 ‾… ‾… ●古3… ‾…

‾‥i盲… … て‾耶 … ‾て 拍 肝 … ■‾

‾ 17 ‾… … （3T 「 ■…王二軍約 二二二二二

●‾‾‾富… ‾‾‾‾‾5甘… … ‾　 5 6

… ‾－… ‾… ‾貯 ‾… … 「 ∬ ■… ‾‾

… 一昔一一「… 瀾 … 一一… 一計 －… －
… iT … ‾‾て 紺 … ‾て ‾す4 ）‾… ‾‾

… 陀 ‾‾‾‾●… 珊 ‾‾‾‾‾‾‾…耶 … … ‾

一一甘 … ‾… ‾…官‾… ‾‾‾‾5甘… …　 5 0

… ■官… ‾‾… 5盲‾… … ■1 5■■… ‾‾

… i首‾‾■－‾て ‾耶 … … （1爾 ）… ‾

… i甘‾■‾… て‾甘）■‾■■て ‾甘2 ）… －‾■

‾1 7 ‾… ‾て 2耶 … … （‾了紆 ‾‾‾‾‾

‾‾‾1甘‾… ‾て 肝 ‾‾… （i耶 ）二 二二二

ー‾‾lT ‾－… ‾‾－3甘●‾… ‾‾‾ 6 1

2 3　　　　 7 7

ー…猪 一一一一一一一Ⅶ 「 一一… －一別 「 一一一一一

… i耳‾●… ‾て2耶 ‾‾… て‾7 D ‾… ‾∵

… C ■‾… ■●●●‾首… ‾－て 柑 「 ‾‾て ‾甘2 y ‾… －

‾… 甘‾‾‾… て‾甘）… ‾て ‾甘2丁‾‾…
B　　　 1　　 5ヱ　 … … ＿堪 二二＿…

… ‾官‾… … ‾5ち‾‾　‾　 4 5

注1）花粉化石の保存状態によりイネ属同定が不可能である試料は表示していない0
注2）（）内は、イネ科の検出個体数が100個未満の試料におけるイネ属比率である0
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表22　3区A地点の花粉分析結果
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表23　3区B地点の花粉分析結果
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表25　3区E地点の花粉分析結果

種類　　　　　　　　　　　試料番号
5222711142

木　本　花　粉

マキ属

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

マツ属（不明）

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科

サワグルミ属

クルミ属

クマシデ属－アサダ属

バンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属－シイノキ属

ニレ属－ケヤキ属

ウコギ科

一

　

l

　

一

一

　

3

　

一

　

1

　

一

　

1

　

一

　

l

　

一

一

　

3

　

2

　

1

　

1

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

　

l

 

l

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

　

l

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

l

　

一

　

一

一

l

 

l

 

l

　

　

　

　

ハ

h

U

1
　
3
　
1

7

　

0

0

　

9

　

7

　

1

　

1

　

5

　

0

0

　

2

　

1

　

9

　

2

　

2

　

3

　

9

　

3

　

だ

U

 

l

草　本花粉

ガマ属

ミクリ属
イネ科

カヤツリグサ科

イボクサ属

クワ科

サナエタデ節－ウナギツカミ節
バラ科

マメ科

キカシグサ属
セリ科

ゴキヅル属

ヨモギ属

他のキク亜科

一

　

一

　

4

　

一

　

一

　

1

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

l

一

一

　

1

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

一

　

一

　

1

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

一

　

1

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

7
　
1

4

l

l

e

U

 

l

 

e

U

 

O

O

 

l

　

一

　

9

　

1

　

7

　

1

　

2

　

1

　

4

　

1

不　明　花粉
不明花粉

11

シ　ダ類胞子
サンショウモ

他のシダ類胞子

一

　

〇

〇

2

一

　

O

O

l

　

一

l

　

　

1

一

　

l

一

　

l

合　計

木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総花粉・胞子数

4
　
8
　
1
　
0
0
　
0

2
　
4
　
1
　
2
　
0

2
　
5
　
　
　
　
　
　
　
0
0

4
　
5
　
0
　
8
　
7

1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
3

1
　
1
　
0
　
1
　
3

0
　
1
　
0
　
2
　
3

1
　
1
　
0
　
1
　
3

0
　
0
　
0
　
1
　
1
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表26　3区F地点の花粉分析結果

種類　　　　　　　　　　　試料番号
2111

0
1

90
0

7

木　本　花　粉

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

マツ属（不明）

スギ属

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科

ヤマモモ属

クルミ属

クマシデ属－アサダ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属－シイノキ属

二レ属－ケヤキ属

エノキ属－ムクノキ属

カツラ属

キハダ属

センダン属

グミ属

ミズキ属

7

2
　
5
　
1

5

　

ハ

h

U

 

l

 

l

　

ハ

h

U

　

7

　

1

　

1

　

ハ

h

U

　

2

　

5

　

0

0

　

2

　

7

　

1

　

1

　

1

　

1

　

一

　

l

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

2

　

一

　

l

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

3

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

3

　

1

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

l

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

l

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

l

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

草　本　花粉

オモダカ属
イネ科

カヤツリグサ科

クワ科

サナエタデ節－ウナギツカミ節
アカザ科

マメ科

セリ科

ゴキヅル属
ヨモギ属

他のキク亜科

不　明　花　粉

不明花粉

l

 

l

l

l

　

1

　

0

〇

　

一

　

l

　

一

　

2

　

4

　

1

　

7

　

2

一

　

1

　

5

　

1

　

1

　

1

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

l

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

2

　

一

一

　

一

　

l

　

一

一
．

9

シ　ダ　類胞　子

シダ類胞子
54

ハ
h
U

P
n
U

O
O

7 l

合計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総花粉・胞子数

1

　

0

　

0

　

1

　

2

1

　

0

　

0

　

5

　

ハ

h

U

O

 

O

 

O

 

O

 

O

7
　
3
　
0
　
4
　
41

4
　
0
　
0
　
6
　
0

1

　

　

　

　

ハ

h

U

 

O

O

3

　

7

　

9

　

0

0

　

0

0

1

　

5

　

　

　

　

7

　

4

2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

3
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3－3．種実遺体

同定結果を表27に示す。以下に形態的特徴について記す。

・ヒサカキ（EuryajaponicaThunberg）ツバキ科ヒサカキ属

種子が検出された。暗褐色、不定形で大きさ1mm程度。側面に「へそ」があり、へその回りに同

心円上に窪みが配列する。

・イグサ属Ouncussp．）イグサ科

種子が検出された。褐色、楕円形で、大きさ1mm程度。種皮は褐色で柔らかい。表面には縦方向

に十教本の筋が走り、筋の間には横につぶれた細胞が配列する。

・ヒルムシロ属（Potamogetonsp．）ヒルムシロ科

果実が検出された。褐色、半月形で、大きさ3mm程度。背面の皮ははずれやすい。果皮は厚く柔

らかい。表面はざらつく。

・オモダカ属（Sagttariasp．）オモダカ科

果実が検出された。偏平な亜三角形で大きさは3mm程度。果皮は薄く淡褐色で柔らかい。中に黒

褐色のU字形の種子がみられる。なお、果皮が欠損してU字形の種子のみが残存している場合にをま、

属の区別がつかないので、オモダカ科（ALsmataceae）とした。

・サジオモダカ属（Alismasp．）オモダカ科

果実が検出された。側面観は楕円形、上面観はくさび型で、大きさは2mm程度。果皮は淡褐色で

柔らかい。中にU字形の細長い種子がみられる。一方の側面に溝が存在する。

・ホタルイ属（Scirpussp．）カヤツリグサ科

果実が検出された。黒色。大きさは2mm程度。腹面は平らで、背面は中央に高まりがみられ稜に

なっている。平凸レンズ状の広倒卵形。果皮は堅くて光沢がある。表面には細かい凹凸があり、横軸

方向に平行な横しわがあるように見える。刺針状の花被が数本存在し、刺針は逆向きのトゲを持って

いる。

・タデ属（P叫gonumsp．）タデ科

果実が検出された。3陵形で、大きさは2mm程度。果皮は黒色で薄く堅い。表面はざらつく。

・オニバス（EuryaleferoxSahsb）スイレン科

種子が検出された。黒色。いびつな球形で、大きさは15mm程度。一端に大きな丸い「へそ」が存

在する。種皮は厚くて堅く、表面は平滑。

・ヒシ（TrapabispinosaRoxb．var．IinumaiNakano）ヒシ科ヒシ属

果実が検出された。褐色。偏平な倒3角形で、大きさは縦3mm、幅5mm程度。両端に刺がある。

果皮は厚くてもろく、やや弾力がある。表面は平滑で光沢がある。なお、細片であるため、種の同定

は困難なものについては、ヒシ属とした。

・オニビシ（Trapanatansvar．japonicaNakai）ヒシ科ヒシ属

果実が検出された。褐色。偏平な倒3角形で、大きさは縦3mm、幅4mm程度。4方向に刺があ

る。果皮は厚くてもろく、やや弾力がある。表面は平滑で光沢がある。

・オトギリソウ属（Hypericumsp．）オトギリソウ科

種子が検出された。黒色。楕円形で大きさは1mm程度。種皮は薄くやや堅い。表面は多角形の

細胞が密に配列する。

・シソ属（Perillasp．）シソ科

果実破片が検出された。黒褐色。楕円形で大きさは1．5mm程度。表面全体には、荒い亀甲状の網目

模様がある。
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・タカサブロウ（Echptaprostrata（L．）L．）キク科タカサブロウ属

果実が検出された。縁辺部は灰色で中央部は褐色。大きさは2mm程度。くさび型で中央部は膨ら

む。水にうく。

表27　種実遺体同定結果

種　　　 類

1 区 B 地点 1 区 B 地点

3層上位
I－183

5 層

J－183

5 層
4 層 5 層 10 層 1寧層 1云＿a 層 15－b 層

ヒサカキ 種　 子＿ 1 1

オモダカ属 果　 実 3 13 6

サジオモダカ属 果　 実 1 3 2

オモダカ科 種　 子 3 2 2

ヒルムシロ属 果　 実 2 2

イグサ属 種　 子 2

ホタルイ属 果　 実 23 13 8 10

タデ属 果　 実 1

オニバス 種　 子 多　 数 40 14

オニビシ 果　 実 2

ヒシ 果　 実 6

ヒシ属 果　 実 多　 数

シソ属 果　 実 2

オトギリソウ属 種　 子 1 2 1 9

タカサブロウ 果　 実 1

3－4．土壌化学分析

分析結果は表28～30に示す。

（1）1区

＜B－1地点＞

腐植含量は21層で低く、20層から上位へ増加の傾向が認められ、17－1層・15層・14層で最も高い含

量ピークを示す。13層～6層では含量が著しく低いが、5層下からわずかに増加の傾向が認められ、3

層で高い含量ピークを示す。

可給態窒素量は19層・17－2層・4層で特徴的な増加ピークが認められる。その中で17－2層・4層は

10m釘100g以上の値を示し、含有量が高い。

陽イオン交換容量は腐植含量と同じ層位変化を示し、20層～14層・3層に増加ピークが認められ、と

くに20層～14層では著しく高い値を示す。

全リン酸量は19層・17－2層・17－1層に特徴的な増加ピークが認められ、とくに19層ではその含有量

が著しく高い値を示す。

可給態リン酸量は19層・18層～16層・13層・2層に特徴的な増加ピークが認められ、とくに13層

で最高含量を示す。

可給態ケイ酸量は19層・17－2層・17－1層に40m離00g以上の高含量が認められ、15層～2層までは

20～30mが100gの近似した値を示す。

遊離酸化鉄量は20層～14層まで2％前後の近似した値を示す。13層・6層では含量が激減するが、4

層・3層で特徴的な増加ピークが認められる。
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＜B－2地点＞

腐植含量は16層～14層で最も高い含量ピークを示す。13層で含量が激減するが、12層下部～11層

では再び増加傾向となり、11層に特徴的なピークが認められる。

可給態窒素量は16層～15層で高含量を示す。13層で含量が激減するが、12層下部～11層では再び

増加傾向となり、11層で最も高い含量になる。

陽イオン交換容量は16層～14層までは60me／100g前後あるいは80me／100g以上の高い値を示し、と

くに14層では最も高く、特徴的なピークとなっている。一方、13層～11層では40m離00g以下の値を

示し、14層以深に比較して著しく低い値を示す。ただし、上位に向かって徐々に増加している傾向が特

徴的に認められる。

全リン酸量は16層で最も高く、上位層になるにつれて低くなる傾向がある。とくに14層から上位で

はいずれも2m釘g以下の近似した低い値が認められる0

可給態リン酸量は16層・15－1層・13層で高い値を示し、とくに13層で最も高い含量が認められる0

一方、14層あるいは12層～11層では10m釘100g未満の低い値が認められる。

可給態ケイ酸量は16層～15－1層で40m離00g以上の高い値を示す。一方、14層～11層では30mが

100g以下の近似した低い値を示す。

遊離酸化鉄量はいずれも1～2％前後の比較的近似した値を示すが、16層・14層でやや高い傾向が認

められる。

（2）2区

＜A地点＞

腐植含量は16層で最も高く、12層で激減する。12層～5－2－1層では20％未満の値を示し、含量が比

較的近似する。

可給態窒素量は16層で最も高く、15－2層～12層まで低くなる。14層ではやや高くなり、6層で激減

する。6層～5－2－1層では徐々に高くなり、5－2－1層では16層に次ぐ20m釘100g以上の含量になる0

陽イオン交換容量は16層～14層で80me／100g以上の著しく高い値を示す。一方、12層～5－2－1層で

は20～40me／100gの低い値を示す。

全リン酸量は16層・15－2層で4m醜以上の高い値を示す。一方、14層～5－2－1層では2m醜以下の

低い値を示す。とくに12層～5－2－1層は1m釘g以下の近似した著しく低い値が認められる0

可給態リン酸は6層で40m離00g前後の高い値を示し、特徴的なピークが認められる016層・15－2

層は6層に次いで高い値を示し、他の層位は10～20m釘100gの比較的近似した値を示す0

可給態ケイ酸量は16層で最も高い値を示すが、6層までは徐々に低くなる。6層～5－2－1層では、い

ずれも20m釘100g前後の近似した値を示す。

遊離酸化鉄量はいずれも2％以下の値を示す。その中で6層は1％未満の低い値を示し、特徴的な層

位変化が認められる。

＜B地点＞

腐植含量は16層・15－2層で最も高い値を示し、13層上部～11層で激減する傾向が特徴的である0

可給態窒素量は16層で最も高い値を示す。層位変化では16層～12層上部まで低くなり、11層でや

や高くなる。

陽イオン交換容量は16層・15－2層が最も高く、80me／100g以上の著しく高い値を示す013層上～11

層では20～30me／100gの比較的近似した値が認められる0したがって、15－2層～13層上部にかけて特

徴的な層位変化がある。

全リン酸量は16層で最も高く、次いで15－2層が高い値を示す。13層上部～11層では1m釘g前後以
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下の低い値を示す。したがって、陽イオン交換容量同様に15－2層と13層上にかけて特徴的な層位変化

が認められる。

可給態リン酸量は13層上部で50m痩100gの最も高い値を示す。その他の層は、ほとんどが10～

20mが100g前後の値を示し、近似した値が認められる。したがって、層位変化として13層上部が特徴的

である。

可給態ケイ酸量は16層で約50m釘100gの最も高い値を示す。層位変化では16層～13層上部まで含

量は低くなり、13層上部～11層では比較的近似した値が認められる。

遊離酸化鉄量は16層で2％以上の最も高い値を示し、その他の層は1～2％の比較的近似した値を示

す。したがって、層位的にみて含量の顕著な変化は認められない。

（3）3区

＜A地点＞

腐植含量は16層で最も高く、14層で激減する。14層～10層までの層位変化は徐々に高くなり、10

層で最も高く、特徴的なピークとして捉えられる。6層～5－1層では特徴的なピークはなく、20％未満

の比較的近似した値を示す。

可給態窒素量は40m釘100g以下の値を示すが、層位変化に特徴が認められる。その特徴は腐植量の変

化に類似しており、16層と10層にピークが認められる。

陽イオン交換容量は16層・15層で80me／100g以上の著しく高い値を示す。一方、14層～5－1層では

20～40me／100gの比較的近似した値を示す。その中で10層だけは相対的に高く、層位変化の特徴的な

ピークが認められる。これは腐植、可給態窒素と類似した変化である。

全リン酸量は16層・15層で比較的高い値を示す。とくに15層は試料中最も高く、層位変化としても

特徴的なピークである。一方、13層～5－1層では1m釘g以下の低い値を示し、しかも層位変化に特徴的

なピークは認められない。

可給態リン酸量は14層が50m釘100g以上の著しく高い値を示す。その他に6層も比較的高い値を示

し、両層ともに層位変化において特徴的なピークが認められる。また、5－2－1層においても含量的には少

ないが、層位変化の特徴的なピークが認められる。

可給態ケイ酸量は20～40m釘100g前後の範囲にある。層位変化においては16層～12層まで徐々に

低くなるが、特徴的なピークは認められず、全体的に大きな変化はない。

遊離酸化鉄量は10層で最も高く、次いで16層では高い値を示す。層位変化でみても両層には特徴的

なピークが認められる。また、13層～11層にも比較的高いピークが認められる。

＜B地点＞

腐植含量はいずれも5～15％未満の低い値を示す。層位変化では13層～11層で高くなり、6層で低

くなる。6層～5－2－1層では多少の増減は認められるものの、いずれも5～10％の比較的近似した範囲

にある。

可給態窒素量はいずれも20m釘100g以下の値を示す。層位変化では13層～11層までは比較的低い値

を示し、6層～5－2－1層では高い傾向が認められる。

陽イオン交換容量はいずれも20～30me／100gの範囲にあり、全体的に近似した値を示す。

全リン酸量はいずれも1m釘g未満の著しく低い値を示す。層位変化では13層がやや高い傾向にある

が、比較的近似した値である。

可給態リン酸量は13層で最も高く、11層で最も低い値を示す。したがって、13層～11層にかけて

含量低下の層位変化が認められる。11層～5－2－1層では多少の含量差はあるが、いずれも10～20mが

100gの比較的近似した範囲におさまっている。
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可給態ケイ酸量は約20～30m離00gの比較的近似した範囲内である。その中でも13層～11層まで

がやや高い含量である。

遊離酸化鉄量はいずれも1～2％前後の範囲にあり、比較的近似した値を示す。

＜C地点＞

腐植含量は21層～19層では20％以下の値を示し、15－2－3層までは徐々に高くなる傾向が層位変化と

して認められる。一方、14層では腐植量が100％を超え（有機炭素量に腐植換算値を乗じた値であるた

めに100％を超える値となったが、これは有機物量100％として捉えるべきである。）、層位変化からみ

ても特徴的なピークである。

可給態窒素量は22層で著しく低い値を示すが、層位変化の特徴として22層～15－2層にかけて比例的

に高くなる。とくに15－2層は40m離00gの著しく高い値を示す。一方、14層・13層では著しく低い値

が認められる。

陽イオン交換容量は最も低い値を示す22層でも20me／100g以上の高い値を示し、全体的に高い傾向

が認められる。その中で、15－2－3層～14層までは80me／100g前後の著しく高い値を示し、しかもそれ

らは近似した値である。

全リン酸量は19層～17層で高い値を示し、とくに19層では15m釘gに近い著しく高い値を示す。ま

た、層位変化からみても19層～17層は特徴的なピークとして認められる。

可給態リン酸量は全リン酸と類似した層位変化を示し、19層で著しく高い値を示す特徴が認められる。

可給態ケイ酸量はいずれも30m釘100g未満の値を示し、層位変化も大きな変化は認められない0

遊離酸化鉄量はいずれも2％前後の近似した値を示し、層位変化も大きな変化は認められない。

4．珪藻化石群集による堆積環境

（1）1区

＜B－1地点＞

本地点では、珪藻化石群集の種構成の違いあるいは各種の産出率の変化等から大きく4つの珪藻化石

帯（下位からI～Ⅳ帯）に分帯される。以下、各帯毎に種群の特徴とそれらから推定される環境につい

て述べる。

・I帯（試料番号15～8：20層上部～14層）

本帯は、珪藻化石群集の変化により、さらに3つの亜帯（下位からI－1・2・3亜帯）に細分される。

・I－1亜帯（試料番号15～13：20層上部～18層）

本亜帯は流水不定性種および陸生珪藻の多産により特徴付けられる。卓越した種類は、流水不定性

種のRhopalodiagbberula、陸生珪藻のDiploneisyatukaensis、Hantzschiaamphioxys等である0多産

したRopalodiagbberulaは、好塩性種であり、Amphoraovalisvar．affinisと共に海成層から検出され

た例も多く認められる（例えば安藤・南雲，1983など）。また、田中（1987）によれば、群馬県内で

調査された古代水田の耕作土より本種が多産したことから、当時の水田内の水が塩類を豊富に含んで

いたことを示していると考えられている。さらに奥平温泉（田中・中島，1985）、四万温泉（福島，

1950）など塩類を多く含んだ温泉からの報告も多い。一方、Diploneisyatukaensis等の陸生珪藻は、

水中や水底の環境以外のたとえばコケを含めた陸上植物の表面や岩石の表面、土壌の表層部など大気

に接触した環境に生活する一群（小杉，1988）である。中でも、Hantzschiaamphioxysは、離水し

た場所の中で乾燥に耐えうることのできる種群（A群）の一種とされる（伊藤・堀内，1989；1991）。

以上の珪藻化石群集の特徴から、沼沢地のような水域であったと推定されるが、水位は低く、しば

しば干上がり表層が乾くような環境であったものと推定される。また、好塩生種が多産したことは、
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沼沢地のような環境でも水の移動が少ないために、水中の塩類濃度が高い状態にあったものと推定さ

れる。

・I－2亜帯（試料番号12：17－2層上部）

本亜帯は好止水性種の多産により特徴付けられる。多産した種は、Fragilariaconstruens、Fragilaria

COnStruenSfo．binodisおよびFra蜘ariavirescensである。

Fra由laria属は、一般に淡水～汽水の着生種で水域の沿岸部に付着生育する種群である（Hustedt，

1930）。淡水域では、沼沢地あるいは湿地に認められることが多く、水田等では著しく繁茂すること

がしばしば認められる。

したがって、本亜帯の堆積環境は、沼沢地～湿地のような水域であったものと推定される。

・I－3亜帯（試料番号11～8：16層～14層）

本亜帯は流水不定性種を主として陸生珪藻を伴う種群で構成される。多産した種は、流水不定性種

のNaviculaelgnensisvar．cuneata、Pinnulariaviridis、Rhopalodia由bberula、陸生珪藻のEunotia

PraeruPta、Eunotiapraeruptavar．bidens等である。

以上の種群の生態性は、Naviculaelgnensisvar．cuneata、Pinnulariaviridis、Eunotiapraerupta、

Eunotiapraeruptavar．bidensは、沼沢～湿地の中でほとんど流れのない水域に普通に認められる。と

くにNavicula elgnensis var．cuneata以外の種は、湿性植物が繁茂するような湿地の中の水域から

湿った泥の表面に多く認められる。Rhopalodia由bberulaは前述のように、沼沢地あるいは湿地等の

水域の水が淀んだような場所で水の流入が少ない部分に特徴的に生育する。

したがって、本亜帯もI－1亜帯同様に沼沢地のような水域であるが、水位は低く、表層が干上が

ることもあり、水の移動が少ないために水中の塩類濃度が高まった水域であったと推定される。

・Ⅱ帯（試料番号7・6：13層・6層）

本帯は珪藻化石の産出率が極めて低い層準として位置付けられる。少ないながら産出している種群

をみると、下位のI－3亜帯の群集に近似する。ただし、13層が古墳時代中期～後期の洪水性堆積物

であり、6層もラミナが形成されていることを考慮すると、氾濫等によって二次的に取り込まれた化

石と推定される。

・Ⅲ帯（試料番号4～2：5層上部～3層）

本帯は好止水性種が多産することで特徴付けられる。多産した種は、Fraglariaconstruens、

Fra由Iariaconstruensfo．venter、Fra由lariaconstruensfo．binodis等である。

Fra由laria属は一般に淡水～汽水の付着生種であり、水域の沿岸部に付着生育（水生植物等に付着）

する種群である（Hustedt，1930）。今回産出した種類は、すべて淡水域に生育する種類である。とく

にFraglariaconstruensfo．venterは、一般に貧栄養の水域に広く分布する（PatrickandReimer，1975）

とされるはか、KrammerandLange－Bertalot（1990）によれば、やや貧栄養な水域でフミン酸濃度の

低下した水域（湿原などで腐食を生成するような水域）に認められるとされる。したがって、本帯は

比較的水の流入が少ない湿地のような水域であったものと推定される。

・Ⅳ帯（試料番号1：2層）

本帯は好アルカリ性種および好流水性種が卓越することで特徴付けられる。多産種は好流水性種の

Cymbellatu噂dula、好止水性種のGyrosigmaspenseriiである。これらの生態性は、前者が中・下流

性河川指標種群（安藤，1990）と呼ばれ、河川沿いの河成段丘、扇状地および自然堤防、後背湿地と

いった地形がみられる部分に集中して出現するとされる。一方、後者は淡水から汽水域まで広く認め

られるが、塩分濃度の高い水域に特徴的に認められるとされる（KrammerandLange－Bertalot，1986）。

上記2種の生態性から水域環境を推定すると、両者は生育環境が相反するため、同時期に両者が共
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存したとは考えにくい。したがって、いずれかが二次化石の可能性が高い。下位の層準の堆積環境を

考慮した場合、湿地化が継続していたが、本層堆積時に流水の影響を受けたものと考えられる0

＜B－2地点＞

本地点では、珪藻化石群集の組成および量的な変化から4つの帯（下位よりI～Ⅳ帯）に分帯される0

以下、各帯毎に珪藻化石群集の特徴とそれらから推定される環境について述べる。

・I帯（試料番号12～10：15－2層～14層）

本帯は、種群の変化によりさらに3つの亜帯（下位からI－1～3亜帯）に細分される0

・I－1亜帯（試料番号12：15－2層）

本亜帯は好止水性種が卓越することで特徴付けられる。卓越した種は、好止水性種のAulacoseira

italica、Anlac。Seiraitahcavar．validaである。こられの種の生態は、Aulacoseiraitalicaが、栄養に富

む湖・池等に見られるとされる（VanLandingham，1970）。一般にある程度の水深を有する池沼等の

縁辺底付近や水生植物等に付着して生育している。一方、Anlacoseiraitalicavar・Validaについての詳

細な研究例はみないが、大抵の場合、承名変種に伴って認められることが多いことから、生態も承名

変種と同様と考えられる。

したがって、本亜帯は池沼のような環境であり、比較的水位の高い水域であったと推定される0

・I－2亜帯（試料番号11：15－1層）

本亜帯は陸生珪藻を主体に流水不定性種を伴う群集で構成される。多産した種は、陸生珪藻のDiploneis

yatukaensis、流水不定性種のCymbellaaspera、Naviculaelgnensisvar・Cuneataであるo Diploneis

yatukaensisは、湿地等でも表層が乾くような場所に多く認められるoCym一benaasperaは、安藤（1990）

によると沼沢湿地付着性種群とされる。Naviculael由nensisvar・Cuneataも湿地あるいは沼沢地等に普

通に認められる。

したがって、15＿1層堆積時は沼沢～湿地のような水域であるが、常に冠水した場所は少なく、むし

ろ表層は乾くような場所であったと推定される。

・I－3亜帯（試料番号10：14層）

流水不定性種を主体とした種群で構成される。特に多産した種は、流水不定性種のCymbellaaspera、

Naviculaelgnensisvar・CuneataおよびRhopalodiagibberulaである0これらの生態は前述の通りであ

る。

したがって、推定される環境は、おおむね湿地であり、水の出入りの少ない閉鎖的な水域であった

と考えられる。また、閉鎖的であるため水中の塩類濃度が高い状態にあった可能性が高い。

・Ⅱ帯（試料番号9～6：13層～11層）

本帯は珪藻化石が少なく、貧珪藻帯として位置づけられる。したがって、堆積環境について検討す

ることは困難である。

・Ⅲ帯（試料番号5～2：10層～7層）

流水不定性種を主体として、陸生珪藻を伴う種群で構成される。ただし、8層上部には好流水性種

も伴う。多産種は流水不定性種のAmphoraovalisvar・affinis、Naviculaelgnensisvar・Cuneata、陸生

珪藻のDiploneisyatukaensis、好流水性種のAchnanthesinflata（8層上部のみ多産）等である0

したがって、本帯は沼沢～湿地の水域が推定されるが、8層上部については周辺からの水の流入が

あったものと推定される。

・Ⅳ帯（試料番号1：6層）

本帯は貧化石帯であるため、堆積環境について検討することは困難である。1区B－1地点と同様

に氾濫性堆積物であることから、堆積物中に化石が取り込まれなかったと考えられる。
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＜F－1地点＞

本地点は、珪藻化石の産出の特性により2つの化石帯（下位よりI・Ⅱ帯）に分帯される。

・I帯（試料番号7～4：①層）

本帯は珪藻化石の産出数が少なく、貧珪藻化石帯として位置付けられる。

・Ⅱ帯（試料番号3～1：5－3層）

本帯は好止水性種が多産することで特徴付けられる。多産した好止水性種は、Anlacoseirag－ranulata、

Aulacoseiraitalica、Fragilariaconstruens、Fra由lariaconstruensfo．venter等である。その中で、

Aulaco9eiragranulataは、浮遊性で富栄養のある水域の岸近くに認められることが多いとされる（Stoermer

＆Yang，1968）。他の種の生態性については、前述の通りである。

したがって、本帯は全体に止水性種が優先することおよび浮遊性種が産出したことから、ある程度

水深のある止水域であった可能性が高い。

＜F－2地点＞

本地点は、珪藻化石の産出傾向から3つの珪藻化石帯（下位よりI～Ⅲ帯）に分帯される。

以下、各帯毎に化石群集の特徴と推定される環境について述べる。

・I帯（試料番号8・7：13層・12，層）

本帯は、好止水性種が多産し好酸性種を伴う群集により特徴付けられる。多産種は、Aulacos－eira

granulata、Aulacoseiraitalica、Fra由lariaconstruens、Fra由lariaconstruensfo．binodis、Fra由laria

COnStruenSfo．venter、Fragilariavirescens等である。

上記の中で、とくに好止水性種でも浮遊性種（A．granulata）が産出していることから、本帯の堆積

環境はある程度の水深を有する水域であった可能性が高い。また、Fra由laria属が多産することは、あ

る程度の水が溜まっているが、規模の大きな池や湖とは異なり、水生植物等が平均的に繁茂している

ような停滞水域であったものと思われる。

・Ⅱ帯（試料番号6～4：①層）

本帯は、珪藻化石の産出率が低く、貧珪藻化石帯である。

・Ⅲ帯（試料番号3～1：5－4層～5－3層）

本帯も好止水性種が高率に認められることで特徴付けられるが、I帯に比較すると流水不定性種の

割合が高くなっている。また、好酸性種はI帯よりもかなり低率になり、若干ではあるが好流水性種

も認められるようになる。多産種は流水不定性種のCocconeisplacentula、Aulacose－iragranulata、

Aulacoseiraitalica、Fra由lariaconstruens等である。したがって、この層準の堆積環境は水深のある

止水域であったと推定される。

＜S地点＞

本地点では、珪藻化石の産出率により3つの珪藻化石帯（下位からI～Ⅲ帯）に分帯される。以下に

各帯の特徴と推定される環境について述べる。

・I帯（試料番号7～6：C層～A層）

本帯は珪藻化石が認められない層準である。したがって、堆積環境の推定は困難である。

・Ⅱ帯（試料番号4～2：21層～19層）

本帯は流水不定性種が卓越し、好酸性種および若干の好流水性種、好止水性種を伴う種群で構成さ

れる。多産種は流水不定性種のEunotiapectinalisvar．minor、Gomphonemaparvulum、NaviCula

elgnensis、Pinnulariaviridis、好流水性種のNaviculaelgnensisvar．neglecta等である。上記の種類

で流水不定性の種群は、水域には広範に分布する種類であるが、一般には沼沢地～湿地等に認められ

る種群である。一方、Naviculaelgnensisvar．neglectaは、河川等の常に流れのある水域の基物（礫な
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ど）に付着生育する種である。

したがって、本層準の堆積環境は沼沢地あるいは湿地であったと考えられるが、とくに20層堆積時

には流水の影響を受けた可能性がある。

・Ⅲ帯（試料番号1：18層）

本帯は好流水性種および陸生珪藻で構成される。多産種は好流水性種のNaviculaelgnensis

var．neglecta、陸生珪藻のDiploneisyatukaensisである0

本帯の珪藻化石群集は、生態性の中でもとくに流水に対して好流水性種と陸生珪藻といった生育条

件の全く異なった種が混在していることから、混合化石群集と解釈される0混合化石群集は堆積時に

異地性化石の混入、あるいは堆積後の携乱の影響による上下層準の群集が混合する等の原因によって

形成される群集であり、古環境の推定を困難にする場合が多い0一般に群集の特徴は前述のように生

育環境を異にする種群が同時に産出したり、産出種数が多く個々の種の産出率がばらつく傾向にある

が、本層準の場合は前者のパターンである。したがって、混合化石群集の組成がみられる場合には、

堆積物の状態（岩質・層相など）が重要となる。

本層は泥炭からなるため、常に流水域であったとは考えにくく、通常は比較的静穏な環境であった

と考えるのが妥当であろう。他の稀産種をみても、大半は湿地に生育する種群である0そのため、通

常は湿地のような環境であったが、洪水あるいは散発的な水の流入があったものと考えられる0

（2）2区　　　　　　　　　　　　　　　　　・

＜A地点＞

本地点では、珪藻群集の特徴により、3つの珪藻化石帯（下位からI～Ⅲ帯）に分帯される0

以下、各帯の群集の特徴から推定される水域環境について述べる。

・I帯（試料番号18～15：16層～14層）

本帯は、種構成の変化によりさらに2つの亜帯（下位からI－1・2亜帯）に細分される0

・I－1亜帯（試料番号18：16層）

本亜帯は好止水性種が卓越することで特徴付けられる。多産種は好止水性種のAnlacoseiraiptahcaで

ある。

したがって、本亜帯の堆積環境はある程度の水深を有する止水域のような水域であったと推定され

る。　　　　l

・I－2亜帯（試料番号17～15：15－2層～14層）

本亜帯は流水不定性種を主として、好酸性種、貧塩一好塩性種および陸生珪藻を伴う種群で構成さ

れる。多産種は流水不定性種のNaviculaelgnensisvar・Cuneata、Rhopalodia由bberula、陸生珪藻の

Hantzschiaamphioxys、Eunotiapraeruptavar・bidens等である0

以上の種群の産出により、本亜帯の堆積環境は表層が乾くような場所も認められる沼沢地～湿地の

ような水域であったと推定される。また、水の流れも少なくて停滞しがちであったことから、水中の

塩類濃度も高い状態にあったものと思われる。

・Ⅱ帯（試料番号14～3：13層上部～5－2－1層）

本帯は珪藻化石の産出量が少なく、水域環境を推定するのは困難である0

・Ⅲ帯（試料番号1：3層）

本帯は好止水性種および流水不定性種が多産していることで特徴付けられる0多産種は流水不定性

種のCal。neissilicula、Pinnulariaviridis、好止水性種のCymbellasubaequalis、G0－mPhonema

acuminatum等である。

上記の種群の中で好止水性種のCymbellasubaequalisは、安藤（1990）によれば本種が認められる
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のは水深が1m内外で一面に植物が繁茂しているところ（沼沢）および湿地とされ、沼沢湿地付着性

種群とされる。他の種群もおおむねそのような沼沢あるいは湿地に認められる場合が多い種である。

したがって、本帯の堆積環境は沼沢～湿地のような水域であったものと推定される。

＜B地点＞

珪藻化石群集の産出特性により、大きく2つの帯（下位からI・Ⅱ帯）に分帯される。

・I帯（試料番号8～6：16層～15－1層）

本帯は、組成の変化によりさらに3つの亜帯（下位からI－1～3亜帯）に細分される。

・I－1亜帯（試料番号8：16層）

本亜帯は好止水性種を主体に流水不定性種を伴う種群で構成される。多産種は好止水性種の

Anlacoseiraitalica、流水不定性種のAmphoraovalisvar．a伍nis、Cymbellaaspera等である。

したがって、本亜帯の水生植物が繁茂し、ある程度の水深のある止水域の環境が推定される。

・I－2亜帯（試料番号7：15－2層）

群集は、流水不定性種を主として好酸性種を伴う種群により特徴付けられる。多産種は、流水不定

性種のCymbellaaspera、Eunotiapectinahsvar．undulata、Naviculaelgnensisvar．cuneata、Pinnularia

viridis、Rhopalodiagibberula等である。

以上のような種群が多産したことから、本亜帯の堆積環境は沼沢～湿地のような水域であったもの

と推定される。

・I－3亜帯（試料番号6：15－1層）

本亜帯は流水不定性種の中でも貧塩一好塩性種が多産することで特徴付けられる。多産種は流水不

定性種のEunotiapectinalisvar．minor、PinnulariaviridisおよびRhopalodia由bber－ulaである。

以上のような種群の生態から、本亜帯は沼沢～湿地のような水域が推定され、水の流入も少なく、

閉鎖的であった可能性が高い。

・Ⅱ帯（試料番号4～1：13層最上部～11層）

本帯は貧珪化石藻帯であり、堆積環境の推定は困難である。

（3）3区

＜A地点＞

本地点は、珪藻化石群集の産出傾向から大きく3つの帯（下位からI～Ⅲ帯）に分帯される。以下、

各帯の珪藻化石群集の特徴から推定される堆積環境について述べる。

・I帯（試料番号30・29：21層・20層）

本帯は貧珪藻化石帯であり、堆積環境の推定は困難である。

・Ⅱ帯（試料番号28～15：20層最上部～15－1－1層）

本帯は種群の産出率等の違いにより、さらに4つの亜帯（下位からⅡ－1～4亜帯）に細分される。

・Ⅱ－1亜帯（試料番号28：20層最上部）

本亜帯は流水不定性種を主体とした群集であるが、好酸性種および陸生珪藻の産出率が高いのが特

徴である。多産種は流水不定性種のEunotiapectinalisvar．minor、Eunotiapectinalisvar．undulata、

Pinnulariaviridis、Rhopalodia由bberula、陸生珪藻のEunotiapraerupta等である。

以上のような種が多産したことから、表層部には乾いた場所もあるような沼沢～湿地のような水域

が推定される。

・Ⅱ－2亜帯（試料番号26～20：18層最上部～16層）

本帯は貧珪藻化石帯であり、堆積環境の推定は困難である。
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・Ⅱ－3亜帯（試料番号17：15－2－1層）

本亜帯は流水不定性種を主とするが、貧塩一好塩性種および好酸性種が比較的高率に産出する点で

特徴付けられる。多産種は流水不定性種のCymbellaaspera、Naviculaelgnensisvar・C－uneata、

Pinnulariaviridis、Rhopalodiagibberula等である。

以上のような種群の生態から、沼沢～湿地のような水域が推定される。本層堆積時は水の流入が少

なく、閉鎖的であった可能性が高い。

・Ⅱ－4亜帯（試料番号15：15－1－1層）

本亜帯は流水不定性種を主として好酸性種、貧塩一好塩性種および好流水性種を伴う種群で構成さ

れる。下位帯と異なるのは好流水性種を伴う点である。多産種は好流水性種のNaviculaelgnensis

var．neglecta、Amphoraovalisvar・affinis、Rhopalodiagbberula等である0

本帯も閉鎖的な沼沢～湿地のような水域であるが、一時的に流水の影響を受けた可能性がある0

・Ⅲ帯（試料番号14～1：13層最上部～3－2層）

本帯は珪藻化石の貧珪藻化石帯であり、堆積環境を推定することは困難である。

＜B地点＞

本地点は珪藻化石の産出が低く、堆積環境の推定を行うのは困難である。

＜C地点＞

本地点では、珪素化石群集の産出傾向から6つの化石帯（下位からI～Ⅵ帯）に分帯される0

以下、各帯の特徴とそれらから推定される環境について述べる。

・I帯（試料番号14・13：22層・21層）

本帯は貧珪藻化石帯であり、堆積環境の推定は困難である。

・Ⅱ帯（試料番号11～9：20層～18層）

本帯は流水不定性種が主体であり、陸生珪藻を伴う種群で構成される。多産種は流水不定性種の

Gomphonemaparvulum・Naviculaelginensis、Rhopalodiagibberula、陸生珪藻のDiplone－is

yatukaensis、Hantzschiaamphioxys、Naviculatokyodensis等である0

これらの多産種の生態性から、本帯の堆積環境は閉鎖的な沼沢～湿地のような水域であるが、乾い

た場所も存在したものと推定される。

・Ⅲ帯（試料番号8：17層）

本帯は好止水性種が多産することで特徴付けられる。多産種は好止水性種のFragilariacon－StruenS、

Fraがariaconstruens丘）．VenterおよびFraglariavirescensである0

以上のような種群の生態性から、本帯の堆積環境は規模の小さい止水域で、ある程度水が溜まって

いるが、水生植物等が繁茂しているような停滞水域であったものと推定される。

・Ⅳ帯（試料番号7～5：16層～15－2－2層）

本帯は流水不定性種を主として、好止水性種、好酸性種および若干の好流水性種と陸生珪藻を伴う

種群で構成される。また、産出率がばらついた傾向が認められ、単独で10％を越える種が少ない傾向

にある。このような群集形態は典型的な混合化石群集である。多産種は好流水性種の

Naviculaelginensisvar．neglecta、流水不定性種のAmphoraovalisvar・a伍nis、Gomphone－maparvulum、

Naviculapupula、Pinnulariaviridis、好止水性種のAnlacoseiraitahca、S－taurOneisphoenicenteron、

陸生珪藻のEunotiapraeruptavar．bidens等である。

以上の種群の生態学的な特徴から、本帯の堆積環境は沼沢～湿地のような水域であったと考えられ

るが、混合化石群集の様相を呈することから、静穏な環境とは考えにくく、周囲からの流れ込みの影

響の強かった可能性が高い。
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ちなみに、混合化石群集は東京低地などの氾濫堆積物中や水田等の携乱を受けた堆積物中には普通

に兄いだされる。特徴としては、最も重要な要素として、流水に対する適応性において相反する種群

の両者・（好流水性種および好止水性種）が認められること、次に産出した分類群の数が多いこと、お

よびそれぞれの種の産出率がいずれも高くないことなどが上げられる。とくに氾濫堆積の場合、水田

等の撹乱による混合群集に比較して好流水性種の産出率が好止水性種のそれを上回る傾向にあること

も重要な特徴である。本帯の場合は、好流水性の種群が特に多いわけではないため、流れ込みの影響

もあるが揖乱の影響の方が強いと考えられる。層相については一定しないが、河川等の流水域に近接

した場所では粗粒な堆積物が多く、河川から離れるにしたがって細粒となる傾向にある。本帯を構成

する堆積物は極細粒であり、比較的静かな流れ込みの堆積物の影響が強く出ていると考えられる。

・Ⅴ帯（試料番号4～2：15－2－1層～14層）

本帯は流水不定性種を主体として、陸生珪藻を伴う種群で構成される。多産種は流水不定性種のAm－

phoraovalisvar．a臨nis、Rhopalodia由bberula、陸生珪藻のEunotiapraeruptavar．bidensである。な

お、流水不定性種のRhopalodiagibberulaは、貧塩一好塩性種でもある。

上記のような種群が多産したことから、本帯の堆積環境はやや閉鎖的な沼沢～湿地のような水域で

あったと推定される。

・Ⅵ帯（試料番号1：13層）

本帯は好止水性種の多産により特徴付けられる。多産した種はGyrosigmaspenseriiである。

したがって、本帯の堆積環境は閉鎖的な湿地あるいは沼沢地のような水域であり、ほとんど水の移

動がなく静穏であったと推定される。

＜E地点＞

本地点では、珪藻化石の産出状況から5つの化石帯（下位からI～Ⅴ帯）を設定した。

以下、各帯毎に群集の特徴とそれらから推定される環境について述べる。

・I帯（試料番号25：泥炭層）

本帯は流水不定性種を主として好流水性種あるいは好止水性種を伴う。珪藻化石群集は比較的単調

である。多産種は流水不定性種のCocconeisplacentulaである。

Cocconeisplacentulaは、沼沢・河川・池沼等の広範な水域から認められる種である。したがって、

この情報のみで水域環境を判断することは難しいが、おそらく沼沢地のような環境であり、多少は水

が流れ込むような状況であったものと推定される。

・Ⅱ帯（試料番号22：覆土5層）

本帯は貧珪藻化石帯であり、堆積環境の推定は困難である。

・Ⅲ帯（試料番号17・11：覆土b－4・3層）

本帯はI帯と酷似しており、流水不定性種のCocconeisplacentulaが卓越しており、好流水性種あ

るいは好止水性種を伴うものである。

したがって、本帯も沼沢地のような水域であり、多少は流水が流れ込むような環境であったと推定

される。

・Ⅳ帯（試料番号4：覆土2層）

本帯は好流水性種が卓越し、好止水性種を伴う。本帯の珪藻化石群集組成は比較的単調であるが、

その組成から混合化石群集といえる。多産種は好流水性種のCymbenatu噂dula、流水不定性種のAm－

phoraovalisvar．afBnis、好止水性種のGyrosigmaspenserii等である。

以上のような種群が多産したことから、本帯の堆積環境は流れ込みの影響が強い水域が推定される。
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・Ⅴ帯（試料番号2：埋土2層）

本帯は貧珪藻化石帯であり、堆積環境の推定は困難である。

＜F地点＞

本地点では、試料番号7からは多くの珪藻化石が認められるが、他の試料は皆無である。

試料番号7の群集は、流水不定性種を主として好流水性種、好止水性種等も伴う混合群集である。多

産種は好流水性種のCymbellatu噂dula、流水不定性種のAmphoraovalisvar．affinis、好止水性種の

Gyrosigmaspenseriiである。

したがって、本地点も水の流れ込みの影響を受けた堆積物によって構成されているものと思われる。

5．花粉化石・種実遺体による周辺植生

基本層序で得られた主要木本花粉化石群集は、各地点を比較・検討すると出現率が異なるものの、大

きくみると21層～7層と5層～2層で区分できる。21層～7層ではスギ属・アカガシ亜属が多産した。

また、13層上部～7層になるとスギ属が減少し、モミ属・ツガ属・マツ属がわずかに増加した。この

内、マツ属は上位に向かって増加傾向を示した。なお、3区A地点では他地点と比べてスギ属よりもア

カガシ亜属が多産した。このような地点間での産状の違いは、局地的な植生を反映した、あるいは花粉

化石群集の形成過程が異なっていたの2つの理由が考えられる。5層～2層になるとマツ属が高率に出

現し、この他にモミ属・ツガ属やアカガシ亜属が検出される。このような花粉化石群集の変遷に基づき、

種実遺体の結果も含めて本遺跡周辺の古植生について検討を行う。

（1）森林植生

21層～14層が堆積した縄文時代後期～古墳時代初頭の頃、調査地点周辺にはスギとカシ類を中心と

する暖温帯性の森林が存在したと推定される。この他にも暖温帯を中心に分布するマキ属・ヤマモモ属、

温帯性針葉樹のモミ属・ツガ属、落葉広葉樹のクマシデ属一アサダ属・コナラ亜属なども森林構成種と

して存在したと考えられる。このような花粉化石群集や推定される植生は、これまで静清平野で得られ

ている成果（例えば、金井，1993：パリノ・サーヴェイ株式会社，1990；1994など）とも類似してお

り、今回の結果が本地域における普遍的な傾向を示していると考えられる。ところで∴縄文時代後期に

形成された河道理積物下部（1区S地点試料番号6）では、スギ属とアカガシ亜属が多産したが、他の地

点・試料に比較してヤナギ属およびブドウ属の花粉化石が多産する傾向が認められた。ヤナギ属には河

川周辺の湿った場所に生育する種がある。また、ブドウ属は虫媒花であり、かつ花粉生産量が少ないこ

とから、花粉の散布範囲は狭い。したがって、ここでのヤナギ属・ブドウ属の花粉化石は、堆積域近辺

に生育していたものに由来する可能性が強い。したがって、縄文時代後期頃の河道近辺には、これらの

植物が分布していたと考えられる。

13層上部～7層が堆積した古墳時代後期～奈良・平安時代の頃の植生は、基本的に縄文時代後期～古

墳時代初頭の頃と同様な植生であったと考えられる。ただし、本時期の花粉化石群集では、モミ属・ツ

ガ属といった針葉樹の種類が増加している。これらの種類は、現在では暖温帯上部～冷温帯の移行帯

（中間温帯）において森林を形成する要素である。当時も後背の丘陵において、これら針葉樹の種類が分

布域を拡げた可能性がある。また、この原因としては気温の低下や降水量の増加といった気候要因の変

化が考えられる。このような傾向は、池ケ谷遺跡でも認められており、川合遺跡八反田地区では顕著に

認められている（パリノ・サーヴェイ株式会社，川合遺跡八反田地区Ⅱ，1995）。したがって、本傾向

もまた本地域における普遍的な傾向といえる。ただし、その変遷様式については不明であり、今後、丘

陵部においてデータが蓄積されることにより明らかにされるものと期待される。また、花粉化石群集で

はマツ属花粉化石が増加傾向を示し、スギ属花粉化石が減少している。これはマツ属が極端な陽樹であ
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ることから、二次植生としてマツ属が分布域を拡げたことを示している。この原因としては12層におい

て条里型水田が検出されていることから、人間の生業活動が考えられ、森林植生に対する干渉が強く

なった可能性がある。

5層～2層が堆積した中・近世の頃になると、周辺地域はマツ属を主体とした植生へと変化した。こ

れは時代的な背景や低地で再び稲作が行われていることを考慮すると、人間の活動がさらに著しくなり、

周辺でマツ二次林が分布域を拡げたものとみられる。ただし、アカガシ亜属花粉化石が引き続き検出さ

れていることから、後背丘陵などにはアカガシ亜属などからなる林分も存在したことが推定される。と

ころで、中世の河道（1区F地点）の花粉化石の出現傾向はF－1地点とF－2地点で多少異なる。河

道理積物最下層の①層は、F－1地点ではマツ属が多産したのに対して、F－2地点ではマツ属以外にモ

ミ属・ツガ属が多産した。このような地点間での群集組成の違いは、堆積物の堆積環境や堆積時期の違

いなどに由来する可能性がある。また、5－4層および5－3層では、花粉化石群集組成は両地点で類似し、

モミ属・ツガ属・マツ属が多産した。先に述べたように両層はかなり静穏な環境で堆積したとみられる

ことから、本時期にもモミ属・ツガ属が周辺丘陵において分布していたことを示している。

（の低地の植生

21層～16層が堆積した縄文時代後期～弥生時代の頃、周辺の湿地にはカヤツリグサ科を中心として、

イネ科や水生植物のガマ属・オモダカ属・サンショウモ・アカウキクサ属などがそれぞれの環境に応じ

た場所に生育していたと推定される。このような植物が泥炭層の形成に関連していたと考えられる。

15層が堆積した弥生時代の頃、周辺の湿地にはイネ科やホタルイ属などのカヤツリグサ科や水生植物

のガマ属・ミクリ属・サジオモダカ属・オモダカ属・ホシクサ属・ミズアオイ属などが生育していたと

考えられる。また、本層になると、イネ科の中にイネ属が含まれることから、周辺で稲作が行われて

いた可能性がある。この結果は調査区内で水田が検出されていることと調和的である。花粉の動態・研

究を行った結果、現在の水田土壌表層ではイネ科花粉化石の中でイネ属が占める割合が30％以上である

とされている（鈴木・中村，1977）。今回の分析調査では、花粉化石の保存状態が悪く、イネ属比率は

求めることはできないが、イネ科の出現率が高率でないことやカヤツリグサ科がイネ科とほぼ同率ない

しそれ以下の出現率であることから、イネ属以外の草本類も多く分布していたこと、あるいは耕作期間

が短かったなどの可能性が考えられる。

14層では各調査地点ともイネ属が検出されなくなる。このことは当時の調査区が稲作地として利用さ

れなくなったことを示唆する。この原因については不明であるが、低地にはイネ科・カヤツリグサ科や

水生植物が生育する湿地であったとみられる。

13層では基本的に花粉化石が検出されなかった。これは本層が氾濫性堆積物であることから、堆積物

中に花粉化石がほとんど取り込まれなかったことによると考えられる。ただし、13層上部では3区A地

点・B地点において花粉化石が多産した。これは氾濫堆積後の植生を反映している可能性があり、調査

地点にイネ科を中心として、ガマ属・オモダカ属・カヤツリグサ科・ミズアオイ属・サンショウモなど

が生育していた可能性がある。また、多産するイネ科には、栽培種のイネ属が約30～50％程度含まれ

る。このことは低地で稲作が再び行われるようなったことを示唆しているようにもみえるが、後述する

平安時代の稲作の裸乱の影響により花粉化石が下方移動した可能性もあり、現時点では判断がつかない。

12層・11層ではイネ科の出現率が高率となり、その中のイネ属比率も各調査地点とも30％以上、場

所によっては50％以上と高率を占めるようになる。このことは平安時代には周辺で稲作が再び行われて

いたことを示している。12層では発掘調査により水田跡が確認されていることから調和的な結果といえ

る。また、ガマ属・ミクリ属・サジオモダカ属・オモダカ属・ホタルイ属・ミズアオイ属・ミズワラビ

属・サンショウモなどが生育していたと推定される。水田跡が確認された12層では、各地点で水生植物
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の出現状況が若干異なっていた。1区B－2地点ではガマ属・ミクリ属・オモダカ属、2区A地点ではオ

モダカ属、2区B地点ではガマ属・オモダカ属・ホシクサ属・サンショウモ、3区A地点ではガマ属・

ミズアオイ属がそれぞれ比較的多産した。また、B－2地点ではサジオモダカ属・オモダカ属・ホタル

イ属などの種実遺体が検出された。これらの産状の違いは、局地的な植生の違いに起因するものであり、

水田雑草として生育していたものに由来する可能性が強い。ただし、ガマ属は比較的大型の水生植物で

あり、現在休耕田などに生育しても、水田雑草となることはあまりない。したがって、ミクリ属・サジ

オモダカ属・オモダカ属・ホシクサ属・ミズアオイ属・サンショウモなどが水田雑草の種類であった可

能性がある。その後、10層～7層ではイネ科の出現率が減少し、イネ属もほとんど認められなくなり、

これに対してカヤツリグサ科が増加した。このことは低地で稲作が行われなくなり、カヤツリグサ科を

中心として、ガマ属・イネ科・サンショウモなどが生育するような湿地に変化したことが推定される0

5層では各調査地点ともカヤツリグサ科が低率であり、イネ科が多産した。イネ属比率は1区A地点

が約30％、他の調査地点が約50％前後であった。このことから本層堆積期には低地において稲作が再

び行われるようになったと推定される。これは発掘調査の結果と調和的である。また、本層からも水生

植物の花粉化石が検出された。1区B－1地点ではミズワラビ属・サンショウモ、2区A地点ではオモダ

カ属・サンショウモ、3区B地点ではサジオモダカ属が比較的多産した。また、種実遺体ではサジオモ

ダカ属・オモダカ属・ヒルムシロ属・イグサ属・ホタルイ属が検出された。これらの種類も水田雑草に

由来する可能性がある。また、オニバスが検出されていることから、場所によっては比較的水深のある

水域が存在した可能性もある。

中世の河道理積物から検出された水生植物は、ガマ属・オモダカ属・クロモ属・ミズアオイ属・ヒツ

ジグサ属・ハス属・ヒシ属・フサモ属・ミズワラビ属・サンショウモであり、中でもヒシ属とサンショ

ウモが5＿4層あるいは5－3層で特徴的に産出する。このうち、ヒツジグサ属・ハス属・ヒシ属は水面に

葉を浮かべて生活する浮菓植物、クロモ属・フサモ属は水面下で生活する沈水植物、サンショウモは水

面に浮いて生活する浮水性シダ類である。このことから5－4層あるいは5－3層は、比較的水深があり水

の流れがほとんどない池沼のような水域であった可能性が高い。水深のある場所にはクロモ属・ヒツジ

グサ属・ハス属・ヒシ属・フサモ属、その縁辺部など水深の浅い場所にはガマ属・オモダカ属・ミズア

オイ属・ミズワラビ属・サンショウモなどが生育していたものとみられる。なお、F－1地点5－3層下

部では、マメ科が多産していることから、一時的に河道の縁辺部などにマメ科が生育していたと考えら

れる。

4層・3層ではイネ科あるいはカヤツリグサ科が多産した。イネ属も検出されたが、イネ属比率は30

％以下と低率であったことから、調査区内で稲作が行われていた可能性は低い。このことは発掘調査に

ょっても調査区内部で水田跡が検出されていないことと調和的である。当時はイネ科・カヤツリグサ科

を中心とした植生であり、種実遺体でオニバスやヒシ属が検出されたことから、場所によっては池沼の

ような水域も存在した可能性がある。

2層が堆積した近世以降になると、イネ科が多産し、イネ属比率も高率となることから、周辺では再

び稲作が行われるようになったと推定される。

6．土壌成分による土壌特性

本遺跡の堆積物は、その層相的な特徴から有機物の著しく高い泥炭土、有機物混じりの無機質土、有

機物が著しく少ない無機質土に大別される。腐植については当然のことながら各区とも泥炭層（19層～

14層、11層～7層）、有機物の混じる4層～3層で高い含量が認められる。また、養分の保持能力の指

標とされる陽イオン交換容量についても層位変化の特徴は、腐植含量に類似する。これは、有機物の陽
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イオン交換容量そのものが高いためと考えられる。さらに、可給態窒素についても腐植含量あるいは陽

イオン交換容量と層位変化の特徴が類似しており、これも有機物由来の可給態窒素が多いことを示唆し

ている結果である。全リン酸量についても、著しい層位変化はないものの、概して腐植含量の多い層位

で高い傾向が認められ、これもまた有機物由来の成分と考えられる。一方、可給態リン酸については、

無機質土で高い層位変化が認められ、前者の成分とは異なった層位変化が認められる。可給態リン酸が

移動しにくい成分であるならば、それが無機質土を構成する鉱物由来によるものと判断される。しかし、

可給態であることは土壌中を比較的移動しやすいことを意味し、必ずしも鉱物由来と断定することはで

きない。したがって、有機物から溶出した成分による影響の可能性も充分考えられる。但し、各層の全

体的な含有量はほとんどが10m釘100g以上の値を示しており、養分的には充分な量である。可給態ケイ

酸および遊離酸化鉄については、あまり大きな層位変化は認められず、特徴を述べるまでには至らない。

以上の成分的な特徴と考古学的に確認された水田層とを比較してみると、水田層だけに特別の養分的

な富化は認められない。それよりも有機物量の多少によって化学性は変化し、養分量も異なる。した

がって、土壌の化学的特徴の違いによる因子は当時の水田耕作にとってそれほど大きなものではなく、

別の環境因子（例えば立地環境、水利環境）による影響が多分に大きいものと思われる。

7．縄文時代後期以降の古環境変遷

＜縄文時代後期＞’

縄文海進最盛期の頃、海岸線は現在の浅畑付近まで入り込んでおり、古折戸湾が形成されていたとさ

れており（土，1976）、これにしたがうと本遺跡の周辺も海水域であったと推定される。その後、海水

準の低下に伴い古折戸湾も次第に消滅していき、城北平野でも河川の下刻作用により沖積層の堆積がさ

らに進んだ。縄文時代後期の頃になると、城北平野は、安倍川水系からの砂礫が賎機丘陵南端から北東

側に向かい幾筋かに分かれて堆積しており、その影響が弱まると泥層が微地形に応じて堆積する（財団

法人静岡県埋蔵文化財調査研究所，1993）。本遺跡の最下部で認められた灰色を呈するシルト～粘土層

（22層・21層）は、この時期の堆積物であろう。珪藻化石がほとんど検出されないため堆積環境につい

て詳細に検討することが難しいが、花粉化石の産状を考慮すると、ガマ属・イネ科・カヤツリグサ科・

アカウキクサ属などが生育する湿地が低地に存在していたと推定される。その後、本遺跡には河道が形

成される。

1区S地点で検出された河道は22層を削り、暗褐色～褐色粘土により埋積される。珪藻化石がほとん

ど検出されないため、本河道がどのような過程で堆積したのか不明である。ただし、河道の内部および

その周辺低地には、ガマ属・ミクリ属・イネ科・カヤツリグサ科・コウホネ属・アカウキクサ属などの

草本類がそれぞれの環境に応じた場所で生育していたと推定される。また、木本類のヤナギ属やブドウ

属も局地的に生育していたとみられる。一方、3区F地点で検出された河道は22層・21層を削り、下部

より黒灰色～灰白色粘土と暗褐色～暗褐色粘土が互層（G層～B層）に堆積し、上部に褐色泥炭（A層）

が堆積している。本河道理積物からは、A層でのみ微化石が検出される。A層の泥炭層も流れ込みの影

響を受ける環境で堆積したと推定される。それ以前については、ほとんど微化石が検出されないため、

詳細に検討することが難しい。ただし、流速が速いために微化石が取り込まれなかった可能性があり、

異地性の堆積物が混入しているとも考えられる。このように、縄文時代後期の頃の周辺の低地は河道が

形成されるなど、静穏な環境であったとは言い難い。

この時期の静清平野一帯は、スギとカシ類を中心とする暖温帯性の森林が存在していたと推測され、

城北平野一帯も同様な植生であったと考えられる。このような植生は、古墳時代前期頃まで続いていた

と推定される。また、本時期に形成された河道の周辺には、ヤナギ属やブドウ属などが生育していたと
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みられる。

＜縄文時代晩期＞

この時期になると、本遺跡の周辺では泥炭層（20層～18層）が堆積する0この泥炭層の中には、20

層でKgに対比されるA－6、19層でF－Osに対比されるA－5が検出される0これらのテフラの噴出年代

は、Kgが約2，800－2，900年前、F－Osが約2，500－2，800年前とされている（町田・新井，一1992）0

静清平野の低地部は、泥炭層あるいは黒泥層が堆積していることから、湿地が広がっていた0本遺跡

の周辺では基本的に水の移動が少なく、水深が浅いために表層がしばしば乾くような場所も存在する沼

沢地～湿地のような水域であったと推定される0ただし、前時期に河道が形成されていた場所では、引

き続き流水の影響を受けていたとみられる。湿地あるいはその周辺には、カヤツリグサ科を中心として、

ガマ属・オモダカ属・イネ科・サンシヨウモ・アカウキクサ属などが生育しており、このような環境下

で泥炭が形成されたとみられる。したがって、縄文時代晩期の頃になると氾濫の影響が弱まり、安定し

た環境に向かっていったと考えられる。

＜縄文時代晩期～弥生時代中期＞

引き続き泥炭層（17層・16層）が堆積する。本層準では、17層下部でOsIに対比されるA－4、17層

上部でA－3が検出される。OsIは約2，300年前に噴出したとされている（加藤，1990）0また、A－3は

川合遺跡八反田地区で検出された火山灰2に対比される可能性がある0本テフラの噴出年代は現時点で

は不明である。ただし、後述するテフラとの関係より少なくとも弥生時代中期以前に遡ることができる0

遺跡付近は、池沼のようにある程度水深があり、比較的安定した水域が広がっていたと推定される0

ただし、本遺跡発掘調査区西側では、水深が浅く沼沢地～湿地の様相を呈したと推定されることから、

池沼の縁辺部であったのかもしれない。このように本遺跡の周辺は、かなり安定した環境であったとみ

られる。また、周辺では、引き続きカヤツリグサ科を中心とし、ガマ属・イネ科・サンショウモが生育

する植生であったとみられる。

＜弥生時代中期～古墳時代初頭＞

泥炭層（15層・14層）が堆積する。15層下部でA－2が検出されるo A－2は池ケ谷遺跡のIk－2に対比

される可能性が高い。このテフラの降灰時期は、池ケ谷遺跡や瀬名遺跡で弥生時代中期の遺構を被覆す

る堆積層中にみられることから、弥生時代中期の頃と推定される0

周辺では水位が低下して、水の流れがほとんどない沼沢地～湿地のような環境に変化した0ただし、

一時期に流水の影響を受けていた場所（例えば3区など）も存在していたと推定される0また、周辺は

ガマ属、ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、ホタルイ属などを含むカヤツリグサ科、ホ

シクサ属、ミズアオイ属、オトギリソウ属などが生育していたと考えられる0また、イネ属花粉化石が

検出されることおよび水田跡も検出されていることから、稲作が行われるようになったと推定される0

15層の土壌化学成分は、下位の泥炭層（20層～16層）とあまり変化がない0また、水の流れがほとん

どない環境であることから、この水田は排水不良の湿田のような状態であった可能性がある0また、周

辺にはイネ属以外のイネ科やカヤツリグサ科が多く生育していたと推定される0総合的に考慮すると、

本時期の水田は耕作地としてあまり適していなかった可能性がある0ただし、これについては、今回の

分析調査結果からのみで言及することができず、他の自然科学分析や考古学的な所見を含めて総合的に

討論する必要があろう。また、1区B－2地点でミクリ属が比較的多く検出されることから、ミクリ属

が水田雑草として存在していた可能性がある。その後、14層が堆積した頃になると、イネ科花粉化石の

中にイネ属が含まれなくなることから、周辺では稲作が放棄されたとみられる0

ところで、城北平野西部に位置する池ケ谷遺跡では、Ik－2より下位で水田層（FⅣ層水田）が確認さ

れている（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所，1993）0しかし、本遺跡の周辺で稲作が行われるよ
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うになるのは、A－2降灰時以降である。これは先に述べたように、本遺跡の周辺が比較的水深のある水

域が広がっていたことに起因していると考えられる。したがって、このように城北平野の中でも場所に

よって稲作開始時期が異なっていたことがうかがえ、当時の人々が地形的な環境要因に制約を受けてい

たことが想像される。

＜古墳時代中期～後期＞

この時期、安倍川・長尾川から砂礫が進出している。川合遺跡でも礫層の堆積末端相を示す粘土・砂

の細互層が認められるとされている（加藤，1990）。これより静岡平野一帯が氾濫性堆積物に覆われて

いたことが推定される。このような現象は巴川にも生じており、たびたび氾濫していたとみられる。こ

のような氾濫の影響を受けて、本遺跡でも灰色シルト層（13層）が堆積する。本層では、珪藻化石・花

粉化石ともほとんど検出されない。これは氾濫性堆積物であるため、堆積物中に化石がほとんど取り込

まれなかったのであろう。ただし、3区C地点で止水性種が多産しており、水の移動がほとんどないよ

うな環境が推定されることから、本層が堆積する当初は比較的穏やかな時期も存在していた可能性があ

る。また、氾濫の影響が弱まると、周辺にはイネ科を中心として、ガマ属・オモダカ属・カヤツリグサ

科・ミズアオイ属・サンショウモなどが生育していた可能性がある。また、城北平野の内部では、氾濫

の影響を受けていない場所で稲作が行われていた可能性もある。

＜奈良・平安時代＞

下位より褐灰色粘土～シルト層（12層）、黄褐色泥炭混じり粘土～シルト層（11層）、黒色～オリー

ブ褐色泥炭層（10層～7層）が堆積する。この泥炭層の中には、10層でIz－Ktに対比されるA－1が検出

される。Iz－Ktは西暦838年に噴出したとされる（町田・新井，1992）。なお、場所によっては9層でも

火山ガラスが検出されるが、これはIz－Ktが二次堆積した可能性がある。

12層が堆積した頃、珪藻化石は各地点ともほとんど検出されないため、堆積環境については詳細が不

明である。しかし、ホタルイ属などのカヤツリグサ科・ガマ属・ミクリ属・サジオモダカ属・オモダカ

属・ミズアオイ属・ミズワラビ属・サンショウモなどが生育する湿地が存在していたことが推定される。

また、イネ属が多く検出されることから、城北平野の内部では再び稲作が行われていたと推定される。

とくに12層が堆積した頃は、水田に関連する遺構が検出されていることから、本遺跡も生産域に相当し

ており、条里型水田が形成されたと推定される。ただし、12層下部と12層上部で検出される畦畔の方

向性が異なることから構築し直されたことがうかがえ、少なくとも数枚の水田面が存在していることが

推定されよう。土壌化学成分は下位の泥炭層（20層～14層）と大きく異なっており、直下の洪水性堆

積物である13層と類似する。また、イネ科花粉化石の出現率も高率であり、イネ属比率も高く、花粉化

石の出現傾向も15層水田と異なる傾向を示す。したがって、本時期の水田は、弥生時代中期～古墳時代

初頭の水田と大きく異なっていた様相を呈していたと推測される。このような水田の内部には、ミクリ

属・サジオモダカ属・オモダカ属・ホタルイ属・ホシクサ属・ミズアオイ属・サンショウモなどが水田

雑草として存在していた可能性がある。また、花粉化石の出現率に差がみられることから、水田区画に

より水田雑草に違いがみられた可能性もある。

その後、10層～7層が堆積する頃になると、イネ属が検出されなくなることから、周辺では稲作が放

棄され、カヤツリグサ科を中心としてガマ属・サンショウモなどの水生植物が生育する沼沢地～湿地の

ような環境に変化したと推定される。また、8層が堆積する頃は流水の影響も受けていたと考えられる。

すなわち、Iz－Ktの降灰時には、既にこのような湿潤な環境に変化しており、稲作が放棄されていたと考

えられる。この条里型水田の廃絶時期は、池ケ谷遺跡や川合遺跡八反田地区よりも早い時期であり、こ

の原因が本地点の標高が低いことに起因していると考えられる。ここでの沼沢地～湿地化は、旧浅畑沼

を意味している可能性もある。
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奈良・平安時代になると、前時期の氾濫が収まり、l安定した環境に変化していたといえる。その中で

も、水田開発から廃絶という変化がみられる。また、周辺では温帯性針葉樹のモミ属・ツガ属が増加し

ていたと考えられる。また、この時期に大規模に行われた人為的活動に起因して、周辺では極端な陽樹

であるマツ属が増加し始めたと推測される。

＜中・近世以降＞

ラミナの発達する灰色粘土～シルト層（6層）、灰褐色粘土～シルト層（5層）、褐色腐植混じり泥炭層

（4層・3層）、灰色砂質シルト層（2層）、灰色～灰褐色砂～シルト層（1層）が堆積する。本層準では珪

藻化石がほとんど検出されない地点が多いため、堆積環境について十分検討することが不可能であるた

め、1区B－1地点で得られた結果を基に検討を加えることにする。6層は、ラミナがみられることか

ら、氾濫性の堆積物であるとみられ、遺跡の付近が洪水の影響を受けていたと推定される。

5層堆積時になると、ガマ属・ミクリ属・サジオモダカ属・オモダカ属・ミズアオイ属・ミズワラビ

属・サンショウモなどの水生植物が生育する、水の流れがほとんどない湿地のような環境であったと推

定される。また、イネ属が検出されることから、周辺低地では再び稲作が行われていたと推定される。

本層では水田に関連する遺構が検出されていることから、本遺跡でも生産域に相当していたと推定され

る。土壌化学成分は13層・12層とほとんど類似している。また、花粉化石もイネ科が多産し、イネ属

が多く検出される。これにより分析調査結果でみる限りでは、本時期の水田は12層で検出された水田と

同様な傾向を示す。ただし、この結果のみで稲作の様態が平安時代頃と同様であったと判断するのは早

急であろう。この水田内にはサジオモダカ属・オモダカ属・ミズワラビ属・サンショウモなどが水田雑

草として存在していた可能性がある。

この時期に形成された河道は、①層の花粉化石群集がF－1地点とF－2地点で若干異なることを考

えると、異なる時代の堆積物が混入している可能性もあり、堆積当初、流れ込みの影響を受けていた可

能性がある。その後、5－4層および5－3層が堆積する頃になると、河道内部は池沼のようにかなり安定し

た状態であり、静穏な環境の中で埋積が進んだとみられる。また、河道内には、ハス属・ヒシ属・フサ

モ属・サンショウモなどの水生植物が生育していたと考えられる。

その後、4層・3層堆積時になると、引き続きガマ属・ミズアオイ属・サンショウモなどが生育する、

水の流れがほとんどない水域であったと考えられる。また、場所によっては、オニバスやヒシ属などが生

育する池沼的な水域も存在していたことがうかがえる。このように、遺跡の周辺はかなり静穏な安定した

環境に変化したと推定され、そのような環境下で泥炭が堆積したとみられる。また、2区A地点でみら

れるように、カヤツリグサ科が多産すること、イネ属比率が30％以下となることを考えると、本遺跡の

付近では稲作が放棄されたと推定される。これは、地形環境の要因が変化したことによるのであろう。

ただし、引き続きイネ属が検出されることからみて、生産域が変更された可能性もある。そして、2層

が堆積時になると、付近は流水の影響を受ける環境に変化したと考えられる。ほぼ同時期に遺跡の内部

に旧安東川が流れており、その埋積物もかなり流水の影響を受けて堆積したと推定される。このような

ことから、本遺跡はかなり不安定な環境に変化したのであろう。また、イネ科が多産し、しかもイネ属

が約半数を占めることから、周辺では引き続き稲作が行われていたと推定される。

一方、中・近世以降、周辺の丘陵などは、人間の活動が著しくなったことに起因して、マツ属を中

心とした二次林が成立していたと考えられる。また、少なくとも中世の頃は、モミ属・ツガ属といった

温帯性の針葉樹が存在していたと考えられる。

Ⅲ．今後の課題

これまでに本遺跡が位置する静清平野北部の古環境変遷に関する分析調査は、長崎遺跡から池ケ谷遺
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跡にわたり継続的に実施してきており、各時代時期の周辺域の古環境が明らかになりつつある。また、

各遺跡では弥生時代中期以降より水田跡が確認され、その様態について発掘調査成果のほか、珪藻分

析・花粉分析・プラント・オパール分析・土壌化学分析・昆虫同定などの様々な自然科学分析手法が応

用され、詳細な検討が行われてきた。

本遺跡は、静清平野北部でも現在も湿地帯を形成する浅畑沼（大沼）に比較的近い位置にあり、これ

までに発掘調査された静清平野北部の遺跡の中では地形的に一番低い場所にあたる。このことから、本

遺跡の古環境変遷を明らかにすることは、静清平野北部の堆積環境や地形発達史を考える上で重要な地

点の一つであると思われる。

今回の本遺跡における自然科学分析調査では、縄文時代後期以降の古環境変遷と弥生時代以降の稲作

の様態を考えるために、珪藻分析・花粉分析・イネ属同定・種実遺体同定・土壌化学分析を応用した。

また、土層断面中にはテフラの堆積も確認され、土層の堆積年代の指標となることからテフラ分析も実

施した。

本遺跡の堆積環境については、縄文時代後期以降より氾濫の時期と静穏な時期を繰り返しながら堆積

が進んできた様相が珪藻化石群集の産状から明らかにされた。とくに静穏な時期には水田耕作（15層水

田：弥生時代～古墳時代初頭；12層水田：平安時代条里型水田；5－2層水田：中世）も本遺跡で行われ

るようになるが、氾濫の影響による廃絶の過程がみられた。このような傾向は池ケ谷遺跡でも認められ

ている（木下，1993）。しかし、水田開発および廃絶は各地域でも時間差があると推測されるが、これ

は堆積環境や地形発達史に大きく影響されるものと考えられる。このことから、今回の分析調査成果と

これまでに蓄積された資料を十分に吟味し、静清平野北部における古環境変遷史・地形発達史について

将来的に総括する必要もあろう。とくに城北平野の古環境変遷史については、現在の浅畑沼（大沼）周

辺もより精細に調査し、巴川・長尾川による砂礫の供給によって形成された自然堤防の発達状況など、

清水平野を含めた地形的な検討を行った上で改めて検討しなければならない課題であると考える。この

ことが明らかになれば、各時代時期の水田の開発・廃絶などについてもさらに詳細に検討することが可

能になると期待される。
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図版1　テフラ

1．A－1（Iz－Kt：1区BT2地点10層のテフラ）

：・⊥

†題‾ニ∴l

こ・

3．A－3（3区A地点試料番号11）

5．A－5（OS：3区A地点試料番号20） 6．A－6（Kg：3区A地点試料番号22）
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図版2　珪藻化石（1）

1．Aulacosiragranulata（Ehr．）Simonsen（1区F－1地点；試料番号1）
2．A．れαれCα（Ehr．）Simo．（1区F－1地点；試料番号1）
3．Aitalicavar．valida（Grun．）Simo．（3区C地点；試料番号2）
4．AchnanthesexiguaGrunow（3区C地点；試料番号2）
5．A7nPhoraovalisvar．櫛Tlis（Kuct．）V．Heu（1区B－1地点；試料番号4）
6．Cymbellaaspera（Ehr．）Cleve（1区B－1地点；試料番号10）
7．C．mesianaCholnoky（3区C地点；試料番号3）
8．C．S2LbaequalisGrun．（3区C地点；試料番号5）
9．C．silesiacaBleisch（1区B－1地点；試料番号8）
10．C．turgidulaGrun．（3区C地点；試料番号11）

11・Cocconefsplacentula（Ehr・）Cleve（3区C地点；試料番号11）
12．DiploneLSyatukaensisHorikawa＆Okuno（3区C地点；試料番号9）
13．D．ovalis（Hilse）Cleve（1区B－1地点；試料番号14）
14．Eunotiapectinalisvar．minor（Kuet乙）Rabenhorst（3区C地点；試料番号2）
15．E．praeγuPtaEhrenberg（3区C地点；試料番号3）
16．且pγα〝叩亡αVar．出血花SGrun．（3区C地点；試料番号3）
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図版3　珪藻化石（2）

17．E祝花0ねpαpiれ0（Grun．）Hust．（3区C地点；試料番号9）
18．Fragilariaconstruens（Ehr・）Grun・（1区B－1地点；試料番号2）
19．F．co花S血e朋払．玩乃Odis（Ehr．）Grun．（3区C地点；試料番号8）
20．F．construe耶fo．ve71ter（Ehr．）Grun．（1区B－1地点；試料番号1）
21．F．彩れざCe花SRal伝（3区C地点；試料番号8）
22．CT叩短乃emααC視m軸瓜加mEhr．（1区F－2地点；試料番号1）
23．ⅣαU血JαCO7節用αCeα（Kuetz．）Grun．（1区ト1地点；試料番号1）
24．N，elginensis（Greg．）Ra脆（1区B－1地点；試料番号14）

25・Ⅳ・e帥e聖Var・乃e画α（紐as・）Pa膿（1区B－1地点；試料番号8）
26二N．elginenszsvar．cuneataH．Kobayashi（1区B－1地点；試料番号8）
27．N．短心C毎iGrun．（1区B－1地点；試料番号3）
28．N．tokyoensisKobayashi（3区C地点；試料番号9）

29・Neidium？7nPliatum（Ehr・）Krammer（3区C地点；試料番号6）
30．PinTlularlaSubcapitataGregory（3区C地点；試料番号10）
31．P．裾OdosαEhr．（3区C地点；試料番号3）
32．Rhopalodiagibberuh（Ehr．）0．Muller（1区B－1地点；試料番号4）
33．StauroneisacutaW．Smith（1区B－1地点；試料番号10）
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図版4　花粉化石（1）

1．モミ属（2区B地点：試料番号2）
3．マキ属（2区B地点：試料番号2）
5．ツガ属（1区ト2地点：試料番号2）

－318－

（1，3，5，6）
50〟m

（2，4）

2．スギ属（2区B地点：試料番号2）
4．アカガシ亜属（2区B地点：試料番号2）
6．マツ属（2区B地点：試料番号2）



図版5　花粉化石（2）

7．コナラ亜属（2区B地点：試料番号2）　　8．ガマ属（2区B地点：試料番号2）
9．サジオモダカ属（2区B地点：試料番号2）10．ミズアオイ属（2区B地点：試料番号2）
11．イネ科（2区B地点：試料番号2）　　　12．クリ属－シイノキ属（2区B地点：試料番号2）
13．オモダカ属（2区B地点：試料番号2）
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図版6　花粉化石（3）

14．ホシクサ属（2区B地点：試料番号2）
16．ヒシ属（2区B地点：試料番号2）

15．カヤツリグサ科（2区B地点：試料番号2）
17．サンショウモ（2区B地点：試料番号2）

ー320－



図版7　種実遺体

1．ヒサカキ（1区B地点：5層）
3．サジオモダカ属（1区B地点：5層）
5．ヒルムシロ（1区B地点：5層）
7．ホタルイ属（1区B地点：5層）
9．タデ属（1区B地点：15－b層）
11．オトギリソウ属（1区B地点：5層）
13．オニバス（1区3層上位）
15．オニビシ（1区3層上位）

－321－

1mm

＿．　－

（1～12）

2．オモダカ属（1区B地点：5層）
4．オモダカ科（1区B地点：5層）
6．イグサ科（1区B地点：5層）
8．ホタルイ属（1区B地点：5層）
10．シソ属（1区B地点：15－a層）
12．タカサブロウ（1区B地点：5層）
14．ヒシ（1区3層上位）

1cm

ニ＿＿＿＿二

（13～15）
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図版1

弥生土器1・古式土師器



弥生土器2・土器1
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弥生土器集合

土錘集合



農耕具（鍬・鋤・鎌）1、工具（掛矢）
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農耕具2（泥除け）



農耕具3（枠型田下駄1）



図版8

W2－10

農耕具4（枠型田下駄2）
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農耕具5（板状田下駄1）



図版10

農耕具6（板状田下駄2）



農耕具7（板状田下駄3）



図版12

農耕具8（板状田下駄4）



図版13

農耕具9（板状田下駄5）



農耕具10（輪カンジキ型田下駄1）



農耕具11（輪カンジキ型田下駄2）



農耕具12（輪カンジキ型田下駄3）



農耕具13（輪カンジキ型田下駄4・大足横枠）
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祭祀具1（人形・斎串・舟形・その他）
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祭祀具2（箸状木製品1）
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図版21
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祭祀具4（箸状木製品3）
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祭祀具5（箸状木製品4）



容器1（劉物）



図版24

2

容器2（曲物1）
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版図

容器3（曲物2）
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容器4（曲物3）



4

容器5（桶・挽物・箱物）



容器6（漆椀）
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版図
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Ⅹ線写真1（曲物・桶）



Ⅹ線写真2（枠型田下駄）
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版図

生活用具1（火横目・櫛・下駄）



図版32

10

生活用具2（四ツ手綱枠部材・弓・その他）



図版33
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版図

1

建築材・土木材等1（梯子・柱・仕口）
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建築材・土木材等2（接合矢板1）



建築材・土木材等3（接合矢板2）



17

建築材・土木材等4（接合矢板3・接合杭1）

18



建築材・土木材等5（接合杭2）



図版39

建築材・土木材等6（敷板）
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建築材・土木材等7（杭・矢板・敷板）
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建築材・土木材等8（杭・敷板等）



用途不明木製品1



図版43

㍉

∴

ざ

　

∴

∴

∵

ト

　

・

「

這

了

塔

2

4

1
．
－
　
」

用途不明木製品2



‥
．
．
．
工
．

腰

3

。
用途不明木製品3

漫
遜
頚
遜

ゼ
ミ
藁
も
義
ー
ち

遜
　
　
懇
瀾
濁
溜
澄
華
麗
層
瀾
拗
渦
闇



用途不明木製品4



図版46

金属製品（鉄鉱・小刀）



図版47

石器・石製品（打製石鉄・磨製石嫉・敲石・砥石）



上土遺跡整理作業参加者

青島久仁子、緻持　富枝、加藤百合子、杉山すず代、嶋田　聡、

伊澤　幸恵、川上　邦広、新村　佳子、宅見寿美子、稲垣　訓子、

鶴橋扶美代、跡部麻由子
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